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要旨
北海道白老町に2018年まで開館した一般財団法人アイヌ民族博物館1）（以下、旧アイヌ博）では、工芸を

専門として行う職員が勤務し、職員らが製作した民具の一部は資料番号が付与され、収蔵庫にて保管され、
儀礼などの伝承活動や博物館の展示に使用した。2024年現在、それらの資料は2020年に開館した国立アイ
ヌ民族博物館の収蔵品となっている。本稿では、その前身となる白老民俗資料館（以下、資料館）、旧アイ
ヌ博における工芸技術の系統、参考とした原資料、複製事業に関することについて、元職員らへの聞き取
り調査を行い明らかにする。

本稿では、ポロトコタンと呼ばれた資料館、旧アイヌ博に1978年から2002年に勤務した松永八重子（ま
つなが・やえこ）に焦点をあてる。検討手法は、松永の同僚や松永が主宰したサークル「チタㇻペ」に所属
している人たちを対象とした聞き取り調査を行い、松永の経歴や工芸技術の系統について整理をした。さ
らに国立アイヌ民族博物館収蔵の、松永が製作した資料や松永旧蔵の資料のなかで、衣服とござを対象と
し、松永が指導を受け習得した技術や、それが松永からどのように伝承されてきたかを明らかにした。そ
れらの情報から、ポロトコタンを起点とし白老町に広がった工芸活動のなかで、松永が関与した衣服、ご
ざの製作技術について考察し、今後の松永が製作した資料に関する課題を述べるものである。

キーワード：白老地域、アイヌ、ござ、ポロトコタン、国立アイヌ民族博物館、松永八重子

Abstract
The Ainu Museum which operated in Shiraoi, Hokkaido until 2018, employed staff who specialized 

in traditional crafts. Some of the ethnic materials produced by staff were assigned a serial number, 
stored in the museum’s collection storage facility, and used in exhibitions and cultural activities such 
as rituals. Today, in 2024, these objects form part of the collection of the National Ainu Museum, which 
opened in 2020. In this paper, the author interviewed former employees of the Shiraoi Folk Museum (the 
predecessor of the Ainu Museum) and the Ainu Museum in order to clarify lineages of craft techniques, 
materials used as reference sources, and the reproduction projects carried out at these institutions.
  The paper focuses on the works of Yaeko Matsunaga, who worked at the former Ainu Museum, also 
known as Porotokotan, from 1978 to 2002. The research method used in order to investigate Matsunaga’s 
background and the lineage of her craft techniques is based upon interviews with Matsunaga’s colleagues 
and members of the craft circle “Citarpe”, which she presided over. The author also conducted a survey of 
the objects in the collection of the National Ainu Museum, including clothing and mats that were made 
by Matsunaga and formerly in her possession to determine the techniques that were passed on under her 
guidance. Based on this information, the paper discusses the techniques used to make clothes and mats 
by Matsunaga and those around her that originated in Porotokotan and spread into Shiraoi town. The 
paper also describes issues that need to be addressed in future research into the materials created by 
Matsunaga.

白老地域のアイヌ工芸について
－松永八重子資料を中心とした検討－

Traditional Crafts of Shiraoi Region
－ From the Collections and Creations of Yaeko Matsunaga －

八幡巴絵（YAHATA Tomoe）
国立アイヌ民族博物館 学芸主査（Senior Fellow, National Ainu Museum）

研 究 ノ ー ト
Research Notes
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白老地域のアイヌ工芸について 
Traditional Crafts of Shiraoi Region

Keywords：Shiraoi, Ainu, goza (mats), Porotokotan, National Ainu Museum, Yaeko Matsunaga

１．はじめに

これまで、アイヌ文化の研究は、「伝統」に着目される
傾向がみられた。このため観光地におけるアイヌ文化
の継承を具体的に明らかにした研究は少ない。北海道
内では、いくつかアイヌ文化を紹介する観光地として
有名になった地域があり、それぞれの時期でどのよう
に文化が継承されてきたのか、基礎的な事実をおさえ
ていくことが不可欠である。このような問題意識に基
づき、本稿では白老出身であり、資料館、旧アイヌ博職
員として工芸分野で活躍していた松永八重子の衣服と
ござを対象とし、得た情報を整理することによって、松
永が指導を受け習得した技術や、それが松永からどの
ように伝承されてきたかを明らかにした明らかにする。

北海道白老町のポロト湖畔では、一般財団法人アイ
ヌ民族博物館（以下、旧アイヌ博）が2018年3月末まで
営業を行っていた。旧アイヌ博は、1965年オープンし
た「ポロトコタン」の名称を引き継ぎ、「ポロトコタン」
や「白老ポロトコタン」の愛称で親しまれ、博物館の
展示のみならず、伝承公開事業として、古式舞踊の定
時公演や伝統的儀礼が公開されていた。しかし白老町
内では、旧アイヌ博設立の1984年まで、白老のアイヌ
民族の工芸に関する直接的な記録が少ないため、手仕
事に関する一連の情報がまとまっていない。そのため
工芸技術の系統の全容や製作物に関する情報などは、
現在まで断片的にしか伝わっておらず、職員の「口伝
え」に頼るのみとなっている。

旧アイヌ博では資料館、旧アイヌ博の元職員が製作
したモノは、収蔵資料として資料番号が付与され登録
が行われた2）。旧アイヌ博の収蔵資料は、国立アイヌ民
族博物館（以下、現アイヌ博）に引き継がれ展示事業
や調査研究事業等で活用されている。そのため民具を

「生かす」には、工芸の記録をまとめることは急務であ
ると考え、筆者は2018年から旧アイヌ博の手工芸の技
術や、製作時に参考とした原資料、さらに民具収集な
どについて、元職員らに対して聞き取り調査を行って
きた。その中で、女性の手工芸分野では、主要な人物
として松永八重子、工藤栄子、山崎シマ子などの名前
が挙がった。

松永八重子（1941-2022）は、白老民俗資料館時代の

1978年から勤務し、2002年に旧アイヌ博を退職後、白
老町内で工芸サークルを主宰し、女性の手仕事を中心
とした技術伝承や製作した資料の成果品展などを行
い、白老町内における人材育成やアイヌ文化の普及啓
発活動に寄与した人物である（写真１）。松永の没後、
製作した資料の一部は自宅にて保管されていた。2023
年春に遺族から「八重子が製作した資料を、国立アイ
ヌ民族博物館で保管し、後世に残していってほしい」
と申出を受け、松永旧蔵の資料35点が新たに収蔵資料
となった。

ポロトコタンにおいて継承されてきた工芸が、「口
伝え」頼みとなっている現在の伝承活動は、今後元職
員の高齢化に伴う町外への転出や養護施設への入所な
どの理由から、指導者の情報が後進へ伝わらず、伝承
活動の先細りが懸念される。これは白老地域のアイヌ
文化伝承の情報の損失につながってしまう。年を追う
ごとに聞き取り調査の実施が難しくなっている情勢を
考慮した上で、ひとつでも多くの情報を集め、欠けて
いる情報を補うことが不可欠である。情報を補うため
に聞き取り調査や資料調査を継続し、そこで得た個々
人の功績から、資料館、旧アイヌ博、そしてそのフィー
ルドを包括した「白老ポロトコタン」で行われた工芸
について考察し、ひいては白老地域全体のアイヌ工芸
を明らかにしたい。その情報を白老地域のみならず、
他地域の物質文化の実態解明に役立てたい。

このような背景から、本稿では工芸に関する情報が
空白となる1975年から1984年のうち、1978年から2002
年に工芸担当職員であった松永に焦点をあて、聞き取
り調査と資料調査（文献、音声、民具資料）から、資料
館・旧アイヌ博の勤務時代から退職後のサークル時代
までの活動を明らかにし、松永の製作的特徴と背景に
ある資料館、旧アイヌ博の工芸技術の系統を考察する。

写真１　松永八重子（1941-2022）
（白老町教育委員会蔵　2009年頃撮影）
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２．調査方法

本調査方法は、聞き取り調査と資料調査（文献、音
声、民具資料）の２つを採用する。

2.1. 聞き取り調査

松永八重子が製作したものに関する情報は、現アイ
ヌ博に収蔵されている資料に付帯する情報、古式舞踊
公演の記録写真となる。それらをもとに、松永と同時
期に旧アイヌ博に勤務経験のあった職員や松永が主宰
したサークル「チタㇻペ」に所属したことのある人物、
松永と交流があった人物に対し、聞き取り調査を実施
した。なお、聞き取り調査で得た情報の公開について
は、個人情報やプライバシーの取り扱いについて各個
人と協議を行い、公開許諾を得た内容のみ記載するこ
ととする。

上掲の人物に対し、下記の設問をインタビュー項目
として設定し、聞き取り調査を行い、関連する情報を
まとめた。

・�松永は、いつからアイヌ関連資料の製作をはじめ
たのか。

・�松永が指導を受けた人物や期間。またどのような
民具の製作について指導を受けたか。

・松永が指導した人物。
・�松永は旧アイヌ博在籍時や退職後にどのようなも

のを製作していたか。
・アイヌ文化伝承活動における松永のエピソード。
・�松永が旧アイヌ博を退職した後に主宰したサーク

ルの活動内容。

なお、話者が「ポロトコタン」と説明した箇所は、時
期を明確に記すために、1965年～1984年3月までの事
項は「資料館」と示し、1984年4月から2018年までの事
項は「旧アイヌ博」と書き分ける。「ポロトコタン」は、
資料館と旧アイヌ博での概念を説明する際に用いる。

2.2. 資料調査

資料調査は、現アイヌ博の収蔵資料を中心に、文献、
音声、民具資料を対象とした。

文献調査では、松永の製作した民具と資料館、旧アイ

表１　調査協力者一覧（敬称略、順不同）

氏名 続柄、所属、勤務期間 現在 備考（聞き取り日時など）

松永陽子 松永八重子　長女 － 2023年7月、2024年4月聞き取り

山崎シマ子 資料館、旧アイヌ博工芸班

（1988-1996）

サークル「テケカㇻペ」主宰 2022～2024年6月聞き取り

山丸和幸 資 料 館、旧 ア イ ヌ 博 職 員（1982-1990）、

常 務 理 事（1992-1998）、専 務 理 事（1998-

1999）、理事長（1999-2001）。旧アイヌ博館

長兼務（1995-2001）

一般社団法人白老アイヌ協会

理事長

2024年3月、9月聞き取り

岡田路明 資料館、旧アイヌ博　学芸課

（1977-1991）

一般社団法人白老アイヌ協会

事務局長

2024年７月23日聞き取り

野本正博 旧アイヌ博伝承課、学芸課（1997-2012）、

常務理事（2012-2018）

公益財団法人アイヌ民族文化

財団民族共生象徴空間運営本

部　副本部長

2024年７月28日聞き取り

清水綾子 サークル「チタㇻペ」所属 2023年7月聞き取り

平野敦史 仙台藩元陣屋資料館　学芸員 2024年9月20日聞き取り

森洋輔 しらおいイオル事務所「チキサニ」学芸員 2022年1月、2024年9月
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ヌ博の工芸を関連づけた記録はない。そのため、間接的
にでも触れているものも対象とし、旧アイヌ博の刊行物
や、書類を調査した。白老民俗資料館、白老観光コン
サルタント株式会社3）、財団法人白老民族文化伝承保
存財団4）、財団法人アイヌ民族博物館、一般財団法人
アイヌ民族博物館の名義で発行された刊行物を対象に
調査した。しかし、松永の工芸関連の直接的な記録は
非常に少なかった5）。

音声資料については、現アイヌ博の収蔵資料のなか
で、松永への聞き取りの記録を対象としたが存在しな
かったため、本稿では取り扱わない。

民具資料については、松永が製作または所有したこと
が判明している資料を対象に、旧アイヌ博から現アイヌ
博へ移管された資料調査を行い、松永の製作した資料
の特徴について検討した。松永の製作した民具とともに
資料カード、管理用 Excel データが現アイヌ博に存在し
たため、民具の情報をまとめた一覧を付表で示す。

以下に、聞き取り、資料調査を実施した結果をまと
める。

３．松永八重子について―聞き取り調査を中心に―
3.1. 資料館勤務以前の経歴（1978年以前）

松永八重子は、1941年、母・松永たけ（1912-1996）6）

の長女として北海道白老町に生まれた。1978年に資料
館に勤務する以前の経歴について、松永の長女・松永
陽子（1967-）へ質問したが、「母・八重子の若い頃の
話は、あまり聞いたことがない」と話していた。これ
は山崎シマ子、岡田路明、野本正博も同様であった。
そのため、資料館以前の経歴は現時点でよくわかって
いない。2023年春に松永の自宅を訪れた際、室内には
アイヌ文化以外のさまざまなハンドメイド雑貨が飾ら
れていた。陽子は「母は編み物などをよくやっていた」
と話した。松永が元来、手仕事が好きであったことが
うかがえた。

3.2. 資料館、旧アイヌ博勤務時代（1978～2002）

松永は1978年に白老民俗資料館を運営する財団法
人白老民族文化伝承保存財団の定期職員7）として勤務
をはじめ、同時期に白老民族芸能保存会に加入した8）。
入社時は、資料館の学芸課工芸班に所属した。同時期
に勤務した岡田路明によると、結婚前に和裁を習得し
ていたようで、入社時からアイヌ女性の手仕事に関す
る技術を覚えることが早く、手先がとても器用であっ

たことが印象に残っているとのことであった。入社以
降、野本ヨシエ9）や織田ステノ10）が製作した衣服やゴ
ザなどを参考にして、ルウンペと呼ばれる木綿の衣服
や模様入りのござを製作した。その後、織田ステノが
白老へ招聘された1977年から1982年の5月から10月の
期間に、ござ編み、樹皮衣、手甲、脚絆などの製作指導
を直接受けた。

1988年から1996年に勤務した山崎シマ子によると、
松永、山崎、工藤栄子11）の３人は、工芸だけではなく、
古式舞踊公演にも参加しており、踊りの公演の合間に
工芸を行い、年度毎に製作した資料を博物館の学芸課
に持っていき、その一部は収蔵品として登録されたと
いう。財団法人アイヌ民族博物館が1996年に刊行した

『二十年の歩み』によると、「財団でが、設立と同時に
アイヌ文化の伝承・保存事業の一環として、伝承課職
員により民具を中心とするアイヌ民族資料の製作を日
常業務に取り入れており、製作品の多くは資料として
博物館に収蔵している。博物館では、これらの製作品を
一次資料として保存している」とある（財団法人アイヌ
民族博物館1996：46）。山崎の話では、松永、山崎、工
藤の３名は、工芸する時間を技術伝承の機会ととらえ、
製作するものが年度単位で重複しないように、それぞ
れ違うものを作っていたという。例えば、松永はござ
編み、山崎は衣服製作、工藤はアットゥㇱ織というよう
に、アットゥㇱ織、ござ編み（模様無し / 有り）、サラニ
ㇷ゚（編み袋）、エムㇱアッ（刀掛帯）などを交代で製作し
ていた。その背景に、運営側が松永、工藤、山崎に多く
の種類の民具を製作できる人物になってほしいことと、
工芸チセ12）で職員がそれぞれの民具製作している様子
を「みせる」ことで、来館者により多様なアイヌ文化を
知ってほしいという意図があったと考えられる。

松永は、特にござ編みに非常に高い興味関心を示し
ていたようである。出張や外出の移動中、よく車窓か
らガマが自生している場所を探していたことをいう証
言を、山崎シマ子や松永陽子、岡田路明が語っていた。
松永は、常に良質なガマを求め、儀礼の際に使用する
ござ、チセ内を装飾する大型のござ、囲炉裏まわりで
使用する無地のござを積極的に製作していた。

松永は、旧アイヌ博在職中となる1995年に白老町文
化奨励賞を受賞した。その後、定年を迎えた2002年3月
に旧アイヌ博を退職した。

3.3. 旧アイヌ博退職後（2002～2022）

退職後、松永は2004年に北海道観光連盟観光振興功
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労賞を受けた13）。2005～2007年の期間、5月から10月末
までの繁忙期は、ボランティアとして後進の育成にあ
たった14）。

2007年5月、松永八重子、清水綾子、吉田フサ子らを
中心として、サークル「チタㇻペ15）」を結成した。サー
クルでは「織りや編みの技術を伝承するだけではなく、
材料の採集や処理・加工などの流れを通して、カムイ
からいただいたものへの感謝の気持ちを大切にしてい
きたい」との思いのもと、織物や編み物を実践してき
た（写真２）。

2009年に、財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構16）

より平成21年度アイヌ文化奨励賞（個人）を受賞した
（公益財団法人アイヌ民族文化財団2018：44）。2013年
には白老町指定無形民俗文化財伝統文化継承者17）の認
定を受けた。継承区分は、「工芸：ゴザ編みや縫製や刺
繍など伝統的技術の伝承」、「芸能：踊りやムックリな
ど伝統的芸能の伝承」である。

晩年は、体調を崩すことが多く、メンバーの協力を
得つつ、精力的にアイヌ文化普及活動を行っていた
が、2022年7月に永眠した。

松永の没後、サークルのメンバーの清水綾子や吉田
フサ子が中心となり、活動を継続している。2022年11
月に一般社団法人白老モシリは、松永を追悼し、松永
がこれまで製作した民具をしらおいイオル事務所チキ
サニにおいて展示した。ルウンペ、チタㇻペ（模様入
りござ）、松永が使用したござ編み機など計10点を披
露した。

写真２　ござ編みをする松永八重子（2015年頃撮影）
（しらおいイオル事務所チキサニ蔵）

４．松永八重子資料の紹介

2004年８月現在、松永が現役時に製作したことが判
明している資料は、下記で収蔵されている。

①国立アイヌ民族博物館18）（北海道白老町）
②公益財団法人アイヌ民族文化財団（札幌市）
③個人（白老町ほか）

本稿では、資料の来歴を明確にするため、項目を分
けて資料を紹介する。製作した資料の一覧は付表を参
照いただきたい。

4.1. 国立アイヌ民族博物館所蔵資料

国立アイヌ民族博物館所蔵資料は、財団法人アイヌ
民族博物館の所蔵資料を引き継いだものと、国立アイ
ヌ民族博物館の展示や調査研究事業等に供するため、
文化庁の委託経費で令和５年度に購入した資料がある。

（１）財団法人アイヌ民族博物館旧蔵資料
旧アイヌ博では、学芸課職員として勤務した岡田、

山崎、野本らに対する聞き取り調査で、工芸職員の製
作した資料は年度毎に、事業報告書に記載すべく、完
成品を学芸課にて預かり、資料番号を付与したのち
に、博物館収蔵庫にて保管された。松永が製作した資
料は15点である。

松永が製作した資料は、退職後に従事していたボラン
ティア活動の期間中に２点を製作し、計17点に増えた。

その後、松永は白老町内の伝承活動に主軸を置くよ
うになったため、2007年から旧アイヌ博が閉館する
2018年まで、松永の製作した資料の点数は増えていな
い。この期間に、苫小牧美術愛好会の遠藤忠志氏作が
松永八重子をモデルとして描いた絵が１点寄贈され
た。この絵は、松永がポロトコタンでムックㇼ（口琴）
を演奏する様子のため、本稿では付表にのみ掲載する
こととする。

（２）国立アイヌ民族博物館令和５年度購入資料
現アイヌ博では、2023年４月に、松永八重子の長女・

陽子より申出を受けた資料35点を文化庁委託経費にて
購入した。

これらの資料は、松永が製作し所有してきたもの
で、白老町内の仙台藩元陣屋資料館やしらおいイオル
事務所チキサニにて、サークルの成果品として活用さ
れていた。没後、資料保管は松永陽子が、展示会など
の渉外対応はサークルメンバーの清水綾子と吉田フサ
子らが中心に行った。2022年11月にイオル事務所チキ
サニで追悼展示を実施した後、「八重ちゃんの資料は
もうこれ以上増えることはない。ずっと自宅に保管し
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ているより、国立アイヌ民族博物館で残していっても
らいたいと考えて、現アイヌ博へ買取申出をした」と
松永陽子、清水綾子からの話があった。

松永陽子が保管していたルウンペ（資料番号 R5-
01001、R5-01002、R5-01003）とござ編み機（資料番号
R5-01033、R5-01033）は松永が現役時に製作したもの
の一部で、退職する際に旧アイヌ博から贈られたもの
と考えられる19）。

4.2. 公益財団法人アイヌ民族文化財団（事務局）資料

当該財団の札幌事務局で2000年に購入したござが１
点収蔵されている。『財団法人アイヌ文化振興・研究
推進機構収蔵品目録１ 1997.7-2000.3』には資料写真が
掲載されており、「平成11年度工芸品制作」にて入手し
たとあるが、製作年などは不明である（財団法人アイ
ヌ文化振興・研究推進機構2000：67、71）。おそらく、
1999年に行われた普及啓発事業の備品として購入され
たのではないかと推定する。

幅92㎝、長さ382㎝あるこのござは、（公財）アイヌ
民族文化財団のアイヌ文化フェスティバル等の会場内
で、壇上を装飾するために使用されている。

写真3　松永八重子製作のござ（1999年に収蔵）
（出典：『財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構収蔵品目録１ 

1997.7-2000.3』ｐ67）

4.3. 個人所蔵

個人所蔵の資料は、松永陽子が所蔵しているマタン
プㇱ（鉢巻）やムックリ、サークル活動時に製作した
ござなどがある。ござは、長さ、幅が60㎝以内の大き
さで、メンバーが製作し松永が保管したものと考えら
れる。

また岡田路明、山崎シマ子からは「職員が製作した
ものを博物館のミュージアムショップで販売してい
て、松永の製作したものも過去に販売されていた」と
話があったことから、来館者が松永の製作した民具を
購入し、現在も保管している可能性がある。そのため
現時点で個人所蔵の概要を把握するのは困難である。
引き続き、松永の製作した資料の所在調査を実施する
予定である。

５．調査結果

以上から、松永が製作した衣服とござについての調
査結果をもとにそれぞれ考察する。

5.1. 衣服について

（１）聞き取り調査の結果
聞き取り調査を行った際、山崎、岡田、野本から得

られた、松永の衣服製作に関する情報は下記の通りで
ある。

「（略）これは（筆者付記：写真４、５に写ってい
る松永が着用しているルウンペを指す）どっちも
八重ちゃんが自分でつくった。この時期（筆者付
記：平成10年頃）は、自分で着用する伝統的衣服
や装身具は、自身で製作するよう努めていた。だ
から何枚も縫ったよ（略）。わたしらのときは、同
じ模様で何枚も作っている。その模様で慣れてい
るから。」（2024年６月の山崎シマ子への聞き取り
にて、筆者が写真４、５について尋ねた際の回答）

「八重ちゃんは、下河ヤエ20）さん、久保紀子21）さ
んたちに縫い方を指導していたと思う」（2024年
６月の山崎シマ子への聞き取りにて）

「平成９年頃に自分は勤務しはじめた。自分の
着物や手甲、脚絆は近藤ノリ子22）さんに製作して
もらった。（略）八重ちゃんやシマ子さんたち工芸
職員は、自分で賄っていた。」（2024年７月の野本
正博への聞き取りにて）

「八重ちゃんが誰から着物つくりを教わったか
はわからない。ただそのときには近藤ノリ子さん
が工芸チセにいたから、もしかして近藤さんから
作り方を教わったのかもしれない。」（2024年７月
の岡田路明への聞き取りにて）

（２）資料調査の結果と考察
上記の情報をもとに、松永の製作した衣服の特徴を

分析する。松永旧蔵の衣服は、令和５年度購入資料の
衣服３点（写真６、写真７、写真８）と半纏１点がある。
衣服は一般的にルウンペと呼ばれるものである。

ルウンペとはアイヌ民族の木綿製の衣服で、白老を
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含めた胆振地方や渡島地方で広く着用されている。ル
ウンペは、木綿の古裂（ふるぎれ）をつなぎ合わせて、
その上に、絹、サラサ、メリンス、絹のなかでも日本
刺繍のあるもの、木綿などの色物の古裂を細く切り、
これを切伏23）している、きわめて手の込んだ衣服であ
る（財団法人白老民族文化伝承保存財団1987：78）。資
料館、旧アイヌ博では古式舞踊の公演や伝統儀礼に参
加する際に職員が着用した。アイヌの衣服の部位名称
については、図１の「アイヌ衣服解説図」（中谷1991：
172）、和服の部位名称については図２を参照いただき
たい（滝沢1999：71）。

松永が製作のルウンペは、和服に見られる前身頃に
衽と身八ツ口が作られており、着物本体に模様を構成
する切伏の布はミシンで縫われているため、模様が直
線的になっていることが特徴である。その布の上に市
販のレース糸（太）を使いチェーンステッチを施して
完成している。ポロトコタンで製作されるルウンペの
素材は、木綿または化学繊維のいずれかを選択してい
た24）。写真６、写真７の素材は木綿、写真８は化学繊
維である。さらにルウンペに施されている模様の構成
は写真７と写真８が同じである。

図１　アイヌ衣服解説図称
（出典：「アイヌのきもの」『ひと もの こころ』第３期第５巻　ｐ172）

12



白老地域のアイヌ工芸について 
Traditional Crafts of Shiraoi Region

白老地域のルウンペは、1984年以降、多数の観光客
を受け入れる過程のなかで、製作者が木綿から化学繊
維に素材を変更した（八幡2024：18）。白老民俗資料館
からアイヌ民族博物館へと名称を変更した1984年頃
に、白老という地域性を考慮しつつ、かつ一体感を演
出していることを目的とし、衣装をユニフォーム化し
たルウンペが作られた。1984年前後は職員数が増加し
たことに伴い、和裁の要素を取り入れた本体に、白老
地域のアイヌ模様が簡素化されたルウンペが大量生産
された。このとき職員が参考とした資料は、1980年代
に近藤ノリ子が中心となって製作した衽と身八ツ口が
あるルウンペである（写真９）。近藤が製作したルウン
ペは木綿であったが、1984年までに安価であった化学
繊維に素材を変更し、この流れは1995年まで続いた。
1996年頃から出張公演では木綿製のルウンペを着用す
るようになり、「ルウンペを伝統的な様式に戻す」時期

（八幡2024：19）となった。
この時期に記録された写真４、５を見てみると、写

真４は1998年１月17日に国立劇場で行われた創作浄瑠

璃「ひなのひとふし、ひなの遊びⅡ－菅江真澄の旅と
日記より」の記録である25）。ここでは写真６のルウンペ
を着用していることがわかる。写真５は、2004年３月
14日に皇居で行われた平成16年度「国際民俗芸能フェ
スティバル」の記録である。松永は2002年に退職して
いたが、この公演への演者が少なかったために一時的
に出演したと考えられる。ここでは写真７のルウンペ
を着用している。さらに被写体となった人物は、写真
４、５いずれもみな木綿のルウンペを着用している。

岡田、山崎、松永陽子の聞き取りから、松永は白老
のアイヌ民族の伝統衣服のルウンペを含め、資料館に
入社する1978年以前はアイヌ民族の女性の手仕事をし
たことがなかったと話があった。その上で２つの事項
について整理する。

１つめは、松永の衣服製作について、指導者が現時
点で不明であることだ。同時期に勤務していた近藤ノ
リ子の指導を受けた可能性があることもわかった。２
つめは、写真で着用された衣服は、いずれも旧アイヌ
博勤務時に着用されていたことから、松永は入社した

図２　和服の部位名称
（出典：滝沢ヒロ子『新しい和裁全書』 ｐ71）
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1978年から、写真４が撮影された1998年までにはルウ
ンペを製作できたことがわかった。このことから入社
以前はアイヌ民族の女性の手仕事をしたことがなかっ
た松永が、入社以降に技術習得ができ、その製作した
民具が博物館に残っていたという事実から、資料館、
旧アイヌ博はアイヌ文化伝承の実践の場となり、人材
育成という大きな役割を担っていたことがわかった。

以下、上記で分析した情報をもとに考察する。
松永の勤務期間は、旧アイヌ博ではルウンペの素材

が木綿から化学繊維へ変更し、さらに化学繊維から木
綿に変更した時期と重なる。さらに聞き取りで、同じ模
様のルウンペを複数枚つくったとあったことから、松
永は同じ模様で素材が違うルウンペを複数製作し、所
有していたと考えられる。そして松永が製作したルウ
ンペの特徴は、旧アイヌ博で製作された和裁の形態を
本体とし、その上に白老地域のアイヌ模様を簡素化し
た切伏の上に刺繍されたルウンペ（写真９）と模様が類
似している。近藤が製作したルウンペよりも切伏や刺
繍が多いことから、松永は旧アイヌ博で「組織として製
作されたルウンペ」の影響を色濃く継承した上で、模
様や刺繍を増やしたルウンペを製作したと推測する。

写真記録と聞き取りから、ルウンペは、写真８（製
作時期不明）、写真６（～1998年）、写真７（～2004年）
の順に製作し、いずれも松永が旧アイヌ博勤務時に完
成し、出張公演等で着用したと推定する。これらのル
ウンペは、今後白老におけるルウンペの製作、着用形
態の変遷や、観光地における衣服の活用などを検討す
る資料となる。なお、衣服製作における技術の系統は
現時点で不明であるが、近藤の影響が考えられること
が指摘された。このことを踏まえた上で今後継続して
資料調査を行う必要がある。

写真4　出張公演のようす
創作浄瑠璃「ひなのひとふし、ひなの遊びⅡ－菅江真澄の旅と日記
より」（1998年）　国立劇場（東京都）（国立アイヌ民族博物館蔵）

写真5　出張公演のようす
平成16年度「国際民俗芸能フェスティバル」（2004年）

皇居（東京都）（国立アイヌ民族博物館蔵）

写真6　写真4で松永が着用したルウンペ　R5-01001
（国立アイヌ民族博物館蔵）

写真7　写真5で松永が着用したルウンペ　R5-01002
（国立アイヌ民族博物館蔵）

写真8　化学繊維製のルウンペ　R5-01003
（国立アイヌ民族博物館蔵）

写真9　近藤ノリ子が製作したルウンペ　00245
（国立アイヌ民族博物館蔵）
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5.2. ござ類について

（１）聞き取り調査の結果
聞き取り調査を行った際、山崎、岡田、野本らから、

松永のござ製作に関する情報が下記の通り集まった。

「自分は1988（昭和63）年にポロトで働きはじめ
た。５月頃だったかな。工芸（筆者付記：班）に配
属された。そのとき工芸班は、伝承課ではなくて学
芸課だった。そして工芸班は、工芸チセってところ
で働いていた。私がいったときには、野本ヨシエさ
ん、松永八重ちゃん、工藤榮子さんが先に働いて
いた。ヨシエさんはそのときはもう踊れなくって、
ござ編みとか女の手仕事をやっていた。（略）ヨシ
エさんは、見て覚えてね、というタイプだった。八
重ちゃんから聞いたのだけれど、ござの編みはじ
めだけはヨシエさんに習って、文様は織田さんに
教えてもらったそうだ。私もそのようにして、編み
はじめだけヨシエさんに習ったものだよ。
（略）ポロトコタンでは、編みはじめから模様を

入れる列までの赤い布と黒い布の段数と配置や編
み終わりの処理の方法が人によって違っていて、
そこを見るとだいたい誰が製作したかわかるよ。」

（2024年６月の山崎シマ子への聞き取りにて）

「私がポロトで働き始めたときは、織田ステノ
フチ26）がポンチセというところにいた。（略）織
田さんからは、ござ編みも教えてもらった。ま
た、工芸のチセには、野本ヨシエさんもいた。姉
のハナエさんもいたと思う。そのころは、近藤ノ
リ子さん、小林トシさん、松永たけさんなどがい
た。（松永）八重ちゃんは、お母さんのたけさんと
少し時期がかぶっていた。（略）私が学芸課にいた
頃は、川上シン27）さんに平取からポロトまで来て
もらって、ござ編みやアットゥシ織、サラニㇷ゚（編
袋）を教わった。ポロトは、冬にお客さんが来な
いから、職員の人たちに手仕事をやってもらって
いた。シンさんは季節雇用だったから冬は平取に
戻っていた。（略）八重ちゃんはシンさんからサラ
ニㇷ゚を教わっていた。

八重ちゃんは、ござは最初ヨシエさんから習っ
ていた。少しござが編めるようになってから、織
田さんに文様入りのござを教えてもらっていた。
素材の取り方や処理も含めて習っていた。」（2024
年７月の岡田路明への聞き取りにて）

「八重ちゃんはなんでもできたしやっていた。キ
ナ28）、着物も縫っていた。アツシ29）もやっていた。
八重ちゃんがアツシを織るときの樹皮は、虎杖浜
の温泉に浸けていた。これは自分も手伝った。
（略）1980年代は、伝承課職員の着物や装身具は

自分賄い。自分で揃えなければならなかった。自
分は近藤ノリ子さんに作ってもらった。（略）工
芸チセに詰めていた職員が複数名いたことは大
きい。工芸を主に行う職員がいたことは大切なこ
と。踊りだけが伝承というわけではなく、高齢で
踊れないとか理由がある人が文化伝承に携われる
ようにしたことは大きいよね。
（略）ポロトの工芸は、学芸課、工芸課、伝承課

というように組織改編を行っているなかで、色ん
なフッチ30）たちからの技術を後進が習得してそれ
を受け入れてきた。柔軟だった。
（略）ポロトは、教育的使命と人材育成という二

輪があった。また、1970年の大阪万博へ、白老民
族文化保存財団、白老民族芸能保存会、白老商業
協同組合の大人数で参加したことで、文化伝承の
組織化の素地もできたのでは。白老の強みだと思
う。」（2024年７月の野本正博への聞き取りにて）

「わたしらは、八重ちゃんからキナ編み（ござ編
み）を習ったんだ。八重ちゃんは、ずっと、アイヌ
だから自然素材使ってものつくりしなければなら
ないんだっていっていた。（略）それまでそれぞれ
刺繍サークルいっていた人たちもいたけれど、八
重ちゃんがサークル立ち上げるってなったとき、
みんな集まったんだわ。
（略）わたしらがつくったものは、チキサニ（イ

オル事務所）で何回か展示したよ。わたしらのは
ござ多かったかな。ほかのサークルは着物とか手
甲とかも展示していたよ。（略）チキサニは、それ
ぞれのサークルがつくったものを展示する期間が
あるから。」（2023年７月の清水綾子への聞き取り
にて）

（２）資料調査の結果と考察
本稿では松永八重子が製作したござについて、編

み途中となる資料番号 R5-01035も含め、現アイヌ博
所蔵資料27点を調査した。令和５年度に購入したござ
は、旧アイヌ博退職後に製作されたものである。資料
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館、旧アイヌ博在籍時には、3メートルを超えるござを
複数製作している。これは伝承活動となる儀礼やイベ
ント時に装飾するために使用する大型のござの需要が
あり、素材となるガマを十分に確保できていたことも
うかがえる。退職後となる2002年以降に製作したござ
は、幅が50㎝、長さが80㎝で模様入りのござと小型に
なっている。これは初心者がある程度の製作時間で完
成が可能となる大きさである。退職後はサークル「チ
タㇻペ」や白老アイヌ協会の工芸研修における指導を
行ったことから、小型のござを教材として活用してい
たと考えられる。旧アイヌ博では工芸担当職員として
手仕事を専門に行い、退職後は習得した技術をサーク
ル活動にて、後進の指導を行った。

また、松永の製作技術に着目して分析を行った。
ござの製作技術に関する先行研究では、「１本おき

編み」と「スダレ編み」の２種類があることが指摘され

ている31）（貝澤2005）。ただし貝澤の調査は平取町で製
作されたござが対象で、白老地域のものには触れてい
ない。

また、素材選択の特徴に関しては、北海道アイヌ、
樺太アイヌは、無文のござの緯材としてガマ、オオカ
サスゲ、ヤラメスゲ、フトイ、サンカクイなど、経糸に
はシナノキ、オオバボダイジュ、エゾイラクサなどの
繊維を撚った糸を用いることが指摘されている（大坂
2023：30）。

山崎、岡田からの聞き取りで、松永は、編みはじめ
は野本ヨシエ、模様は織田ステノより教わったとあっ
た。この情報を踏まえ、ござの部位名称を以下４つの
視点に分けて資料調査を実施した。なお、本稿におけ
るござの部位名称①、③、④は、『アイヌ文化再現マ
ニュアル 編む―ゴザ―』に使われている語句を踏襲す
る（財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構2006）。

①編み始め 編み１段目から模様を入れる前の段までを指す。
②製作技法 １本おき編みかスダレ編みか。
③編み終わり 模様の編みおわり後に、無地の部分をはさみ、布を入れ始めている段から編み終わ

りまでの段数。
④経糸の処理 まるめたござをまとめるための紐となる経糸をどのように処理したか。糸撚りか編

みかどうか。
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写真 10 ござ部位名称の視点 
（国立アイヌ民族博物館蔵 MA62） 

 
 なお、今回は聞き取り調査でござの模様構成に関する言及が薄かったことから、ござに
施された模様構成については除外する。模様構成については、現在調査を行っているた

① 

② 

③ 

写真10　ござ部位名称の視点
（国立アイヌ民族博物館蔵　MA62）

16



白老地域のアイヌ工芸について 
Traditional Crafts of Shiraoi Region

なお、今回は聞き取り調査でござの模様構成に関す
る言及が薄かったことから、ござに施された模様構成
については除外する。模様構成については、現在調査を
行っているため、今後まとめて発表を行うこととした
い。松永の製作したござの特徴は以下の通りである。　

①編み始めは、黒３段、赤１段、黒２段を基本構成と
し、その後は素編み３段または５段のあとに黒布の段
がはいる特徴の資料が27点のうち18点にみられた。長
さが200㎝以下のもののなかには、編み始めを減らし黒

２段、赤１段、黒１段と製作する資料が４点確認できた。
②製作技法は、27点すべて貝澤が指摘する「一本お

き編み」の技法である（図３）。模様の有無にかかわら
ず、技法に変化はみられない。

③編み終わりは、黒２段、赤１段、黒３段を基本構成
とし、編みはじめと対になるように製作されている。

④経糸の処理は、カエカ32）で紐の端になる部分が細
くなるよう、徐々に糸を減らしていく手法がとられて
いる。これは27点すべてこの処理で糸を始末していた。

図３　一本おき編みとすだれ編み
（出典：貝澤2005、p10）

写真11　松永の製作したござ　編み始め部分拡大　資料番号 MA001
（国立アイヌ民族博物館蔵）

写真12　織田ステノが製作したござ　編み始め部分拡大　資料番号 MA97
昭和52（1977）年9月15日完成品。

（国立アイヌ民族博物館蔵）
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松永の製作したござの緯材はすべてガマである。松
永のござの調査をふまえ、織田ステノ製作の資料番
号 MA97と比較してみると、編み始め、編み終わり、
糸の処理が類似し、技法は一本おき編みである（写真
12）。織田の他のござも模様の有無にかかわらず、変化
は見られなかった。さらに松永のござの編み始めが野
本ヨシエの影響があるとの情報を踏まえ、現アイヌ博
所蔵が所蔵する野本が製作したござ35点の編み始め
をみてみると、統一性がないことがわかった。松永の
編み始めの構成と同じものは、野本が製作した模様入
りござのうち1977～1979年に製作したござ５点33）が該
当した。松永が資料館に勤務しはじめたのは1978年の
ため、この頃に野本ヨシエ媼に編み始めのやり方を教
わったという山崎の聞き取りと一致する。そして全体
的な製作技術は織田ステノのござとも一致する。

しかしここで静内出身の織田ステノが製作したござ
と、白老出身の野本ヨシエが1977年～1979年の製作し
たござの編みはじめが同じ点に着目したい。この両者
間で技術の伝承があったのかどうか疑問が生じた。織
田から野本へ技術伝承があった可能性を考え、再度旧
アイヌ博の勤務記録にあたった。織田は1977年４月か
ら1982年に勤務し、野本は1977年４月から1991年まで
勤務し、勤務開始年月は同じであった。織田、野本の
製作したござの編みはじめをみてみると、織田のござ
は一貫して、同じ構成で編みはじめられているのに対
し、野本のござは編みはじめに統一性は見られなかっ
た。このことから、織田、野本それぞれがござ編みの
技術を習得し、資料館に勤務しはじめてござを製作し
たし、両者間での技術伝承はなかったと結論づける。

松永のござの考察を以下の通りまとめる。
松永の製作するござはガマを素材とし、編み始めは

黒３段、赤１段、黒１段または２段を基本構成とし、
この構成は野本ヨシエと類似している。さらに製作技
法はござの模様の有無にかかわらず「一本おき編み」
の技法を採用していた。編み終わりは、編み始めと対
になるように製作され、編み終わった経糸の処理は、
紐の端になる部分が細くなるよう、徐々に糸を減らし
ていく手法がとられた。これらの技法は、織田ステノ
の製作したござと一致する。

旧アイヌ博在籍時のござと退職後の2002年以降に製
作されたござと比較したところ、編み始め、製作技法
などに変化はみられなかった。このことから、松永は
織田ステノ、野本ヨシエから指導を受けたことを退職
後も忠実に守り、ござの製作を長年継続してきたと結

論付ける。
今後は次にあげる点を踏まえた調査を行いたい。１

点目は1977年以前に勤務経験ある元職員が製作したご
ざを調査し、本稿で取り上げなかった模様構成も含め
た製作技術を明らかにすることである。２点目は、織
田と松永のござの模様構成を比較し明らかにすること
である。織田のござを調査するとともに、織田から指
導を受けた人物らの製作したござもあわせて調査する
ことで、織田の周囲の指導系統や製作技術が明らかと
なる。３点目は、松永より指導を受けた人物らが製作
したござを調査し、松永の工芸技術がどのように伝承
されているかを調査し、比較することである。

これらの点を明らかにすることで、「白老地域のご
ざの特徴」の情報が蓄積し、白老地域のアイヌ文化に
おける工芸活動の全容がみえ、1975年から1984年の空
白となる情報を埋めることができるであろう。

６．まとめ

本稿では松永八重子に焦点を当て、松永の関係者へ
の聞き取り調査、資料調査の結果から、資料館、旧アイ
ヌ博、退職後の活動を明らかにし、松永が製作したアイ
ヌ関連資料の情報をまとめ、松永の製作した資料の特
徴を明らかとする。

①松永の製作したルウンペは、近藤ノリ子が製作し
た衽と身八ツ口があるルウンペとほぼ同じである。松
永が勤務し始めた頃は、素材選択が木綿→化学繊維→
木綿と変遷するなかで、化学繊維から木綿への過渡期
であった（八幡2024：18-20）。さらに松永のルウンペ
に施されていた模様は今後検討する必要がある。聞き
取りによって、松永が衣服製作を指導したことも明ら
かになったので、今後追加で調査を行う予定である。

②松永は、資料館、旧アイヌ博在職時にござ編み（模
様無し / 有り）、サラニㇷ゚（編み袋）、エムㇱアッ（刀掛
帯）などの編みを習得し、その技術は織田ステノ、野
本ヨシエから指導を受けていることがわかった。退職
後に製作したござも旧アイヌ博時に製作したものと変
化がないことから、織田、野本の指導を忠実に守った
ござ製作を退職後となる2002年以降も行っていた。本
稿で模様構成について言及しなかったが、このことに
ついて筆者は調査中であるため、今後の調査で模様構
成に注目した内容をまとめたい。

聞き取り調査で明らかとなった松永のござの技術継
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承は図４のとおりである。松永が資料館、旧アイヌ博
で習得したござの編み方を白老町内で普及していたこ
とがわかる。白老地域のルウンペは、資料館、旧アイ
ヌ博で得た知識や経験を、元職員が退職後にそれぞれ
指導者として後進を育成したことでひろがりを見せた

（八幡2024：26）。ござについても松永の周囲で同様の
事象があったことが考えられ、「博物館」というフィー
ルドで習得した技術を町内に波及し、伝承活動を行う
意義を再認識できた。

今後の松永に関する調査の課題は、以下のとおりで
ある。

①岡田からの聞き取りでは、松永が川上シンより編
袋の指導を受けたとあった。現アイヌ博の収蔵品で、
川上シン製作の編袋がないため、今後現アイヌ博以外
の収蔵資料を対象とする調査が必要である。

②資料館、旧アイヌ博を起点とし白老町に広がった
工芸活動のなかで、本稿では1978年から2022年の松永
の周辺に関する衣服、ござの製作について述べた。今
後は、松永以前に勤務していた人物の来歴や製作した
資料、松永と同時期に勤務していた人物ら、その人物
らよりも後に勤務した人物らに関してもあわせて調査
を行い、1975年～1984年の工芸活動の空白の情報を補
うことが不可欠である。

白老民俗資料館設立時代から旧アイヌ博設立期に
おける直接的な記録はほぼなかったため、本稿は聞き
取り調査で得た情報に拠ることが多かった。今後の調
査は、元職員らは高齢化に伴い、聞き取り調査の実施

が年を追うごとに難しくなっていることを考慮した
活動が求められるであろう。個々人の功績から、資料
館、旧アイヌ博、そしてそのフィールドを包括した「白
老ポロトコタン」で行われた工芸について考察し、ひ
いては白老のアイヌ工芸の地域性を明らかにすること
が、白老地域のみならず、他地域の物質文化の実態解
明に役立つよう、今後も調査を行いたい。

７．さいごに

本稿では、聞き取り調査と資料調査から1978年から
2002年に資料館、旧アイヌ博に勤務した松永八重子の
ルウンペとござの特徴についてまとめた。1960年以降
の記録が現アイヌ博にはほぼないことと、元職員の「口
伝え」が今後の調査に不可欠であることを今回の調査
で改めて実感した。現状として白老民俗資料館、一般
財団法人アイヌ民族博物館の工芸活動が元職員の「口
伝え」頼みであることに筆者は危機感を抱き、早急に聞
き取り調査と資料調査から職員一人一人の経歴や製作
資料の情報をまとめることが不可欠であると感じた。

本稿を執筆するにあたり、松永八重子が資料館勤務
以前にハンドメイドが好きだったことから、アイヌ女
性の手仕事に興味関心を抱き、長期にわたり資料館、
博物館に勤務し、さらに退職後もサークルを立ち上げ
主宰し、成果品展を精力的に行ったことがわかった。
資料調査と聞き取り調査から、松永の製作意欲や文化
伝承の熱意に間接的に触れることができたが、これら
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の製作背景や想いなどを直接聞けなかったことが悔や
まれる。そして文化伝承における口伝え頼みは、情報
を覚えている人物が何らかの理由で不在となってし
まったとき、簡単に情報が途切れてしまうことを実感
した。口伝え頼みがいかに危ういかを認識させられた
のである。

本稿では、松永の資料54点が現アイヌ博に収蔵され
ていたことが幸いし、資料調査や分析での情報のまと
まりができた。さらに聞き取り調査から、松永が指導
をおこなった職員の下河ヤエ、久保紀子などの人物名
を明らかにすることができた。久保は既に他界して情

報が追えないため、今後は1980年代後半に勤務した下
河ヤエらを中心に追加調査を行う予定である。

1950年代以降の情報は、地元白老の住民でもその頃
の記憶を持つ人物が高齢化などの理由から全容が把握
しづらい。今回聞き取り調査で得た情報は、元職員た
ちのアイヌ観光とアイヌ文化伝承の両立をする苦労に
ついての言及もあった。資料館、博物館というフィー
ルドを活用してモノ作りを行いつつ伝承活動を確立
する工夫もみられた。白老という地域で、ポロトコタ
ンにおける運営母体の組織名が変わっても、「アイヌ
民族の歴史や文化を後世に残す」という個々人の想い

付表　松永八重子関連資料一覧
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とそれを取り巻くさまざまな人たち、そこに繋がった
組織の活動を知る機会となり、白老地域はもとより、
織田ステノのように他地域から白老に来て生活文化
を次世代につなげた諸先輩たちの努力や熱意を実感
できた調査となった。これらの事柄を筆者の記憶や記
録だけで留めておくことは忍びないため、今後論文や
研究ノートなどにまとめ、公開できるようにしていき
たい。これらの情報がモノ作りを行う人たちだけでな
く、アイヌ民族として文化伝承を行う人たち、それら
を取り巻く人たちへ寄与できるよう、今後も継続して
調査を行っていきたい。

なお本稿で調査した資料54点のうち、公益財団法人
アイヌ民族文化財団札幌事務局資料１点を除く53点
は、2025年2月に国立アイヌ民族博物館収蔵資料デー
タベースに情報を追加した。

謝辞

本稿を作成するにあたり、多くの方々にご指導ご鞭
撻を賜りました。ポロトコタンの元職員のみなさま、
親類のみなさまには、聞き取り調査にて多くのことを
学ばせていただきました。厚く御礼申し上げます。

北海道博物館の大坂拓氏には、ご助言と激励をいた
だきました。

英訳に関しては、国立民族学博物館のマーク・ウィ
ンチェスター氏にご協力いただきました。

二名の匿名査読者より極めて有益なご指摘を頂い
たことで、記述を見直すことができ、さらに収蔵資料
データベースの公開に繋げることができましたことを
厚くお礼申しあげます。

最後に、本稿を作成するにあたり、国立アイヌ民族
博物館の鈴木建治氏、谷地田未緒氏より、多大なご助
言、ご協力をいただきました。ここに記して感謝申し
上げます。

ソンノソンノ　イヤイライケレ。

注

１）	 1965年に白老市街にあったアイヌ観光の機能を移転し、「ポロトコタ
ン」として営業を開始した。1967年、ポロトコタン敷地内に白老民俗資
料館が開館した（白老町1975）。収蔵資料点数の増加に伴い、施設が狭
あいとなったことから、新しく博物館を建設することとなった。1984
年、白老民俗資料館の建物とつなげたアイヌ民族博物館が開館した。
ポロトコタンには、その周辺にあった商業施設「ミンタラ」も含まれる
ことに留意したい。ポロトコタンは2018年3月末日をもって閉館し、一
般財団法人アイヌ民族博物館と公益財団法人アイヌ文化振興・研究推
進機構が合併し、名称を「公益財団法人アイヌ民族文化財団」と改め、
4月1日から事業開始した。2019年4月に「アイヌの人々の誇りが尊重さ
れる社会を実現するための施策の推進に関する法律」（アイヌ施策推進

法）が公布され、5月24日に施行となった。アイヌ施策推進法に基づき、
5月24日、国土交通大臣及び文部科学大臣から民族共生象徴空間（愛称：
ウポポイ）の管理等を行う法人として指定された。財団は、2020年7月
11日までの設立準備期間を経て、2020年7月12日に民族共生象徴空間
の開園と同日に、国立アイヌ民族博物館が開館した。運営は公益財団
法人アイヌ民族文化財団が行っている。詳細は、https://www.ff-ainu.
or.jp/web/overview/details/post_1.htmlを参照いただきたい。

 ２）	元職員の成果品は、資料台帳や資料カードが存在しない資料が一部存
在する。

 ３）	『白老町史』によると、白老では古くからアイヌ民族居住の地として知
られ、明治以降、北海道を訪れる人々を受け入れる「アイヌコタン」が
現白老町大町を中心として形成された。1950年から1960年にかけて北
海道観光ブームとともに、年間数十万人が同コタンを訪れるようにな
り、種々の弊害が生じたため、同コタンを1965年５月にポロト湖畔に
移設し、「ポロトコタン」と称し営業を開始した。その運営にあたった
のが、1965年３月に設立した白老観光コンサルタント株式会社である

（白老町1975：709-710）。『二十年の歩み』によると、白老観光コンサル
タント株式会社は、復元家屋チセとその内部における民族資料の紹介
と古式舞踊の公開を行ったという。その後、ポロトコタンの財団法人
化構想とともに1976年8月に発展的に解散し、これまでの事業は財団法
人白老民族文化伝承保存財団の設立とともに、同財団に引き継がれた

（財団法人アイヌ民族博物館1996：28-29）。
４）	財団法人白老民族文化伝承保存財団は、注3に示した経緯にて設立され

た団体である。設立時の「寄附行為」に定める目的は、「白老地方のアイ
ヌの文化的所産の伝承保存と公開に必要な事業を行い、もって北方文
化の発展に寄与すること」であった。白老民族文化伝承保存財団は、復
元家屋チセの建設とその維持管理や白老町の委託を受けて、白老町立
白老民族資料館の管理運営などを行った（財団法人アイヌ民族博物館
1996：29-30）。資料館は収蔵品の増大により狭あいとなったため、大幅
の増築が検討され、1984年新館が完成し「アイヌ民族博物館」に建物名
が変更となり、引き続き同財団が管理・運営を行った。1990年に財団の
名称を「財団法人アイヌ民族博物館」と改め、2013年には公益財団法人
改革に伴う法改正により「一般財団法人アイヌ民族博物館」と名称を変
更した（一般財団法人アイヌ民族博物館2014：12-21）。

５）	『二十年の歩み』に、松永のムックリ演奏が上手であり、それを指導し
たのは、浜弥一郎であることの一文があったが、工芸と関連がないた
め今回は割愛する（財団法人アイヌ民族博物館1996：20）。

６）	 松永たけは白老町出身で、白老地域のアイヌ文化、とくに衣食住に関
する知識や経験がある人物である。松永たけは1977年から1980年まで
資料館に勤務した。現アイヌ博の収蔵資料には、植物利用などを語っ
た音声資料がある。

７）	資料館、旧アイヌ博では、臨時職員（おおよそ3か月～半年の契約職員）、
定期職員（単年度の契約職員）、正職員という３つの雇用形態が存在した。

８）	 白老民族芸能保存会は、ポロトコタン運営母体となる白老観光コンサ
ルタント株式会社時代の1970年6月1日に発足した。発足した契機は、
同年7月に大阪府吹田市で開催された日本万国博覧会「日本の祭り」に
おける公演のためである。その後、観光コンサルタント株式会社は発
展的に解散し、財団法人白老民族文化伝承保存財団の設立以降、財団
職員を中心とした組織をもって、同保存会と実質的に一体となって古
式舞踊の伝承・保存、並びに公演を実施していた（財団法人アイヌ民
族博物館1996：53）。

９）	 野本ヨシエ（1922-2020）、白老町出身。1977年から1991年まで資料館、
旧アイヌ博に勤務。2007年３月に白老町指定無形民俗文化財伝統文化
継承者として認定を受けている。継承区分は、「工芸 : ゴザ作成を中心
としたアイヌの伝統的手工芸」と「芸能 : 白老地方のアイヌ古式舞踊等
の伝統芸能」である。参考資料は下記の通り。

	 ・ 白 老 町 web サ イ ト「 白 老 町 の 文 化 財 一 覧 」https://www.town.
shiraoi.hokkaido.jp/docs/page2013012200618.html#:~:text=%E7%9
4%9F%E6%B6%AF%E5%AD%A6%E7%BF%92%E8%AA%B2%20
%E6%96%87%E5%8C%96（2024年9月30日閲覧）。

10）	 織田ステノ（1901?-1993）、北海道静内地方出身。戸籍名ステ。自称は
ステノ。大正期より、静内村の農業に従事した。1970年以降は、白老町
のアイヌ民族博物館や静内町教育委員会などの業務に従事・協力した。
そのため、アイヌ語や儀礼、口承文芸、生活文化などについて後進を指
導し研究者に協力した人物として知られている（奥田2008：10）。
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11）	 工藤栄子は、1987年から1997年に勤務した元職員である。
12）	 資料館におけるチセは、白老地域で記録された茅葺きの伝統的家屋で

ある。
13）	 白老観光協会が推薦団体となり、その理由としては「長年、アイヌ民族

の文化の伝承・保存に力を注がれ、イヨマンテリムセやピリカの唄、
ムックリの演奏など伝統古式舞踊の実演を行うとともにアットゥㇱ織
の製作と指導にあたられてきた。また、アイヌ民族の伝統文化を国内
外に紹介するとともに観光客誘致に努めるなど、地域の観光振興を通
じ、北海道の観光の発展に寄与した功績はまことに大きい。」となる。
なお、北海道観光連盟は、2008年に北海道観光振興機構へ名称を変更
した。

14）	 財団法人アイヌ民族博物館で保管されていた記録を参考とした。
15）	 アイヌ語で「ござ」を意味する（萱野1996：309）。
16）	 現・公益財団法人アイヌ民族文化財団。1997年、「アイヌ文化の振興並

びにアイヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発に関する法律」（法律
第52号）（アイヌ文化振興法）が、5月14日に公布され、7月1日に施行さ
れた。同日、北海道札幌市内に事務所を、9月13日には東京都内にアイ
ヌ文化交流センターを開設し事業を開始した。2013年公益法人制度改
正に伴い公益財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構として移行登記
を行った。2018年一般財団法人アイヌ民族博物館と公益財団法人アイ
ヌ文化振興・研究推進機構が合併し、名称を「公益財団法人アイヌ民
族文化財団」と改めた（公益財団法人アイヌ民族文化財団2018）。

17）	 仙台藩元陣屋資料館の平野学芸員によると、白老町指定無形民俗文化
財伝統文化継承者は、2007年度から認定を始めたという。白老町教育
委員会からの諮問を受けた委員で構成された白老町文化財等運営審議
会が「知識・技能に習熟し今後も後継者の育成に携わる可能性がある」

「技量の保持が広く認められている」などの基準で候補者を選考する。
これまで認定された分野はアイヌ文化、木彫り、鍛造などで、継承区分
は「工芸 : ゴザ編みや縫製や刺繍など伝統的技術の伝承」というように、
詳細に設定されている。これまでの伝統文化継承者一覧については、

「白老町の文化財一覧」（https://www.town.shiraoi.hokkaido.jp/docs/
page2013012200618.html）を参考にしていただきたい。

18）	 国立アイヌ民族博物館は、公益財団法人アイヌ民族文化財団が管理運
営を行っている。当該館は、民族共生象徴空間の一組織である。

19）	 山崎らへの聞き取り調査によると、旧アイヌ博では、長期間勤務した
職員に対し、在職期間中に製作したものを退職時に贈る習わしがあっ
た。

20）	 下河ヤエは、1987年から2003年まで旧アイヌ博に勤務した。2013年に
白老町指定無形民俗文化財伝統文化継承者として認定を受けている。
継承区分は、「工芸：縫製や刺繍など伝統的服飾技術の伝承」、「芸能：
踊りや歌などの伝統的芸能の伝承」である。

21）	 久保紀子は、1991年から2010年まで旧アイヌ博に勤務していた。伝承
課所属のため、古式舞踊紹介が主な業務であったが、職員が着用する
ルウンペ製作やミュージアムショップに販売する商品の開発や製作を
精力的に行っていた人物である。

22）	 近藤ノリ子（1924-2017）は、1979年から1987年まで資料館、旧アイヌ博
に勤務していた。2007年３月に白老町指定無形民俗文化財伝統文化継
承者として認定を受けている。継承区分は、「工芸 : 衣服作成を中心と
したアイヌの伝統的手工芸」である。

23）	『日本民俗大辞典　上』に切伏の記載がある。「きりふせ　切伏　アイヌ
の衣服に関する技法の一つ。アップリケの一種。布を細いテープ状に
切ったものを、衣服において文様を作る。テープ状に切った布の縁は、
かがって衣服に縫いつけ、この上に刺繍を施す」とある（笹倉1999：
510）。

24）	 本稿でさす木綿は、ワタの種子からとれる天然繊維のことをいう。化
学繊維はポリエステル系合成繊維、セルロース系再生繊維であるレー
ヨンなどを含めた人造繊維のことを示す。

25）	 文化庁デジタルライブラリーには、アイヌ古式舞踊出演者の氏名が公
開されており、松永のほかに山丸和幸、山丸悦子、新井田幹夫、山丸郁
夫、河岸麗子、野本テツ子、久保紀子ほか8名の氏名がある。

	 ・文化庁デジタルライブラリー「公演名：第16回特別企画公演」　
https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/plays/view_detail?division=plays&c
lass=special_kikaku&type=series&trace=detail&did=1400017（2024年
9月30日閲覧）

26）	 アイヌ語で「媼」のことをいう（萱野1996：390）。

27）	川上シン媼（1915-1990）。札幌生まれ。生後まもなく沙流郡平取町字荷
負に移り、当地で結婚、生涯を過ごした。ヤイサマの歌い手として著名
で、また儀式についての詳しい知識を持つ伝承者として知られた。有
形、無形を問わず、アイヌ文化に関する知識は多岐にわたる。1978～
1979年に旧アイヌ博のアイヌ文化保存事業に協力した。このころ旧アイ
ヌ博で学芸課長だった岡田路明が聞き取り調査を行った（財団法人アイ
ヌ民族博物館1995：6）。

28）	 ござのこと。
29）	 アツシ（または厚司）はアットゥㇱ織のこと。
30）	 アイヌ語で「お婆さん」のことをいう。沙流方言ではフチ、白老方言

ではフッチと発音される（白老楽しく・やさしいアイヌ語教室2012：
143）。野本は白老出身のため、アイヌ語は白老方言を使用している。

31）	 貝澤はその他に和人の「ムシロ編み」の技法を取り入れたものについて
言及しているが、本稿では取り扱わない。

32）	 アイヌ語で「糸撚り（をする）」こと（萱野1996：191）。聞き取り調査で
は「カエカして紐を作る」というように、「糸撚り」として言葉が使われ
ている。

33）	 国立アイヌ民族博物館の収蔵番号、MA16、MA54、MA35、MA91、
MA3の計5枚。

参考文献
大坂拓
	 2023「千島アイヌのゴザに関する基礎的検討 ―市立函館博物館

所蔵資料の位置づけについて―」『北海道博物館アイヌ民族文
化研究センター研究紀要第8号』pp21-34、札幌：北海道博物館。

奥田統己
	 2008「織田ステ」『日本女性史大辞典』ｐ10、東京：吉川弘文館。
貝澤美和子
	 2005『イテセ（ゴザ編み）－シキナ活用の調査研究－』平取町：

貝澤美和子。
萱野茂
	 1996『萱野茂のアイヌ語辞典』、東京都：三省堂。
公益財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
	 2018『公益財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構活動史20年

のあゆみ』p44、札幌：公益財団法人アイヌ文化振興・研究推進
機構。

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
	 2000『財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構収蔵品目録１

1997.3-2000.3』ｐ67、ｐ71、札幌：財団法人アイヌ文化振興・研
究推進機構。

	 2006『アイヌ生活再現マニュアル 編む―ゴザ―』札幌：財団法
人アイヌ文化振興・研究推進機構。

財団法人アイヌ民族博物館
	 1995『アイヌ民族博物館伝承記録２　川上シンの伝承』ｐ6、白

老町：財団法人アイヌ民族博物館。
	 1996『財団法人設立 20 周年記念誌　二十年の歩み』白老：財団

法人アイヌ民族博物館。
財団法人白老民族文化伝承保存財団
	 1987『アイヌ文化の基礎知識』p78、白老：財団法人白老民族文

化伝承保存財団（1993年増補・改訂、2018年の増補・改訂では
児島恭子が監修）。

笹倉いる美
	 1999「切伏」『日本民俗大辞典　上』p510、東京：吉川弘文館。
白老 楽しく・やさしいアイヌ語教室
	 2012『アイヌ語　白老方言辞典』p143、白老町（北海道）：白老 

楽しく・やさしいアイヌ語教室。
白老町
	 1975『白老町史』白老町（北海道）：白老町役場。
白老町webサイト
	 「白老町の文化財一覧」
	 h t t p s : / / w w w . t o w n . s h i r a o i . h o k k a i d o . j p / d o c s /

page2013012200618.html#:~:text=%E7%94%9F%E6%
B6%AF%E5%AD%A6%E7%BF%92%E8%AA%B2%20

22



白老地域のアイヌ工芸について 
Traditional Crafts of Shiraoi Region

%E6%96%87%E5%8C%96（2024年9月30日閲覧）。
滝沢ヒロ子 1999『新しい和裁全書』p71、東京都：株式会社永岡書店。
中谷哲二 1991「アイヌ衣服解説図」『アイヌのきもの』（ひと もの こ

ころ：第３期第５巻）ｐ172、天理：天理教道友社。
八幡巴絵 2024「白老地域に伝わるルウンペの伝承とその変遷につい

て」『国立アイヌ民族博物館 研究紀要 第２号 2023』ｐ18、白老
町：国立アイヌ民族博物館。

23



要旨
アイヌ関連資料のコレクションは日本国内外に多数知られているが、バルセロナ民族学博物館（Museu 

Etnològic de Barcelona, 以下「MEB」）が所蔵するアイヌコレクションについては、ヨーゼフ・クライナー
の「Ainu Collections in European Museums」に一部記載されているのみで、コレクションの総数やその詳
細は研究されていないようであった。その詳細を明らかにすべく、本調査では MEB のみならずスペイン
のカタルーニャ州のアイヌ関連資料をリスト化することを目的とした。そのため、令和５年度に文献・資
料の事前調査および現地調査を行った。その結果、４つのコレクション、そのうちの３つは彫刻家・民族
学者であるエウダル・セラに関するものを明確化することができた。しかし、それらの資料の地域性や作
者などの詳細を明らかにするためには、さらなる研究が必要であると考えている。

キーワード：スペイン国カタルーニャ州、アイヌ関連資料、バルセロナ民族学博物館、エウダル・セラ・イ・グエイ、アペル・

フェノザ・イ・フロレンサ

Abstract
Although many collections of Ainu-related materials are known in Japan and abroad, the Ainu 

collection held by the Museu Etnològic de Barcelona (MEB) was only partially described in Josef Kreiner’s 
“Ainu Collections in European Museums”, and neither the total number of collections nor their details 
seem to have been researched. In order to clarify the particulars, this research aimed to compile a list of 
Ainu-related materials not only from the MEB but also from all of Catalonia, Spain. For this purpose, a 
preliminary study of documents and materials and a field survey were conducted in 2023. As a result, it 
was possible to identify four collections, of which three related to the sculptor and ethnographer Eudald 
Serra. However, further research is needed to clarify details such as the locality and authorship of these 
materials.

Keywords: Catalonia, Spain, Ainu, Museu Etnològic de Barcelona, Eudald Serra i Güell, Apel·les Fenosa i 
Florensa

スペインのカタルーニャ州におけるアイヌ関連資料に関する調査
A First Approach to Ainu-related Materials in Catalonia, Spain

カサド・パルド・ケラール（CASADO PARDO Queralt）
国立アイヌ民族博物館　エデュケーター（Educator, National Ainu Museum）

八幡巴絵（YAHATA Tomoe）
国立アイヌ民族博物館学芸主査（Senior Fellow, National Ainu Museum）

研 究 ノ ー ト
Research Notes
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スペインのカタルーニャ州におけるアイヌ関連資料に関する調査 
A First Approach to Ainu-related Materials in Catalonia, Spain

１．はじめに
筆者らは、令和４年度に北海道白老町にある国立

アイヌ民族博物館の特別展示関連イベントの講演に
てスペインにアイヌ関連資料がないことに気が付い
た。その後、ケラールがヨーゼフ・クライナー（Josef 
Kreiner）の「Ainu Collections in European Museums」
にてスペイン国内にアイヌ関連資料があることを知っ
た。しかしその詳細については、不明な点があるので
はないかと考え、ケラール、八幡の両名は、令和５年
度に国立アイヌ民族博物館の調査研究プロジェクトの
予算を利用し、MEB およびエウダル・セラ・イ・グ
エイ（Eudald Serra i Güell）１）（1911-2002）の相続人
コレクションにあるアイヌ関連資料について調査し、
一次資料と二次資料を特定しリスト化することを目的
とし実施したものである。

本稿は、その調査研究プロジェクトで得た成果をま
とめ、考察を加えて、今後の課題について記す。

２．先行研究と本調査研究プロジェクトについて
2-1．カタルーニャにおけるアイヌコレクションに関

する先行研究

1983年から1986年にかけて、ボン大学（ドイツ）の
ヨーゼフ・クライナーをコーディネーターとする研究
者グループが、ロシアを除くヨーロッパの博物館に保
存されている様々なアイヌコレクションを収集した最
初の体系的な研究を行った（Kreiner 1993）。

この研究の中で、MEB というひとつの博物館で３
点が確認されていることがわかった（Kreiner 1993: 
272）。これは、1950年にアーティストのエウダル・セ
ラによって寄贈された資料 （「Inv. No Exp. 17-7」）と、
1957年に入手した MEB のセラ・コレクションからの
２点 （「Inv. Nos. Exp. 70-716; 717」） である （Kreiner 
1993: 291）。

しかし現実には、引用された研究に記載されている
在庫番号は、資料の実際の収蔵番号とは一致しない： 
MEB 14-7（1950年にエウダル・セラによって寄贈さ
れたマキリ）、MEB 87-716a,b（1957年の日本への第一
回資料収集旅行に入手した鞘付きマキリ）、MEB 87-
717（1957年の日本への第一回資料収集旅行に入手し
たイクパスイ）である。

残念なことに、またおそらく他のヨーロッパのコレ
クションに比べて MEB に保存されているアイヌの資

料の点数が非常に少ないこと、またスペインにアイヌ
の歴史や文化の専門家が少ないことのため、ヨーロッ
パにおけるアイヌ資料の収集という観点から、これら
のコレクションに関する具体的な研究は行われていな
いのが現状である。しかし、MEB の日本コレクショ
ンに関する研究、あるいはアーティスト、コレクター、
そして MEB の開館以来の協力者としてのエウダル・
セラの活動という観点から分析すると、状況は多少変
わってくる。

したがって、アイヌ民族と MEB に関連する情報
を探すと、最も繰り返し言及されるのは、1947年に北
海道でエウダル・セラによって制作され、1949年に
MEB が入手したアイヌ民族の頭像の彫刻に関連する
ものである（Soriano 1991: 39）。これらの言及は主に、
MEB の最初の数十年間の活動に関連する報道記事

（La Vanguardia 1953, Diario de Barcelona 1953, La 
Vanguardia 1965）、展覧会の図録（Huera and Soriano 
1991, Català-Roca and Rubert de Ventós 1992, 
Boronet 1998）、学術的な文章（Gómez 2010: 213-214, 
Gómez 2011, Gómez 2013: 226, Bru 2016, Bru 2019, 
Bru 2020: 69）などに見られる。

これらの先行研究では、クライナーが記載した３点
以外の資料についても言及されている。ムリエル・ゴ
メス・プラダス（Muriel Gómez Pradas）の博士論文

（Gómez 2011）では、エウダル・セラの彫刻と、クラ
イナーのリストにあるマキリとイクパスイの他に、２
つのイクパスイ（MEB 87-856, MEB 152-652）が記載
されている。１つは1957年の日本への第一回資料収集
旅行で入手したものだが、最初はエウダル・セラの個
人コレクションの一部だったようで、もう１つは1964
年の日本への第三回資料収集旅行で入手したもので
ある。しかし、MEB が保存するアイヌコレクション
の他の資料、例えば MEB 280-9/10の箸のような資料
があること、そしてカタルーニャに他のコレクション
が存在することについても、より多くの情報を与えて
いるのは、リカル・ブル・イ・トゥルイ（Ricard Bru 
i Turull）（1981-）である。ブル（Bru 2016）を通じて、
カタルーニャ出身の彫刻家アペル・フェノザ・イ・フ
ロ レ ン サ（Apel·les Fenosa i Florensa）（1899-1988）
とその妻ニコール・フロレンサ（Nicole Florensa）

（1925-2012）が1966年に北海道を訪問し、白老訪問の
際に宮本エカシマトクから贈られたイクパスイがエ
ル・ヴェンドレイ（El Vendrell）にあるアペル・フェ
ノザ美術館に保存されているのを知ることができる。
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同様に、この文章を通じて、エウダル・セラが MEB に
よるアイヌの資料の収集に貢献しただけでなく、セラ
自身がアイヌ資料の個人的なコレクションを作り、それ
が現在も個人の手で引き継がれていることがわかった。

同様に、MEB が保存する優佳良織（ゆうからおり）2）

の中には、アイヌのものと誤認されているものがあ
ることも、これらの論文の一部（Bru 2016: 214）や、
MEB もその傘下に入っている民族学・世界文化博
物館（Museu Etnològic i de Cultures del Món, 以下

「MuEC」）のコレクション管理システムに記録されて
いる情報から確認することができた。

そのため、言及した文献の内容を分析すると、アイ
ヌ民族に関連する資料がある程度存在することがわか
るが、これらすべてを網羅的かつ体系的に調査してい
ないため、正確な数はわかっていない。そこで、あら
ためてスペイン国内に焦点をあて、アイヌ文化関連資
料の所在調査とその全容を調査し、リスト化する必要
性を筆者たちは考え、令和５年度に調査を行うために
計画を立てた。

令和５年度に行った調査の主な目的は、主に MuEC
に収蔵されているアイヌ関連資料と、かつてのエウダ
ル・セラの個人コレクションの資料をリスト化し、さ
らに、これらすべての資料に関する知識を広げること
のできる一次資料と二次資料を特定することとした。

文献に記載されている資料は多岐にわたっている。
アイヌ資料、アイヌ民族に関連する資料、アイヌ民族
とは直接関係はないが北海道に由来する資料などであ
る。ほとんどの資料がバルセロナ市内で確認されたに
もかかわらず、エル・ヴェンドレイでもわずかながら
も見られたことから、調査する地理的範囲と対象資料
の種類を設定する必要があることに気づいた。

2-2．調査研究プロジェクトの地理的範囲

調査の対象地域に関しては、資料の大半はバルセロ
ナ市内に集中しているが、アペル・フェノザ美術館に
保存されている資料は、現在のスペイン国の地域区分
では異なる県に属するエル・ヴェンドレイにあること
がわかった。したがって、調査範囲をバルセロナ市、
あるいはバルセロナ県に制限を設定すると、もしかす
ると貴重な価値があるかもしれない資料の一部が除外
されることになる。しかし他方で、スペイン全国に範
囲を広げると、あまりにも広大な地域を対象にするこ
とになり、そのほとんどでアイヌの資料が存在すると
いう情報は得られなかった。

そこで、調査範囲をカタルーニャ地方とすることが
最良の選択だと筆者は考えた。しかし、この範囲内に
はフランス領カタルーニャも含まれる可能性があり、
この地域からもアイヌ資料に関する情報は得られてい
ない。そのため、最終的には現在のスペイン国内のカ
タルーニャ州に限定することとした。

2-3．調査研究プロジェクトで対象としたコレクショ

ンと資料の種類

決定する必要があるもう１つの事項は、どのような
資料やコレクションを研究に含めるかということで
あった。

コレクションに関しては、MuEC やアペル・フェノザ
美術館といった博物館施設に保存されているものを含
めることは不可欠だった。しかし同時に、MEB のアイ
ヌ資料コレクションの始まりでもあるエウダル・セラ
の個人コレクションもまた重要であり、これを無視す
ることはできなかった。その結果、博物館に保存され
ているコレクションとは別に、かつてのエウダル・セ
ラの個人コレクションに関連する個人所有のコレク
ションも調査の対象とした。

資料の種類に関しては、アイヌ民族の資料のみを研
究対象とするか、アイヌ民族に直接関係する資料を研
究対象とするか、あるいはアイヌ民族と何らかの関連
性があるように見える資料を研究対象とするかという
選択肢があった。しかし、未調査のままこのような選
択をすることは、関連する可能性のある資料を無視す
る危険性があり、また、「優佳良織」という名称の一部
がアイヌ語由来であるということ以上に、アイヌ民族
と優佳良織の作品との間に関連性がないなど、この分
野に精通していない人にとっては明白ではない問題を
未解明のままにしてしまう危険性があった。

したがって、本調査研究プロジェクトでは上記の選
択肢のうち３番目のもの、つまり、ある時点でアイヌ
民族に関連して言及されたすべての資料を調査の対象
とすることを選択した。さらにそれらを以下の４つの
カテゴリーに整理した。

‒アイヌ民族が作成したもの
　�このカテゴリーには、マキリ、イクパスイ、アッ

トゥㇱ、木彫り熊、箸などを含む。
‒アイヌ民族が対象になったもの
　�アイヌ民族の肖像画、彫刻、写真など。
‒アイヌ民族に関連するもの
　�前項との境界が不明確な場合もあるが、アイヌ文
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様をモチーフにした観光土産品などの大量生産品
や、前項のアイヌ民族の肖像によらず、歴史的な
版画や絵入り歴史書など、アイヌ民族の全般的な
表象が見られるものを含む。

‒�アイヌ民族が住んできた地方に関わり、アイヌ民
族に遠まわしに言及するもの

　このカテゴリーでは、ほとんどが優佳良織である。
最後に、エウダル・セラの蔵書には1920年代のジョ

ン・ バ チ ラ ー（John Batchelor）の 文 章 を 中 心 に、
1940年代の他の出版物など、アイヌ民族に関する歴史
的出版物がある（Bru 2016: 214）が、民具資料の全体
把握を優先するため、これらの資料は本調査研究には
含まれていない。

３．調査結果
3-1．コレクションについて

前述したように、アイヌ文化関連資料を保存する
機関は２つある。旧 MEB のコレクションを保存する
MuEC と、アペル・フェノザ財団の遺産を保存、研究、
普及するアペル・フェノザ美術館である。そして、同
じ由来を持つ一連の個人コレクション、エウダル・セ
ラの個人コレクションは、大きく２つに分けることが
できる：セラ家相続人とセラ家の子孫の手中にあるも
のと、リカル・ブルの手にあるもの。

この章では、それぞれのコレクションと、それを構
成するアイヌの資料、そしてその持ち主について簡潔
に紹介する。

3-1-1．MuEC：MEB のコレクション

1948年、バルセロナに民族学・植民地博物館が設
立され、翌1949年に開館した（Museu Etnològic i de 
Cultures del Món 2021a）。最初の収蔵品はバルセロナ
市内の他機関から集められたものだったが、1970年代
まで続いた様々な資料収集旅行で入手した資料によ
り、すぐに収蔵品が増加した。

1962年に産業・民衆芸術博物館と統合したが、1999
年まで２つの博物館は統合と分離を繰り返し、その年
に最終的に統合された。そして2017年、民族学博物館
と世界文化博物館（2015年設立）が合体し、現在の民
族学・世界文化博物館が誕生した。

1950年代から1970年代にかけて MEB が行った資
料収集旅行は、ヨーロッパ、アフリカ、アメリカ、ア
ジアなど多様な地域に及んだ（Museu Etnològic i de 

Cultures del Món 2021b）。本調査に関連するのは、
MEB の職員や協力者を日本に派遣したもので、数回
実施され（Huera 1991: 16-22）、そのうち３回はアイ
ヌ民族に関連する資料を収集するためであった。

これらの MEB の日本への旅行の立役者は、彫刻家
のエウダル・セラである。セラは、時には単独で、ま
た時には博物館の館長であるアウグスト・パニェリャ

（August Panyella）やコレクターのアルベルト・フォ
ルク（Albert Folch）に連れられて、これらの日本への
旅行を行った。

第1回目は1957年で、1961年と1964年に第2回目、第3
回目の旅行が続く。さらに、1968年にはオーストラリ
アとニューギニアへの資料収集旅行の途中で日本に立
ち寄り、若干の資料を手に入れた。

MEB コレクションのうち、本調査で確認できたも
のは以下の通りである。

‒1947年エウダル・セラ作の頭像4点
　�アイヌ男性の頭像2点（MEB 3-1と3-1bis）、アイ

ヌ女性の頭像2点（MEB 3-2と3-2bis）
‒マキリ2点（MEB 14-7、MEB 87-716a,b）
‒�イクパスイ3点（MEB 87-717, MEB 87-856, MEB 

152-652）
‒箸2点（MEB 280-9/10）
‒ネックレス3）1点（MEB 397-3）
‒着物のミニチュア1点（MEB 280-7）
‒木版画4）1点（MEB 210-42）
‒�優佳良織5）41点（MEB 280-8、MEB 281-159/281-198）
MuEC のコレクション管理システムに記録されて

いる情報によると、MEB によるこれらの資料の入手
方法は、下記の大きく３つに分類できる。

‒バルセロナでの購入：
　�1947年 エ ウ ダ ル・ セ ラ 作 の 頭 像（MEB 3-1と

3-1bis、MEB 3-2と3-2bis）
‒資料収集旅行での購入：
　�1957年の収集旅行で入手したマキリ（MEB 87-

716a,b）とイクパスイ（MEB 87-717、MEB 87-856）
　�1964年の収集旅行で入手したイクパスイ（MEB 

152-652）
　�1968年の収集旅行で入手した木版画（MEB 210-42）
‒人や組織からの寄贈：
　エウダル・セラ（マキリ MEB 14-7）
　�欧州美術クラブ（優佳良織の40点 MEB 281-159/198）
　�鈴木重子（アイヌ文様の紹介リーフレットと共に
「北海道民芸品 アイヌ細工 トミヤ」の箱に保存さ

27



国 立 ア イ ヌ 民 族 博 物 館 研 究 紀 要　 第 3 号 (2024）
National  Ainu Museum Journal  Vol .3  (2024)

れている着物のミニチュア MEB 280-7、優佳良
織の財布 MEB 280-8、 箸 MEB 280-9/10）

　�ジャウメ・ブヴェー・イ・プジョール（Jaume 
Bover i Pujol）（ネックレス MEB 397-3）

3-1-2．セラ相続人とセラ家コレクション

エウダル・セラ・イ・グエイは、バルセロナ生まれ
の彫刻家、民族学者であった（Teixidor 1979, Huera 
1991）。1935年から1948年まで日本在留し、1945年から
大阪のアメリカ占領軍の付属学校で美術を教師するな
ど、さまざまな仕事を経験した。1947年、アメリカ占
領軍の任務で北海道を訪問することができた。日本か
らの帰国後、1949年から MEB との20年以上にわたる
協力関係が始まった。

生涯を通じて様々な旅をした結果、セラはプライ
ベート・コレクションも築き上げ、亡くなった2002年
には1500点以上の資料を保存していて、そのうちのか
なりの数は、現在も子孫の手によって保存されている

（Bru 2020: 72-73）。
アイヌ民族に関連するものは、1947年６月にセラが

函館を起点に登別、白老、札幌、旭川、近文と８日間か
けて行った旅6）に由来する。

これらは以下の資料である。
‒1947年エウダル・セラ作の頭像４点
　�アイヌの男性２人の頭像３点、アイヌの女性の頭

像１点
‒エウダル・セラ撮影のプリント60点
‒エウダル・セラ作の絵11点
‒子供の絵７点
また、エウダル・セラによって撮影された写真のネ

ガ・フィルムとすべての権利は、相続人が保持してい
ることも分かっている。しかし、ネガ・フィルムの正
確な数については不明である。本調査では、資料を直
接資料調査することができず、セラ相続人とセラ家の
手元に残っている資料に関する情報を集めることがで
きたのは、リカル・ブルの協力のおかげである。

3-1-3．リカル・ブル・イ・トゥルイ個人コレクション

リカル・ブル・イ・トゥルイは、美術史の博士号を
持ち、19世紀と20世紀のカタルーニャ美術、ジャポニ
スム、カタルーニャとヨーロッパにおける日本美術
の研究を専門としている（Institut d’Estudis Catalans 
2018, Bru 2024）。研究の一環として、エウダル・セラ
について長年研究し、作品のカタログ・レゾネと伝記

を制作している。
アイヌ文化やアイヌ民族への関心から、エウダル・

セラやセルス・ゴミス7）の個人コレクションからのも
の、また、その他の収集した資料のコレクションを構
築している。

令和５年度に実施した調査で確認した資料8）は、以
下の通りである。

‒アットゥㇱ１点
‒住吉平吉チシカ作の木彫り熊１点
‒「三国通覧図説」の写本１点
‒「アイヌ藝術」表紙１点
‒エウダル・セラ撮影のプリント9）13点
‒木下清蔵撮影のプリント46点
‒木下清蔵撮影のネガ・フィルム82点
‒写真葉書26点
‒トレーディングカード10）10点

� エウダル・セラの個人コレクションに由来する資料
は、アットゥㇱとセラ自身が撮影した写真である。一
方、木下清蔵の写真は、セラが1947年に北海道を訪れ
た際に入手したと考えられるが、ブルの手に渡る前は
セルス・ゴミスのコレクションであったため、写真葉
書と同様に、どの資料が誰のものかを正確に把握する
ことは困難である。住吉平吉チシカ作の木彫り熊、「三
国通覧図説」の写本、「アイヌ藝術」の表紙、アイヌ民
族をテーマにした10点のトレーディングカードについ
ては、ブルがその後入手した資料である。

3-1-4．アペル・フェノザ財団コレクション

アペル・フェノザ・イ・フロレンサは、バルセロ
ナ生まれのカタルーニャの彫刻家で、スペイン内戦
後、亡くなるまで活動していたフランスに亡命した

（Museu Apel·les Fenosa 2024a）。その生涯を通じて、
パリ、バルセロナ、マドリードだけでなく、東京や大
阪など世界各地で個展やグループ展を開催した。1966
年、まさに日本初の回顧展を開催するのをきっかけに
来日し、北海道も訪れた。北海道旅行では札幌、登別、
洞爺湖、白老を訪れ、宮本エカシマトクに歓待され、
食事で歓迎された後、カムイに酒を捧げる際に使用し
たイクパスイを贈られた（Fenosa 2002: 45, Fundació 
Apel·les Fenosa 2012: 38-39, Fundació Apel·les 
Fenosa 2015: 56）。

アペル・フェノザ財団は、アペル・フェノザの未亡
人であり、ニコール・フェノザとしても知られるアー
ティストのニコール・フロレンサ（旧姓ダモッテ）の
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呼びかけにより、1998年に設立された。財団の本部は、
フェノザ夫婦の夏の別荘兼工房であった場所にあり、
現在は2012年に開館したアペル・フェノザ美術館の本
部でもある（Museu Apel·les Fenosa 2024b, c）。

アペル・フェノザ財団は、1966年のフェノザ夫妻の
日本旅行の結果として、以下の資料を保存している。

‒イクパスイ１点
‒写真（プリント、ネガ・フィルム）６点
これらの写真には、フェノザ夫妻が白老を訪れた際

宮本家の人々と撮影した時の姿が写っている。最初の
写真では、夫妻が自分たちの服を着ているが、その後、
さまざまなアイヌの伝統衣装やアクセサリーを試着し
ている様子も見ることができる。

3-2．コレクションの入手の背景

この文章の冒頭で、いくつかの論文と報道資料を参
照したが、そこでは様々なコレクションの存在と、こ
の著作で紹介されている様々な資料、そしてその作成
と入手に関わった人々についての言及が見られる。

本調査では、これらの資料の大部分について、入手
の動機、場所、金額、写真の被写体や彫刻の対象になっ
た人物など、制作の背景や入手の方法に関する詳細な
情報を得ることができる一次資料をいくつか確認する
ことができた。

1947年の北海道旅行中にセラが制作・収集した資料
については、いわゆる旅日記やセラ自身によるアレー
リャ誌の記事のほか、主に MEB が行った展覧会や資
料収集活動に関連するメディアに掲載されたいくつか
の記事やインタビューなどがある。セラの日本滞在、
特に北海道旅行は、その後の MEB の協力者たちが世
界各地で民族の彫刻家として活動する際に、その先例
として扱われてきた（Llopis 1964, Llopis 1966）。

MEB の資料収集旅行で入手したものに関しては、
旅行計画からフィールド・インベントリーに至るまで、
請求書を含むすべての書類を博物館が保管している。

令和５年度の調査では、これらの資料の存在を明ら
かにすることはできたが、すべてを調査することはで
きなかった。そのため、入手情報の詳細についてはさ
らなる調査が必要である。

アペル・フェノザ財団の資料については、ニコール・フ
ロレンサの手書きのメモと、彼女が作成した亡き夫アペ
ル・フェノザの伝記が主な情報源である（Fenosa 2002）。

最後に、リカル・ブルの資料については、彼自身の
学術活動の関係で知っていたエウダル・セラとセルス・

ゴミスの個人コレクションのアイヌ関連資料が散逸
されないようにするためにコレクションを始めた。そ
の後、アイヌ民族への関心が高まり、現在ではコレク
ションの点数を増やしている。ブル自身が残した記録
とそれに関する研究によって、資料の収集についての
情報が得られている。

しかし、これらの資料が作られた、あるいは入手さ
れた背景を、資料の行き先（この場合はカタルーニャ）
の観点からだけでなく、出所、つまり北海道、特にセ
ラとフェノザが訪れた土地の情報を含めて調査し、双
方の視点から検討する必要があると考えられる。

次に、各コレクションが収集された、白老と旭川近
文の情報を述べる。

3-2-1．1940～1970年代の白老コタンと収集した資料

について

まずセラが来訪した1947年のアイヌコタンについ
て、文献調査を行った。1947年の白老は、戦時中に減っ
た来訪者が一転して増加していた（白老町1965）。この
頃の白老コタンは、貝澤藤蔵と宮本イカシマトクが中
心となり、来訪者の対応を行っていた（田辺1984）。コ
レクションの内容から、セラは白老地域においては宮
本の協力のもと、収集を行い、木下写真館で1947年６
月頃に創作活動を行ったと考えられる。

創作活動は白老で行ったが、登別に滞在し、そちら
で森久吉や知里眞志保と知り合ったことが旅日記で
記載されている（「Noboribetsu visitar Mr. Chiri, Mr. 
Mori」11））。

リカル・ブル・イ・トゥルイ所蔵から、白老にゆか
りのある、住吉平吉チシカ作の木彫り熊１点につい
て、本稿にて紹介したい（写真１）。チシカと名乗り、
アイヌ文化伝承活動を行った人物については、これま

写真１　住吉平吉チシカ作の木彫り熊　リカル・ブル・イ・トゥルイ蔵
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で不明であった。しかし2021年に刊行された『アイヌ
のくらし：時代・地域・さまざまな姿』において、チ
シカは住吉平吉という人物であることが新たに判明し
たためである。

本資料は、いわゆる「鮭背負い熊」と呼ばれるも
ので、台座の底面には「北海道洞爺湖温泉町遊覧記
念　アイヌ家　チシカ作」と彫られている。この資料
は、白老コタンで木彫りを行っていた住吉平吉（1900-
1982）が製作したものであると想定される。住吉平吉
は、1900年瀬棚生まれで、室蘭にて大工の仕事を行い、
1930年頃にはすでに森久吉、知里眞志保、森竹竹市ら
と親交があった人物である。

その後白老に引っ越ししてからは、木下写真館のお
抱え大工として働き、その一方で熊の木彫りで生計を
立てていた。木下写真館では、観光はがきが売ってい
て、住吉はその封筒に「住吉ちしか」とサインをして
いたという（八幡2021：47）。

1951年頃に白老に来て以降、貝澤藤蔵（ウサシカン）
の観光チセにて解説員としてアイヌ文化の解説を行う
ことがあったという。また、白老だけではなく、森竹
竹市らとともに北海道洞爺湖町の昭和新山アイヌ記念
館の観光チセにて、観光客の受け入れを行っていた。

木彫り熊は、製作者のサインや製作日または販売日
が彫りこまれることもあり、観光土産としてのニーズ
は高かったと考えられる。本資料から住吉も販売日、
販売地、サインをサービスの一環として彫りこんでい
たことが考えられる。

八幡が2022年に実施した、住吉の遺族への聞き取り
調査では、遺族の手元に住吉に関する資料は少ないこ
とが挙げられていた（八幡2021：47）。観光地にて販
売を行っていたことから、来訪者が購入し各地に持ち
帰ったことを考慮し、各地に散在していると考えられ
る。そのため、住吉平吉のサインがあり、本人が製作

したと考えられるこの木彫り熊は、非常に貴重な資料
といえよう。

フェノザ夫妻が宮本トモラムのもとを訪れた、1966
年の白老コタンは、白老市街地からポロト湖畔に観光
機能が移転し、「ポロトコタン」として開館した翌年で
ある。ここでフェノザ夫妻は「宮本エカシマトク」と
サインが施されたイクパスイを所有していることに注
目したい（写真２）。

リカル・ブルの論文（Bru 2016: 212）では、この宮
本エカシマトクを、宮本芳雄（トモラム）として紹介
していた。

しかし、ここで注すべきは、白老のアイヌ観光にお
いて、「宮本エカシマトク」を呼称していた人物は３名
いたことである。宮本イカシマトク（伊之助）（1876-
1958）、宮本芳雄（エカシマトク、トモラム）（1907-
1967）、宮本登（エカシマトク）（1913-1988）である。
フェノザ夫妻が会ったのは、伊之助の長男の芳雄また
は次男の登のいずれかが考えられる。なお、先行研究
や文献において、宮本イカシマトク（1876-1958）の表
記は、「エカシマトク」「エカシトク」「イカシマトク」
などがある。直系子孫である大須賀るえ子の研究にて

「イカシマトク」と統一されていることから、本稿では
それを踏襲する（白老　楽しくやさしいアイヌ語教室
2013）。

このポロトコタン開業時における、宮本家の「エカ
シマトク」の呼称の情報整理を、今後の課題としたい。

3-2-2．1947年の近文コタンについて

1947年の近文コタンには、川村カ子トアイヌが父よ
り引き継いだ私設のアイヌ博物館があった。この頃
の近文コタンでは明治末期より手工芸品の製作が盛
んとなり、その中で熊の木彫りが代表となった。さら
に1945年以降、近文では米軍のデザイナーの指導を受

写真２　サインの入ったパスイ　アペル・フェノザ財団蔵
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け、民芸活動が活発になり、輸出等のために製作した
とある（旭川市史編集委員会編1959：281-283）。セラ
は、近文を訪問した際、間見谷良雄の頭像を製作して
いる。間見谷は1957年に工芸組合を創設した一人とし
て、近文における民芸活動の中心を担っていた。この
ことから、セラは近文コタンでは木彫ができる人物と
交流を持ち、創作活動を行っていたと考えられる。

セラ個人コレクションのなかに、アットゥㇱ（樹皮
衣）がある（写真３）。これはベラモンコロ作とされて
いる。ベラモンコロは、砂沢ベラモンコロ（1897-1971）
で、1968年刊行の『アイヌ服飾調査』にて、上川地方
で協力した人物である（『エカシとフチ』編集委員会
1983：37）。アイヌ服飾調査では、「（略）今日までアイ
ヌ衣服をたくさん製作し、現在でも数枚所持している。
アツシ機織、エムシアツ、タラなどの編み細工もでき
る。」と紹介されている（児玉・伊藤1968：56-57）。こ
の資料は、川村カ子トアイヌ記念館周辺にてセラが入
手したと考えられる。また、セラが少なくとも１泊は川
村カ子ト自宅に宿泊したことは日記でわかっている。

４．おわりに
令和５年度に実施した調査では、MEB などのアイ

ヌ関連資料をリスト化し、MEB 資料収集旅行の書類、
セラの北海道旅日記、報道機関と、論文や展覧会の図
録などという一次資料と二次資料を特定する目的は達
成できた。しかしながら、セラ相続人コレクションは、
直接資料調査できなかった。とはいえ、スペイン国内
において、製作年、製作地、製作者が判明している資

料が新たに明らかになったことは、本調査研究での成
果といえよう。

なぜならば、Ｊ．クライナーに始まる従来のヨー
ロッパの博物館に収蔵されるアイヌコレクションの調
査に加えて新たな資料やコレクションの存在が見える
ようになったからである。

今後の課題としては、セラ相続人コレクションの全
容把握を行うこと、MEB の日本への資料収集旅行の
全ての書類が確認すること、日本国内の現地調査を行
うことで1947年と1966年の白老と1947年の旭川近文に
おける資料収集についての不明な点を解決することで
ある。

上記の課題を解決するために、追加調査を行い、資
料全容の把握と収集地、製作者などの基礎情報を合わ
せたさらなる検討を行いたい。このことから、スペイ
ン国内のアイヌ民具コレクションの形成史が明らか
になるとともに、北海道のアイヌ観光における、一般
旅行客とは違う属性を持つ、研究者やアーティストと
いった人物を受け入れる態勢の実態が明らかとなり、
地域史や資料の情報等を、地域コミュニティへ還元す
ることも視野に入れて調査を継続したい。
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注

１）	 人物の名前表記の順番について
	 この文章では、カタルーニャ語とスペイン語の名前は、「名・両親の姓

（姓・姓）」の順で表記している。カタルーニャ語の場合、姓と姓の間に 
「i」（「と」の意味）をつける。 日本語の名前は、「姓・名」の順で表記し
ている。著者の名前は、本研究紀要の規則で表記している。

２）	 優佳良織は、旭川出身の染織家、木内綾（1924-2006）によって1962年に
生まれた。北海道の美しい自然と気候風土をモチーフとし、絵を描く
ように織りあげた色彩豊かな織物である。素材となる糸は、羊毛を中
心に、絹や木綿などが組み合わされている。優佳良織の最大の特徴は
糸づくりにある。一つの作品に200色以上もの色を使うため、染めた糸
を交ぜ合わせる独自の工法で紡いだ糸を使って製作される（優佳良織 
2023）。

３）	 アイヌの伝統的な文様を持たない木製のペンダントであり、入手に関
する詳細な情報がない限り、その出所を確認することは非常に困難で
ある。

４）	 再利用された紙に糊付けされている「北海道鰊大漁概況之図」の其4～
7である。

５）	 財布5点、長財布5点、かばん4点、ハンドバッグ1点、チョッキまたはベ
スト6点、マフラー9点、ネクタイ3点、テーブルセンター4点、羽織1点、
帯2点、下駄1点である。

６）	 セラの北海道旅日記に残された手書きのメモと、1965年にアレーリャ
誌に書いた3つの記事（Serra 1965a, b, c）を通じて、その期間とルート
がわかっている。詳細はBru 2016、Bru 2019を参照。

７）	 セ ル ス・ ゴ ミ ス・ イ・ セ ル ダ ニ ョ ン ス（Cels Gomis i Serdañons）
（1912-2000）は、カタルーニャの著名な民俗学者の孫であり、アバン
ギャルドな写真家兼アートプロモーターの弟であった。友人のエウダ
ル・セラとともに日本に暮らし、日本の民芸品や民藝運動、アイヌ民
族への関心を共有していた（Bru 2017）。ブルによると、セルス・ゴミ
スはコレクターとしては、アイヌ資料は持っていなかったが、エウダ
ル・セラによって撮影された数枚の写真、写真葉書、アイヌ民族に関
する数冊の出版物を保管していたとのことである。

８）	 2024年、ブルがイクパスイ2点でコレクションを増やしたことは知って
いるが、これは本調査終了後に入手したものであり、調査することが
できなかったため、リストには含めていない。

９）	 写真のネガ・フィルムとエウダル・セラが撮影したすべての写真の権
利は、セラ相続人が所有していることを記憶しておくべきである。

10）	 スペインでは、おそらくフランス起源と思われる（Matesanz 2013：
14）「cromo」と呼ばれるトレーディングカードの収集現象が20世紀を
通して勢いを増し、今日まで続いている。トレーディングカードは多
くの場合、テーマごとにつくられ、アルバムに貼り付けられるように
デザインされている。最も一般的なテーマはスポーツや漫画・アニメ
に関連するものだが、歴史的なテーマや動植物に関連するもの、世界
中の文化や民族を紹介するものも出版されていた。後者のテーマのコ
レクションの中には、アイヌ民族に関連するトレーディングカードが
ある。

11）	「VIAJE HOKKAIDO 1947 / VIAJE MARRUECOS 1952-1954-1956」
（北海道旅　1947年／モロッコ旅　1952年　1954年　1956年）、16日条　
セラ相続人蔵
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要旨
本稿は、アーティスト・マユンキキの2020年から2024年の活動に焦点を当て、⾳楽・舞台芸術・現代美

術の⽂脈からその活動を読み解くものである。マユンキキはミュージシャンとしてキャリアをスタートさ
せると同時に、アイヌ語・アイヌ⽂化の専⾨家として講師やアドバイザー活動を実施してきたが、2020年
のシドニー・ビエンナーレを境に現代美術作家としてキャリアを躍進させている。本稿では同展に加え、
石巻のリボーンアート・フェスティバル（2021‐22年）、英国バーミンガムの Ikon ギャラリーでの個展（2022
年）、東京都現代美術館「翻訳できない わたしの言葉」展（2024年）等の主要な現代美術展を振り返るとと
もに、ラウテンシュトラウホ・ヨースト博物館（ドイツ）や北海道博物館、ウィリアムモリスギャラリー（英
国）などの博物館展示へ介入する作品、近年の実験的な⾳楽活動、そしてパワーハウス・ミュージアム（オー
ストラリア）の主導で出版された『Galang』等の出版・執筆活動について網羅的に分析した。結論として、
マユンキキの芸術表現が表現の脱植民地化／先住民化という概念に根ざしていることを確認し、また非先
住民／和人研究者が提唱する「アイヌ・アート」という概念が含む問題点について指摘した。

キーワード：マユンキキ、アイヌ、アーティスト、現代アート、舞台芸術、ビエンナーレ／トリエンナーレ、脱植民地化、

先住民化

Abstract
This paper examines the works and projects of artist Mayunkiki from 2020 to 2024 within the contexts 

of music, performing arts, and contemporary art. Initially recognized as a musician and specialist in the 
Ainu language, Mayunkiki’s career as a contemporary artist gained significant momentum following 
her participation in the 22nd Biennale of Sydney (2020). This study explores her major contributions to 
contemporary art exhibitions during this period, including the Reborn-Art Festival in Ishinomaki (2021–
22), her solo exhibition at the Ikon Gallery in Birmingham, UK (2022), and “Where My Words Belong” 
exhibition at the Museum of Contemporary Art Tokyo (2024). In addition to these exhibitions, the paper 
analyzes her interventions in ethnographic displays at institutions such as the Rautenstrauch-Joest 
Museum in Cologne, Germany, the Hokkaido Museum, and the William Morris Gallery, UK. Furthermore, 
it examines her recent experimental works in music and performing arts, as well as Galang, a museum 
decolonization project and publication initiated by the Powerhouse Museum, Australia. Ultimately, this 
paper reconfirmed that Mayunkiki’s artistic methodology is a process of decolonization and indigenization 
of expression, while also critically questioning the problematic implications of the concept of “Ainu Art” 
led by non-indigenous/Wajin scholars. 

Keywords : Mayunkiki, Ainu, artists, contemporary art, performing arts, biennial/triennial, decolonization, 
indigenization.
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東京都現代美術館「翻訳できない わたしの言葉」展まで
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2020 年以降のマユンキキの現代的芸術表現 
Contemporary Artistic Expression of Mayunkiki Post-2020

１．はじめに

1.1．研究の背景、目的と方法論

本稿は、アーティスト・マユンキキの2020年から
2024年の活動に焦点を当て、⾳楽・舞台芸術・現代美
術の⽂脈からその活動を読み解くものである。本論に
入る前にまず本稿でマユンキキの作家論・作品論を
扱うに至った背景について説明したい。筆者はこれま
で、近年のアイヌ民族に関する政策の中核に文化振興
が置かれているにも関わらず、文化や芸術について専
門的な議論がなされていないのではないかという問題
意識のもと、文化や芸術の専門的観点から先住民政策
における文化振興を検討する必要性を論じてきた（谷
地田・押野 2021、谷地田 2022a、2022b）。本論はこの
研究の一環として、アートマネジメント・文化政策研
究の視点から、アイヌの文化振興や政策に関する議論
で取り扱われることが少ない現代的な芸術表現につい
て議論するものである。日本におけるアートマネジメ
ントと文化政策研究は、自治体の文化政策やコミュニ
ティ・アートの研究とともに発展し、同時代的に発生
している表現や芸術活動を記録し、そのインパクトや
傾向を分析することで、文化・芸術に関わる将来的な
制度設計や政策形成のための議論の基盤を整備すると
いう研究手法を発展させてきた。本稿はこの方法論に
基づき、展覧会の公式カタログや会場での配布資料、本
人のインタビューなどを一次資料として分析を進めた。

これまでアイヌ民族にルーツを持つアーティストの
研究として、砂澤ビッキや床ヌブリ、藤戸竹喜、貝澤
徹などの木彫り工芸を基盤とする男性作家の展覧会
や、ミュージシャンの OKI に関する出版物や論文が
発表されてきた。本稿では、音楽と美術の両方の分野
で活動し、2020年以降躍進的にアーティストとしての
キャリアを発展させているマユンキキの現代的な芸術
表現に注目した。本稿はアイヌでありアーティストで
あるマユンキキを対象とするため、美術・芸術分野の
論文とも先住民研究の論文とも位置付けられるかもし
れないが、西洋美術史を参照しながら現代芸術理論の
枠組みにマユンキキの作品を位置付けることは可能な
限り避けた。その理由は、後述するようにマユンキキ
の作品自体が表現の脱植民地化を指向していること、
そして本稿の目的を、美術の文脈における先住民族に
よる表現のあり方を問い直すことではなく、先住民研
究における現代芸術分野の議論の不足を補うこととし

たためである。結論として本稿は、芸術分野と先住民
研究が交差する文脈の中で活動するマユンキキを記録
し、後世において美術史と先住民史の両視点から、マ
ユンキキの作品や言葉が解釈・理解されるための同時
代的な資料を提供することを目指した。

ただし、後述するように、マユンキキは言葉を重視
するアーティストであり、これまで発表された複数の
ロングインタビューや研究報告書において、彼女自身
が作品の意図や活動の経緯を明確に言語化している。
そのため、本稿の執筆にあたり、すでに本人が語って
いる内容を、第三者であり和人研究者である筆者が改
めて語る意義について自問を重ねたが、芸術分野と先
住民に関連する分野の両方で活動し、かつ国際的なプ
ロジェクトに多数参加しているマユンキキの活動の全
容を追うことは容易ではなく、いずれの分野からも見
えにくい文脈もある。そのため本稿はそうした文脈を
補足し、マユンキキというアーティストの活動を記録
することを目的として定め、可能な限り本人の言葉を
引用し、さらに引用されていない部分についても読者
が参照できるよう、できるだけ多くの出版物を網羅し
た。その上で、第５章で筆者の分析を示した。

1.2．「現代的表現」の定義と、現代美術の文脈

本論に入る前に、本稿では「現代的表現」という言
葉について、ゆるやかに「同時代的でジャンルを横断
する芸術作品や行為」を示す言葉であると定義したい。
また「現代美術」「現代アート」「現代芸術」「現代的表現」
などの言葉は互換的に使用するが、「美術」というジャ
ンルに収まらない形式の作品について、よりジャンル
包括的な「アート／芸術」という言葉を用い、さらに

「アート／芸術」という概念に収まらないような生活
に根ざした文化活動や、「アート／芸術」という表現が
持つ権威にとらわれないものを「表現」と表している。
では、「同時代的でジャンルを横断する芸術作品や行
為」というのはどのようなものだろうか。西洋美術史
における「現代アート（コンテンポラリーアート）」は、
古典的な表現手法の脱構築や、それまでの（美術に限
らず社会全体の）システムを抜本的に考え直す営みか
ら出発しており、表現手法も、視覚的な写真や絵画、
空間を使ったインスタレーションなどに加え、身体表
現、映像、リサーチ型のプロジェクトやコミュニティ・
観客による参加型作品など多様で、ジャンル横断的で
形態が定まらないのが特徴である。その場限りでしか
実現しない・再現ができない表現もあれば、観客が作
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品の一部を持ち帰ることで成立するもの、雨風にさら
されて風化することで成立するもの、物的な作品は存
在せず、コンセプトだけが存在する作品もある1）。こう
した現代芸術の概念は、主に欧米を中心とする、美学、
美術史、音楽史、舞台芸術史の中で発展してきた概念
であり、常識やステレオタイプ、確立された技法や理
論などを根本的に見つめ直すという作業が繰り返され
た結果として、価値や権威の転倒が起こる。コンセプ
チュアル・アート以降の現代的な表現はまた、伝統的
な表現と異なり、必ずしも技巧性を求められず、また
作家性（署名性）も拡張されている。ある一人が中心

（あるいはトップ）に存在する必要は必ずしもなく、束
縛の緩やかなグループ（コレクティブ）で作品を制作
することもあれば、作家自身はコンセプトだけをつく
り実際にものを作るのは鑑賞者・参加者であるという
こともある。ただし次々と新しい表現形態や概念が生
まれていく中で、その「作家らしさ」という連続性（や
意外性）も問われ、一見相反するさまざまな価値がせ
めぎ合って評価されていく。

こうした作品の中には、芸術史的な文脈、あるいは
特定の社会的背景や歴史的文脈の理解なくしては意図
が読み取れないものも多数あり、そのために「難解で

ある」と思われることもある。このためコンセプチュ
アルな作品や政治的な作品に触れる機会が少なかっ
た鑑賞者にとっては、マユンキキが美術の文脈で発表
する作品が「作品」として認識されること自体が理解
し難いものも多いかもしれない。しかし、このような
一見わかりにくいとされる現代的芸術表現のルール
を、表現手法として取り込むことができたのがマユン
キキであり、また現代アートの世界も、マユンキキが
悩みながら生み出すパーソナルな表現と鋭い視点を評
価しているのである。ここで問われているのは、評価
やアウトプットへの不安を抱えながらも、「これも表
現になる」「こうしたら作品になる」というアイディア
や確信を自分の中で生み出せるかどうか、そしてそれ
を実現する手段・手法を持っているかということで
ある。つまりそれは、自分自身や社会の中に存在する
課題や疑問について、自分が持つ技術や経験を活かし
てアプローチし、あるディシプリンに基づいて考えた
事象を具現化（言語化／視覚化）し、その結果を自分
の名前と責任において世に送り出すことで、その課題
や疑問を可視化したり、疑問自体をより広く提示した
り、理解しがたいことへの糸口を提示したりする作業
である。現代アートというディシプリンに存在する、

マユンキキによる主な展覧会一覧（2020年〜2024年）

【国際展・グループ展】
・�《SINUYE: Tattoos for Ainu Women》（シドニー：第22回シドニー・ビエンナーレNIRIN、2020年3月14日〜

2020年11月15日）
・�マユンキキ、池田宏「シヌイェ　アイヌ女性の入墨を巡る写真展」（白老：飛生芸術祭2020、2020年9月11日～

9月22日）
・�《SIKNU シㇰヌ Henpara ne yakka en=piskani ta okay pe》 (石巻：Reborn Art Festival 2021-22、夏会期

2021年8月11日〜9月26日)
・�「金サジ、マユンキキ、山本麻紀子」展（京都：KYOTO INTERCHANGE、 2022年5月14日～ 2022年7月3日）
・�《Sikuma 2023》（光州：第14回光州ビエンナーレ、2023年4月7日〜7月9日）
・�《Itak=as イタカㇱ》（東京：東京都現代美術館「翻訳できない わたしの言葉」展2024年4月18日－7月7日）

【個展】
・�個展「SINRIT シンリッ ─アイヌ女性のルーツを探る出発展（teoro wano aynu menoko sinrici an=hunara）」
（札幌：CAI03、2021年1月19日－1月30日）

・�個展「SIKNURE- LET ME LIVE」展（バーミンガム：Ikon Gallery、2022年9月9日〜2022年11月13日）

【博物館展示への参加】
・�「アイヌのくらし─時代・地域・さまざまな姿 aynu teeta cikor a puri, tane okay cikor puri」展（札幌：北

海道博物館、2021年10月16日～12月12日、高崎：群馬県立歴史博物館、2022年1月15日～3月6日）
・�「A Soul in Everything Encounters with Ainu from the North of Japan」展（ケルン：Rautenstrauch-Joest-

Museum、2021年11月5日- 2022年2月20日）
・「Art Without Heroes：Mingei」展（ロンドン：ウィリアム・モリス・ギャラリー、2024年3月23日〜9月22日）

受賞
・2021年　社会彫刻家アワード
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表現に関するときに暗黙の「ルール」を読み取れるこ
と、そのルールの中で少しずつ実験を繰り返しながら
表現の幅を広げることができるということ自体が、マ
ユンキキが現代芸術という分野において発揮している
才能・知性であり、各国からつぎつぎと招待を受けて
キャリアを躍進させている理由であり、本稿でマユン
キキの活動を取り上げるに至った理由である。

２．美術分野での活動の始まり：シドニーから
バーミンガムまで

2.1．2020年以前のマユンキキの活動

マユンキキは1982年に生まれ、日本で最初のアイ
ヌ民族による博物館「川村カ子トアイヌ記念館」を実
家として育った（マユンキキ2022:60）。子供の頃から
この博物館が日常にあり、女性が口の周りにするシヌ
イェ（旭川ではパーナイ）を入れる過程の展示が印象
に残っているという（マユンキキ2023:90）。2008年こ
ろからアイヌの伝統歌を歌うヴォーカルグループ「マ
レウレウ」のメンバーとして活動している。マレウレ
ウはアイヌ語で「蝶」という意味で、トンコリ奏者で
あり国際的に活躍するミュージシャン OKI とともに
米国ジョン・Ｆ・ケネディセンターで公演したことを
きっかけに活動を開始。次第にこのメンバーが固定化
され、レパートリーが確立してきたことから独立した
グループとして、2010年のミニアルバムでデビューし
た（OKI2021: 見出し3、6段落目）。マレウレウはこれ
までにも数多くのアーティストと共演しており、2011
年から始まった「マレウレウ祭り～目指せ100万人の
ウポポ大合唱！～」では、細野晴臣、後藤正文など著
名なポピュラー音楽のミュージシャンと共演し、2011
年にアサヒアートスクエアで開催された「アイヌ影絵　
ポロ・オイナ〜超人アイヌラックル伝」公演をはじめ、

首都圏で様々なジャンルのアーティストと共演・共同
制作を行なっている2）。

音楽活動のほか、マユンキキはアイヌ語の専門家
としても活動している。2011年には札幌テレビ放送

（STV）の「アイヌ語ラジオ講座」の講師を務めている
ほか、アイヌ民族文化財団のアイヌ語指導者育成事業
なども担っている。同年、白老町の旧アイヌ民族博物
館で実施されていた「伝承者育成事業」に２期生とし
て参加し、言語に加えて工芸、芸能、植生、儀礼などを
総合的に学んだ。この頃伝統的な入れ墨3）に興味を持
ち、自分の手に施し始めている。入れ墨に関する興味
は実践だけでなく研究活動へと繋がり、2018年からは
アイヌ民族文化財団の研究助成を得て、本格的にアイ
ヌの伝統的なシヌイェに関する調査を開始する。同調
査は感染症の影響を受けて途中で中断しながらも2019
年、2020年、2023年にそれぞれ報告書として刊行され
て、合計20組28名のシヌイェに関する記憶やエピソー
ドがインタビューとして収録されている。なお本調査
はマユンキキの和名である八谷麻衣名義で発表されて
いる（八谷2019,2020,2023）（写真１）。

ミュージシャンとしての活動とアイヌ語・アイヌ文
化の専門家としての活動の双方の経験が結実している
のが札幌国際芸術祭（以下、SIAF）のアドバイザーで
ある。SIAF は2014年に始まった現代芸術の国際的な
祭典で、ディレクターが選んだ国内外のアーティスト
が札幌を舞台に作品を展開する芸術祭である。３年に
一度のトリエンナーレ形式を取っており、初回は坂本
龍一、2回目は大友良英と、音楽分野のアーティスト
がディレクターに起用されている。こうした芸術祭で
は地域性が重視されるが、SIAF でも初回から複数の
アーティストがアイヌ文化をテーマや素材、タイトル
の一部として採用した。マユンキキが、2014年の第１

写真１：「シヌイェから見るアイヌの生活」1，2，3表紙（画像提供：マユンキキ）
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回芸術祭に参加していた山川冬樹の作品名に、アイヌ
語が誤用されていることをソーシャルメディアで指摘
したこと（マユンキキ2023:65-67）で、こうした外から
やってくるアーティストとアイヌ（文化）との関わり
が議論され始めた。2017年の第２回にはマユンキキは
企画メンバー（ディレクター大友の発案により「バン
ドメンバー」と呼ばれた）として、また2020年の第３
回は、企画はされていたものの新型コロナウイルスの
影響で延期の上オンライン上のみでの開催となった
が、日本の芸術祭史上初めての「アイヌ文化コーディ
ネーター」を勤めている。

先へ進む前に、この「アイヌ文化コーディネーター」
について少し述べると、本州や海外出身のアーティス
トが、札幌で実施される展覧会での作品制作を考える
際、アイヌの歴史や土地の名称、文化的意匠、口承文
芸の世界などを題材にしたいと思うであろうことは想
像に難くない。しかし、単に自分の作品の「素材」とし
て先住民族の文化を消費するだけで、深いリサーチを
したり、アイヌ民族の協力者を得たりすることをしな
い、あるいはそうしたくても実現しないまま作品を発
表しなければならなかったというケースは多々ある。
日本の地域芸術祭でよく指摘される問題点として、他
所からやってきたアーティストが、表面的な知識と短
期間の滞在で、地域性のある作品を作ることは難しい
という議論がある。これがアイヌと和人アーティスト
との関連では、単によそ者のアーティスト対地元のコ
ミュニティという構図だけではなく、歴史的な搾取・
被搾取、植民・被植民、マジョリティ・マイノリティ
というさまざまな不均衡を象徴する問題となってし
まう（同じ構図は、在日コリアンや在日華人、部落出
身者との共同において、多数者側出身のアーティスト
が、そうした歴史に疎いままその文化的側面だけを

「素材」として消費するという状況でも生まれ得る）。
アイヌに関するトピックが社会的にセンシティブな問
題であると言われる所以は、こうした不均衡が生み出
す問題点や痛みを、抑圧されている側だけが感じてし
まい、多数者側が（多数者側であるが故に）そうした
問題の存在や深刻さに気がつけないことにある。何が
問題だったかわからないままに、「難しいのでやめた
方がいい」と、なかったことにされることもある。北
海道には美術、舞台、音楽などの分野で活躍する数多
くのアーティストがいるにも関わらず、他者が一方的
にアイヌを描く作品は生まれても、アイヌ民族の表現
者との共同作品がほとんど生まれてこなかったのも、

こうした状況があったからだ。こうした、「無邪気・無
意識の搾取」か、あるいは「みないふり・倦厭」という
両極端の選択肢しか存在しなかった状況を打開する
のが、芸術祭公式のアイヌ文化コーディネーターであ
り、その点において札幌で開催される国際芸術祭でマ
ユンキキがアイヌ文化コーディネーターとしてキュレ
トリアル・チームに参加していることは、芸術祭運営
として画期的なことである。

2.2．�現 代 美 術 作 家 と し て の 活 動 の き っ か け： シ ド

ニー・ビエンナーレと白老のシヌイェ展

それまで主にミュージシャンとして、そしてアイヌ
文化の専門家として活動してきたマユンキキが、現代
美術の作品を初めて発表したのが2020年の第22回シド
ニー・ビエンナーレである。シドニー・ビエンナーレ
は1973年に始まり2024年に第24回を迎えた現代芸術の
祭典である。「ビエンナーレ」という名が示す通り２年
に一度、シドニー市内の主だった美術館やアートセン
ターが会場となり、芸術監督のもと選ばれた国際的に
活躍するアーティストが作品を展示する。2018年には
日本のキュレーターで森美術館館長の片岡真実がアジ
ア人女性として初めて芸術監督となったことで話題と
なった。続く2020年の第22回ビエンナーレでは、オー
ストラリアの先住民であるウィラジュリにルーツを
持つブルック・アンドリューが芸術監督に選出され、
ウィラジュリの言葉で「境界」を意味する「NIRIN」を
テーマとし、世界から101組のアーティストが選ばれ
て参加をした。シドニー・ビエンナーレで先住民族の
芸術監督が就任したのは史上初めてであり、自ずと
テーマも先住民に関わるものとなったが、選出された
全101組のアーティストのうち、驚くべきことに79組
が先住民ルーツのアーティストとなった（The 22nd 
Sydney Biennale 2020）。こうした大型の国際展には、
日本からキャリアのあるアーティストが数名選出さ
れることが多いが、この年マユンキキは日本から唯一
のアーティストとして参加し、シヌイェに関する調査
をリサーチ型の作品として発表した（写真２）。マユ
ンキキとアンドリューとの出会いは、2018年に作家と
して同展に参加していたアンドリューが北海道にリ
サーチに来た時であるという（マユンキキ2024a: 見出
し3、4段落目）。マユンキキの入れ墨の調査をアンド
リューが作品の一部として用いることになり、会期中
には「初めて一人で海外に行って、ブルック（・アン
ドリュー）の映像作品が流れている前で、一曲歌うと
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いうパフォーマンスをやった」という（同前）。「自分
が音楽以外で、何かをつくることは考えていなかっ
た」（マユンキキ2023:70）というマユンキキであった
が、アンドリューに「マユンの考えていることは絶対
作品になる」と後押しされ、入れ墨の研究は「現代美
術の文脈に乗せられるんじゃないか」と思って作品化
したという（マユンキキ2024a：見出し3、8段落目）。

2018年に始まったこの調査は、マユンキキ自身がアイ
ヌの先輩たちの元を訪れ、その人が知っている・覚え
ているシヌイェについて聞き取りを行うというもので
ある。これまで数多く行われてきたコミュニティ外部
の研究者による調査とは異なり、こうしたアイヌ自身
による聞き取り調査は、文化的知識を再獲得するプロ
セスであり、それ自体が重要な意義を持っている。し
かしそうした事実に加えてこのプロジェクトを顕著に
特徴づけているのは、話し手に、記憶の中のシヌイェを
マユンキキの顔に直接描いてもらい、描かれたシヌイェ
と伝統的衣服をまとったマユンキキのポートレート
を、池田宏の写真により作品化するというプロセスで
ある。マユンキキはこの過程の意図について、「その
方が見ていた刺青がどういうものだったのかを、まだ
30代の女性の写真でもいいから残したい」からであっ
たと語っている（八谷2020:79）。マユンキキの顔にシ
ヌイェを描くという行為は、若いアイヌと先輩のアイ

ヌとの親密さや、一瞬ペン先や肌が触れ合う感覚、生
きている人間の顔に記憶の中のシヌイェが立ち現れ
る瞬間など、関わる人だけでなく作品や報告書を見て
いる側にも多くの感情を想起させる。実際報告書を読
むと、「誰かの顔に線を引く」という行為の親密さゆえ
に、話し手が躊躇することも多く、話を聞きながら、
あるいは写真を参考に、マユンキキ自身がその場で描
いていることも多い。しかしそうして生きている人間
の顔に再現されたシヌイェは、写真や資料とは異なる
形で人の記憶と感情をゆさぶる。

このプロジェクトでマユンキキは、シヌイェの知識
や技術を「取り戻す」だけではなく、シヌイェを顔に

「描く」ことで、行為・存在としてのシヌイェの記憶を
世代を超えて再獲得しようとしているようだ。もしか
すると、自分の顔に書いてもらって写真を撮るのは、
昔の誰かの写真を報告書に掲載したり、他の人に見
せることが難しいからという理由かもしれない。しか
し、マユンキキはこれまでの研究者のように、入れ墨
の形を記録して地域ごとに分類するのではなく、入れ
墨の入った古い写真を集めるのでもない。入れ墨の記
憶をもつさまざまな人たちと繋がり、シヌイェをきっ
かけに彼ら・彼女らそれぞれのアイヌとしての人生
の話を聞き、自分の顔をキャンバスにその記憶を再現
することで、生きたシヌイェがその場に立ち現われる

写真２：第22回シドニー・ビエンナーレ「NIRIN」での、マユンキキと池田宏（写真）による《SINUYE: Tattoos for Ainu Women》の展示風景（2020年）
Mayunkiki with photography by Hiroshi Ikeda, SINUYE: Tattoos for Ainu Women, 2020. Installation view for the 22nd Biennale of Sydney (2020), 
Museum of Contemporary Art Australia. Commissioned by the Biennale of Sydney with generous support from Open Society Foundations, and 

assistance from NIRIN 500 patrons. Courtesy the artist. Photograph: Alex Robinson.
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という行為を記録する。こうしたマユンキキの「調査」
の中に存在する創造性にアンドリューはいち早く気が
つき、マユンキキに現代美術作家として作品を作って
みるよう、背中を押したのだ。

2020年にシドニーで初めて作品としてこのプロジェ
クトを展示した結果を、マユンキキは以下のように振
り返っている。

最初は分からなかった。これが作品になり得て
いるのかも。でもブルックがさ、芸術祭の来場者
が絶対誰も見逃さないような場所に展示してくれ
ちゃって。見てくれた人が、すごく素晴らしい作
品だったって、たくさん声を掛けてくれて。

（マユンキキ2024a：見出し３、最終段落）

こうして現代美術作家として出発したマユンキキ

のキャリアは短期間に大きく変化していく。2020年の
３月にシドニー・ビエンナーレがオープンしたあと、
同年９月には、北海道白老町で開催されたシルキオ・
プロジェクト（飛生芸術祭と同時開催）に参加し、写
真家池田宏との二人展として「シヌイェ　アイヌ女性
の入墨を巡る写真展」を発表している（写真３）。シド
ニーと同じくシヌイェの調査をベースにした展示だ
が、シドニーではインタビュー相手との対話の過程自
体が展示の中心になっていたのに対し、国内で初めて
の展示となった本展では、マユンキキ本人が被写体と
なった部分のみが展示された。会場はかつて岩盤浴場
として営業されていた店舗で薄暗い。入口から奥へと
続く通路には、マユンキキが自分の皮膚に刃物を当て
ながら伝統的な入れ墨を施術している過程の写真が
展示してあり、来場者は自分の携帯電話の光をかざし
ながらその写真を見るよう勧められる。通路の先の岩

写真3-1：「シヌイェ　アイヌ女性の入墨を巡る写真展」
フライヤー（2020年）

写真3-4：ポートレートと同じ部屋に展示されて
いる古い写真

（上記すべて展示中の写真＝池田宏、
会場写真提供＝マユンキキ）

写真3-3：旧岩盤浴場に展示されたマユンキキの
ポートレート

写真3-2：会場入り口に展示された、入れ墨の施
術の様子を撮影した写真
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盤浴場であった空間には、各地のさまざまな形のシヌ
イェのペイントが顔に施された10点のマユンキキの
ポートレート写真が並んでいる。10人のマユンキキに
見つめられる展示室の奥には、アイヌの衣装を着た古
い家族の写真や資料が、ひっそりと壁に展示されてい
る。同展開催時の白老町は、民族共生象徴空間ウポポ
イがオープンしたばかりであり、アイヌ民族やアイヌ
の文化に対する偏見や差別が社会問題として改めて大
きく取り上げられている時期であった4）。そのため同
展示では、誹謗中傷や差別的発言の対象にアイヌが晒
される可能性があるので、シヌイェの調査に参加した
関係者の名前や写真を一切使わないという息苦しい判
断が感じられた。同じ調査報告を素材としながらも、
シドニーの展示が若いアイヌと先輩アイヌとの親密な
やりとりが中心になっていたのに対し、白老での展示
は、入れ墨を入れるという行為が伴う痛みや、施術に
かかる長く静かな時間を想起させる過程の展示、そし
て10人の物言わぬマユンキキにじっと見つめられるメ
イン空間の構成が、物理的にも比ゆ的にも暗さを伴う

展示を構成していた。

2.3．美術を続けていくという選択：札幌、石巻

白老の「シヌイェ」展の後マユンキキは、2021年１
月に札幌で最も主要な現代美術ギャラリーのひとつ
である CAI03で、初めての個展「SINRIT シンリッ — 
アイヌ女性のルーツを探る出発展 teoro wano ainu 
menoko sinrici an=hunara」を開催した。マユンキキ
によると、「シンリッ」は「植物の根・祖先」を表し、
アイヌ語タイトルは直訳すると「ここからアイヌ女性
のルーツを私たちが探す」となり、「現代日本に生き
る私が育ってきた環境、家族、そして自分自身の『シ
ンリッ』を探ることをテーマ」として制作したという

（八谷／マユンキキ2024:113）。同展は、マユンキキの
両親、姉、義兄、幼なじみの５名に、それぞれ同じ五
つの質問をし、そのごく私的な会話の映像と壁面テ
キストから構成されるインスタレーションである（同
上 :113）。インタビューや調査をベースに作品として
発表するという手法は共通するものの、それまで２

写真4-1：「SINRIT シンリッ — アイヌ
女性のルーツを探る出発展 teoro wano 
ainu menoko sinrici an=hunara」展のフ

ライヤー（2021年）

写真4-4：同展会場の様子（写真提供＝
マユンキキ）

写真4-3：同展会場の様子（写真提供＝マユンキキ）

写真4-2：同展会場の様子（写真提供＝マユンキキ）
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つの展覧会でテーマとしたシヌイェを離れ、インタ
ビュー相手にマユンキキ自身について話してもらう
という内容で、来場者は大きなスクリーンや小さな画
面に流れる映像と、編集され壁面に設置されたテキス
トを行き来する構造になっている（写真４）。同展の趣
旨とその結果について、マユンキキは2024年のインタ
ビューで以下のように述べている。

美術作品をこれからもつくり続けるかどうか
悩んでいたの。家族との作品をつくれたら続けよ
う、と賭けみたいな気持ちで挑んだ。これからも
つくっていくなら、まず⾃分のことをまるっとさ
らけだそう、と。ルーツの話は、やっぱり⼀番重
要だから。でも結局、家族や親友に、私という個
⼈についての話をしてもらったところで、アイヌ
のことって外せないの。私がアイヌやめたいと
か、アイヌから抜け出したいとか思ったところ
で、絡みついてきてしまうということが、映像に
はっきり現れていた。

（マユンキキ2024a：見出し３、16段落目）

親しい家族や友人がマユンキキについて（本人に向
かって）語った言葉に包まれる会場は、会場の壁面の
白さも手伝って、直近の白老の展示とは異なる、どちら
かというと温かい雰囲気の構成になっていた。そうで

ありながら来場者は、あるアーティストの家族と友人
の日常的な会話の中に、こんなにもアイヌであるとい
うことが表れてくるのだということを知るのである。
「賭けみたいな」気持ちで新たな作品に挑んだわ

ずか半年後、マユンキキは石巻市で開催されてい
るリボーンアート・フェスティバル（Reborn-Art 
Festival）2021-22に招待され、次なる作品を実現して
いる。リボーンアート・フェスティバルは、東日本大
震災で大きな被害を受けた宮城県石巻市・牡鹿半島
を中心に2017年にはじめて開催された芸術祭で、2021
−22年で第３回目を迎えた芸術祭である。震災復興支
援の一環として音楽家の小林武史、櫻井和寿、坂本龍
一が設立した ap bank と石巻市の支援を受けて出発
し、2019年の本祭第２回には44万人が来場した。感染
症が拡大する2021年に様々な制約の中実現したマユ
ンキキの展示は、「SIKNU シㇰヌ Henpara ne yakka 
en=piskani ta okay pe」 と題された。Siknu は「生き
る、死なずにすむ、命を取りとめる、生き返る」とい
う意味をもち、アイヌ語のタイトルは「いつであって
も私のまわりにあるもの」という意味だという（マユ
ンキキ2021:1）。この展示は、マユンキキの親族などが
写った古い写真やアイヌの民具が展示されている部
屋、その奥の母親とマユンキキが対話する映像作品が
流れている小さな部屋、そして同芸術祭の参加作家で
もある大友良英などを含む新作の映像作品が上演され

写真5-1：Reborn-Art Festival 2021-22（2021年）「SIKNU シㇰヌ Henpara ne yakka en=piskani ta okay pe」
マユンキキの部屋（Photo by Taichi Saito）
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ている元サウナの部屋などから構成されている（写真
５）。展示を訪れた際に筆者が目を引かれたのは、新作
の映像作品の出口付近にある、サウナ客が使ったであ
ろう手洗い場の大きな鏡に書かれた、アイヌとアイデ
ンティティをめぐる長文のテキストのインスタレー
ションであった。アイヌであること、自分であること
をめぐる環境についての文章を、観客はテキスト越し
に鏡に映る自分の姿を見つめながら読み進む。アイヌ
であるということは来場者の多くの人にとっては共有
できないことかもしれないが、鏡の上のテキストとい
う構造が、読み手に「自分とは・自分の属性とは」と
いう普遍的な問いを投げかける仕組みとして機能して
いた。

上記の空間構成の中心にあり、本展で最も重要な
作品として機能していたのが、展示会場の中心にある

「マユンキキの部屋」だ。この部屋には洋服やアクセサ
リー、ギター、ソファカバーがわりの柄物の布やぬいぐ
るみと、アイヌに関連する写真や書籍、アイヌに関連す
る古い資料などが自然と混在している。この「マユンキ
キの部屋」の展示について、同展で配布されたコンセ
プトシートで、本人は以下のように説明している。

ふだんの私が日常を過ごしている部屋をサウナ
石巻の一室に再現しました。この部屋に飾られて
いる多くは私の私物です。パッとみた限りでは一
般的な女性の部屋のように思われるかもしれませ
ん。ただ、私をつくりあげてきた様々な要素には
皆さんが見慣れないものも含まれているかもしれ
ません。その部屋を通ったあとに続く展示物、そ
れらすべてを見終わってまたこの部屋に戻ってき
たとき、最初に見え方と何が変わるでしょうか。

（マユンキキ2021:2）

実際に自宅にあるものを運び込んだというこの「マ
ユンキキの部屋」は、「部屋の再現」というよりは「部
屋の移設」であり、自宅の部屋と同様、マユンキキが
ソファでくつろいでいるときもあれば、いない時もあ
る。筆者が展示を訪れた際も本人が部屋に滞在してお
り、本当にマユンキキの部屋を訪れたかのように、床
やソファに座ってしばらくおしゃべりを楽しんだ。こ
の「自分の部屋」のインスタレーションは、３年後の
東京都現代美術館の展示にも繋がっていく。

さて、前述の札幌国際芸術祭や、このリボーンアー
ト・フェスティバルに関わるにあたり、マユンキキは、
自分が展覧会に参加することによって起こりうるリ
スクを主催者と共有する場を持ったという。「何を注
意しなきゃいけないか、何が起こる可能性があるか」
を共有し、過去にアイヌに関連する作品と関連して起
こった問題や、自分の札幌の個展で起こったことなど
を共有し、主催者と話し合ったことを、以下のように
インタビューの中で語っている。

自衛もあるし、仲間たち、アイヌたちを守るた
めでもあるし、企画者や展示に関わるいろんな人
を守るためにも、例えば会場に来てひどいことを
言う人がいるかもしれないとか、アイヌなんてい
ないのになんでこんな展示をしているんだって言
われる可能性があるとか、ということをとくに国
内でやるときは、一回一回話すようにしています。

（マユンキキ2023:77）

前述のようにアイヌ民族に対する明らかな差別も存
在する上に、近年女性アーティストへの展示会場での
ハラスメントも問題となっている5）。マユンキキが作
品を発表するたびにこうした対話の場を設けているの

写真5-2,5-3：展示会場の様子 (Photo by Taichi Saito)
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は、自分や自分の作品に関わる人を守るためだけでは
なく、こうした社会環境で活動することから逃れられ
ないアイヌの表現者の状況について、一芸術祭、一美
術館ずつ理解を広め、後進のアーティストが少しでも
安心して作品発表ができるような環境を作るためでも
あるのだろう。マユンキキの作品は、属性をもとにし
た差別や暴力が存在する現代社会の状況を来場者に露
わにしていくからこそ、リスクも伴う。こうした作品
を安全に発表できる環境を整備することも、芸術祭や
博物館・美術館が自覚的に担っていかなければならな
い責任の一つであると筆者は考える。

2.4．海外での初個展：Ikon ギャラリーでの展示

2022年には、二つの大きな国際プロジェクトが実現
している。一つは英国バーミンガムにある Ikon ギャ
ラリー（Ikon Gallery）で、マユンキキにとって海外
で初めての個展が実現したこと。もう一つはオース
トラリアのパワーハウス・ミュージアムが主催する

「Galang」で、これは詳しくは後述するが、先住民の
アーティストが集い、博物館・美術館の脱植民地化を
考えるというプロジェクトであり書籍である。Ikon
ギャラリーは1964年にアーティスト主導のスペース
として設立された英国の著名な現代美術の民間ギャラ
リーであり、多様で国際的なプログラムが知られてい
る。当時のディレクターであり、マユンキキの個展を

担当したキュレーターのジョナサン・ワトキンスは、
2020年のシドニー・ビエンナーレをきっかけにマユ
ンキキの個展を検討し始めたと書いている（Watkins 
2022:7）。感染症による渡航制限のなか、メールで交わ
したやりとりのなかで札幌と石巻の展示を知ったワト
キンスは、「マユンキキの部屋」の展示に「現代の日本
社会をアイヌとして生きる姿と、自分を取り巻く文化
遺産の日常性」を見出し、日常的なものや家族の言葉
で構成されるマユンキキの展示が「自分に最も魅力的
に映るタイプの作品」であったため、同ギャラリーで
の展示も「artfully artless（芸術的な芸術の不在）」とい
う方針にしようと判断したという（Watkins 2022:8）。
展示は「SIKNURE- Let me live」と題されたが、これ
はアイヌ語で「〜を生かす」「〜を生き延びさせる」と
いう意味を持つ（八谷／マユンキキ 2024:114）。同展
示は、各所に設置された映像作品を中心として、英国
ピットリバース博物館が所蔵するアイヌの民具に対す
る個人的な関係を綴ったキャプションを添えるとい
うプロジェクト、そしてマユンキキの言葉を手書きの
テキストとして壁に配置するという要素から構成さ
れている（写真６）。映像作品は、石巻で制作されたも
ののほか、Ikon ギャラリーが委嘱した新作として、父
親のインタビュー映像作品が公開された。この映像は

「父がどうすればアイヌとして後悔なく死ぬことがで
きるか」（同上 :114）についての対話であり、葬式の相

写真6：「Mayunkiki: Siknure – Let me live」展 , Ikon Gallery, 2022年
Photographer Stuart Whipps, courtesy of Ikon Gallery.
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談や、離婚の記憶、「誇りを持て」と育ててくれた思い
出など、親密な会話が交わされており、誰もが共感で
きるような父と娘の会話の中に、アイヌであることが
ごく自然に語られている（Mayunkiki 2022:49-59）。ワ
トキンスはこの映像作品の完成版を見た際、「全ての
期待を超えていた」と感じたと言い、この新作をみて、
この作品を展示全体に拡大することを決断するととも
に、この作品をもってマユンキキの個展が、「映像作品
を伴う展示ではなく、映像インスタレーションを中心

4 4

とした
4 4 4

展示になった」と語っている（Watkins 2022:12
／強調は引用者）。映像についてワトキンスは、以下の
ように評価している。

マユンキキの対話には勇気が感じられる──こ
れほどまでに率直に語るというところ、そして展
覧会を訪れた何千人もの見知らぬ人たちと分かち
合うという決断にも。彼女が魂をさらけ出すのを
目撃できるのは光栄なことだ。あるアイヌの男と
あるアイヌの女との、また父と娘との、世代を超
えた言葉の交換。とても感情に働きかけるもので
ありながら、ただの意味のない会話ではない。言
葉と言葉の間に何と多くのことが語られているこ
とか。

（Watkins 2022:12）［原文英語、翻訳は引用者による］

３．表現の広がり：出版、博物館展示、音楽・舞
台、YouTube 配信

ここまでみてきたように2020年に初めて現代美術と
いうフィールドで作品を発表して以来、マユンキキは
稀に見るペースで国内外の主要なギャラリーや芸術祭
へ招かれており、そのことが作品の国際的な評価の高
さを端的に示している。そしてこうした国際的な活躍
は、美術作品以外の表現分野へも拡張している。本章
では美術展以外での活動のうち、2024年までにあった
顕著な動きとして、出版、博物館展示への介入、音楽・
舞台分野での活動、YouTube チャンネルでのプログ
ラム配信の４つについて取り上げたい。

3.1．�博物館・美術館の脱植民地化を考えるプロジェ

クト『Galang』

2020年から2024年マユンキキの作品・表現活動とし
て、展覧会や主要な作品と同等に重要な表現活動であ
ると筆者が考えるのは、プロジェクト「Galang（ギャ
ラン）」への参加である。「Galang」とは、オーストラ

リア・メルボルン市にあるパワーハウス・ミュージ
アムが主催する先住民アーティストとキュレーター
によるプロジェクトであり、またその成果としての
2冊 組 の 書 籍『Galang 01&02』で あ る（Andrew 他
2022a,2022b）。プロジェクトの発案者であり中心と
なっているのは、第22回シドニー・ビエンナーレの
芸術監督であったブルック・ガル・アンドリューで、
プロジェクトにはビエンナーレにも参加した作家や
キュレーターなど10名が参加しており、日本からはマ
ユンキキが、アートトランスレーターの田村かのこ
とパートナーシップを組んでメンバーとなっている。

「Galang」とは、アンドリューのルーツであるオースト
ラリアの先住民族ウィラジュリの言葉で「つながり」
という意味であり、プロジェクトとしての「Galang」
は、「表現とその脱植民地化を考えるシンクタンク」で
あり、「参加メンバーの個々の実践に力を与える（エン
パワーする）場である」と説明されている（Andrew 他
2022a:6）。2022年にこのプロジェクトの一端の成果と
して出版された２冊組の書籍は、大判のアートブック
で、冊子は表裏の天地が逆になっていてどちらからで
も読めるようになっている。同書の内容は、メンバー
がオンライン上で集まって自由に会話する「yarn」と
いう４回にわたる企画の記録と、各参加者たちの寄稿
から構成されている。同書は学術書とも美術書とも、
作品集ともいえ、皆が持ち寄ったアイディアや作品
を、自分たちの価値観や方法論に則って自由に表現す
る場となっている。

このプロジェクト及び本の背景には、2020年代以降
に起こった先住民族と現代美術に関わるいくつかの
大きな転換点がある。一つはアンドリューが総合芸術
監督となったシドニー・ビエンナーレ、もう一つは、
2022年の第59回ベネチア・ビエンナーレで「北欧パビ
リオン」が「サーミ・パビリオン」として公開されたこ
とである。ベネチア・ビエンナーレは、周知の通り現
代美術の世界では最も権威ある国際展の一つであり、
各国が政府を代表してパビリオンを建設して参加して
いる。フィンランド・ノルウェー・スウェーデンはこ
れまで３カ国共同の「北欧パビリオン」として作家を
紹介していたが、2022年にはこれを「サーミ・パビリ
オン」と改称して、サーミのキュレーターの選出によ
るサーミのアーティストの作品が展示された。サーミ
の慣習に乗っ取り、それぞれのアーティストが長老に
アドバイスをもらいながら作品制作を進める環境が整
えられ、さらにサーミ大学の学生が「Sámi Pathfinders
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（サーミ・パスファインダー）（導き手）」として、来場
者にサーミの文化や歴史的背景を解説する役割を担っ
た。予算や外交力を駆使して国家がパビリオンを並べ
る博覧会形式の同美術展において、先住民のパビリオ
ンができたのは初めてである6）。『Galang01』は、2020
年にシドニーで集まった多くの先住民アーティストの
エネルギーを継承し、現代美術の中心地ともいえるベ
ネチアで起きている大きな流れを後押しするように、
イタリア語翻訳を掲載した上でこのベネチア・ビエン
ナーレの会場で販売された。

先住民族と芸術に関するもう一つの転換点は、先
住民族のアーティストやキュレーターによるネット
ワークの登場である。例えば2006年に設立されたカ
ナダの先住民キュレーターによる団体「Indigenous 
Curatorial Collective（ICCA）」は「カナダの先住民芸
術の分野において、非先住民のキュレーターやアカデ
ミック・コミュニティに与えられている権威に対抗し
て」発足され、2024年現在で2,000人近いコミュニティ
会員と85の団体会員がいるという7）。また2018年には、
キュレーターでありアーティストの Wanda Nanibush 

（アニシナベ , カナダ）が、キュレーターのみならず先
住民のアーティストやライターを含めたネットワー
ク「aabaakwad」を設立し、毎年トロントと国外会場
で交互に「先住民主導・アーティスト中心」の表現者
による対話の場を設けているが、2022年時点で70名以
上の先住民アーティストが参加している8）。このよう
に、北米や欧州が中心となりながらも先住民というア
イデンティティを持つアーティストやキュレーターた
ちのネットワークは、2000年以降拡大を続けている。

「Galang」は、そうしたネットワーク型のプロジェクト
としては、アジア大洋州地域ではおそらく最初の活動
である。

出版物としての『Galang』に話を戻すと、本書の核
をなす「yarn」は、新型コロナウイルスで国際的な渡
航が制限されている中、オンラインで集まった参加者
が、その時々の状況をアップデートしながら自由に会
話をした４回の集まりの記録であるが、先住民である
ために経験する典型的かつ理不尽な状況や、ミュージ
アムという環境で先住民アーティストやキュレーター
として活動することの根本的な問題点などが、それぞ
れの個人の経験を通じて共有されている。「yarn」以
外の寄稿では、各国からの参加者が写真や詩篇、コン
セプトノートなどの作品、そして博物館、先住民、芸
術作品などに関わる論文などを寄稿している。例えば
サーミの研究者でキュレーターであるリーサ・ラヴ
ナ・フィンボグは「先住民的手法」での論考執筆を試
み、サーミの伝承と学術論文を織り交ぜながら論を展
開しており、ミュージアムのみならず西洋中心主義
のアカデミアをも批判する挑戦的な文面となってい
る（Andrew 他2022a:70-96）。パプアニューギニア出身
の写真家リサ・ヒリは作家としての自身の来歴を写
真と共に語り（Andrew 他2022b:66-105）、トレス海峡
民であるゲイル・マボは島の先住権を勝ち取った「マ
ボ裁判」を起こした父の記憶を自身の作品とともに
紹介し（同 :52-65）、台湾のブヌンのキュレーターであ
るビウン・イスマハサンは、自らの実践を通して「先
住民的なキュレーション」を論じている（Andrew 他
2022a:120-155）。

このように多様な紙面が展開されている同書で、
マユンキキと田村かのこによる寄稿は「To Be On 
the Same Page – Mayunkiki in Conversation with 
Kanoko Tamura（同じページにいること -- マユンキ
キと田村かのこの会話から）」と題され、チャットメッ
セージとして交わされる日常的で私的な会話が、ス

写真7-1：『Galang01/02』 写真7-2：�『Galang01』より、「To Be On the Same Page Mayunkiki in
	�  Conversation with Kanoko Tamura」（Andrew 他2022a:174-

201）のうち、最初のページ
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マートフォンの画面を切り取ったような紙面で展開さ
れている（Andrew 他2022a:174-201）（写真７）。その内
容は、テレビ番組でアイヌ民族への差別用語がジョー
クとして放送されてしまった際に実際に二人が交わし
ていた会話や、夫婦別姓やアイヌの名前に関する習慣
についての会話、入れ墨に関する何らかの出来事にマ
ユンキキが葛藤している様子、アイヌ語で性器を表す
言葉にどんな表現があるのかという会話まで、さまざ
まである。二人の会話からは、マユンキキが、日常の
中で頻繁に、一般的に報道されるようなことで辛い思
いをする様子や、楽しい会話の中にアイヌの知識が行
き来する様子などが見て取れる。

現代美術の作品のうち、特にコンセプチュアルアー
トやミニマルアートは、ごくシンプルな発想や仕組み
で構成されているものも多く、鑑賞者はつい、「これ
なら自分でも（誰にでも）できる」と思ってしまうこ
とがある。マユンキキと田村かのこの寄稿も、そうし
たコメントを向けられる種類の表現で、難解な長文を
書いているわけでもなければ、誰にも真似のできない
技術で制作した作品が紹介されているわけでもない。
またもちろん、チャットの写真を誌面に掲載すること
自体に、技巧的な要素があるわけではない。しかしこ
の寄稿は、難解で長大な書き言葉が重視される植民地
主義的・西洋的観点の対極に軸を置き、全ての文章を

「会話」のみで成り立たせていることが、現代的かつ先
住民的であるとともに、「先住民族は昔と変わらない
狩猟採集の生活をしている」というような古典的なス
テレオタイプへのカウンターとしても機能しつつ、か
つ最大限に遊び心がある。また、フィクションではな
い「本物の」私的な会話であるところが、私生活を「覗
き見」をしている気分を読者に抱かせる（もちろんそ
れも、先住民の生活は常に「覗き見」をされているよ
うなものだという皮肉でもある）。こうした至極私的
な会話を、表現手段として切り取って見せようという
発想、そしてそれを実行することは、まさにワトキン
スが述べたように「誰にでもできるものではない」。二
人の寄稿には、脱植民地化というコンセプトと私生活
との密接な距離感や、日々逃げ場のないアイデンティ
ティがもたらす葛藤が、シンプルかつ巧妙にアウト
プットされており、寄稿というより、紙面上の作品と
いうほうが的確である。

２冊目の『Galang 02』では、「WE：E メールによ
る往復書簡」と題したマユンキキと田村かのこの
二人の電子往復書簡が掲載されている（Andrew 他

2022b:200-219）。一冊目の寄稿と同様、二人の会話を
覗き見させる形式をとりながら、北海道と東京を行き
来する往復書簡と、少しずつ季節が変わる両地の写真
からなっている。会話の冒頭、ウポポイの開館を経て
アイヌのイメージが多く広まる中、田村はマユンキキ
との出会いを経て「アイヌという大きな枠組みに変な
憧れを投影したリスペクトを払おうとするのではな
く、一人の人間に対して適切なリスペクトを払おうと
することが先に来る」ようになったと伝えている（同：
208）。その後マユンキキが、同稿のタイトルにもなっ
ている＜私たち＞という表現について、「あ、犬」とい
う差別表現がテレビで放送された際に「私たちはいつ
までこんな思いをしなくてはいけないのか」という言
葉を使った心境や、個人的な語りがアイヌ全体を代表
しているかのように解釈されてしまうことについての
葛藤を語る（同：205）。それを受けて田村は、「自分の
属性を疑ったり、疑われたりしなくていいということ
が、マジョリティの大きな特権であり、そのことに対
する無自覚・無知が他者への暴力につながるというこ
とをきちんと理解できたのは最近になってからだと思
う」と発言する（同：204）。往復書簡の最後に、「生き
やすい世界」とはなんだろうと二人は問う。言語や文
化を学べなかったために自分は「アイヌとして生きる
ことができなかった」と言う父や木彫りや刺繍、ある
いはアイヌ語ができないと「自分は知らないから語れ
ない」と口を閉ざしてしまう仲間がいる状況について、
マユンキキは「私が生きにくい世界が嫌で、私が生き
やすくなれば仲間も生きやすくなるはずだと信じて活
動しているのだけど、もしかしたらそれも間違いなの
かもしれない」「私が一番、アイヌだということに囚わ
れていて、動けなくなっているのかもしれない」と言
う（同：203）。アーティストとしてのみならず、音楽
や言語も含む広い分野で専門家として活動するマユン
キキの、強い信念と大きな不安との間をいったりきた
りする、表現者・活動家としての真摯な葛藤の言葉で、

『Galang02』の寄稿は締めくくられている。
マユンキキを含む各メンバーの寄稿や会話によっ

て、博物館・美術館の脱植民地化を考える上で変え
難い鋭い議論が交わされているこのプロジェクトに
ついて、マユンキキは「こうして異なる先住民の背景
を持つ人たちと団結すること（solidarity）やつながる
ことが、本当に機能するのだということを展示でも
見せたい」9）と発言している（Andrew 他2022b:129）。

「Galang」で強化された脱植民地化・先住民化という
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基盤は、本人の宣言の通り、展示や作品へも拡大され
ていく。

3.2．博物館展示への参加・介入

美術ギャラリーでの展示や芸術祭へ参加する傍ら、
マユンキキは2021年ころから「博物館に収蔵されてい
るアイヌ関連のものの解説文を、私の言葉で上書きす
るというプロジェクト」を各地の博物館で実施してい
る（マユンキキ2024a: 見出し2、2段落目）。つまり、先
住民族の資料を扱ってきた博物館やその展示という
装置に、個人として・アーティストとして、介入（イ
ンターベンション）するプロジェクトである。その先
駆けとなったのは、アイヌ民族文化財団・北海道博物
館・群馬県立歴史博物館が2021年に企画した「アイヌ
のくらし―時代・地域・さまざまな姿」展での関わり
であろう。これは文化庁と北海道からの補助を受けて
同財団が主体となって実施している「アイヌ工芸品展」
という事業の一環であり、様々な時代・地域のアイヌ
の民具や工芸品が展示されたが、展示の重要なコンセ
プトとして、民具資料の作成者や持ち主の子孫、ある
いは同じ地域のルーツを共有する若手の文化実践者
などが、その資料に関連する個人的な記憶や思いを
キャプションとして展示するという試みがなされて
いた。これは展示資料やひいてはその資料につながる
人々を過去のものとせず、現代を生きるアイヌと直接
接続するという画期的な試みであった。マユンキキは
この展覧会に八谷麻衣名義で寄稿し、曽祖父の門野ナ
ンケアイヌが製作したイナウに添える情報として、曽祖
父の思い出を語る両親との会話のテキストを制作して
いる（八谷2021）。この展示の一か月前にオープンした
前述の Ikon ギャラリーの展示でもマユンキキは、前述

の通り自分の個展の中で博物館資料に個人的な関わり
についてのキャプション付けることを作品として発表
しており、また同年オープンしたドイツ・ケルン市の
ラウテンシュトラウフ・ヨースト博物館が企画した「A 
Soul in Everything Encounters with Ainu from the 
North of Japan」展でも、展示されている民具のキャプ
ションとして、その資料とマユンキキとの個人的な繋
がりを記載している。その後、2024年に英国ロンドンに
あるウィリアム・モリス・ギャラリーが企画した「Art 
Without Heroes: Mingei」展にシアスター・ゲイツらと
ともに現代のアーティストとして参加し、展示された
古いアイヌの民具資料にキャプションとして個人的な
思いをつづるプロジェクトを作品として発表している

（写真８，９）。
このプロジェクトについてマユンキキは、「博物館

の収蔵品に付いているキャプションは、収集した人の
視点で書かれていることが多い。例えばアイヌの民具
に、どこで何年に収集されて、なんと呼ばれていたっ
てだけ書かれていると、過去の遺物にしか見えない。
でも本当は、誰かにとってすごく大切で、思い出深いも
のだったかもしれない。（中略）私が個人的な思い入れ
を示すことで、アイヌは今も昔もこれからも生きてい
て、博物館で見るようなものたちをいまもまだ大事にし
ている人がいるのだと伝えたい」と話している（マユン
キキ2024a：見出し2、2段落目）。こう問題意識を共有す
る先住民キュレーターや研究者は少なくない。例えば
サーミでキュレーターであるフィンボグは『Galang01』
で、博物館で自分自身が使っていた古いサーミの靴が
展示されているのを見た祖父が、「ごみのようなものや
捨てられたものばかり展示して、博物館っていうのは
一体何のための機関なんだ？」と発言したことに触れ、

写真８，９：ウィリアム・モリス・ギャラリー「Art Without Heroes: Mingei」展の一部（筆者撮影）
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博物館で先住民が展示対象となってきたで非人間化さ
れてきたことを批判している（Andrew 他2022a:79）。マ
ユンキキのプロジェクトは他者により収集され展示さ
れてきた先住民の資料に人間性を回復しようという試
みであり、国際的な博物館の脱植民地化の議論の先端
に位置づけられる実践である。

3.3．実験的な音楽・舞台の活動

2020年以降のマユンキキは、美術館や博物館のみな
らず音楽や舞台の分野でも活動の幅を広げている。マ
ユンキキはマレウレウの他に、アペトゥンペ（マレウ
レウメンバーであるレㇰポと２人のユニット）とし
て、またソロとしても活動しており、近年は実験的な
音楽企画も多い。特に2021年はマユンキキの音楽活動
に新たな転機が生まれた年でもある。そのうちの一つ
は、アペトゥンペとして参加予定だった東京都内３ヶ
所のライブに急遽レㇰポが参加できなくなってしまっ
たことが、ミュージシャンとしてのマユンキキの本格
的なソロ活動を幕開けとなったことである。この3か
所でのライブは、それまでに交流のあった関東を拠点
とするアーティストの山川冬樹、廣瀬拓音、小谷野哲
郎などが緊急友情出演したことで無事に開催された。
これらの公演以降様々な実験が生まれ、「レスマ カㇻ
カㇻセ」（マユンキキ・永田真毅・山川冬樹）という現
代音楽のユニットや、この頃から本格的に共演を始め
た廣瀬拓音とマユンキキによる活動が発展し、のちに

「西瓜兄妹」というユニットが誕生している。また2022
年には「アペトゥンペとパパイヤ、マンゴーズ」とい
う名義で、平賀サダモ（1895-1972）が創作した「コン
プサッケメノコ（昆布干し女）」という歌を現代シティ
ポップ風にアレンジした楽曲が発表されている。こう
したマユンキキが中心となった実験的でコンセプチュ
アルな音楽活動は、美術作家としての活動と近接し
て、石巻での展示や光州ビエンナーレ等に参加した際
にも、現地のミュージシャンと共演ライブを実施して
いる。特に Ikon ギャラリーでの個展の際に企画され
た、現地の音楽グループ Surge との共演は、2023年に
ロンドンのジャパン・ハウスで開催されたアイヌの展
示の関連イベントとして登場している10）ほか、スキヤ
キ・ミーツ・ザワールド2024で来日も果たしている。

ただしマユンキキによる音楽活動の実験性は、美術
作家や外部ミュージシャンとの共演時だけに現れるわ
けではない。2022年にアペトゥンペとして出演した第
1回三石アイヌ音楽祭では、マユンキキの演出により、
ほぼ真っ暗なステージに会場に背中を見せる形で立
ち、説明なく、笑顔なく、休憩なく、30分間絶え間なく
ウポポ歌い続けるというパフォーマンスを行なった。

「観客に背中を向ける」という点では、2021年にマレウ
レウと Kenji “Noiz” Nakamura との企画による「ヤイ
コトゥイマシラㇺスイパ」11）でも、事前に募った来場
者の思い出の場所を映像作品としてステージ上に流
しながら、それを来場者と同じ目線で映像を見ながら

写真10：ウィリアム・モリス・ギャラリー「Art Without Heroes: Mingei」展の一部（筆者撮影）
左下：シアスター・ゲイツ《Portal》《Preservation Exercise # ３》

右上：池田宏「Hand with sinuye」2016
（シヌイェを施したマユンキキの手を撮影した作品）
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（つまり客席には背中を向けながら）、ウポポを歌い続
けるというコンセプチュアルなパフォーマンスもあっ
た。一方アイヌの伝統芸能の舞台では一般的に、出演
者や司会が一曲（あるいは数曲）ずつ歌・踊りの背景
などを説明しながら和やかに行われることが多く、三
石アイヌ音楽祭でもそれは例外ではなかった。こうし
た文化交流としての和やかな雰囲気の中でアペトゥン
ペは、登場から最後までパフォーマーとしての「愛想」
をあえて拒絶し、暗い会場にウポポの音とアイヌ語の
響きだけが圧倒的な存在感で響き渡る圧巻のパフォー
マンスを披露した。それは「愛想よく、和やかに」ある
ことを暗黙のうちに求められるアイヌの伝統芸能の舞
台への挑戦であった。

こうしたさまざまな音楽分野の活動に加え、マユン
キキが2020年以降に関わったものとして、ほしふね

（小谷野哲郎、わたなべなおか）との共同による舞台作
品がある。そのはじまりは2022年９月にリボーンアー
ト・フェスティバルの一環として公開された「ノチウ・
チㇷ゚」で、同作品の発展形がその後10月に北海道演劇
財団の企画により道内４ヶ所をツアーしている。2023
年以降は「ノチウコタン」というタイトルとなり、こ
れまでにウポポイで３回の公演が行われている。これ
らはアイヌの物語をベースに、マユンキキとレㇰポの
歌と影絵が幻想的な空間を作り出し、ところどころ観
客が参加したり、役者のコミカルな会話が登場する１
時間半ほどの舞台である。

こうした活動の集大成として、2023年９月にはソロ
の音楽活動をする中で結成されたユニットや、活動を
共にしてきたアーティストを集めたライブ「マユンキ
キ祭り（JAPAN LIVE YELL project　Ayapo! ～マユ
ンキキと歌、そしてステージ～）」が企画された12）。２
日間にわたって開催されたこの音楽イベントは、マ
レウレウから出発し、美術分野での活動や実験的パ
フォーマンスを得意とするアーティストとの出会いを
経て、音楽の舞台芸術の分野でも表現の枠を広げてい
るマユンキキのマイルストーンを示すものとなった。

3.4．�マユンキキ公式 YouTube チャンネルによる「イ

タカンロ＋」の配信

ここまで出版、博物館展示、舞台公演という三つの
プロジェクトからマユンキキによる表現の広がりを検
討してきたが、マユンキキのこの頃の表現としてもう
一つ欠かせないのはマユンキキ自身の公式 YouTube
チャンネルで配信されている「マユンさんとイタカン

ロ＋（プラス）」というプログラムである13）。この番組
は、2025年２月現在で合計34のエピソードが配信さ
れているが、きっかけは感染症の影響で実施が叶わな
かった2020年の札幌国際芸術祭（SIAF）にさかのぼ
る。SIAF は2020年、感染症が拡大する中で YouTube
チャンネルを通じた情報発信を開始し、その第６回に

「マユンさんとイタカンロ！」というタイトルで、同芸
術祭のコミュニケーションデザインディレクターを
務めていた田村かのこと対話する形式の番組を公開
した。その後芸術祭が中止となってしまったことを受
け SIAF は、2021年３月に全面オンラインによるプロ
グラム「SIAF TV」を実施し、その一部として「マユ
ンさんとイタカンロ」を10回放送している14）。この企
画が元となり、同芸術祭終了後も、マユンキキと田村
かのこの二人の表現活動として配信が続いているのが

「マユンさんとイタカンロ＋（プラス）」である。
30回を超える配信の内容は様々で、アイヌに関する

展示やウポポイ訪問のコメント、数度にわたるオース
トラリアの滞在中に撮影されたものなどが公開されて
いる。オーストラリア滞在報告では、パワーハウス・
ミュージアムやフッツクレイ・コミュニティ・アーツ
での活動報告、現地で必ずなされる先住民への敬意を
示す宣言（Acknowledgement）について、先住民の遺
骨の返還について、土地の権利とその土地の神聖性を

「説明しなくて良い権利」、音楽と植民地主義など、現
地滞在中にマユンキキが感じたさまざまなトピックが
話題となっている。また、美術に限らず多くの分野か
ら仕事の依頼を受けるマユンキキが、いわれたくない

「NG ワード」を解説した回は、2024年９月現在で8000
回以上視聴されている。「イタカンロ＋」は、先住民や
表現に関してマユンキキが日々経験する様々な楽しみ
や葛藤を包み隠さず直接共有する場であり、これまで
の映像作品と同様私的な領域を垣間見せることを素材
とした作品でもある。「イタカンロ＋」が「作品」である
ことは、次章で扱う2024年４月にオープンした東京都
現代美術館のグループ展「翻訳できない わたしの言葉」
展で展示されたことで、より一層明らかになっている。

４．東京都現代美術館「翻訳できない わたしの
言葉」展

2022年の Ikon ギャラリーでの展示以降、前章で示
した出版や音楽活動に加えて、マユンキキは京都での
グループ展や光州ビエンナーレなど複数の展覧会に参
加している。本稿ではすべての展覧会やプロジェクト
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を網羅することはできなかったのでこれらについて
は次稿に譲りたいが、最後に2024年４月に東京都現代
美術館の企画で開催された「翻訳できない わたしの
言葉」展について取り上げたい。同展はユニ・ホン・
シャープ、マユンキキ、南雲麻衣、新井英夫、金仁淑の
５名の作家によるグループ展で、言語やコミュニケー
ションを取り巻く環境や立場の違いをテーマとした展
覧会であった。マユンキキが《Itak=as イタカㇱ》とい
うタイトルで発表した一連の作品は、主にマユンキキ
の部屋と二つの新作の映像作品から構成されていた。

来場者はまず、アーティストの金サジとマユンキキ
が対話する映像作品へ導かれる15）（写真11）。この映像

では、「母語だったかもしれない言語」を後から獲得し
なければならないという二人が共通して経験したプロ
セスにおいて、通常の言語習得にかかる知的・金銭的・
時間的負荷に加えて、歴史的な経緯によって感情的・
精神的な負荷を抱えずにはいられないことが語られて
いる。アイヌや在日コリアンの家庭の中で、家族が「民
族的母語」であるアイヌ語や朝鮮語を話すことを選ば
なかった、あるいは選べなかった心情や、周囲から「言
語もできないのに」と揶揄されること、趣味で楽しく
その言語を学べる人を複雑な気持ちで見つめること、
そしてトラウマを乗り越えながらでなければ言語が
学べない環境で、学び続けることの負荷がいかに重い

写真11-14：東京都現代美術館「翻訳できない わたしの言葉」展《Itak=as イタカㇱ》の部分（筆者撮影）
（上左）金サジとの対話の映像作品

（上右）「部屋」に入る前に設置されているパスポート
（下左）「展示品」としてマユンキキが座っている「部屋」の様子

（下右）日常的な品にキャプションが付いている
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か、といった内容である。二人の対話からは、言語と
アイデンティティ、母語と民族性をめぐる痛みや葛藤
が痛々しいほどに伝わってくる。展示の後半にある田
村かのことの対話の映像作品では、通訳をする／され
るという関係性、媒介する／されることがいかに双方
向に暴力的になりうるかという話が、やはり二人の信
頼関係のもとに交わされている。

二つの映像作品の間にある「部屋」は、石巻同様マ
ユンキキの部屋の移設で、マユンキキの部屋にある
本や小物がそのまま配置され、ポストカードやイベ
ントのチラシが壁に貼ってあり、友人からもらった
土産品や人形なども並んでいる（写真13）。石巻の展
示と大きく異なる点は、こうした身近な品々の一つ
一つにすべてキャプションがつけられている点であ
る（写真14）。マユンキキの部屋から持ち出されたク
マのぬいぐるみや既製品のムーミンライトは、部屋
を飛び出して金サジ、田村かのことの映像作品の周辺
にも設置されているが、そこにも床面近くに小さな
キャプションが付いている。キャプションには、マユ
ンキキがどのようにその品と出会い、なぜ大切なもの
となったのかという内容が書かれている。二つの映像
に挟まれた「マユンキキの部屋」の前には「パスポー
ト」が設置されていて、その内容にサインをしてから
入室する仕組みになっており（写真12）、サインをした
くない場合、部屋を迂回して次の展示を見に行くこと
もできるような空間構成になっている。入口にかけら
れている薄いカーテンをくぐって中に入ると、中は間
接照明だけで夜の私室のように薄暗く、キャプション
を照らして読むための懐中電灯が設置されている。壁
にはポストカードや手ぬぐいなどに交じって、マユン
キキによる手書きで、「人物（実物、写真ともに）の撮
影をしたい方は必ず！！お声がけください。」などと
注意事項が書かれている。奥にある小さなテレビには、

「マユンさんとイタカンロ＋」が流れており、その前に
あるソファに座って永遠と見続けることもできるが、
多くの人は横目で見ながら部屋の出口へ向かう。こう
した様々な仕掛けにより来場者の多くは、マユンキキ
の私室に土足で入り、部屋に敷いてあるカラフルな
布やじゅうたんを踏みつけ、その人の私物やそれにま
つわる物語をライトを照らしてまじまじと観察し、ソ
ファに座り込んで本棚から引っ張り出した本を読んだ
りテレビを見ることになる。

美術館の来館者を私室への（無遠慮な）来訪者に読
み替えるこの展示は、歴史的に数多くのひとびとの興

味の対象となり、展示の対象となり、常に好奇の目を
向けられてきた先住民の歴史を想起させる。興味深い
のは、「展示品との個人的なかかわりをキャプション
として展示する」という、博物館で行われてきたプロ
ジェクトが、ここでも延長されていることである。欧
州の複数の博物館が展示に取り入れたこの「私的な文
脈のキャプション」は、先住民の民具資料の歴史的・
科学的情報と対比して、人間性のある現代の個人的な
文脈が付加されているところが興味深い。しかしこの
東京の展示では、現代のマユンキキの私室にあるもの
に、さらに個人の視点による背景情報が追記されてい
るので、来場者は「このお土産品の人形はなぜキャプ
ションが必要なのか」「どこからが作品なのだろうか」
と頭を悩ますことになる。この点についてマユンキキ
と田村かのこは、インタビューの中で以下のように話
し合っている。

⽥村　マユンさんの部屋にある個⼈的なものと、
世界中の博物館にあるアイヌの⺠具とが対
になって、作品として成⽴する感じがする。
だってアイヌだけじゃなくて、先住⺠の展⽰
品となっているもの、⼤英博物館とかに⼊っ
ているようなものって、ほとんどすべて、も
とは誰かが⼿でつくった個⼈の持ち物で、個
⼈の部屋に置いてあったわけでしょう。そう
考えると、⿃肌が⽴つ。

マユンキキ　しかもその持ち主たちは、博物館に
飾ってくれと頼んでもいないし、それについ
て語ってもいない。その⼈たちが⾃らの意思
で、これをここにぜひ飾ってくださいってお
願いして、⾃分たちがそれに対してどう思っ
ているかを解説に書いているなら、まだいい
と思う。選択して置いているから。でも、選
択できていないことが問題。

（マユンキキ2024a：見出し2、6段落目）

個人的な思いをキャプションとしてつける作品は、
先住民族が展示の対象となってきた博物館と美術作品
の両方の文脈を往還しなければそのコンセプトを掴み
にくい。しかし、この二つの文脈を行き来することが、
人類学や博物館という組織が構築してきた他者を一方
的に収集・分析の対象とする姿勢を批判し、学問や博
物館が持つ植民地性に目を向けさせる仕掛けであり、
また美術の外側へ目を向けさせる仕掛けでもある。そ

52



2020 年以降のマユンキキの現代的芸術表現 
Contemporary Artistic Expression of Mayunkiki Post-2020

して、「マユンキキの部屋」そのものが展示会場に出現
することもまた、先住民の資料を扱う世界中の博物館
で、先住民の家や生活が展示室に再現されていること
を参照点とした、先住民族の生活そのものが展示・収
集・分析の対象となってきたことへの直接的なメタ
ファーである。

来場者はさらに、運がよければ、「マユンキキの部
屋」にあるベッドの上に「展示」されているマユンキキ
本人やその仲間たちに会うことができる（写真13）。た
またま出会うこの人たちが「展示」である証拠に、ベッ
ドの上にはその人がだれであるかを説明するキャプ
ションが設置されており、人が変わるとキャプション
も変更される。来場者は、その人達を遠めに見て避け
て通ることも、話しかけることもできる。

展示室に人が「展示」されているという仕組み自体
は、現代美術の文脈だけで考えると目新しいことでは
ない。オノ・ヨーコやマーリナ・アブラモビッチのよ
うに、展示品として存在する本人たちの服や肌を来
場者が切りつけたりするようなセンセーショナルな
パフォーマンスもあれば、同館で2008年に開催された
川俣正の「川俣正［通路］」展16）のように、アートプロ
ジェクトを企画する人たちが展示品となり、展覧会会
場で作業や打ち合わせをしている状況を来場者が目撃
するような展示もある。また、偶然本展と同時期に開
催されていたサエボーグの展示「I WAS MADE FOR 
LOVING YOU」17）では、アーティスト自身が犬の形状
をしたゴムのボディースーツに身を包んで「展示」さ
れている。こうした文脈から考えるとマユンキキの展
示で本人や友人たちが「部屋」の中に「展示品」として

座っていることは、それほど驚くことではない。
しかし、アイヌ民族をはじめとする先住民に関する

歴史や、博物館・博覧会の歴史を紐解くと、マユンキ
キの目的がそれだけではないことがわかる。マユンキ
キは同展の終了後、「イタカンロ＋」の中で「展示品」
となった仲間とともに展示を振り返る会を設けた際、
自身の実家がアイヌの博物館であったことも踏まえ
て、この展示自体が20世紀初頭の博覧会における「人
間展示」を考え直すための実践であったと述べている。

私のひいおじいちゃんたちもしてたわけだか
ら、見せるという選択。で、見せるっていうのはも
ちろん、自分たちの生活を100％見せるわけではな
いから、そこで何を選んで何を見せなかったかと
いうことについて、なんかあらためて、自分を問い
直すというか、自分に対して問い直すみたいなこ
とはしたかったからこれをやったというのもあっ
て。まああと、ヒューマンズー［といわれる］実
際の人類館の時だって、そこにいたアイヌの人た
ちは、自分たちの文化を正しく見せようと思って
行っているだろうし、強制連行的に無理やり連れ
ていかれたというよりは、まあ問題はすごくある
けど、行って何を見せたかったのかというのも重
要だろうと思っていたの。何を見せなかったのか
と。

（マユンキキ2024c：1:37:39-1:41:11。［］内の補足は
筆者。）

ただし、上記の映像内で、参加者でアーティストの

写真15,16：アメリカ自然史博物館（米国ニューヨーク市）におけるアイヌの展示と、北米先住民の展示（筆者撮影）
左：1904年アメリカ合衆国セントルイス万国博覧会に参加したアイヌの人々のうち、辺泥五郎らが持ってきたものや、本人を模ったマネキンを
含むこの展示は、1980年に「The Gardner D. Stout Hall of Asian Peoples」として公開された。小さな壁面ケースの展示の中にさえ、家の再現が展
示されている。2023年撮影。
右：人類学者 Stanley Freed によって構成され、1966年に公開された。実物大のマネキンを使っているため、ケースの中に人が囚われたまま時
間が止まったように見え、不気味である。2023年撮影。
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樅山智子も指摘しているように（同上：1:23:01）、東京
の展示では、20世紀前半のいわゆる「人間展示」とは
異なる状況を形成している仕組みがいくつもある。そ
のうち最も重要なのは、部屋に入る前にパスポートが
設置されていることである。このパスポートは、アイ
ヌにまつわる状況を知っているかどうかを問われるも
ので、回答を提出したり答え合わせをする必要はない
が、質問を読んだ上でパスポートに署名をしてから部
屋に入るという仕組みになっている。この一度のアク
ションがあることで、来場者は一度立ち止まり、アイ
ヌが置かれてきた状況のことを自分は知っているだろ
うかと問うことになる。
「パスポート」についてマユンキキは、以下のように

コメントしている。

私の作品だから、大きな枠組みに対しての知
識というよりは、私がその相手と関係を築く上で
知っていてほしい、考えてみてほしい、と思う質
問に絞った。「アイヌ」を対象にしてしまうと、責
任が取れないし、大きな主語では語らないと決
めているので。それに、自分の部屋に誰でも招き

入れたりしないでしょう？だから、たとえ答えが
ノーだったり、これまで考えたことがなかったり
しても、私からの問いかけに対して一度立ち止
まって考えてくれる人に入ってきてほしいと思っ
た。そういう人なら私も安心して対話ができるし。

（マユンキキ2024a: 見出し1、4段落目）

この「パスポート」というアイディアは、オースト
ラリア渡航の際に、現地で行われている先住民フェス
ティバル「WOMINJEKA」で配布されていたパスポー
トについて聞いたことがモデルとなっているという

（マユンキキ2024a：見出し1、1段落目）。このパスポー
トは、受け取った人に「先住民に何が起きたかあなた
は知っていますか？」と問いかけ、最後に署名をして
もらうが、知っているかどうかを調査するわけではな
く、答え合わせをするわけでもない。そこに足を踏み
入れる前に、一度立ち止まって考えを巡らせるための
象徴的な仕掛けとして配布されている。マユンキキの
パスポートも同様に、答えを求められるものではな
く、「『自分は何も知らないのかもしれない』と想起す
ることができるもの」として存在している（マユンキ

アイヌは日本の先住民族です。日本からの植民地支配はいまだ終わらず、差別に苦しむアイヌがたくさんい
ます。これまで生きてきた、いま現在を生きる、そして、これからの未来を生きていくアイヌの仲間たちに敬意
を表します。

マユンキキ
下記の問いは私、マユンキキと

関係性を築くために必要な質問です。
私のための答えではなく、

あなた自身の答えを考えてください。

◇◇　私はアイヌが日本の先住民族であることを知っている
◇◇　私は日本でアイヌに対して何が起こったかを知っている
◇◇　文化や人種に優劣はないのを理解している
◇◇　どんなに親しい間柄でも相手を踏みにじってしまうことがあるのを知っている
◇◇　他者に対して、その人の属性や外見から特定のイメージを抱いたり、決めつけたりしないよう気をつけている
◇◇　自分の属性による特権が何かを理解している
◇◇　自分が無知であることを知った後に、そのことについて深く学ぶ姿勢がある

（中略）
所持人自署
________________________________________________________________

図１：「パスポート」に記載されている内容（一部）
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キ2023:92）。マユンキキはこうした仕掛けを美術館に
持ち込んだことについて、以下のように述べている。

いま、アイヌであるというのは、⽇々⾝の危険
を感じるということ。あちこちでヘイトスピーチ
が横⾏していて、SNS を開かなくても⾒えてし
まったり、聞こえてしまったりすることが多い。
とくに北海道では目に⾒えるかたちでアイヌへの
差別がたくさんある。不特定多数の⼈と向き合う
今回の構成は、東京の美術館だから実現できた。
これを例えば北海道の美術館でやってくださいっ
て⾔われたら、たぶんまだ怖くてできない。なぜ
そんなに怖くて⾟いのかというのは、全員に理解
されなくてもいいけど、パスポートで⼀回⽌めら
れるのはどうしてなんだろう、と思ってもらう必
要はあると思っている。私が公に何かをすると
きっていつでも怖いから。

（マユンキキ2024a：見出し1、6段落目）

《Itak=as イタカㇱ》の展示は、「人間展示」を底辺と
して、博物館・美術館という装置と先住民との関係性
へのメタファーとして機能している一方で、一方的に
こうした展示の暴力性を直接糾弾しているわけではな
い。本人のコメントからわかるのは、この展示が、マ
ユンキキ本人が先人たちへ接続し展示物となった祖先
たちの主体性や人間性を回復するとともに、表現とい
う手段を選んだ自分自身の選択について問う場所と
なっていることである。そして、知るほどに辛い歴史
や社会構造の葛藤を題材としているにも関わらず、会
場の印象はとても暖かい。例えばきれいな色のカーテ
ン、白老の展示のような肌寒く寂しい暗さではなく自
分の寝室のような居心地の良い間接照明の暗さ、ベッ
ドの上で足を伸ばしてくつろぐ「展示されている人」
たち、そしてそこに向かい合う柔らかい椅子などはす
べて、来場者が心地よく感じる仕掛けでもある。部屋
に入る前に見る金サジとの映像作品からも、攻撃性で
はなく、他者に自分の痛みを共有するときにあらわれ
るような、人の脆さと強さが同時に感じられる。パス
ポートという仕掛けも、一見国家権力やそこからこぼ
れ落ちる移民・難民などを想起するが、実際その機能
は、来場者が知らずに人を傷つけないようにするため
に事前に注意を促してくれることであり、知らなかっ
た分野へ足を踏み入れる人のための配慮である。こう
した仕組みのせいか、特に何らかのマイノリティ性を

持って現代社会で暮らしている来場者には、マユンキ
キの部屋で本人と対話することが痛みを共有する場
ともなったようだ。長期間にわたって在廊することで
来場者との対話を続けたマユンキキは、「私とまった
く違う出⾃を持った⼈が作品を⾒て、⾃分も同じこと
を思ったことがあったんですとか、⾃分がそれに悩ん
でいたことに気付けました、とか⾔ってくれる。その
⼈にとっては直接的に同じことじゃないはずなんだけ
ど、私の映像作品を⾒ることで、⾃分を振り返る契機
になっているなら、すごく尊いと思って」と振り返っ
ている（マユンキキ2024a：見出し2, 後ろから5つ目の
段落）。《Itak=as イタカㇱ》は、博物館・美術館と先住
民との関係性への痛烈な批判でありながら、怒りや攻
撃性のあるセンセーショナルな展示ではなく、来場者
が自分の生きにくさや、多数派としての加害意識によ
る息苦しさをぼんやりと実感し、目の前で痛みをさら
け出すアーティストへ深く共感し、自分の痛みもさら
け出したくなる展示となっている。

５．マユンキキの方法論──なぜアイヌとして・
先住民として表現をするのか

ここまで、2020年から2024年までのマユンキキの作
品について、主要な展覧会やプロジェクトを軸にな
ぞってきた。本章ではこれらの作品からみえる、マユ
ンキキの作品の根幹をなしているいくつかの特徴につ
いて分析を試みた。

5.1．�マユンキキの方法論：私的な視点、ことばと、「コ

レクティブとしてのマユンキキ」

ここまで作品や展覧会を概観してきて明らかである
のは、マユンキキがごく「私的」な視点を表現の主体
としている点である。本稿で論じるほとんど全てのマ
ユンキキの作品は、家族や友人との対話、自分の部屋
の展示など、私的な視点から出発し、私的な領域を素
材としている。同時に、「いま私が外に出したいこと、
かたちにして表に伝えたいことは、やっぱり自分のこ
と、アイヌであるということで起きていることが多
い」（マユンキキ2023:80）というマユンキキの表現は、
現代の日本社会において「アイヌである」ことの現実
が根幹的なテーマであることも明白である。アイヌで
あるという集団性に基づくアイデンティティを題材
としながら、自分という個人の私的な（パーソナルな）
視点を表現の中核に置くという手法を選択してきた理
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由の一つは、日常的に不当な差別や誹謗中傷にさらさ
れる、あるいはそうした行為を目撃する環境の中で、

「周りの人を傷つけずに」「自分が責任をとれる」よう
に表現するためのであるという。

自分のつくっている作品のタイプ的に、ものす
ごく向き合わなきゃ作れないんです。自分がアイ
ヌであるということにどう向き合うかという話に
いつもなっちゃってしまう。なぜそうするかとい
うと、他のアイヌを巻き込まないために、主語を
自分で語らなきゃいけないと思っているからなん
です。そうすると、自分のこれまでのことや、自
分がこのように思ってきた苦しさみたいなもの
と、すごく向き合うことになる。（中略）とにかく
自分を全部さらけ出すみたいにしてしか、いまは
作品がつくれていなくて、そうじゃないと責任が
取れないと思っているんです。自分が発表してい
くことによって、いろんな人に迷惑をかけること
を避けたい。そうすると「私は」って、自分が全
部責任を持つかたちでしかつくれない。

（マユンキキ2023:79）

上記に加えて、個人が主体となる作品を発表するこ
とのもう一つの理由は、それを見る人の「アイヌ」と
いう存在を、概念や集団ではなく「一人の人間」とし
てとらえてもらうことであるという。

会ったことのない人でも、私がマユンキキって
いう人で、アイヌだけどアイヌの代表なわけでは
なくて、って私のことがイメージできるし、一人
のアイヌを知ることで、それまで思い描いてきた
アイヌへの固定概念が壊されれば、「もしかしたら
他にもいろんな人がいるのかもしれないな」って
いう想像することにもつながるじゃないですか。

（マユンキキ2022:87）

この二つの理由は、実は並列しているようで相反関
係にある。一方は「私的な表現としなければならない

（さもなくば安心して表現ができない）」と表現を拘束
し、一方は「私的な表現にしたい（集団ではなく人間
として見てほしい）」と表現を特徴づける。この相反性
は、先住民族であるという逃れられないアイデンティ
ティと、アーティストという自分で選択をしなければ
なることがなかった仕事にたどり着いたマユンキキの

葛藤そのものを反映している。マユンキキは先住民で
あるというアイデンティティを「着脱できないもの」
と語っている（北海道新聞2024：見出し３、２行目）が、
この「着脱できない」ことの葛藤がたどり着いたのが、

「私的（パーソナル）」な視点という方法である。
この「私的」であるという方法論に加えて、もう一

つマユンキキの作品に顕著なのが「ことば」へのこだ
わりである。バーミンガムでの展示をキュレーション
したワトキンスも「言葉、言語、そして文章はマユン
キキにとってとても重要なことだ」（Watkins2022:9）
といっているように、マユンキキの作品には多くの話
し言葉や書き言葉、そして言語や言語にまつわりアイ
デンティティが現れている。言葉への関心は、アイヌ
語を学んだことによる影響が背景にあるとマユンキキ
は説明している。

アイヌ語って主語を外せない言語なので、誰が
何をしているかって明かさなきゃいけないんです
ね。（中略）日本語って、何か思ったこととかして
ることに対して、それが「誰か」を明言しなくて
もいいじゃないですか。アイヌ語で文章をつくっ
ているとき、日本語の感覚でやると人称を落とし
ちゃうので、それをアイヌ語を学ぶ訓練の中で全
部主体が誰なのかとかをすごく意識的に考えるよ
うになって。それが多分、今の状況の大本なんで
すよね。

（マユンキキ2022:64-65）

言葉へのこだわりは、日本語だけでなく英語にも表
れており、マユンキキは英語を「『話さない』ことを選
んでいる」（マユンキキ2023:95）という。その背景には、
西洋の中心的な言語の一つであり植民地主義の結果
として世界共通語となった英語を、先住民が学ばなけ
ればならないことへの違和感があるという（マユンキ
キ2023:71-72）。そのためマユンキキはアートトランス
レーターの田村かのこと、単にアーティストと通訳と
いう関係性ではなく、表現のためのパートナーとして、
多くのプログラムで活動を共にしている（セゾン文化
財団2023：1:23:18-24:39、マユンキキ2023:71-72）。
「英語」に限らず、難解な言葉を使わないというのも、

マユンキキが意識的に行なっていることの一つである。

難しい⾔葉を使って話すほうが、じつは簡単だ
と思っていて。でも、⾔葉ってやっぱり意思疎通
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するためのものなので、難しい⾔葉を使うこと
は、誰にとってもあまり優しくない。誰が聞いて
も分かるようにしよう、とすごく意識している。
相⼿に伝わらないと意味がないから。⼈と⼈とは
絶対に分かり合えないと思っているけど。でも分
かり合えないなかでも、あがきたいじゃない。伝
わってほしいし、分かり合いたい。

（マユンキキ2024：見出し３、13段落目）

アカデミアだけでなく現代美術の世界でも、複雑な
概念を用い、難解な言語で作品を説明する権威的な
風潮がある。こうした難解な英語は2010年代に「イン
ターナショナル・アート・イングリッシュ」と揶揄さ
れるようになり、この表現はまたたくまに世界の現代
芸術界に広がった。マユンキキは、こうした「インター
ナショナル・アート・イングリッシュ」がもつ「難解
言語礼賛主義」ともいえる傾向や、学歴主義、英語中
心主義、芸術界の権威主義のどれもが、植民地主義を
生み出した構造と同じ社会構造の延長であることを理
解し、そうした構造に取り込まれることをはっきりと
拒絶している。

拒絶していながらも、欧州やオーストラリアで作品
やプロジェクトに参加できるのは、田村かのこのよう
な協力者とともに作品を作ることを、自らの方法論と
しているからである。Ikon ギャラリーでの展示をつく
るにあたりマユンキキは、自分の作品は、映像やテキ
ストの編集、展示の構成などを信頼する協力者に委ね
ながら作っており、こうした活動の在り方を「マユン
キキというコレクティブ」のような作り方であると説
明している（Mayunkiki 他2022:65）。この「コレクティ
ブ」18）型の作品制作の形は、以降の展覧会へも続いて
いくが、そのような作品の作り方をする理由について
以下のように話している。

できないことを無理にやるのが嫌なんですよ。
もとはと言えば、英語もそうです。私はできない
けれど、話したいことはたくさんある。中途半端
に伝わるのが嫌だから、信頼できる人に訳しても
らいたい。映像は観るのは好きだけれど、自分が
こう受け取ってほしい、という意図をあまり入れ
たくない（中略）コンセプトだけつくって、あと
は信頼している仲間たちと一緒にやっていく。

（マユンキキ2023:82）

「私的な領域からの表現」という視点、「ことば」が
持つ権力性や植民地性への理解とこだわり、そして

「できないことを無理に」やらずに協力者とともに作
り上げていくという手法。これらはすべて、マユンキ
キが美術という分野を通じて表現をしていくために獲
得してきた方法論であり、マユンキキが作品を作り続
けることができる理由でもある。そしてこうした観点
は、それぞれが直接的に「表現の脱植民地化／脱西洋
化／先住民化」を指向している。マユンキキが何か表
現をするにあたって、「アイヌである」ということから
逃れられないという社会的構造は、植民地主義が先住
民という存在を作り出してきたことの影響そのもの
であるし、マユンキキが言葉を重視しながらも英語や

「難解言語礼賛主義」を否定することは、植民地主義の
延長である構造への挑戦である。そして「できないこ
とを無理に」やらずに、「コレクティブ」として活動し
ていくという方法論の背景には、何かが「できる」こ
とは、その人個人の能力だけに由来するものでは必ず
しもなく、その人がそのスキルを身につけることがで
きた環境が大きく影響しているという理解がある。例
えばアートトランスレーターの田村は、マユンキキの
映像作品の中や近年の著作で、「英語ができること」は
多数者側である自分が特権を享受してきた結果であ
ることを述べている（田村2024：3など）。「できないこ
とを無理に」はやらないけれど、やりたいことは諦め
ないために、「コレクティブ」のような形で活動をする
マユンキキの方法論は、個人を最優先する価値観を脱
し、自らが生きやすい方法を選んでいるという点で、
表現の「先住民化」の手法の一つであると筆者は理解
している。

5.2．「アイヌ・アート」を脱して

ここまでマユンキキの表現について語ってきたが、
意識的に避けてきたのが「アイヌ・アート」という言葉
である。マユンキキ本人は、「アイヌ」のアーティスト
であることについて、田村と以下のように語っている。

田村　アイヌであることから逃れられない、とい
うことが、マユンさんの苦しみのもとでもあ
るし、作品の原動力にもなっているよね。そ
うなると、作品をどう見てもらうのがいちば
ん理想? 女性アーティストの作品を「女性」
ありきで評価するな、というように、作品は
作品で評価されるべきというのが定説だけ
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ど、マユンさんの作品からアイヌを引き剥が
して「純粋に作品を評価する」ことは難しい
でしょう?

マユンキキ　「アイヌの」って言われることは、
しょうがないと思っている。いまは過渡期だ
し。アイヌの作家ということでしか、選ばれ
ていないだろうと思うことのほうが多いし。
でも、それは甘んじて受けるって決めてい
る。甘んじて受けて、でもちゃんと評価され
る作品をつくる。

（マユンキキ2024a: 見出し4、１段落目）

「アイヌ・アート」という言葉は、2000年に結成さ
れたアイヌの音楽や工芸活動を行うグループ「アイヌ
アートプロジェクト」の名称としても知られているが、
近年になってアイヌの文化や表現活動を「アイヌ・アー
ト」と総合的に称した書籍や展覧会が公開されている。
アイヌアートプロジェクトをはじめ、「アイヌ・アー
ト」という言葉を自分自身の表現を示す言葉として取
り入れている人や、これからそうしたいと思う人の想
いは、如何にしても否定されるべきものではない。あ
らゆる表現手段において、自分自身の表現をなんと名
付けるかは表現者自身の意思であり、表現の一部であ
り、他者が介入できる領域ではないからだ。また、私
自身はマユンキキの表現を「アイヌ・アート」という
ラベルを貼らずに検証していきたいと考えているが、
それはマユンキキが「アイヌ」であることも「アート」
を表現手段としていることも否定するものではない
し、これまでに「アイヌ・アート」と称してきた／称
されてきた表現者と断絶していることを示しているわ
けでもない。しかし私自身は、和人研究者として、主
に和人研究者らが提唱し普及を試みているこの表現に
ついて、大きな違和感を持っている。

筆者は、「アイヌ・アート」という言葉の最大の問題
点は、自称ではなく主に他称である点であると考えて
いる。非アイヌである研究者が、アイヌのアーティス
トが行う芸術活動・表現活動にあえて民族名称をつけ、
様々なものを大雑把に一緒くたにしてしまうことは、
個別の分野における技術的・芸術的・社会的評価を看
過させてしまい、表現者が「アイヌ」であることにす
べての価値を集約させて閉じ込めてしまう危険性があ
ると感じている。例えば、現代美術、伝統芸能、漫画、
建築、ロボットによる芸術活動を全てあわせて「ジャ
パン・アート」と称するとして、そこには「日本（人）」

という共通点の過度な強調と、全く異なる表現の過度
な一般化、そして個々の表現（者）に対する過小評価
が生じないといえるだろうか。またそこには、「国家」
としての共通性が最も重視される文化外交や政治的な
意図や、あくまでアイヌを「研究対象」としてひとま
とめにしてしまいがちな外部研究者の視点が見え隠れ
していないだろうか。

マユンキキは、美術手帖が「先住民の現代アート」と
いう特集を組んだことについて、同誌のインタビュー
の中で、以下のように発言している。

⽥村　マユンさんから⾒て、ほかの国や地域の先
住⺠のアーティストたちがやっている活動と
か、作品ってどう思う？

マユンキキ　先住⺠らしさを出せ、という風潮が
なくて羨ましい。もちろんアボリジナルの
ドット絵のように伝統的なものはあるけど、
懐古主義的ではなく、いまの作家がいまの考
えでつくっていいとされている。しかも、先
住⺠⾃⾝がそれを選択してやっている。⽇
本でアイヌに関することをやろうとすると、
表現の仕⽅が限定されちゃうから。先⽇私
の展覧会の様⼦をアイヌの友⼈に⾒せたら、

	 「アイヌ⽂様のないアイヌの展覧会、初めて
⾒た」って⾔われたの。そんなバカなって話
でしょう。ほかの先住⺠の作品を⾒たとき
に、先住⺠らしさみたいなものを先住⺠⾃⾝
が選ばなくて済んでいると、やっぱり衝撃を
受ける。

⽥村　「先住⺠アート」なるものがあるとすれば、
どこに線引きがあると思う？ それとも線引
きはないと思う？

マユンキキ　なんでそんなこと⾔われなきゃいけ
ないんだろうと思う。先住⺠と⼀括りにした
ところで⺠族も⽂化も違うのに、もともと住
んでいた⼟地を奪われたっていう状況だけで
まとめられるのはおかしい。

⽥村　じゃあ、作品そのものを⾒ても、先住⺠と
しての共通点みたいなものはない？

マユンキキ　それは何かしらあると思う。例え
ば、「取り戻す」というテーマとか。その場所
がもともと誰のものであったかを主張した
り、何を失ってしまったかということに向き
合っている、とか。もちろん共通項はたくさ
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んあるし、同じテーマでやっていることもた
くさんあるけれど、結局「先住⺠のアート」
とか⾔ってくるのって、⼤体マジョリティ側
なんだよね。

⽥村　先住⺠は「先住⺠アート」をつくるために
やってないものね。

マユンキキ　みんな私と同じで、いまはまだこれ
をつくらなきゃ⾃分が快適に暮らすことがで
きないから、つくっているだけだと思う。そ
の主張をしなくて済むなら、先住⺠がわざわ
ざ先住⺠としての作品をつくらなくてよくな
るはず。そうなったら、「先住⺠アート」とか
⾔われなくなるのではと思う。いまは、まだ
先住⺠が主張しなくてはいけないこと、取り
戻さなくてはいけないものがたくさんあるか
ら、似通った表現、似通ったテーマで、作品
をつくっているだけ。得るべきものを得られ
ていたら、わざわざ⾔わない。そして得られ
てない状況であるからこその「先住⺠アート」
なんだとしたら、得られてない状況は誰のせ
いという話になる。「先住⺠アート」ってま
とめてもいいのは先住⺠だけだと思う。

（マユンキキ2024b：見出し１）

この対話には、筆者がここで議論したいことの全て
が凝縮されているので、これ以上何を語っても蛇足に
なるが、マユンキキがこうした視点を持つようになっ
た背景には、『Galang』のプロジェクトを含む、それま
での国際的事業で対話をした仲間たちの影響もある
だろう。たとえば『Galang』では、先住民の作品や活動
を、植民地化により多数派となった「セトラー」たち
が分類し、解説し、価値を決めてきたことの問題点が、
文章の形態を取るほぼ全ての寄稿において言及されて
いる。前述の寄稿でレウリ・エシュラギは、サモアの
芸術史をサモアの視点で作り直すことを提唱し、リー
サ・ラヴナ・フィンボグは美術館・博物館というシス
テムそのものが、植民者の価値で先住民を展示する施
設である／あったという事実を先住民コミュニティに
とっての「厄災」であると表現している。ビウン・イ
スマハサンは、台湾社会において先住民の作品が常に
多数派でありセトラーである漢族に覇権を握られてき
たことを指摘し、キュレーションを取り戻すための実
践を重ねている。そしてリサ・ヒリとゲイル・マボは、
いずれも自分たちの家族やコミュニティの物が、西洋

の視点で分類され展示されることで、もともとの価値
観に合致しない状況を生みだしていることを指摘し、
人間性に基づいた根本的な価値転換の必要性を問うて
いる。先住民の資料や作品について、研究やキュレト
リアルのプロセスを先住民自身の手に取り戻そうとい
う流れは美術の世界でも浸透しつつあり、シドニーや
ベネチア・ビエンナーレのような大規模国際展でも
ディレクターやキュレーターに先住民ルーツの人材
が採用されている。そうした現代において、マユンキ
キの活動に、本人が自称していない「アイヌ・アート」
というラベルを、筆者を含む和人研究者が貼り付ける
ならば、それは先住民の表現や研究に対する脱植民地
化の完全な逆行といえるだろう。

であるならば、たとえば『Galang』が先住民のアー
ティストの集まりであることはどのように理解したら
良いのだろうか。「アイヌ・アート」と「先住民アート」
は同じことではないか、という反論があるかもしれな
い。しかし、『Galang』が重要である理由は、本書が徹
底して「先住民主導（主権）」によってプロジェクトが
構成され、その記録としての同書が出版されている点
である。プロジェクトを率いているのがアンドリュー
であることも重要だが、書籍化について誌面上で議論
がなされた際、書籍化も徹底的に先住民主導で実施す
ることを、パワーハウス・ミュージアムの初代先住民
ディレクターとなったエミリー・マクダニエルが約
束している。マクダニエルは自身寄稿の中で、パワー
ハウス・ミュージアムの運営も、「非先住民的緊急性

（non-indigenous urgency）」に振り回されず、コレク
ションポリシーから人事制度まで、先住民的考え方に
適合させていくことを提唱し、実行しており、本書に
ついても編集方針から本の装丁まで、そうした意図が
反映されている。

では『Galang』はなぜ、自分自身で「先住民」という
線引きをするのか。それは何かを分類し、ラベルをつ
けるためではなく、また政治的な資金を誘導したり、
多数派から同情をさそうためではない。アンドリュー
が同プロジェクトの目的として述べているように、同
じ痛みや思いを抱えてきた仲間が連帯し、互いを力づ
ける（エンパワーする）ためである。『Galang』は現代
芸術という分野で、社会を批判的に見つめながら表現
活動をするアーティストやキュレーターのうち、先住
民という共通アイデンティティを持った同時時代の参
加者が、互いの思いを共有し、居場所を確かめ合う場
になっている。美術館・博物館の脱植民地化を根本的
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に考え直す闘争の場であると同時に、様々な向かい風
を受けながらも表現し発信することを選んだマユン
キキのようなアーティストたちにとって、居場所とな
り、休息の場となり、暖かい承認の場を作り出してい
る。リサ・ヒリが述べているように、「言葉にならない
つながり」を生み出し、私的で人間的な連帯を生み出
していることが『Galang』の役割の核である。

では筆者を含む非先住民でかつ多数派側に属する
研究者には何ができるだろうか。マユンキキは先住民
と非先住民（マイノリティとマジョリティ）の共同は、

「重いものをみんなで持つ」感覚であると説明する。

いつも⾔うけど、多様性って、それまで３割の
⼈が超重いものを持っていて、７割の⼈が持たず
にいられたものを、７割の⼈にも渡して全員で
ちょっと重いものを持つみたいなことでしょう。
たぶん全員がちょっとモヤっとした気持ちになる
ことでしか、多様性は得られない。みんながハッ
ピーとかないの。これまで気づかずに過ごせてい
た⼈たちが、私とか（金）サジの話を聞いて、いま
まで⾃分は知らないで済んでいたからその分持つ
よ、みたいに重たいものを⼀個でも持ってくれれ
ば、少し軽くなる。作品を⼀個つくると、ちょっ
と軽くなる。でも、作品をつくらなきゃいけない
状態である限りは、ずっと重い。

（マユンキキ2024a : 見出し4、12段落目）

先住民がさまざまな生きにくさを「抱えさせられて
いる」状況を知ることは、そうした状況を強いてきた
側の民族の出自を持つ多数派にとって、辛い事実を知
ることでもある。そうした事実に向き合うことで、自
分の属性という逃れられない影のような感覚、下ろす
ことのできない荷物を背負わされたような感覚を感
じる人もいるだろう。しかし「重いものをみんなで持
つ」ことで、そうした「荷物」を持つ人が増えれば増え
るほど、もともとそうした荷物を「抱えさせられてい
た」少数派は、少しずつ楽になっていく。それは自分
という個人がどのような歴史に接続しているのかを知
ることでもあり、もしこれまで自分の属性についてそ
うした重たい気持ちを抱えたことがなかったとした
ら、それこそが田村が指摘する通り多数派特権なので
ある（田村2024：2）。マユンキキは、自分の作品をきっ
かけに多数派特権や自覚していなかったマイノリティ
性などに気がつくことで、作品に触れる人が息苦しさ

を抱えるようになることまでをも受け入れる覚悟であ
る。田村かのことの対談の最後に、作品を作り始めた
ことについての変化を聞かれ、以下のように回答して
いる。

⽥村　作品を通して、何かが伝わっている感じは
ある？

マユンキキ　ちょっとずつ楽にはなっている。⼀
個ずつ作品にすることで、抱えさせられてい
るものを⼿放せるから。でも⾒た⼈は⾟そ
う。泣いちゃう⽅も結構いる。ごめんねって
思う。⾃分が抱えていたものがなんなのか、
気づいた途端に⾟くなることってあるでしょ
う。⾔語化されちゃったら、もう無視できな
くなるから。それをさせてしまっていること
は申し訳ない。背負わせている感じ。でも、
ごめん、⼀緒に重いものを持ってほしい。⼤
丈夫、⼀緒に苦しむよ。私が受け取らせた分、
私も受け取るよ。

（マユンキキ2024a：見出し3、15）

実は、マユンキキの作品の一番の特徴は、語るのも
辛い歴史的事実を扱っていたり、社会構造への鋭い批
判を伴っていたりしながらも、作品自体は見る人を穏
やかに受容するところである。そしてマユンキキの作
品が、先住民という状況や生きにくさを取り扱い、植
民地主義の影響を巧妙に指摘し、鋭く社会へ問題提起
をする作品であるにもかかわらず、センセーショナル
な表現を用いたり、攻撃的な表象をしないのは、作品
を作る行為自体が回復の過程だからでもある。そのた
めに、マユンキキが語る理想は「いつかこのタイプの
作品をつくらなくていい世界のためにやっている」（マ
ユンキキ2023:79）、「こんなことをわざわざ作品にし
て主張しなくても、他の人に知ってもらわなくても、
当たり前になっているといいなと思う」（マユンキキ
2024a：見出し4、10段落目）という、作品のない将来
である。マユンキキの作品は、多数派が課している重
さの現れそのものであり、だからこそそのような方法
で「作品をつくらなくていい未来」のために、私たち
ができることを考え続けたい。

６．結論と今後の課題

本稿はここまで、2020年から2024年までのマユンキ
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キの現代的表現活動を概観してきた。この間に実施さ
れた各展覧会について、マユンキキ自身の言葉をでき
る限り引用しながら記述し、展覧会以外のクリエイ
ティブな活動についても網羅した。そして最後に、マ
ユンキキの作品が私的な表現を核としていることや言
葉を重視していること、コレクティブという働き方を
選択していることも、すべてマユンキキの表現を脱植
民地化・先住民化していくための方法論であることを
指摘した。さらにそうした表現手段を用いているマユ
ンキキをはじめとするアーティストたちの表現につい
て、「先住民アート」「アイヌ・アート」という言葉で
他者が（それも歴史的に被植民者側の属性を持つ多数
派の研究者が）語ることの問題点について指摘した。

筆者は冒頭で、本論でマユンキキの活動を取り上げ
る理由として、先住民研究における現代美術分野の文
脈の欠如を指摘した。マユンキキがこれほどまでに華
やかに国際的なキャリアを躍進させているにも関わら
ず、アイヌ民族に関する論文や展覧会に登場してこな
いのは、作品を理解するために必要な現代美術という
文脈が欠けているためだと感じているからである。で
はなぜ現代美術の文脈が欠如するのか。筆者がここ数
年で訪れた米国、カナダ、フィンランド、ニュージー
ランドの博物館における先住民展示では、一か所の例
外もなく現代的な芸術作品を扱っていた。本論で述べ
たように、先住民自身による現代美術のアーティスト
やキュレーターのネットワークも広がっており、国際
的には先住民の現代表現は、研究分野としても展示と
しても珍しいものではない。では、なぜ日本ではアイ
ヌ民族に関する研究において現代美術という文脈が欠
如するのか。筆者はその理由として考えられる多くの
事柄のなかでも、日本の先住民政策が「伝統的」文化
を核としてきたことと、先住民政策の中心が文化振興
でありながら、文化振興を専門とする文化政策とは接
続してこなかったことを指摘したい。現代を生きる先
住民を伝統文化に押し込めることの危険性について
は、1997年にアイヌ文化振興法が施行されて以来多く
の研究者が指摘してきた。しかし、文化や芸術を専門
とする分野と接続してこなかったことで、「伝統文化」
から現代の生活まで対象が拡張されて以降も、多くの
文化振興策がプロジェクト支援・単発支援に留まっ
ている。文化や芸術、表現活動を自分の中心に据えて
生きていきたいと考える人たちが、工芸家・文化伝承
者・文化伝承者として生活していくために、どのよう
にキャリアを形成し持続的に活動を続けていけるかと

いう視点での調査や政策形成はほとんどなされてこな
かった。筆者が研究の素地としている日本のアートマ
ネジメント研究・文化政策研究の分野では、ひとびと
の生活の中で文化や芸術がどのような役割を果たすの
か、アーティストという生き方を選んだ人が人間らし
く生きていくためには何が必要かということを検討し
てきた。本論はその考え方に基づいて、マユンキキと
いう、アーティストという生き方を選択した人が、ど
のように現代的表現の手法を身に着け、作品を作り、
それが社会にどのようなインパクトをもたらしている
かを詳細に追ってきた。その目的は、歴史的転換点を
形作っているマユンキキの圧倒的なインパクトを記憶
するためでもあるが、マユンキキ本人を含め、先住民
というアイデンティティをもち、かつ表現という手法
を選択した人が、いかに生きやすい世界を作っていけ
るかを考えるためである。

本論は、冒頭で述べたように先住民研究とも芸術分
野に関する論文とも位置付けられる。そのため美術評
論というには対象が広すぎるし、資料記録というには
主観的な分析が多すぎるかもしれない。しかしこれら
の情報や2024年時点での筆者の解釈が、アイヌの研究
者やマユンキキの後につづくであろう多くのアーティ
ストたちが、自分の生き方を見つけていく際に参照で
きるものとなることと、アイヌの歴史の中でコンセプ
チュアル・アートが発展した瞬間を後世に振り返る時
に少しでも役に立つことを願っている。

本研究は JSPS 科研費基盤研究（C） 「アイヌ民族の＜
舞踊＞に関する文化政策的研究：民俗文化財から民族
文化遺産へ」（22K0023）（代表者：谷地田未緒）の助成
を受けています。本研究の成果は著者自らの見解等に
基づくものであり、所属研究機関、資金配分機関及び
国の見解等を反映するものではありません。

謝辞

本稿を執筆するにあたり、できるだけ多くの展覧会
や舞台に足を運んだが、そうした場でマユンキキさん
本人から多くの情報や考え方の示唆をいただいた。ご
本人の努力と勇気に敬意を表し、本稿をあたたかく見
守ってくださったことにも感謝したい。

付録について

長文になるが、以下紙面で『Galang』の全ての章に
ついて紹介することにした。コミュニケーションの記
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録である４回の「yarn」と、各著者による寄稿を、筆者
の言葉で簡単にまとめたものを本稿の付録として掲載
する。この紗録を執筆するにあたっては、著者たちの
表現を筆者が一方的に日本語に翻訳してしまうことは
もちろん、まとめたり言い換えてしまうこと、さまざ
まな議論のもとつくられている紙面を無機的でアカデ
ミックな本誌の紙面で紹介することなどに、多くの葛
藤を感じた。しかし、日本の多くの読者にとって、言
語が大きな障壁となるため本書の内容が伝わることは
容易ではなく、また書店などでも取り扱いが多くない
状況を鑑み、上記のようなリスクをとってでも内容を
共有したいと思い至った。

注

１）	 フェリックス・ゴンザレス＝トレスの作品は、物的な作品はあるが、
鑑賞者がその作品の素材となっている飴や印刷された紙を持ち帰るこ
とで成立している。砂澤ビッキの《四つの風》は、野外に設置し雨風に
より朽ちていくことまでを含めて作品の一部である。またオノ・ヨー
コの《インストラクション・ペインティング》は、作品のアイディア（コ
ンセプト）が「指示（インストラクション）」として文字で記載されてい
る作品で、実際に作品がその場にあるとはかぎらない。

２）	「Asahi Café Night アイヌ影絵プロジェクト　ポロ・オイナ～超人
アイヌラックル伝～」（2011年12月16日、15日）、アサヒ・アートスク
エア（東京）。主催アサヒ・カフェナイト実行委員会、企画制作：P3 
art and environment ／ウロツテノヤ子バヤンガンズ／ ShadowLight 
Productions

３）	「いれずみ」には入墨、刺青、文身など複数の漢字があてられるが、本
稿では「入れ墨」を使用する。ただしマユンキキ自身は「刺青」や「入墨」
も使用しており、引用などはもとの原稿のままである。

４）	 例えば2020年9月2日の北海道新聞には、同年7月に開業したウポポイに
ついて「ウポポイ、差別投稿急増　専門家「抑止へ国法整備不可欠」」と
報道されている。

５）	 マユンキキ本人もアイヌであることを否定するような来場者の対応を
札幌の個展で迫られている（マユンキキ2023:78）。この件に限らず、小
規模なギャラリーなどで個展をし、長期間在廊する女性作家に対する
ハラスメントも近年報告されている（美術手帖2021）。

６）	 The Sámi Pavilion, Office of Contemporary Art Norway. (https://oca.
no/thesamipavilion

７）	 ICCA ウ ェ ブ サ イ ト よ り　https://icca.art/opportunities/executive-
director/。

８）	 https://aabaakwad.com
９）	 本書ではマユンキキの発言が田村かのこの翻訳により英語で掲載され

ている。日本語への再翻訳は筆者。
10）	 展示：「Ainu Stories: Contemporary Lives by the Saru River」展、ジャ

パンハウス・ロンドン（2023年11月16日～2024年4月21日）。音楽公演：
「Re-imagining Ainu Song: An Evening with Mayunkiki & Surge」、
ジャパンハウス・ロンドン、2023年12月1日。

11） 	「ヤイコトゥイマシラㇺスイパ（yaykotuymasiramsuypa）」扇谷記念ス
タジオ・シアター ZOO、2021年9月9日、主催：Kenji.Inc

12）	 出演：アペトゥンペ（レㇰポ・マユンキキ）、キウイとパパイヤ、マンゴー
ズ（森川浩恵・Go Arai・大森誠也・廣瀬拓音・永田真毅）、ほしふね（小
谷野哲郎・わたなべなおか）、Re sumakarkarse〈レスマ カㇻカㇻセ〉

（マユンキキ・永田真毅・山川冬樹） 、会場：札幌市にある「ターミナ
ルプラザことにパトス」。

13）	 マ ユ ン キ キ 公 式 YouTube チ ャ ン ネ ル https://www.youtube.
com/@88maymay/（2025年2月10日確認）

14）	 その記録は札幌国際芸術祭の公式YouTubeチャンネル（https://www.

youtube.com/@siaf5459/playlists）で公開されている（2025年2月10日
確認）

15）	 この映像作品の内容は、テキスト化されたものが会場で印刷物として
配布された他、同展のカタログにも一部掲載されている（マユンキキ、
金サジ2024:30-31）。

16）	「川俣正［通路]］展、東京都現代美術館、2008年2月9日〜4月13日。
17）	 Tokyo Contemporary Art Award 2022-2024 受賞記念展：サエボーグ「I 

WAS MADE FOR LOVING YOU」／津田道子「Life is Delaying　人
生はちょっと遅れてくる」、東京都現代美術館、2024年3月30日－7月7
日。

18）	「コレクティブ」とは、複数のアーティストが平等な関係のもとに共同
で作品を作る体制。例えばドイツの国際芸術祭「ドクメンタ」のディレ
クターにアジア圏から初めて就任した「Pangrok Sulap」は、インドネ
シアの複数のアーティストからなる「コレクティブ」である。
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１．本 書 に 登 場 す る メ ン バ ー 及 び 著 者 プ ロ
フィールの概要 2）

ブ ル ッ ク・ ガ ル・ ア ン ド リ ュ ー（Brook Garru 

Andrew）（博士）

アーティスト、キュレーターであり、自分のルーツ
であるウィラジュリの視点に動かされる研究者であ
る。著者プロフィールによると、「彼のアート作品、研
究、指導的役割、キュレーション・プロジェクトは、
権力構造や歴史的健忘症、共犯関係によって課される
制限に挑戦し、システミックな変化を通して先住民の
在り方を中心に据え、支援するものである」。これまで
にオーストラリア・リサーチ・カウンシルにおける研
究プロジェクトを共同代表として主導した他、2022年
の第59回ヴェネチア・ビエンナーレにおけるサーミ・
パビリオンの国際アドバイザー、2020年の第22回シド
ニー・ビエンナーレ芸術監督などを歴任。Garru はカ
ササギの意。

レウリ・エシュラギ（Léuli Eshrāghi）（博士）

サモア、ペルシャ、広東系華人のルーツを持つアー
ティスト、キュレーター、研究者で、オーストラリア
とカナダを拠点とする。アーティスト、キュレーター
として、「世界的な先住民やアジア・ディアスポラを
可視化すること、感覚的言語や口語言語、儀式や政治
的実践」を中心に据えた展示や作品制作を行なってい
る。作品、批評、論文、編著の書籍を数多く出版して
いるほか、2023年 TarraWarra ビエンナーレキュレー
ターを務めた。コミッション作品がオーストラリア現
代アートセンター、シドニー・ビエンナーレ、シャル
ジャ・ビエンナーレ、スミソニアンアジア大洋州アメ
リカンセンターなどにある。

リーサ・ラヴナ・フィンボグ（Liisa-Rávná Finbog）（博士）

ノルウェー側のサプミ（サーミの土地）の出身であ
り、現在はフィンランド側のサプミで活動する研究
者。博士論文では、サーミの美学と物語の慣習である
ドゥオジの伝承者として、博物館学の中でドゥオジを

美術館・博物館の脱植民地化・先住民化を考える

『Galang01/02』の概要1）

付録

サーミの知的体系として位置付け、植民地主義の影響
やアイデンティティとの関係について執筆した。こ
れまで多くの研究会を企画し、執筆を続けてきてお
り、2023年に単著『It Speaks to You- Making Kin of 
People, Duodji and Stories in Sámi Museums』が出版
された。

ビウン・イスマハサン（Biung Ismahasan）（博士）

国立曁南国際大学（台湾）人文学院　先住民文化産
業とソーシャルワーク課程准教授。台湾にある16の先
住民族部族のうち、ブヌン、アタヤル、カナカナヴに
ルーツを持ち、キュレーター、アーティスト、研究者
として活動している。ゴールドスミス・カレッジで文
化政策・文化関係と文化外交の修士号を取得したのち、
2021年、エセックス大学（英国）キュレトリアル・ス
タディーズで博士号を授与される。先住民のキュレー
ション理論と実践、脱植民地的美学と批評、パフォー
マティブな先住民性を研究の中心とし、現代美術に関
するキュレーションや執筆を多数行なっている。

マユンキキ（galang02掲載プロフィールに筆者追記）

旭川出身、札幌在住。伝統的なアイヌのウポポの再
生と伝承をテーマに活動するボーカルグループ「マレ
ウレウ」メンバー。音楽活動としてはこれまでマレウ
レウ、アペトゥンペ、ソロとして数多くの音楽フェス
ティバルに登場し、３枚のオリジナルアルバムを発表
している。第22回シドニービエンナーレ参加アーティ
ストとして抜擢され、アイヌの伝統的な入れ墨（シヌ
イェ）についてのリサーチをもとにした作品を発表。
以来現代アートの分野でも活動を広げている。札幌国
際芸術祭におけるアイヌ文化アドバイザーや、アイヌ
語講師としても活動している。

田村かのこ

アートトランスレーター。アート・トランスレー
ターズ・コレクティブ主宰。人と文化と言葉の間に立
つメディエーター（媒介者）として翻訳の可能性を探
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りながら、それぞれの場と内容に応じたクリエイティ
ブな対話のあり方を提案している。非常勤講師を務め
る東京藝術大学大学院美術研究科グローバルアートプ
ラクティス専攻では、アーティストのための英語とコ
ミュニケーションの授業を担当。また、札幌国際芸術
祭2020ではコミュニケーションデザインディレクター
として、展覧会と観客をつなぐメディエーションを実
践している。2008年タフツ大学工学部土木建築科（米
国）卒業、2013年東京藝術大学美術学部先端芸術表現
科卒業。NPO 法人芸術公社所属。

ゲイル・マボ（Gail Mabo）

アーティスト、教育者、パフォーマー。トレス海峡、
マレー諸島（マー島）出身で現在はタウンズビルを拠
点とする。ゲイルは「マボ判決」を獲得した著名な社
会運動家であるエディ・コイキ・マボとボニタ・マボ
の娘である。シドニーの「アボリジナル・海峡民ダン
スシアター」（1975年に設立された舞踊家育成及び舞
台公演のためのカンパニー）で研修を積んだ後、舞踊
家・振付家としてキャリアを築いた。2004年ごろから
絵画にとりくみ、バリアリーフ・インスティテュート
TAFE でビジュアル・アーツのディプロマを取得。作
品の多くはビクトリア・ナショナル・ギャラリーや
大学、文書館などに所蔵されている。2022年ゲイルは
オーストラリア高等裁判所やクイーンズランド州立図
書館でマボ判決30年を祝う展示を担当した。

リサ・ヒリ（Lisa Hilli）

コンテンポラリー・アーティスト、キュレーター、
研究者。メラネシアのフェミニンな視点を用いて、物
語や美術史をシフトさせるような刺激的な展覧会を創
作、キュレーションしている。美術館コレクションの
解釈的活用、レンズ・ベースの実践、テキスタイルの
言語の専門知識を持つ。彼女は、物語や知識が見過ご
されている個人やコミュニティに力を与え、自分たち
の物語を自分たちの方法で共有するスキルを身につけ
させたいと考えている。

近代美術館、オーストラリア戦争記念館などからコ
ミッションを受けているほか、現代写真センター写真
賞を受賞。ビクトリア州博物館の先住民コレクショ
ン・マネージャーをはじめ、オーストラリア内外の博
物館へ、パプアニューギニアに関連する先住民の視点
を反映した文化プログラムや展覧会を作るためのコン
サルテーションなどを行っている。

デニルソン・バニワ（Denilson Baniwa）（galang2のみ

／寄稿のみ）

先住民族バニワであり、ブラジル北部アマゾナス
州のバルセロス生まれ、現在はリオデジャネイロ
を拠点とする。先住民の権利活動家として、2015年
頃からブラジル南部、東南部、及びバヒア州でレク
チャーやワークショップを開催。2018年には、「Terra 
Brasilis:agro is not pop!」展をフルミネンセ大学アー
トギャラリーで開催。これまでにアフロブラジル博物
館、CCBB、サンパウロ州立美術館ピナコテカ、サンパ
ウロ文化センター（CCSP）、シドニービエンナーレな
どで作品が展示されている。ビジュアル・アーティス
トであると同時に、広告業や、デジタル／ハッキング
カルチャーの推奨者であり、雑誌・テレビ・映画など
において先住民のイメージを作成する仕事も担う。ブ
ラジルのコンテンポラリー・アーティストに贈られる
PIPA 賞のオンラインカテゴリーを2019年に、本賞を
2021年に受賞。

ベアスカ・ニラス（Beaska Niillas） （galang2のみ／寄

稿のみ）

ノルウェー側のサプミ（サーミの土地）のデアトヌ
出身で、２児の父であり、duojár （サーミ・ドゥオジ
の伝承者）、狩猟者、採集者、土地の保護者、そして政
治家でもある。

エミリー・マクダニエル（Emily MacDaniel）（galang

１のみ／寄稿のみ）

パワーハウスの初代ファースト・ネーションズ・ディ
レクター。寄稿者のうち唯一著者一覧に登場せず、プ
ロジェクトの企画主体であるパワーハウスのディレク
ターとして登場している。自身のウェブサイトによる
と、キュレーター、ライター、教育者であり、オースト
ラリアの中央ニュー・サウスウェールズのウィラジュ
リ・ネーションのカラリ・クランのルーツである。

２．本書の内容3） 
参加アーティストたちがオンラインで対話をする

「yarn」を核に、各作家からの寄稿や作品、そしてメン
バーの紹介からなっている。

「yarn」について

本書の核をなしているのは、「yarn」と名付けられた
４回にわたるオンライン・コミュニケーションの記録
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である。Yarn は英語で糸や毛糸、長い話などをさす単
語だが、先住民理解のための研修プログラムを提供す
る Evolve Communities によると、yarn とは「アボリ
ジナルの人々が借用した英語で、文化的に安全な環境
での非公式な会話や語り合いを表す」という意味があ
り4）、先住民コミュニティのメンタルヘルスの文脈で
も、yarn が必要であると話題にされることも多い。同
書の全部で４回（１回目から３回目は galang01に、そ
して最後の第４回目は galang02に掲載）の yarn では、
新型コロナウイルスで国際的な渡航が制限されている
時期であったこともあり、オンラインで集まった参加
者が、その時々の状況をアップデートしながら自由に
会話をした記録が掲載されている。まさに「安全な環
境」で、それぞれが先住民であるために経験する典型
的かつ理不尽な状況や、ミュージアムという環境で先
住民アーティストやキュレーターとして活動すること
の根本的な問題点などが、それぞれの個人の経験を通
じて共有されている。

yarn I （galang01掲載）

初めての yarn は2021年2月17日に実施された。まず
各参加者が自己紹介をした後、主に以下の４つの話題
について話し合われている。

ひとつめは「先住民主導の場をミュージアムに作
る」ことについて。まずブルック・アンドリューが、
パワーハウス・ミュージアムが主導するこの「galang」
というプロジェクトは、「先住民の意見を聞いたとい
うチェックボックスを埋めるためのもの」ではなく、

「ミュージアムによって定義されるのではなく、私た
ち自身の存在感、リーダーシップ、方法論を持って」
集まる場であり、シンクタンク、コレクティブ5）、ギャ
ザリング（集まり）であると説明している。またパワー
ハウス・ミュージアムが史上初めてとなる先住民ディ
レクターを選考中であることも伝えられる。これに
ついてリサ・ヒリは自身の経験から「素晴らしい先
住民リーダーがいる組織では意義のある変化が内部
に生まれるが、それが飾りだけのポジション（token 
leadership）である場合、皆にとって不幸な結果とな
る」ため、パワーハウスのディレクターが実際に決定
権のあるポジションであることを歓迎するコメントを
している。またレウリ・エシュラギは、カナダの先住
民キュレトリアル・コレクティブ（つまり学芸員ネッ
トワーク）について紹介し、galang やこのグループが、
先住民であることを理由にメンバーが辛い経験をした

時などに「助けを求められる場所」であることを提唱
する。続いてマユンキキが、日本の博物館では先住民
自身の関与が薄いこと、多くの場合美化された文化的
側面だけが扱われることなどを指摘し、続いてブルッ
ク・アンドリューからの質問に答える形で、民族共生
象徴空間ウポポイ（以下ウポポイ）においても同様の
傾向があると意見している。これらの議論を受けリー
サ・ラヴナ・フィンボーグは、先住民コレクションを
持っているかぎり世界中どの博物館にも同様の問題
があり、博物館という装置自体が「植民地主義のツー
ル」であること、「博物館が帝国主義・植民地主義の結
果として生まれた歴史は消えない」し、これは新しく
設立される博物館も同じであると強く指摘する。先住
民族がこうしたシステムに意義を唱えるとき、それは
システムを根本から疑うことになり、権力に挑戦する
ことになるため、煙たがられるのだと説明し、「ミュー
ジアムはなんとも非先住民的なものだ（A museum is 
such a non-indigenous thing.）」とフィンボグは言う。

この議論の後、サモアの事例や、パワーハウスにつ
いてさらなる説明を経て、話題はマユンキキの故郷旭
川にある「川村カ子トアイヌ記念館」の話題となる。
1916年に世界で初めて設立されたアイヌ民族自身の手
によるアイヌ博物館である同館の説明の後、マユンキ
キは、祖父母や先祖たちが使っていたものが「適切な
形で保存されているのを見ることができるという事
実が、自分が存在していることや、自分の自信につな
がっている」6）という。また先住民博物館の在り方に
ついて、この前に話題となった公的補助と博物館のコ
ントロールの議論について、「自分たち自身で、どのよ
うに文化や資料を保存していくのかを決めることがで
きる（記念館のような）形が理想的」であり、「理想形
があったからこそ、公的博物館には疑問も感じる」と
いう。

二つ目の話題としてブルック・アンドリューは、「先
住民が望むミュージアムのあり方とは？」と問いかけ
る。アンドリューは、近年自身のルーツであるウィラ
ジュリのコミュニティに博物館から資料が返還された
際、それらを保管・展示するため場所を設立するため
の資金が別途提供されたが、その資料は限られた人し
か見るべきものではないので広く公開されることはな
いという事例を共有する。その後、ビウン・イスマハ
サンは台湾で国立先住民博物館の設立が国によって決
定されたことについて、設立される場所の問題（都市
か郊外の先住民の土地か）や、館長職をめぐる競合に
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ついて懸念を表している。議論はサーミの芸術祭「リ
ドゥリドゥ（Riddu Riđđu）」へ展開し、フィンボグが

（個人的な発言であることを再度断ったうえで）文化
事業としては人気があり、近隣政府にとっては都合が
よいが、権利や差別の話には発展しにくいこと、加え
て博物館資料へのアクセスが必ずしもサーミの当事者
に開かれていないことなどを話題にした。

最後のトピックとして、アンドリューは土地や権
利の問題も残る中で、「博物館における先住民主権

（sovereignty）」を語る難しさに触れたうえで、「先住
民キュレーター」のありかたについて問う。これにつ
いてフィンボグは、19世紀に防虫剤として使われた薬
剤の毒性のため、現在ではさわれなくなっている資料
について言及した後、こうした、「他者の知識による管
理」のためとらわれている資料があることについて、
ミュージアムはアドバイザーとしてではなく実際に作
業をする人材として先住民自身を雇うべきであるこ
と、ただしその資格は西洋的基準ではなく、コミュニ
ティの中で議論されるべきであることを主張する。エ
シュラギは、ドイツの海外博物館で、世界で初めてサ
モア資料を担当するサモアのキュレーターが登用され
たことを紹介し、こうした役割は民族差別も含め多く
の困難を伴うのであろうから、ともに支え合うことの
できるネットワークが必要だという。リサ・ヒリは、
パワーハウスのように決定権を持つ役割に先住民自
身がいることが必要だと述べたうえで、一人の先住民
キュレーターがあらゆることに対応させられる実態に
ついて警鐘を鳴らす。大量・広範囲のコレクションを
扱わなければならない体制もさることながら、自分の
担当とは関連のない事業における先住民リエゾン（連
絡係）の役割を負わされるなど業務外の役割が多いと
いう。同僚から無邪気に「何か間違ったことをしてい
たら教えてね」と頼まれることについて、博物館全体
の倫理的監視役を努めなければならないことへの負担
に、周囲は気が付いていないと指摘する。このヒリの
指摘に、フィンボグは、ミュージアムが「先住民的」で
ないことの証左であり、長老に話を聞きに行ったり、
仲間と仕事や責任を分かち合って前に進める「先住民
的働き方」を許さない構造の問題であると指摘する。
こうした「一人に責任を負わせる仕組み」は、「フェア
でなく、植民地的であり、（一人になんでも任せればい
いという）先住民族の単一化だ」とフィンボグは追及
する。自分自身も、サーミが参加したという「アリバ
イ」として、専門に関係なく何でも声がかかるという。

こうした話題を受けて最後にマユンキキは、ミュージ
アムの脱植民地化の一方として、意見の異なる先住民
コミュニティの間で「みんなが幸せにならないこと」
も覚悟した上で、先住民コミュニティも一枚岩ではな
いことを前提にする必要があると提唱する。また、観
光資源化されることに怒りや憤りを感じても、感情
的・攻撃的になりたいわけではないという葛藤の中で、
こうしたコミュニティで国境を越えて経験が共有され
ること自体が助けになると述べている。　

yarn II （galang01掲載）

最初の yarn から２ヶ月後、2021年４月に実施され
た yarn の２回目は、（１）「脱植民地化」とその語彙に
ついて、（２）「脱植民地化」された展示とは、という二
点について議論が交わされる。最初の点についてまず
フィンボグが、ドイツの博物館からサーミ資料の返還
について打診があり、サーミの団体としてその相談が
進んでいるという事例を紹介し、資料がコミュニティ
に返還されることで知識や慣習、文化実践が取り戻せ
るとのではないかと、慎重ながら前向きにこの取り
組みを評価している。エシュラギは、ニュージーラン
ドの３つの美術館・アートセンターで館長（ディレク
ター）職についているマオリルーツの３人のトークに
参加したことを事例に、ミュージアムという機関を変
化させることはすぐには難しくても、最高責任者とし
て先住民ルーツのリーダーが立つことで、それまでと
は全く異なるアクションが起こせるようになるとコ
メントする。リサ・ヒリは、最近の事例として、ある
欧州の美術館から、植民地時代の作家が撮影したパプ
ア・ニューギニアの人々の写真を展示に使用すること
について相談を受けた事例を紹介し、使うべきではな
い場合もあるが、今回は使うべきと感じたという。こ
うした写真が公開されることによって起こる問題より
も、公開されないことによってこうした写真に直接結
びつきのある長老たちが、写真を見ることなくこの世
を去ってしまうことの方が心配だ、とリサ・ヒリは言
う。話題は前後するが、アンドリューが「脱植民地化」
という言葉は 「大雑把で、先住民の考え方（agenda）
には必ずしも合致しない」とコメントし、フィンボ
グは代わりに「サーミフィケーション（サーミ化）

（sámáidahttin）」という言葉を、ヒリはパプアニュー
ギニアのクレオールの言語で「私たちの方法、私たち
の文化のあり方（Pasin Way Blo Yumi: our ways, our 
cultural ways）」という表現を提案している。こうし
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た自分たちの言語に語彙を取り戻していくことについ
て、フィンボグは脱植民地化は「なぜいつも私たちの
仕事なのか」「＜あなたたち＞の仕事でもあるのに」「い
つも仕事はこちらに課される」と指摘し、ヒリも「脱
植民地化は内部の仕事（inside job）」であるからこそ、

「脱植民地化」という言葉で問題が形骸化されてはな
らないと警鐘を鳴らす。

話題は緩やかに、また前後しながら展示の話へ移
り、フィンボグは、サーミの伝統的な考え方で、「同
じ名前を共有するものは、物質と人とが繋がっている

（親戚である）」というというコンセプトを紹介し、自
分と「繋がっている」ものが隔離され、コミュニティ
から剥奪されていることに心を痛め、先住民の歴史的
写真を「人間性」をもって取り扱ってほしいというヒ
リに深く同調する。また、過日参加したという世界遺
産に関する会議で、自然と物質、有形と無形という二
項対立の考え方そのものが先住民的でないと感じた経
験を話している。今回始めての参加となったゲイル・
マボは、オーストラリアにとって歴史的契機となった

「マボ判決」をもたらした父について展示がなされる
際、神聖なものと日常のものや、リーダーであり法の
執行者であった父と祖母のものが一緒くたに展示され
ることなど、他者の分類によって陳列され、ラベルが
つくられることに抵抗していきたいと言う。同年に国
立図書館で実施される「マボ判決」の展示を依頼され
ていることについて、「父の資料や書いたものを浚い、
私が父の人生をどう見ているかという視点で」展示を
構成したいと意気込む。

こうした議論についてマユンキキは、日本では北海
道が植民地であったのかどうかが議論されている段階
であるために、「脱植民地主義」という語彙すら使われ
ないと指摘する。新たに設立されるウポポイでも、文
化の美化された部分が強調されることの違和感を示す
とともに、アーティストである自分に委員会や研究組
織の客員研究員として誘いが来ることについて、そう
した登用を肯定したい気持ちと、「シンボル」として利
用されることについての葛藤について話している。ビ
ウン・イスマハサンから「国立アイヌ民族博物館の館
長はどのように決められたのか」と質問され、委員会
が設けられ、そこにはアイヌの委員もいたけれども、
国立化される前は博物館館長をアイヌ自身が努めてい
たにもかかわらず、アイヌが館長に任命されなかった
経緯を説明している。

ビウン・イスマハサンは、2021年の Nanhui Art 

Project において、先住民のキュレーターが必要だと
依頼されて企画を担当したが、ブヌンの言葉を使った
サブタイトルが行政主催者により勝手に変更されてい
たというショッキングな事例を共有する。このような
事例についてイスマハサンは、「博物館を運営する能
力を持っている非先住民の人々は、先住民のコミュニ
ティと協力する方法を知らず、私たちの声や文化、地
元の人々を尊重する方法を知らない」と強く糾弾する。
そして、先住民のアーティストの声を聞き、活動する
ことのできる場を作っていくことが、先住民キュレー
ターである自身の役割であるという。

Yarn の２回目は（少なくとも掲載されている部分
は）、日本と台湾の事例を受け、エシュラギやフィンボ
グが、オーストラリアや北欧でも同様の事例が近年ま
で、また最近でも起こっていること、そのためにこう
した galang のような集まりで声を上げていくのだと、
連帯を示したところで終わっている。フィンボグは最
後に、脱植民地化という流れを受け入れることは、今
の自分たちが植民地影響下にあることを認めることで
あるため、長老たちとの会話の中でこうした語彙に反
発があったことを紹介しながら、「この事実を飲み込
むのは辛い」と言っている。

yarn III （galang01掲載）

2021年７月に開催された yarn の３回目は、どのよ
うな出版物にしようかという相談そのものが記事に
なっており、紙面では参加者それぞれが、現在考えて
いることや寄稿のアイディア、冊子自体への期待につ
いて述べられている。寄稿内容のアイディアとして、
まずリーサ・ラヴナ・フィンボグが、事例や成功例
を書くのではなく「先住民フューチャリズム（未来主
義）」7）による本を想像したいと構想を述べる。学術書
などの型にはまった形ではなく、英語という言語の植
民性も疑いつつ、「新しいジャンルを創造する」ことか
ら始めたいと言う。レウリ・エシュラギは、コロナや
環境問題のためにますます往来が難しくなるサモア
の同胞の活動をつなげるデジタル上のプロジェクト
を進行していることに触れながら、動体（パフォーマ
ンス）としてのネットワークについて書いていく決意
を述べる。リサ・ヒリは、メルボルンで開催されてい
る RISING という芸術祭に関わったキンバリー・モー
ルトン（Kimberly Moulton：ヨルタヨルタのルーツを
持つキュレーター）の傑出した功績について書こうと
思っていたが、自らがこれまで「コミュニティと博物
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館をつなぐパイプ（conduit）」の役割を果たしてきた
ことについて、その役割が難しい理由に、精神的・感
情的なものも流れるパイプであるためだと話し、博物
館の収蔵品も、精神的なコレクションであるという文
脈で考え直してみたいというアイディアを出してい
る。この話の途中で、感情が溢れて胸を詰まらせる様
子が紙面からも伝わってくる。ビウン・イスマハサン
が続いて、先住民女性の表現を主軸とした展覧会を企
画しており、台湾で初めてかつ最大の現代美術館であ
る「台北現代芸術館」で開催されることについて共有
しながら、いかに台湾原住民の女性たちが、原住民コ
ミュニティにおいても声を聞く場がなかったか、その
問題に芸術表現を通じてどのように介入するかとい
うことについて、先住民コミュニティの内部を越境し
転換させていくつながりについて考えているという。
こうしたメンバーの提案を受けてマユンキキは、いつ
もは原稿を書くときに、文字として残っていくこと
の怖さがあるが、今回はこのグループにいることの安
心感があると話している。その上で、北海道博物館等
で2021年に実施された展覧会8）の展示へ協力した例を
挙げながら、展示資料について、総称としての「アイ
ヌの民具」として説明するのではなく、その資料に関
連する人物につながる伝承者がそれぞれ寄稿する形
で、「一人の人間」の使っていたものであることを伝え
る同展の取り組みについて、「ある一人のアイヌ個人
について聞き書きをできることがとても嬉しかった」
と述べている。一方で、研究者や関係者からインター
ネット上のコメントまで、無意識のうちに発せられる
言葉の暴力について、「いつもナイフで切り付けられ
ているよう」な辛い気持ちであることを吐露し、悪気
なく発言されたものまで時に暴力となりうることにつ
いても、メンバーにとっては共通する経験であろうこ
とから、本書で取り上げてはどうかと提案している。

このマユンキキの発言を受けてフィンボグは、サー
ミのコミュニティでは口頭での言葉による契約のほう
が重視され、書き言葉が口頭の言葉よりも重視される
慣習自体が西洋中心の考え方であること、こうした慣
習に合わせて戦略的に書き言葉を使って声を届ける努
力をしているが、長期的な視点で見るとそれも辛い努
力であることと返している。精神や感情で収蔵品につ
ながるというヒリのコメントについて、先住民族は子
供じみていて感情的だと人々はいうが、歴史的トラウ
マに当事者として向き合うことは感情的な作業であ
り、精神性を重視したり、感情的であることがいかに

自然なことであるかと話す。ヒリも、先住民族の文化
や歴史が過度に研究され、人類学的に分析されている
ことから、これらに人間性を取り戻すためにも精神性
や感情が大切であると同意する。

話題は、本の形態や掲載内容を誰がどのように決め
るかということに発展し、エシュラギが、先住民族に
とっては非常に大きなテーマについて「脚注で説明し
てくれ」と安易に促された例や、先住民言語の単語が
編集の過程でカッコ付き（英語の場合イタリック）に
されてしまうことに抗った例を挙げる。こうした例を
メンバーが上げる中、アンドリューはそうした不便さ
が起こらないよう「編集者もデザイナーも先住民にす
る」と宣言し、メンバーの対話を傍聴していたパワー
ハウス・ミュージアムの先住民ディレクター、エミ
リー・マクダニエルが、自身も「ウィラジュリの言葉
や精神が編集過程で骨抜きにされてしまう」経験があ
るため、そうしたことが書籍制作の過程で起きないよ
う館としての約束を宣言する。このやりとりを受け
フィンボグは、通常こうした「抵抗」は、先住民側の
個人に負わされているが、パワーハウスという機関が
一緒にその問題点に立ち向かう姿勢を、「本当の先住
民主導のありかた」であると歓迎する。アンドリュー
は、自身が芸術監督を務めたシドニービエンナーレ
NIRIN でも、同様に先住民主導・アーティスト主導で
２種類の書籍が制作されていることを伝えた上で、組
織が西洋的なあり方や権力を保持したままこうした
取り組みをすると「とても恥ずかしい結果」になるが、
組織が（固定概念や権力を）「手放すこと」、「異なる場
であることを認めること」ができれば、「先住民主導」
は実現可能であると述べる。最後に（本書の出版元と
なる）館の代表者の一人であるマクダニエルが、こう
したプロジェクトへの参画や寄稿は参加者から館への

「ギフト」であり、それを受け取るパートナーとしての
ミュージアムとしての責任を確認して、セッションは
終了する。

yarn IV （galang 02掲載）

『galang』２冊目に掲載されている最後の yarn は、
2022年５月に行われている。前回から10ヶ月が経過し
ているため、メンバーが近況を伝え合うところから会
話が始まる。まず、いずれも欧州に滞在中のブルック・
ガル・アンドリューとレウリ・エシュラギ、欧州拠点
のリーサ・ラヴナ・フィンボーグの３名が、近況の報
告をする。パリ国際芸術都市（Cité Internationale des 
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Arts）に滞在中のエシュラギは、過日ロッテルダムに
ある「Kunstinstituut Melly」で開催された、フィンボ
グも登壇したトークイベントが理想的な雰囲気と進
行で進んだことを話す。一方でエシュラギは、同時期
にフランスのアビニョンで実施されたトークでは、ブ
ラジルの先住民族であり民族のリーダーである Almir 
arayamoga Suruí 氏が、聴衆からの無神経で失礼な質
問に晒されていながら、主催者が止めなかった話をす
る。フィンボグは、良い対話の場、無神経な質問に晒
される場を比較しながら、後者の場合、登壇者として
参加しているにも関わらず、「パフォーマンスとして
の先住民性を求められ」、「研究対象」として晒されて
いる気分になるという。ブルック・アンドリューも同
様の経験から、自分の作品や登壇している事業のト
ピックに関係のない、先住民を代表するような広いト
ピックまで回答を求められたことについて、「掘り尽
くされる」気分であったが、別の機会にパレ・ド・トー
キョーで実施されたトークの時には、その直前にブリ
ティッシュ・ミュージアムにきていたオーストラリア
の先住民の同僚たち（アーティストで研究者の Brian 
Martin とキュレーターの Kimberly Moulton）と親密
な話をしていたことが、心の安定につながり、「今日は
大丈夫だ」と来場者にも言った、という。これらの話
から導かれるのは、ミュージアムが「驚異の部屋」で
ある以上避けがたい、先住民であるという立場である
からこそ晒されるストレスを、問題に同調できる先住
民の同業者で支え合うサポート・ネットワークの必
要性と、不躾な質問をさせない「自分たちのルールの
場所」をどのように作るかという話題だ。先住民アー
ティストたちの北米を中心としたネットワークである

「aabaakwad」が、ヴェネチア・ビエンナーレで開催し
ていたトーク・セッションは、質問を受け付けない方
式をとるなど、不躾な質問に晒されない、安心して登
壇できる環境が考えられていたが、同じヴェネチアで
サーミ・パビリオンのキュレーションを担当したフィ
ンボグは、「今回は大丈夫だろう」と思っていたが、準
備の合間に一旦自宅に戻った際、先住民として振る舞
うプレッシャーを周囲から強く感じていたことを実感
し、どっと疲労を感じたと話す。

近況報告としてエシュラギは、オーストラリアの
TarraWarra 美術館が主催する TarraWarra ビエン
ナーレの企画を務めており、第22回シドニービエン
ナーレ NIRIN のように、コミュニティの美術史、文
化的プロトコル、過小評価されているアーティストを

計画の中心に起きたいと意気込みを話す。マユンキキ
は、バーミンガムにある IKON ギャラリーで実施さ
れる予定の個展9）や、ドイツで開催されたアイヌの民
具の展示10）において、博物館資料に個人のストーリー
を上書きするというプロジェクトを報告する。このプ
ロジェクトをアンドリューとフィンボグは、「他者に
付けられたラベルを貼り替える作業」であると高く評
価し同調する。マユンキキは、京都のギャラリーで開
催されたイベント11）において感じた、白くまの着ぐる
みが自分自身やアーティストの異質性を飲み込み、そ
れまで遠巻きにしていた人々が話しかけてくるよう
になったという経験について話した後、札幌にあるデ
パートが、創業150周年を記念して作成したアイヌ模
様があしらわれたロゴに、「これからも北海道にフロ
ンティアを。」というコピーが掲げられたという件につ
いて話題する。詳細を説明するまでもなくマユンキキ
の問題意識に同調するメンバーに、「みなさんのリア
クションを見ただけで、そう感じるのは私だけではな
いのだとわかってほっとした」と話している。続いて
イスマハサンが、台湾で初めてとなる先住民トリエン
ナーレ「南島芸術三年展」が開催されることになった
が、「芸術監督」がおらず、主催者である行政機関を説
得しているところであるという話題が提供される。ま
た、イスマハサンが故郷ナマシアで開始したアーティ
スト・イン・レジデンスへカナダの先住民キュレトリ
アル・コレクティブを招聘予定であること、水源に関
するリサーチベースの展覧会をグアム大学のアートセ
ンターで企画していることなどが共有される。

ブルックは、雪の降る日にバスの中でマユンキキと
交わした会話を振り返る。自分自身の伝統をパフォー
マンスとして披露することの喜びと、文化が消費され
利用されることの葛藤について話していた時から、こ
の yarn の会話がされるまでに数年しか経過していな
いが、NIRIN が実現し、ヴェネチア・ビエンナーレに
はサーミパビリオンができ、先住民のアーティストや
キュレーターが次々と活躍の場を得る様子を見て、誇
らしい気持ちだとブルックはいう。最後にマユンキキ
がバーミンガムの IKON ギャラリーで予定されてい
る個展について、父親をインタビューするビデオ作品
を制作予定であることを話し、「この galang の場があ
ることが自分にとってとても大切で、支えられてい
る」と気持ちを伝えている。
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Galang 01　（yarn 以外の寄稿）

ブルック・ガルー・アンドリュー

 「Notes of a Journal（ジャーナルの記載から）」

６編の詩のような文章が、ノートに描かれたスケッ
チと共に掲載されている。I から VI まで順番が振って
あるが、掲載順はバラバラで、また書かれている言語
もゆれ動く。本書のルールに則り、英語＋イタリア語
で記載されているかと思えば、VI では英語の部分は
ほとんど先住民言語（ウィラジュリか）の言葉になっ
ていて英語話者にはわからないようになっており（た
だしイタリア語には翻訳されている）、III では、メイ
ンの文章は全てウィラジュリで書かれており、通常イ
タリア語の翻訳が入っている部分が英語になっている
など、バラバラとしているのも面白い。内容は、遺骨
や先住民の身体に関わる展示、歴史上存在した差別的
興行、奴隷と装飾、何かの指示書（ワークショップの
アイディア？）などが並ぶ。全体像や意図ははっきり
とはわからないが、アンドリューが各地で出会ったも
の、心がざわついた様子、プロジェクトの萌芽、英語
とウィラジュリ語を行き来する思考など、一人のアー
ティスト・キュレーターの思考をほんの少しのぞかせ
ている。

レウリ・エシュラギ

「サモアアート・ミュージアム＝パフォーマンス」

「グレート・オーシャンのアートをカナダのミュージ

アムに位置付ける」

エシュラギは主にキュレーターの視点から２本の論
考を掲載している。いずれもすでに発表されている論
考（の改稿）で、博物館だけでなく美術界・美術館に
おける深く染みついた西洋的思考や慣習を剥ぎ取りな
がら、サモアをはじめとする同地域の芸術の位置づけ
を見直すことを促す内容である。

１本目の論考は、トロントで開催された展示12）に際
し執筆されたもので、展覧会で紹介されたサモアの
アーティストによる映像作品をもとに、サモアの映像
やデジタルアートの美術史を構築する試みとみられ
るが、こうした試みに意義があるのは「まずサモアの
人々であり、次に近隣や遠くの繋がりのある人々（親
類）であり、そして人類学、民族学、映画、テレビ、映
像文化において、ヨーロッパ中心主義的な偏見の影響

に苦しんできた先住民やその他の人種差別を受けた
人々」であると宣言している。つまり、西洋（特に欧州）
を中心とした美術史への貢献としてサモアのアートを
注視しているのではなく、そこから脱するための試み
であるのだ。

２本目の論考は、Momus という美術に関するウェ
ブマガジンに掲載された論考の再録である13）。「大洋
州（Pacific）」という地域名称は、「植民地主義が名づけ
た通称（colonial moniker）」であるため、エシュラギは
同稿でこの地域を「グレート・オーシャン」と称して
いるが、それは「先住民や人種化されたアーティスト
や美術史は、このヨーロッパ中心主義的な呼称と、そ
れに付随するグレート・オシャンに存在する何千もの
美的・知的歴史への認知のなさと、いまだに闘ってい
る」からであると説明している。カナダで実施された、
主に2000年代以降のグレート・オーシャン地域の現代
美術展や芸術祭、イベントを系列的に紹介し、その多
くを高く評価している。またエシュラギは、西洋中心
主義から逃れられない多くの美術館が、作家選出や資
料購入においても、植民地主義が定めた文化圏や国境
の枠を基準としてしまうため、グレート・オーシャン
がもともと持つ多様性が反映されないこと、地域性を
反映した現代を生きる作家よりも、そうした地域を描
いた欧州からの入植者であった作家が描いた油絵の方
に価値を見出してしまうような傾向があることを鋭く
糾弾するとともに、西洋中心主義の専門家で占められ
ているミュージアムに、先住民による作品や美術史を
中心テーマとするポジションを恒常的に設置すること
の必要性を訴えている。

リーサ・ラヴナ・フィンボーグ

「HEAVDNI（蜘蛛）： 時を織る者」

「（単数形・複数形の）未来の、過去の、そして現在の

──先住民主権の場を創るという役割を、ミュージア

ムが理解し、想像する方法はあるだろうか」

本稿は、yarn III で議論されていた「＜私たち＞ら
しい紙面とは何か」という議論を体現したような斬新
な構成になっている。ミュージアムの脱植民地化をめ
ぐる数多くの文献や先行研究を参照しながら論理を
積み上げていく手法は論文に近いが、全体的の構成は
むしろ「ストーリーテリング（口述の物語）」を文章化
したようである。例えば亡き父が博物館で経験したエ
ピソードを物語的に紹介する部分や、死後の世界と現
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在の世界を繋ぐチャンネルとして自分の「夢」に登場
した祖先の言動を論旨の中心に置いて話が展開されて
いる部分は、西洋的な学術論文では、そのままでは受
け入れられ難い手法であろう。しかしこうした手法を
躊躇なく用いていることに、フィンボグの、サーミの
思考方法（epistemology）で語るという強い意思が感
じられ、また同時に、サーミの概念や言葉を、読者や
アカデミアのルールに遠慮せずに織り交ぜて書くこと
のできる自由を楽しんでいる様子が文面から伝わって
くる。フィンボグは、サーミである自分と、西洋式に
トレーニングされた博物館学の研究者（museologist）
であるという自分自身の二面性について葛藤し、

「ミュージアムの構造や制度を絶対的に軽蔑したくな
るときもあれば、その存続に価値を見出すときもあ
る」と語っているが、アカデミックな形式とサーミの
ストーリーテリングの手法の両方を駆使する本論は、
まさにそうした二面性を持っているからこそ実現した
新たな形式である。

話し言葉があちこちに飛び交うように動きがあるレ
イアウトで、構成も単純にはつかめないが、筆者は２
つのパートから構成されているのではないかと考えた

（フィンボグの意図とは異なるかもしれないが）。ひと
つは、文章のはじめと終わりを構成する、「heavdni」

（サーミの言葉で蜘蛛を意味するようだ）の言葉だ。

heavdni が言った： 「赤と黄色の大地から来た
子よ、しばらく私と一緒に歩こう。私はあなたに
海の動きを示し、私たちの未来を思い出し、私た
ちの過去を想像することをあなたが学び、時を紡
ぐ者である heavdni の道を歩きながら、あなた方
の民族の災難である博物館の物語を語ると同時
に、あなた方の救いとなるかもしれない博物館の
物語も語ろう」。

これがサーミの口承文芸の伝統的な形式であるのか
どうかは筆者には解することができないが、heavdni
の言葉で始まり、言葉で終わることで、フィンボグの
論考は一つの物語として語られていることがわかる

（実際は終わりの部分にはさらにもう一言、heavdni か
らの言葉が付け加えられている）。

二つ目が、「（単数形・複数形の）未来の、過去の、そ
して現在の（Of future[s], past[s], and present[s]）」と
いうタイトルの文章本体である。物語の形式とはいっ

ても、そこで議論されている内容は非常に厳しく鋭
い。フィンボグは、ミュージアムは「帝国主義の神殿
であり、したがって植民地主義のツールである」と述
べ、その歴史からミュージアムも先住民族も逃れられ
ないと宣言する。ミュージアムがもたらした影響とし
て文化財が有形・無形で分類されることを挙げ、サー
ミの文化では身体化された知識や伝承とものを分離す
ることができないだけでなく、物質を「近親者（kin）」
として（あるいは祖先そのものとして）見る考え方が
あることを説明する。フィンボグは、書き文字が口承
での伝承より優先されるような西洋の文化的思考は、
書き文字を優先しなかった人々を「文盲」として蔑む
慣習を強化し、物質と非物質、人間と自然などといっ
たサーミの文化にはなかった二項対立を持ち込んだと
いう。また時間（や歴史）の概念についても、サーミの
文化にある、過去を「創造し」、歴史を「思い出す」とい
う言い方や、既に亡くなった家族もまだこの世にいる
ように話される話し方について、また死者が夢を通じ
て現在の家族や知人に話しかけることなどの例を紹介
しながら、西洋のように一方向にだけ流れていくもの
ではなく、終わりとはじまりはなく、めぐっているも
のだという。植民地主義の産物である博物館が、サー
ミ社会に存在した物質・非物質の認識、書き文字と口
承の優劣、時間や世界、家族や親類・祖先に関する認
識など、「物事の方法論や考え方（epistemologies）」、

「世界観や存在の認識（ontologies）」、そして「価値観
（axiologies）」を除外し、侮蔑し、そして忘却させて
いったとし、博物館は先住民にとっての「厄災」であ
ると表現する。

議論の中で、フィンボグの亡き父が、欧州のある博
物館で、いつの間にか無くなったと思っていた自分が
履いていたぼろぼろの靴が展示されているのを発見
し、「博物館というのはガラクタを展示するところな
のか」と言ったエピソードなどが紹介される。こうし
た、家族の実際の物語や、夢に出てきた近い祖先たち
の物語から、博物館とのこじれた関係がコミュニティ
全体の共有の経験ものであることを主張する。そし
て、博物館や研究者が、＜他者＞としてサーミのもの
を分類し、説明をつけ、名前を付け、共有する方法を
決定する力を持っていたとしても、それでも＜私た
ち＞は「自由意思（主権）のある存在なのだ（we are 
nonetheless sovereign beings）」と宣言する。さらに「主
権（sovereign）」という言葉は、西洋の文脈においては
国家と領土、人民との関係だけを指すかもしれないが、
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「先住民主権（indigenous sovereignty）」という考え方
これとは異なるとし、以下のように定義している。

先住民の主権という概念は、関係性によって定
義された私たちコミュニティの世界の中に共に
居ることであり、私たちの精神的な考え方に組み
込まれているものであり、私たちが──先住民の
ネーション（国家）について、そして自分たちの
生活、信仰、故郷、文化、言語に関する自治につい
て──自己決定をすることである。

The notion of an Indigenous sovereignty 
then, is to come together within a world defined 
by the relations between us all, embedded 
in our spiritual conception of those relations, 
and applied to mean self-determination – and 
the governance of Indigenous nations, holding 
rights of autonomy to our lives, our beliefs, our 
homelands, our cultures, and our languages.

フィンボグは最後に「博物館は人々のためにあるの
か、それとも人間が博物館のためにあるのか？」と問
う。この問いは、＜展示される＞側であることを余儀
なくされる立場からの強い追及の言葉であり、博物館
に関わるあらゆる人に、博物館というシステムの在り
方自体を根幹から考えなおすことを促している。

エミリー・マクダニエル

「yindyamarra」

ウィラジュリのルーツを持つマクダニエルは、パ
ワーハウス・ミュージアムが歴史上はじめて設置した、
ファースト・ネーション・ディレクターに就任し、先
住民的考え方に基づいた組織運営の抜本的見直しを主
張する。マクダニエルは、先住民のルーツをもって博
物館で働いていると、先住民に関連することならば何
でも任されてしまう状況を指摘する。例えば先住民を
対象とした広報（コミュニケーション）、先住民資料に
関する寄贈や購入、遺産や資料の解釈や見せ方の戦略、
文化や知的財産の使い方についてのアドバイスなど、
通常の博物館業務ならばそれぞれ部門が異なるよう
な、個別に研修や育成がされるべき業務について、幅
広くこなさねばならない。マクダニエルは、こうした何
にでも合う「フリーサイズ型／全方位型」の業務を負わ

される現状を打開し、深く専門性を掘り下げ、「先住民
型の思考による組織運営の抜本的改革」を目指してい
るという。

例えば、マクダニエルのディレクションのもとパ
ワーハウスは近年、先住民コレクション室長を採用
し、室長の元で「先住民コレクション（収蔵資料）」に
ついて二つの大きな改革を行ったという。一つは、収
蔵資料の考え方を物質文化中心から「関係性」中心の
考え方へシフトしたこと。「博物館に物としての資料
は保管されていても、知識は伝承者の元のコミュニ
ティにある」という考え方の元、画像使用や著作権の
制限を見直し、資料に関連する人々との関係性を強化
するための「資料アクセスコーディネーター」を設置
した。すべての資料について、作者や関係者を調べな
おし、「知識の所有者」として情報を蓄積した。収蔵資
料に関するもう一つの改革は、「先住民資料」の定義を
見直したことである。もともと6400点あった「先住民
資料」から、非先住民が作成したもの（その大半は写
真コレクション）を外した結果、「先住民資料」は1100
点となった（ただし「先住民資料」ではないが、先住民
が写されていたり、先住民の意匠が使われている物に
ついても、先住民自身による管理を手放すわけではな
い）。こうしたコレクションの分類には、「文化が借用・
流用・盗用されたもの（appropriation）, 先住民の代表
性があるもの（representation）, 異文化間協働の結果
であるもの（cross-cultural collaboration）」の三つに分
けて検討したという。

マクダニエルは、博物館という装置が過去140年間の
間、先住民族ではない人々によって構築され、維持され
てきており、そうした装置が求める要求は「非先住民的
緊急性・必要性（non-indigenous urgency）」に基づいて
いると指摘する。「非先住民的緊急性」に相対する言葉
として、マクダニエルはウィラジュリの「yindyamarra」
という言葉を紹介する。Yindyamarra は、生き様やあり
方であり、「その最も重要な側面のひとつは、時間に対
する権利を持つこと」であり、140年間の時差があるシ
ステムの中で、先住民的考えを構築するために、「非先
住民的緊急性」に追い立てられることなく、ゆっくりと
時間をかけることの権利を主張している。

こうした考え方が、先住民職員だけでなく、博物館
全体に改革をもたらすとマクダニエルは主張する。例
えば人材採用において、学術的専門性や関連する職務
経験といった「非先住民的必要性」ではなく、コミュ
ニティの中の役割──例えば仲介者、ストーリーテ
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ラー、戦略家──を考えて、その人のことを理解し、
そうした役割を博物館の中に位置づけていくことがで
きるのではないかと筆者はいう。「Yindyamarra は茫
漠としたものではなく、ウィラジュリとして、過去と
現在の連続性を保つためのフレームワークである」と
マクダニエルは結論付けている。

マユンキキ＋田村かのこ

「同じページにいること──マユンキキと田村かのこ

の会話から」

マユンキキの最初の寄稿は、表現上のパートナーと
して活動する、アートトランスレーターの田村かのこ
との協働による作品で、チャットメッセージとして交
わされる日常的で私的な会話が、文字通り画面を切り
取ったような紙面で展開されるものである。その内容
は、yarn の１度目の感想を交わす会話に始まり、テレ
ビ番組でアイヌ民族への差別用語がジョークとして
放送されてしまった際に実際に二人が交わしていた
会話、夫婦別姓やアイヌの名前に関する習慣、入墨に
関する何かの出来事に葛藤している様子、アイヌ語で
性器を表す言葉にどんな表現があるのかまで、本当に
多様で数が多い。ニュースなどで辛い思いをすること
が、いかに日常の中に頻繁にあるかということも伝わ
るが、一方で興味を惹かれる楽しい会話の中にもアイ
ヌの知恵や文化があることも垣間見える。

マユンキキと田村かのこの寄稿は、難解な長文を
書いているわけでもなければ、誰にも真似のできない
技術で制作した作品が紹介されているわけでもない。
チャットの写真を誌面に掲載すること自体に、技巧的
な要素があるわけではない。しかしこの寄稿は、yarn 
III で話されているように、難解で長大な書き言葉が
叡智に富む話し言葉よりも重視されるという植民地
主義的・西洋的観点の対極に軸を置き、全ての文章を

「会話」のみで成り立たせていることが、現代的かつ先
住民的であるとともに、遊び心があり、若い世代が共
感できる形式であり、「先住民族は昔と変わらない狩
猟採集の生活をしている」というような古典的なステ
レオタイプへのカウンターとしても機能している。ま
た、フィクションではない「本物の」私的な会話である
ところが、「覗き見」をしている気分を読者に抱かせる

（もちろんそれも、先住民の生活は常に「覗き見」をさ
れているようなものだという皮肉でもある）が、こう
した至極私的な会話を、表現手段として切り取って見

せようという発想も、それを実行することも、そもそ
も誰にでもできるものではない。二人の寄稿は、脱植
民地化というコンセプトと私生活の密接な距離感や、
日々逃げ場のないアイデンティティがもたらす葛藤
が、シンプルかつ巧妙にアウトプットされており、寄
稿というより、紙面上の作品というほうが的確である。

ビウン・イスマハサン

「復興と連帯： 台湾とそれ以後の先住民女性アートに

おける『一体性』のキュレーション」

イスマハサンは台湾の先住民であるタロコの出身の
キュレーターである。遊び心をふんだんに取り入れた
フィンボグやマユンキキらの寄稿とは異なり、イスマ
ハサンの寄稿は、ごく最近イギリスの大学で博士号を
取得した研究者らしく、理論的でアカデミックな形式
をとっている。米国やカナダなどの状況と比較しなが
らイスマハサンが主張するのは、「先住民現代アート」
の世界における「先住民キュレーション」の確立であ
る。著者は台湾の現代アートシーンにおいて、これま
で先住民のアーティストが取り上げられる時も、その
キュレーションは多数派であり「コロニアル・セトラー

（植民定住者）」である漢族の台湾人が支配的な役割を
果たしており、「西洋植民地主義のイデオロギーを通
じ、先住民の長老や伝承者の視点はないままに、非先
住民の研究者や学芸員が作品の解釈、展示、収集、そ
して紹介を担ってきた」という問題意識から本論を
出発させている。こうした流れの反対側に自らの役
割を位置付け、「先住民キュレーション」の定義や現
状分析を試みたのち、「復興と連帯 （Resurgence and 
Solidarity）」というテーマで自身が企画した４回の展
示について分析している。これらの展示は、台湾の先
住民アーティストのうち、特に女性に注目をしたもの
で、台湾原住民文化園区での展示に始まり、台北現代
芸術館、先住民文化センターである蘭陽原創館（Yilan 
Indigenous Cultural Centre）、そして国立台頭生活美
学館と、４つのスペースで立て続けに１年の間に開催
された展示である。女性に焦点を当てた理由は、先住
民コミュニティの中でさえ声をあげにくい存在である
こと、先住民コミュニティの内部での協力関係が必要
であること、こうした社会的状況に美術を通じて問題
提起をしていくことなどであるという。イスマハサン
が紹介する作家は、社会環境の変化や災害により被害
を受けた故郷を思わせる、漁業網を使った空間作品、
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近代化が進む中で都市に移住した先住民が新たに作っ
た集落が不法占拠であるとされたことを題材にした映
像作品、テキスタイルや伝統的な織物を素材とした作
品などであり、空間を大胆に活用するものが多い。イ
スマハサンは、一体感をキュレーションする自身の試
みについて、異なる文化の間に意義ある出会いをもた
らし関係性を構築するだけでなく、「組織による（先住
民による作品の）陳腐な解釈や覇権的な言説を内部的
に変革することもできる」とその可能性を示唆してい
る。

Galang 02　（yarn 以外の寄稿）

ブルック・ガルー・アンドリュー

「guulany （木）」

2021年８月に撮影されたマレー（Murray）川沿い
の guulany（木）の写真と、それを見ながらリサーチ
メンバーがコメントしている様子がドキュメントに
なっている。マレー川はヴィクトリア州とニュー・サ
ウス・ウェールズ州の境界にあり、新型コロナウイル
スの影響で州の境界を越えられないメンバーは、ヴィ
クトリア州側を歩いて散策した。マレー川沿いには、
Yorta Yorta, Wemba Wemba, Wadi Wadi, Waveroo, 
Wiradjuri, Bangerang, Bidawal, Dhudhuroa など多く
の先住民グループが存在しており、川沿いにある樹齢
数百年の木々は、植民地政府によって引かれた境界が
できる前からコミュニティの境界を示してきた。

このリサーチは、オーストラリア・リサーチカウン
シルの助成により、モナシュ大学の教授でアーティ
ストでもある Brian Martin（Bundjalung, Muruwari, 
Kamilaroi にルーツを持つ）とブルック・ガル・アン
ドリュー（メルボルン大学美術学部教授）が代表者
となり実施している研究プロジェクト「More than a 
guulany （tree）: Aboriginal knowledge systems：オー
ストラリア南東部のアボリジニ文化における樹木の意
義に関する先住民主導の研究」の一部として実施され、
著名な研究者で活動家で Boonwurrung の長老の一人
でもある N’arweet Carolyn Briggs（モナシュ大学招
聘教授）も同行し、冊子では写真へコメントしている。

ベアスカ・ニラス

「詩篇01ー04」

サーミ・パビリオンの共同キュレーターを務めた
著者による寄稿は、４つの詩篇と、それらと対応する
４セットの写真により構成されている。詩はいずれも
サーミ語で、英語の対訳がついている。詩篇は、「夏至・
冬至の前には整頓して綺麗にしておくのだ」というお
ばあさんの言葉や、「異国の音に合わせて踊る」「祈り
のない日々」「いままだ自分たちがここに存在してい
ることへの感謝」などがテーマになっており、それぞ
れにぼんやりと対応している写真は、伝統的住居、水
平線に沈む夕陽、雪の地平線など、作者のサーミの土
地での生活を垣間見せる。言語復興活動や政治活動に
も関わりつつ、フィンボグらとともに芸術活動やパ
フォーマンスもする作者の、私的で多くを語らない表
現である。

ゲイル・マボ

「GED: 故郷、祖国、水のある居住可能な島、子宮」

ゲイル・マボは１冊目から yarn には登場している
が、２冊目で初めての寄稿である。ゲイルはトレス海
峡民であり、オーストラリアの先住民族による土地の
権利と主権にとって大きな転換点となった1992年「マ
ボ判決」の原告であったエディー・コイキ・マボの娘
である。本書では、「故郷、祖国、水のある居住可能な
島、子宮」を意味する「ged」というメリアムの言葉を
タイトルに冠し、時系列的に自身の作品と家族・島の
歴史や背景について語っている。最初に紹介されるの
は、祖父が語っていたという、欧州からの入植者が船
で到着したときの記憶と1770年のジェームス・クック
の船をモチーフにしたエッチングによる作品。次に登
場するのは、ゲイルの代表作の一つでもある、竹や貝
を用いた航海図・航海のための星図である。シンプル
な意匠が美しいこの地図は、トレス海峡諸島を実際に
行き来するのに使われた図を作品化したものであり、
竹の線が主要な海流を、それぞれの貝が島を示してい
る。ゲイルはその後、父エディ・マボが、「マボ裁判」
でマー島の権利を争った際に、証拠として提示するた
めに描いた住民同士の土地所有概念や境界線に関する
図を、父のエピソードと共に紹介している。この父に
よる描画は、のちにゲイル自身が航海図の技法を使っ
て竹と貝を用いて作品化している。寄稿は、父エディ
が植民者による教育を拒み、自分たちの手で学校を設
立したエピソードを紹介しつつ、こうした人々の声や
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レガシー、それらを示す歴史的資料を含め、博物館・
美術館が所有する先住民の資料については、先住民自
身がガーディアン（保護者）であるのだと締めくくっ
ている。

リサ・ヒリ

「Unspoken Bonds （言葉にならないつながり）」

映像や写真を表現手段とするリサ・ヒリは、葉脈が
美しい大きな葉の接写写真を中心に、「言葉にならな
いつながり」について考察したエッセイを寄稿してい
る。リサは、パプア・ニューギニアのニューブリテン
島ラバウルに生まれ、生後まもなくオーストラリアに
移住している。シングル・マザーながら必死にお金を
貯めた母と兄と共に、16歳の時に訪れた故郷の島で、
熱烈な歓迎と愛情を受け、平均20分も手を握ったまま
親族と会話した記憶や、どこかへ向かっている年配の
男性二人が手を繋いで歩いていた光景が印象的に語
られる。オーストラリアの西洋社会とは異なる家族や
親族への直接的な愛情表現は、作者のコミュニティに
対する所属感やアイデンティティを強化していく。こ
うした目に見えない信頼や心のつながりについて、本
論はさらに、メラネシアの写真家 Eric Bridgeman や
Tania Basiou の作品に、被写体と写真家の間に親密な

「言葉にならないつながり」があることを指摘し、長く
植民地主義による暴力的な記録の対象となってきた
自分たちのコミュニティが、カメラを挟んで交換され
る視点を自分たち自身がコントロールしていくこと
の必要性について強調している。本論はまた、2016〜
2017年にオーストラリア・コンテンポラリーアートセ
ンター（ACCA）で開催された「Sovereignty」展での
出来事に触れる。同展は、南東オーストラリアの先住
民に焦点を当てた、メジャーな文化機関としては初め
ての大規模展覧会であり、ブルック・アンドリューも
作家として参加しているが、その同展のオープニング
に参加した際、Wemba Wemba のルーツを持つ同展
企画者の Paola Balla が、ヒリの手を無意識にぎゅっ
と握ったことに、故郷の習慣と「言葉にならないつな
がり」を感じたという筆者は、こうした人間的な連帯、
私的なつながりを核にした（ミュージアムやアーティ
ストの）コミュニティのつながりが、本書の核である
ことを確信している。

マユンキキ＋田村かのこ

「WE　E メールによる往復書簡」

Galang 01に続き、マユンキキと田村かのこの二人
の私的な会話を軸とした寄稿。01の「チャット形式」
であった、二人の会話を覗き見させる形式は同様なが
ら、メールによる手紙の形式となり、文章が長くなっ
たためそれぞれの意図するところがより深く理解でき
る。北海道と東京を行き来する往復書簡は、少しずつ
季節が変わる両地の写真を伴っており、二人の会話が
特別な場や機関に限定されるものではなく、多くのこ
とが起きる日常の中で長くつづくものであることが感
じられる。テキストは英語と日本語の両方で掲載され
ている。

会話の冒頭、ウポポイの開館を経てアイヌのイメー
ジが多く広まる中、田村はマユンキキとの出会いを経
て「アイヌという大きな枠組みに変な憧れを投影した
リスペクトを払おうとするのではなく、一人の人間に
対して適切なリスペクトを払おうとすることが先に来
る」ようになったと伝えている。その後マユンキキが、
同稿のタイトルにもなっている＜私たち＞という表現
について、「あ、犬」という差別表現がテレビで放送さ
れた際に「私たちはいつまでこんな思いをしなくては
いけないのか」という言葉を使った心境や、＜私たち
＞ではなく＜私＞と言っている場合でも、個人的な語
りがアイヌ全体を代表しているかのように解釈されて
しまうことについての葛藤を語る。それを受けて田村
は、海外留学の場で初めて「日本人」であることを意
識したことを思い出しながら、「海外に出るまで自分
が日本人であることを意識しなくて済んでいたこと
が、私が日本におけるマジョリティである証」「自分の
属性を疑ったり、疑われたりしなくていいということ
が、マジョリティの大きな特権であり、そのことに対
する無自覚・無知が他者への暴力につながるというこ
とをきちんと理解できたのは最近になってからだと思
う」と発言する。往復書簡の最後、「生きにくさ」を感
じるマユンキキが、田村からの問いを受け「生きやす
い世界」とはなんだろうと考えている。アイヌである
ことを「恥じるんじゃないよ」と娘に伝えながら、言
語や文化を学べなかったために自分は「アイヌとして
生きることができなかった」と言う父をはじめ、木彫
りや刺繍、言語ができないと「自分は知らないから語
れない」と口を閉ざしてしまう状況を、「呪い」と表現
し、その「呪い」がない世界が生きやすい世界ではな
いかと想像する。同時に、「自分にかけられた呪いを、
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次の世代にかけてしまうのが怖い」「私が生きにくい
世界が嫌で、私が生きやすくなれば仲間も生きやすく
なるはずだと信じて活動しているのだけど、もしかし
たらそれも間違いなのかもしれない」と、少し弱気の
本音が垣間見える。往復書簡を最後は、アーティスト
としてのみならず、伝統歌や言語をはじめ広い分野で
専門家としても活動するマユンキキの、強い信念と大
きな不安との間をいったりきたりする、表現者・活動
家としての真摯な葛藤の言葉で締めくくられている。
「私が一番、アイヌだということに囚われていて、動

けなくなっているのかもしれない。認めたくないけれ
ど。」

往復書簡のほか、「私たち」をめぐる３つのエッセ
イ（一部再録）が掲載されている。これは『Galang 01』
で何名かの寄稿者がそうしたように、他の機会に執
筆した文章の再録（あるいは紹介）である。最初は新
たに書き下ろされた「私たち」と題された文章である
が、これは＜私たち＞という言葉を、最大限の意識を
払って使っていくことへの宣言文のようにも見える。

「私が含まれた形での「私たち」で語られていることで
も、自分は置いてけぼりになっていると感じることも
多い」と感じるからこそマユンキキは、「自分の仲間た
ちを守るために、私の発言のせいで迷惑をかけないた
めに「私」という個人の視点で語る」のだ。他の2編は、
2021年に北海道博物館で実施された「アイヌのくらし
─時代・地域・さまざまな姿」展（2021年10月16日〜
12月12日）の記録集への寄稿の冒頭と、「食を知ると
いうこと、変化を知るということ」と題された「友人
の研究報告書」に寄せた文章である。いずれも短い文
章だが、一方は直接会うことはなかった曽祖父につい
てマユンキキ自身が、もう一方は食文化を伝える個人
について報告書を作成した「友人」が、それぞれ話を
聞くという手法で、いずれも大きな枠組みで「私たち」
と括ることをせず、一人一人の物語を丁寧になぞって
いる。いずれの寄稿からも、2020年のシドニービエン
ナーレから今日に至るまで、マユンキキの表現手法と
して通底している＜個人・私＞という単数系の視点が、
明確な意思と決意を持って表現されている。

デニルソン・バニワ

「詩篇」

デニルソン・バニワは、ブラジルの先住民バニワの
出身であり、ブラジルの先住民の記録写真や意匠に

ポップカルチャーなどを参照したキッチュなアイコ
ンを重ね合わせる作品などがある。本誌は、そうした
ポップなイメージの作風とは異なり、静かで自然が美
しい、アマゾンを流れる大河リオネグロを通って故郷
に帰る、静かで感傷的な写真と詩篇から始まる。故郷
とリオネグロ河への思いを語る一編目と比べ、二編
目・三編目の詩は白人がもたらした「文明化」への痛
烈で怒りのこもった批判や、資本主義社会と先住民コ
ミュニティとの軋みが感じられる。四編目の詩には、
作家の代表作の一つであるジャガー・シャーマンの
写真作品が登場する。ジャガーの仮面や衣装は、あえ
てお祭りの出店で買えるもののようなチープな素材
で作られており、デニルソン自身がジーンズ姿でこれ
らを身につけ、「先住民の土地」であるアマゾンの中で
シャーマンの痕跡をめぐる。この写真作品は、先住民
社会に押し付けられる原始的なイメージ、現代人とし
て生活する作家本人、ジャガー・シャーマンのような
地域の伝統や文化との連続性を、見るものの違和感を
創発させることで描いている。詩篇も、押し付けられ
た文明化に対する怒りと、「エイリアンの侵略」との長
い戦いについて語られており、アーティスト活動とと
もに先住民の権利運動を行うデニルソンの強い思いが
感じられる。

リーサ・ラヴナ・フィンボーグ

「GUORRAT- みちすじをたどる」

フィンボグは、2022年ヴェネチア・ビエンナーレ
において、世界で初めてとなるサーミ・パビリオン
のキュレーターを務めた３名のうちの一人である。
Galang01に続き、作品と論考を寄せている（なお２冊
両方に寄稿しているのは、マユンキキ・田村かのこと
フィンボグの２組のみである）。

冒頭、「Saaraahka Dances」と題された、以下のよう
な内容の詩編が掲載されている。

＜私たち＞は＜あなた＞を家に招き、受け入
れ、物語や歌を教え、大地や海の教えを共有した。

けれど＜あなた＞は聞いていなかった。海も狐
も＜あなた＞には見えていない。

海は私の一族であり、狐は私の兄弟なのに。
＜あなた＞が、理解しないなら、見ないのなら

ば、ここに居場所はない。
（引用者による翻訳及び要約）
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フィンボグの『Galang02』での寄稿は、上記の先
住民コミュニティに入り込む部外者・植民者の欺瞞
を告発する詩編から始まり、家族の思い出を一片の
苦みと共に思い出す私的な詩編で締めくくられてい
る。いくつかの詩編やマニフェスト、写真作品などが
登場する動きのある構成になっている紙面の中に登
場するのは、「先住民主権──サーミの birget（理解
方 法 ）（Indigenous Sovereignty – The Sámi way of 
Birget）」と「植民地的のセクシュアリティとクィアネ
ス（Colonial Sexuality and Queerness）」という二つ
の短い論考である。前者は、非先住民研究者から受け
た「あなたは先住民主権（indigenous sovereignty）に
ついて理解していない」という批判についてである。
サーミの研究者である Kristin Jernsletten による、「先
住民であるということは、誰かがその土地を自分た
ちのものだと主張したために、自分自身の土地でホー
ムレスになるということである（to be indigenous 
means to be homeless in one’s own land because 
someone else claimed the land as theirs）」という言
葉を引用しながら、西洋（植民者）社会における主権・
土地・国家の考え方と、その土地にある・いるものと
の関係性や相互性に基づいた社会システムを比較し、
先住民主権を「領土の自治を確保するためだけの個人
と国家間の契約に矮小化することは決してできない

（そしてすべきではない）」と主張する。また、後者の
論考では、植民者によって持ち込まれた「異性愛家父
長制 （heteropatriarchy）」が、もともとサーミ社会に
存在した性の多様性を抑圧し、女性の権利、家族の在
り方を強制的に変更させたことに触れながら、「先住
民であり、クィアであることは、全く伝統的なことな
のであり、そのことが先住民文化の多様性と抵抗の歴
史を祝福している」と結論づけている。

先住民族との文脈において「脱植民地化」という時、
特に博物館や美術館は、資料の返還や遺骨の問題にば
かり話題が集中してしまうことも少なくない。そうし
た中でフィンボグは、「先住民主権」や「性の多様性」
という、社会の根底となる概念自体に潜む植民性から
検討しなおす必要性を投げかけている。

注

１）	 Andrew, Brook. G., Eshrãghi, Léuli., Finbog, Liisa-Rávná., Hilli, Lisa., 
Ismahasan, Biung., Mabo, Gail., Mayunkiki, & Tamura Kanoko. 

（2022a）. Galang 01 = belonging. Powerhouse Publishing and Garru 
Editions.

	 Andrew, Brook. G., Baniwa, Denilson., Eshrãghi, Léuli., Finbog, Liisa-
Rávná., Hilli, Lisa., Ismahasan, Biung., Niilas, Beaska., Mabo, Gail., 
Mayunkiki, & Tamura Kanoko. （2022b）. Galang 02 = belonging. 
Powerhouse Publishing and Garru Editions.

	 本稿は原文の「ミュージアム」という言葉を文脈によって「美術館」、「博
物館」、「ミュージアム」、「美術館・博物館」という４つの言葉で表現し
ている。

２）	 プロフィールは、本書に記載のある内容から翻訳・要約したものであ
る。なお名前のカタカナ表記は、アルファベット表記を元に筆者が書
き起こしたものであり、可能な限り発音の確認しているが、実際と異
なる場合があった場合、それは筆者の責任である。

３）	 全編にかけて筆者による大幅な意訳が含まれており、内容の要約につ
いても筆者の見解であることをお断りしたい。キーワードについては
できるだけ元の言葉を記載した。

４）	 https://www.evolves.com.au/respectful-terminology/（2023年9月1日
参照）

５）	「コレクティブ」という言葉は、一般的には「集団的な・集合的な」とい
う形容詞だが、特に近年、現代芸術の文脈ではこれを名詞として、アー
ティストなどによって形成された緩やかな組織のグループという意味
で使用されることも多い（アートスケープの「アートワード」による定
義を参照されたい）。作家活動もしているアンドリューの「コレクティ
ブ」はこちらの意味であると思われる。マユンキキもまた、自身の作家
活動は緩やかにつながる多くの仲間による「コレクティブ」としての活
動であると語っている。

６）	 マユンキキの発言については、本書では田村かのこが翻訳した英語と
して掲載されている。これらの引用はそれを再度引用者が日本語に訳
したものである。

７）	 これはもちろん、アフリカ系のルーツを持つ人々の表象を当事者の目
から見つめ直し新たな現在や未来を想像する「アフロ・フューチャリ
ズム」を意識した言葉であろう。

８）	 令和3年度アイヌ工芸品展、北海道博物館第18回企画テーマ展、「アイ
ヌのくらし─時代・地域・さまざまな姿」2021年10月16日- 12月12日。

９）	 MAYUNKIKI（個展）「SIKNURE – LET ME LIVE」展（2022年9月9日
–2022年11月13日、IKON GALLERY、バーミンガム）

10）	「A Soul in Everything Encounters with Ainu from the North of Japan」
展（2021年11月5日- 2022年2月20日、Rautenstrauch-Joest-Museum、ケ
ルン）

11）	 Kyoto Interchangeによる、金サジ、マユンキキ、山本麻紀子の３人展
（2022年 5月14日- 7月3日、京都）。

12）	「Sāmoan Hxstories, Screens and Intimacies II」展（2021年10月20日─
12月11日）、『imagineNATIVE Film + Media Arts Festival』（A Space 
Gallery、トロント）

13）	原文はオンラインで閲覧することができ、本書にはない作品写真も掲載
されている。https://momus.ca/situating-great-ocean-art-in-canadian-
museums/（2023年7月4日閲覧）

写真６：（左）Galang01表紙、（右）Galang02の見開きページ
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上野ムイテクンに関する写真資料─中野エミ子旧蔵資料─
Photographs of Ueno Muytekun － From the Collection of Emiko Nakano －

八幡巴絵（YAHATA Tomoe）
国立アイヌ民族博物館　学芸主査（Senior Fellow, National Ainu Museum）

１．はじめに

本稿では、筆者が入手した写真やアイヌ舞踊の教材
のうち、白老の伝承者として知られる上野ムイテク
ン（1872-19641））が被写体となった写真4点について紹
介する（表1）。本資料は、筆者の祖母の中野エミ子旧
蔵資料で、収集時にムイテクンに関しての聞き取りを
行った2）。これらは白老地域のアイヌ観光や昭和初期

のくらしを働き手の視点から記録されたものであり、
白老地方の現代史を語る上でも貴重な資料と位置づけ
られよう。白老地域のアイヌ観光や昭和初期のくらし
を働き手の視点によって明らかにされることが期待で
きる。さらに国立アイヌ民族博物館で常設展示となる
基本展示室においても、当事者性を意識したアイヌ民
族視点から「白老地域で暮らすアイヌ」を紹介する展
示に寄与することができると考えられる。

表１　中野エミ子旧蔵資料（写真）

No. 撮影内容 計測値（mm） 所蔵
写真１ 上野ムイテクンと祭壇 L58×W85 筆者蔵
写真２ 上野ムイテクン　私服 L90×W60 筆者蔵
写真３ 上野ムイテクン　チヂリ着用 L115×W75 筆者蔵
写真４ 集合写真（住吉平吉、森竹竹市、野本イツ子、梅ヶ枝ツル、上野ムイテク

ン、氏名不詳の男性）
L75×W115 筆者蔵
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２．上野ムイテクンの写真資料について

本章では、ムイテクンのこれまでの記録と、写真資
料の経緯を簡単にまとめる。

（１）上野ムイテクンに関するこれまでの記録

ムイテクンについては、『エカシとフチ　北の島に
生きたひとびとの記録』の付録である「『エカシとフ
チ』資料編　文献上のエカシとフチ」によると、下記
の５点に記録がある（『エカシとフチ』編集委員会（編）
1983：15）。さらに『ポロトコタン官報』には、人物情
報が記載されている。

・日本放送協会1965、『アイヌ伝統音楽』。
　�ムイテクンが長女の野本イツ子らとともに、う

たぐり歌などを歌った音声が収録されている。
・�白老民族文化伝承保存財団1982、『白老民俗資

料官報白老ポロトコタン No.3』p4「伝承の担い
手たち」。

　�ムイテクンの孫・野本亀雄からみたムイテクンの
人となりについて口述した内容をまとめたもの。

・�北海道文化財保護協会1964、『北海道の文化
No.7』p65-p81「アイヌの娘と雷姫」。

　�ムイテクンが1958年にアイヌ語で口述した物語
を、甥・森竹イタクノトが収録し、白老高等学
校の北畠良治と原文の対訳したもの。

・�北海道文化財保護協会1976、『昭和50年度アイ
ヌ民俗文化財緊急調査報告書（無形文化財1）』。

　�「上野ムイトクン」名で、カムイユカㇻ（神謠）3）

エゾオオカミの小神の自叙伝について、概要を
まとめたもの。

・�財団法人アイヌ無形文化伝承保存会1982、「カ
ムィユーカㇻ　エゾオオカミの子神の自叙伝」

『アイヌ無形民俗文化財記録第1輯　神々の物
語』p13-20。

　�上野ムイテクンが口述したカムイユカㇻ　エゾ
オオカミの子神の自叙伝の対訳。

『白老民俗資料官報白老ポロトコタン No.3』の
「伝承の担い手たち」によると、ムイテクンは「白
老地方の伝統を担った最大の伝承者として有名
で、体格、気骨も男勝りであり、日本語も達者な
がら、死ぬまで日常をアイヌ語で通し、祖先伝来

の伝統に厳格な人物であった」という。また森竹
竹市4）（1902-1976）はムイテクンの甥にあたるこ
とが記されている。　ムイテクンは戦後、洞爺に
復元された見学用のコタンでしばらく働いたあ
と、ポロトコタン創設のための力になったことが
紹介されている（財団法人白老民族文化伝承保存
財団1982：4）。また、本名はフッチエトクで、ユー
カㇻ等の口碑伝承に特に優れていたが、手仕事に
も秀でており、白老地方の着物、サラニㇷ゚（荷縄）、
エムㇱアッ（刀掛帯）等を多く製作したことが知
られている。（財団法人アイヌ無形文化伝承保存
会1982：16）。

（２）旧蔵者の経歴

旧蔵者である中野エミ子（1933-）は、白老の伝承者
として知られる上野ムイテクンの孫にあたる。幼少
期は白老で生家の自営業（漁業）を手伝い、結婚後の
1956年からは白老市街地にあったアイヌ観光を行う２
軒5）のチセ近くで、観光客へスズランやクロユリなど
の花売6）を行っていた。

1965年には町内にあったチセなどの観光施設を白老
町ポロト湖畔へ移転し、「白老ポロトコタン」として営
業を開始したことに伴い、ポロト湖畔に新設された民芸
店へ販売拠点を移した。白老ポロトコタンでは、解説員
がアイヌ文化の紹介や、屋外で白老地域に伝わる古式
舞踊の披露を行って、観光客の受け入れを行ってきた。

中野の仕事は、花売であったが、白老ポロトコタン
の出張公演などで、舞踊担当職員が足りない際は古式
舞踊の手伝いをしていた。こうした経歴から中野は昭
和20年代以降の白老アイヌの観光や従事する職員に関
する写真資料を数多く有し、さらにその被写体となっ
た人物たちについて詳しい。

中野の生家となる上野家では、中野の姉・山田ミツ
ヱと花売をし、春になれば父・四郎が出稼ぎ漁へ朝
里（あさり、現・小樽市）や臼谷（うすや、現・留萌郡
小平町）へ赴く際に中野が同行し、夏まで働いて、秋
から冬は白老の前浜で働くなど日々労働し、嫁ぎ先で
は配偶者・中野清美（1932-1974）と42歳のときに死
別したことから、70歳になるまで日々働いていた。そ
のなかで中野は「自分はアイヌの血を引いているけれ
ど、日々食べるのに必死で働いてきたから、ハボ（付
記：アイヌ語で「母」の意7）だが、上野家ではムイテク
ンのことをいう）や両親から民族のことは教わってこ
なかったから何も知らない。時代が変わって孫（付記：
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ここでいう孫は筆者のこと）がこのようにアイヌのこ
とをやるようになったから、着物の一枚でも縫って
やりたい」との思いから、山崎シマ子が主宰する刺繍
サークル「テケカㇻペ」に所属して、ルウンペ（木綿衣）
の製作を習得した。

このため、筆者は財団法人アイヌ民族博物館8）の学
芸員となった2012年以降、中野やその姉・山田ミツヱ
らを中心とした親族に、白老ポロトコタンや白老地域
のアイヌの漁業に関する聞き取り調査を行ってきた。

３．写真資料に関する聞き取り調査

旧蔵者である中野エミ子に対し、2012年から2024年
11月末までに行ったムイテクンに関する聞き取りから
写真について次のような情報を得た。

写真１は、祭壇を背景に写る上野ムイテクンで、白
老地域の代表的な木綿衣であるルウンペを着用してい
る。中野によるとこの祭壇は上野家にあったもので、
中野の父、上野四郎（1903-1981）がイヨマンテ（クマ
の霊送り）を行っていたときに使用したものだという。
聞き取りでは、「昔、実家の裏にヌサ（祭壇）があった。
その近くに行くと、父さん（付記：上野四郎）がとん
でもなく怒るので、子供たちに近寄らせなかった。ヌ
サには、父さんとハボだけ行って、母さん（付記：上
野ツギ）は行かなかった。父さんは周りから頼まれて
イヨマンテに何回か行っていた。この祭壇は四郎が亡
くなった1981年には既になくなっていた」との話を得
ている。大きい祭壇の横に、先祖供養用の小さい祭壇
があり、新しいイナウ（木幣）がつけられていること
から、何らかの儀式が上野家であった際、記念に撮影
されたものと推測される。なお、中野によると、上野
の家屋はムイテクンと四郎の存命中となる1945年以
降に建て替えが行われたことがあるという。上記の情

報から撮影時期は1945年から、ムイテクンの亡くなる
1964年までに撮影されたと考えられる。

写真２は、私服姿の上野ムイテクンである。ムイテ
クンは、貝澤藤蔵（ウサシカン）9）（1888-1966）の観光
チセにて働く際、切抜を多用した模様を施したルウン
ペを着用していた。しかし普段着では、和服またはブ
ラウスなどの薄手のシャツの上に和服を着用していた
という。観光写真や親族の記念写真で、普段着のムイ
テクンは映り込んでいないため、本資料はムイテクン
の伝承者としての姿とは別の「普段のくらし」を描写
しており、戦後の生活史を物語る資料として貴重であ
る。またムイテクンは、ショートボブで髪を短く切り
揃えていたため、手ぬぐいやタオルなどをつかって髪
の毛をまとめていたという。

中野によると、上野家では漁業を営むのと同時に、
自宅敷地内では養豚、養鶏、畑作を行っており、ジャ
ガイモ、カボチャ、ナガネギ、トウモロコシ、ササゲ、
アズキなどを栽培し、自家消費していたという。写真
は干したマメの外皮をとる作業中に撮影されたものと
考えられる。現在この写真は、国立アイヌ民族博物館
基本展示室内の探究展示「テンパテンパ」のグラフィッ
クにて使用されている。なお撮影時期については不明
である。またこの時に、筆者がムイテクンの配偶者に
ついて尋ねたところ「昔、ハボから聞いたことがある
が、シ子ンランケ（しねんらんけ）という人で、早い時
期に亡くなったと聞いた。ハボは自分の若い頃の話を
したことはなかった」という。

写真１　上野ムイテクンと祭壇

写真２　上野ムイテクン　私服
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写真３は、チヂリを着用した上野ムイテクンであ
る。写真１では、白老地域で伝統的に着用されるルウ
ンペ姿のムイテクンを紹介した。これに対してこの写
真ではムイテクンがチヂリを着用していることに注目
したい。ムイテクンの関係者でチヂリを製作できたの
は、親族となる住吉平吉（1900-1982）の妻ときである。
ときの長女の林洋子（1942-）によると、「母のときは
手先が器用で、平吉のルウンペやチヂリ、陣羽織など
の装身具も一式作っていた。それを父親は着て貝澤さ
んのチセで働いていた。同じ模様のものは貸衣装にし
たこともあった」という10）。「貝澤さんのチセ」という
のは、前述の貝澤藤蔵の観光チセである。貝澤のチセ

では、働き手は衣装となるルウンペや装身具を自前で
準備する「自分賄い」だったことが知られている。ま
た住吉平吉、とき、洋子はかつて室蘭に居住していて、
白老に引っ越したが、その際に短期間上野家に同居し
ていたことがわかっている。このことからこの写真で
着用したチヂリは、住吉から借用していた可能性が高
い。なおこのチヂリの所在は現在不明である。

写真４は、集合写真である。ここには、左上から住
吉平吉、森竹竹市、左下から野本イツ子（1892-1978）、
梅ヶ枝ツル（1897-1971）、上野ムイテクン、氏名不詳
の男性が写っている。ムイテクンが同じ背景、チヂリ
を着用していることから、写真3と同じタイミングで
撮影されていると考えられる。写真に写っている人物
らとともに撮影された写真は他にも見られ、これまで
貝澤藤蔵の観光チセや昭和新山アイヌ記念館などで撮
影されたものが確認されている。中野によると、ここ
に写っている人物たちは、いずれもムイテクンの親類
であり、仕事仲間でもあるという。さらに森竹竹市と
ムイテクンの長女の野本イツ子とともに撮影された写
真は他にもあるという。氏名不詳の男性については、
今後の調査で明らかにしたい。

４．まとめ

写真とそれを基にした聞き取り調査の結果について
は次のようになる。

・ムイテクンの若い頃について、従事していた仕事や、
夫・シ子ンランケに関する詳細な情報は不明である。

写真４　集合写真（上の段左から住吉平吉、森竹竹市、下の段左から野本イツ子、梅ヶ枝ツル、上野ムイテクン、氏名不詳の男性）

写真３　チヂリを着用した上野ムイテクン
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老年期は貝澤藤蔵の観光チセにて働いていた。その
仲間は、森竹竹市、住吉平吉、梅ヶ枝ツル、野本イツ
子らであり、みな親族であった。

・上野家では代々漁業を行い、自宅敷地内にて養鶏や
畑作を行っていた。敷地内で栽培していた作物は、
ジャガイモ、カボチャ、ナガネギ、トウモロコシ、サ
サゲ、アズキなどである。

・上野家ではアイヌ民族の伝統的な祭壇があり、先祖
供養用の祭壇も確認できた。ただし祭壇は四郎が管
理しており、四郎が死去した1981年にはすでに存在

していなかった。このため、四郎の生前に祭壇を解
体した可能性がある。

・ムイテクンはルウンペを製作し着用していたが、写
真ではチヂリを着用しているものも存在する。なお
普段着は、和服またはワンピースなどの薄手のもの
の上に和服を着用し、作業時には手ぬぐいやタオル
を巻いていた。

また、家系図については、下記の通りとなる（図１）。

研究紀要３号投稿 
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図１ 上野家の家系図 筆者が聞き取り調査をもとに作成 
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図１　上野家の家系図　筆者が聞き取り調査をもとに作成

これまでの上野ムイテクンの記録とあわせて、直系
遺族の聞き取りから、ムイテクンの生活史に関する記
録が追加された。

中野エミ子旧蔵の写真は、中野の生家となる上野家
の人物、特に上野ムイテクンを起点にしたものと、旧
白老市街地、1965年以降の白老ポロトコタンの様子、
2001年までのポロトコタンの様子や勤務した人物を写
したものである。これらの写真は、現在まで続く白老
地域の歴史や文化を語ることができる、アイヌ民族の
視点からの記録として位置づけられる。また、働き手
の視点から同地域のアイヌ観光や昭和初期のくらしを
明らかにすることができると考えられる。国立アイヌ
民族博物館で常設展示となる基本展示室では、アイヌ
民族視点の展示を行っているため、「白老地域で暮ら
すアイヌ」の視点が現代史の展示に寄与することがで
きると考えられる。このような個人の事例を蓄積して
いくことで、アイヌ民族の地域の「現代性」を表すこ
とが可能となるであろう。引き続き上野家、中野家の
事例を集め、白老地域のアイヌ民族の現代史を明らか

にすべく、調査を行いたい。
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注

１）	 戸籍上の名前は「フッチエトㇰ」であることが除籍謄本からわかってい
る。出生年は1872年となっているが、2012年の聞き取り調査で中野エ
ミ子、山田ミツヱが「生まれてから何年か後に届出を行ったため、実年
齢は戸籍に記述されているよりも数歳年上となるはずだ」と語ってい
る。

２）	 本稿では、集合写真に被写体となった人物名について、遺族の承諾を
得たもののみ記載した。

３）	 カムイユカㇻは、アイヌの口承文芸のうち、神謠と呼ばれるジャンル
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で神が自らのことを語る話である。サケヘという繰り返し言葉がつい
ている（萱野2002：200）。

４）	 アイヌ民族の三大歌人のひとりである森竹竹市（1902-1976）は、21歳で
国鉄に入って以来13年奉職し、その後は自営業(漁業ののち食堂経営)
を経て、1961年に昭和新山アイヌ記念館長、1965年にポロトコタン解
説員を勤め、1967年にはポロトコタンの中に設立された白老民俗資料
館の初代館長を3年間勤めた。

５）	 宮本イカシマトク、貝澤藤蔵（ウサシカン）の観光チセである。
６）	 花売は個人として行っていたという。組合がいつ設立したかははっき

りとわかっていない。中野の聞き取りからは、戦後には既にスズラン
などを売る個人が集まり組合を組織していたことがわかっている。花
売組合は旧白老市街地の観光チセ周辺で販売をしていたが、1965年の
ポロト湖畔への移転に伴い事業所を移動した。白老町史によると1973
年までは花売組合以外の業者もあり、任意組合として活動していたが、
土産業界の状況などの理由から組合の法人が望まれ、白老観光商業組
合（略称：観光商恊）が1973年4月1日に設立されたとある（白老町町史
編さん委員会1992：65）。花売組合は、戦後13人で組織し、2000年以降
は、中野ともう１名で組合を存続していたが、中野が離職した2007年
頃に存続が困難として休止した後に解散した。

７）	 ハボは、アイヌ語で母という意（白老　楽しく・やさしいアイヌ語教
室2012：139）。アイヌ語白老方言では、半濁音が濁音になる傾向がみ
られる（例：ハポ→ハボ）。上野家では、ハボというとムイテクンのこ
とを指していた。他家からは「上野のハボ」とも呼ばれていた。

８）	 1965年に白老市街にあったアイヌ観光の機能を移転し、「ポロトコタ
ン」として営業を開始した。1967年、ポロトコタン敷地内に白老民俗資
料館が開館した（白老町1975）。収蔵資料点数の増加に伴い、施設が狭
あいとなったことから、新しく博物館を建設することとなった。1984
年、白老民俗資料館の建物とつなげたアイヌ民族博物館が開館した。
ポロトコタンは、アイヌ民族博物館のみ指す言葉ととらえられがちで
あるが、その周辺にあった商業施設「ミンタラ」も含まれることに留
意したい。このアイヌ民族博物館は、2018年3月末日をもって閉館した
が、同地には民族共生象徴空間（愛称：ウポポイ）の設立準備期間を経
て、2020年7月12日に民族共生象徴空間の開園と同日に、国立アイヌ民
族博物館が開館した。運営は公益財団法人アイヌ民族文化財団が行っ
て い る。詳 細 は、https://www.ff-ainu.or.jp/web/overview/details/
post_1.htmlを参照いただきたい。

９）	 貝澤藤蔵は、北海道平取町二風谷出身で、青年期は平取村役場に勤務
し、アイヌ書道家として、書を通じてアイヌ青少年の指導に尽くした

（荒井1992：140）。老年期には、妻コーヨとともに白老において来館者
を受け入れる観光チセをつくり、ウサシカンというアイヌ語名でアイ
ヌ文化の解説にあたった（田辺1984：37-42、財団法人アイヌ民族博物
館1988）。

10）	 2024年2月の聞き取り調査にて。
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１．インタビューの概要

本稿は、阿寒湖アイヌコタンの現代的舞台表現に関
するインタビューを、話者自身の言葉としてまとめ、
資料として紹介するものである。北海道東部にある阿
寒湖アイヌコタン（釧路市阿寒町阿寒湖温泉）は、「約
120人が暮らす道内有数のコタン（集落）」１）で、手工
芸品の店舗が連なるエリアである。店舗の他、彫刻作
品や工芸作品を展示するギャラリー「アイヌ文化伝
統・創造館　オンネチセ」（小さいステージも併設し
ている）、2012年に完成した300席のすり鉢型常設劇場

「阿寒湖アイヌシアターイコㇿ」（以後：シアターイコ
ㇿ）などがある。この劇場ではこれまでに、「アイヌ古
式舞踊」の上演の他、人形劇「ふんだりけったりクマ
神さま」（2012-）、「ちっちゃいカムイとゆっくりカム
イ」（2015-）、「イオマンテの火まつり」などの演目が
行われており、2019年にはプロジェクション・マッピ
ングを使った舞台作品「阿寒ユーカラ　ロストカムイ」

（2019-）が、そして2024年には最新作の「満月のリム
セ」（2024-）が上演されている。また2019年から「ウタ
サ祭り」という音楽祭が４年間実施され、2025年には
国際口琴大会の誘致が企画されている。阿寒湖アイヌ
コタンの舞台表現は、その時代ごとの最新の表現を取
り入れ、外部から様々な表現者を受け入れながら、進
化し続けている。

本インタビューでは、こうした新しい作品が生まれ
てきた背景や制作過程を、各作品に関わった関係者に
伺った。千家盛雄さんと床明さんには、こうした創造
的な舞台の源流となっている、1968年に結成された舞
台芸術グループ「ユーカラ座」についてお話を伺った。
床明さんからは「ユーカラ座」が1976年に実施したパ
リ公演の演目の内容についての詳細と歴史的経緯を、
千家さんからは「ユーカラ座」によるパリ公演の現
地の様子や、公演のきっかけとなった出来事として、
1960年代半ばに床ヌブリさんと二人で出かけた欧州旅
行のお話を伺った。床州生さんからは、新作「ロスト
カムイ」の立ち上げから完成までのお話の中で、外部
から呼ばれてきたクリエイターたちとの真剣な共同作
業の様子を伺い、秋辺デボさんのインタビューでは、
シアターイコㇿの各演目の経緯や、シアターイコㇿが
できる以前の芸能に関する事業のお話しを伺った。こ
うしたインタビューを通じて見えてきたのは、阿寒湖
アイヌコタンが、新たな公演を重ねるたびに舞台公演

を行うための演出や構成、音響効果や照明の技術を蓄
積してきたことだ。また秋辺さんのお話の中で、阿寒
湖の観光客は様々な場所から国際的な知見を持って訪
れるため、観光客が興味深いと感じるような舞台を発
信するためには、常に表現自体を刷新していかなけれ
ばならないという話題があった。これは、なぜ阿寒湖
アイヌコタンが現代的な舞台を制作してきたのかとい
う背景を考えるうえで非常に示唆に富むものだった。
郷右近富貴子さんからは、「ウタサ祭り」をきっかけに
実演者（パフォーマー）から「ディレクター」という役
割を新たに獲得してきたこと、そして現在プロデュー
サーとして誘致している国際口琴大会と、その背景に
ある口琴を通じた阿寒湖の国際交流の経緯について
伺った。どの方も同様に、新しい表現は伝統に深く根
ざしているからこそできるという視点を持っていらし
たのが非常に印象的だった。

２．調査の体制と手法について

筆者はこれまで、アートマネジメントや文化政策の
分野で、芸術や表現活動が社会・個人・コミュニティ
にどのような意味を持つのかということを研究してき
た。2020年以降は国立アイヌ民族博物館で、非先住民
研究員として、国内外との事例と比較しながら主に芸
能や音楽の分野を研究している。阿寒湖アイヌコタン
が発信する現代的な舞台作品に強い関心を抱いた背景
には、1997年以降の日本における先住⺠政策が、先住
権や福祉、教育ではなく文化振興を中心としてきたと
いう事実がある。これまでにも筆者は、文化振興や芸
術支援を専門とする立場から、「先住民政策」が「文化
支援」を核とすることの意味や位置づけについて議論
してきた（谷地田・押野 2021、谷地田 2022a、2022b）。
本稿で現代的舞台表現を取り扱うのもこれらの議論
の延長であり、先住権や福祉・教育政策の代替物とし
ての消極的な文化振興ではなく、先住権や福祉政策を
前に進めていく活動の一端として文化を支援し、アー
ティストの生き様を支え、社会の変化に働きかける積
極的な文化政策としてアイヌの文化振興を検討したい
という意図がある。

とはいえ、研究として阿寒湖アイヌコタンでイン
タビュー形式の調査を行うことには深い葛藤があっ
た。マオリのルーツを持つ研究者で、「脱植民地化の
方法論：研究と先住民（Decolonizing Methodologies: 
Research and Indigenous Peoples）」を著したリンダ・
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トゥヒワイ・スミス（Linda Tuhiwai Smith）は、西洋
社会の規範に則った「研究」に先住民がさらされて、
実害を受け、規程され、文化を奪われる根拠となって
きたことについて、「『研究（research）』という言葉自
体が、先住民が使う語彙の中で最も嫌がられている
言葉であろう」と説明している（Smith 2012）２）。また
Fournier らは2024年に発表された論文の中で、主に
先住民を対象とした医療・健康に関する学術的研究
について、倫理的指針やその実践を論文にまとめてい
る。そうした中には、研究主体が先住民族ではない場
合に考慮すべきこととして、研究が先住民族コミュニ
ティに前向きな効果を生み出すことを目的としてい
るかどうか、研究や研究資金獲得に準備段階から先住
民族自身が参画しているか、先住民が参加したプロセ
スが明示されているか、先住民自身が共著者になって
いるか、先住民自身が論文の査読審査に関わっている
か等、人文科学の分野にも援用できる多くの指摘がな
されている。このような倫理的配慮がされた研究がな
されているかの判断材料として、最も基本となること
は、誰がどのように研究に関与したのかという情報を
開示することである。こうした研究倫理に関する動向
や、筆者が「先住民の文化を研究する非先住民研究者」
であることを踏まえ、本研究の倫理的責任として、以
下には本インタビュー調査についての調査環境を詳細
に記載する。

まず本研究の目的は上記に述べた通りであるが、阿
寒湖アイヌコタンの現代的舞台表現を対象とするとい
う構想は筆者単独の着想であり、インタビューという
手法を選択したのも筆者である。しかし、和人であり
北海道移住民の子孫である研究者が、自分の関心に基
づいてアイヌコタンでインタビューをすることは、こ
れまで先住民族コミュニティに外部研究者が実害や迷
惑を与えてきた構造の再生産ではないかという葛藤は
今でもある。さらに近年は、石原真衣による『〈沈黙〉
の自伝的民族誌（オートエスノグラフィー）』をはじめ
とする、アイヌの研究者・調査者が自分自身に係る歴
史を自伝的民族誌として記述する研究手法が実践さ
れてきている。本誌でもこれまでに押野・秋山（2022）
や笹村（2023）が、自分自身の家族や親しい人たちを
対象とした「当事者によるアイヌ研究」ともいえる論
文を発表しており、今回実施したようなインタビュー
も、他者ではなくアイヌ民族自身が質問者となるケー
スも増えている（笹村2022、八谷2019、押野・谷地田
2024など）。アイヌ自身がインタビューの聞き手にな

ることの重要性について、笹村は以下のように述べて
いる。

アイヌ民族である私自身がウタリの方々に聞き
取りをすることによって和人研究者に語る内容と
はまた違った内容が聞けるのではないかと考え
た。私自身がアイヌ差別に苦しんだ経験上、同じ
痛みを持つものとして胸懐が聞けるのではと考え
たからである。聞き取り調査を行うことによって
アイヌ民族の内側からの体験や経験を後世に残す
ことが必要と考えたのだ。

（笹村2022、150）

今回のインタビュー調査の中でも、過去に和人研究
者が阿寒で聞いた話を出版して一方的に利益を得た
というエピソードがあったが、筆者自身が主体となっ
て調査をするという構造の暴力性や植民地性は、過去
のそれと根本的にはほとんど異なることはない。しか
しそうであるなりに、アイヌがアイヌであることを変
えられないように、筆者が和人であることも変えられ
ないので、過去の研究者（特に筆者自身と同じ民族で
ある和人研究者）たちが犯した多くの間違いや罪をで
きる限り直視し、大小の具体的な実践や働きかけの積
み重ねをもって、そうした態度や状況を少しでも克服
したいと考えた。本研究ではとくに、自分の「マジョ
リティとしての当事者性」３）を自覚し、少しでも不正
義を言語化し、正しいと思える方法を小さくても実践
し、自分が研究者として「知りたい／明らかにしたい」
と思うことと、それがその対象となる方々にもたらす
影響や、自分の関心と話者の利益のバランスを常に考
えながら、恐る恐るでも前に進んでいくことを選択し
た。それはアイヌと和人の関係性について、思考停止
をすることと、語らない・触れないことを選ぶことが、
現代を生きるマジョリティ当事者として最も非生産的
な行動であると考えるからである。

こうした葛藤のなか、本インタビューは以下のよう
な方針を持って臨んだ。まず、笹村律子さんにアドバ
イザーとして、有償で協力をお願いした。これは笹村
さんがこれまでにインタビュー調査による研究を単
独で実施した経験があり、阿寒湖アイヌコタンとも長
い間の関係性があり、そして研究のプロセスを身近に
相談をできる環境にあったことが理由である。笹村さ
んにお願いしたのは、インタビュー調査の調整時や質
問内容についてのアドバイスと、インタビューへの同
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席、そして出版前の確認である。インタビュー対象者
の何人かへは、ご厚意で連絡調整のご協力もいただい
た。今回のような調査経験が必ずしも多くない筆者に
とって、笹村さんに準備段階から相談ができることは
大きな安心材料であった。またほとんどすべてのイン
タビューに同席していただいたことで、どうしても対
面になってしまう１対１の形式ではなく、３名が三角
形に座る形式となり、話しやすい雰囲気が生まれると
ともに、筆者が無意識に失礼な発言をしていないか、
インタビューが望ましくない方向に進んでいないかと
いう監視も間接的にしていただいた。インタビューの
中で、外部者である筆者には文脈がわからなかった内
容を、話し手が笹村さんに向かって「あとで説明して
おいて」と声をかけるような状況もあった。今回の調
査内容については必ずしも笹村さんの関心と重なると
ころではなかった４）にも関わらず、協力にご同意いた
だいたことを感謝したい。そして、今回は共同研究者
ではなくアドバイザーとして協力を頂いたため、本研
究から派生するあらゆる不利益や批判は、筆者個人の
責任であることを追記したい。

インタビューについてもいくつか方針を設けた。そ
のひとつは、インタビュー対象者を選ぶにあたり、表
現をすることを自ら選択し、それをこれからも続けて
いく予定がある（あるいは長年続けてきた）方に絞る
ことである。これまでアイヌ民族を対象とした調査
は、分野によっては、公になるような活動を選んでい
ないような方々までが研究の対象となってきた。し
かし今回お話を聞いた方々は、自分自身の職業（プロ
フェッション）として音楽や舞台を自ら選択した方た
ち（たとえそれが環境的に避けがたい選択であったと
しても）である。それはそうした職業においては、活
動や作品が世の中に共有されることが、その人自身の
活動に対して多少でも有益になるのではないかと考え
たためである。またお話を伺ったみなさんには、本当
に些少ながらインタビュー謝金をお支払いした。

二つ目の方針は、このインタビューを話者自身の
お名前で発表することである。多くの場合、アイヌ民
族を対象としたインタビューは、インタビューを企
画・実施した研究者個人の実績とされ、インタビュー
で語った内容や音声が公開されずに私蔵されてしま
うことも多い。インタビューを受けた方は、研究者自
身が論文や書籍を発表する段になって、ようやく自分
が語ったことを文字として知ることができるように
なり、事前にどのように引用や解釈がなされているの

か、確認できないこともある。ある日あるとき、その
場で語ったことが「記録」として一人歩きするのを、
語った当事者は見守るしかないという状況は今でも
ある。一方で一般的に、雑誌等でアーティストが取材
を受けたインタビューは、編集された後、話者の確認
を経て、話者自身の名前とともに発表されることがほ
とんどである５）。本稿では、このメディア報道に近い
形で、話し手本人の名義でインタビュー内容を公開す
るという手法を実践しようと試みた。このことによっ
て話者は、出版される内容を事前にコントロールする
ことができ、また将来的に（筆者を含めた）研究者た
ちがこのインタビュー内容を引用したいと思った時に
も、調査をした研究者（筆者）の名前ではなく、話者自
身の功績として話者自身の名前で引用されることにな
る。また著作権者として、原稿の掲載先や取り下げに
ついての意思決定を持つことができる。これは、これ
まで話者の知識を研究者が自身の功績として搾取して
きた体制への反省であり、話者の知的財産権を守るた
めの選択である。

三つ目の方針は、本人の意図を読み手に伝わりやす
くするために、インタビュー原稿に編集を入れること
である。上記で説明したようなアートのプロフェッ
ショナルを対象とした調査では、編集されて読みやす
くまとまった原稿としてインタビューが公表されるこ
とが一般的だが、アイヌ民族を対象とした文化人類学
や民族誌の調査では、話者の言葉を一言一句、言い間
違えや言葉のよどみまで含めてそのまま書き記すとい
う手法も取られてきた。今回は民族史の調査ではない
ので、できるだけ雰囲気が伝わるよう口調を残しつつ
も、口語の言葉をそのまま書き起こすことはせず、必
要に応じて追記したうえで、ご本人の確認と許可を得
て掲載している。

最後に、こうした形式のインタビュー調査は、本人
の確認を経て本人の名義で発表されているとはいえ、
質問者である筆者が話題の方向性や内容を管理して
いること、また編集の過程でも筆者の意図が反映され
てしまうことは自明であり、避け難いことである。日
数や予算といった制限から、阿寒湖の現代的な舞台に
深いかかわりがあるにも関わらず今回の調査ではお話
を聞くことができなかった方も多数居り、また現時点
では欠けている情報も多い。そして原稿化するにあた
り、可能な限り事実確認はしたものの、話者には質問
に対してその場で答えていただいているため、記憶の
誤認や記載時点での誤りもあるかもしれない。本稿は
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そうしたことを考慮してお読みいただきたい。またそ
のために万が一何かしらの不利益が生じることがあれ
ば、それは原稿の公開に同意してくださった話者では
なく、インタビュー自体の企画・構成・発表を行った
筆者の責であることを最後に明記したい。なお、原稿
の順序及び共著者のお名前の順序は、それぞれのお話
しの中で互いのことが参照されているタイミングもあ
るので、インタビュー順とさせていただいた。

本研究は JSPS 科研費22K00234の助成を受けたもの
です。

基 盤 研 究（C）「 ア イ ヌ 民 族 の < 舞 踊 > に 関 す る
文化政策的研究 : 民俗文化財から民族文化遺産へ」

（22K00234）（代表者：谷地田未緒（国立アイヌ民族博
物館・大阪公立大学））

注

１）	 阿寒湖アイヌコタンウェブサイトより（https://www.akanainu.jp/）
２）	原文は「The word itself, ‘research’, is probably one of the dirtiest words 

in the indigenous world’s vocabulary.」。上記は筆者訳。2012年の改訂版
にあたって著者本人が、同書からこの一文が最も引用されている言葉
であると述べている。

３）	 マユンキキと活動を重ねてきたアート・トランスレーターの田村かの
こは、マジョリティとしての当事者性や加害性の自覚をもって行動を
起こすことを「マジョリティ実践」と称している（田村2024）。

４）	 笹村さんは二風谷を対象に、歴史に埋もれがちな女性を主な対象とし
て、萱野茂・萱野れいこさんに関連する記憶を、インタビューや論考
を通じて発表している（笹村2022,2023）。

５）	 近年では「森川海のアイヌ先住権を見える化するプロジェクト」のウェ
ブサイト上にある「フチとエカシのストーリー」でも多くのインタ
ビューが掲載されているが、同サイトでも、編集を通じてまとめられ
本人たちの言葉が、話して自身の名義で発表されている。（森・川・海
のアイヌ先住権研究プロジェクト、2024）
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阿寒湖の芸能と舞台の歴史：伝統と創造

秋辺デボ

2024年９月24日
聞き手：谷地田未緒、笹村律子
構成：谷地田未緒

──：本日はよろしくお願いします。今回は、阿寒湖
アイヌコタンで行われている創造的な舞台表現
についてお話をお伺いさせてください。阿寒湖
では昔から新しい舞台の創作が行われています
が、日本のアイヌ文化政策では、伝統的なもの
ばかりが支援されているように思います。

秋辺：それはあなたの認識が甘い。ここでは新しいも
のを国のお金でやっているよ。アイヌ交付金１）

で。そこから間違っている。退場！（笑）
──：ああ20秒も持ちませんでした。出直して来ます。

ありがとうございました。（笑）
秋辺：ご苦労さんでした。

──：気を取り直して……。
秋辺：（交付金）の初年度から毎年コタンの舞台にも

予算がついている。例えばプロジェクション
マッピング用の機材にも充てられているし、同
じ年に古式舞踊の舞台もリニューアルした。そ
して今年は３年がかりで準備して、「満月のリ
ㇺセ」という演目ができた。これも評判が良い
んだ。今年の春から上演している。

──：それぞれの演目で、デボさんの役割はどのよう
なものでしたか？

秋辺：「ロストカムイ」は最初の相談までは自分がやっ
た。その時に、東京2020オリンピック・パラリ
ンピック（以下、オリパラ）の話がきて２）、アイ
ヌの演目の総合監督を誰かやってくれと言う話
だったので、じゃあ「ロストカムイ」の方は床

（州生）君に任せるわと。彼はそれまであまり舞
台の演出には関わっていなかったけれど、見事
にやり遂げた。センスとか彼の考え方は、付き
合いが長いからわかっていたし、できると思っ
ていた。本人も勝算があったんだろう。

──：「満月のリㇺセ」は３年間の準備期間があった
けれど、ロストカムイは１年で準備したと伺い
ました。

秋辺：アイヌ交付金は３年計画で使えるけれど、最初
は観光・ビジネスに関するお金だったので１年
で完成させなければならなかった。「KAMUY 
LUMINA」（以下、カムイルミナ）もスタートは
同じころだった。「カムイルミナ」が「ボッケ遊
歩道」の方で実施されることになったので、向
こうで大々的にやるなら（阿寒湖アイヌ）コタ
ンでもやらないとバランスが取れないというこ
とで、観光協会の大西会長３）がいろいろなつて
を使って予算を獲得した。両方を担当した床君
は大変だったと思う。ただその前に「ユーカラ
劇」も役者として一緒にやっていたし、父親は
舞台の演出家なので、ノウハウとセンスは伝わ
るものがある。

──：昔の記事に「ユーカラ劇」の演出を初めてデボ
さんが担当したことの時のことを書いていらっ
しゃいますね４）。「ユーカラ劇」はいつ始まった
んですか。

秋辺：その記事の３年前なので、2004年くらいか。こ
れはそれまでの活動を基にして、組合の出し物
として新しく作った。その3-40年前から既に別
にあったのは阿寒湖アイヌ民族文化保存会（以
下、保存会）の中の一組織の「ユーカラ座」が
あって、そこで作った「ユーカラ劇」というの
がフランス行ったり全国回ったりして、いい舞
台だった。

──：「ユーカラ座」の舞台も「ユーカラ劇」と呼ばれ
ていたんですね。

秋辺：そう、どちらもユーカラ劇と言っているので混
乱する。

──：記事に、「常設の劇場で演劇を見せるのだ」と
ありますが、この時の会場はどこだったんです
か？

秋辺：いまある「阿寒湖アイヌシアターイコㇿ」（以下、
シアターイコㇿ）ができたころには、もう「ユー
カラ劇」はやっていない。そのころは「アイヌ
文化伝統・創造館 オンネチセ」（以下オンネチ
セ）の舞台でやっていた。新しくシアターイコ
ㇿができて舞台の構造が変わったので、またや
りたいなと思っているうちに、プロジェクショ
ンマッピングという技術が世の中に出てきた。
その当時は、建物に投影する事例しかなかっ
た。舞台にプロジェクションを打ち込むという
のは、ヨーロッパでいくつか事例があるくらい
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で、ダンスとかアイヌの舞踊をプロジェクショ
ンマッピングの中で実演するというのは事例が
なかった。それで、まあお客さんにも受けるか
どうかは、舞台自体の出来不出来に関わってい
るけど、やってみたいなと思った。シアターイ
コㇿができて３年目。イコㇿはステージを見下
ろすタイプの劇場なので、床が使える。バック
だけで水平にしか見えない舞台だとプロジェ
クションが映えないので、うちはいけると思っ
た。

──：なるほど。少し戻りますが、最近ウポポイでも
「イオマンテ劇」の上演がありました５）。「イオ
マンテ劇」と「ユーカラ劇」は別ですか？

秋辺：ウポポイの公演は保存会が中心となったので、
自分は関わっていないけれど、「ユーカラ劇」と
いうジャンルの中に「イオマンテ劇」がある。
もう一つは「アイヌラックル伝」。「アイヌラッ
クル伝」は初演の時は「コタンの森」という名前
だった。金成マツさんが伝承しているユーカラ
の中に「ポイヤウンペ」の話が出てくる。その
半神半人の神様は、同じ神様なんだけど道東だ
と「アイヌラックル」と呼ばれている。それを
金成マツの伝承から書き起こした高校の先生が
居て、ある中学校の放送部が、それを基に声だ
けの放送演劇を作って全国で優勝した。釧路の
丹葉節郎さんがそれを聞いて、ぜひこれを阿寒
湖のアイヌコタンでやってはどうかと、娘婿で
あった千家盛雄さんに話を持ってきた。千家さ
んが舞台に明るかった床ヌブリさんにその話を
したら乗り気になって、その二人がメンバーを
集めた。「ユーカラ」はアイヌ語だから読めない
し、それだけだと分かりにくいけれど、舞台劇
にしたらわかりやすいし自分たちも理解しやす
いんじゃないかということで、やってみようと
いうことになった。だからまるっきり素人さ。
そっから始まった。

──：丹葉節郎さんは釧路公民館の会長などをされて
いた方ですね。

秋辺：いろいろな役職をやっていた。ユネスコという
組織を日本に最初に持ってきたために、早くか
ら釧路にユネスコがあった。

──：それで「ユーカラ座」のパリ公演につながった
のですか。

秋辺：フランスで第１回目のジャパンフェスティバル

をやるという情報をもらった。「ユーカラ座」の
稽古がそこそこ始まっていたころ。そこで床ヌ
ブリさんと千家盛雄さんが、ユネスコの日本の
支部がその企画をすると聞いて尋ねて行った。
そこでは当時、何百もの団体からの申込書が山
積みになっていて、歌舞伎から能からいっぱい
あった。そこで床さんたちは「自分たちは北海
道のアイヌで、こういう神話を舞台にしている
んだ」と説明したら、ユネスコの事務局長か何
かをしていた服部先生６）という方が、その申請
書を全部床に落として「ユーカラ劇にきまりだ」
と言ってくれた。何か新しいものをやりたいと
思っていたところに訳のわからない北海道の
人たちが来て、情熱いっぱいにいったから、何
か感じるものがあったんじゃないか。それで決
まったんだ。その後、（政治家の）中川一郎先生
のところに相談に行ったんだ。中川さんは阿寒
湖の青年団が中心になって盛り上げて当選した
人だから。そうしたら名刺の裏に「この人たち
の話を聞いてあげてくれ」と一筆書いてくれた。
その裏書の一言でみんな話を聞いてくれた。そ
れで日本航空にお願いに行こうとして、まず中
川先生の秘書に会えと言われて会ったのが鈴木
宗男さん。当時パリには日本航空しか飛んでい
なかったので、鈴木さんが交渉してくれた。パ
リ公演のちょうど１週間後が「ホテルニッコー・
ド・パリ」という日本航空が作った豪華なホテ
ルの開業日だった。あと10日で開業という日に
パリに着くというので、鈴木さんが、開業前の
ホテルにはモニター客が必要だからというの
で、無料で宿泊を提供してもらうよう交渉して
くれた。飲食代はもちろん別に払ったけれど、
そうでもしないととても資金が足りなかった。
全部で23名くらい、10日間くらい滞在したが、
公演費用も含めて3,300万円くらい費用が必要
だと言われていた。資金が足りないという相談
の時に、阿寒湖アイヌコタンの地主の前田光子
さんが、この人とこの人に話してあるからお金
の相談をしてきなさいと言って、人を遣わして
くれた。その資金集めをしてくれた一人が、当
時町議会議員の一年目だった中島守一さんで、
後で市町村合併前の最後の阿寒町長をやった。
それで全道あちこち走り回ってくれて、資金を
集めてくれた。
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──：ユネスコが資金を出してくれたわけではなかっ
たんですね。

秋辺：歌舞伎とか能も自前で手配をするらしいけれど、
それにしても国からの支援がいろいろ入ってい
る。また「我が県の踊り」だったら県がお金を
出すじゃない。アイヌのものには国や県からは
支援はない時代だった。ただ自分は中高生ぐら
いだったから実際に行ったわけじゃないけど。

──：実際の公演は、セリフがない抽象的な舞台です
ね。

秋辺：みんな舞台は素人だったから、セリフなんて言
えなかったんだ。だから所作で表現をする演出
を床さんが考えた。音は、最初にアイディアと
なった学校の先生が録音したものがたくさん
あってそれを使っていた。「ピリカピリカの歌」
をクラシック音楽のようなアレンジでコーラス
にしたものとか。すごく美しい音楽。でもその
先生と一度トラブルになって、楽曲を使うなら
著作権料を払って欲しいと言われた。当時は著
作権のことなんかはよくわからなくて、交渉が
決裂してしまった。同じ話は台本を書いた先生
ともあって、その先生が書いた台本ではなく、
当時の会長の四宅豊次郎が義父である山本多
助エカシに頼んで、「ユーカラ劇」の題材となる
ユーカラを書き起こしてもらった。我々のユー
カラ劇はその本が原点なので、「コタンの森」と
いう題名からは離れていった。四宅さんはその
議論の中で、「そういうことを言うならもう二
度とアイヌのことを題材にするな。著作権の話
をするのであれば、あなたたちは何をもとにし
てその曲や台本を作ったのか。そんなこともわ
からないでアイヌのものを扱うんじゃない。」
というようなことを言ったらしい。それで向こ
うも納得したらしい。著作権を主張しなかった
アイヌのばあちゃんから話を聞いて、それを本
にして自分がその著作権を主張するなんてもっ
てのほかだと、40年も前にきちんと主張してい
た四宅さんはすごい人だと思う。

──：これはパリ公演の前ですか？
秋辺：直前だったと思う。それから壮行会を兼ねた舞

台があって、それを自分は中学校３年の時に釧
路まで見にいった。そのときに感動しちゃった
のよ。テレビや映画は見てたけど、演劇ってい
うものは子供だから付き合いがなくて、それが

初めてだった。普段飲んだくれているうちの親
父とか暴れん坊のいとこが、舞台立ったら演技
ですごい。ストーリーは全部アイヌの話だって
いうからそれもまたびっくりして。それまでも
う、アイヌなんか嫌だ、みんなろくでなしだし、
いいとこなんもないと思ってたけど、その舞台
見てこれはすごいと。俺は都合よく考えた。「俺
はアイヌになる、これで和人に復讐してやる」
と。文化で復讐しようと思ったんだ。

──：「ユーカラ劇」はデボさんにとって大きな出来
事だったんですね。

秋辺：「ユーカラ劇」を見てなかったら、俺は東京で野
垂れ死にしてるわ。浮浪者になって。要するに、
プライドをもてない人間って生きていけないか
ら。そこから舞台に関わるようになったし、差
別も経済もアイヌの自立も、新しい法律とかい
ろいろあるけど、アイヌのアートとか、アイヌ
の表現としての文化がいちばんの武器になると
ずっと信じているから。人権の話だけをしても
しょうがない。通じない。何にも変わらなかっ
た。ということは人を感動させて納得させる
には、もちろん人権とか成り立ちの話をするの
も大事だけれど、より効果的に人に理解させる
にはやっぱり映画とか舞台だよね、と思ってい
る。

──：「モシリ詞曲舞踊団」（以下モシリ）もそうした
表現の先駆者でしたね。デボさんはモシリにも
関わっていらっしゃいましたが、どんな役割
だったんですか？

秋辺：ボーカルとダンス。いやあ勉強になったよ。舞
台の厳しさ、それから正確に何かをやり遂げる
という訓練は「ユーカラ座」よりもモシリのほ
うが厳しかったね。しかもプロ中のプロのジャ
ズの演奏者と一緒に舞台を作っていて、総合芸
術として高いレベルにあったよね。俺の目線か
ら言ったら、俺も含めて、あの時代のモシリの
レベルには誰も届いていないと思うよ。

──：モシリの舞台がかっこよかったという話は、い
ろんな人からも聞いたことがあります。訓練に
なったというのは具体的にはどんな点でしょう
か？

秋辺：役者とか演者としての訓練にもなったし、演出
法とか。でも厳しさがいちばん大事な学びだっ
たね。アイヌがアイヌとして甘えない。アイヌ
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だからいいんだっていう考えは一切ない。舞台
としてちゃんとやっているかどうかということ
が問われた。

──：デボさんが演出を受けたのもアトゥイさんだっ
たのでしょうか？

秋辺：そう、豊岡征則さん。俺はポニさんって呼んで
たんだ。

──：モシリは東京も含めあちこちで公演しています
よね。デボさんもそうした道外の公園にも出演
されたんですか？

秋辺：行ったよ。アイヌ文化振興法７）ができる前夜み
たいな時代だった時。あの時代にアイヌのこと
を大いにアピールしたのは「モシリ詞曲舞踊団」
と、萱野茂先生と、貝澤正さんとかだったと思
う。他に言う人は少なかった。表現する手段を
まだ見つけてない時代だったと思うな。まだ手
探りだったよな。

──：その10年前くらいに「アイヌ古式舞踊」が国の
文化財指定を受けていますね。

秋辺：古式舞踊は表現の中にも使われるけれど今でも
踊り方は何にも変えていない。阿寒の凄さは、
先に古式舞踊をきちっとやったこと。目指すと
ころはもちろん、「ユーカラ劇」とか、今の舞台
にあるけれども。

──：ユーカラ座で初めて中学生の時に演劇を見たと
先ほどおっしゃっていましたが、古式舞踊は子
供の頃から見ていましたか？

秋辺：俺が生まれる前からきっちりやっていた。それ
が基礎としてあるから「ユーカラ劇」ができた
んだって先輩たちは言っていた。全道で二番目
に早く文化保存会を作ったのが阿寒湖。いちば
んは帯広。国から調査に来てた先生が、釧路の
桂恋村で撮った踊りの映像を見て、感動したん
だ８）。それがきっかけで、（釧路ではなく）阿寒
湖に踊りを見に来たんだ。釧路ではもうあんま
り踊ってなかったから。釧路で踊りを中心的に
やっていたのが山本多助さんなんだけど、多助
さんが阿寒湖に越してきちゃっていたもんだ
から。文化っていうのは、人について歩くもの
だから、人がいなくなればなくなる。それで阿
寒湖の踊りを見て、最初は阿寒湖だけ文化財の
候補として選ばれた９）。それで「選択書」という
のが政府から送られてきた。そこから数年後に

「本指定」があると。それを知った四宅さんが、

「そうじゃないんだ、阿寒湖だけでなく細々と
でも一生懸命やっているところがあるから見て
くれ」っていってあっちこっち連れて歩いて見
せて、それで傾れ込むように８団体が指定され
た。この辺りの話も、「ユーカラ座」の設立の時
の話も、床明さんや千家盛雄さんに聞いた話だ
から、その二人にはよく話を聞いたらいいよ。

──：はい、ぜひそうします。「ユーカラ座」の活動が
あって、「モシリ詞曲舞踊団」の活動があって、
そしてアイヌ文化振興法の議論があって・・・
冒頭にお話ししていた「ユーカラ劇」は、その
後あたりですか。

秋辺：そう、観光振興策として始まったもので、演出
をしてくれと言って任された。その前にもこの
広場で、「イオマンテの火祭り」というイベント
を始める時に、床ヌブリさんの「デボやれ」の
一言で任されたことがある。床さんも癌を患っ
て手術した後で、「次はおまえだ」ということで
俺に白羽の矢が当たったわけだ。

──：デボさんが初めて演出した2007年のユーカラ劇
は、いろいろ失敗もあったと、ご自身で記事に
書かれていますね。

秋辺：最初は大失敗で、１年目はつまらない舞台に
なってしまった。大反省して２年目から全部変
えた。１年目は、ユーカラを素直に舞台化した。
でもユーカラって、同じことを繰り返すんだ。
似たような登場人物が出てきたり──最初はど
んぐりのカムイで、次はとんがったカムイで、
とか。それを素直に舞台でやったらつまんない
のよ。おんなじことを何回も舞台でくりかえす
ことになるから

──：この「ユーカラ劇」は「ユーカラ座」とは違って
セリフがあるんですよね？

秋辺：ある。それはぜひセリフを入れてやりたいと
思って、アフレコでやった。録音したセリフを
流して、口パクで。出演者は、合わせていると
はわからないくらい上手に合わせていた。練習
にはウォークマンを使って、録音した音声を流
しながらひとりひとりセリフを呟きながらやっ
た。お客さんは「ちゃんと役者さんが喋ってい
たよね」と思うくらいだった。最前列で真ん中
のお客さんは、舞台で喋っている声は聞こえな
いのになぜ両サイドのステレオから声が聞こえ
るのか、不思議に思うくらい。コタンの各商店
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の若いのが舞台の役者をやっているから、舞台
の後にお客さんが各お店に立ち寄ってその話を
するので、２年目から「俺たち自分でセリフを
やりたい」と言ってくれた。「やった」と思った。
俺はそれを待ってた。それでモシリや、つきあ
いのあった「釧路演劇集団」10）の優秀な役者さ
んにきてもらって、セリフのやり方とか発声方
法をみんながちゃんとできるように訓練した。
２年目からは自分でセリフを言うようにして、
中身も全部作り替えた。音楽はモシリのものを
場面ごとに合わせて当てこんだ。5.1チャンネル
のスピーカーで、音はすごくよかった。映画館
と同じで、音が動くんだ。お客さんは音の渦に
巻かれて、それに合わせて舞台が動くから感動
ものだ。１年目の失敗は何かというと、お客さ
んがいうには、「あの舞台を見てもアイヌのこ
とがさっぱりわからない」ということ。それは
そうなんだ、アイヌのことを知ってるアイヌが
伝承するユーカラだから、アイヌのことについ
て一言も説明がない。お客さんはアイヌのこと
をわかりたいんだけど、舞台では勝手にカムイ
とアイヌの話をやっている訳で、カムイのこと
もわからないしアイヌのこともわからない訳だ
から、それはつまんないよね。それで２年目か
らは、カムイとアイヌの話はしつつ、カムイと
はなにか、アイヌとは何かっていうのをわかる
台本に書き換えて、しかも冒険活劇にした。観
光で楽しませようと思ってやったから、テキパ
キ場面転換した。これはうまくいった。これを
見ればアイヌのこともわかる。２年目からすご
くうけたよ。６−７年公演は続いた。大魔王の
役は、うちの親父が最後までやっていた。ピッ
タリそのままの配役だった。やりたいこと全部
やったよ。この演出には異なる意見も内部から
あったけど、みんなの前で言ったのは、批判さ
れるような舞台を作りたいということ。アイヌ
だから立派だって言われるような風潮に大反対
だった。ちゃんと批判を受けて、それが次の年
にいかされてどんどん良くなっていった。それ
がなかったら今の新しいのもできなかっただろ
うな。

──：この「イオマンテ劇」は、2004年から2010年く
らいまでですね。会場は「オンネチセ」ですか？

秋辺：そう、骨組みが変わってないから舞台の大きさ

も今と同じ。舞台用の劇を作る時に、照明とか
は設置し直した。市町村合併になる前の時代、
阿寒アイヌ工芸組合（以下、組合）は利益があ
がっていたので、毎年数百万円、阿寒町に寄付
していた。阿寒町はそれを基金にしてくれてい
て、その使用目的をアイヌ文化に関することに
限るという条件にしていた。それをこの舞台を
作る時の費用に当てた。スピーカーも照明も入
れ替えて、5.1チャンネルの音響を作った。そう
いう複雑な音響は、今はパソコンで操作や制御
ができるけれど当時はできなくて、東京のスタ
ジオまで行かないと音の仕込みができなかっ
た。音楽はモシリの音楽があったけれど、舞台
の動きに合わせたSE（効果音）を入れたかった
が、そんな音源はない。豊岡征則さんのお知り
合いで、人気アニメの音源を作る方を紹介して
もらった。そうやって音を作ったけど、5.1チャ
ンネルできちんと動くかどうかは5.1チャンネ
ルの設備でないと再現できない。床（ヌブリ）
さんと俺が東京へいってスタジオを借り切って
試した。日中だと８時間しか借りられないが、
全然間に合わなくて、音も思った通り飛ばな
い。夕方スタジオが閉まる時、夜の間使わせて
くれと交渉をして、徹夜で作った。これは初年
度の舞台が開く前。

──：「イオマンテ劇」も、相当な試行錯誤が合って
完成したんですね。そしてその後が人形劇です
ね。

秋辺：そう、人形劇でセリフがすごく進化した。コタ
ンの中にはいい役者もいて、人形劇をやる前か
ら有名だった。「釧路演劇集団」にも呼ばれて。
俺も（釧路演劇集団を）やったけど、２作品出
てすぐ俺はやめた。俺はアイヌのことしかやっ
てないんだけどさ、一般的な演劇に出たのは一
番勉強になった。舞台役者として演技をするの
と、「ユーカラ劇」みたいにアイヌのことだけを
やっているのと全然違う。最初の「ユーカラ劇」
は素人のまま、素のままでできた劇。それ以降
のは、ちゃんと訓練を受けて、演劇も勉強して、
目線のことから何から何までやらないとできな
い舞台になっていった。というかできることが
増えたから表現力が増えていった。床（ヌブリ）
さんはよく、「おまえらにセリフが言えたら俺
はこんなに苦労しない」と言っていた。その通
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りだと思う。
	 　組合の商業演劇をやって一番よかったのは、

みんなが演出家に従ってくれるようになったこ
と。最初は「ここでこうして」と言っても、「冗
談じゃないお前のいうことなんか聞けるか」と
いう人ばかりだった。それで俺は厳しくしよう
と思って、みんなに「今日から毎日怒鳴る」「演
出のいうことを聞いてくれない人はクビにす
る」と宣言した。工芸組合は、組合員のための
組合だから、みんなの相談次第では役割を下す
こともできた。でも舞台はわがままではできな
いということを徹底して教えてきたのは「ユー
カラ劇」だった。古式舞踊も子供の頃から見て
いたけど、阿寒湖の女の人たちは恐ろしかっ
た、厳しくて。「アイヌの踊りをなめるんじゃ
ないよ」っていって、みんな泣いて帰るくら
い。お金とって舞台をやっているからじゃな
い、もともとの伝統が厳しかった。舞台って厳
しいから、ちゃんとやろうっていったら、みん
なついてきてくれた。だけど毎日泣いている人
がいた。俺が怒ったのは長年やっているのに楽
をしようとする癖がついてしまったひと。俺は
これを治さないと、コタンの舞台の将来はなく
なると思っていた。「昔は阿寒の踊りはすごい
と思ったけど…」と苦言を呈されるような時代
もあった。俺の時代になって徹底してやった
ら、２−３人ベテランが「ついていけない、冗
談じゃない」といって辞めていった。でもここ
で徹底してやったから、みんな舞台をちゃんと
務める覚悟と訓練ができた。

	 　人形劇の前に、「イオマンテの夜」というイベ
ントも10年くらいやっていた。10年目に豊岡征
則さんに演出を任せようということになった。
豊岡さんを総合監督に、「モシリ詞曲舞踊団」と
合体して、２ヶ月間毎日、劇場の裏にあった施
設で公演をやった。そのときは、豊岡さんの演
出にみんな従って舞台を作った。豊岡さんが俺
を呼び出して「10年前は何を言ってもみんな聞
いてくれなかったのに、お前どうやったんだ」
と言われた。

	 　怒鳴り続けた１ヶ月目、みんなにお給料払っ
たとき、舞台に出ているひとの旦那さんに「毎
日恐ろしいって言って帰ってくるから、もう怒
鳴らないでくれ」と言われた。俺は「あんたの

奥さんには一度も怒鳴ったことない、一生懸
命、精一杯やってくれるから怒る必要ない」と
言った。でも、自分じゃなくても、他の人を怒
鳴っている時に泣いて萎縮してしまうと聞いた
んだ。それで「わかった、次の日から一切どな
らない」と約束した。もう自分も癖になってい
た。そのたった１ヶ月のせいで「デボは怒鳴る」
というイメージが10年以上抜けなかった。そう
いうもんだ。でもそれがあって今のコタンの舞
台がある。でも今は、怒鳴らなくてもいい舞台
を作れる方法論を勉強した。スポーツのコーチ
ングを勉強したんだ。人を指導するって同じこ
とだから、舞台に生かせると思って。一番有効
な手段として、相手の心を汲み取って、やる気
にさせる方法論というのがあって、それを勉強
したんだ。怒ってやらせるのは三流以下という
ことに気がついた。だから今は優しいよ。

──：東京オリンピック・パラリンピックで、アイヌ
舞踊の総合監督11）をなさった時も、同じような
リーダーシップの話をしてらっしゃいました
ね。お互いの批判をしないことというのがルー
ルの一つでした。

秋辺：オリパラのときの、「悪口をいうな」というルー
ルは、文字にしたんだ。批評をしないでくれと。
自分の意見と違うことを、表情で「あーあ」と
みせるのもダメだと。それは言葉を発するのと
同じだから。いろんな町・いろんな組織から集
まってくるから、歌も振り付けも違う。一緒に
踊ろうとした時に大変なので、きっと文句も出
るだろうと、長いこと関わってきたのでわかっ
た。だから、あの人のステップがこっちのス
テップと違う、ということも、誰かに聞こえた
らそれは悪口で、批評じゃない。自分の気持ち
を素直に出すのは良くないことだと覚悟して欲
しいと言った。そしたら、ある街から来たすご
く元気で前向きな人が、初日に、何も言わない
し暗い感じだった。俺この人に何か悪いことし
たかなと思って、練習終わったとその人にあっ
て、「俺何か悪いこと言ったかい、あなた評判と
違ってすごく暗い感じだったから心配なんだ、
なんかあったら言って」と言ったら、紙を持っ
てきて、「これ、悪口言うなと書いてある。私こ
れを言われたら喋れない」と。どういうことか
というと、アイヌは男も女もやるんだけど、褒
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めたいときに「なにさその服」と言ったりする。
頑張ってパーマでもかけたら「なにさそのパー
マ、もっとまともなパーマないのかい」と言い
ながら、実は褒めてるということがある。これ
が分かり合える仲間だったらジョークなんだ
けど、わからない人が増えている時代なのにい
まだに言ってしまう。それを会話のきっかけに
してる人今でも多いんだ。でもそれは通用しな
いんだって思ったんだろうな。どこの保存会に
行っても、内部分裂の一番の原因は悪口。それ
があるとこの（オリパラの演目は）まとまらな
いと思ったから、そこから手をつけたのさ。そ
れで次の日、急遽メニューを変更して、30数人
のメンバーの中で、苦手そうなメンバー同士を
近くにして、あるメンバーをみんなの前で褒め
た。「あなたの踊りは本当に真剣でいい」と。そ
の上で、サブリーダーは何度も手本を見せるの
が仕事なので、息が上がらないように体力をつ
けたらもっと素敵になるんじゃないかとみん
なの前で言った。こういう、欠点を褒めて直す
というのを何度もやってみせた。メンバーは褒
めるということをしなくて、いいなと思っても

「ふうん」っていう。悪い癖なんだこれが。本人
はジョークとしてなんだけど、これをみんなに
やめてもらった。そしたらみんな仲良くなった
んだ。全員だよ。それで一致団結感ができたん
だ。それで、「自分の保存会に帰ったらみんなと
仲良くする方法見つけたから頑張る」というメ
ンバーもいた。そのメンバーには、「その気持ち
はいいけど、練習方法は真似するなよ。あなた
の故郷にはあなたのふるさとのやり方がある
んだから、それを変えちゃいけない」と言った。
しつこく言ったのにやってしまった奴もいて、
それであいつら（サブリーダー）は生意気だ、
エリート意識だと言われるようにもなった。

──：１ヶ月怒鳴り続けていた頃と比べると、全く異
なるアプローチですね。

秋辺：今は天使だよ（笑）。いまのコーチ論を学んでた
ら、あの時代も怒鳴らないでできたんじゃない
かな。

──：話は戻りますが、「シアターイコロ」がオープン
したのと人形劇の公演が始まったのが同じ頃で
すか？

秋辺：オープンして２年目からかな。その時の最初の

人形劇が、天の国から血の雨が降る物語という
のがあって。それがクマ神様の（もともとの）
話。内容を解読していったらクマ神様のドジ話
だったので、「ふんだりけったりクマ神さま」と
いう子供が見ても笑えるような、ちょっと女の
人（神）にチヤホヤされて、うっかりしてたら
一生懸命集めたシャケを持っていかれてたと
いう話にした。原作では３年も４年も女と遊ん
でいたという話。札幌の人形劇団が、ユーカラ
をもとにした人形劇をつくっていて12）、札幌大
学の本田優子先生と（観光協会の）大西会長が
見にいって、あれは面白いとなった。何がいい
かといったら、人形がやると、生身の人間がで
きないことがいろいろできる。アイヌのユーカ
ラって神様が空飛んだり地面もぐったり海の底
いったり、とんでもないこといろいろする。そ
れが人形だったらやりやすいし面白いよという
ことで、じゃあ阿寒でもやろうという話になっ
た。それで考えたのが、３、４年経ったら、自分
たちの村だけで自走できるようになりたいとい
うこと。なので、俺は遠州まさきさんという外
部の脚本家の下について一緒に脚本を勉強し
た。人形制作はコタンから澤井和彦くんが人形
師にびっちりついて学んだ。舞台演出を、北村
直樹さんという人が来たから、その人に床（州
生）くんがくっついて演出を習った。あの人形
劇でみんな進化したんだ。台詞回しもだけど、
人形を扱いながら見えている人間も演技するっ
て、ダブルですごく難しいんだ。でもきっちり
セリフも言えるようになって、それまで苦手
だった人もうまくやったよ。

──：私は札幌出身なんですけど、小さい頃にやまび
こ座・こぐま座が中心になってつくった人形劇
を見ていて、私の最初の演劇体験ってそこなん
です。大人になってから、この劇場はすごく先
進的なとりくみをしていたのだと学びました
13）。

秋辺：当時、こぐま座も阿寒も同時に作品を作ること
になったので、こぐま座に先行して先に作れと
言った。同じ脚本で。それを見ながら俺たちも
作った。向こうがやっていることをみて、「うち
ならああだな、こうだな」といって変更を加え
てクマ神さまの舞台ができた。

──：お客さんの反応はどうでしたか？
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秋辺：人形劇って、こどもの見るものだというイメー
ジが日本では強い。僕らが目指したのは、ヨー
ロッパスタイルの大人向け舞台なんだけけど、
難しかった。

──：人形劇を２作作って、その次の独自のプロジェ
クトが「ロストカムイ」ですか。

秋辺：そう。「ロストカムイ」で一番驚いたのは、床（州
生）くんのアイディアで、他所からダンサーを
阿寒に連れてきたこと。あの発想には驚いた。
すげぇと思った。アイヌだけで舞台をつくるん
だ、アイヌだけで演出するんだというのは10年
前まであった。だけど人手不足やいろんなこと
があって、工芸組合の事務所だってアイヌ以外
の人も働くようになった。「阿寒の組合は、阿寒
アイヌコタンのアイヌのために作ったのに、な
んで日本人を使うんだって」みんな最初は言っ
た。でも必要な人材がコタンにいないんだか
ら、もっと視野を広げて、頼んで来てもらった。
それは大英断だった。そのうちほら、いまでは
舞台にもいろいろな国籍の人が出ている。今で
は「うちは国際劇場です」と言っている（笑）。

──：「ロストカムイ」に出演していたダンサーの山
本樹生さんとKARINさんは、とうとう阿寒湖
に移住されたらしいですね。

秋辺：阿寒湖を気に入って残ってくれて、いまこども
も三人もいる。最近ダンススタジオもオープン
したんだ。ストリートダンスの世界一を３年も
とった人がきたんだからびっくりしたよ。まあ
そういうコラボレーションを超えた動きをうち
の劇場で床くんがやってくれたというのはすご
いなぁと思った。いい仕事したよね。

──：最新作の「満月のリㇺセ」のポイントは何ですか。
秋辺：明るい舞台にしたこと。アイヌの舞台で明るい

舞台って作りづらい。昔は説教モードの舞台も
多かったし、アイヌの歌は無理やりピアノの鍵
盤を乗せるとマイナーキーになるから、なんか
暗くなる。それをなんとか明るくしようと苦労
した。今回は交付金事業なので外部の業者も
入ったけど、今回の舞台は俺が担当になったか
ら、方針通りやってくれるようにした。

──：オリパラで助監督を務めていた日本舞踊の藤間 
信乃輔さんも舞台監督・脚本・演出として参加
されていますね。

秋辺：藤間さんは俺もオリパラで気心がしれている

し、真面目な人だし、阿寒の舞台をどうしたい
かということをちゃんと話聞いて、そのとおり
一生懸命全力を尽くしてやってくれる人だと
知っていたから。尊敬もしているし。観客が何
を求めているかっていう目線をきちんともって
いるひとと協議して仲良くやらないと舞台って
作れない。だから和人社会と仲いいよ。昔は対
立もよくしたけどね。

（了）

注

１）	「アイヌ政策推進交付金」のこと。2019年に施行された「アイヌの人々
の誇りが尊重される社会を実現するための施策の推進に関する法律」

（以下「アイヌ施策推進法」）に基づき、従来の文化振興や福祉政策に加
え、地域振興、産業振興、観光振興等を含めた市町村の取組を支援す
るための交付金で、市町村が計画を作成するもの。（内閣官房アイヌ総
合政策推進室：https://www.kantei.go.jp/jp/singi/ainusuishin/policy.
html）

２）	 2020年のオリパラでは、札幌市がマラソン・競歩の会場となり、大会
公認プログラムとしてアイヌ舞踊パフォーマンスが実施された。秋辺
さんはその総合監督を勤めた

３）	 NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構理事長の大西雅之氏（役職
は当時）

４）	 秋辺日出夫「リレーコラム第34回天にとどく声」『ネットTAM：アート
マネジメント総合情報サイト』（2007年９月20日）https://www.nettam.
jp/column/34/?utm_source=internal&utm_medium=website&utm_
campaign=author

５）	 北海道新聞で「『イオマンテ劇』ウポポイで初上演　阿寒アイヌ民族文
化保存会」と報道された（2023年12月17日）。

６）	 ユネスコ本部事務局長顧問を務めた服部英二氏か。日本ユネスコ協会
連盟の記事によると、1973年よりパリ勤務、それ以前は在仏日本大使
館で教育・文化担当を務めていた。

７）	「アイヌ文化の振興並びにアイヌの伝統等に関する知識の普及及び啓
発に関する法律」（1997年施行）のこと。

８）	 文化庁とともに文化財調査で訪れた本田安次のことと思われる。
９）	 1975年に国が「記録作成などの措置を講ずべき無形の民俗資料」（のち

に民俗文化財）として選定している。
10）	 釧路市を拠点に1973（昭和48）年に結成された劇団。第27回1998（平成

10）年に釧新郷土芸術賞を受賞（釧新教育芸術振興基金ウェブサイト
https://news-kushiro.co.jp/kikin/intro30/）

11）	 秋辺デボ（2022）、「特集２ 北海道の物語 ～東京2020大会のレガシー
～／文化の多様性を発信」「東京2020オリンピック・パラリンピック
北海道」北海道環境生活部（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/ssk/
legacyhokkaido/）

12）	 やまびこ座（1988年設立）・こぐま座（1976年設立）のウェブサイトに
よると、2009年（平成21年）１月にプロデュース人形劇（アイヌの超人
伝説「空飛ぶ少年ポイヤウンペの冒険」、10月にプロデュース人形劇

（アイヌ民話人形劇）「金のひしゃく銀のひしゃく」が上演されている
（https://koguyama.jp/history/index.html）。

13）	 参照：岩崎義純（2008）『こどもの劇場が街を変える 札幌市立劇場やま
びこ座・こぐま座の軌跡』寿郎社。
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「ユーカラ座」：ストーリーと歴史

床明

2024年９月25日
聞き手：谷地田未緒、笹村律子
構成：谷地田未緒

──：今日はよろしくお願いします。たくさん資料も
持ってきていただいてありがとうございます。
まずユーカラ座はどのような経緯で立ち上がっ
たのですか？

床明：1968（昭和43）年に阿寒アイヌ民族文化保存会を
結成したとき、当時の役員が保存会でどういう
ことをやるか議論したんです。その中で、アイヌ
舞踊研究保存と、アイヌ語研究、それからユー
カラ座の３部門を置くということで始まってい
ます。

──：古式舞踊だけでなく新しい作品を作ろうとい
う発想はどこからきたんでしょうか。その当時
は、周りにも新しいものを作っていた例はあま
りなく、先駆的なことでしたよね。

床明：当時の先輩たちのアイディアや考え方が素晴ら
しいんですよね。その時の代表が、四宅豊次郎
さんと床ヌブリ（和名は昭一）の二人が中心と
なって、古式舞踊とは違うのものをやっていこ
うと、ユーカラ座を立ち上げたんです。その二
人が中心人物。それ以前の活動は床ヌブリは木
彫りが中心で、「ユーカラ彫刻」なんて言われて
いた。四宅さんもアクセサリーなどを作ってい
たけれど、踊りの部門ではみんなを指導する立
場にあって、阿寒湖アイヌコタンの古式舞踊の
代表者であり、初代保存会長を務めたんです。
床ヌブリは若い頃、コタンに入る前に東京にい
て、そのころ文学座とか演劇関係の友人がたく
さんいたんですね。そういう仲間の中でいろん
なことを見たり手伝ったりしてきている。だか
ら舞台っていうものとか、台本をどう作るかと
か、演技のこととかも、覚えてきたんじゃない
かな。そういう環境にあったんですよ。だから
台本は床ヌブリが作った。彼は本当に、人材を
発掘するのに長けているというか、よく人を見
ている人で、その力にはちょっと驚くくらいで
す。

──：最初のころは、ユーカラを演劇にした学校の先
生と一緒にやっていたと古い報道にありまし
た。

床明：釧路の学校の先生がユーカラを題材にしたお
話を考えて持ってきてくれて、その後に札幌で
放送劇にした先生もいて。釧路の先生は音楽を
やっていた人で、ピリカピリカの歌をアレンジ
していた。台本は最初、「コタンの森」というタ
イトルで、秋辺今吉さんがシカンナカムイの役
をやって、素晴らしいポスターもできた。最初
は1972（昭和47）年に札幌で、日本交通公社の
全国大会というのに四宅さんが参加していて、
そこでちょっと一部、まだ完成してはいなかっ
たんだが、披露した。それがまず始め。１週間
後に札幌市民会館でも同じものをやった。次の
年に、釧路の厚生年金会館で本格的な舞台を一
つの流れでやりました１）。

──：この時の様子は新聞に「アイヌ語版で上演」と
書いてあります。

床明：セリフはほとんどないんです。台本には、例え
ばコタンコロカムイが冒頭で「昔私が若いとき
には……」と語るセリフがあるけれど、これを
アイヌ語版でやったのはパリ版。コタンコロカ
ムイ役の豊岡喜一郎さんが、山本多助エカシが
書き起こしたアイヌ語の語りを、「テエタオッ
タ……」とずっとやった。よく覚えたなと思う
くらいしゃべりましたね。時間の制約があるか
ら、書いてもらったのをすべてを話したわけで
はないけれど。パリ公演のほうはコタンコロカ
ムイの役者のセリフはすべてアイヌ語だったけ
れど、そのあと日本でやった方は日本語にした
んです。主人公ラックルが育ての姉によびかけ
るアイヌ語は、あまり多くないんですよ。「狩り
に行きたいが、どうか」とね。イレシュサポ２）の
最初の役者は釧路で日本舞踊をやっていた方。
この方の娘さんと、もう一人とこの方の３人
で、白鳥姫、黒鳥姫、イレシュサポを演じた。パ
リ公演から、90年代に日本の色々なところで公
演するころまでずっとやってもらった。ある時
期から、コタンのみんなだけでやるようになっ
た。

──：公演の中身について伺えますか？
床明：まず「プロローグ『コタンコロカムイの話。』」

の語りがある。そのあと「第一幕第一場 天と地
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（シカントモシリ）」３）で、ユーカラクルとヘッ
チェクルが舞台そでで語っている。舞台中央、
チキサニカムイが踊っているところに、シカン
ナカムイが真ん中の高い台の上から現れる。そ
してシカンナカムイ役の秋辺今吉さんがタプ
カラ（踏み舞）という踊りを舞う。声もいいし、
素晴らしかった。ああいう声はなかなか出せな
い。そして最後にチキサニカムイのところへ
来て、雷鳴がどどーんと舞台に鳴り響いて、シ
カンナカムイが衣装の袖でチキサニカムイを
さっと隠すことで、結婚したということを表現
した。それでアイヌラックルが生まれ、次の神
の家のシーンが始まる。このときチキサニカム
イは弟子シギ子さん。このカムイの役の三人と
ユーカラクル、ヘッチェクルは、冒頭にしか登
場しない。

──：迫力あるはじまりですね。
床明：実際の物語が始まるシーン（第二場 神の家（カ

ムイ・チセ））では、四宅（ヤエ）ばあちゃんの
イフンケが後ろで流れていて、そして照明がつ
くとアイヌラックルとイレシュサポの二人が
舞台に居る。ラックルは最初イナウケをしてい
て、そのあとイレシュサポに「狩りに行きたい」
と呼びかける。「イレシュサポ、イレシュサポ、
キマイネヌ　ルシュイ、キマイネヌ　ルシュ
イ」と。セリフは台本に書いてあるのものだけ。
ちょっと間をおいて、サポは首を振る。そのう
ちラックルが彫ったものをみて、やっと狩装束
を出してくれる。それでラックルは狩に出かけ
る。次は「ユックコイキ」、鹿狩りの場面（第三
場 鹿狩り（ユックコイキ））。このシーンは、セ
リフはほとんどなく川のせせらぎや小鳥の声な
どの効果音だけ。カーン、コーンという音が鹿
の足音を表現している。そして鹿神とラックル
が二人きりで対峙する。ラックルは弓の舞をし
て周りを舞いながら、最後に鹿を射止め、鹿神
はラックルの矢を受け取る。この所作がとても
格好良かった。弓の舞は今と大体同じ型のもの
だけれど、舞台に合わせて鹿の周りを舞うなど
違うところもある。鹿の役は、角がついた鹿の
頭を持っている。そして頭の飾りとイナウを立
てることで神であることを示している。この鹿
の頭も角も木彫りで、差し込んで取り外せるよ
うにしてパリまで持って行った。作家は瀧口政

満さん。いまでも大切にとってある。
──：鹿の神とのシーンが終わると、白鳥姫と黒鳥

姫のシーン（第四場 白鳥姫と黒鳥姫（レタラチ
カップ、クンネチカップ））ですね。

床 明：この場面は、バックにピリカピリカの歌が
わーっと流れている。そして白鳥姫が中央にい
て踊っている。白いマントがわっと広がる創作
舞踊で、鶴の舞とはまた違う。そこにラックル
が上手から、鹿の角を背負って弓と矢筒を持っ
て現れる。中央に座って、鹿の角を置いて白鳥
姫の踊りを見る。終わり頃になってから、白
鳥姫がおもむろに自分のマタンプシを外して
ラックルに差し出す。そこで舞台の高い台の上
から、黒い装束の黒鳥姫が現れる。そして白鳥
姫が今まさにマタンプシを渡そうとする時に、
ぱっとその手を跳ね除ける。同時に、ラックル
は目が見えなくなって唸っている。白鳥姫が
立ち向かっていると、魔人たちが４人入ってき
て、白鳥姫を背負って闇の国へ攫い、下手へ抜
けて、幕。冒頭ラックルが上手から出てくる時
には、「ハンルレー ホォーイ ハッホー」という
歌を歌いながら出てくる。白鳥姫と黒鳥姫が戦
う時の背景には、「フッタレチュイ」が流れる。
このシーンの音はこのアイヌ語の歌だけ。

──：いよいよ「第五場 神の刀（カムイ・タム）」ですね。
床明：目が見えなくなったラックルが、下手からよろ

よろしながら出てくる。舞台はラックルの家
で、奥には戦いに備えた神の刀などがすでにチ
タラペに下げてある。イレシュサポが座ってい
るところにラックルがよろよろしながら来て、
イレシュサポと対峙する。イレシュサポがラッ
クルの両手をとって仕草をすると、目が見える
ようになる。イレシュサポはそこで初めてラッ
クルに、自分が誰なのか、ラックルは誰なのか
を話す。ラックルはここまで、カムイの子供で
あるということは知らなかった。そのあとラッ
クルは、イレシュサポから神の刀と装束を与え
られ、刀を受け取ってから、「チュプカムイホー 
イレシュサポホー パセヤイライケレホー」と叫
ぶ。イレシュサポのセリフは録音したものを流
すという方法をとっていたが、ラックルのアイ
ヌ語の叫びは役者が話した。

──：いよいよ最後の戦いですね。
床明：第六場「暗黒の国の戦い（クンネモシリ・ト゚
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ミ）」は、闇の国が舞台。真っ暗いなかでムック
リの音が低くボンボンボンとなっている。大魔
王たちは酒盛りをやっているところに、ラック
ルが上手から現れる。黒鳥姫がラックルをめざ
とく見つけ、「アイヌラックル！」と叫ぶ。パリ
公演時の大魔王は秋辺デボさんの親戚。体格が
よくて良い男なものだから魔王役に抜擢された
んだ。黒鳥姫が「ラックルだ！」と叫んだあと、
ラックルは魔王に招かれて、みんなが座ってい
る炉縁の前に座る。そして戦いの前にお酒を汲
み合い、挨拶をしあう。そうしている中で魔神
の一人は早くも突っかかっていこうとするが、
魔王に嗜められて止められる。みんな殺気立っ
ているけれど、お互い儀式をして、礼を尽くし
てから戦いに入る。魔神４人が盃を放り投げて
立ち上がり、ラックルの周りを取り囲み、撃ち
合いをする。この時の武器は、魔神は真っ黒な
棒、ラックルはイナウがついた真っ白い長い棒
を持っている。もはやこれまで、となってから、
イナウのついた白い棒をばっと投げすてて、神
の宝刀を抜く。そこで稲光と雷の音が鳴る。そ
こで魔王と黒鳥姫を切り伏せる。ラックルにス
ポットライトが当たるとともに、魔神たちはう
めきながら下手へ退場。陰で黒いマントに隠れ
て待っていた白鳥姫がパッと立ち上がり、ラッ
クルが白鳥姫に、オンカムイ（礼拝）、そして客
席に向かって３回、オンカムイをする。

──：舞台上の動きや構成の演出をつけていたのは、
床ヌブリさんですね。

床明：そうそう。そういうところがやっぱりいろいろ
見てきた彼の資質だろうね。アイヌの舞台では
ないけど、東京で見てきた役者たちの様子と
か、そこから視点が育ったのかな。

──：四宅さんは一緒に演出をしていたんですか？
床明：いや、自分の場面のところに基本的にはくるけ

れど、つきっきりでそこにいたということはな
い。みんなで通しで練習するような時には四宅
さんもいたし、四宅さんを含めみんなでああし
た方がいいとは言い合った。ヌブリの演出の補
佐のような、もっとこうしたらいいとか、そう
いう役割はあった。

──：パリ公演での明さんの役割はなんでしたか？
床明：魔神だね。魔人４人と魔王が居たんだ。
──：ヌブリさんの演出スタイルはどんな感じでした

か？
床明：あんまり細かいことは言わないよね。ポイント

をうまく言う人だった。
──：今でこそ阿寒の皆さんは様々な舞台を作ってい

らして、いろいろな挑戦もされてきていると思
いますが、この時はストーリーのあるような舞
台は初めてだったのでしょうか。とまどいとか
はありましたか？

床明：まさにそうだね。かなり不安だったよね。古式
舞踊であちこち公演することはあったから、舞
台慣れみたいなものはあったけれど、演劇は初
めてだった。

──：パリでの思い出はありますか？
床明：アイヌの劇を見てわかってもらえるだろうか、

向こうの人はどうやって理解するだろうかとい
うのが一番心配だった。ところが、領事館の人
が言うには、パリの人は演劇を見る目は確かだ
と。外国のものも知ろうと努力するし。そうい
う人たちだから、わからなさそうでも理解しよ
うとしてしっかり見てくれるから、安心してや
りなさいというようなことを言ってくれたのが
一つの救いだった。

──：お客さんの反応はどうでしたか？
床明：もう新聞にあるとおり４）、大爆発。拍手が止ま

らないので、舞台上で「もうそろそろ下がって
いいかな」と思っても「ダメだ動くな」と（いわ
れると）いう感じだった。パリ公演はユネスコ
本部のホールと、ギメ東洋美術館の小さなホー
ルでやったけど、釧路や札幌で公演したときと
は全然違う。ユネスコの方は四宅さんがアイヌ
ラックルの役だったが、ギメは配役を変えた。
床ヌブリは、「お前たちいつもアイヌ舞踊やっ
ているんだから、その気持ちさえ忘れなければ
いいんだ、いつもやっているようにやればいい
べや」と言っていた。それもまた救いだった。
いつもやっているようにやればいいんだと。み
んな舞台慣れはしているんだから。だからそれ
以上細かいことは言う人ではなかった。

──：忘れられない経験ですね…。ところで衣装は誰
が作ったんですか？

床明：ヌブリがこういう形にしようといって、コタン
の奥さんがたみんなで作った。

──：練習はどこでしてたんですか？
床明：オンネチセの裏に、「アイヌ観光センター」と
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いうのが以前あった。そこの２階に大きな広間
があって、コタンに買い物に来るお客さんが
そこで食事ができるような施設があった。まり
も祭りもそこでやって、ご飯食べて、寝泊まり
して、朝まで騒いだりしていた。そこは、今の

「ウヌカㇻチセ」（釧路市阿寒町緑町生活館）の
２階にある和室より倍くらい大きかった。厨房
がついていて、団体客を受け入れられるように
なっていた。こういう場所で練習したり、舞踊
を披露したんだ。観光センターは今は取り壊さ
れてない。そのあと1985（昭和60）年に「アイヌ
文化伝統・創造館 オンネチセ」ができた。最初
はヨシ葺き小屋だったのが、10年目にいまの鉄
板屋根の形になった。でも骨組みとか土台は茅
葺き小屋の時のまま。もう40年近くずっと建っ
ている。大きな建物だからアイヌ式の屋根に
できず、合掌組という組み方で組まれている。
杉の丸太の梁は、外国の材料を手配した。みん
なで屋根を茅葺きしたんだ。今は「イオマンテ
劇」をあちこちで呼ばれてやっているけれど、

「ユーカラ劇」はしばらくやっていないな。
──：いくつかの新聞には山本多助さんが「ユーカラ

座」を立ち上げたと書いてあったんですが、座
長はずっと床ヌブリさんだったんですか。

床明：もとになる阿寒のユーカラを書き起こしてく
れたのが山本多助さんだから、原作というとこ
ろ。座長と演出はずっとヌブリと四宅さんだっ
た。

──：パリに出発前の東京公演というのもあったので
すか？

床 明：パリ出発前に、東京の普門館というところ
で、前座でやった。この時は全部やったと思う
なぁ。どこかが映像撮ってないだろうか。

──：当時の情報が記載されたノート、すごくいろい
ろ書いてありますね。

床明：添乗員がいろいろ教えてくれたこととかを書い
てたんだ。パリのホテルもちょうど立てたばか
りのホテルで、開館前だったのに、経費を浮か
すために泊めてもらったんだ。セーヌ川の近く
にあるニッコー・ド・パリ。資金繰りも大変で、
全道に寄付を募った。でも当時は景気が良かっ
たからね。観光ブームで、前田一歩園の奥さん
が、北海道庁とかに働きかけてくれて、かなり
の寄付を募った。パリに行った時は、自分は30

歳代。千家盛雄さんはユーカラ座の音響をやっ
ていた方。明日会うんでしょう？ぜひじっくり
お話を聞いたらいいよ。

（了）

注

１）	 このころまでのタイトルは『コタンの森』。1976（S51）年２月25日北海
道新聞によると、パリ公演から『アイヌ・ラックル伝』というタイトル
になっている。

２）	 アイヌ語の表記は、台本の表記に準じた。
３）	 幕・場の内容や番号は、床明氏に見せていただいた台本を基に記載し

ている（日付不明）。ただし、1974（S49）年の札幌上演版は２幕７場、パ
リ版は２幕６場とそれぞれ新聞に記載があるので、本インタビューに
ある１幕６場の形式になったのはパリ公演の後。

４）	 1976（昭和51）年４月30日の北海道新聞では「パリっ子熱狂 『ユーカラ
座』公演 ラストで拍手“爆発”『ともかくすばらしい』」と報道された。
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【床明氏提供資料】
１．ユーカラ劇台本（1幕６場版／発行日不明）
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上記は１幕６場版。パリ版の構成は以下。

第１幕
アイヌラックルの誕生（シカント・モシリ　天上界）
イレシュサポ（養育する姉）（カムイ・チセ　神の家）
鹿狩り（ユックコイキ）

第２幕
白鳥姫と黒鳥姫（レタラチカプ・クンネチカㇷ゚）
神の刀（カムイ・タㇺ）
暗黒の国の戦い（クンネモシリ・トゥミ）

出典：「久摺（クスリ） 山本多助エカシ生誕百年記念特集号」（釧路アイヌ文化懇話会、2005年）,p97.
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２．山本多助による、「プロローグ：コタンコㇿカムイの話」の元となったユーカラの原稿（一部）
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３．パリ公演の際の写真

エッフェル塔を背景に記念写真（1976年パリ公演より）：

＊�名前の同定は床明さんに聞いたものと、「久摺（クスリ） 山本多助エカシ生誕百年記念特集号」（釧路アイヌ文化懇話会、2005年）96ページの、
パリ公演の後に訪れたローマ市内で撮影された写真の名前を参考にした。
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対決のシーン（1976年パリ公演より）：

４．パリ版　公演パンフレット（英語）
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５．パリ公演配役（床明氏のノートによる）
阿寒湖ユーカラ座　パリ公演団　1976年4月

団長　山本多助
副団長　秋辺今吉
事務局長　四宅豊次郎
総務部（記録・会計・その他）　沢井春光
顧問　丹葉節郎（釧路ユネスコ協会長）

スタッフ
脚色構成：阿寒湖アイヌ民族文化保存会・阿寒湖ユー
カラ座
演出・舞台監督　床ヌブリ
舞台助手・装置　西山一幸
音響効果　千家盛雄
パリ公演団書記・会計　沢井春光
ユネスコ関係　丹葉節郎
＜スタッフ・キャスト合計20名＞

キャスト
１．ユーカラクル　　　山本多助
２．ヘッチェクル　　　西田トセ
３．シカンナカムイ　　秋辺今吉
４．アイヌラックル　　四宅豊次郎
５．ユックカムイ　　　小林隆男
６．チキサニカムイ　　弟子シギ子
７．イレシュサポ　　　中村芳子
８．コタンコロカムイ　豊岡喜一郎
９．レタラチカプ　　　石田敦子
10．クンネチカプ　　　藤田孝子
11．魔王　　　　　　　秋辺金市
12．ウェンカムイ　　　鰹屋　進
13．同上　　　　　　　滝口政満
14．同上　　　　　　　床明
15．同上　　　　　　　山本俊一

◎ダブルキャスト
山本俊一　アイヌラックル、ウェンカムイ
小林隆男　ユックカムイ、ウェンカムイ
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６．阿寒湖ユーカラ座の歩み（公演パンフレット及び床明氏の記録から）

・ユーカラ座のパンフレットの記載と、床明氏提供の記録を合わせたものを掲載する。
・一部「ユーカラ座」以外のものも掲載した。

1968（昭和43）年４月　 阿寒アイヌ民族文化保存会結成。
１）アイヌ舞踊研究保存部、２）アイヌ語研究部、３）ユーカラ座の３部門を置く。

1972（昭和47）年10月 札幌市厚生年金会館にて公演。（日本交通公社旅行クラブ全国交歓会）
札幌市民会館にて公演。（第一回全日本文化集会札幌大会）

1973（昭和48）年４月 釧路市厚生年金体育館にて自主公演。
1974（昭和49）年７月 札幌市民会館にて特別公演。

主催　北海道文化団体協議会・札幌文化団体協議会
1976（昭和51）年４月 17日　阿寒町・町民センターにて公演。

〔フランス・パリ公演〕 23日　普門館（東京都杉並区）にて一部公演。
	 パリ日本文化祭の東京での前夜祭。
28日　第１回ジャパンフェスティバル（日本文化祭）
　　　パリ　ユネスコ本部・国際会議場にて公演
30日　パリ　ギメ東洋美術館にて公演
	 主催：ユネスコ本部・日本ユネスコ協会連盟

1984（昭和59）年１月 「アイヌ古式舞踊」が国の重要無形民俗文化財に指定される
10月 舞踊劇「イオマンテ」第９回香港アジア芸術祭に参加

1985（昭和60）年12月 ３日　人権週間〔世界人権宣言37周年〕の事業として京都会館にて公演（昼夜２回）。
〔関西公演〕 	 主催［人権週間を考える］京都府民実行委員会　

	 部落解放基本法制定要求国民運動京都府実行委員会
４日　大阪市御堂会館大ホールにて公演
	 主催　大阪市人権啓発推進協議会・大阪市
５日　大阪市我孫市南中学校にて公演。
６日　〔人権を考える県民のつどい〕奈良県橿原文化会館大ホールにて公演。
	 主催　奈良県・世界人権宣言推進実行委員会
７日　大阪市矢田南中学校にて公演。

1991（平成３）年12月 阿寒町公民館大ホールにて公演。　主催　阿寒町・阿寒町教育委員会
札幌市教育文化会館にて公演（昼夜２回）
主催　（財）北海道公立学校教職員互助会

1992（平成４）年12月 久留米市民会館にて公演。　主催（財）福岡県教職員互助会
田川文化センターにて公演。　主催（財）福岡県教職員互助会

1993（平成５）年６月 釧路市生涯学習センターにて公演。（昼夜２回）
〔ラムサール条約締結国会議開催記念〕
主催　釧路市・釧路市教育委員会・釧路市民文化振興財団

10月 かでる２・７（札幌市）にて公演。主催　北海道
〔‘93国際先住民年ウィーク イン 北海道〕　

1994（平成６）年11月 青森市文化会館大ホールにて公演〔青森県教職員互助会設立30周年記念〕
主催　（財）青森県教職員互助会

1996（平成８）年１月 イオマンテ劇をアイヌ語で公演
第８回アイヌ民族文化祭、函館市民会館　主催　北海道ウタリ協会

10月 富山県高岡文化ホールにて公演（１時間公演）
主催　第11回国民文化祭富山県実行委員会、富山国際演劇祭実行委員会

2000（平成12）年10月 「イオマンテ劇」富山能楽堂にて公演
主催　（財）富山市民文化事業団、富山市

2002（平成14）年４月 「ユーカラ座」が公演主体となって、ブラジルの都市住民に先住民を紹介するための事業
「リトデパッセージ」（通過の儀式）に海外からの先住民族として「ユーカラ座」が初めて
招聘され参加した。公演内容は「アイヌ古式舞踊」
14,15日　サンパウロ Agua Brancaparkにて公演
21,22日　リオ・デ・ジャネイロのMuseu da Repubricaにて公演
主催　インデオ発展協会（Instituto de Desenvolvimento das Tradicoes Indigenas）

2003（平成15）年２月 「アイヌ古式舞踊」
20日　ニュージーランド・パーマストンノースのRangitāne部族のマラエ外で公演。
21日　オークランドコミュニティセンターにて意見交換。
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「ロストカムイ」の舞台ができるまで

床州生

2024年９月25日
聞き手：谷地田未緒、笹村律子
構成：谷地田未緒

──：今日は「ロストカムイ」の制作のお話と、州生
さんが関わってきた阿寒の様々な舞台のお話
をお伺いしたいと思います。よろしくお願いし
ます。州生さんはこれまで木彫り作家としても
活動されていますが、舞台の関りはどうでしょ
う。

床州生：僕が東京から阿寒に帰ってきたのが24歳ぐ
らいの時だと思うんだけど、そのころ（1990年
前後）この辺の景気がすごく良くて、アルバイ
トも5，6人使って（店を）やっていて、忙しいか
ら、一人息子だし、帰ってこいといわれてイヤ
イヤ帰ってきた。だいたい東京に３年、横須賀
に２年くらい住んでいた。帰ってきてアルバイ
トの人たちと一緒にお店で働いていた。そのこ
ろってシーズンオフとシーズン中がはっきり
分かれていて、まりも祭りが終わるとシーズン
オフだった。だから帰ってきたころは冬は沖縄
に１ヶ月行ったりしていた。で、父がユーカラ
座の座長をやっていて、声をかけられていたけ
ど、父親がやっているからということで、興味
がないというか照れ臭くて手伝っていなかっ
た。でもそこでも人手が足りないからと言わ
れ、最初は千家盛雄さんと一緒に裏方にはいっ
ていた。それで手伝い初めて、そのうち舞台に
も立ってくれないかといわれた。僕は子供の頃
は踊りは習ってなかった。（阿寒アイヌ民族）文
化保存会もまだなかったから、子供達に教える
ようになったのは僕の10歳下くらいから。だか
ら自分は帰ってきてからアイヌの踊りを覚え
た。ユーカラ座も何度か出演した。その頃はも
うパリ公演も終わっていて、日本国内で公演を
していた。主役は秋辺デボさんがやっていた。
自分の役は魔人。秋辺今吉さんの手下だった。

──：デボさんがアイヌラックルで、今吉さんが魔王
ということは、舞台では親子対決だったんです
ね。

床州生：確かね。それから今吉さんがだんだんお歳で
うまく動けなくなったころ、俺は体が大きかっ
たから魔王役もやってくれといわれた。

──：最初に始めた裏方の方はどのようなことをして
いたんですか？

床州生：音響や照明。昔は機材もなかったし、「ロス
トカムイ」をやるようになってから機材にだい
ぶ詳しくなったけど、その頃はよく分かってな
かったから、言われたボタンを押すような感じ
だった。今みたいにコンピューターで制御して
いないので、舞台のタイミングでボタンを押さ
ないと音が出ないし、灯りもつかない。

──：そのあと阿寒湖では、イオマンテ劇や人形劇な
ど様々なプロダクションが生まれましたが、そ
れにも関わっていますか？

床州生：ユーカラ劇は魔王として出演していたし、人
形劇は自分としては初めて外部の人と一緒に舞
台を作った。ユーカラ座はアイヌが主体で動い
ていたけど、人形劇は、人形をつくるとか、台
本を外部の人がつくったりしていて、関わって
面白いなと思った。人形劇の最初の作品、「ふん
だりけったりクマ神さま」なんかは本当に面白
いなと思ったし、台本の質も高い。そのころ自
分は（阿寒アイヌ工芸共同）組合の理事に入っ
ていて、出演はしていなかったけれどこれはよ
い演目だと思っていた。けれど宣伝などがあま
りうまくできなくて、営業としてはいまいち振
るわず、それぞれ短い期間で上演は終わってし
まった。人形劇というと子供向けと思う人も多
かった。阿寒湖に来る観光客のうち、アイヌ文
化に触れようと思ってくる人は、100人中１人
位だと思う。それは今も昔も変わらないと思
う。阿寒湖に来てホテルで食事をして、その後
に「古式舞踊っていうのがある」と初めて知っ
てくる人が多い。だからそれまで興味がなかっ
たひとに人形劇というと、さらに混乱する。人
形劇って小さな人形がちょこちょこ動いている
イメージがあるけれど、僕らがやったのはそう
じゃない。人形を作る先生も、「里見八犬伝」の
人形劇をテレビでやっていた本格的な先生で、
その人に教えてもらって澤井和彦さんがリー
ダーとして人形を制作したし、話もただ単に真
面目なアイヌとカムイの話でなく、ウィットに
飛んでいた。タイトルも、「踏んだり・蹴った
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り」という動きと「ふんだりけったり」という表
現がかけ合わさっていたり。カムイが宿ってい
る石を「踏んだり蹴ったり」したことが話の中
心になっているから、面白いなと思っていた。
ユーカラ座に出ていた人も出てなかった人も、
発声練習から初めて、声も出てくるようになっ
た。国立民族学博物館や、倉敷によばれて上演
したことがあって1）、そういうところでやると
結構喜ばれていたから、勿体無いプログラムの
一つだったなと今でも思う。

──：人形劇の後、すぐ「ロストカムイ」に繋がって
いくのでしょうか？

床州生：「ロストカムイ」の前に「カムイルミナ」があ
る。札幌にコタンの組合が懇意にしている映画
会社があって、そこの社長がプロジェクション
マッピングをいち早く北海道でやっていて、阿
寒湖でもやったらどうかというアドバイスが
あった。シアターイコㇿで実際にプロジェク
ターを持ってきて映像を流して、音楽をかけて
僕がちょっと踊った。そうしたら見ていたコ
タンのメンバーが「カムイの世界ってこういう
感じじゃないのか」といった。後で映像を見た
ら、今までユーカラ劇とか、人形劇とかで表せ
なかった表現の一つだなと思って、ぜひやりた
いと思った。これをやるために予算はどのくら
いかかるかと聞いたら、2000万円だという。そ
のころは、東日本大震災があったころで、シア
ターイコㇿにはぜんぜんお客さんが入っていな
かったので、その話は流れた。その次に、モー
メントファクトリーというカナダの会社が来
て、「ルミナ」という彼らの作品を阿寒湖でや
りたいという話になった。それにもさっきの映
像会社の人が、カナダに旅行に行った時にみた
ら面白かったということで、アイヌの物語をつ
かって日本で２番目の「ルミナ」を作りたいと
いう話になった。お客さんの誘致のためには
僕らもやりたい。だけど、モーメントファクト
リー社は、「ボッケ遊歩道」のロケーションが良
いのでそっちでやりたいと言ってきた。コタン
の周りで「ルミナ」をやらないと、コタンの集
客にはならない。その時も工芸組合の理事のな
かでこの案件の担当をしていたので、「ボッケ
でやるならアイヌの話は貸したくない」と言っ
た。シアターイコㇿと同じ時間帯でやると、お

客さんが取られてしまうから。そうしたら、そ
の話に乗っていた当時の観光協会から「なんと
かシアターイコㇿにも予算をつけるから、ルミ
ナはボッケでやらせて欲しい」と頼まれた。し
ばらく交渉して、予算もきちんとついたので、

「それならルミナも全力で手伝います」という
話になった。

	 しかし当初、シアターイコㇿの方も「ルミナ」
と同時進行でモーメントファクトリーが制作す
るという話になっていたので、ちょっと不安に
なって、通訳を通じて担当者に「もしかしてシ
アターイコㇿの方に、ルミナの二軍的な人を送
り込んでいるつもりはないか」と聞いたら、向
こうははっきり「そうだ」と言った。彼らは、自
分たちがいま一番やりたいのはルミナであっ
て、若手がイコㇿの方を担当するという話に
なったので、それでは嫌だと反対した。その頃
日本語が通じないことで、細かいニュアンスが
通じないので困っていたら、ルミナの手伝いで
きていたクリエイターの一人が、「僕はそっち
に関わりたい」といって手を挙げてくれた。こ
れが坂本大輔さん。彼と一緒に、最初から「ロ
ストカムイ」を制作した。ルミナの方も、声優
を選んだり、劇中で使う音楽のレコーディング
などは、自分と坂本に任せてもらったので、日
本で録音した声優の声や音楽をカナダに送っ
て、制作は向こうで行われた。

──：「カムイルミナ」の方もユーカラが元になって
いますね。

床州生：そう、あれは四宅ヤエさんに伝わる、カケス
が大飢饉を救ったという話。アイヌの物語の
中でも、これに似た話は各地にある。主人公が
違ったりすることも。ここでは、ヤエさんに
伝わっている版をやりたいとことになった。

「フーンコフンコ　フーンコ　アイヌコタン」
という部分、100年くらい前のヤエさんの録音
が残っていたので最初はそれだけを使っていた
けれど、物語の終盤に来ると、その孫の平（四
宅）智子さんの声も被さって、ヤエさんから智
子さんにユーカラが伝わっていくという隠れた
メッセージもある。これも僕と坂本が一緒に考
えたアイディア。

──：ルミナもロストカムイも、阿寒湖アイヌコタン
からの強い協力体制がなければ絶対にできない
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作品ですよね。そのコタン側の中心になってい
たのが州生さんということですね。

床州生：そう。ルミナの経験はロストカムイの方にも
決定的に役立った。最初は、俺が意見を出して
通るようなプロジェクトじゃないと思ってい
た。アイヌの話とか、全体的なことをみればい
いのかなと思っていたら、意外と、いろいろ気
がついたことがあって。例えばフクロウのセリ
フは、おじいさんだけど低く通る声がいいと
か、「フンコフンコ」を繰り返すのと同じで、セ
リフの前に「ホーホー」といったらどうだろう
かとか、そういうアイディアも通った。制作中、
エゾフクロウの翼が短い、実際は２メートル
もあるのに、というNGが阿寒の方から出たと
き、僕は実写に近づけるより、ファンタジーで
ある方が見るお客さんが楽しいと思ったので、
そういうことを一つ一つ議論をして、すごく良
い関係でルミナを作ることができた。モーメン
トファクトリーさんとはいまだに連絡はとって
いる。実施している間は監修してほしいといわ
れて、年に３回くらい、自分が直接見に行って、
音のひずみとかがないかなどを確認して、レ
ポートを出している。

──：ロストカムイはそれと同時進行で進んでいた
ということですよね。「二軍では嫌だ」とはっき
りと表明したというの、とても大切なことです
ね。

床州生：日本人のいいところでもあり悪いところで
もあるのは、「それはしょうがないか」とうや
むやにしてしまうところ。でもモーメントファ
クトリーは、向こうもはっきり言ってくるから
こちらも言いやすかった。違いがあるからこ
そ、「黙っていても伝わらないからはっきり言
わなくちゃ」という気持ちもあった。ちょっと
話はそれるけれど、例えばどこかの団体がアイ
ヌの歌や踊りを依頼してきた場合、その会場や
音響設備のことを確認するようにしている。何
年か前に雪まつりで、アイヌのおばあちゃんが
ステージに立っていた時、ちいさなスピーカー
を横に置いて、その横にマイクを置いて歌って
いた。こんなに広いところで、しかも外で、そ
んな扱いは良くないとずっと思っていた。環境
のこともはっきり言わないと、こちらのクオリ
ティが低いと思われるから、きちんというよう

にしている。謝金もきちんと、１日拘束したら
いくらというようにしている。僕らの歌や踊
りは特殊技能だと、他の人は持っていない財産
だと思っているから、そんなに安売りはしたく
ない。例えばホテルでも、どこかの企業のパー
ティーで演じてくれないかと言われることがあ
る。その場合、一人あたりの謝金を設定して、
宴会場のカラオケ機材ではない、きちんとした
音響機材を入れてくれるならやりますと条件
をつけたら、結果的にその会社からは感謝され
た。そういうことも、ルミナやロストを経験し
てある程度機材のこととかもわかってきたから
言えるようになってきた。

──：ルミナの方はモーメントファクトリーが主導し
ていたと思いますが、「ロストカムイ」の方はど
のように進んでいったんですか？

床州生：モーメントファクトリーとの仕事で坂本さん
に会って、最初はいかにも“業界” っぽいチャ
ラい奴だなと思っていたんだけど（笑）、坂本さ
んは全体を見れる。映像も音響もわかるし、コ
ピーライターをやっていたから台本もかける。
そこでどうしようと相談するうちに、「ルミナ」
は伝統的なユーカラをベースにしたプロジェ
クトになったので、こちらは新作を作ろうとい
うアイディアで、「ロストカムイ」の前に「阿寒
ユーカラ」というタイトルをつけた。僕らが阿
寒で作ったユーカラという意味を込めて。別に
昔の人たちだけがユーカラをつくれるわけじゃ
なくて、今の現代のアイヌも、先まで受け継が
れるものを作ったらユーカラになると思うか
ら。それで何をやろうかという話になって、坂
本さんがメッセージというかテーマは絶対必要
だからそれを何にしようかという相談のなかで
思いついたのは、「カント オㇿワ ヤク サㇰ ノ 
アランケㇷ゚ シネㇷ゚ カ　イサㇺ（天から役目な
しに降ろされた物はひとつもない）」という、
アイヌの中でもおそらく一番有名な言葉で、こ
れをテーマにしようと。今の時代にもあってい
るし、みんなに伝わるテーマだと。もう一つ相
談したのは、阿寒湖は帯広、釧路、北見のちょ
うど真ん中あたりにあって、3−40代のファミ
リー層がドライブにくる。古式舞踊の公演には
年配層がバスツアーで見にきてくれるけれど、
この3‐40代層は全くヒットしていなくて、今ま
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で取りこぼしている客層だった。その人たち
を取り入れることができるプログラムにした
いと言ったら、坂本さんが、じゃあ音もいい音
で、映像もカッコよくして、それで一人外部の
ダンサーを入れたいと提案してきた。カムイは
クマやフクロウに比べて登場することが少な
い、絶滅してしまったオオカミにしようと意見
を出し合って、それをベースに坂本が台本を書
いた。今までやったことがないことが多かった
ので、最初はダンサーを入れることも、舞台の
構成もぼんやりとしたイメージだった。最初に
ダンサーとして紹介されたKARINというダン
サーは、真金の金髪で眉毛もなくてちょっと驚
いた。そのダンサーと振付師に東京で会った時
も、最初は「派手な二人がきたなぁ」と思った

（笑）。でもダンサーって派手だけど、すごく真
面目で、ストイックだった。音楽とか映像とか
を同時進行で進めていて、音楽監督を誰にしよ
うかという相談をしている時には有名なミュー
ジシャンも候補に上がっていた。でもその頃に
はチームが出来上がってきていて、方針が違う
んじゃないかということで、札幌拠点のDJの
名前が上がった。俺はDJ ってレコードを回す
人だと思っていたけど、その人はニューヨーク
とかパリとかドバイとか、世界各国でDJをし
ていて、いろんなところでフィールドに出て音
を録音して、それを使って音楽を作るという話
を聞いて納得した。本人が阿寒に来た後、一緒
にボッケに行って、ボッケの「ボコボコ」とい
う音を録音したら、その「ボコ」というひとつ
を使ってビートを作った。トンコリの中に入っ
ている玉が楽器に当たって「カツン」という音
も、ビートの素材になったし、踊っている時の
エムシの柄が「シャンシャン」と鳴る音とか、
風の音とかカラスの鳴き声とかも。オオカミの

「ワオーン」という鳴き声も録りたくて、円山動
物園や旭山動物園まで行ったけれど、なかなか
都合よく遠吠えしてくれなかった。だから舞台
で使っているオオカミの遠吠えは、実は人間の
声を加工したもの。

──：その音が全て「ロストカムイ」の音楽に使われ
ているということですか。

床州生：もちろん。そのころから、映像とかダンスと
か、音楽とか、徹底的にやらないとダメだなと

思い始めた。そのころ、「ロストカムイ」を担当
するか、オリンピック・パラリンピックを担
当するかという相談があった。秋辺デボがオリ
パラをやりたいと言って、自分はルミナもやっ
たから希望してロストカムイの担当になった。
せっかく予算もかけてこういう機会もあるか
ら、勉強のために全部一緒にやろうと思った。
この音楽担当の DJ は高橋邦幸さんという方
だったんだけど、イコㇿで篭って音作りをする
にも、イコㇿの営業が終わってからやるので、
夜の11時ころスタートして夜中の3時か4時ま
でずっと一緒にやっていた。最初は、「床さん
この音どう思う」と言われても、さっぱりちん
ぷんかんぷんだったけれど、例えば「今回は１
週間居ますから」と言われて全部の行程に付き
合っていたら、だんだん音のこともわかるよう
になってきた。ああ、こういう風な組み合わせ
で作るんだ、とね。最後の輪踊りの音も、最初
は普通の女性の歌を録音したものがあったん
だけど、二人で「何かが足りない」と言い続け
ていて、もうすこし、包み込むようなものが欲
しいという話をしていた。そうしたら邦幸さん
が、「いいアイディアを思いつきました。明日
男性陣と歌いましょう」といって、アイヌだけ
でなくプロジェクトに関わっている7−8人の
メンバーと、「エッサーホーホー」と歌ったらす
ごく広がりが出た。「明日音を被せてくるから、
現場で聞こう」と邦幸さんが言ったので、翌日
会場で聞いたら、二人とも涙が出てきた。こん
な優しい輪踊りの歌初めて聞いたと。映像は
映像で、WOWという会社とやったんだけど、
東京まで行って最初のプロトタイプを見せて
もらった。そうしたら、なんのことはない映像
で、全然面白くなかった。それで、「なんか馬鹿
にしてる？東京まで来てこんなの見せられる
の？」と思わず言ったら、WOWがそれに対し
て腹が立ったみたいで、「じゃあ徹底的にやる」
と言ったらしい。今ではすごく仲が良い。そう
思ったのは、俺がアニメーションを作る行程を
知らなかったからなんだけど、でも「床さんに
そう言われたから徹底的にやることに決めたん
です」とあとで教えてもらった。WOWという
のもすごく忙しい会社だけれど、阿寒湖まで来
てくれて、どんな映像にするか相談した。そこ
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で、阿寒湖の「光の森」というところを舞台に
しましょうということして、そのような森をア
ニメーションで作って欲しいと依頼した。最初
の映像を見せられてどう思うと言われたので、

「森って、手前はすごく入っていて楽しいけど、
奥が怖いことはよくあるんだ」といったら、「そ
うか、じゃあ少し怖く感じるような映像にしま
しょう」というアイディアに繋がった。出てく
るオオカミについても、「オオカミはカムイだ
から、オーラが出ているような感じにして欲し
い」といったら、「オーラってなんだ、オーラっ
て見たことない」と。それでも一人途中で阿寒
湖から東京に帰って、「オーラ」を作り始めてく
れた。オオカミが木の横でパッと消える瞬間が
あるけれど、そこのシーンに出てくる木も実際
にその森に生えている木で、800年、いやもしか
したら1000年以上超えているかもしれないと
いう木。だから、「この木も多分カムイだから、
こっちもオーラを纏わせてほしい」と頼んだら、
作業が大変なので嫌な顔はされたけれど、素晴
らしいオーラを纏わせてくれた。

──：本当に州生さんが深く関わったからできた作品
なんだということがよくわかってきたんです
が、当初は「想像がつかなかった」と言ってい
ました。まだ想像の及ばないものを判断してい
く基準はどのあたりにあったんでしょうか。

床州生：まず徹底的に、どういう風なものをつくるの
か聞いた。その中で舞台の専門用語ってある
じゃないですか、SEがどうのとか、ホリゾント
幕とか。最初はそれも聞いていて、「横から出
る光のことです」とか説明してもらっていたけ
ど、あまりにも多かったので腹が立ってきて、
わからない言葉が出たら携帯でぱっと調べて、
そういうことかと思いながら打ち合わせをして
いた。そうしたらだんだんわかるようになって
きて、映像とか、ダンスとか、音楽とか・・・。
最初の方はいいんだけど、だんだん煮詰まって
きて、あともう少しというところになったら、
各クリエイターは我が強いので結構喧嘩して、
それをまとめる役割が自分になってきた。「ま
あまあ」で済めばいいけど、だんだん口も悪く
なってくるし、禿げるんじゃないかと思うくら
いげっそりした時期もあった。人間関係とか、
やらなきゃならないこととか、蓋を開けたらと

んでもない世界に入ってきちゃったという感
じ。

──：こういう多くの人が関わって大きな予算が動く
事業って、わからない言葉が頻発して「もうい
いや」となってしまったり、大事なところでは
関わらせてもらえなかったりすることもある
と思うんですが、床さんが喧嘩の仲裁に入ると
いうことは、床さんがプロジェクトの中心にい
て、みんな床さんに愚痴を言いにくるというこ
とですよね。ここまで徹底的に関わるんだと決
めたのはどうしてですか？

床州生：いちばんにはとにかく面白かったから。やっ
ているプロジェクトが面白くて、「これができ
れば何かちょっと違うことが起きる」という予
感があった。喧嘩するほどみんな真剣にやっ
ている。まあ喧嘩も、中にはくだらないこと
もあって、「あいつらいいもの食ってる」とか

（笑）。でもやっぱりみんながいいものを作りた
いから喧嘩になっているわけで、徹底的にやっ
て、なんとか間にも入ろうと思った。それでも
会う人会う人がすごく刺激的な人が多くて、多
分それがいちばんだと思う。坂本が大体の大枠
が固まってきたとき、「ビジュアルを撮りたい」
といってきたので、「ビジュアルって何」「ああ
フライヤーとかポスターとかの元になるもの
です」という会話があって、いろんな候補がい
た中で、人気のあるヨシダナギという人がい
て、その人に写真を撮ってもらいたいんですと
いう提案を受けた。世界の先住民の写真を撮っ
たものを見せてもらって、ああかっこいいなと
思った。ちょうどスケジュールが合って、「ま
だ日本では撮影していない、アイヌだったら撮
りたい」という話だった。打ち合わせで初めて
会った時、マネージャーがすごく雰囲気のあ
る人で、最初はその人がヨシダナギだと思って
いた。そうしたら違って、隣にいた若い女性が
そうだった。ロケーションにいこうという話
になって、雄阿寒岳とか、滝に連れていったけ
ど、全然気乗りしていない感じだったので、「何
が違うの？」といったら「後ろがスパッと抜け
ている感じがいいんです」と。それで色々なと
ころをみて、俺にはさっぱりわからなかったけ
ど、坂本と二人で話をしていて、ここで撮影し
たいというところが見つかった。そのあとナギ

116



阿寒湖アイヌコタンの現代的舞台表現について 
Contemporary Performing Arts of Akanko Ainu Kotan

さんが坂本に、ありきたりじゃなくて本格的な
アイヌの衣装を用意してくれとリクエストし
た。ヨシダナギの徹底的なこだわりで、木綿の
着物ではなく、明治以前のアイヌが来ていたも
のということで、アットゥシの着物を探すこと
になった。最初は博物館に電話をかけまくっ
て、貸してくださいと言ったけれど、外で撮影
するといったらもちろんダメだと言われた。博
物館が貸してくれないので、二風谷に電話をし
て、外で撮影するので貸してほしいと頼んだら

「全然いいぞ」と言ってくれて、貸してもらっ
た。西田（正男）さんと秋辺デボさんだけが自
前のもの。衣装が揃ったら今度靴はどうしよう
かという話になり、鹿皮の靴は皮を買って作っ
た。鮭靴の方は、博物館はやはり貸してくれな
いので、こちらも作るしかないと思って結局作
ることにしたが、ホッチャレを売っているとこ
ろがなくて困った。釧路市の水産課などに電話
してもダメだったけれど、最終的に札幌の豊平
川さけ科学館から冷凍しているホッチャレを
譲ってもらえることになった。坂本は実家が寿
司屋さんなので、お父さんに頼んで捌いてもら
い、皮だけにして干して、資料を見て制作した。
失敗するかもしれないから多めに６足作ろうと
いうことになり、札幌大学のウレシパクラブの
学生さんたちに手伝ってもらって一緒に作っ
た。

──：それだけで一大プロジェクトですね。
床州生：そうして衣装が揃ったので、１月、朝の４時

に集まって、湖の氷上で撮った。ヨシダナギさ
んは日が昇る寸前と落ちる寸前にしか撮影しな
い。それでこの写真が出来上がった。

──：この衣装も靴も、本編のロストカムイの方では
ぜんぜん登場しないものですよね。

床州生：そう、そこが坂本の策で、いままでいろんな
アイヌの人の写真を見たけど、ポートレートみ
たいなものしかないから、すこしファッション
性というか、かっこいい写真を撮りたいという
コンセプトだった。実際この写真を見て、「ロス
トカムイ」はなんのことだかわからないけど、
とにかく見に来たというお客さんも何人もい
る。今までイコㇿでやるプログラムの宣伝は、
旅行とか旅雑誌とかの媒体がほとんどだった
けれど、これのおかげでアウトドア雑誌とか、

ファッション雑誌から連絡が来た。この写真を
撮って本当に良かったと思う。

──：ヨシダナギさんは最近ソーシャルメディアで批
判も受けていました。

床州生：俺には気にならないことだったけど、いろい
ろ言いたい人もいるよね。

──：外の人がたくさん関わったことで、内部からの
反対の声や反発はありませんでしたか？

床州生：ないですよ。言わせないです、こんなに頑張っ
たんだから。ここの阿寒湖のコタンには外のも
のを受け入れる土壌がある。そもそもコタン
がなかったところに、90年前くらい、札幌、旭
川、帯広、釧路とかのアイヌが前田一歩園の土
地を借りて新しいアイヌコタンを作ったから、
いろんなところの文化が混じり合って、今はも
うハイブリッドもハイブリッド。何年か前まで
は、「阿寒は文化をぶっ壊してる」と言われるこ
ともあった。アイヌ文化の中に多様性があった
ので、エカシたちも喧嘩ばっかりしていたらし
いですよ。俺たちのところは違う、とか。だか
らこそ「ユーカラ座」みたいなのが生まれたし、

「ユーカラ座」も外部から俳優さんを連れてき
て一緒にやったりしている。みんなそういう経
験しているから、「ロストカムイ」を作っている
ことに関しては批判はない。議論があったとい
えば、「ロストカムイ」の第二期の時。その前に
舞台を見にきていた夏木マリさんが「面白い、
でも私ならもっと面白くできる」と言って、関
わってきてくれることになった。興行的にも成
功していたから変える必要はなかったけれど、

「ロストカムイ」はまだまだ変われると思った
ので、手伝ってもらうことにした。そこでマリ
さんが、シヌイェを使いたいと言い出した。「あ
れは誇り高いアイヌの文化なんだから、こうい
う舞台で使ったらどうか」と言われ、俺は最初

「いいですね」と言ったけど、あるおばあちゃん
に、「男が決める文化じゃないぞ」と言われた。
それはその通りだと思って、マリさんも同席し
てもらって、女性の出演者に意見を聞きたいと
言って集まってもらった。そうしたら、実際自
分の家族の記憶があるので嫌だという人もい
た。でも全体の意見を聞くと、確かに誇り高い
文化だから使ってもいいんじゃないかという人
が大半だった。こちら側で勝手に決めるんじゃ
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なく、みんなで話し合って納得して舞台でも使
うことにしたので、この経験は「ロストカムイ」
をやっている中でも良かった出来事の一つ。

──：多くの人が関わっている舞台では、こうやって
みんなで相談して意思決定をしていくというの
は簡単なことではないですよね。

床州生：普通舞台は監督のもので、監督がほとんどの
ことを決めなければならないけれど、ずっと
ユーカラ劇とかを見てきて、「ここは違う」と
いう感覚があった。だってプロの役者が、オー
ディションをして出ているならいいけど、ここ
はここに住んでいる人たちで作るから、プログ
ラムを作るたびにやいのやいのと、当然いろい
ろある。それは聞くけど、聞くところと聞かな
いところをはっきりさせないと、とは思って
やってはいた。後から聞くことも、後から変え
ることもできると思っていたから、最初はかな
り強引に進めていた。さっきの話にあったよう
なクリエイターどうしの喧嘩もあったから誰か
が決めないといけなかった。

──：よい意見のぶつかり合いが起きている時に、最
終決定権をもっていたのは誰ですか？

床州生：俺がなんとかしないといけなかったよね。ダ
ンサーとかが阿寒に来て、寮も探さないといけ
ないし、Wi-Fiが欲しいとか冷蔵庫が必要だと
かなって、通信会社に電話したり、もうお金が
ないからどこかから冷蔵庫をもらわないととい
うので、ホテルとかあちこち行って頼んだり。
最終的には観光汽船の冷蔵庫をもらったんだけ
ど、最終的なことは全部俺がやると決めてたか
ら。

──：それはもうクリエーションだけでなく全てにお
いてということですね。

床州生：「ロストカムイ」が最終的にでき上がったと
き、通常だったらホテル業界とか旅行業界の人
を呼んでお披露目をするところを、坂本は「そ
うじゃなくてパーティーをしましょう」とまた
よくわからないことを提案してきた。例えばき
てくれたお客さんに、トノトやアイヌのご飯を
だして、俺とヨシダナギのトークショーを見て
もらって、それで盛り上がってきた頃にガンッ
と「ロストカムイ」を出しましょうと。首都圏
や道内からも、ソーシャルメディアで力を持っ
ているような発信力のある人たちをわざわざ

呼んで、発信してもらうという形をとった。
ファッション業界のひととか、ロストカムイを
作った人たちの周りの人をたくさん招いた。最
後は立ち上がって拍手もしてくれた。

──：それはわっと話が広まったでしょうね。
床州生：広まると思ってたんだけどね。３月末に完成

してみんなが帰って、４月初めから公演開始
だった。2019年。最初は集客も入って５人とか
で、それが１週間続いた。みんな不安になった
ので、１週間やったあとに、ロストカムイの公
演のあとに10分間ミーティングを必ずやった。
言うことは一緒なんだけど、「人が入らないの
は、我々理事がプロモーションをちゃんとでき
ていない、まだロストカムイのことが伝わって
いないからお客さんが少ないけど、やってい
ることは絶対に間違いがないから、このクオ
リティを保とう」とずっと言っていた。そうし
たら、すこしずつ人が増えてきた。今は撮影禁
止だけど、最初は写真OKにしていて、徐々に
ソーシャルメディアに写真が上がっていった。
そしたら５月のゴールデンウィークくらいにお
客さんの数がドンと上がって、今までシアター
イコㇿ開業以来最高の売り上げを叩き出した。
もう今年で６年目。踊り手がだれることがない
のがロスト。だいたい何年もやっているとなれ
ちゃう。それがないのが強み。

	 ところで完成したから、クリエイターとかがみ
んな帰っていって、その後に来る取材は全部俺
がやらなきゃならないとなった。今でこそこう
やってしゃべっているけど、俺は本当は無口な
タイプで、本当に喋るのが苦手だった。特に人
前では。取材とか、人に物を頼んだり、冷蔵庫
くれとかね（笑）、いろいろしているうちに、だ
んだんペラペラ喋るようになった。今はどこか
の会議に行って資料もなく話してくれと言われ
ても話せるようになった。

──：私が最初に見たのは2020年だったので、すでに
２期目だったんですが、１期と２期はだいぶ違
うんですか？

床州生：まずダンサーが女性１人から男性２人に変
わった。今はまた１名に戻っているので、い
うなれば３期目かな。この変更は大変だった。
最初女性ダンサー１人の時には、来てくれた
KARINさんの他にもダンサーを探さなくては
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ならなかったので、坂本が北海道中のダンスス
クールにいって、「『ロストカムイ』に出ません
か？」とスカウトして回った。複数いないと、１
人じゃ休みもあるから回らない。そうやってき
てもらったのに、第２期に男性２人にするとき、
自分の役割として、そのダンサーをクビにしな
ければならなかった。それは俺の役目だから、
本人にも、また共演しているコタンの踊り手に
も言わなくちゃいけない時が、結構辛かった。
コタンの踊り手たちも、このダンサーに優しく
してたし、情が湧いているから。だから２年目
の春になる前に「夏木マリさんに手伝ってもら
うと最終的に決めたのは俺だから、マリさんの
やりたいことも聞きたい」と伝えた。男性のダ
ンサーで２名というのはマリさんのアイディア
で譲れないところだった。踊り手たちにはえら
い怒られた。興行も順調なのに、なんで変更し
ないといけないんだと。でも、何かを変えてい
かないともっと良くなっていかないと思ったか
ら。そしたら、そのあとすぐにコロナウイルス
が世の中に広がってしまった。男性のダンサー
２人の体制になったので、１人が怪我をすると
舞台が成り立たなくなるので、常にダンサーが
３人阿寒湖にいなければならなくなった。しか
も１期目はストリートダンスの人でも踊れる振
り付けだったのが、２期目はクラシックバレエ
やコンテンポラリーダンスの振り付けになった
ので、その分野で男性のダンサーが圧倒的に少
ないということも分かった。マリさんが選ぶの
でレベルの高いダンサーが来ていたこともあっ
て、コロナウイルスの対策も入って、上演がで
きない日も出てきた。１年間が終わるころ、マ
リさんに電話して、このままやったら飛行機代
とか色々なことが回らないので、女性一人に戻
したいと思うので、納得してくださいといった。
マリさんも舞台をやっている人だから、しょう
がないねといってくれたけど、でもそれまでマ
リさんが関わってくれたところは使わせても
らっている。パーカッションに厚みを持たせた
りとか、そういうこともいろいろしていたので。
関係性は今でもすごく良くて、マリさんがやる
ライブやフェスに、阿寒湖アイヌコタンの人が
ビデオで参加したりということもある。

──：女性1人に戻った時を3期目とすると、それは

2021年の春からですか？
床州生：そう、１期・２期・３期がそれぞれ１年ずつ。

３期目として再スタートしたときは、まだまだ
コロナ感染の世の中だった。シアターイコㇿは
全然オープンできない時もあった。今ようや
く「ロストカムイ」は完成したと思えるところ
まで来たかなと思う。３回変更があったことに
よって、削ぎ落とせるものは削ぎ落としたし、
加えられるものは加えたから、それは良かった
と思っている。

──：「ロストカムイ」以降はいかがでしょう。今年は
「満月のリムセ」という新しい舞台も出来まし
たね。

床州生：このコタンでは、現在やっている演目のプロ
モーションをする予算がつくときと、新作のた
めのお金があるタイミングがある。今回はアイ
ヌ交付金を活用して新しい舞台を作るとなっ
て、（秋辺）デボさんもそろそろ新しい舞台を作
りたいという話になり、自分は「ロストカムイ」
をやったし、ウタサ祭りとかもやっていたし、
今回は担当しなかった。でもこの新しい繋がり
から、日本フィルハーモニー交響楽団（日フィ
ル）とのコラボレーションもあった。日フィル
は、落合研一がジョン・ケージのパフォーマン
スをやるのに誘われたもので、これらも「ロス
トカムイ」のつながりから来ている2）。WOWが
映像で参加していて、落合さんがアイヌのコ
ミュニティとつながりを探していて実現したも
の。いってみたらサントリーホールという日本
のクラシックの舞台としては最高峰のところ
で、俺はマネージャーみたいな感じで、コタン
の踊り手やトンコリ奏者を連れていった。その
前の年もやっていて、２年連続で参加した3）。

──：ジョン・ケージの作品は、あちこちでお経や舞
踊や語りが同時進行で鳴っている、偶発性の高
いパフォーマンスでしたね。「ロストカムイ」の
過程でいろいろなタイプの人にあったからこそ
の出会いですね。

床州生：本当に、ロストカムイを作ったおかげという
か、真剣に外のクリエイターとかミュージシャ
ンとかとやったおかげで、いろんなところに呼
ばれていて、それは本当に俺の財産になってい
る。

──：最後に、「ロストカムイ」の後、「ウタサ祭り」と
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いうイベントを4年続けて実施しました。こち
らも関りが深かったと思うのですが、何が印象
的でしたか？

床州生：いま阿寒湖で俺がやっているのは、「アイヌ
の文化はこういうふうに進化もできるよ」と伝
えること。それをミュージシャンの力を借りて
できたというか。ただ昔の歌を昔風に歌うとい
うことも、古式舞踊としてずっとやっているけ
ど、でも「こういうふうに伝えることもできる
よ」とことも見せたい。例えば中村佳穂さんと
いうミュージシャンがウタサ祭りに出てくれた
んだけど、その後、彼女の「スカフィンのうた」
という曲に、コタンのみんながバックコーラス
で参加した。中村さんもわざわざ阿寒湖まで来
てくれてレコーディングをしてくれた。そうい
うこともできるんだというね。こういう外との
つながりは、これから活躍する若いアイヌには
刺激になると思うし、こういう文化の繋げ方も
あるというのは、ウタサ祭りで伝えられたこと
かな。まだまだこれからも伝えていきたいし、
やろうと思っている。

──：「ウタサ祭り」は終わってしまったんですか？
床州生：いや、交付金に頼ってやるのをやめただけ。

いまプロジェクトとして動いているのは、自分
たちでお金を集めて、もっと自由にウタサ祭り
をやりたいと思って。ウタサ祭りから派生した
プロジェクトとして、今度沖縄の宮古島で12月
に事業が企画されている。2023年のウタサ祭り
で、新城大地郎くんという沖縄のアーティスト
と一緒に作品を作って、それを2023年のメイン
ビジュアルにした。大地郎くんも「ウタサ祭り」
のために阿寒湖まで来て、彼は宮古島の出身な
ので、宮古島でウタサ祭りをやりたいといって
くれて、いま計画しているところ4）。大事なこ
とは人と繋がることだと思っていて、そこでど
ういう選択をするかによって次が決まってい
く。「ロストカムイ」の最初に会った金髪のダン
サーも、今では第２期のためにやってきた男性
のダンサーと結婚して、阿寒湖に移住して、ダ
ンススタジオをオープンしたばかり。ウタサ祭
りに出演したGEZANというバンドは、こちら
は予算も謝金もそんなにたくさんは払えないの
に、全国ツアーの最終日を札幌にして、機材の
運搬費が安く上がるようにしてくれてまで出

たいと言ってくれた。ボーカルのマヒトはプラ
イベートでもきてくれている。こういう人との
つながりが、今までやってきたものの全てだと
思っている。

（了）

注

１）	 国立民族学博物館は2016年、倉敷は2013年の第27回倉敷音楽祭。
２）	 2022年８月25日「《遍在する音楽会》落合陽一×日本フィルハーモニー

交響楽団プロジェクトVOL.6」（於サントリーホール）において、ジョ
ン・ケージ作曲の「ミュージサーカス」に「阿寒アイヌ（山本栄子、床 
みどり、渡辺かよ、下倉絵美、郷右近富貴子、西山知花）」が参加。ダ
イジェスト版が同楽団のYouTubeに掲載されている。（https://www.
youtube.com/watch?v=N9C74aZlo6I）

３）	 2021年8月11日「《醸化する音楽会》落合陽一×日本フィル プロジェク
トVOL.5」（於サントリーホール）において、伊福部昭作曲「土俗的三
連画」の前に、「アイヌ伝承音楽」としてトンコリで渡辺かよと西山知
花が参加。ダイジェスト版が同楽団のYouTubeに掲載されている。

（https://www.youtube.com/watch?v=Ek-M4d_oGU8）
４）	 インタビューの際は計画中だったが、2024年12月11日、沖縄県宮古島

GOOD LUCK!で「ウタサミャーク」が開催され、宮古島と阿寒湖のアー
ティストに加え、ゲストとして中村佳穂が参加した。
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ユーカラ劇、欧州旅行と川下りプロジェクト

千家盛雄

2024年９月25日、26日
聞き手：谷地田未緒、笹村律子（前半）
構成：谷地田未緒

──：今日はよろしくお願いします。ここはお店の二
階なんですね。

千家：「チヌカラクル」というのが店の名前で、それは
アイヌ語で北極星（を見る人）という意味なん
だ。100年、150年前に本州から北海道に来ると
きは、道路も飛行機もないから舟で来る。だか
ら北極星をみて方角を知ったんだ。これは萱野
茂さんに名付けてもらったんだ。

──：そうなんですね。今回はユーカラ座のお話をお
伺いしたくてお邪魔しました。

千家：ユーカラというのは、何万年も前から、命ある
者すべてにお世話になって、いまここに人間

「アイヌ」が生き抜いてきたということを物語
るんです。命あるすべてのものにお世話になっ
て、自分たち人間がいま生き抜いてきたんだと
いうことを忘れてはならない。そして自然界の
ことを、神々の世界といって感謝してきた。こ
れはアイヌ、つまり人間の物語なんだから、白
人だ黒人だといってるわけじゃない。あなた
だって、シャモ（和人）とかシシャモとかそう
いうことではない。人間だとしか言ってないん
だ。いま戦争だ何だといって世界ではいろんな
ことが起きているけど、そういうのはもう人間
なんて言わないんだ。

	 　ほらここに、「人権を守る心が平和を作る」と
書いてあるけど、これは国連憲章というもの
で、丹葉（節郎）のおじさんが書いておいて行っ
てくれた。まりも祭りも作った人だし、パリも
一緒に行った人なんです。そしてユネスコのこ
とや国連のことを釧路で初めてやったのが丹
葉節郎という人で、その人と山本多助という人
が、阿寒湖のまりも祭りを始めたんです。一人
一人の人権が守られて初めて世界の平和につな
がるというのが国連憲章なんだ。ユネスコ憲章
というのもある。ユネスコ憲章は何ていってい
るかというと、戦争は一人一人の心の中から生

まれるものであるから、一人一人の心の中に平
和の砦を築かなければならない、と。ユネスコ
は世界遺産（の一覧）を作るために作られた機
関じゃないんだぞ。戦争というものは、戦って
いる人たちだけが殺したり殺されたりしている
のでない、本当に困って苦労しているのは陰に
居る家族や子供たちなんだ、だから戦争という
のはやってはならないし、二度と戦争をしてほ
しくないというのがユネスコ憲章なんだ。

──：ユーカラ座はパリのユネスコ本部で公演されて
いますね。

千家： パリでは国連本部へ行って、北海道のアイヌは
どういうことを考えているかということを、丹
葉節郎さんや、いろいろな方と一緒に訴えた
んです。丹葉節郎という人は、釧路の公民館長
を17年やった人で、釧路育ちの教育者。戦時中
に東京で学校の先生をやっていたけれど、戦争
をしていると教育ということはさっぱりでき
ないんだと言っていた。時間を惜しんで勉強を
していた教え子たちが、全部戦争に取られてし
まった。戦争が終わったあともみんな亡くなっ
て帰ってこなかったそうです。それでもう教育
というものはしたくないと言って、辞めて釧路
に帰ってきたんです。それで釧路の公民館長を
17年やった。この間に、戦争というものだけは
やってはならないといって釧路でユネスコ協会
の活動を始め１）、それで鶴居村というところに
ユネスコ村というのを作り２）、そこに山本多助
の碑も作った。

	 　日本が戦争に負けた後、イギリスやフラン
ス、いろんなところから（阿寒湖アイヌコタン
に）人が来た。私はアイヌ部落３）で、「アイヌ文
化保存会」というものの事務局長をやってたん
です。四宅豊次郎が会長をして、自分はお金を
仕切ることをしていた。だからそういうお客さ
んが来たときにも迎え入れていた。ユーカラ座
を作った時、団長というか劇の一番ボスが床ヌ
ブリだった。いとこなんだ、私の。そしてその
下の事務局長というのが四宅豊次郎といって白
糠出身の頭のいい男の人。３人でアイヌのユー
カラというものを、どうしたらいいか相談した
のよ。

	 　第一回のユネスコの大会４）というのが札幌で
あった時に、丹葉節郎さんが阿寒のアイヌを連
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れていったんだ。その時、床ヌブリ、四宅豊次
郎と俺がいったんだ。その３人が行ったから、
ユネスコが何をしてるかも知って、何かやるん
ならやっぱりユーカラじゃないかと。

	 　それでユーカラというものを勉強するために
萱野茂さんのところにいって、ユーカラという
ものはどんなものだろうかと。ユーカラという
のは人類創生の話で、太陽神が一番上で、その
弟が雷神なんだ。その雷神が天から地球上を見
たらものすごく素晴らしい木が生えていて、炎
になって降りかかった。そこで炎が燃え上がっ
て、初めて地球上に火というものが起きて、その
火が消えたら真っ黒くなって木が燃えた淵から
草が生えた。それが地球に最初に生まれた火の
神の子供達で、そこから人間の祖先であるアイ
ヌラックルも生まれた。だからユーカラに出て
くる最高の神は太陽の女神で、イレシュサポ５）

という太陽神の７番目の妹がアイヌのユーカラ
に出てくる。だから世界中にあと兄妹が７人い
るんじゃないかと萱野さんがいったんだ。

──：最初は「コタンの森」というタイトルだったん
ですか？

千家：説明したら長くなるけど、アイヌでない札幌の
学者連中とかが、「コタンの森」っていうタイ
トルでアイヌのユーカラの劇みたいなのやっ
たわけよ。だけどアイヌから見たら、ただそこ
ら辺の踊りかなんかでやったもんだから、「何
が『コタンの森だ』」って、「どこのコタンのこ
と言ってるんだ」と、アイヌ文化を、人をバカ
にしたようなことをやって、何を考えているん
だっていう風に怒って。それ以前に既に知里幸
恵が東京に行って、金田一京助のところでユー
カラを本にしたから、みんなユーカラのことを
知った。阿寒でもアイヌでない学者のひとが来
て、四宅さんのばあちゃん（ヤエさん）のアイ
ヌのユーカラを聞いて本にして、儲けた奴もい
る。それで自分たちでユーカラ劇っていうのを
やることになったんだよ。それで床ヌブリと四
宅さんが俺に、「盛、なんとかなんねぇか」とい
うから、「歌とか録音とか、全部俺にいったら
録ってやる」って。それで３人で相談して、ユー
カラをやるんだったら、ただ勝手に阿寒湖だけ
でやったらまた北海道中のアイヌから文句くる
べと思って、北海道アイヌ協会というところに

行って、旭川、札幌、日高とかに「阿寒のアイヌ
が、阿寒のユーカラというものをやるけど、旭
川でも札幌でも、何かある時には必ず協力する
から」と言ってもらった。

	 　そのころアイヌの部落に来ていたバスのガイ
ドさんがいて、足寄とか弟子屈とかにいってい
る人なんだけど、その人が、「阿寒湖のアイヌの
ことについてお客さんに聞かれるけど何にもわ
かんない」って相談にきたんだ。「じゃああん
たたちは何しにコタンに来てるんだ」と聞いた
ら、「コタンにはトイレがあるから来てる」とい
う。それで、「アイヌコタンには色々あるけど、
阿寒の（アイヌの）歌とか踊りとかを見れない
ものかと思って」と。トイレだって高い金出し
てアイヌ部落で作ったのにタダで使ってるのか
と冗談言いながら、「阿寒まできたらアイヌの
踊りとか見ないと」ということでさ。

──：そういう話があって1970（昭和45）年の「アイヌ観
光センター」のオープンにつながるんですね。こ
こに常設される舞台で上演することを前提にユー
カラ劇を練習していたと新聞にありました６）。と
ころでユーカラ座では、千家さんのご担当は何
だったんですか？

千家：俺は音響効果と照明を担当してて、全部私が仕
切るわけよ。向こうの音出す役のひとに、「は
い、ここでこうするから、ここでこれやって」
と指示したらそこにいる人たちがやってくれる
んだ。私は音響効果が好きで、こういうもの（自
宅の壁にある大きな蓄音機型のスピーカーを指
して）つくってるもんだから。だから私が作っ
た音を流してんだ。アイヌ部落の女性たちを集
めて、ここからこうしてくれ、ここの歌はこう
してくれっていって、俺が録音したんだ。フッ
タレチュイからフックンから、ラックルのま
で。

──：ユーカラ劇には、ムックリの音が長い間響き渡
るシーンもありますね。

千家：それ（ムックリ演奏と録音）は私がやってるん
だよ。

──：千家さんは昔から音楽が好きだったんですか？
千家：もちろん。ムックリもいろんなものを自分で

作ってるから吹くこともできるんだ。録音する
機材もスピーカーも全部自分で拵えたもんだ。
マイクもいいのも持っていてさ。ここの部屋で
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俺がムックリやって豊岡（征則）がギター弾い
て、それで録音したやつをユーカラ劇で使った
りもしたのさ。

──：照明はどこで覚えたんですか？録音とか、写真
や映像を撮るのは、自分で機材を買っていろい
ろ試してみることができるけれど、照明は会場
に行かないとわからないからなかなか覚えるの
も大変ですよね。

千家：ユーカラ劇も、札幌、網走、旭川といろんなと
こでやったけどそういう時に、ステージってい
うものはどういう風にやるかっていうことを先
に全部打ち合わせやるわけよ。いまこれからこ
うやって踊りが出てくるから、その時には最初
に踊っている人たちを撮る時にはそのまま追っ
て、次に出てくる人を次の（二つ目の）カメラ
で撮らないと映像にならないんだとかね。アイ
ヌ部落（の観光センター）に照明の機材とか買
うときも、私が商売人を呼んで、このステージ
でひとりひとり出てくる時はあそこの入り口と
ここの入り口から出てくるから、両方に向けな
いといけないんだとか、ここは高いところから
明かり出してくれとか相談して。

	 　白鳥姫が出てきて踊るシーンでは、（その役
者さんに）「（客席の）ずっと後ろの高いところ
に、光が出てるところが見えるでしょ、あそこ
に私が居るんだよと、ちゃんとあんたを見て光
を出してるから、踊る時には、まず下の方のお
客さんを見て、そのあとは高いところの一番遠
くのお客さんの方もちゃんと見ないとダメだ
から。全体を見て、そして最後終わる時には、
私の居るところを見て、ちゃんと挨拶するんだ
よ、そうしたら私がちゃんと照らすから」って
言ったら、ちゃんといった通りやってくれたん
だよ。

──：白鳥姫の大事なシーンですね。
千家：そう、アイヌラックルって人間臭い神様、人間

の最初。そのラックルが「弓を持って後ろから
じっと、あんたが踊っているのを見てるから、
後ろから見られているということわかってて前
を見るんだよ」と。カンナカムイのシーンでは、
二人が出会ったところで真ん中の強い光をわっ
と明るくして、周りの灯りを暗くするんだ。そ
したらガラガラガラっていう雷の音を出して、
それで灯りをスーッと消していく。

──：雷の音はどうやって録ったんですか？
千家：NHK釧路の放送局にいって、そういう効果音

とかが全部あるから貸してくれっていって録音
したんだ。ムックリの録音はマイクのそばにい
たら音が大きすぎるから、少し離れて「ビヨン、
ビヨン」って。そしてリズムに乗ってきたらマ
イクを近づけたりして。そんなことやってる人
なんか当時いなかった。

──：ユーカラ座に出てくる、ユックカムイの面は瀧
口政満さんが制作されたと伺いました。

千家：瀧口くんは耳が聞こえなくて話もあまりできな
いから、山本多助のところで木彫りをやってた
とき、俺も床ヌブリとかも木彫りやってたんだ
けど、俺はずっと面倒見てたんだ。

──：本当にみんなで手作りで舞台を作ったんですね。
千家：そうだよ。だから面白いんだ。
──：いよいよパリに出発です。中身はできたけど、

渡航はきっといろいろと大変だったことでしょ
う。

千家：ユーカラ座のときは俺もだいぶ資金出したん
だ。あとは北海道中いろんなところから少しず
つ金を集めて、それで出発していく時に、札幌
の空港まで行ったら、「東京でのみんなのホテ
ル代、千家さん立替て払ってきてくれないか、
パリまで来たら払うから」と言われた。もとも
と余計にお金を持って出発したから、女房に
「何に使うんだ！」と怒られたんだけど、「向
こうに行って何かあって、病院に入るんだなん
だとなっても金がないと困るから」だと説明し
てたんだ。そうしたらそれを出発する前に使う
ことになった。それでパリまで行ったら行った
で、全部で20人以上もいるもんだから、荷物も
たくさんあって大変なんだけど、電車に乗ると
きにもお金（チップ）を渡して荷物を運んでも
らったり、そういうのも俺がやってたんだ。そ
ういうときに渡すためにタバコとかもわざわざ
持っていったし。フランスについたら、川を船
で昇っていくんだ。みんな乗せて。俺はその前
に行ってきてるからチップとかもわかっていた
し、皆を案内したんだ。

──：ユーカラ座の前にも行ったことがあるんです
ね。やっぱり一度ご自分で行った経験がなかっ
たら、なかなか他の人を連れて行くのは大変で
すよね。
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千家：行けない、行けない。連れてったってどうする
んだか自分がわからなかったら大変だ。床ヌブ
リも外国が好きだったので、（ユーカラ劇でパ
リに行く前に）２人でヨーロッパ８カ国を１ヶ
月かけて回ってきた。日本旅行の第一回の海
外ツアーっていうのに参加して７）。木彫り彫刻
家なんていうのは私と床ヌブリだけで、あとは
札幌とか旭川、函館の大学生とか、そういう人
ばっかり、20人近くいた。２人でヨーロッパを
ずっと回って勉強してきたんだ。だからそのあ
と、ユーカラというものをやる時に、「フランス
までいってやったら世界が認めるんだ」という
ことを２人で決めたんだ。

──：この旅行は、ユーカラ座でパリに行く、何年く
らい前ですか？

千家：10年くらい前でないか。
──：ユーカラ座もその前のヨーロッパ旅行も、海外

旅行が一般的でない時代に、いろいろと大変
だったことでしょう。

千家：旅行の方は資金は自分たちで稼いで払ったん
だ。運転手の給料が6000円くらいの時代に、（ツ
アーの料金が）45万円。私はその前、太平洋炭
鉱というところに３年働いていたんだ。その３
年間坑内にはいって危険なところで仕事して仕
事して、貯金して、30万円くらいもってた。そ
れで俺は英語もなんぼかわかるんだ。なぜかと
いうと炭鉱に３年入ったとき、中で使う機械が
全部ドイツの機械で、シャトルカーとかホイス
トとか、そういうのをいっぱい覚えて資格取ら
ないとその機械を使えないんだ。それで炭鉱に
入った時に、うちは貧乏で俺は小学校も行かな
かったんだけど、炭鉱も仕事してもらわなきゃ
ならないから資格取ってほしくて、わかりやす
く全部説明があるわけ。そこでいろんな勉強し
て10個以上の資格取ったらすごい給料高くな
るんだ。普通１日800円くらいの時に俺は1200
円ももらってたんだ。その中に怪我人の面倒み
る資格とかもあるんだ。足折ったらどうすると
か、血が出てたらタオルで止めてから病院に行
くんだとか。それで資格取って、坑内で働いて、
金貯めてヨーロッパに行った。一緒に行ってる
のは大学生とかで、俺や床さんはそいつらより
歳はなんぼか多いけど大学なんか行ってない。
そういう人たちがへんな英語喋ってる時に俺た

ちは「カフェオレ、ワン」とか、フランスだった
ら「サバ、サバ」って言ってたんだ。

	 それでその45万円には、東京まで行く分は入っ
てなくて、貯金だけでは足りないから、阿寒で
銀行で借りて（ツアー会社に）支払うお金はな
んとかしたけど、今度はいった先で使う金がな
いので、親戚にも借りて。ヨーロッパに１ヶ月
も行くんだっていうので、ここの商店街でも人
集めて、みんなでお祝いしてお金も集めてくれ
たけど、それでも足りない。

──：そこまでしてまで、どうしてヨーロッパに行き
たいと思ったんですか？ 

千家：なんでと言われたら、ヨーロッパって、イギリ
スでもフランスでも、アイヌのこと研究に（阿
寒に）来るわけよ。それにいろんなことやって
たから、ヨーロッパに行ってなにかしたいなあ
と思って。それで飛行機で２日くらいかかって
現地に着いて、フランスのセーヌ川を船で回っ
ていたら、アレクサンダー３世橋っていう、ロ
シアからフランスに贈られた橋に、アイヌの
ユーカラで出てくる太陽の女神とまったくおん
なじような太陽の女神の彫刻がついてるのさ。
私はカメラマンだから、そういうのも全部写真
に撮った。

──：どんなところに行ったんですか？ 
千家：有名なところは全部行った。ムーラン・ルージュ

とか、リド８）とか。（ステージの）女の人、みん
な裸みたいなもんで、20人くらいが音楽に合わ
せてばんばん踊るんだ。ふつうなら団体で入っ
ていくところに、俺たち個人で行ってるから、
どっか後ろの方の空いてる方に座らせようとす
るから、案内してる人にチップやったら、ずっ
と端っこに行ったのにぐるっと回ってきて一
番前に座れた。それで音楽入って、ちっちゃい
パンツの女の人たちが、バンバン踊るんだ。い
やぁ、一番前の席だとどこ見ていいかわかんな
いくらい。

──：オペラとかバレエとかそういうのも見たんです
か？

千家：バレエやなんかは時間かかるし、いろいろとう
るさいんだ。服装はどうとか、履くものがどう
とか、お昼はここで食べなきゃならないとか、
それがまた５千円も１万円もするようなところ
で。それで食べたらまた午後から見るとかいっ
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て、そんなことやってられないって。
──：なるほど。じゃあやっぱりキャバレーの方が気

楽ですね。踊りを見たのはそのくらいですか？
千家：ムーラン・ルージュとかリドとか、あとは向こ

うの王様とかが住んでた城の中に金払って入っ
て見たりとか。デンマークなんかは、北海道と
一緒だった。木彫りの家で、階段やなんかも、

「俺ら作れるよな」と床ヌブリと二人で話した
り、そこでカムイノミしたら、一緒に行ってる
20人くらいがそれをみんな見るわけよ。外国で
運転できる車の免許もとって。北海道では大型
二種（免許を）もってるんだけど、外国でも運
転できるようにと思って自動車学校行って。ど
こだったかな、車借りて運転した。車の扱いは
いいんだけど、道が左右逆なんだから、やっぱ
り乗れないね。あとは大学で木彫りやってる人
たちのところにも行った。大学行ってる間、４
年かけて１つのイエス・キリストの像を作るん
だって。通訳つけてくれて話したら「お宅さん
たちも彫刻家でしょ。お宅さんたちだったらど
のくらいでこれ作れますか？」と聞かれて、丸
太から掘り出しても、10日くらいあればできる
んでないか、丁寧に作っても１ヶ月はかからな
いんじゃないべかと言ったら、びっくりして、

「10日？！」と。それでまな板とか、そういうも
のも彫刻されてるものがあったんだけど、「こ
んなもんだったら１日で100枚くらいつくって
やる」と。

	 　私たちがイギリスとかフランスとかいってい
ろいろ勉強してきたから、ユーカラ劇も、みん
なを連れて行けたんだ。ユーカラ座ではパリの
あと、台湾、香港、沖縄にも行っている。台湾は
台北でアイヌの舞台をやって９）。日本人って何
にも手前の国のこと知らないで、外国に来てみ
て初めて日本の良さというものがわかるんだと
いうことも勉強させてもらった。

──：帰ってきた後、手作りの丸木舟で川を下るとい
う壮大なプロジェクトをやってらっしゃいます
ね。

千家：私がアイヌ文化の勉強をするために、豊岡征則
というのと二人で屈斜路湖で丸木を倒して丸
木舟を作って、屈斜路湖から釧路まで川を下る
かということになったんだ。そのとき、木を倒
すならカムイノミから勉強しなければならない

となって、萱野茂さんに教えてもらいにいった
んだ。それに札幌テレビがそれを映すからとい
うのもあって10）、萱野さんもテレビでそんなこ
とをやっている奴らはいないから、よし行って
やってやると言ってくれた。テレビ局から予算
も出ているから、萱野さんのお礼や泊まるとこ
ろも手配するからといって車でお迎えにいっ
た。木を倒す前には「木の神様から丸木舟の神
様に変わってください」と、今自分たちはこう
いうことをしてお願いしますと言って、木を
切った。あとは残っている切り株に、「上はいた
だきましたけれど、根だけは残すから、ここに
自分たちの子孫を残すために生き抜いてもらえ
ませんか」、とお祈りをするんだ。それを全部
萱野さんに教わった。それで１年かけて準備し
て、丸木舟を彫って、川を下って、魚とって、映
像撮って、５日くらいで川を下ったんだ。それ
で、屈斜路湖から川を下ってきて、最後、釧路
で幣舞橋の下を通ったとき、橋にある乙女の彫
刻11）の下を通ったのが感動的で。その様子を写
したテレビで使った音楽も俺と豊岡で録音して
作ったんだ。

──：東京にも結構頻繁に行っていたんですか？
千家：行ってた、行ってた。私なんて東京だけでなく

九州や四国まで車で10回くらい行った。ユーカ
ラ座でアイヌラックルをやってたやつは、美輪
明宏が東京の銀座７丁目で「銀巴里」っていう
喫茶店で歌を歌ってた時、気に入られて時々
行ってたんだ。いい男でさ。東京の作曲家とか
に呼ばれて歌の勉強もしてたんだ。その人が東
京によく行っていたから、私も行って。銀座７
丁目では、北海道でラーメンを60円で食える時
に、コーヒー１杯400円だった。そいつと一緒に
３人か４人で東京行って高いコーヒー飲んでい
たら、美輪明宏が出てきてそいつに向かって手
を振るんだ。終わった後も、なんでも好きなも
の食べてくださいって。

──：これはパリに行く前ですか？後ですか？
千家：たぶん前だなぁ。俺は東京のこととか、パリに

行く時には知っていて行ったから。マンガ家の
赤塚不二夫さんも阿寒によくきたから12）、東京
に行ったらホテルに泊まんないで、赤塚不二夫
のところに泊まってたの。こっちに来るときに
は釧路空港まで迎えに行って阿寒湖まで連れて

125



国 立 ア イ ヌ 民 族 博 物 館 研 究 紀 要　 第 3 号 (2024）
National  Ainu Museum Journal  Vol .3  (2024)

きて、摩周湖、屈斜路湖、知床、羅臼、網走、稚
内のほうもずっと北海道中回って赤塚さんと
勉強して。テレビ局が赤塚さんに、北海道行っ
たら写真や映像とってきてちょうだいって、出
たばっかりの新しい機材を貸してくれて来たん
だ。それをもってきて、「盛さん、このカメラあ
んたが上手いから撮ってくれ」といってよこし
た。それもって網走では網走刑務所行って、赤
塚さんが囚人用の風呂に入ったふりをするのを
撮ったり、オンネトーの温泉で撮影したりして
たんだ。それで赤塚さんと半月くらい回って歩
いて、帰る時になって、カメラから三脚から全
部あんたにやると言って置いて行ってくれた。

──：屈斜路のジャズフェスティバル13）があった頃の
話ですか？

千家：それ（フェスティバル）を考えたのが赤塚さん
で、一緒にやったのが豊岡と私。そこで九州や
らいろんなところから来た音楽家が演奏すると
ころに、私はムックリで出たんだ。最初阿寒で
やるかといっていたんだけど弟子屈にした。こ
れ（音楽祭）も、ムックリも川下りも、みんなお
んなじようなもんだ。赤塚さんと一緒にやった
映像とかそういうのがあったために、（音楽祭
もパリ公演も）なんとも（特別なことだと）思わ
ない。普通にやってるんだ。	

──：千家さん、楽しそうですね。パリに行ったり、
赤塚さんと北海道中回ったり、ジャズフェス
ティバルやったり。

千家：そりゃたのしいさ。東京オリンピック（1964）
にも行ってアベベ（選手）と一緒に走ったんだ。
新宿の橋の上で。韓国のオリンピック（1988）
も見に行った。ここ（阿寒）では家族とか雇っ
た店員が木彫りを売ってたから、俺が出て歩い
ててもどんどん売れていくんだ。

──：最初にヨーロッパに行った時は、炭鉱で働いた
お金を貯金して、必死でお金集めてという感じ
だったのに！ 最後に、ユーカラ座の台本の元
となったユーカラは、山本多助さんが書き起こ
したと伺いました。

千家：私は春採の生まれで、すぐそばに多助さんがい
た。そして息子たちもその時から仲が良かっ
た。うちの親父は釧路の千代の裏で漁師の先導
をやっていて、近所の子供達に魚を持っていっ
てやっていた。シャケとかは釧路で売るけど、

ニシンだのさんまだの残ったのをあげてやって
た。だから船が戻ってくる頃になったら子供達
がみんな船を待って海岸にいた。だから山本多
助さんも私のことを可愛がってくれた。それで
アイヌ文化のいろんなことを教えてくれたから
みんなに尊敬されていたんだ。

──：山本多助さんもパリ公演に行っていますね。冒
頭に登場して、ユーカラを炉縁で語るシーンが
ありましたが、舞台では実際に喋っているんで
すか？

千家：声を出して言ってはいるけど、最初やる時に録
音したやつも流してる。口パクだったらバレる
んだ。だからちゃんと（言葉を舞台で）言うん
だ。それでこの人は代わりがきかない。この人
がいないからっておんなじようなことを他の人
はできないんだ。

──：ユーカラ劇の映像を拝見したら、多助さんたち
は、人形浄瑠璃の太夫みたいに舞台袖に台が
あってそこに座っていましたね。

千家：ヌサの前にね。このヌサもイナウも全部私らで
作ったんだ。（パリ公演で）劇が終わったとき、
私は音響効果・照明のところにいるから、一番
見えるところにいた。ピリカピリカの歌とか、
雷の音とか、ここだと向こうの技術者に行って
音を出してもらうんだ。最後、（公演が）全部終
わった後、10分くらい、ものっすごい拍手が続
いて。もう片付けるかなと思っていたくらいだ
けど、どうにもならなくて、「あっこれは録音し
なきゃ」と思って、鳴らしていたほうのテープ
を外して、違うテープをばんっと入れて、拍手
の音を録音したんだ。その録音だけでも５分く
らい入ってた。終わって、記者団が20人くらい
来て囲まれて、もう片付けなきゃなんないのに
何しに来たのかと思ったら、「さっきの歌（ピリ
カの歌）、アイヌの人の音楽ですか？」と。「ユー
カラ劇っていうアイヌのことをやってるんだか
ら、アイヌの音楽だ」といったら、「違うでしょ
う、あれとおんなじ音楽が南フランスの少数民
族の曲であるんです。おんなじですよ！」と言
われて。私はアイヌの音楽だと思ってやってた
けど、世界っていうのは繋がってるから、だか
ら南フランスでもどこでも、そこで音楽があっ
たら、それが北海道に来たかもしれない。音楽
は世界をめぐるから・・・そうだあんたの携帯
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で美空ひばりの「まりも哀歌」14）っていうの流
せるかい。これピリカメノコって（歌詞にあっ
て）アイヌのこと歌うもんだから、昔はレコー
ドにできなかったんだ。俺はこれが好きで。流
せるか。もうちょっと大きい音で。よし、ちゃ
んと聞けよ。これレコードになってないんだか
らな。

（「まりも哀歌」を二人でじっと聴く。了）

注

１）	 北海道ユネスコ連絡協議会ウェブサイトによると、釧路ユネスコ協会
は1950（昭和25）年設立、札幌、小樽についで３か所目。（https://www.
unesco.or.jp/hokkaido/list.html）

２）	鶴居村ウェブサイト「鶴居村の歴史」によると、ユネスコ村は1964（昭和39）
年に「設置現地視察」が行われ、昭和53（1978）年に開設したとある。https://
www.vill.tsurui.lg.jp/soshikikarasagasu/somuka/somukakari/5/718.
html

３）	 千家さんは「阿寒湖アイヌコタン」のことを「アイヌ部落」と言われて
いたので、そのまま表記する。

４）	 1967年の「北海道ユネスコ大会」か。（北海道ユネスコ連絡協議会
https://www.unesco.or.jp/hokkaido/activities.html）

５）	 本稿のアイヌ語表記は、ユーカラ劇の台本に記載されているものに準
じた。

６）	 北海道新聞（1970（昭和45）年２月26日）「ユーカラ劇も上演＜アイヌ
観光センター＞阿寒湖畔に５月オープン」：記事には「アイヌ部落の人
たちが資金を出しあい、会社を設立し、自分たちで運営するセンター。

（略）チセが小さいため団体観光客ははいり切れず、素通りしてしまう
人たちが多い。この悩みを解消しようと計画された（略）一階では民芸
品の製作実演と販売、二階大広間で食事を出し、舞台でアイヌ踊りを
上演する。」とあり、ユーカラ座の稽古が進んでいることについても記
載がある。

７）	 1964年に海外旅行が自由化され、1965年５月には日本航空のパリ線が
開通。同年、国内企業では初めてのパッケージ旅行として販売された

「ジャルパック」を利用して2000人以上が欧州やハワイを訪れた（日本
航空（2014）、「まだ見知らぬ空へ」『会員誌　アゴラ』（2014年１月・２
月号：262））。

８）	 1946年にシャンゼリゼ通りに開業した伝説的なキャバレー。2022年に
キャバレーとしての営業を終了した。（産経新聞2022年５月13日「伝説
のキャバレー終業へ　パリのリド、劇場に」）

９）	 保存会の年表によると台湾公演は1986年。
10）	 この様子は、「驚異の世界『タイムトンネルをくぐる!!　丸木舟159キロ

の大冒険』」と題した番組に記録されている。同番組は1980年にテレビ
技術賞を受賞しているので、プロジェクトは1979年か。（一般社団法
人日本テレビ技術協会https://mpte.jp/outline/kennsyou/technology.
html）

11）	 市民運動の末、４体の乙女の像が1977年に設置されたばかりであった。
萩本和之「探訪北の風景21　４体の乙女・道東の四季像　市民運動が
結実した幣舞橋　釧路市」『北海道自治研究 2015年12月（No.563）』北
海道地方自治研究所。

12）	 赤塚不二夫のウェブサイトにある日記によると、阿寒湖に通い始め
たのは1970年代のよう。（赤塚不二夫公認サイト「これでいいのだ!!」
https://www.koredeiinoda.net/nikki/2001-11/20011114.html）

13）	 1983年と1984年に開催された「カムイト゚ラノ屈斜路湖ジャズフェス
ティバル」のこと。

14）	 1963（昭和38）年収録、1990年に未発売曲集として発表された。
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口琴が繋ぐ阿寒と世界

郷右近富貴子

2024年９月26日
聞き手：谷地田未緒、笹村律子（前半）
構成：谷地田未緒

──：富貴子さんはこれまでパフォーマーとして、工
芸家として、あるいはレストランのオーナーと
して活動されてきましたが、最近ウタサ祭りで
はプロデューサーとしての役割もされています
ね。まず、最初のころからお伺いしたいのです
が、自分のコミュニティの人ではない、外の人
に向けて芸能を披露するようになったのはいつ
頃からですか？

郷右近：阿寒アイヌ民族文化保存会で地方公演などが
あると、地方のお客さんがみたり聞いたりして
いる中で子供ながらに踊るというのはありまし
たね。小学生くらいかな。保存会自体は物心が
つくかつかないかの頃からちょろちょろして
いて、親が練習しているのをみてたり邪魔した
り、私もやると言ってみたり。

──：最初に覚える演目はどんな物ですか？
郷右近：鶴の踊り、フッタレチュイ、狐の踊り、ロホ

ンナとか…。幼少期はそんな感じですけど、働
けるような歳になってからは、アイヌ以外の一
般の人に向けてというのは、コタンのオンネチ
セでパートとして働きながら踊ってもいまし
た。阿寒湖アイヌシアターイコㇿが完成したの
は私が結婚したあとくらいなので、それまで踊
りはずっとオンネチセでした。ちょっと欠員が
でたら「この日でれる？」と言われるような。
それが19から23歳の時かな。

──：富貴子さんは阿寒湖を出て生活していた時期も
あるんですか？

郷右近：大阪にいました。自分なりには10年くらい
いたような気がしたけど、振り返ると１年く
らいでした。戻ってからは、踊りは呼ばれたら
しょっちゅう行っていました。その後2007年頃
に、観光汽船のガイドもはじめたんです。これ
はただのガイドではなくて、早朝１便、６時発
の汽船にだけ乗るもので、「アイヌの語り部船」
というのがあって、千家盛雄さんが声をかけて

くれて始めました。アイヌガイドとしては一人
だけで、ウポポを唄ったり、伝説を語ったり、
ムックリやトンコリを演奏したりという語り
部の仕事をやりました。これは私の修行時代と
いうか、良い経験になりました。私と、叔父で
ある千家盛雄さんと、３日おき交代ぐらいの頻
度で、コロナ禍で事業が終わる2020年までやっ
たので、10年以上。すごくやりがいのある仕事
でした。船自体は朝６時に出て７時に帰ってく
るので、自分が何かをしているのはトータルで
30分くらい。状況に合わせて考えているので、
ずっと話したり演奏したりしているわけではな
いけども。お客さんは、語り部がいることを前
提として乗ってくる人と、何も知らずにたまた
ま乗ってくる方がいる。多い時で200人、少ない
時だと一桁で、日によってもばらばら。人前に
出ているのは他に誰もいなくて、自分一人だか
ら、船の出航の案内などもやるけれど、お客さ
んの反応と、天気と、景色の見え具合に応じて、
例えば霧が出ているから霧の唄を唄おうとか、
季節によってヨシが色付いているから「ああ今
日はヨシの唄だな」とか、波が立っていれば「遠
くに白く見えているのは波ですけど、昔のアイ
ヌはカイクマといって、それはうさぎのことな
んですよ」とか、そういう話を繋げながら、い
かにお客さんがアイヌの唄の世界を感じて、景
色とマッチして楽しんでもらえるのかを考えて
いた。自然の情景に合わせて、ムックリ、トン
コリ、唄も。お客さんの反応が直に見えるので、
２階に行ってしまったお客さんが降りてきたり
すると、よし、何かやろうかなとか。反応がダ
イレクトなので、それがとてもやりがいがあり
ました。修行でしたね。また綺麗なんですよ、
朝が。本当に「神様タイム」で。７時に帰ってく
るともう「人間タイム」なんだけど、６時から
７時のその一瞬の時間だけが、静寂で、別次元。
贅沢だったなと。ツアー客向けのものだったの
で、コロナが流行った年になくなってしまっ
た。いつの日かまた乗船できたら嬉しいです。

──：船が舞台だったんですね。
郷右近：しかも自然の中にある船上の舞台で、贅沢な

時間でした。
──：プログラムを自分で考えて調整するというのも、

プロデューサー的なスキルですよね。
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郷右近：そうですね、そういう意味でも鍛えられまし
た。

──：大人になってから、下倉絵美さんと「カピウ＆
アパッポ」を結成して活動されていますね。

郷右近：2011年からですね。震災がきっかけになっ
て始まったので。ドキュメンタリー映画１）にも
なったんですが、その映画自体が「カピウ＆ア
パッポ」の結成の頃に撮影していたものです。

──：「カピウ＆アパッポ」としてやった公演で、印象
に残っているものはありますか？

郷右近：共演したみなさんそれぞれに素晴らしい
し、尊敬するし、素敵な人ばかりですけど
……。例えば姉（下倉絵美さん）が出演してい
た「Hybrid」という作品を手掛けていた平山素
子さんというダンサーの方の公演に声をかけて
いただき、出演させていただいたことがありま
す。キプロス島という地中海の島が会場で、ス
ペインのサン・セバスチャンで練習と打ち合
わせを３−４日しました。「HYBRID*k」という
作品２）で、日本のコンテンポラリーダンサー３
名、サン・セバスチャンのOREKA TXという、
バスク地方の伝統音楽のグループとアイヌが出
演しました。kは「コックリ」のことで、ものの
けとそこに迷い込んだ女性の物語。不思議で妖
艶で、この世とあの世の境目なのか、夢か現実
なのかわからないような世界観。OREKA TX
の音楽とアイヌのウポポ、コンテンポラリーダ
ンスで表現していくんですけど、アイヌのウポ
ポがOREKA TXの音に混ざり込んでいくこと
で、不思議な世界が生まれて。ただアイヌの唄
を唄うんじゃなくて、OREKA TXの音楽にと
けこませていく感じ。現地へ行く前にOREKA 
TX の曲の候補を姉と二人で聞きながら、平山
素子さんとのイメージを共有するという作業も
していました。その場面の曲と世界観に合うウ
ポポを探しては唄ってみる。OREKA TXの音
楽の中には独特な拍数の曲も多いので、ウポポ
の拍数をひとつ増やしたり減らしたり、イメー
ジを共有したりしながら、素子さんの作品の世
界観を共に作っていく。クリエイションをする
素晴らしさと楽しさを知るきっかけになりまし
た。

──：それは日本では発表されていない公演ですね。

見て見たかったです。
郷右近：高木正勝さんとのプロジェクトは、「山咲み

（やまえみ）」という作品で、姉が共演していて
いて、規模が大きくなった「大山咲み（おおや
まえみ）」というコンサートに私も参加させて
もらったんです３）。これも高木さんの音楽の世
界にウポポを乗せていくんだけど、それまでで
一番大きなステージに立ったのが「大山咲み」
だったかもしれない。その頃はまだ、アイヌの
唄を唄う時、回数を決めたり踊りに合わせたり
……というアイヌの世界観の中でだけ唄って来
ていたのだけど、高木さんをはじめ様々な演奏
家の奏でる音楽の中でウポポを唄う者としてと
もに出演させてもらって、「アイヌ音楽の世界
観」の枠を飛び出すきっかけになった。皆の奏
でる「音の中にみんなと共に混ざって、奏でて
唄うということが、こんなに楽しいの！」とい
うことを初体験した。最高に楽しかった。

──：それまでの公演と決定的に違ったのはなんで
しょうね。

郷右近：やっぱり高木さんのスタンスが、「そのまま
でいいよ」というところだったからかな。「僕た
ちはこうやっているから、乗れるところで乗っ
て、声出せるところで出して、そのまんまでい
いから」という。でも、「そのまんまって何」と
なった。実はすごく難しい。オーケストラのよ
うな人数がいる中で、「じゃあ次はこの曲やり
ます」という感じでリハが進んでいくけれど、
その波に全然乗れず、あ、ああっていう感じ
で。姉はもともと共演していたから、音楽の波
に乗っていて……。私は自分だけがその波に乗
れず、ドボドボドボって沈んでいく感じ。すご
く美しい音楽が流れているけど、乗れなくて苦
しくて、どうしたらいいんだとリハーサル中は
苦しんでいたんですけど、その中でも感覚は少
しずつ掴んでいたらしくて、本番幕が開いた時
に、「うわ、なんか楽しい！」となった。「ああ、
これか！」と。音楽の中に自分も居ることがで
きているという感覚。

──：「ウタサ祭り」のようなご自身が企画側にかか
わったイベントにも、こういう経験って役に
立っていると思いますか？

郷右近：ものすごく。逆にいうとそれがなかったらで
きなかったと思う。
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──：「ウタサ祭り」に関わる前に、出演者ではなく制
作側（演出とかプロデュースとか）として、中
身をコントロールできる立場として関わったこ
とはありましたか？

郷右近：明確に「あなたがその立場でコントロール
してください」というふうに関わったことは
なかったと思う。でも例えば、口琴の会とし
てアイヌの音楽フェスティバルに出た時に、

「この流れならこうしたほうがいいんじゃない
か」とか、そういうことは言わせてもらったり
した。一人が司会じゃなくて、今回は一人ずつ
喋ることにしてみようよとか。そういうふうに
提案したり、話したり考えたりしてしまうタイ
プではあった。

──：「ウタサ祭り」にはどんな経緯で関わることに
なったんですか？

郷右近：明確にディレクターという名目ではなかった
けど、第一回の時から関わってはいて、当時ク
リエイティブディレクターとして入っていた方
ともいろいろ話はしていた。それ以前に、もと
もと「阿寒湖でアーティスト呼んで自分たちで
フェスをやりたい」という気持ちになっていた
時に、音楽イベントを企画したらいいんじゃな
いかという話になって、それから。

──：「フェスをやりたい」と言っていたのはどなた
ですか？

郷右近：内輪の仲間です。ここのお店で集まって飲ん
でいるような。夫や姉も含めて。こんなことし
たら楽しいよねとか、道東にはフェスがない
よねとか、そういう話がだんだん大きくなって
いった。

──：「ウタサ祭り」の初回はいつでしたか？
郷右近：コロナの感染が広まる直前、2020年の２月14

日。湖上で、氷のステージ。寒いし、温めると溶
けるし、湖の上だし、大変だった。その頃は制
作周りはあんまり関わっていなくて、演出の方
だけやっていたけど、「氷上の音楽フェスをや
りたい」というイメージがみんなの中にあって。

──：富貴子さんの役割は出演者側の調整ということ
でしょうか。

郷右近：出演する外部のアーティストは決まっていた
ので、そこは関わっていないけれど、「ウタサ」

（互いに交わる）だから、なにか一緒にやること
を考えないとねということで。コタンの人には

できるだけみんなに関わってほしいと思ってい
た。外部のアーティストは、相談はあったけど
基本的にはお任せしていた。

──：外部のアーティストの方と一緒にやるというの
はなかなか難しそうです。何年かあって仲良く
なる前、最初の年には、どうやって誰と誰が一
緒にやるかを考えたんですか？

郷右近：その年でいろいろですけど、１年目の時は開
催の１ヶ月前くらいに、来れるアーティストに
来てもらったんです。どういうアーティスト
で、どういう音楽をやるのかというのをコタン
の人に聞いてもらって、コタン側も聞いてもら
うという交流会をしました。「初めまして、マヒ
トゥ・ザ・ピーポー４）といいます」みたいな感
じで。GOMAさんというアーティストは、ディ
ジュリドゥを演奏する人なのだけど、ちょうど
その時に「イオンカ」という、エゾニュウで作っ
たアイヌの楽器があったので、それを吹いても
らった。高橋邦幸さんやコムアイさん、青山翔
太郎さんなど。高橋邦幸さんは「ロストカムイ」
では関わっていたけど、コタンの人たちとはそ
んなにやり取りがなかったので、その時はすご
く楽しかった。みんなの声を録音して、それを
ミックスして音楽にして、子供達がその辺に置
いてあった鍵盤で遊んでいた音も、全部音楽に
していく。音が出るものが全部まとめて音楽に
なっていくのがとても楽しくて、昼間まずお話
して、少しずつ仲良くなって、夜に「邦幸さん
の音を作るやつをやってみようか」というので
みんなで集まって、だんだん盛り上がって、み
んなで踊ったりしました。外から来たアーティ
ストの皆さんにもいろいろ聞かせてもらったけ
ど、私たちもこういう踊りや歌があって、こう
いう意味ですよと、お互いに見せ合った。アー
ティストが事前に来たのは１年目だけですけど
ね。

──：もともと何年かの計画で始まったということで
しょうか？

郷右近：５年の計画だったんですけど、2024年は色々
な事情で出来なかった。2020年（2019年度）が
氷のステージ、2021年と22年はコロナ禍で観客
が入れられず、シアターイコㇿでの映像配信だ
けをやって、2023年にようやく有観客で実施で
きました。
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──：１年目を経てすぐにコロナになってしまいまし
たよね。２年目は実施自体が危ぶまれたんじゃ
ないでしょうか。

郷右近：そうですね、でもオンラインにすると決めた
ことで、そういうやり方もあるんだと。

──：お客さんは見に来れなかったけれど、オンライ
ンで拝見していた限り、出演者の皆様はいろい
ろ一緒にやっていて、楽しそうでした。

郷右近：楽しかったですよ。演者といってもみんなコ
タンの人だから、コタンの人とアーティストと
制作陣が、一緒に音楽で真剣に遊んでいるとい
う感じ（笑）。オンラインになったことで、不特
定多数の多くの皆さんにライブを見てもらえた
こと、世界中の人たちにライブとして届けられ
たことがとても良かったです！

──：リハーサルはどんなふうにやったのですか？場
面転換など構成も考えられていましたし、コラ
ボする楽曲など、かなり練習を重ねたんじゃな
いでしょうか。

郷右近：例えば青山さんとかは、自分で阿寒湖まで
来てくださって、「アイヌウタサ」というアル
バムを作ってくれました。それは青山さんご本
人が作り込んだ感じ。きっちりパッケージと
して作り込む感じの方だったので、どう「ウタ
サ」するかということで、青山さんの曲を流し
ながら、これに合うように鶴の舞をするにはど
うしたらいいだろうかとみんなで相談した。こ
こで輪になるかとか、ここでしゃがんだら「そ
したら私が見えないからもうちょっとこう斜
めに！」とか。みんなで何度も集まって、「両サ
イドから出てくるようにしようか」「こっちの
ほうがいいんじゃないか」と。GOMAさんは本
番の10日くらい前に来てくれていた。「阿寒口
琴の会」とGOMAさんの組み合わせだった時
は、いろいろな口琴を並べて見せていたら、「世
界にはこんなに口琴ってあるんだね」「どんな
音が出るの」と遊んでいるうちに、「ビョンビョ
ンビョンビョン　ビョンビョンビヨヨーン、こ
れで行こう！」みたいなふうに演奏も決まって
いった。それぞれのパートの中でどうするか
は、一緒に打ち合わせていくうちに見つけてい
くみたいな感じ。最初にGEZANが来た時は、
何を一緒にするかは全然決まってなかったんで
す。曲も「東京」しか決まってなくて。最初にコ

タンに来た時「ちょっとまずは聞いて」と。そ
したらすごい音で、ドラムも歌も圧倒されて。
どうしようかと思っていたら、ドラムのバチを
２本叩くところがあって、それを見た渡辺かよ
さんが「あれってチュプカムイホー（月食の歌）
の動きじゃないか」といって。もちろん彼らは
彼らのスタイルでやっているだけなんだけど、
似ていたのでそれを合わせてみたらバキッとは
まったので、本番もそれでやりました。

──：外部からアーティストが来て、それとどうやっ
て一緒にやろうかというアイディアは、コタン
の皆さんの中から出てきている感じなんです
ね。

郷右近：そうですね。だから私がやっているのは、こ
のアーティストには、この人とこの人ならいけ
そうだなとか、子供達とやりたいという人は、
絡めるにはどうしたらいいかなと考えること。

「ロホンナ」なら子供達が何人でも入れるなと
思って、それでメンバーを決めたり。この人と
やるならこの人とこの人だけど、それだとこの
曲になるから、その踊りならこっちの人たちも
参加できる、とか。子供も一緒に出るためにこ
ういうシーンを作ろうかなとか。馬追の踊りだ
とあの子に役目があるかなとか、みんながどう
やったら関われるかということを考えて構成し
ます。参加したいという人は誰でも全員参加で
きるようにしていたので、それが実現するよう
に考えるというか。

──：参加したいと思っていても参加できないことも
ありそうですね。

郷右近：そう思っている人もいると思う。もっと出た
かったとか、自分もやりたかったとか。アイヌ
の音楽の可能性を探るというか、古式舞踊をそ
のままやるだけじゃなくて、アイヌ音楽の懐の
深さとか、そういうものを実際に感じてまず一
緒に楽しもうということを、みんなで共有した
かった。ただどうしても、相手はプロなので、
おおざっぱにぶつけるわけにもいかず、プロに
対して本気で向かって同じ土俵に立てる表現
にはしたかった。だからこそのせめぎ合いが本
当に難しかった。アイヌはまあこんなもんだ、
というふうにはしたくなかった。同じ土俵でや
れるんだよ、でもそのためにはプロ意識という
か、本気でいかないとね、という。そのモチベー
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ションを私自身も出る人たちも、どこまで上げ
られるかというのがすごく難しかったですね。
今でも難しい。

──：参加したい人はみんな参加してほしいけど、プ
ロとしての意識も落としたくないというバラン
スが、富貴子さんの演出の色なんだなと思いま
した。人によっては、本気でやりたい人だけつ
いてきてくれればいいから、少数精鋭でいいと
いう場合もありますよね。

郷右近：私は両方ですね。洗練されたすばらしい作品
も作りたいけど、みんなで大団円でわーっとな
るものも大好きだしやりたい。

──：話せる範囲でいいんですけど、マッチングがう
まくいかなかったということはありましたか？

郷右近：コタンのメンバーが、阿寒に来たあるアー
ティストのファンで、一緒にやれたら嬉しいけ
どそんな個人的な希望は言えないと思っていた
人がいて、それを汲み取ってあげられなかった
ことはあった。言ってくれれば良かったなと。
でも練習もあるし、こちらも組まなくちゃいけ
なかったから時間が取れる人にしてしまった
んだけど、実はすごくやりたかったという。あ
とは、「もっと私がメインじゃなかったの」とい
うことはあった。こちらは脇役なんて一人もい
ないと思っているけど、自分もディレクターで
ありながら出演も多くて、減らしたいとは思っ
ているけど、アーティストさんからリクエスト
されたりすることも多く、ディレクターに徹し
て、出るにしても自分の枠を誰かに委ねるとい
うことをもっともっとやっていかなければなら
なかったなぁと。

──：ディレクターと呼ばれるようになったのはいつ
からだったのですか。

郷右近：2021年からかな。「え、私ディレクターなの、
それなに？」というような。でもすでにその前
年にも人を組みあわせるところをやっていたか
ら、「そうかじゃあそれ私の仕事か」というよう
な。

──：すでにやっていた仕事に名前がついたというこ
とですね。

郷右近：そうですね、やりたいとかそういうことでは
なく、なっていたというか。

──：この４年間の間で役割の変化とかはありました
か？何度も戻ってきてくれるアーティストさん

たちもいましたね。
郷右近：戻ってきてくれるアーティストたちは、もう

コタンの一員みたいな。老若男女一緒に祭りを
やっている中に、自分たちも混ざり込んでいる
という感覚がすごく良かったみたいで、すごく
阿寒湖を好きになってくれて、プライベートで
も来たいといってくれる人も多くて。そういう
意味では本当にありがたいつながりをいただい
たし、コタンという場所の温かさと表現力、懐
の深さは、毎年やるごとに、新しくアーティス
トが来るごとに感じる。それと反比例したすご
い寒さも！ギャップ萌えみたいな感じで、みん
なそれが楽しいらしい。「やっぱり冬だよね」と
かいって。そういう意味で繋がりとか可能性が
出てきたり、「タデクイ」という下倉幹人たち
のバンドも本当に恵まれて。ウタサで表現した
ことで、どこかにいったときに「ウタサ出てた
よね」と言ってもらったり、ウタサに出てた人
によくしてもらったりとか、そういうふうに広
がってきていることがよかったなと思っていま
す。

──：今後はもう「ウタサ祭り」はやらないんですか？
郷右近：やりたいんです。目標は自走すること。でき

れば交付金とか補助金なしで、ここのフェスと
して定着させたい。でもそのハードルがすごく
高くて、一体何をどうしたらいいかなという状
況。規模はぜんぜん小さくなるかもしれない。
大きな予算でやってきたことなので、そこを目
指さずにできることからやってみようかとい
う。これをずっと続けていきたいですね。

──：形は変わっても続くというのはすごいことです
ね。

郷右近：そうですね、やっぱりこの阿寒湖アイヌコタ
ンの場所が、昔からアイヌだけじゃなくていろ
んな表現者とかアーティストの人たちがよく出
入りしていて、そういう中でお互いに影響され
ていろんな音楽やイベントをオンネチセでも
やってきた。そういう原点に「ユーカラ劇」が
あったり。阿寒は先人たちが既に新しい表現を
やり続けてきた場所なので、アーティストの人
たちが来やすい環境をずっと維持していきたい
し、繋がった縁をこの先のコタンにとっていい
ものにしていきたい。

──：「ユーカラ座」とか、「イオマンテ劇」とか、人形
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劇とか、阿寒がいろんなことを試してきている
のをご覧になってきたと思うんですが、そうし
た舞台が今に影響していることってあります
か？

郷右近：固定概念にとらわれなくなったというのはあ
る。でもどんなことをするにしてもまず、基本
がないとできない。アイヌの歌、踊り、楽器。基
本があれば新しいものにも挑戦できるんじゃ
ないかと。ここのコタンはいろいろな人が居る
けど、アイヌの血が入っていてもいなくても、
やっぱりアイヌプリというか、そういう心を
持っていて、基礎的な唄踊りをある程度知って
いてできて、その上でハイブリッドなこともや
るっていうのが、このコタンの姿だと思うんで
すよね。根っこは大事にしようねというとこ
ろは共通認識でみんなが持つべきところ。観
光アイヌだってバカにされたりすることもあ
るけど、根っこがしっかりしていれば、何を言
われてもしっかり立っていられる。

──：本当に大事なことですね。次に、口琴について
の取り組みについてお伺いさせてください。今
年国際口琴大会を阿寒に招致する予定だとお伺
いしました。

郷右近：そうなんです、もう先に「やる」と決めてし
まって。やれることをやる、という感じじゃな
いともうやれないと思って。

──：数年前、富貴子さんが口琴で国際大会に出られ
ているのをオンラインで拝見しました。

郷右近：それは名人コンテストの方かな。「世界口琴
名人」を決める大会が2022年にあって、オンラ
インで参加したんです。メイン会場は口琴の
メッカ、サハ共和国のヤクーツク。だいたい10
年に一回名人を決めるというので、10年前に９
人選ばれていて、その10年後ということで開催
された。審査には口琴に精通しているサハの著
名な方々と、サハ国外の国際口琴協会のメン
バーが入って、参加者は現地とオンラインで出
たんです。私は別に名人になりたかったわけで
はなくて、弟子シギ子さんからずっとつながっ
ているサハの口琴名人のおじいちゃんが居る
んですけど、その人のソーシャルメディアで大
会の情報を見て、その時ちょうどコロナ禍でど
こにも行けず、ロシアとウクライナの戦争も始
まったころだったから、音楽で垣根を超えてつ

ながり合えるっていいなと思ってね。一緒に演
奏しようと思っただけだったので、後で「名人
コンテスト」だと知って遠慮したんだけど、で
もその方、うちのおじいちゃんにもそっくりな
んだけど、「出るためのサポートはするから富
貴子は絶対出ろ！アイヌからも出てほしいか
ら」と言ってくれて、それで出演したんです。

──：口琴大会に向けていろいろ計画は進んでいます
か？

郷右近：機運が高まっているとは感じます。ムックリ
に関連するイベントが多くなりました。ウポポ
イや、釧路博物館とか、東京でもやっていて、
オンラインで北海道からも参加する方とか。阿
寒にはムックリや口琴を研究する人や演奏する
人はよく来ますよ。

──：口琴大会を阿寒でやろうというのはどのような
経緯だったのですか？

郷右近：初めて国際口琴大会に参加したのが、2011年
にロシアのサハで行われた第７回の大会。そこ
で初めて世界中の口琴奏者の演奏を目の当た
りにして、その時既に「絶対に日本でもやりま
す！」と言っていたんです。10年後にやりたい、
と。これは絶対北海道のみんなに聞いてほしい
し、アイヌのウタリ達もここに参加してみんな
で「ビョンビョン」やりたいと、そればっかり
言ってた。この時参加したのは私と、鈴木紀美
代さん、千葉に住んでいる弓野恵子さん・正勝
さん。それと東京のペウレ・ウタリの会の島田
あけみさん。その後ハンガリーやドイツのタウ
ハという町で開催されていたけど行けなかっ
た。2022年にドイツ・ベルリンの第９回国際大
会に参加して、次の日本開催が10回目になる予
定。

──：何か国から何人くらい集まるんですか？
郷右近：まだ今打診しているところなんですけど、15

から20カ国、総勢50名くらいを想定していま
す。演奏者と研究者。コンテストではなくコン
サートの形式。まだ検討中ですけど、この人は
みんなに聞いてほしいという方はシアターイコ
ㇿのステージでやったり、野外ステージを作っ
たり、ワークショップもやりたいし、世界中の
口琴が買える口琴マーケットもつくって垣根無
くできたらいいと思っている。

──：大会というか、口琴フェスティバルですね。
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郷右近：そうです。「大会」という名前なので何かを
競う場に聞こえるのですが、フェスティバルで
す。出演者は国際口琴協会の推薦によって来る
ので、既に人選の検討を始めてくれています。
皆さんそれぞれ助成金を探したりして、参加で
きるよう画策しています。

──：どのような国から来るんですか？
郷右近：アジアとヨーロッパに大きく分かれていて、

台湾、インド、インドネシア、フィリピン、ベ
トナム、それと中央アジアのキルギス、トゥバ
共和国、アルタイ共和国。ヨーロッパはハンガ
リー、ドイツ、オーストリア、ノルウェー、リト
アニアあたりかな。ロシアのサハ共和国は口琴
のメッカだし、サハとの交流があって今につな
がっているので、来てもらえたらいいなと思っ
ています。口琴って何がいいって、お手軽で小
さくて、誰もが「ビョン」となるところ。どん
なにすごいパフォーマンスやステージをやっ
ていても、どの音も結局は「ビョン」で共通し
ているということがたまらなくいい。メロディ
にしようとする人は、指に口琴を五個くらいは
さんで音階をつくったり、弁の長さがピストル
みたいになっていて、音の高さを変えられる口
琴を自作した方がいたりとか。そんなに頑張っ
て音階を作らなくてもと思わないこともない
けど、本当にみんな試行錯誤していて、それが
かっこいいし、面白い。言葉はなかなか通じな
いし、英語じゃない言葉もたくさんあるけど、
とりあえずお互いに近づいていって「それはい
いね」と言ってもらったり、こちらが「こうだ
よ、こうこう」と言っていると、向こうも「コ
ウ？コウ？」と返してくれてお互いの言語のま
ま会話している。とにかく口琴が好きなことは
共通しているし、結果的に音も同じだから、そ
れがやっぱり楽しい。ムックリって、今でこそ
注目もされてきているけど、昔は踊りと踊りの
間に「ではここでムックリを聞いてください」っ
ていう感じで、そこまで目立つようなものでも
なかった。でも実はこれが世界とつながってい
るんだっていうところが、私がはまっているポ
イントです。アイヌのことをやっている人だっ
たら大体誰でもムックリは吹けるはず。ムック
リ自体も同じ楽器だけど、人の体を通すから人
によって音も全然違って、その人自身がすごく

出るのもまた面白いところだと思う。お互い性
格が丸出しになる。文化事業で集まるときに、

「あ、この音はあの人かな」とわかるようになっ
てくる。逆に「え、こんな新しいことやりだし
たの？今の音どうやって出したの？」というよ
うなやり取りもある。

──：ムックリの解説では、「このような口琴はユー
ラシア全土にあり…」などというのが定番です
が、本当に多くの人がやっているのですね。

郷右近：口琴大会に行くと、だいたい３日間朝から晩
までずっと「ビョンビョン」なので、だんだん
わけがわからなくなってくる（笑）。2022年の
ドイツの大会の時に一緒に行ったメンバーと、

「ちょっとお茶に行かない？」といって一旦会
場から逃れてきて休んでいたら、地下鉄に乗っ
て会場に向かっている人が歩きながら「ビョー
ンビョーン」と鳴らしているのがどこからとも
なく聞こえてきて、「ああやっぱりここにも居
た」と（笑）。

──：それが阿寒の町で実現するかと思うと楽しみで
すね。

郷右近：町中で「ビョンビョン」なっているっていうね。
そういうのが理想ですね。

──：富貴子さんにとって、口琴が大事な表現になっ
てきたのはいつ頃ですか？「カピウとアパッ
ポ」の映画でも、「他は苦手だから口琴だけやっ
ていればいいんじゃないか」と思い悩んでいる
シーンがありました。

郷右近：ムックリにはまるきっかけは、弟子シギ子フ
チです。私がサハ共和国へ行く10年前、1991年
に弟子シギ子さんが第２回口琴大会でサハ共和
国に行っています。磯嶋恵美子さんと、今井ノ
リ子さんという３人のアイヌが参加して、その
時サハの人たちとすごく仲良くなって、その後
帰ってきてからも交流が続く中で、サハの方た
ちをこのコタンに呼んで演奏してもらったと
いうことがあった。その来日の時に初めて海外
の口琴奏者の演奏を聴くことになって、「なん
だこれ！」となった。私が中学校とか、高校に
入るか入らないかくらいの年。それと、シギ子
おばさんが「Mukkuri Hawehe」という CD に
収録した「世界の川に捧げる」というすごく美
しい曲があって、それをサハの人たちと一緒に
釧路でコンサートをした時に聞いて、また「ズ

134



阿寒湖アイヌコタンの現代的舞台表現について 
Contemporary Performing Arts of Akanko Ainu Kotan

キューン」ってなった。その時はちょっと吹
けるくらいで、もともとムックリは好きだっ
たし、お店の前でお客さんに向けてちょっと

「ビョンビョンビョン」ってやったりはしてい
たけど、そんなにハマるということもなく、ま
あ身近にある楽器という感じだった。それがシ
ギ子おばさんの演奏を聞いて、倍音とか、３重
４重の音を聞いて、「ムックリってすごい」と
思った。「あの音はどうやって出しているんだ
ろう」と思って、自分でも練習しだした。たま
に踊りの手伝いにチセに行くと、マイクが使
えるので、そこでいろんな音を出して練習した
り。マイクを使うと自分の音が聞こえやすいか
らね。あと他の踊り手のおばさんたちの演奏を
聞いたり、やり方を教えてもらったりしている
うちに、はまっていった。そうしているうちに
第３回国際口琴大会がオーストリアであって、
その時に私の母や祖母、叔母、シギ子おばさん
などがみんなで行った。そのビデオを見せても
らったりして、国際的な交流ができるムック
リっていいなぁと思ったりして。だから国際口
琴大会とのつながりはすべてシギ子おばさんか
ら始まったんです。

──：阿寒口琴の会というのもできましたね。
郷右近：1991年にサハで口琴大会に参加した後、弟子

シギ子さんとその仲間で翌年に作ったんです。
今の主要メンバーは山本栄子さん、床みどりさ
ん、渡辺かよさん、平良智子さん、姉の下倉絵
美と私が主要メンバーで、呼ばれてどこかに出
演するときにだけ参加してもらう人たちもいま
す。名前は「阿寒口琴の会」ですけど、きっかけ
が口琴なだけで何でもやります（笑）。唄踊り、
物語、ムックリ、トンコリ、何でも。やっぱりこ
のムックリという楽器がどんなに面白い楽器か
をわかってもらうためには体感してもらうのが
一番なので、国際口琴大会には、多くの人に来
てほしいなと思います。

──：富貴子さんのおっしゃるような「ズキューン」
とくる感じが広まるといいですね。

（了）

注  

１）	『kapiw（カピウ）とapappo（アパッポ） アイヌの姉妹の物語』（佐藤隆
之監督、2016年）

２）	アーツカウンシル東京ウェブサイトに同事業の詳細が掲載されてい
る（https：//www.artscouncil-tokyo.jp/ja/what-we-do/support/
program/29330/）

３）	 このコンサートの様子はアーティスト本人のYou Tubeで公開されて
いる。https：//youtu.be/yQJL003y2o0?si=2I8HA7z27ZeN0yks

４）	 オルタナティブロックバンド「GEZAN」のボーカル。
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Cultural Resources

国立アイヌ民族博物館所蔵
知里真志保記入のアイヌ語基礎語彙調査表

Preliminary Survey of the Basic Ainu Vocabulary: 
Chiri Mashiho’s Materials from the National Ainu Museum

１．はじめに

アイヌ語の方言学において、服部・知里（1960）「アイヌ
語諸方言の基礎語彙統計学的研究」に掲載されたアイヌ
語諸方言の調査記録は、アイヌ語の基礎語彙200項目を
19方言にわたり広く均一に調査した研究として重要で
ある。この調査記録は、服部四郎と知里真志保が1955
年４月に行ったアイヌ語方言調査がベースとなってお
り、その後、さまざまな協力者を得ながら方言データを
追加・修正していったものである。国立アイヌ民族博
物館には、知里が所有していた1955年４月の調査時の
ものと思われる基礎語彙資料が所蔵されている。本稿
は、当該資料を画像とともに紹介し、その内容と価値に
ついて概説するものである。

２．服部・知里のアイヌ語方言調査

服部四郎と知里真志保が1955年から1956年にかけて
行ったアイヌ語方言調査は、文化人類学者である泉靖
一の「アイヌ語諸方言の言語年代学的調査を試みたい」
という言葉が発端となって始まったとされる。服部・
知里（1960：32）は、1955年４月の調査について次の
ように述べている。

昭和30年の４月に、北海道全道にわたり、約25日
間旅行した。そのとき調査し得た諸方言は次のよ
うである。このうち、カラフトの方言（タラント
マリ【引用者注：多蘭泊】と落帆）を、北海道最北
端の町稚内市から少し南下した豊富駅から西方３
里のワッカサクナイという新開の漁村で調査した

外は、ほとんど現地調査である。
宗谷、タラントマリ（２例）、落帆、名寄、旭川、
美幌、釧路、帯広、様似、平取（および福満）、
新冠、幌別、長万部、八雲

この調査旅行に際し、知里氏は、調査地点を選定し
たほか、被調査者を極めて適切に誘導して質問に答え
しめ、該博なアイヌ語の知識により調査を効果的に進
行せしめた。

当初、服部と知里の二人で行っていた調査は、のち
に協力者を増やして進められることとなる。服部は自
らの調査地とは別に、1955年夏には北村甫と福田（田
村）すゞ子を、1956年夏には北村・福田に加えて、三
根谷徹、木村彰一、山本謙吾を各調査地へ向かわせた。
1956年９月に服部が樺太の方言をひとつ追加した段階
で、服部・知里（1960）に掲載される19方言のデータ
が揃うことになる1）。

図１は、服部・知里（1960）のデータに含まれる19
のアイヌ方言の地点（北海道13方言、樺太６方言）を
示したものである。表１は、方言調査の日程および調
査者の対応表である。

国立アイヌ民族博物館には、知里真志保が所有して
いたカーボンコピーの基礎語彙リストが所蔵されてい
る（以下、当館資料と呼ぶ）2）。A4版で表紙を除き50枚、
表紙裏面に「横罫 原稿用紙 東京大学協同組合特製」と
ある。リストにあるアイヌ語方言が1955年４月の調査
方言と一致することから、このときの調査記録をまと
めたものと考えられる。知里はこのリストの記入後、
自らはカーボンコピー版を保有し、原本は服部に渡し
たのではないかと推測される。なお、服部は1955年４
月の調査で「アイヌ語にもかなり方言差があることが

キーワード：知里真志保、アイヌ語、基礎語彙調査表、服部四郎、方言学

Keywords: Chiri Mashiho, Ainu language, basic vocabulary list, Hattori Shiro, dialectology

深澤美香（FUKAZAWA Mika, Dr.）
国立アイヌ民族博物館　研究員（Research & Curatorial Fellow, National Ainu Museum）
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地点 調査方言
調査日程と調査者

1955年
４月

1955年
夏

1956年
夏

1956年
９月

1956年12月
~1957年冬

1957年
２、３月

１ 八雲 服部・知里 （4/30） 北村 北村 北村
２ 長万部 服部・知里 （4/30）
３ 幌別 服部・知里 （4/29）   知里3） 
４ 平取（福満） 服部・知里 （4/28） 福田 福田

５ 貫気別 服部
（8/7）

６ 新冠（受乞） 服部・知里 （4/28）
７ 様似 服部・知里 （4/26, 27）
８ 帯広 服部・知里 （4/24） 福田
９ 釧路 服部・知里 （4/23）
10 美幌 服部・知里 （4/22） 北村   福田4） 
11 旭川 服部・知里 （4/19, 20） 山本
12 名寄 服部・知里 （4/19） 木村

13 宗谷 服部・知里 （4/13, 14） 服部
（8/13, 14） 三根谷

14 落帆 服部・知里 （4/16）

15-1 多蘭泊
（西崎氏） 服部・知里 （4/17）

15-2 多蘭泊
（川村氏） 服部・知里 （4/15, 18）

16 真岡 服部

17 白浦 服部
（9/18, 19）

18 ライチシカ 服部 服部
19 内路 服部

表１　アイヌ語方言調査の日程と調査者
（服部・知里（1960）および服部（1964）の情報をもとに作成）

図１　アイヌ語方言の地点（表1の地点番号と対応）
(Fukazawa 2023: Figure 1)
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明らかとなったが、今のうちに調査しておかないと、
アイヌ語の方言分布に関する組織的な知識は永久に獲
られなくなるだろう」とし、1955年７月に『第１次調
査表』を作成してアイヌ語の調査を決行することにし
たと述べている（服部 1964：8）。よって、本稿では、
当館資料に見られる1955年４月の調査を「第一次調査」
ではなく、「基礎語彙調査」もしくは「予備調査」と呼
ぶことにする。

当館資料と服部・知里（1960）の語彙項目は一致す
るが、当館資料にはどのような例文を用いてその語彙
を集めたかが注記されるなど、服部・知里（1960）に
はない情報が記載される。また、当館資料は服部・知
里（1960）の掲載方言よりも方言数が５方言少ないも
のの、多蘭泊方言の話者である西崎氏と川村氏の二人
の語彙が別々に収録されていることも大きな特徴であ
る。服部・知里（1960）では、それぞれの話者のデータ
を統合して多蘭泊方言と呼んでいる。

なお、これまで服部・知里（1960：31）の基礎語彙
200項目は「SWADESH の調査表（本稿では新しい
200項目のものを用いる）」という情報しか手がかり
がつかめていなかったが、当館資料の項目に付され
た番号から今回新たに明らかになったことがある。

「SWADESH の調査表」というのは、Swadesh （1952） 
に掲載された200項目（あるいは除外前の215項目）で
はなく、どうやら服部（1955：144）宛に「SWADESH
が本年【引用者注：1955年】３月３日附の航空便に
同封して来た最新の調査表」に対応しているらしい。
Swadesh は、前年の1954年９月18日にも服部宛に調査
表「新調査語彙」を送付している。服部（1954）による
と、1954年９月の調査表では Swadesh （1952） の200
項目に16項目が追加され、さらに前半の100項目がよ
り安定的な残存率を示す（借用されにくい）という項
目分類が行われている。その後の1955年３月に服部
に宛てた「最新の調査表」では一部前半と後半の項目
での入れ替えがあり、「最新の調査表」の前半100項目
が有名な Swadesh （1955） の「新しい100項目リスト 

（The new list of 100 items）」と呼ばれるものと一致
する。

服部（1954, 1955）は自身に宛てられた Swadesh の
1954年９月及び1955年３月の調査表をそれぞれ A（前
半の100項目）、B（後半の100項目）、C（201～216番目
の項目）の三つに分類し、ＡとＢの200項目を自らの基
礎語彙調査に採用、項目の配列は1955年の「最新の調
査表」に準じたようである。この基礎語彙200項目は、

1955年４月に行われたアイヌ語の基礎語彙調査だけで
なく、服部（1955）の沖縄方言の言語年代学的研究に
も採用されている5）。

さらに、1964年には表１に示す1955～1956年の現地
調査の集大成として、服部が『アイヌ語方言辞典』を編
纂する。項目は1956年７月に服部と田村すゞ子が作成
した『第二次調査表』に依拠しており、その分類や配列
は『アイヌ語方言辞典』の編纂に際して田村が大幅に
変更したという。服部・知里（1960）に比べて『アイヌ
語方言辞典』の収録項目は約2,000項目となり10倍に増
えたが、方言数は19方言から10方言に減っている。こ
のうち千島北部の１方言は自らのデータではなく鳥居

（1903）からの引用である。以上のことから、アイヌ語の
方言分類などの研究は、方言数の多い服部・知里（1960）
の基礎語彙のデータが Asai （1974） をはじめ現在にも
参照され続けている。

３．当館資料の特徴と方言学的価値

本節では、Fukazawa （2023） の研究を参照しつつ
当館資料の特徴と方言学的価値について紹介する。
Fukazawa （2023） は「使用語」と「理解語」という二つ
の分類について紹介し、当館資料が示す基礎語彙の予
備調査では「使用語」、その後の服部・知里（1960）や
服部（1964）では「理解語」が追加されるような関係に
なっているのではないかということを提示した。

柴田（1969：40-41）によれば、「使用語」とは、意味
をあらわすのに “ 使用する ” 言語形式で、「これこれ
は何と言いますか？」といってたずねて得た語形のこ
とを示し、「理解語」とは、意味をあらわすのに使用は
しないが “ 理解できる ” 言語形式で、「このことばを
使いますか？　わかりますか？」とたずねて「使う」も
しくは「使わないが知っている」と答えたものを指す。
また、徳川（1966：11）は、特定の個人にとってすべて
の語が「無関係 > 理解 > 使用 > 理解 > 無関係」とい
う歴史的な過程をあらわす座標のどこかに位置づく
と述べている。ある語彙は、特定の個人が生まれた時
には無関係の状態にあり、その語彙と接触をすること
で、その人の理解語、さらに使用語になっていく。し
かし、それらの語彙のうちいくつかは、理解されても
使用されなくなり、最終的に無関係な状態になるとい
う。つまり、ある話者（ここでは被調査者）にとっての
理解語は、使用語より新しい語である場合もあれば、
使用語より古い語である場合もある。
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柴田（1969：42）は、「同じ調査票で同じ項目を使用
語と理解語の両面から聞くことは一般に困難」である
とし、「原則としては、第１回の調査によってその語の
分布地域を明らかにした上で、第２回の調査票に理解
語の項目として盛ることになる」と述べている。同様の
事情があるとすれば、服部・知里の1955年４月の予備
調査で行われた結果が当館資料に反映され、服部・知
里（1960）さらに服部（1964）に追加された語形は、「使
用語」に対する「理解語」であると解釈することが可能
になる。前述したように、「理解語」とみなされた語形
がこれからその土地で使われるようになるのか、衰退
していくのかは個別に判断していくことになるが、「使
用語」と「理解語」の区別はその語彙項目に対して歴史
的な解釈の幅や可能性を広げてくれるはずである。

Fukazawa （2023） では、当館資料と服部・知里
（1960）、服部（1964）のそれぞれに記載される語形の差
異を地図上にレイヤーで表した。ここでは、アイヌ語
の「三つ （three）」を表す項目を取り上げて紹介する6）。

図２で示した各地図を比較すると、当館資料の八雲・
長万部方言で採録されていた語形 /reppis/ が、服部・
知里（1960）ではどちらも /rep/ となり、服部（1964）
の八雲方言で /rep/ と /reppis/ の両方を記録するよ
うになったことがわかる。図３は、図２の三枚の地図
を重ね合わせた地図である。/rep/ 型（/rep/, /reh/）
が地理的に広く分布しているのに対し、/reppis/ 型（/
rehpis/, /reppis/, /teppis/）は少数であるものの周縁
部に分布していることがわかる。地理言語学的な考え
方によれば、/reppis/ 型は /rep/ 型よりも古い形であ
る可能性がある。以上のことから、八雲（や長万部）方
言では、/reppis/ が /rep/ に押しやられて「使用」か
ら「理解」へと衰退する歴史的過程のなかで、より「使
用」に近い位置にあるのではないかと推測される7）。

このように当館資料は、語形の調査記録の過程にお
けるレイヤーを一枚増やし、その語形が当該地域にお
ける使用や衰退の歴史的過程のどこに位置づくのかと
いう推測にも役立つ可能性をもたらすものである。

図２　「三つ」（Fukazawa 2023: Figure 9）

図３　「三つ」を重ねた図 （Fukazawa 2023: Figure 10）

当館資料（1955） 服部（1964）服部・知里（1960）

/reppis/

/rehpis/

/teppis/

/rep/

/reh/
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４．凡例

活字化にあたり、利用に際して一部表記を改めた個
所がある。実際の表記については、画像を確認してい
ただきたい8）。具体的には以下のとおりである。

（1）	 原本の頁番号は記載しなかった。
（2）	 原本では注記の番号 （1）, （2）... が頁ごとに （1） 

から改められるが、全頁に対する通し番号に振り
直した。また、（9） の注記号に漏れがあったので
追加した。

（3）	 原本の表紙に記載される地点（方言）の名称は頭
文字のみを表示した。多蘭泊（タラントマリ）方
言のみ、インフォーマントの氏名の頭文字を括弧
付きで表示した。（西）は西崎氏の語彙、（川）は川
村氏の語彙である。

	 八：1. 八雲、長：2. 長萬部【長万部】、幌：3. 幌別、
平：4. 平取、受：5. 受乞【服部・知里（1960）では
新冠】、様：6. 様似、帯：7. 帯広、釧：8. 釧路、美：
9. 美幌、旭：10. 旭川、名：11. 名寄、宗：12. 宗谷、
多（西）：13. 多蘭泊（西崎）、多（川）：14. 多蘭泊（川
村）、落：15. 落帆

（4）	 地点（方言）番号は原本に合わせた。本稿の図１、
表１で示す服部・知里（1960）の番号とは異なる
ため利用の際は注意すること。

（5）	 各項目の後ろについている括弧付きの番号は、
Swadesh （1952） で示された200項目をアルファ
ベット順にした通し番号である。ただし、数字の
後ろに a や b がある項目は、Swadesh が1954年
以降に追加した16項目で、アルファベット順によ
り挿入される位置がわかるようになっている。

	 例 ）”59. fruit （or berry）”, “59a. full”, “59b. fur”, 
“60. to give”

	 （“59a. full” と “59b. fur” は1954年以降に追加され
た項目）

	 原本では、括弧付きの番号について一部記入漏
れや読み取り不能な項目が見られたため、服部

（1955）の表記に則って番号を付加した。具体的に
は、以下の４項目である：20. bird （12）, 116. fog 

（55）, 164. dirty （29）, 192. squeeze （149）。
（6）	 原本のノノ字点「〃」は、直前にある語形を入れ

て表記した。
（7）	 原本で j と一部表記される箇所は y で表記した。 

j と y の書き分けについては今後の課題である。
ɴ は服部・知里（1960）でも n と書き分けがある
ことからママとした。

（8）	 原本の日本語に対するアクセント表示はカタカ
ナの上に傍線で示されているが、次のように表示
した：クモ̚ 。

（9）	 原本の例文注でどの部分を尋ねているかを示す
際には下線や傍点などが使用されるが、次のよう
に下線で統一した：家で働く。

（10）	書き損じは活字化や注記をしなかった。項目名の
誤植は注記して改めた。

（11）	語形や補足となる日本語が二語以上にわたる際、
原本では改行などが用いられるが、コンマ （,） を
用いて区切った。 
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1. I （78） 2. thou （168） 3. we （182） 4. this （167） 5. that （161） 6. who （188） 7. what （184） 8. not （107）
ワタシ（私）

〔オレ〕
アナタ

〔オマエ〕
ワタシタチ（私達）

〔オレタチ〕 コレ（之） ソレ、アレ（1） ダレ（誰） ナニ（何） ナイ（2）

1. 八 ku'aní 'e'aní ci'okáy 'utár tánpe to'ánpe nen nep somoné

2. 長 ku'aní 'e'aní ku'aní 'utár ta'ánpe to'ónpe nen nep 'oyapéhe

3. 幌 ku'áni 'e'áni ci'ókay 'utár tánpe ta'ánpe, to'ánpe nen nep somóne

4. 平 káni 'e'áni cóka tapánpe ta'ánpe, to'ánpe húnna hemánta somóne

5. 受 ku'áni 'e'áni cóka tapánpe ta'ánpe, to'ánpe húnna hemánta somóne

6. 様 ku'ani 'e'ani ci'okay ta'a to'o nen nep henné（先行）

7. 帯 ku'áni 'e'áni ci'ókay ta'anpe to'ónpe nen nep somóne

8. 釧 ku'ani 'e'aní ci'utari tanpe nen nep omó（先行）

9. 美 ku'ani 'e'aní cokay tanpe tu'anpe nen nep omone

10. 旭 ku'áni 'e'áni ci'okáy tánpe ta'ánpe nen nep somóne

11. 名 ku'áni 'e'áni ku'útari tánpe to'ánpe nen nep somóne

12. 宗 cókay 'e'áni cókay 'utár tánpe nen hemáta somóne

13. 多（西） 'anóka 'e'áni 'anóka 'utá tánpe taránpe náta ~ naháta hemáta somó

14. 多（川） 'anúkay 'e'áni 'anóka（y） 'utári tánpe taránpe, 
túymano 'anpe náta hemáta somó

15. 落 'anókay 'e'áni 'anókay 'utár tánpe náta hemáta hánne
（1） 形式が一つしか挙げてない場合は大体《あれ》の義、（2）「これは犬でない」という文例を用いた。
【深澤注】1. Iの項目：14. 多（西） " 'anúkay" のアクセント記号の近くに "?" と書き込みがあるが、ú ではなく ó ではない
かという疑問提示かもしれない。

9. all （1） 10. many （95） 11. one （109） 12. two （176） 13. big （11） 14. long （92） 15. small （140） 16. woman （195）

ミンナ（皆） （3） タクサン
（沢山） ヒトツ（一） フタツ（二） オーキイ（大）ナガイ（長） チッチャイ（小）

〔コマイ〕 オンナ （女）

1. 八 'opítta porónno sinép túppis poró tánne pon mat

2. 長 'epítta poro'ónno sinép túppis poró tánne pon menokó

3. 幌 'opítta porónno sinép tup poró tánne pon menóko

4. 平 'opítta porónno sinép tup poró tánne pon menóko

5. 受 'opítta porónno sinép tup poró tánne pon menóko

6. 様 'opítta poronno sinep cup poro tanne pon menoko

7. 帯 'opítta porónno sinép tup poró tánne pon menóko

8. 釧 'oputtano poronno sinep tup poro tanne pon menoko

9. 美 'oputta poronno sinep tup poro tanne pon menoko

10. 旭 'opittano porónno sinep tup poró tánne pon menóko

11. 名 'opitta porónno sinep tup poró tánne pon menóko

12. 宗 'opita （?） porónno sinep tup poró 'otánne pon menéko

13. 多（西） 'anpáhno 'okáyno sinep tup poró 'otánne háciko máynepo

14. 多（川） 'ánpahno 'okáy sinep tup poró 'otánne háciko máynepo

15. 落 'emúyke poróno sinéh tuh poró 'otáne hacíko máhnekuh

（3）「皆来た。」

５．資料紹介
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17. man （94） 18. person （111） 19. fish （49） 20. bird （12） 21. dog （30） 22. louse （93） 23. tree （174） 24. seed （131） 25. leaf （86）

オトコ（男） ヒト（人） サカナ（魚）トリ（鳥） イヌ（犬） シラミ（虱） キ（木） タ̚ネ（種）
（タネ̚ ） ハッパ（葉）

1. 八 'ókkayo 'áynu ci'ép cikáp, círi setá 'úrki cikuní pi ham

2. 長 'ókkayo 'áynu ci'ép cikáp setá 'úrki cikuní pi ham

3. 幌 'ókkay 'áynu cep cikáp setá 'úrki cikúni pi ~ tané ham

4. 平 'ókkayo 'áynu cep cikáp setá 'úrki cikúni pi ham

5. 受 'ókkayo 'áynu cep cikáp setá 'úrki cikúni pi ham

6. 様 'okkay 'aynu cep cikap sita 'urki ni pi ham

7. 帯 'ókkay 'áynu cep cikáp sitá 'úrki ni tané ham

8. 釧 'okkay 'aynu cep cikap sita 'urki ni pi ham

9. 美 'okkay 'aynu cep cikap sita 'urki ni tane ham

10. 旭 'ókkayo 'áynu cep cikap setá 'úrki ni pi ham

11. 名 'ókkayo 'áynu cep cikap setá 'úrki ni pi ham

12. 宗 'okkáyo 'áynu cep cikap setá 'úrki ni pi ham

13. 多（西） 'okkáw 'áynu cep cikap setá 'uríki ni tané yam

14. 多（川） 'okkáw 'áynu cep cikap setá 'uríki ni tané yam

15. 落 'ókkayo 'áynu ceh cikáh setá 'uríki ~ rasí ni tané yam

【深澤注】20. bird （12） の10. 旭～14. 多（川）は、ノノ字点が直前で途切れているため、”cikáp” としたかった可能性がある。

26. root （121） 27. bark （8） 28. skin （137） 29. meat （96） 30. blood （15） 31. bone （17） 32. grease （fat 42） 33. egg （38）

ネッコ（根） カワ（皮） カワ（皮） ニク（肉） チ（血） ホネ（骨） アブラミ（脂肉）
〔シロミ〕 タマゴ（卵）

1. 八 sínrit níkap kap kam kem poné kírpu nok

2. 長 sínrit cikuníkap kap kam kem poné kírpu cikapnók

3. 幌 sínrit cikúnikap kap kam kem poné kírpu nok

4. 平 sínrit níyarkap kap kam kem poné kírpu cikápnòk

5. 受 sínrit cikúnikàp kap kam kem poné kírpu

6. 様 sinrit kap kap kam kem pone kirpo

7. 帯 sínrit níkap kap kam kem poné kírpo cikápnòk

8. 釧 sinrit nikap kap kam kem pone kirpo

9. 美 sinrit nikap rus kam kem pone kirpo cikapnok

10. 旭 sínrit níkap kap kam kem poné kírpo nok

11. 名 sínrit yar kap kam kem poné kírpo nok

12. 宗 sínrit kap kap kam kem poní kírpo cikápnok

13. 多（西） cínkew kap rus kam kem poní kirípo 'árep

14. 多（川） sínrit níkap kap kam kem poní kirípo tamánko

15. 落 cínkew níkah kah kam kem poní kirípu tamáko
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34. horn （74a） 35. tail （160） 36. feather （45） 37. hair （65） 38. head （68） 39. ear （35） 40. eye （39） 41. nose （106） 42. mouth （99）

ツノ（角） シッポ（尾） ハネ（羽） ハナ（鼻） クチ（口）

1. 八 kiráw sar rap kíski sapá kisár sik 'etú par

2. 長 kiráw sar cikapráp kíski sapá kisár sik 'etú par

3. 幌 kiráw sar cikápràp kenúma sapá kisár sik 'etú par

4. 平 kiráw sar rap numá sapá kisár sik 'etú par

5. 受 kiráw sar rap kenúma sapá kisár sik 'etú par

6. 様 kiraw 'akkocike rap numa pake kisar sik 'ecu car

7. 帯 kiráw sar rap numá paké kisár sik 'etu car

8. 釧 kiraw sar rap numa pake kisar sik 'etú car

9. 美 kiraw sar 'is numa pake kisar sik 'etu car

10. 旭 kiráw sar rap numá paké kisár sik 'etú par

11. 名 kiráw sar rap numá paké kisár sik 'etú car

12. 宗 kiráw sar konkon （?） kenúma sapá kisár sik 'etú car

13. 多（西） kiráw 'otcár rap numá sapá kisár sik 'etúpuy car

14. 多（川） kiráw 'otcár rap numá sapá kisár sik 'etú （?） car

15. 落 kiráw 'óhcar rah numá sapá kisár sis 'etúpuy car

43. tooth （173） 44. tongue （172） 45. claw （20a） 46. foot （56） 47. knee （82a） 48. hand （66） 49. belly （10） 50. neck （103）

ハ（歯） シタ（舌） ツメ（爪） アシ（足） ヒザ（膝） テ（手） オナカ（腹）
〔ハラ〕 クビ（頚）

1. 八 mimák parúnpe 'am 'uré kokkasapa paraték hon rekút

2. 長 nimák párunpe 'am cikír kokkasapa tek hon rekút

3. 幌 nimák parúnpe 'am cikír kokkasapa tek hon rekút

4. 平 nimák parúnpe 'am pará'urè kokkasapa parátek hon rekút

5. 受 mimák parúnpe 'am 'uré kokkasapa parátek hon rekút

6. 様 'imak parunpe 'am cikir kokkapake tek hon rekut

7. 帯 'imák parúnpe 'am paráwre kókkapakè tek hon 'onánci

8. 釧 'imak parunpe 'am cikir kokka tek pise rekut

9. 美 'imak parunpe ham cikir kokka paratek 'on rekut

10. 旭 nimák parúnpe 'am cikír kókka（sapa） tek hon rekút

11. 名 nimák 'aw 'am kemá kókka ? hon rekút

12. 宗 'imák 'aw 'am kemá kókkasapà parátek （?） hon 'okkéw （?）

13. 多（西） 'imák 'aw 'am parúre kúysapà tek hon rekút

14. 多（川） 'imák 'aw 'am kemá kúysapà tek hon rekút

15. 落 'imah 'aw 'am pára'urì kúysapà teh hon rekúh
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51. breast （17a） 52. heart （70） 53. liver （91） 54. drink （31） 55. eat （37） 56. bite （13） 57. see （130） 58. hear （69）

ムネ（胸） シンゾー（心臓）
〔キモ〕

キモ（肝）
〔アブラワタ〕 ノム （飲） タベル（食）

〔クウ〕 カミツク（噛附） ミル（見） キク（聞）

1. 八 pénram sánpe kúnne ra ku 'e, 'ipé kupá nukár nu

2. 長 pénram sánpe kúnne húypa ku 'e kupá nukár nu

3. 幌 pénram sánpe ra ku 'e kupápa nukár nu

4. 平 pénram sánpe ra ku 'e, 'ipé kupápa nukár nu

5. 受 pénram sánpe （?） ku 'ipé kupápa nukár nu

6. 様 penram sanpe ra ku 'e, 'ipe kupapa nukar nu

7. 帯 pénram sánpe ra ku 'e, 'ipé kupápa nukár 'inú'an

8. 釧 penram sanpe ra ku 'e, 'ipe kupapa nukar nu

9. 美 rerar sanpe ra ku 'ipe sirkupa nukar 'inu

10. 旭 pénram sánpe ra ku 'ipé 'ikúpapa nukár nu

11. 名 rerár sánpe ra ku 'ipé kupápa nukár nu

12. 宗 rámka sánpe ra ku 'ipé 'ikupa nukár nu

13. 多（西） ram sánpe 'uráka ku 'ipé kupápa nukár nu

14. 多（川） rerár sánpe 'uráka ku 'ipé kupápa nukár nu

15. 落 ram sánpe huy, 'uráka ku 'ipé kupápa nukár nu

59. know （83） 60. sleep （139） 61. die （27） 62. kill （82） 63. swim （159） 64. fly （54） 65. walk （178） 66. come （23）

シッテル（知） ネムル（眠） シヌ（死） コロス（殺） オヨグ（泳） トブ（飛） アルク（歩） クル （来）

1. 八 'eramán mokór ray ráyke ma hopuní〔飛上ル〕 'ápkas 'ek

2. 長 'eramán mokór ray ráyke ma hopuní〔飛上ル〕 'ápkas 'ek

3. 幌 'eráman mokór ray ráyke ma rikín〔上ッテ行ク〕 'ápkas 'ek

4. 平 'erámu'an,
'eráman mokór ray ráyke ma hopunpa〔飛ビ立ツ〕 'ápkas 'ek

5. 受 'erámu'an mokór ray ráyke ma hopuni 'ápkas 'ek

6. 様 'eramu'an mokor ray ronno ma payekay 'apkas 'ek

7. 帯 'erámu'an mokór ray rónno ma 'oyúpu 'ápkas 'ek

8. 釧 'eramu'an mokor ray ronno ma 'oyupu 'apkas 'ek

9. 美 'eramu'an mokor ray rayke ma 'oyupu 'apkas 'ek

10. 旭 'eráman mokór ray ráyke ma 'opúni 'ápkas 'ek

11. 名 'erám'an mokór ray ráyke ma 'opúni 'ápkas 'ek

12. 宗 'erám'an mokór ray ráyke wa hopúni 'apkás 'ek

13. 多（西） wánte mokór ray ráyke ma tussé 'akkás 'ek

14. 多（川） wánte mokór ray ráyke ma tussé 'akkás 'ek

15. 落 wánte mokór ray ráyke ma párase 'áhkasi 'eh

144



国立アイヌ民族博物館所蔵　知里真志保記入のアイヌ語基礎語彙調査表 
Preliminary Survey of the Basic Ainu Vocabulary: Chiri Mashiho’s Materials from the National Ainu Museum

67. lie （89） 68. sit （136） 69. stand （151） 70. give （60） 71. say （127） 72. sun （157） 73. moon （96b） 74. star （152）
ネテル（寝）

〔ナガマッテル〕 スワッテル（坐） タッテル（立） アゲル（与）
〔ケル〕 ユウ（言） オヒサマ（日）

〔タイヨー〕 ツキ（月） ホシ（星）

1. 八 hótke 'a 'as koré 'iták, ye （tókap） cup kúnne cup nocíw

2. 長 siturí 'a 'as koré ye （tókap） cup cup nocíw

3. 幌 hótke〔床ニ入リ〕 'a 'as koré ye tókap cup （kúnne） cup nocíw

4. 平 hótke móna 'a 'as koré ye tókap cup kúnne cup nocíw

5. 受 sitúri,
hótke〔床ニ入ッテ〕 móna 'a 'as koré ye tókap cup cup nocíw

6. 様 situri,
hokke〔床ニ入ッテ〕 mona 'as kore ye peker cup kamuy cukkamuy nociw

7. 帯 hókke món 'a〔暫ク〕 'as koré 'awki cup kamuy cúpkamuy nocíw

8. 釧 hokke 'a 'as korar hawki （sirpeker） cup kunne cup nocuy

9. 美 hokke 'a 'as kore hawki sirpeker cup kamuy cupkamuy rikop

10. 旭 hókke 'a 'as koré 'iták, ye （tókam） cup kamuy cup nocíw

11. 名 hókke 'a 'as korar 'iták tókam cup cup nóciw

12. 宗 hókke 'a 'etarás koré 'iták sirpeker cup cupkamuy ketá

13. 多（西） sitúri 'a 'etáras kónte ye tóno tónpi tónpi ketá

14. 多（川） sitúri 'a 'etarás kónte 'itak tóno tónpi （kúnne） tónpi ketá

15. 落 sitúri 'a 'etáras kónte ye tóno cuh kúnne cuh ketá

75. water （181） 76. rain （115） 77. stone （154） 78. sand （126） 79. earth （36） 80. cloud （21） 81. smoke （142） 82. fire （48）

ミズ（水） アメガフル
（雨降） イシ（石） スナ（砂） ツチ（土） ク ̚ モ（雲）

〔クモ̚〕
ケム（煙）

〔ケムリ〕 ヒ（火）

1. 八 wákka wení 'as sumá 'otá tóytoy kur sipuyá 'apé

2. 長 wákka wení 'as sumá 'otá tóytoy kur sipuyá 'apé

3. 幌 wákka 'ápto 'as sumá 'otá tóytoy nískur supúya 'apé

4. 平 wákka 'ápto 'as sumá 'otá tóytoy nískur supúya 'apé

5. 受 'ápto 'as sumá 'otá tóytoy nískur supúya 'apé

6. 様 wakka ruyanpe 'as suma hota toytoy nis supuya 'ape

7. 帯 wákka ruyánpe ruy sumá 'otá toy nis supúya 'apé

8. 釧 wakka ruwanpe 'as suma 'ota toy 'urar supuya 'ape

9. 美 wakka ruwanpe 'as suma 'ota toy nis〔飛雲〕,
húrar〔雲, ガス〕 supuya 'ape

10. 旭 wákka ruyánpe 'as sumá 'otá toy 'úrar supúya 'apé

11. 名 wákka ruyánpe 'as sumá 'otá toy 'úrar （?） pa 'apé

12. 宗 wákka ruyánpe 'as sumá 'otá toy 'úrar pa 'apé

13. 多（西） wakká 'átto ran sumá 'otá toy 'úrar pa 'unci

14. 多（川） wakká 'attó ran sumá 'otá toy 'úrar pa 'unci

15. 落 wáhka 'áhto ran sumá 'otá toy nískur pa 'unci
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83. ash （ashes 4） 84. burn （19） 85. path （road 120） 86. mountain （98） 87. red （116） 88. green （63）

ハイ（灰）〔アク〕 モエル（燃） ミチ（道） ヤマ アカイ（赤） アオイ

1. 八 'úyna 'uhúy ru kim〔普通ノ〕, nupurí〔髙イ〕 húre síwnin

2. 長 'úyna 'uhúy ru kim〔普通ノ〕, nupurí〔髙イ〕 húre síwnin

3. 幌 'úyna 'uhúy ru kim, nupúri〔髙イ〕 húre mún 'iróho, 
síwnin〔淡緑色〕

4. 平 'úna 'uhúy ru nupúri húre kinápetòmne

5. 受 'úna 'uhúy ru nupúri húre síwnin

6. 様 'una 'uhuy ru 'iwor〔普通ノ〕, nupuri〔髙イ〕 hure siwnin

7. 帯 'úna 'uhúy ru húnki〔小山〕, nupúri〔髙イ〕 húre síwnin

8. 釧 'una 'uhuy ru nupuri hure 不知

9. 美 'una 'uhuy ru nupuri hure siwnin

10. 旭 'úna 'uhúy ru nupúri húre síwnin

11. 名 'úna 'uhúy ru nupúri húre síwnin （?）

12. 宗 'úna 'uhúy ru nupúri húre síwnin

13. 多（西） 'úna 'únci he'á （?） ru yamá, nupúri〔髙イ〕 húre síwnin

14. 多（川） 'úna 'únci 'a, hukúy ru yamá, nupúri〔髙イ〕 húre síwnin

15. 落 'úna 'u 'a （?）, hukúy〔ヤケル〕 ru orí〔低イ〕, nupúri〔髙イ〕 húre 不知

89. yellow （200） 90. white （187） 91. black （14） 92. night （105） 93. hot （74b） 94. cold （22） 95. full （59a） 96. new （104）
キイロイ（黄色）

〔カボチャイロ〕 シロイ（白） クロイ（黒） ヨル（夜） アツイ（暑） サムイ（寒）イッパイ（一杯） アタラシイ（新）

1. 八 síwnin retár kúnne kúnne sírsèsek mé'an síkno 'asír

2. 長 わからない retár kúnne kúnne sések〔熱?〕 mé'an síkno 'asír

3. 幌 sikérpepus retár kúnne kúnne sírsèsek mé'an 'esík 'asír

4. 平 síwnin retár kúnne kúnne sírsèsek mé'an sikno 'asír

5. 受 síwnin retár kúnne kúnne sírsèsek mé'an sik 'asír

6. 様 siwnin retar kunne kunne （?） sirsesek me'an sik 'asir

7. 帯 síwnin retár kúnne kúnne sirsesek mé'an síkno 'asír

8. 釧 不知 retar kunne kunne sesek〔火ガ〕 me'an sik 'asir

9. 美 siwnin retar kunne kunne sissesek menoye sik 'asir

10. 旭 siwnín retár kúnne sírkunne〔暗イ〕 síssesek mé'an （?） 'asír

11. 名 （?） retár kúnne kúnne sírsèsek mé'an síkno 'asír

12. 宗 siwnin retár kúnne kúnne sések mé'an sik 'asír

13. 多（西） síwnin tetár kúnne kúnne sések mérayke sitténo 'asír

14. 多（川） síwnin tetár kúnne kúnne sések mérayke sitténo 'asír

15. 落 síwnin tetár kúnne kúnne séseh mérayke sísteno 'asír

【深澤注】89. yellowの項目：10. 旭 “siwnín” のアクセント記号に “?”と書き込みあり。前の i にアクセントが来る推測に反しているためであろう。
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97. good （61） 98. round （123a） 99. dry （32） 100. name （100） 101. ye （198） 102. he （67） 103. they （163） 

イイ（良） マルイ（円） カワイタ（乾） ナマエ（名前） アナタタチ
〔オマエタチ〕 アノヒト（彼） アノヒトタチ

1. 八 pírka sikarí sat re 'eci'ókay 'utàr to'ánkur to'ánkur 'utàr

2. 長 pírka sikarí sat re 'e'aní 'utàr ta'ánkur to'ónkur 'utàr

3. 幌 pírka sikánnatki sat re 'ecí'okay 'utàr, 'ecí'utàr to'ánkur to'ónokay 'utàr

4. 平 pírka sikánnatki sat re 'ecioká to'ánkur to'oká 'utàr

5. 受 pírka sikarínpa sat re 'eci'oká to'ánkur to'óka 'utàr

6. 様 pirika （?） sat re 'eciokay to'o'ankur to'o'an 'utar

7. 帯 pírka sikánnatki sat re 'eciokáy to'ónkur to'ókay 'utàr

8. 釧 pirka sikannatki sat re 'eciokay tuankur tuanutar

9. 美 pirka sikannakki sat re 'eciokay tuankur tuan 'utar

10. 旭 pírka sikari sat re 'esokáy （‘utàr） ta'ánkur ta'ánutar

11. 名 pírka sikári sat re （?） ta'ánkur toká 'utàr

12. 宗 pírka sikári sat re 'e'áni 'utari （?） （?）

13. 多（西） piríka sikárinpa riwá re 'ecóka 'utà（ri） tará'aynu tará 'aynu 'utàr

14. 多（川） piríka sikárinpa riwá re 'ecóka 'utar,
‘ecókay ‘utari tará'aynu tará 'utàr, taroka 'aynu

15. 落 piríka sikárinpa sahteh （?） re 'e'áni 'utar tará'aynu tará 'àynu 'utàr

104. how （75） 105. when （185） 106. where （186） 107. here （72） 108. there （162） 109. other （110）

ドー（如何） （4） イツ（何時） ドコ（何処） ココ（此処）ソコ（其処）, アソコ（彼処） （5） ホカノ（外）

1. 八 nékona hénpara néyta téro ta'aní, to'aní 'anún

2. 長 nékona hénpara néyta téta to'ónta, 'ikústa 'oyá

3. 幌 nékon hénpara néyta té'oro ta'áni, to'áni mósma〔近イ〕, 'oya〔遠イ〕

4. 平 mak hénpara hunákta té'oro〔ココ〕,
téta〔ココニ〕

ta'ánuske, ta'ánta, 
to'ánuske, to'ónta mósma, 'oyá〔外国〕

5. 受 mak hénpara hunákta té'oro, tá'ani tá'ani, tóani mósma

6. 様 nekon nenpara neyta ta'an（ta） to'an（ta）, cuyma'an（ta） 'oya

7. 帯 nékon nénpara néyta ta'ánor, 
ta'ánta to'onta, na to'ónta 'oyá

8. 釧 nekona nenpara neyta tanta tu'anta 'oya

9. 美 nekona nenpara neyta temanta tu'anta 'oya

10. 旭 nékon hénpara néyta téta ta'anta 'oyá

11. 名 nékon hénpara néyta téta, tanta ta'ánta, to'ánta mósma〔同種デ別ノ〕,
‘oya〔異種デモ〕

12. 宗 nekona nénpara néyta tánteta, téta 'awta, tuymano 'awta 'oyá

13. 多（西） temáta he〔ドウカ〕 hénpara náhta téta 'úkita 'oyá

14. 多（川） temána hénpara nattá téta 'úkita 'oyá

15. 落 temána hénpara náhta téta taráta 'oyá

（4）「どうやったらいいかなあ」、「どう云おうかなあ」
（5） 形式が一つしか挙げていない場合は大体《あすこ》の義。
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110. three （169） 111. four （57） 112. five （50） 113. few （46） 114. sky （138） 115. day （26） 116. fog （55）

ミッツ（三） ヨッツ（四） イツツ（五） スクナイ（少）
スコシ ソラ（空） ヒルマ（昼間） キリ（霧）

1. 八 réppis 'ínep 'asíknep pónno kánto, nískotòr tókap 'úrar

2. 長 réppis 'ínep 'asíknep pónno nískotor tókap 'úrar

3. 幌 rep 'ínep 'asík pónno kántokotòr, nískotor tókap 'úrar

4. 平 rep 'ínep 'asík pónno kántokotòr, nískotor, kanto tókap 'úrar

5. 受 pónno, po'ónno nískotòr tókap 'úrar

6. 様 rep 'inep 'asik po'onno rikun （?）, niskotor （?） to 'urar

7. 帯 rep 'ínep 'asíknep pon nískotor, kanto sírpeker 'úrar

8. 釧 rep 'innep 'asik ponno niskotor, kanto〔上天〕 sirpeker 'urar

9. 美 rep 'inep 'asnep ponno nis sirpeker hurar

10. 旭 rep 'ínep 'asíknep pónno nískotor, kanto tókam 'úrar

11. 名 rep 'ínep 'asíknep pónno nískotor tókam 'úrar

12. 宗 rep 'ínep 'asnép pónno kántokotór tóno 'úrar

13. 多（西） rep 'ínep 'asnép háyta nisóro tónnosike 'úrar

14. 多（川） rep 'ínep 'asnép pónno〔少ナイ〕,
háyta〔足リナイ〕 nisóro tóno 'úrar

15. 落 reh 'íneh 'asísneh pónno （?） tónoske 'úrar

117. wind （191） 118. flow （52） 119. sea （129） 120. lake （84） 121. river （119） 122. wet （183） 123. wash （180） 124. snake （144）

カゼ（風） ナガレル（流）ウミ（海） ミズウミ（湖）カワ（河） ヌレタ（濡） アラウ（洗） ヘビ（蛇）

1. 八 réra mom 'atúy to pet téyne hurayé tókkoniw

2. 長 réra mom 'atúy to pet téyne hurayé tókkoni

3. 幌 réra mom 'atúy to pet téyne huráye kamí 'asi

4. 平 réra mom 'atúy to pet téyne huráye kinásut

5. 受 réra mom 'atúy to pet téyne huráye tánne 'okókko

6. 様 rera mom 'acuy to pet teyne huraye tanne kamuy

7. 帯 réra mom 'atúy to pet téyne 'uráye tannep

8. 釧 rera mom 'atuy to pet teyne 'uraye tanne kamuy

9. 美 rera mom 'atuy to pet teyne 'uraye kokkopipi,
tanne kamuy

10. 旭 réra mom 'atúy to pet téyne 'uráye （?）

11. 名 réra mom 'atúy to pet téyne 'uráye
（kuhúraye） kinásutun kamúy

12. 宗 réra mom 'atúy to nay téyne huráye hunkokko

13. 多（西） réra mom ~ moɴ 'atúy to nay tóyre huráye 'oyáw

14. 多（川） réra mom 'atúy to nay tóyre huráye 'oyáw

15. 落 réra moɴ 'atúy to nay péhne huráye 'oyáw
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125. worm （197） 126. back （6） 127. leg （88） 128. arm （3a） 129. wing （192） 130. lip （89a） 131. fur （59b） 132. navel （101a）

ムシ セナカ（背中）アシ（脚） ウデ（腕） ハネ（翼）
〔ツバサ〕 クチビル（唇）ケガワ（毛皮）オヘソ（臍）

1. 八 kikír setúr cikír tápsut cikáprap páksar rus hánku

2. 長 kikír setúr cikír tápsut rap páksar rus hánku

3. 幌 kikír setúr cikír tek cikáprap pápus numá hánku

4. 平 kikír setúr kemá tek tekkup pátoy rus hánku

5. 受 kikír setúr cikír tek tekkup pátoy rus hánku

6. 様 kikir secur cikir tek rap capus ? hankapuy

7. 帯 kikír setúr cikír tek tekkúp cápus rus hánkapuy

8. 釧 kikir setur cikir tek tekkup capus rus hankapuy

9. 美 kikir setur cikir tektumam tekkup capus rus hankapuy

10. 旭 kikír setúr cikír tápsut tékkup capús rus hánkopí

11. 名 kikír setúr kemá tek tékkup pátoy rus hánku

12. 宗 kikír setúr （?） tápsut rap cápuske rus hánkapuy

13. 多（西） kikír setúr kemá tek tékkup cápus rus hánkapuy

14. 多（川） kikír setúr kemá tek tekúp cápus rus hánkapuy

15. 落 kikír setúr kemá táhsut（u） rah cápus rus hánkapuy

【深澤注】128. arm （3a）の項目：15. 落 “táhsut（u）” の二つ目の t に “h?” と書き込みあり。

133. guts （64） 134. salva （124a） 135. milk （96a） 136. fruit （59） 137. flower （53） 138. grass （62） 139. with （194）

ハラワタ（臓腑） ツバ（唾） オッパイ（乳）
〔チチ〕 ミ（実） ハナ（花） クサ（草） ト （6）

1. 八 tuyóromap, tuy non tópe níyepuy〔木の実〕 nónno mun turá

2. 長 tuy non tópe níka'op〔老人が〕 nónno mun turá

3. 幌 tuy non tópe níka'op〔木の実〕 nónno mun turá

4. 平 kánkan non tópe níka'op nónno mun turàno

5. 受 tuyórop non tópe ní'epúy〔木の実〕 nónno mun turàno

6. 様 cuy〔肝臓ナド〕,
kankan〔腸〕 （?） tope ni'ipe〔木の実〕 nonno mun cura

7. 帯 kánkan non tópe níka'op〔木の実〕 haná mun tùra

8. 釧 'oske nun tope なし 'apappo mun turàwa

9. 美 tuy non tope 'epuyke 'apappo mun tura

10. 旭 tuy non tópe níka'op 'epúyke mun tura

11. 名 tuy non tópe níyepuy〔木ノ実〕 わすれた mun turawa

12. 宗 tuykonpi non tópe （?） hapáppo mun

13. 多（西） ramóro〔腸〕 non tópe （?） 'ekípuy mun tura

14. 多（川） tuwórop non tópe turép〔草木の実〕 haná mun tura

15. 落 ramóro noɴ tópe turéh〔草木の実〕 'epúy （?） kina （?） 'issini

（6） 「誰と行ったか」「…と行く」「…と来た」
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140. in （81） 141. at （5） 142. if （80） 143. mother （97） 144. father （43） 145. husband （77） 146. wife （190） 147. salt （125）

ニ （7） デ （8） モシ（若） （9） オカーサン（母）
〔オッカサン〕

オトーサン（父）
〔オトッツァン〕

シュジン（主人）
〔テーシュ〕

カナイ（家内） 
〔カカー〕 シオ （塩）

1. 八 'ótta 'ótta ...ko hápo 'acapó hokú mat síppo

2. 長 'ótta 'ótta ...ko hápo 'acapó hokú mat síppo

3. 幌 'ótta ...ko hápo micí hokú mat síppo

4. 平 'otta 'ótta ...yakùn hápo míci hokú mat síppo

5. 受 'otta ta ...yakùn hápo míci hokú mat síppo

6. 様 'otta 'otta ...cik hapo 'aca hoku mat sippo

7. 帯 'otta 'ótta ...cikanàk hápo micí 'okú mat síppo

8. 釧 'otta 'otta ...ciki hapo mici 'oku mat sippo

9. 美 'otta 'otta ...ciki hapo mici 'oku mat sippo

10. 旭 'otta 'otta ...ciki, ...yak tótto hánpe 'oku （kuhókuhu） mat síppo

11. 名 'otta 'órpeka ...ciki tótto hánpe 'oku （kuhóku） mat síppo

12. 宗 ta ...ciki hapó 'aca hokú mat sippó

13. 多（西） ta 'ottà ...ciki nánna 'oná hukú mat síppo

14. 多（川） 'otta 'ottà （?） nánna 'ápa hokú mat síppo

15. 落 ta 'ohta ...cikì 'unu 'oná hóko mah síspo

（7） 「家に居る」、（8） 「家で働く」、（9） 「もし雨が降ったら行かないよ」
【深澤注】144. father （43） の項目：12. 宗 “ 'aca” に「アクセント？」と書き込みあり。アクセント位置の調査漏れという
意味であろう。

148. ice （79） 149. snow （145） 150. freeze （58） 151. child （20） 152. dark （25b） 153. cut （25） 154. wide （189） 155. narrow （101）

コーリ（氷） ユキ（雪） コール（凍）コドモ（子供） クライ（暗） キル（切） ヒロイ（広） セマイ（狭）

1. 八 kónru 'upás rupús hekáci kúnne tuyé sep hútne

2. 長 kónru 'upás rupús hekáttar kúnne tuyé sep hútne

3. 幌 kónru 'upás rupús hekáttar kúnne tuyé sep hútne

4. 平 kónru 'upás rupús hekáttar sírekùrok tuyé sep hútne

5. 受 kónru 'upás rupús hekáttar sírkunne tuyé sep hútne

6. 様 konru 'upas rupus hekattar sirkunne cuye sep hutne

7. 帯 kónru 'upás rupús 'ekáci sírkunne tuyé sep hútne

8. 釧 konru 'upas rupus 'ekaci kunne tuy sep hupne

9. 美 konru 'upas rupus 'ekaci sirekurok tuye sep hutne

10. 旭 kónru 'upás rupús 'ekáttar sírkunne tuyé sep húpne

11. 名 rup 'upás rupús 'ekáttar sírkunne tuyé sep húpne

12. 宗 rup 'opás rupús hekáci sírkunne tuyé 'osép 'ohúpne

13. 多（西） rup 'opás rúpkoró hekáci 'ekúrok tuwé 'osép 'ohné

14. 多（川） rup 'opás rúpkoró hekáci sirekúruk tuwé 'osép 'ohné

15. 落 ruh 'opás rupús póho （10） （?） 'ekúroh tuyé 'oseh 'ohóhne

（10） 'ánpohó《私の子供》だから、póho も《…の子》で、一般に《子供》というのは hekáci かも知れない。
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156. far （41） 157. near （102） 158. thick （164） 159. thin （165） 160. short （134） 161. heavy （71） 162. dull （33） 163. sharp （133）

トーイ（遠） チカイ（近） アツイ（厚） ウスイ（薄）ミジカイ（短）オモイ（重）
〔オモタイ〕 キレナイ（切） キレル

1. 八 túyma hánke 'irónne kapár tákne páse 'enukár 'e'en

2. 長 túyma 'ehánke 'irónne kapár tákne páse 'enukár 'e'en

3. 幌 túyma hánke 'irónne kapár tákne páse 'enúkar 'e'en

4. 平 túyma hánke 'irónne kapár tákne páse 'enúkar 'e'en

5. 受 túyma hánke 'irónne kapár tákne páse 'enúkar 'e'en

6. 様 cuyma hanke 'ironne kapar tatne pase 'enukar 'e'en

7. 帯 túyma 'ehánke 'irónne kapár tákne páse 'enúkar 'e'én

8. 釧 tuyma hanke 'ironne kapar takne pase 'enukar 'e'en

9. 美 tuyma hanke 'ironne kapar 'otakne pase 'enukar 'e'en

10. 旭 túyma hánke 'irónne kapár takne páse 'enukár 'e'én

11. 名 túyma hánke 'irónne kapár takne páse 'enúkar 'e'én

12. 宗 túyma hánke 'irónne kapár 'otákne páse 'enúkar 'ituyeno

13. 多（西） túyma hánki 'irónne kapár takkon páse 'énke koyákus 'énke

14. 多（川） túyma hánke 'irónne kapár takkon páse 'énke koyákus 'énke

15. 落 túyma hánke iróne kapár 'otahkoɴ páse 'enúkar 'e'énke

【深澤注】163. sharp （133） の項目：1. 八～5. 受は、ノノ字点が直後で途切れているため、” 'e'én “ としたかった可能性が
ある。

164. dirty （29） 165. bad （7） 166. rotten （123） 167. smooth （143） 168. straight （155） 169. correct （right 117） 170. left （87） 171. right （118）

キタナイ（穢）ワルイ（悪）クサッタ（腐）スベッコイ（滑）
〔ツルツル〕

マッスグナ
〔真直〕 イイ（正） ヒダリ（左） ミギ （右）

1. 八 'icákker wen munín rárak 'íkne pírka hárki símon

2. 長 'icákker wen munín rárak 'o'upéka pírka hárki símon

3. 幌 'icákker wen munín rárak 'o'úpekano pírka hárki símon

4. 平 'icákker wen munín rárak 'ówpeka pírka hárki símon

5. 受 'icákker wen munín rárak 'owpeka pírka hárki símon

6. 様 'icakker wen munin rarák 'owpeka わすれた （?）

7. 帯 'icákker wen munín téstek 'o'úpeka pírka hárkisamon símon

8. 釧 'icakker wen munin testek 'owpeka harkisam simon （?）

9. 美 'icakker wen munin testek 'oypeka pirka harkisam simoysanma

10. 旭 'icákker wen munín rárak ku'ánno （?） pírka 'oharkisam símon

11. 名 'icakkér wen munín téstek （?） pírka hárkisam 'osímon

12. 宗 'icakker wen munín rárak córi pírika pírka hárki símon

13. 多（西） 'icáker wen munín rárak kuánno piríka haríki simón

14. 多（川） 'icáker wen munín rárak kuánno piríka haríki símon

15. 落 'icáker wen munín rárah kuánno piríka haríki símon
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172. old （108） 173. rub （124） 174. pull （113） 175. push （114） 176. throw （170） 177. hit （73） 178. split （148）

フルイ コスル（擦） ヒッパル（引張）オス（押）
〔オッツケル〕

ナゲル（投）
〔ホール〕 ナグル（殴） サケル（裂）

1. 八 húsko sirsíru 'etayé 'oputúye yápkir kik yáske〔木ガ〕

2. 長 húsko sirusíru 'etayé 'oputúye 'eyápkir kik yáske〔木ガ〕

3. 幌 húsko sirúsiru 'etáye 'opútuye 'eyápkir kik yáske〔木ガ〕

4. 平 húsko sírsirù 'etáye〔静カニ〕,
‘ehekem〔急ニ〕 'opútuye 'eyápkir kik yáske〔二ツニ〕

5. 受 húsko sírsirù 'etáye〔静カニ〕,
‘ehekem〔急ニ〕 'opútuye 'eyápkir yáske〔二ツニ〕

6. 様 húsko surisuri 'etaye 'opucuye 'eyapkir kik soske〔木ノ枝ガ〕

7. 帯 húsko sirúsiru 'etáye 'opútuye 'eyápkir kik sóske

8. 釧 húsko sirusiru 'etaye 'oputuye 'eyapkir kik soske

9. 美 húsko siru 'etaye 'oputuye 'apkir kik perke

10. 旭 húsko sirúsiru 'etaye 'oputuye 'osúra kik pérke〔木ガ〕

11. 名 húsko sirúsiru 'ehékem 'opítuye 'osúra kik pérke〔木ガ〕

12. 宗 húsko sirúsiru 'ehékem 'e'acíw 'osúra sitáyke pérke〔木ガ〕

13. 多（西） húsko sirúsiru 'ehékem 'e'áciw 'ocípa sitáyke náske
〔マキナドガワレル〕

14. 多（川） húsko sirúsiru 'ehékem 'e'áciw 'ocípa sitáyke náske〔ナタデ〕

15. 落 húsko sirúsiru 'ehékem 'okácitúypa 'ocípa sitáyke náske

179. pierce （stab 150） 180. dig （28） 181. tie （171） 182. sew （132） 183. fall （40）

ツキサス（突刺） ホル（掘） ムスブ（結） ヌウ（縫） オッコチル（落）

1. 八 'ótke 'o'urí siná ninú hácir

2. 長 'ótke 'o'urí 'ukohópitte nínninù hácir

3. 幌 'ótke 'ohóri 'e'úkopitè nínninù hácir

4. 平 'ótke 'o'úri 'e'úwopitte keméyki hácir

5. 受 'ótke 'o'úri 'e'úkote keméyki túrse

6. 様 'okke 'o'uri sinasina 'utapke, 'ukawka〔合セテヌウ〕 hacir

7. 帯 ciw 'o'úri 'ukópite 'ukáwka〔ホコロビナド〕, keméyki hácir

8. 釧 ciw 'oyre 'ukopitte 'ukawka hacir

9. 美 cuy 'o'uri 'e'ukopite 'ukawka hacir

10. 旭 'ótke 'o'úri 'e'ukóte 'ukáwkaw hácir

11. 名 'ótke 'o'úri siná〔シバル, ムスブ〕,
'e'opíta〔結ビ合セル〕 'ukáwka hácir

12. 宗 ciw （?） 'uwe'usi 'ikarkar hácir

13. 多（西） ciw poyé siná 'ukáwka hácir

14. 多（川） ciw poyé siná 'ukáwka hácir

15. 落 ciw poyé tásko〔カナガク, ツナグ〕 'ukáwka hácir

【深澤注】181. tie （171） の項目：15. 落の日本語は「カラガク」ではなく「カナガク」となっている。
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184. swell （158） 185. think （166） 186. sing （135） 187. smell （141） 188. puke （vomit 177）

フクレル（脹） カンガエル（考） ウタウ（歌） カグ（嗅）〔ニオイカム〕 ハク （吐）〔ヘドハク〕

1. 八 sekúkke〔袋ガフクレテ行ク〕 yáykosiràmsuyè 'iyoháy 'ocísi húra nu 'atú

2. 長 'uku〔吹イテフクラマス〕 yáykosiràmsuyè sinótcaki húra nu 'atú

3. 幌 sekúkke yáykosiràmse sinótcaki húra nu 'atú

4. 平 sipísese 'eyáykosiràmsùypa sinótcaki húra rakkár 'atú

5. 受 sipísese yáykosiràmsuyè sinótcaki húra rakkár 'atú

6. 様 （?） sanniyo sinotcaki hura nu 'akúr

7. 帯 pise〔風船玉ガ〕 yáykopepekèr sinóca hura nu 'atú

8. 釧 putke〔御飯タベテオナカガ〕 yaynu 知らない hura nu 'atu

9. 美 pise〔フクレタモノ〕 yaykosaniyo 'upopo〔女〕, sinotca〔男〕 hura nu 'atu

10. 旭 pisé 'ukú〔フクラマス〕 'eyáykopèker sinótcaki〔酒飲ンデオ祝ノ歌ヲ〕 húra nu 'atú

11. 名 pisé 'ukú〔フクラマス〕 'eyáyko'uwepèker sinótcaki húra nu 'atú

12. 宗 pise〔オモチガ〕 'eyayko'opepeker yúkar （?） 'atú

13. 多（西） simásasà〔吹イテ〕, 
sekúkke〔フクレテル〕 pákari yúkar huráhu rak 'atú

14. 多（川） sekúkke,
simásasà〔風船ヲフクラマス〕 we'ománte yúkar huráhu rak 'atú

15. 落 sekúhke〔ハラナド〕 'ipákari yúkar húraha rah sekóse

【深澤注】185. think （166） の項目：11. 名 “ 'eyáyko'uwepèker” の w に “p?” と書き込みあり。
【深澤注】187. smell （141） の項目は、原本では swell となっているが誤植のため改めた。

189. suck （156） 190. blow （16） 191. fear （44） 192. squeeze （149） 193. hold （74） 194. down （30a）

スウ（吸） フク（吹）
〔風ガフク〕

コワガル（恐）
〔オッカナガル〕

シメツケル
（締付）

モツ（持）
〔タナク〕 シタエ（下）

1. 八 hop〔オカユヲススル〕 réra 'as 'isitóma 'aní herás

2. 長 sokoní réra 'as sitomá 'aní herás

3. 幌 núnnun〔オ乳〕, ni〔オツユ〕 réra 'as 'isítoma 'aní herás

4. 平 hópse kár〔スット音ヲ立テテ〕 réra ruy sitóma 'aní herás

5. 受 hópse kár〔スット音ヲ立テテ〕 réra ruy 'isitóma 'aní herás

6. 様 ni rera 'as sitoma 'ani herari〔斜ニ〕,
rata〔マッスグ〕

7. 帯 'orópse réra ruy 'isítoma 'aní 'erás

8. 釧 num rera 'as sitoma 'ani 'erasi

9. 美 ni〔オツユ〕 rera 'as sitoma 'ani rata 'an〔下ニアル〕

10. 旭 'orópse réra 'as sitóma 'aní ráta ran〔下ニ下リル〕

11. 名 'orópse〔ススル〕, 
nun〔赤坊ガ乳ヲ〕

réra yúpke,
réra ruy 'isítoma 'aní 'erás

12. 宗 ni réra yúpke 'oháyne 'aní ráta ran

13. 多（西） sikónun〔吸着スルヨウニ両唇デ〕 réra yukke 'eyáytupàre 'ánpa ráwta ran

14. 多（川） núnnun〔乳, キセルナド〕 réra 'as yáytupàre 'ánpa ráwta ran, herá'ok háciri

15. 落 serú réra 'an 'oháyne 'ánpa ráwta raɴ

【深澤注】193. hold （74） の項目の日本語は「タナグ」ではなく「タナク」となっている。
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195. up （176a） 196. ripe （118a） 197. dust （34） 198. alive （live 90） 199. rope （122） 200. year （199）

ウエエ（上） ジュクシタ（熟） ホコリ（埃） イキテル（生）ツナ（綱） トシ（年）

1. 八 herekás ci maná tusá tus pa

2. 長 herekás ci maná tusá tus pa

3. 幌 heríkas ci maná síknu tus pa

4. 平 heríkas ci túmuɴ síknu tus pa

5. 受 heríkas ci paná síknu tus pa

6. 様 herikasi〔斜ニ〕, ritta〔マッスグ〕 ci pana siknu cus pa

7. 帯 'eríkas ci paná síknu tus pa

8. 釧 ritta 'an〔上ニアル〕 ci tóypana〔土ホコリ〕 siknu tus pa

9. 美 ritta rikin〔上ニ上ル〕 sisak〔イチゴガ〕,
（ci は《枯レタ》） pana sitnu tus pa

10. 旭 ríkta 'ónne,
（ci は《煮えた》） paná síknu tus pa

11. 名 'eríkas ci pána síknu tus pa

12. 宗 ríkta rikín ci （?） sítnu haríkka pa

13. 多（西） heríko, ritta rikin ci paspás sihnú tus pa

14. 多（川） rittá rikín ci paspás síhnu róppu pa

15. 落 heríkoh rikiɴ ci kómun sísnu káyta pa
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画像1（1. I, 2.thou, 3. we, 4. this の項目）
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画像2（5. that, 6. who, 7. what, 8. not の項目）
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画像3（9. all, 10. many, 11. one, 12. two の項目）
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関連資料活用にむけた、公開基準の検討及び整備」（代
表：ナアカイ（中井貴規））の成果である。

注

１）	 服部・知里（1960：32）によれば、方言データは1955年4月の服部・知
里の調査を基礎とし、その後の調査を参照して多少修正したものに、
服部の採録した北海道の貫気別方言と樺太の真岡・白浦・ライチシカ・
内路方言の資料を加えたものと説明されている。

２）	 管理資料名：「アイヌ語の基礎語彙調査表（原稿）」、収蔵資料番号：
H30H17-44。

３）	 服部（1964：10）によれば、「知里氏には、伯母様の金成まつ氏の幌別方
言を調べて頂くこととし、旭川方言は山本謙吾氏にお願いした」とあ
る。

４）	 服部（1964：10）によれば、北村に7月末に調査を依頼したが成功しな
かったので同年12月に調査を委嘱したとある。

５）	 深 澤（2017）や Nakagawa & Fukazawa （2022） で 解 説 し て い る
Swadesh の調査表と服部の基礎語彙調査表との関係から進展がみ
られたことになる。Swadesh の1954年の調査表において、Swadesh 

（1952） の200項目へ新たに追加された16項目は、3a. arm, 17a. breast, 
20a. claw, 25b. dark, 30a. down, 59a. full, 59b. fur, 74a. horn, 74b. hot, 
82a. knee, 89a. lip, 96a. milk, 96b. moon, 101a. navel, 113a. pus, 118a. 
ripe。さらに、Swadesh の1954, 1955年の調査表で200～216番にあた
り、服部の基礎語彙調査でCとして省かれた項目は、2. and, 3. animal, 
9. because, 18. to breathe, 24. to count, 47. to fight, 51. to float, 76. 
to hunt （game）, 112. to play, 113a. pus, 128. to scratch （as with 
fingernails to relieve itch）, 146. some, 153. stick （of wood）, 175. to 
turn （change one’s direction）, 193. to wipe, 196. woods。

６）	 比較の際の便宜上、語形のアクセントや声門閉鎖音を除いた音素表記 
/ / で表記する。

７）	 服部・知里（1960）で reppis という語形が記録されなかった理由とし
て、1955年以降の調査の際に「repという語形を知っていますか」など
という質問を行い、reppisしか記録のなかった八雲・長万部方言にお
いても、理解語として rep を採録することに成功したことが大きいの
ではないかと考える。その上で、「三つ」に関する語形の調査記録をま
とめる過程で、 reppis が rep とは別の文法や機能を持つ形式であると
判断されたのではないかと推定される。

８）	 当館の収蔵資料データベース（https://archives.nam.go.jp/DB/）で、
「アイヌ語の基礎語彙調査表（原稿）」として公開している。
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石田収蔵の野帳等資料の紹介(2)
1907年の樺太南部の先住民族調査に関する記録

Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)
- Sketches and Notes About Indigenous Peoples’ Life in Sakhalin in 1907

１．はじめに

石田収蔵（1879～1940）は、東京帝国大学人類学教
室の大学院生として坪井正五郎（1863～1913）に師事
しながら東京人類学会の幹事などを務め、現地調査に
よるスケッチやメモ、撮影技術を用いて樺太１）南部の
アイヌ、ニヴフ、ウイルタの生活を記録してきた。生
涯にわたり計５回の樺太調査を行った石田は、３冊の
野帳（フィールドノート）を残している。本稿で紹介
する「野帳１　樺太調査野帳」（板橋区立郷土資料館所
蔵）は、石田が1907年の坪井正五郎の樺太調査に写真
係として同行した第１回目の樺太調査の記録をおさめ
たものである。現地調査を主な研究手法とする人類学
の黎明期の一次史料としてその意義は高く、本稿では
野帳に書かれた内容を翻刻および公開し、同史料の活
用を図ることを目的とする。

２．解説：「野帳１　樺太調査野帳」

翻刻した「野帳１　樺太調査野帳」（以下、野帳１）
は石田の1907年の調査期間中に記録されたもので、板
橋区立郷土資料館が所蔵している。縦1500mm ×横
900mm で62頁ある。野帳１は、敷香の記述がはじまる
およそ26頁目を境に、それ以前はアイヌ民族、以降は

ニヴフ、ウイルタに関する記述が中心になっている。
野帳１が記された1907年の調査については、石田の

文章「樺太紀行」（上）・（中）・（下）（『東京人類学会雑
誌』265～267号）がその全容を語っており、先行研究
では小西雅徳氏が詳述している（小西1996, 1998, 2000, 
2004）。1907年の調査に関連する一次史料として、本稿
で紹介する野帳１（板橋区立郷土資料館蔵）、葉書資料
４枚（板橋区立郷土資料館蔵）、調査協力の依頼を仲介
する樺太庁の紹介状（板橋区立郷土資料館蔵）、複数枚
の写真資料（アイヌ民族文化財団蔵）がある。これら
の記録によると、東京帝国大学理学部人類学教室の坪
井正五郎を筆頭に、野中完一、石田収蔵、二ッ家仁太
郎ら４名は、1907年の主に７月から９月にかけて樺太
南部の東西両海岸を調査した。坪井、石田は東京帝国
大学の官費で調査に来ており、坪井は「本邦石器時代
人民は何種族なりしかの疑問」に関する「由来研究」の
ため、貝塚の調査等を主な目的とした２）。一方、石田
はアイヌ、ニヴフ（「ギリアーク」）、ウイルタ（「オロッ
ケ」）などの「分布」や状況の調査を行うことを目的と
しており、特に写真係としてその「容貌風俗等」を記
録することを期待された３）。野中完一は二條家銅駝坊
陳列所から資料収集を目的とした派遣、二ッ家は石田
の助手として調査に参加した。1907年の調査はアイ
ヌ語研究者の金田一京助、地質学者の下斗米秀二郎ら
と同行する場面もあった。既に指摘されている通り、

キーワード：石田収蔵、野帳、樺太、先住民族、アイヌ、ニヴフ、ウイルタ

Keywords:Ishida Shuzo, Fieldnotes, Sakhalin, Indigenous Peoples, Ainu, Nivkh, Uilta
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1907年の調査は漁場のネットワークをベースに行われ
ており、板橋区立郷土資料館では坪井や石田の調査の
便宜を図るために樺太庁職員が各地の漁場主宛に発行
した紹介状などが確認されている（小西2004）。

今回の野帳１の翻刻により「樺太紀行」に記載され
た各地の漁場主の名前と突合可能な部分があることが
分かった。よって、本稿では野帳１に記載された地名
と「樺太紀行」（石田1908a-c）を突合し、野帳１の各頁
の概要と石田の調査行程の関連について表にまとめた

（表１）。これにより、当時の和人研究者らの樺太調査
を可能にした行政と漁場のネットワークを更に明らか
にすることにつながると考える。

また、野帳１のうち樺太アイヌに関するものにつ
いて、ごく一部ではあるが説明を付しておく４）。既に
佐々木利和（2000）の論考で言及されているものもあ
るが、本稿では筆者らが特記すべきと判断した事項に
ついて翻刻やスケッチの内容に基づいて記す。例えば
野帳１には、樺太アイヌのあいだで鯨の骨が犬橇の滑
走板として用いられていたこと（２頁）、家族が多い場
合はチセ（家屋）のなかの炉が２つつくられたこと（10
頁）、ホㇹチリに関する記述（15頁）、家の梁に犬の血
で文様を描くこととその文様のスケッチ（15頁）、小田
寒で招待されたクマの霊送り儀礼に関する記述（17-20
頁）等がある。

〈ホㇹチリ（額飾り）〉

野帳１の15頁は相浜から小田寒へ向かうなかで記録
されたものであり、その中にホㇹチリの記述がある。
ホㇹチリは、樺太アイヌの子どもが身に着けていた額
飾りである（田村2022）。細かいビーズの玉をつづり合
わせたり、布に縫い付けてたりして三角形型にしてい
る。野帳１には「子供用小弓ニテ何ンノ鳥デモ一疋捕
フレバ一人前トナル故コノ髪ヲ剃リ落ス　ソレ迄ツケ
テ置ク」とあり、子どもがはじめて自分一人で動物を
射られたときに一人前の証としてこの飾りを切り落と
してもらうことが分かる。また「次ノ弟ニツケテモヨ
シ」「又タ小供生レタ時　昔ヨリ傳ワリタル故　着ク」
と書いてあることから、切り落としたホㇹチリは兄弟
間や祖先の品として伝わっていたのかもしれない。ホ
ㇹチリは現存する資料がごくわずかな数しかなく、世
界的にみても貴重な資料である５）。石田はホㇹチリを
つけた子どもの写真も撮影しており、その使用方法が
分かるメモは重要な意味を有している。

〈家の梁に犬の血で文様を描く〉

野帳１のホㇹチリと同じ頁（15頁）に、家の梁に犬
の血で文様を描くことについてのメモがある。この
行為については、1906年に栄浜の小田寒で生まれた樺
太アイヌの男性による証言がある（北海道開拓記念館
1973:17-18）。男性の証言によると、犬の血で文様を描
くのは新築した家に魂を入れるためで、どの家にもあ
るというわけではない。位のある家にしかないもの
で、文様はその家によって異なる。また、文様をつけ
る場所は寝床側の梁だけで、寝床を中心に上座と入口
の方に描かれている。文様の数は３～４個で数種類を
交互に描く。男性は魯礼と大谷でしかこの文様を見た
ことがなく、時代の変化のせいか、自身の家を新築し
た際も梁に文様を描くことはしなかったようである。
石田のスケッチは、相浜から小田寒へ向かうなかで記
録されたと考えられ、男性が生まれた時期の小田寒近
辺の記録として貴重である（田村2001：169-173）。

〈祖先の伝来品について〉

野帳１の３頁には、樺太アイヌが資料を手放さな
かったことについて、「仲間間に制裁アリテ祖先ヨリ
伝ワリタル物品ヲ他人ニ売リ払フ時ハ人ニ笑ハルヽト
云フコトヲ恐レ固ク守テハナサズ」と記してある。祖
先から伝わった物品を他人に売り渡すことは人に笑わ
れることであるため、決してそれらを売り渡さないと
いう記述であり、これは後の1930～41年に樺太や北海
道で多くの資料を収集した馬場脩の記述とも合致する

（馬場1979：27）。また、野帳１の17頁には、６年ほど
前に東白浦で火の不始末があり、多くの道具が焼かれ
失われてしまったことが記されている。そのような中
でも石田は礼冠やイナウなど信仰に関するものや、作
成途中のマキリの柄やトナカイの鞍など生活に関する
資料をいくつか収集しており、野帳３（未翻刻）に同
じ資料と思われるスケッチがある。

野帳１はニヴフやウイルタに関する記述も豊富にあ
り、今後の専門的な検証が待望される。

３．翻刻：「野帳１　樺太調査野帳」

翻刻について、以下のように凡例を記す。
・判読できなかった箇所は■にて示した。
・翻刻する上で註釈をつけた内容は〔　〕に示した。
・�先住民族の個別の家族に関するプライバシー情報

や、身体的特徴に関する情報は、現時点では翻刻
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して公表する必要がないと考えて割愛した。
・�総じて、現時点から見ると不適切な表現も散見さ

れるが、民族差別等を助長する意図がないことを
申し添える。

・�民族名称（「ギリヤーク」「オロッコ」）について、
翻刻では石田の記述通りに記した。
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注

１）本稿では、1905～45年の日本統治下におけるサハリン島北緯50度以南
を指す名称として「樺太」を用いる。また、地名についてもアイヌ語を
反映してつけられた日本語地名を主に用いることとした。

２）	 執筆者不明（「AM生」）「坪井教授の樺太調査」『東京人類学雑誌』22巻
256号、433-434頁

３）	 前掲
４）	 本内容は板橋区立郷土資料館の特別展示の図録の論考（是澤2025）で記

載した内容を一部修正したものである。
５）	 2024年8月には、ドイツ・ケルン市のラウテンシュトラウフ・ヨースト

博物館から国立アイヌ民族博物館へホㇹチリが寄託された。国内では
北海道博物館に次いで2例目である。
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表１ 1907年調査の主な行程と野帳１の該当箇所 

日日付付  場場所所  内内容容  野野帳帳１１該該当当箇箇所所  
葉葉書書、、写写真真等等  
関関連連史史資資料料  

7月 13日 大泊（コル
サコフ）

大泊に到着。北方のソロウイヨ
フカ貝塚など「石器時代遺跡」
調査を行う。 

石田 1908a 
葉書 No.671 

7月 16日 鈴谷（スス
ヤ）貝塚

ススヤ河口の貝塚を採掘。 石田 1908a 
葉書 No.648 

大泊 コルサコフに戻る
※翌日ロシア人墓地調査

石田 1908a 
写真 90031, 
90203（推定） 

7月 20日 女麗（メレ
イ） 

・金田一と別れる。
・「遺跡探究の目的をもて」女
麗に向う。その後、内音（ナイ
オンナイ）でも遺跡調査。

石田 1908a 

・ロシア人宅を訪問。
・途中、ユカンケノレーチカと
いう「由松氏」の漁場に上陸。
その後女麗に帰着。「小倉氏」
と別れ、大泊へ戻る。 

石田 1908a 

7月 25日 豊原（ウラ
ジ ミ ロ フ
カ） 

大泊から豊原まで鉄道で移動。
豊原の旅館で理科大生の下斗
米秀二郎（地質調査）に遭遇。 

石田 1908a 
葉書 No.669 

7月 26日 クレストイ 「空きし腹を」満たし、「土俗
品の採集」。 

石田 1908a 
写真 90035、90064
（推定） 

大谷（バリ
ショエタコ
エ） 

大谷に到着。下斗米と別れる。
その後、大谷から北に約三町行
き、「樺太に於ける最南の」
アイヌの集落で日が暮れるまで
過ごす。 

2-4頁か
・この土地のアイヌ
がロシア人の影響を
うけていること 
・祖先伝来の品を渡
さないこと（売り払
ったら人に笑われ
る） 
・家の中、夫婦、食
事の様子 

石田 1908a 
写真 90085 

7月 27日 大谷 雨風が寒い中、合羽に身を包
み再び集落を訪ね、半日見
学。 
村の長は「オハイペカ」。 

石田 1908a 
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・道具のスケッチ
など 

7月 28日 ガルキノヴ
ラスコエ

一人で出発し、後で坪井たちを
待つ。昼頃にガルキ（ガルキノ
ヴラスコエ）に到着。「白水氏」
という出張所所長の案内をう
ける。 

5,6頁 
・道具スケッチ
（ヘトムイェㇸ、
サヤウトゥルンペ、
炉が 2つあるチセの
間取り）など 

石田 1908a 

ニコライフ
スコエ

白水氏の案内でニコライフス
コエに到着。鱒漁の様子をみ
る。 

7頁 
・道具スケッチ
（ポンルイ、トララ
など） 
・人名：千徳太郎治
など 

7月29日か
30日 

ドブキー 
栄浜 
内淵 

ドブキーにて２泊。「土人部落
の訪問と竪穴調査」を「唯一の
目的」とする。この間に栄浜や
内淵も調査。 

8-12頁
・トンチに関するメ
モ 
・「テー、ヘマタ」 
（之ハ何ンダ） 
・人数多い時は炉を
2つ 
・戸口記録に関する
メモ など

石田 1908b 
葉書 No.668 

7月 31日 
か 8月 1日 

相浜 相浜に向い、バフンケに会う。 12-13頁
・育児（赤ん坊をあ
やす様子） 
・水難で亡くなった
人の財産の処理方法   
など 

石田 1908b 

8月 2日か 小田寒（オ
タサン）

途中「赤松氏」の漁場で昼食を
し、午後４時に小田寒到着。「六
助」と会う。坪井ら一行と別行
動をした石田と二ツ家は、「霧
の晴れ間をぬすみて、土人の撮
影をなし、半日を費やし」た。
「午後は六助に誘はれ、熊送る

14-20頁か
・道具スケッチ
（ホㇹチリなど）
・犬の血の使用につ
いて 
・クロユリを数珠状
に繋いで乾かしたも

石田 1908b 
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祝ひの席に列なつた」。 の 
・クマの霊送り儀礼
についてのメモ（時
期、料理、儀礼など） 

8月 3日 東白浦（シ
ララカ）

二時に到着。「局長中山氏」が
宿に訪ねてくる。夕食後、野中
と共に「北敷町なるアイヌ町」
を訪ねる。この日、坪井は輪荒
で「石器時代遺跡」を探索し、
東白浦に帰る。 

21頁 
・風景スケッチ
（シララカなど）
・道具スケッチ（櫂
など） 
・クマの霊送り儀礼
についてのメモ 

石田 1908b, c 

8月 4日 東白浦 「一行にとりては特筆大書す
べき日」、坪井、野中と別れ、
単独で北に進むことを決意。
東白浦を離れ輪荒に向う。 

22頁 
・熊の骨の置き場所
・道具スケッチ
（真縫の渡舟場で出
会った少女の耳飾
り） 

石田 1908c 

輪荒（ワー
レ） 

輪荒の場主は「笹野氏」、釜風
呂につかる。翌日は雨のため休
息。 

石田 1908c 

8月 6日 真縫（マヌ
イ） 

ようやく雨が止むが天気は悪
いままのため、滞在を続け真縫
を訪れる。「土俗の調査と撮影
とに時を過ごし」た。 

石田 1908c 

8月 7日 輪荒→辺計
礼（ペケレ）
→フレチシ

晴れたため、輪荒から辺計礼を
経てフレチシに向い宿泊。
「 内山氏」の漁場へ行く。 

23頁 
・風景スケッチ
（フレチシに至るま
で、入ろうとすると
ころ） 
・海岸付近のイナウ

石田 1908c 

※新問、トイクシ村も訪問した
か 

24頁か 
・風景スケッチ
（新問、トイクシ） 
・道具スケッチ
・食べ物、味付け

8月 8日 フレチシ→
ポロナイ河 

石田 1908c 

8 月 11 か 畝富内（ウ 畝富内に「西村」氏の漁場を訪 25頁か 石田 1908c 
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12日頃か ネ ト ン ナ
イ）→内路
（ナヨロ）

問し、8月 11か 12日頃に内路
に到着。内路畔の集落は漁期の
ため無人化していた。 

・風景スケッチ
（コタンケシ岬）な
ど 

8月12日以
降か 

内路→敷香
（シスカ）

「シスカ出張所長、成富氏」に
迎えられる。敷香に「十有餘日」
滞在。ニヴフ、ウイルタの調査
を主に進める。この間、地学協
会一行を迎えた。 

26頁～ 
・風景スケッチ
・道具スケッチ
・単語リスト など

・トナカイの生態
（30頁） 
・数の概念、顔の洗
い方（31頁） 
・ニヴフの出産など
（33頁） 
・木田氏から聞いた
話（41頁） 
・ニヴフからみた
アイヌの毒矢について
（52頁） 

石田 1908c 

多来加（タ
ライカ）

多来加訪問。「湖畔に石器時代
遺跡を発見し、漁業家外川木
田」の 2名に歓迎される。また
「成富氏」と船にのり海豹島へ
行く。海獣の生態を学ぶ。 

石田 1908c 

8月22日以
降か 

敷香→ドブ
キー→富内
（トンナイ
チャ）

樺太庁警備船の雷電丸に乗る。
途中ドブキー、モルドウイノワ
湾にある富内に立ち寄り、
「佐々木漁場の厚志により
て」、約 1週間留まり、「土人部
落に踏査を試み」た。 

石田 1908c 
写真 90083 
紹介状 1通（〔石田
収蔵調査便宜の件
ニ付書状〕_敷香支
庁長・稲垣敏夫氏
より）i046239 

落帆（オチ
ョボカ） 

「土人の漁業を観、傍ら撮影」
をする。 
警察署長からも厚遇を受ける。 

石田 1908c 

大泊 その後、金田一、野中と再会。
雷電丸に乗り、「樺太庁水産部
員小山氏」と「船長弘田氏」の
厚意で小能登呂岬（ノトロ）の
灯台をみる。その後、大泊に到
着。 

石田 1908c 

※石田収蔵「樺太紀行」（1908a,b,c）と野帳１（板橋区立郷土資料館）の記述に基づき作成した。
※葉書の番号は守屋（編）（2012）による。
※写真の番号は『収蔵品目録７ 石田収蔵旧蔵写真』（財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構）による。 
※紹介状は板橋区立郷土資料館の資料番号。
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笑
ハ
ル
ヽ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
恐
レ
固
ク
守
テ
ハ
ナ
サ
ズ
  

チ
エ
ベ
ニ
ポ
ポ
 
 
 
 
ヲ
ル
ク
ゲ
ル
ン
（
G)
 
 
 
 
 
 
三
四
尺
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
メ
シ
ペ
 

大
■
ヤ
ル
モ
ノ
犬
ニ
食
ヲ
 

プ
サ
コ
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
リ
エ
（
O)
 食
物
一
般
ニ
用
フ
 
チ
ヨ
イ
ネ
 
 
 
 
ヤ
ル
 

小
供
等
ハ
輪
遊
ビ
ヲ
ナ
ス
 

ニ
ツ
コ
リ
笑
ツ
テ
の
歌
ヲ
知
ル
 

楫 ナ ゲ 

ケ ム シ ン ト コ 

 

 

シ ン ト コ 

十 二 三 才 ノ 男 子 

ノ 

画 左 手 ヲ ヒ コ シ 居 

ル 風 

ア リ 一 尺 二 寸 
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
リ
エ
（
オ
ロ
ッ
コ
）
 

酒
ヲ
カ
キ
マ
ワ
ス
モ
ノ
 
ト
ン
コ
リ
ュ
ウ
 
糸
ハ
獣
製
ノ

te
nd
on
 

 （
下
段
）
 

煙
管
入
 
ガ
ツ
モ
ノ
  

鱒
ノ
皮
ニ
テ
造
リ
シ
靴
ヲ
ケ
ロ
 
衣
ヲ
カ
ヤ
 
ア
ザ
ラ
シ
皮
ノ
衣
ヲ
 
ヲ
ツ
コ
 

イ
ト
（
チ
ラ
イ
）（
鮭
位
ノ
大
サ
）
  

ニ
ー
ポ
 

只
タ
一
人
ノ
子
供
（
♂
♀
）
ノ
ミ
ニ
テ
 

友
達
ナ
ク
サ
ビ
シ
キ
 

時
作
リ
玩
具
ニ
サ
セ
ル
  

食
用
ノ
油
入
 
ア
ザ
ラ
シ
膀
胱
  

ピ
セ
 
ピ
セ
 

一
人
の
ア
イ
ヌ
を
ダ
ラ
シ
ケ
 

と
い
ふ
 
此
ノ
家
に
は
 

父
と
も
見
ゆ
る
老
人
と
老
母
 

と
見
ゆ
る
も
の
と
あ
り
  

ポ
リ
シ
ヨ
エ
タ
コ
エ
村
家
屋
ノ
一
 

ノ
板
ナ
ル
ア
リ
、
柱
ニ
ブ
リ
キ
ヲ
巻
キ
タ
ル
ア
リ
 

又
タ
全
ク
何
ニ
モ
無
キ
ア
リ
  

野野
帳帳

11__
44  

（
上
段
）
 

水
ヲ
バ
小
川
ヨ
リ
汲
ミ
テ
用
フ
 
天
秤
ヲ
用
フ
 
イ
ナ
オ
ニ
ハ
犬
ノ
頭
ヲ
ツ
ク
 

 
 
43
戸
ノ
中
 
露
ハ

1
戸
 
日
本
人
ハ

20
戸
 
ト
ル
コ
ハ

4
戸
 
 
い
も
ノ
塊
ヲ
円
ク
作
リ
 

乾
カ
シ
タ
ル
形
ハ
黒
パ
ン
ノ
如
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヲ
ハ
イ
ベ
カ
 
ぺ
ス
タ
ロ
ニ
キ
イ
 
 
 
 
カ
ス
タ
ー
ク
 
夫
婦
ト
 
娘
四
人
 

ロ
ク
シ
ン
 
 
ダ
ラ
ス
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
ヽ
カ
ロ
ク
 
（
ヲ
ハ
ト
兄
■
）
 
 
ヨ
ウ
リ
ヤ
 
シ
リ
ブ
ン
テ
ン
 

 
 
 
 
 
 
 
妻
ト
男
二
人
 
 
 
 
 
 
 
人
口
総
計
五
十
人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夫
婦
 
 
 
十
二
人
 

 
 
 
 
 
 
 
同
居
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
戸
数
七
ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
妹
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
コ
、
子
、
女
 

ロ シ ヤ 人 

     日
本
人
ハ
牛
馬
ヲ
置
ク
時
ニ
垣
ヲ
作
レ
𪜈𪜈
露
人
ハ
之
ニ
反
シ
作
テ
ス
ル
処
ニ
垣
ヲ
結
ビ
以
テ
 

牛
馬
ヲ
防
グ
 

ロ
シ
ヤ
臼
 
 

カ
ツ
ヨ

 
太
鼓
（
祈
ノ
時
）

 
mu

sk 
de

er
ノ
皮
或
ア
ザ
ラ
シ
ノ
皮

 

テ
ヒ
ヘ
ネ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
一
尺
五
寸

 
 
二
尺

 

 

厚
三
分

 
広
八
分

 
一
尺
一
寸

 

一
本
ノ
枝
ヲ
曲
ケ

 

■
■
■

 
カ
ツ
ヨ
タ
タ

 

 （
下
段
）
 

 
 
 
ポ
ロ
シ
ョ
エ
タ
コ
エ
の
 
 
 
 
板
 
ア
イ
ヌ
家
 
ム
シ
ロ
 
皮
 
 
 
 
 
犬
ハ
唯
一
ノ
財
産
 

 
 
 
ア
イ
ヌ
村
ニ
至
ル
途
に
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワ
ラ
 

 
 
 
 
 
 

         皮
ヒ
モ
ヲ
貫
キ
居
ル
ア
リ
 

  
 

女 一 人 

男 三 人 ハ 妻 
 

男 子 三 人 

女 二 人 

孫 娘 ム コ 
 

男 五 人 

女 五 人 
 

一尺五寸 

二
尺
七
寸

 

ト ヾ 松 ノ 枝 ノ 輪 

乾 カ シ タ ル ア リ 
ふ き ヲ 生 ニ テ 食 ス ル 

セ ー グ 
 （ ヲ ロ ツ コ ） 
 

耳 輪 （ ニ ン カ リ ） 

短
髪
モ
ア
リ
又
タ

 

一
般
ニ
ｂ
ｐ
ハ

 
大
ナ
リ

 

 直 圣 一 寸 二 三 分 

銀  洋 銀 
 ガ ラ ス 玉 

内 地 ノ 田 舎 ノ ト 変 ラ ザ ル 
         ア リ 
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野野
帳帳

11__
55  

（
上
段
）
 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
カ
ン
ゾ
（
黄
）

 
 （
下
段
）
 

     野野
帳帳

11__
66  

（
前
段
）

 
 
 
 
ガ
ル
キ
村
家
の
マ
ド
カ
ケ
（
露
）

 
 
丸
木
船
ヲ
松
ノ
根
ニ
テ
シ
バ
ル

 
 

 
間
ニ
光
ヲ
入
ル
ヽ
コ
ト

 
家
ノ
如
シ
 
 

ホ
ニ
ウ
エ
 

唇
全
体
ヲ
含
ム
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ヘ
ト
ゥ
モ
ム
エ
）（
ヘ
ト
？
ウ
ム
エ
）
 
 
 

 

二
十
本
ニ
テ
一
枚
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
黒
 

小
板
 
 
 
 
 
青
玉
 

 

長
二
寸
 
巾
、
七
八
分
ノ
板
 

帯
ヲ
く
ト
云
フ
 

金
 
皮
 

サ
ヤ

 
 

ウ
ト
ゥ
ル
ン
ペ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
白

 
サ
ヤ
ト
帯
ト
ノ
－
中
間
ニ
ア
ル
モ
ノ
ト
云
フ
意

 
青

 
青

 
白
銅

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
太
鼓
二
ケ
ア
リ
 

ガ ル キ 村 入 口 

高 サ 五 尺 位 巾 一 間 位 

熊 入 レ 

大 小 種 々 ア リ 

ト
ル
コ
人
（
ガ
ル
キ
に
至
る
迄
に
て
）

 

遠
山

 

草 色 
 

窓 

此 上 に 屋 根 あ り 屋 根 と 
  天 井 と の 間 に は 牧 草 
  を 貯 ふ 

う ま や の 天 井 
 

 （
下
段
）
 

一
厘
銭
 
 
 
 
 
 
真
鍮
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
イ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鉄
 
 
 
三
尺
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ー
レ
 

 火
 
火
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
尺
 
 
 
 
 
巾
一
寸
三
分
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
寸
ニ
三
分
 
 
 
 
厚
サ
七
分
 

 食
物
 
 
 
 
食
 
 
 
 
 
24
ケ
 
 
 
 

道
具
 
 
 
 
道
具
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
尺
七
寸
 
 
ミ
ツ
組
 

（
ヲ
ロ
ツ
コ
）
ノ
モ
ノ
ニ
ア
リ
 
 

ハ
無
ク
 

    野野
帳帳

11__
77  

（
上
段
）

 
ニ
コ
ラ
エ
イ
ス
コ
エ
村
に
て
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
皮
製
 

          
 

（
下
段
）
 

ナ
イ
ブ
チ
村
ノ
仙
徳
太
郎
治
（
三
十
七
八
才
）
 

札
幌
中
学
二
年
マ
デ
学
ベ
リ
 

梅 太 郎 ナ ル モ ノ 
 ひ げ ヲ 生 ヤ シ 居 ル 
     モ ノ 

水 舟 ヲ 取 ル モ ノ 
     シ ョ ウ プ （o ） 
     モ ㇺ グ ル ス （G ） 

ワ カ ア 
  ヨ モ 熊 ヲ 捕 フ ル モ ノ 
G ギ ャ ン グ s ガ s ニ グ フ ひ げ 
O カ ダ ラ ギ ラ フ サ ニ   ア ス モ ス 

フ ン ペ ホ ニ （ 鯨 骨 ）   セ ヌ 
           
          入 物 （ ポ ン ル イ ヲ マ ） 
          砥 石 （ ポ ン ル イ ） 

ア ザ ラ シ ノ 皮 ノ 

ひ も 
 ト ラ ラ 
  ヲ ッ キ タ 三 四 寸 

マ ー ロ ウ エ チ キ ノ 

村 に て 見 た る 
   屋 根 
   む ね 

マ ヽ ロ ウ エ チ キ ノ 

モ エ 村 
  を 望 む 

ネ ド コ 

寝 床 

火 （ ウ ジ ） 

■ ミ 

二 倍 半 

二 寸 五 六 分 

二 寸 二 三 分 
ア カ  ク ロ カ ワ ウ ソ

を 取 る 

ク ー 
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

廿
九
日
 
ニ
シ
パ
ラ
レ
 
朝
鮮
人
ノ
妻
ト
云
フ
者
 

五
十
前
後
 

日
本
語
ニ
明
カ
ナ
リ
 

  
 
ド
ブ
キ
ー
に
入
る
 

 野野
帳帳

11__
88  

（
上
段
）
 

 

ア
イ
ヌ
ハ
冬
期
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
カ
エ
ハ
マ
 

用
フ
ル
靴
ノ
中
 

ニ
入
ル
ヽ
草
 

  
 
 
 
 
sc
ab
ト

ma
rc
h
ト
ノ
間
ノ
 

ta
t
ヲ
一
層
ヨ
リ
煮
テ
 

粘
着
ノ
用
ニ
供
ス
 

妻
ハ
四
十
位
 

髪
ノ
毛
ハ

na
vy
 
黒
 

夫
ハ
五
十
位
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
皮
製
 

   （
下
段
〕
 

    

サ
カ
エ
ハ
マ
ヨ
リ
 

ド
ブ
キ
ー
に
至
る
 

途
上
 

 

之 ハ 何 ン ダ 

テ ー 、 ヘ マ タ 

ノ
モ
ノ
ハ
 

一
人
前
ノ
 

女
ノ
用
フ
ル
モ
ノ
 

ニ
シ
テ
未
婚
 

女
ハ
之
ヲ
帯
 

ブ
ル
能
ハ
ズ
 

又
タ
未
亡
人
 

鞘
ノ
ミ
ヲ
 

帯
ブ
 

 

ス
マ
 

ア
カ
ヒ
モ

 

嘉
慶
通
宝

 

    五 寸 

リ ヨ マ 

煙 草 入 （ 冬 用 ） 

ア
カ
 

gr
ee
n 

銅
 

火
打
金
 

内
ニ
火
打
石
 

及
ヒ
木
ノ
腐
敗
 

セ
ル
ヲ
入
ル

 ヽ

 エ
プ
ル
ク

 

昔
シ
 

ト
ン
ヂ
ノ
用
ヒ
タ
ル
斧
鍋
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
見
出
シ
タ
 
四
角
ナ
突
ハ
方
ニ
ア
ル
之
ヲ
ト
ン
チ
ノ
住
ミ
シ
 

穴
ナ
リ
ト
云
フ
此
処
ヲ
掘
レ
ハ
石
器
土
器
ナ
ド
出
ル
 
シ
ラ
ヽ
カ
ニ
小
高
キ
山
ア
リ
其
ノ
周
囲
 

ニ
深
キ
身
ヲ
カ
ク
シ
長
サ
百
間
モ
ア
ル
孔
ヲ
掘
リ
回
ラ
シ
ト
ン
チ
ト
戦
ヒ
タ
ル
 
此
ノ
 

孔
ヲ
ポ
ロ
キ
ト
云
フ
 
四
角
ナ
穴
ヲ
ト
ン
チ
チ
セ
コ
フ
（
ト
ン
チ
ノ
住
ミ
シ
家
ノ
跡
）
 

 野野
帳帳

11__
99  

（
上
段
）

 
何
レ
ノ
方
ニ
ニ
ゲ
タ
ル
カ
分
ラ
ン
 
フ
キ
ノ
話
ハ
無
シ
 
土
人
モ
穴
ヲ
堀
リ
テ
住
ヒ
シ
例
ア
レ
𪜈𪜈
深
サ
 

三
尺
其
ヲ
木
ニ
テ
掩
ヒ
其
ニ
草
ヲ
カ
ブ
セ
 其
上
ニ
土
ヲ
カ
ブ
セ
ル
 
ト
ン
チ
ノ
モ
ノ
ハ
 

一
層
深
ク
四
尺
位
 
 
ト
ン
チ
ノ
モ
ノ
ハ
海
岸
 
或
ハ
平
地
ニ
ア
レ
𪜈𪜈
 
ア
イ
ヌ
ノ
モ
ノ
ハ
 

山
ノ
木
ノ
中
ニ
ア
リ
 
数
モ
ア
イ
ヌ
ノ
モ
ノ
ハ
少
ナ
シ
 
十
三
年
前
ナ
イ
ブ
チ
ノ
林
中
 

ニ
此
ノ
穴
居
土
人
ハ
一
軒
ア
リ
キ
（
冬
期
）
 
四
月
頃
マ
デ
此
処
に
居
リ
テ
暖
カ
ク
ナ
レ
ハ
 

海
岸
ニ
出
ル
 
周
囲
ハ
一
尺
位
高
マ
ツ
テ
居
ル
 

（
ト
ッ
ソ
ノ
穴
ハ
ア
イ
村
ニ
近
キ
海
岸
）
 
 
昔
ヨ
リ
 
手
ニ
入
墨
セ
ズ
 
唯
ダ
手
ハ
痛
ク
 

 
 
 
底
ニ
石
ヲ
敷
イ
テ
居
ル
 
 
 
 
 
 
時
ニ
小
サ
キ
傷
ヲ
ツ
ケ
出
血
サ
ス
ル
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｂ
ｐ
ニ
ハ
十
二
三
才
ノ
時
ヨ
リ
始
ム
ル
 
始
メ
上
下
ニ
ス
ル
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専
門
ノ
人
ニ
ヨ
ッ
テ
ナ
ス
 

上
ハ
少
シ
大
ナ
リ
 
皮
膚
ハ
広
マ
ル
ニ
ツ
レ
色
ハ
薄
ク
ナ
ル
 

耳
孔
ヲ
ハ
初
メ
針
ニ
テ
ア
ケ
 
其
ヲ
■
〔
金
＋
公
〕
ノ
輪
ニ
テ
ハ
サ
ミ
置
ク
 

輪
モ
先
祖
伝
来
 

ユ
リ
、
サ
ク
ヲ
キ
ザ
ミ
 
加
ヘ
 
ア
ザ
ラ
シ
ノ
油
ニ
テ
煮
テ
食
ス
 
 
 
木
ノ

fr
id
ニ
シ
テ
火
ヲ
■
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
キ
サ
（
道
具
）
 

 カ
ラ
ニ
ノ

fi
br
e
ニ
テ
ア
ツ
シ
 
 
 
 
ス
ト
ル
キ
ナ
（
サ
ク
）
 
ミ
ヲ
キ
ザ
ム
 

カ
モ
イ
カ
ラ
ン
ケ
 
―
 
天
ヨ
リ
賜
リ
タ
ル
モ
ノ
 
 
 
七
八
才
ニ
ナ
リ
役
ニ
立
ツ
様
ニ
ナ
リ
命
名
ス
ル
 

 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メ
レ
コ
ポ
（
女
ノ
子
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
マ
レ
ツ
プ
（
男
子
）
 

 
 
 
 
 
 
男
女
ニ
係
ハ
ラ
ズ
 
子
供
ヲ
 
ヘ
カ
チ
ト
云
フ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
ノ
時
ハ
近
所
互
ニ
世
話
ヲ
ス
ル
 
難
産
ノ
時
ハ
祈
ヲ
ナ
シ
或
ハ
サ
ワ
グ
 

結
婚
ハ
遠
近
ヲ
論
セ
ズ
 
 
 
 
 
娘
ノ
親
ノ
方
ニ
種
々
ノ
贈
品
ヲ
ス
ル
 

結
婚
後
ハ
別
々
ノ
家
 
 
 
 
 
 
イ
ナ
オ
ノ
長
キ
ハ
日
ヲ
祭
ル
 
日
モ
一
疋
ノ
犬
ヲ
ツ
ケ
ル
 

木
ノ
焼
ケ
ク
ヅ
ヲ
棄
テ
ル
処
 
 
 
小
ナ
ル
イ
ナ
オ
ヲ
立
テ
ル
 
ウ
ン
ジ
 
ア
シ
ン
ケ
 
イ
ナ
オ
ト
云
フ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春
一
回
爐
ヲ
清
ム
ル
時
 
 
 
 
 
熊
祭
ヲ
ス
ル
処
ハ
山
ノ
中
ニ
ア
リ
 
一
定
シ
テ
居
ル
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日
ヲ
祭
ル
ハ
春
秋
ニ
度
 

シ
ュ
メ
ル
ン
グ
ル
（
ア
イ
ヌ
）、
シ
ユ
メ
と
い
ふ
処
の
人
 
オ
ロ
ツ
コ
（
自
）
―
オ
ラ
カ
ダ
（
ア
イ
ヌ
）
 

 野野
帳帳

11__
1100

,,1111
  翻翻
刻刻
なな
しし

  
 野野
帳帳

11__
1122
  

（
上
段
）
 

          幼
時
ノ
泣
キ
声
ハ
変
ラ
ズ
左
ノ
側
ヨ
リ
ヲ
ロ
し
左
手
ニ
テ
カ
ヽ
ヘ

 
右
ノ
懐
ニ
両
足
ヲ
入
レ
右
手
ニ
テ
乳
プ
サ
ヲ
含
マ
ス

 
女
ハ
坐
マ
ル
ニ
ハ
左
足
ヲ
前
ニ
延
バ
シ
右
足
ヲ
屈
ス
ル

 
或
ハ
立
テ
ヒ
ザ
ヲ
ナ
ス
時
ア
リ

 
或
ハ
■

 
  （
下
段
）
 

         
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
広

 
１
丈

 
ナ
イ
ブ
チ
渡
舩
場

 
 

 
■

 
１
丈
１
尺

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
高

 
５
尺

 
 

三 尺 位 

丸 木 舩 ヲ 利 用 

破
舩
の
難
に
逢
ひ
し
件
■
ふ
■
と
な
り
し
人
の

 
生
前
有
せ
し
諸
道
具

 
 

 
を
死
■
た
る
も
の
其
の

 
帰
着
せ
る
舩
の
ー

 
 
及
ひ
死
者
へ
捧
げ
た
る
も
の

 
部
を
き
り
て

 
屋
根
ト
せ
り

 
 

（ 海 、 川 ） （ 大 人 小 人 ノ 別 ナ ク ） 

水 デ 死 ス ル 時 ハ ソ ノ 家 ハ 

破 ク ソ ノ 財 ハ 別 ノ 

囲 ニ 入 レ 置 キ 一 年 後 

家 ヲ 新 築 シ イ ナ ヲ モ 

出 来 タ 時 ソ ノ 財 ヲ 家 ニ 移 ス 
  ソ ノ 間 妻 子 ハ 他 ノ 家 
      ニ 居 ル 

家
ノ
根
屋
〔
マ
マ
〕
ハ
よ
し
ヌ
ハ
木
ノ
皮
或
ハ
ム
シ
ロ

 
log
ハ
皮
ア
ル
ア
リ
無
キ
ア
リ

 
半
分
ニ
ワ
ケ
タ
ル
モ
ノ
モ
ア
リ

 
周
囲
ハ
家
内
●
又
ハ
木
ノ
皮

 

一 尺 五 六 寸    ア イ 村 バ フ ン ケ 
    二 間 位 
     山 ノ 神 秋 ト 春 （ 二 月 ） ト 二 度 

二
尺
位

 三 尺 

二 間 

木 ノ 皮 

ケ ヅ リ タ ル モ ノ 

野野
帳帳

11__
1133
  

（
上
段
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
古
舟
ヲ
利
用
セ
ル
モ
ノ

 
    

 
 

 
ク
ロ

 
 

 
 

 
 

 
 
白

 
  

 
 

 
 

 
 
ア
カ

 
  
 
 
 
 
 

 
地
 

  （
下
段
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
火
箸

 
金
ノ

 
 
カ

 
木
ニ
テ
作
リ
タ
ル
モ
ノ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
灰
フ
ル
イ
）

 
 

 
 
長
短
ア
リ
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
ニ
ー
キ
セ
リ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
銅

 
 

 
 

 
 
地

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
木

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
角

 
 

 
 
金

 
 

 
 
白

 
    

 
 
二
寸
位

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   野野
帳帳

11__
1144

  
（
上
段
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
ェ
オ
ス
モ
ン
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
靴
ニ
入
ル
ヽ
草
 

ア イ 村 バ フ ン ケ 

ツ ラ サ ム 

木
ヲ
細
ク
割
リ
タ
ル
モ
ノ

 
屋
根
ノ
皮
ハ
十
五
年

 
モ
堪
ユ
ル

 

 ソ ラ 色   ベ ニ 糸 

 三 寸 位 

   O.G 不 用 
カ バ 色 ニ マ ナ タ 

イ
コ
ソ
マ

 

ク ロ 

青 ネ ヅ ミ 色 
     二 ヶ 

ク ロ 

ひ げ ■ げ 
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

 ト
ン
チ
ハ
辮
髪
（
支
那
人
ノ
様
ニ
）
ヲ
ナ
シ
 
舩
ニ
テ
来
レ
リ
ト
 
ア
イ
ヌ
ハ
 

上
ニ
居
リ
 
ト
ン
チ
ハ
 
下
ニ
テ
戦
ヒ
タ
リ
ト
 
金
属
無
キ
時
 
ニ
ハ
 
ア
イ
ヌ
 
ハ
土
製
ノ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
土
製
ノ
 
 
 
 
 
（
今
よ
り
八
代
前
）
 

 
ツ
シ
ユ
エ
エ
ポ
 
  
鍋
 
 
ヲ
用
ヒ
タ
リ
ト
 

土
器
ヲ
内
ニ
入
■
■
 

■
ミ
無
レ
ハ
故
家
ノ
内
ニ
入
レ
ズ
 
 
 
 
穴
ヲ
 
ポ
ロ
キ
 
と
い
ふ
 

 （
下
段
）
 

 
合
ノ
子
 
ha
ir
ハ
 d
ar
k 
br
ow
n 
■
■
 
da
rk
 b
ro
wn
  
  
  
  
no
se
ハ

fl
at
ナ
ラ
ズ
 

 
 
 
 
 
女
ノ
子
ハ

ha
ir
ハ

bl
ac
ki
sh
 ■
■
 モ

 s
am
e 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
wa
vy
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
海
ノ
神
ニ
酒
ヲ
上
ゲ
ル
 

 
ト
モ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ク
コ
ー
ニ
ス
 （
イ
ク
バ
シ
ユ
 
－
 
北
海
道
）
 

 
 
 
 
 
 
 
二
尺
位
 

 
 
 
 
 
 
ケ
リ
 

 
 
ア
ザ
ラ
シ
 
 
ア
ザ
ラ
シ
ノ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
皮
ヲ
ク
サ
ラ
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
尺
位
 

 
 
 
 
 
 
 
 
毛
皮
ヲ
ト
リ
タ
ル
 

 
熊
祭
ハ
秋
期
（
雪
ノ
少
シ
ア
ル
時
）
 

 
 
捕
ヘ
タ
ル
翌
年
ノ
 

 
イ
ヌ
イ
ナ
オ
 ハ

 ア
ザ
ラ
シ
膽
嚢
ヲ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ナ
オ
ニ
ハ
サ
ミ
タ
ル
モ
ノ
之
ヲ
モ
熊
祭
ノ
時
神
ニ
ア
ゲ
ル
 
 

  野野
帳帳

11__
1155

  
（
上
段
）

 
ダ
ッ
コ
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
キ
ト
ビ
ル
ヲ
煮
タ
ル
時
カ
キ
マ
ワ
ス
モ
ノ
 
 
 
キ
ト
ス
ケ
ニ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
般
ヲ
体
毛
多
カ
ラ
ズ
 

 
 
子
供
ノ
背
ニ
カ
ケ
テ
居
ル
 

 
 
紋
ノ
代
リ
ニ
ナ
ル
モ
ノ
 
普
通
ノ
 

 
 
者
ノ
子
供
ハ
ツ
ケ
ル
能
ハ
ズ
 

女
ノ
子
供
ニ
ツ
ケ
ル
 
 
 
モ
ダ
ッ
コ
マ
ト
云
フ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 寸 

厚 一 分 

黒 二 列 
 
    白 
 
 青 色 
 赤 色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
レ
モ
総
代
ト
カ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
キ
人
ノ
女
ハ
 ツ
ケ
ル
 

 
 
 

    内
臓
 
肝
臓
ニ
血
ヲ
ツ
ケ
テ
附
ス
 

老
犬
（
♂
）
ヲ
一
疋
殺
シ
 
高
キ
イ
ナ
オ
ヲ
タ
テ
ル
 

コ
ト
病
人
ノ
ア
リ
シ
時
ト
同
ジ
 

    （
下
段
）
 

家
ハ
長
ク
ア
ハ
■
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家
ヲ
新
築
ス
レ
ハ

 
 

 
 

 
 
ゆ
り
ヲ
ふ
わ
っ
ぷ
 

人
モ
病
気
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
犬
ヲ
殺
シ
其

 
 

 
 

 
 

 
 
栗
ヲ
つ
な
ぎ
タ
ル
如
ク
つ
な
 

キ
様
ニ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
血
ニ
テ
家
ノ
内

 
 

 
 

 
 

 
ぎ
テ
乾
カ
ス
 

神
ニ
願
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
側
ノ
タ
ル
キ
ニ

 
 

 
 

 
 

 
花
ハ
黒
シ
 

フ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画
ク
モ
ノ
其
ノ
犬
ノ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
頭
ヲ
ハ
家
ノ
後
ロ
ニ
イ
ナ
ウ
ト
共
ニ
置
ク

 
 イ
ナ
オ
ヲ
ニ
 

タ
テ
ル
時
 

老
人
ハ
 

sk
ul
l
ニ
 

向
フ
テ
願
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ン
ノ
キ
 

言
ヲ
告
ゲ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
爐
ニ
ハ
三
本
（
ト
ヾ
ノ
キ
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
ナ
ギ
 

       

子 供 用 小 弓 ニ テ 何 ン ノ 鳥 デ モ 
  一 疋 捕 フ レ バ 一 人 前 ト ナ ル 故 
    コ ノ 髪 ヲ 剃 リ 落 ス 
      ソ レ 迄 ツ ケ テ 置 ク 
           飾 
         次 ノ 弟 ニ ツ ケ テ 
           モ ヨ シ 
       男 児 ノ ミ 
        年 頃 ニ ナ レ バ 
         取 リ ハ ヂ シ 
         又 タ 小 供 
   ホ ッ チ リ （A ） 生 レ タ 時 
     昔 ヨ リ 傳 ワ リ タ ル 故  着 ク 

ソ ー バ イ ナ ウ 

タ ク サ 

入 口 左 正 面 

老 

新
築
ス

 
レ
ハ
大

 
ナ
ル
モ
ノ

 
ヲ
一
本
ト
小
ナ
ル

 
ヲ
二
本
作
リ

 
一
年
ニ

 
一
本
ヲ

 
一
本
ヲ

 
■
フ
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野野
帳帳

11__
1166

  
（
前
段
）
 

 
イ
ナ
ウ

 
宝
物

 
            （
下
段
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホ
タ
テ
ノ
 
カ
ヤ
キ
鍋
 
セ
イ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
帯
ヲ
 
ク
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
フ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
十
七
個
位
モ
並
ベ
ル
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
ク
ン
（
上
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
 
コ
 
フ
 
カ
ー
ニ
ェ
 

              

入 口 
  ノ 上 ニ ハ 木 ノ 皮 、 魚 ノ 皮 

台 ナ ク 棚 ヲ 

カ ケ 食 道 具  ナ ベ 
         ■ 類 

薪 

水 

ノ 上 ノ 棚 ニ ハ 肴 

肴
 

 
 
夜
具

 

O.G. ナ シ 魚 皮 「 フ グ ノ 皮 ノ 如 シ 
 ガ ロ マ （ 針 道 具 入 ） ケ ム （ 針 ） 
     或 ハ 火 打 道 具 ヌ イ ト 

ガ ー ニ 
 
 
 コ ー モ リ の 金 

赤 キ レ 
     赤 
    黒 

チ ュ ム ッ ベ 
    胸 飾 り 

             金 
満 州 人 ト テ ン ノ 皮 

              ニ テ 交 換 ス ル 
               一 人 前 ニ 
                二 枚 
             真 鍮   下 ノ 方 
                ラ ン ケ 
               ク コ フ 

ア カ  刀 ノ ツ バ    カ ー ニ エ 
             火 ノ イ ナ ウ 
                 松 
                 ヤ ナ ギ 
                 ハ ン ノ キ 
 
      サ ヤ （ イ ナ サ コ ク ） 

ク ギ 
 ニ テ 打 ツ 処 
       （ ダ ハ ニ ） 
   木 ク ギ カ バ ノ 皮 
 
 

ダ カ リ ム （ ヒ ン カ ク ） 

ミ
ド
リ

 
 

 
ク
ロ

 

ヲ
ト
イ
パ
ラ
（
火
棚
）

 
ソ
ア
ウ
ネ
（
カ
ギ
ツ
ケ
）

 
ウ
ヅ
シ
ヤ
ッ
カ
（
火
箸
）

 

小 子 供 用 

衣 服 ノ 内 部 

胸 ニ 直 接 ス 

ル 様 ニ 

病 気 時 ト ソ 

ア イ ヌ ヨ リ 聞 キ 

タ ル 魔 物 

オ リ 、 治 ス 

レ ハ 床 ノ 上 ニ 
 カ ケ テ 置 ク 

夜
具 行

李 カ
バ
ン 

裁
縫
具 

衣服置場 
裁縫場 棚 

酒■■類 

野野
帳帳

11__
1177
  

（
上
段
）

 
 
二
寸
五
分
 
 
六
寸
弱
 
 
之
等
ハ
古
ヨ
リ
舩
釘
類
ヲ
利
用
セ
ル
モ
ノ
 

  
 
四
寸
 
 
 
厚
サ
四
分
 
 
巾
一
寸
 

  
 
ウ
ラ
ニ
 

   
 
キ
ジ
ニ
テ
画
ケ
ル

fi
gu
re
 
 
 
三
尺
 
 
二
尺
五
寸
 

        （
下
段
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学
ブ
 

 
 
 
 
 
 
金
 
 
 
 
皮
 
 
子
供
等
ハ
暇
ア
ル
時
ニ
ハ
独
リ
ニ
テ
使
用
法
ヲ
 
 
 
ツ
ポ
イ
ノ
 

 
 
 
 
 
 
熊
ヲ
殺
ス
槍
 

 
遮
光
器
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
熊
祭
 

 
シ
カ
ッ
カ
 
 
 
 
老
女
（
■
）
ノ
用
フ
ル
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
帽
子
（
ハ
ッ
カ
）
 
 
 
 
五
寸
位
 

 熊
祭
 

 脳
及
ビ
頭
骨
ヲ
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
熊
ノ
肉
ヲ
水
ニ
テ
煮
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
シ
 

山
ニ
送
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ル
ヲ
客
ニ
分
テ
食
ハ
ス
 

下
顎
骨
ノ
ミ
ニ
ハ
イ
ナ
オ
 
 
 
 
イ
ナ
ウ
ル
（
熊
ニ
着
セ
ル
）
 

ヲ
立
テ
煮
或
ハ
焼
 

 
キ
テ
食
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
尺
四
寸
位
 
 
 
 
ア
イ
ラ
 

内
臓
物
ヲ
ハ
其
場
ニ
テ
 

木
ノ
枝
ニ
カ
ケ
テ
送
ル
 
 
 
 
三
尺
位
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
イ
 
 
 
 
ア
イ
ソ
（
ト
ヾ
松
）
 

 

セ タ 

直 径 四 寸 位 

角 

木 

ア ザ ラ シ ノ 皮 

六 年 バ カ リ 前 男 子 ハ シ ラ ヽ カ ニ 出 漁 ノ 際 露 人 （ 露 歩 兵 ） 
多 イ 焼 カ レ 諸 道 具 ヲ 尽 ク 失 ヒ タ リ 

   （ 火 ヲ 失 シ タ ル ヨ リ ） イ ノ カ 

（ 熊 ノ か た ） 

（ 飾 用 ） 

頭 部 ニ 熊 か も ノ 皮 ヲ 
      カ ブ セ 

エ ム サ 
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

野野
帳帳

11__
1188
  

（
上
段
）
 

四
月
ト
十
月
ト
二
度
外
ニ
出
ス
 

熊
ヲ
料
理
セ
ル
マ
キ
リ
ヲ
ハ
フ
ナ
ナ
〔
？
〕
ヘ
箱
ニ
入
レ
イ
ナ
オ
ニ
テ
包
ジ
外
ニ
イ
ナ
オ
（
短
キ
）
ト
共
ニ
カ
ケ
テ

置
ク
天
気
ヨ
ケ
レ
ハ
 

三
十
日
モ
置
キ
再
ヒ
家
ニ
入
ル

 ヽ

キ
ト
ビ
ル
 
ダ
イ
コ
、
イ
ナ
ホ
ヲ
円
メ
テ
入
ル

 ヽ

頭
ニ
孔
ヲ
石
ニ
テ
ア
ケ
（
男
ハ
右
方
、
女
ハ
左
）
脳
ヲ
出
シ
 
 
村
ニ
ヨ
リ
少
シ
ク
異
ル
 
 
八
寸
位
 

（
火
入
レ
ノ
石
）
 
 
no
se
ニ
入
ル

 ヽ
 
熊
ヲ
捕
ヘ
シ
ハ
 
 
ヲ
マ
ン
ノ
ト
云
フ
人
（
四
十
前
後
）
 

エ
ン
コ
ル
ス
ペ
 
 
新
ニ
熊
ニ
ナ
ラ
ス
タ
メ
 

目
球
（
両
側
ノ
短
キ
片
ニ
ツ
ケ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ル
時
ハ
 

目
球
 
エ
ン
コ
ル
ス
ペ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
酒
と
飯
を
そ
な
へ
る
 
 
 
箸
一
本
ヲ
ツ
ケ
 

 （
熊
ノ
馳
走
）
 

 （
下
段
）
 

老
年
の
人
々
一
列
ニ
並
び
熊
頭
の
前
に
膳
に
盛
り
た
る
肉
を
三
膳
そ
な
へ
る
 

そ
こ
で
膳
を
各
人
に
く
ば
る
（
主
人
は
）
各
人
ま
き
り
に
て
切
り
て
食
す
 

終
れ
ば
下
坐
に
居
る
青
年
及
ひ
小
供
に
膳
を
く
ば
る
．
 
終
れ
ば
ゆ
り
（
は
っ
）
と
つ
ぽ
こ
を
 

煮
た
る
も
の
を
 
 
に
入
れ
て
へ
ら
と
共
に
く
ば
る
（
頭
を
山
に
送
り
た
る
 

後
な
ら
で
は
食
事
を
外
に
出
す
事
能
は
ず
）
 
 
ゆ
り
を
食
す
 
 
 

子
供
等
は
出
づ
れ
ば
女
は
入
り
来
り
て
）
 
 
（
主
婦
は
食
フ
）
 
ゆ
り
、
つ
ぽ
こ
何
れ
も
湯
 

熊
に
捧
ぐ
る
も
の
 
 
 
 
 
 
膳
に
て
 
 
 
煮
と
な
し
た
る
後
あ
ざ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
食
フ
外
に
 
 
 
ら
し
の
油
に
て
煮
る
 

 
 
 
 
 
 
各
人
肉
を
食
ひ
終
れ
ば
 
 
 
串
に
さ
し
て
与
ふ
る
も
あ
り
 

 
 
 
 
 
 
草
の
葉
に
て
手
及
び
口
マ
キ
リ
を
ふ
く
 
 
 
 
 
 
 
へ
ら
ニ
テ
尽
ク
食
す
 

 
 
 
 
 
 
 
六
寸
ニ
七
八
分
 
 
 
 

 野野
帳帳

11__
1199
  

（
上
段
）
 

女
ハ
皆
ナ
横
ね
ま
り
 
女
ハ
入
口
ノ
前
に
坐
す
（
左
右
ト
モ
）
 

主
人
肉
を
膳
に
盛
り
て
更
に
女
客
に
く
ば
る
 
受
け
た
る
時
は
膳
を
さ
ゝ
げ
て
拝
し
 

然
る
後
食
す
 
四
時
前
の
如
き
は
 
鷲
つ
か
み
と
な
し
ま
き
り
に
て
け
づ
り
食
す
 

老
客
連
は
あ
ぐ
ら
よ
り
変
し
て
足
を
延
ば
し
 
自
由
に
な
り
 
女
客
等
の
食
 

す
る
を
見
る
時
々
談
笑
す
る
様
実
に
骨
稽
 
 
 
 
 
 
山
盛
り
に
さ
れ
た
る
肉
も
 

ま
た
ゞ
く
間
に
平
ら
げ
ら
る
 

イ
ノ
カ
 

死
セ
ル
熊
ノ
 

か
た
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ナ
ウ
ル
 

（
飾
ノ
タ
メ
）
 

  （
下
段
）
 

七
寸
強
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
酒
は
木
ノ
ど
ん
ぶ
り
 
茶
碗
、
皿
等
ニ
入
る

 ゝ

 
 
 
 
 
 
 
 
大
な
る
鍋
に
飯
と
ゆ
り
（
煮
た
る
も
の
）
と
を
等
分
に
入
れ
油
に
て
か
 

 
 
 
 
 
 
 
 
き
ま
は
し
膳
に
盛
り
て
熊
の
処
に
供
ふ
次
で
腕
〔
マ
マ
〕
は
 

 
 
 
 
 
 
 
 
盛
り
男
の
客
よ
り
く
ば
り
始
む
る
 
客
は
同
じ
く
へ
ら
に
て
 

 
 
 
 
 
 
 
食
す
 
飯
と
ゆ
り
と
は
あ
ら
か
じ
め
膳
に
盛
ら
れ
備
準
さ
れ
 

た
る
も
の
な
れ
ば
量
に
制
限
あ
り
故
に
多
く
小
供
等
に
与
ふ
 

主
人
は
立
つ
て
頭
の
側
に
置
か
れ
た
る
酒
瓶
よ
り
椀
に
少
量
を
入
る
ゝ
客
は
順
 

次
〔
？
〕
に
熊
の
前
に
あ
ぐ
ら
を
か
き
 
へ
ら
に
て
椀
の
上
を
一
ま
わ
り
廻
し
 

た
る
後
 
一
口
に
飲
む
二
三
人
に
て
終
る
（
酒
不
足
な
る
た
め
か
）
 

 野野
帳帳

11__
2200
  

（
上
段
）
 

主
人
は
熊
の

ko
me
r
の
肉
に
下
等
の
枝
を
挿
し
こ
み
 
no
se
ニ
イ
ナ
オ
を
さ
し
 
一
度
 

は
 
小
熊
を
あ
ご
ノ
下
ニ
台
と
な
し
安
置
す
 
客
の
中
の
老
人
（
一
定
セ
ズ
）
は
立
つ
て
敷
物
 
 

（
木
ノ
枝
）
を
東
ノ
窓
よ
り
出
す
 
主
人
は
あ
ら
か
じ
め
 
wi
do
w〔
マ
マ
〕
ノ
外
に
立
つ
て
 

受
取
る
 
次
で
 
か
け
ら
れ
た
る
 
イ
ナ
オ
を
出
す
 
次
で
 
頭
を
出
し
 
次
に
 

足
、
耳
、
耳
の
如
き
を
出
し
 
 
又
た
敷
物
を
出
す
 
 
 
傍
に
て
は
口
、
手
な
 

ど
を
 
ふ
き
た
る
草
や
 
料
理
の
時
用
ひ
た
る
葉
や
枝
の
如
き
敷
物
 

を
一
ま
と
め
に
 
む
し
ろ
に
包
み
入
口
よ
り
出
る
 
 
 
 
 
 
 
 
脳
腔
〔
？
〕
に
入
物
を
な
し
 

家
の
内
な
る
老
人
は
小
熊
を
頭
の
代
り
に
立
て
其
の
両
側
に
は
前
に
 

壁
に
か
け
ら
れ
た
る
耳
か
く
し
の
一
■
を
取
り
て
 
か
け
る
 

此
の
小
熊
も
同
じ
く
木
ノ
枝
の
小
な
る
も
の
ヽ
上
に
載
せ
ら
る
之
は
暫
く
の
間
置
か
れ
 

女
ハ
脚
絆
を
は
く
 
小
便
を
す
る
に
は
草
原
に
入
り
か
ゞ
ま
り
て
便
ず
る
 

男
子
は
海
岸
の
草
原
近
く
 
か
ゞ
ま
り
て
大
便
を
す
る
 

 小
刀
と
共
に
箱
に
入
れ
て
棚
に
仕
舞
ふ
 

チ エ プ イ ノ （ 飾 ） 

青 キ レ 

 

女
客
肉
を
終
れ
ば
 

も
ろ
み
を
く
ば
ら
る
ゝ
へ
ら
 

に
て
な
め
る

 

足
ノ
皮
、
眼
ヲ
樺
ニ
テ
 

包
ミ
タ
ル
モ
ノ
 

ノ
辺
ニ
ハ
舌
、
耳
ナ
ド
 

ヲ
カ
ケ
ル
 

 ヲ
ツ
ケ

 

173



国 立 ア イ ヌ 民 族 博 物 館 研 究 紀 要　 第 3 号 (2024）
National  Ainu Museum Journal  Vol .3  (2024)

 （
下
段
）
 

火
の
事
 
―
 
熊
ヲ
飼
ヒ
タ
ル
家
ノ
外
 
外
ニ
出
ス
コ
ト
自
由
ナ
リ
 
火
ヲ
絶
ヤ
サ
ヌ
様
心
配
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
 

大
便
の
時
間
な
る
も
の
 
―
何
物
テ
モ
用
ユ
ル
コ
ト
ナ
シ
 

人
間
ノ
本
源
 

結
婚
 
―
 
年
令
、
法
、
―
相
互
ニ
愛
シ
合
フ
仲
ナ
レ
ハ
自
由
ニ
ス
ル
モ
父
母
ハ
関
渉
セ
ズ
、
然
し
父
 

母
ノ
方
ニ
気
ニ
入
ラ
ヌ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
不
承
諾
ノ
コ
ト
ア
リ
 
一
家
ニ
夫
婦
 

者
ハ
何
組
モ
同
居
ス
ル
 

乳
の
出
で
ざ
る
時
 
―
 
他
ノ
女
ニ
子
ヲ
頼
ム
 
或
は
砂
糖
 

臨
終
の
時
 

漁
法
の
種
類
、
―
―
あ
み
、
も
り
（
針
金
ニ
テ
製
シ
タ
ル
鈎
ニ
テ
小
サ
キ
う
ぐ
い
類
ヲ
捕
フ
ル
コ
ト
モ
ア
リ
）
か
ぎ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
や
り
、
や
す
 

猟
法
の
種
類
、
 
 
鉄
砲
、
わ
な
、
虎
ば
さ
み
、
置
き
弓
、
や
り
（
昔
ハ
■
狩
ニ
用
ヒ
タ
リ
）
わ
な
ニ
用
フ
ル
鋒
ハ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ね
づ
み
、
ね
づ
み
、
や
ま
ど
り
ナ
リ
 

入
墨
 
 
 
 
―
―
昔
ハ
手
ニ
モ
入
レ
タ
リ
 

髪
を
切
る
法
 
―
―
か
み
そ
り
（
今
ハ
）
 
は
さ
み
（
今
）
 

ア
フ
ト
 
ラ
ン
 
雨
ハ
降
ル
 

 他
人
ノ
難
破
舩
ニ
テ
死
セ
シ
コ
ト
ヲ
聞
キ
シ
モ
哭
泣
ス
．
一
般
ニ
ハ
死
後
墓
に
来
ラ
旨
ス
ル
 

コ
ト
ヲ
忌
ム
（
殊
ニ
女
ハ
）
ト
雖
モ
 
―
―
―
―
〔
右
上
へ
〕
 

墓
ニ
至
リ
テ
煙
草
ノ
少
量
ヲ
 

ツ
マ
ミ
テ
供
ス
レ
ハ
死
人
ハ
大
ニ
喜
ブ
モ
ノ
ト
ナ
ス
 

東
海
岸
ニ
テ
ハ
叉
ノ
ア
ル
墓
標
ヲ
用
ヒ
ズ
 

一
般
ニ
女
ニ
ハ
墓
標
ナ
シ
 
一
般
ノ
人
々
ハ
海
ニ
テ
死
セ
シ
人
 

ヲ
恐
ル
ヽ
コ
ト
甚
タ
シ
ク
 
其
ノ
話
ヲ
聞
ク
タ
ケ
ニ
大
ニ
泣
キ
カ
ナ
シ
ム
 

 野野
帳帳

11__
2211
  

（
上
段
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ポ
ロ
ナ
イ
村
に
入
る
  

熊
ヲ
捕
へ
家
に
帰
リ
テ
モ
婦
女
子
ハ
 

哭
泣
ス
（
カ
モ
イ
ハ
来
タ
ト
云
フ
テ
）
 

又
タ
熊
祭
ヲ
ス
ル
タ
メ
殺
サ
ル
ヽ
熊
ノ
前
ニ
至
リ
テ
 

充
分
ニ
哭
泣
シ
テ
別
レ
ヲ
告
グ
ル
モ
ノ
ナ
リ
 

他
人
ノ
死
セ
シ
報
告
ハ
来
レ
ハ
婦
女
子
ハ
 

先
ツ
泣
テ
カ
ナ
シ
ム
ヲ
 
一
ノ
儀
 

（
下
段
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
式
様
ト
シ
テ
居
ル
 

 

 
 
 
シ
ラ
ヽ
カ
に
入
る
 
 
 
 

ド
ナ
（
一
般
ノ
名
）
 
 
 
ヲ
フ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
連
ふ
■
長
ク
ナ
レ
ハ
金
■
 

キ
テ
（
モ
リ
）
 
ド
ラ
ラ
（
ヒ
モ
ノ
）
 
ド
ナ
（
橋
）
 
 
ド
ナ
ル
ク
ム
（
二
本
ノ
時
）
 

 
 
 
 
 
 
 
ド
ル
ク
ム
（
二
本
ノ
時
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ザ
ラ
シ
ヲ
捕
フ
ル
（
氷
ノ
上
ニ
テ
）
 

 
 
 
 
ラ
ッ
ハ
 
 
 
 
 
一
丈
モ
ア
ル
（
何
テ
モ
ツ
グ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水
面
ニ
テ
 

三
寸
 
 
二
尺
 

一
寸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
寸
位
入
 
 
二
ヶ
処
ニ
テ
結
ブ
 

 
 

野野
帳帳

11__
2222
  

（
上
段
）

 
熊
ノ
骨
ハ
尽
ク
山
ニ
持
っ
行
キ
 
イ
ナ
ヲ
ノ
 
 
 

七
八
ケ
月
位
モ
 
 
 
傍
ニ
置
ク
（
以
前
ハ
棚
ヲ
作
リ
テ
載
セ
タ
ル
 

シ
メ
シ
レ
ハ
〔
？
〕
 サ
ル
ヲ
カ
セ
ヲ
乾
シ
タ
モ
ノ
ヲ
用
フ
  
  
  
  
モ
ノ
ナ
リ
ト
）
 
 
  

キ
レ
 
或
ハ
縄
ニ
テ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山
ニ
送
ル
ニ
ハ
四
五
行
ク
 

一
定
ノ
場
所
ナ
リ
 

       （
下
段
）
 

マ
ヌ
イ
村
渡
舩
場
に
て
吾
等
を
渡
し
呉
れ
し
十
四
五
才
ノ
一
少
女
耳
に
飾
れ
る
 

輪
は
■
に
■
ふ
思
■
や
過
く
る
日
 
貝
塚
に
て
発
掘
せ
る
も
の
と
寸
分
違
は
ざ
 

る
事
を
実
見
せ
り
 
 
―
 
半
透
明
に
し
て
ギ
ヨ
ク
の
如
き
も
の
に
少
し
く
 

 
 
 
 
洋
銀
 
 
 
 
 
 
 
緑
色
を
斑
ら
に
帯
べ
る
も
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
直
径
五
六
分
 

ヲ
サ
ン
ブ
タ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
支
那
ヨ
リ
来
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ト
 

   
 
 
 
 
 
 
 
長
 
 
９
寸
 
 
５
分
 
 
 
巾
 
 
８
分
 

一 本 ハ ナ シ 云 フ 時 

シ ネ ル ク ム 

厚 ク 黒 キ 布 ニ テ 
 靴 下 ノ 如 ク 造 ル 

ワ ー レ ー 
    ア イ ヌ 村 
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

野野
帳帳

11__
2233
  

（
上
段
）
 

      （
下
段
）
 

    野野
帳帳

11__
2244
  

（
上
段
）
コ
タ
ン
ケ
シ
 
ニ
ー
ト
イ
 

 
 
 
 
ニ
ー
ト
イ
 
渡
舩
場
 

コ
タ
ン
ケ
シ
浜
 

 

（
下
段
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
タ
ン
ケ
シ
ヨ
リ
春
移
住
セ
リ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
カ
チ
イ
ナ
オ
 

 
ト
イ
ク
シ
村
ア
イ
ヌ
（
ヌ
ッ
コ
ン
バ
イ
ノ
）
 

              

大 漁 の な き 場 所 ？   二 尺 八 分 ？ 

或 は 険 し き も の ゝ 

漁 さ れ し 処 に 立 つ 

海 岸 ノ イ ナ ヲ 
   家 ヨ リ 二 三 丁 離 レ タ ル 処 

フ ン カ ― シ ラ ヽ カ の チ ャ 〱 

フ レ チ シ に 至 る 

途 に て フ レ チ シ に 

入 ら ん と す 

生
に
て
食
す
る
は
鱒
ノ
頭
（
ヒ
ジ
キ
）

 
ト
尾
よ
り
二
三
寸
の
処
の
み
を
食
す
。

 
又
た
イ
ト
ウ
（
ち
ゆ
ら
い
）
を
も
生

 
に
て
食
す
。

 
米
を
か
み
て
こ
ね
団
子
と
な
し

 
焼
き
て
食
す
る

 
鱒
の
焼
乾
を
か
み
其
を
ア
ザ
ラ
シ

 
 
の
油
に
て
料
理
す
る

 
野
菜
を
好
ま
ず

 
ふ
き
を

 
食
は
ず

 
唯
た
バ
ッ
カ
エ
の
時
に

 
 

 
 

 
ア
ザ
ラ
シ
の
油
に
て

 
 

 
 

 
食
す
。

 
ゆ
り
、
と
ゅ
り
っ
ぷ
、
き
と
び
る

 

煙
草
入
、
火
打
石
入
、

 
マ
キ
リ

 
角
ヲ
サ
ゲ
ル

 
細
帯
ノ
両
端
ニ
此
ノ
モ
ノ
ヲ

 
ツ
ケ
前
二
重

 
 

 
■
ル

 

ダ マ サ イ 

幼 児 ノ 病 メ ル 時 

ゴ
プ
サ

 

一 尺 位 
 玉 鈴 

一 尺 三 四 寸 ノ 
    ヲ シ コ ニ 
  と い ふ 木 
   （ 柳 ノ 木 ノ 
     如 キ モ ノ ） 

二 本 

五 寸 

鉄 

黒 赤 

■ カ エ キ 黒 キ レ 

gla
ss 

ね
り
玉

 
青
、白
、桃

 

red
 

B 
R 

B 
 

ye
ll. 

R 
B 

red
 

gr
ee

n 
 b

lue
(g

) 

野野
帳帳

11__
2255
  

（
上
段
）

 
微
温
湯
ニ
テ
体
ノ
下
部
 
 
 
 
 
 
 
 
頭
ヨ
リ
■
ヲ
通
シ
テ
カ
ブ
セ
、
 

及
ビ
頭
ナ
ド
ヲ
洗
ヒ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
サ
キ
布
ノ
中
ニ
テ
足
ヲ
 

然
ル
後
母
ハ
其
ノ
湯
 
 
 
 
 
 
 
 
 
巻
キ
包
シ
其
上
ニ
足
袋
 

ヲ
口
ニ
含
ミ
テ
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
カ
ブ
セ
ル
、
再
ヒ
シ
ョ
ー
ル
ニ
包
ミ
伏
セ
シ
ム
 

ニ
口
ヲ
近
ツ
ケ
、
吐
キ
 
 
 
 
 
 
 
 
取
り
出
し
 

出
シ
ツ
ヽ
右
手
ニ
テ
全
身
 

ヲ
摩
シ
 
洗
ヒ
清
メ
 

再
三
繰
リ
返
ス
 

全
ク
終
レ
ハ
 
シ
ョ
ー
ル
ノ
 

如
キ
ニ
テ
極
メ
テ
粗
雑
 

ニ
体
ヲ
ヌ
グ
ヒ
且
ツ
包
ミ
テ
―
暫
く
頭
ナ
ド
ヲ
ヌ
グ
ヒ
 
不
潔
ナ
ル
シ
ャ
ツ
ヲ
 

 
 
 
 
 
 
 
嬰
児
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
タ
ン
ケ
シ
岬
ヨ
リ
 

 野野
帳帳

11__
2266
  

（
下
段
）
 

シ
ス
カ
に
入
ら
ん
と
す
、
 

 野野
帳帳

11__
2277
  

 
オ ロ ッ コ ノ 手 ニ ナ レ ル     パ ㇰ エ シ ヤ リ （ 目 ）   ブ ア ッ ジ ェ― （ 足 ） 

       樺 製 ノ 物 入 レ      ポ ク ト （ マ ユ ゲ ） 

コ ロ ク ト （ ■ 山 ） ガ ッ タ （ 塩 ） 
         ム ー （ 水 ） 

ホ リ ア （ ハ ナ ） ヲ ク ッ タ ン ダ ッ タ ニ （ 陰 毛 ） 

エ ハ （ 猫 ） 

ム リ （ 馬 ） ブ ダ ッ タ （ ヒ ゲ ） ド ル ボ ヅ ニ ー （ 石 ） 

ウ ィ ン ダ （ 犬 ） ニ ル ク ト （ カ ミ ） ベ ィ （ 月 ） 

マ バ ー チ ヤ （ 親 ） バ ブ ー （ 陰 門 ） シ ュ ー （ 日 ） 

マ ヽ （ 老 女 ） ツ ゥ ツ ゥ ー （ 陰 茎 ） ナ ー （ 地 ） 

ウ フ ッ ト （ 女 ） 

シ ィ （ 汝 ） ツ エ ウ （ ■ ■ ） ボ ー （ 天 ） 

デ ィ （ 私 ） シ ヨ ソ （ へ ）   

ジ ヤ ッ カ ー （ 宝 ） ア ム （ ■ ） シ ヤ イ ン ナ （ タ ラ ■ ） 

グ ゥ ヲ ヨ ー （ 軸 ） ホ シ ク タ （ 爪 ） モ ー モ ー （ ■ ） 

ギ ョ ワ （ ■ カ イ ）      ホ ト ウ （ 手 ） 煙 草 （ キ セ ル ） 

ギ ョ ウ ン ド ゥ リ （ ■ ■ ■ ） ガ ー ラ （ ウ デ ） テ ト ゥ ワ （ 上 着 ） 

ウ グ タ （ 舩 ） パ ン ナ コ レ （ 交 接 ）   モ ゴ （ 顎 ） ア ー プ （ 帽 ） 

ガ ー イ ス ド フ エ （ ■ ■ レ ッ プ ） ■    シ エ ヌ （ 舌 ） ワ ン バ ッ ク （ 手 袋 ） 

デ ク ト ー （ 行 李 ） 樺 （ タ ル ）      シ エ （ 耳 ） ウ タ （ 靴 ） 
九
寸

 

黒
 

五 寸 

三 寸 

川 柳 ノ 根 ヲ 割 リ 

タ ル モ ノ 
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  野野
帳帳

11__
2288
  

（
上
段
）

 
                  （
下
段
）
 

ハ ウ ヲ ッ コ （ 手 拭 ） 

フ ナ ー プ ト （ 指 輪 ） 

ト ッ ホ （ ボ タ ン ） 

ウ ム リ （ 帯 ） 

パ リ ウ （ ズ ボ ン ） 

カ ウ ラ （ 家 ） 

ア ラ ッ ケ ボ ゥ ー ル （ 酒 ヲ 下 サ イ ） 

サ ギ ナ ン バ 、 ボ ウ ー ル （ 煙 草 ヲ 下 サ イ ） 

ド ル ゥ ホ （ 昼 ） 

フ チ エ ー ガ （ マ キ リ ） 

テ ル ン キ ー （ ニ シ ン ） 

ハ ゼ エ （ 小 ニ シ ン ） 

ウ ン ニ エ ー ニ エ （ ウ ゴ イ ） 

ダ ワ （ 鮭 ） 

ウ コ ー ル （ 鱒 ） 

ブ ッ ダ デ フ リ （ メ シ ） 

ウ ニ ー ガ リ （ 星 ） 

プ ウ ッ ト （ 小 児 ■ ■ ） 

ウ ァ ム ー ア （ 揺 ラ ン ） 

プ ト ウ リ ッ カ （ ト グ リ ） 

チ ヤ― ミ （ 茶 碗 ） 

ビ ニ ェ シ （ 皿 ） 

ウ ヲ ル ム カ （ 盃 ） 

エ ㇲ ピ ル ト （ ア ル コ ー ル ） 

ホ ツ プ リ （ 玩 具 ） 

ラ ウ ヲ タ （ 刀 ） 

シ イ （ 屋 根 ） 

カ ル ツ カ （ ユ リ ） 

ベ ラ ー ト （ ■ ■ ） 

シ ヨ ク シ ヨ （ ト ビ ） 

ダ シ （ ワ ン ） 

■ パ ミ ッ タ （ ブ ヨ ト ） 

シ エ ジ ェ ク タ （ ハ イ ） 

ガ ー イ （ 烏 ） 

ハ ピ ナ ウ （ 蜂 ） 

ナ ル マ ク タ （ 蚊 ） 

ト モ ー モ エ （ 刀 ） 

エ ー ワ （ へ ら ） 

イ ェ ン ヌ ー ワ （ 鍋 ） 

ウ ツ ト ポ ッ タ ベ ー （ 娘 ） 

ウ ァ モ ー ウ ァ （ ク ラ ） 

ウ ェ チ ェ ン シ エ レ ー （ ■ ） 
 

シ ユ ナ ー （ 犬 ノ 口 輪 ） 

ウ ベ ル タ ニ カ （ 鉄 砲 ） 

パ ド （ 煙 草 ） 

チ ヤ ー ニ カ （ 釜 ） 

ヲ ス ト ー ニ （ ■ ）   ポ シ ッ チ ヨ イ （ ノ ミ ） 

カ ウ ラ ラ ー パ （ 柱 ）  チ エ ツ カ （ シ ラ ミ ） 

モ ー ツ ユ （ モ エ 木 ）  コ ド ー プ （ ナ ン キ 虫 ） 

モ ー （ 木 ）      シ エ ド ホ （ ト レ ツ プ ） 

タ ワ （ 火 ）      ナ モ ツ タ （ 苔 ） 
           モ ロ ッ チ ヨ （ 入 物 ） 
           ハ ラ ダ （ 一 番 ） 

二 間 半        シ ヨ ウ ラ （ ニ シ キ ） 

家 屋         ヲ ル バ ー ホ （ 女 服 ） 

  野野
帳帳

11__
2299
  

（
上
段
）
 

マ
グ
ン
コ
タ
ン
以
北
ニ
ア
イ
ヌ
ハ
二
百
、
オ
ロ
ッ
コ
ハ

35
0 
ギ
リ
ヤ
ク
ハ

15
0 
ト
ン
グ
ー
ス
ハ
国
境
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
キ
ー
リ
ン
）
 

ノ
三
里
南
ム
イ
カ
に
三
人
 
 
タ
ラ
ン
コ
タ
ン
ニ
サ
ン
ダ
ー
（
露
）
親
子
 
 
 

秋
ニ
ハ
山
ニ
入
リ
 
て
ん
ヲ
捕
ル
冬
ニ
ハ
川
馴
鹿
ヲ
食
ス
ル
タ
メ
山
ニ
入
ル
 
三
ケ
 

四
ケ
ツ

 ヽ
天
幕
使
ヒ
ヲ
ス
ル
 
若
キ
人
ハ
 
常
ニ
働
ク
 
セ
ム
シ
ハ
ナ
イ
 

以
上
モ
居
ル
 
之
レ
肉
食
ノ
タ
メ
ナ
リ
 
病
ニ
カ
ヽ
レ
バ
急
ニ
死
ス
 
春
ニ
ナ
 

レ
バ
 
テ
ル
ぺ
ニ
ー
岬
ヲ
越
ヘ
テ
 
フ
ナ
コ
シ
 
ヲ
越
ヘ
テ
ア
ザ
ラ
シ
ヲ
 

捕
フ
ル
 
夏
ニ
ナ
レ
ハ
川
ノ
上
流
ヤ
河
口
ニ
テ
漁
ス
ル
 
中
ニ
ハ
内
地
人
ニ
雇
ハ
レ
 

ト
ナ
カ
イ
ヲ
■
フ
 
其
数
ハ
富
ノ
度
ヲ
示
ス
 
故
ニ
妻
ヲ
娶
ル
ニ
モ
 

ト
ナ
カ
イ
ノ
数
ニ
ヨ
ル
 
即
チ
 
女
ノ
売
買
ナ
リ
 
又
タ
祖
先
伝
来
ノ
 

刀
、
剣
、
ニ
シ
キ
ヲ
宝
ト
シ
テ
居
ル
 
血
族
結
婚
ヲ
ハ
決
シ
テ
ナ
サ
ズ
 

之
レ
神
ノ
罰
ヲ
ウ
ク
ル
カ
ラ
ト
信
ジ
テ
居
ル
 
オ
ロ
、
ト
ギ
リ
、
ト
ノ
間
ニ
ハ
昔
ハ
 

出
来
ザ
リ
シ
モ
今
ハ
ア
ル
 
妻
ノ
意
ニ
サ
カ
ラ
ウ
コ
ト
ナ
シ
 
之
レ
買
ヒ
タ
ル
 

モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
 
妻
ノ
財
産
ト
夫
ノ
財
ト
分
レ
テ
居
ル
 

 （
下
段
）
 

鼠
ノ
皮
、
カ
ワ
ウ
ソ
ノ
皮
ノ
如
キ
妻
ノ
財
産
、
テ
ン
、
ト
ナ
カ
イ
ノ
皮
ハ
 

夫
ノ
財
、
 

ニ
コ
ラ
エ
ス
ク
ノ
北
ニ
ハ
ヨ
ッ
コ
ト
云
フ
人
種
ア
リ
 
 
 
冬
ナ
レ
ハ
 
三
日
ニ
テ
国
 

境
ニ
達
シ
今
ハ
六
日
ニ
テ
丸
木
舩
ニ
テ
行
カ
レ
ル
 
 
故
ニ
土
人
ノ
捕
ヘ
タ
ル
 

皮
ヲ
 
買
フ
タ
メ
 
露
人
ハ
南
下
ス
ル
 
 
 
一
年
間
に
八
万
円
位
モ
ト
レ
ル
ト
 

ス
シ
カ
〔
シ
ス
カ
〕
附
近
ニ
テ
日
本
人
ノ
買
ヒ
タ
ル
ハ
二
万
五
千
円
モ
ア
ル
 
他
ハ
 

露
人
ニ
買
ハ
レ
タ
 
土
人
ハ
皆
ナ
露
領
ニ
行
キ
テ
買
フ
テ
来
ル
 
価
モ
 

1/
3
ニ
テ
出
来
ル
 
故
ニ
此
処
ノ
土
人
ハ
日
本
人
ヨ
リ
買
フ
ヨ
リ
モ
露
人
ヨ
リ
 

買
フ
傾
キ
ア
リ
 
之
レ
 
日
本
物
品
ハ
粗
雑
ナ
ル
タ
メ
ナ
リ
 

露
人
ハ
マ
グ
ン
コ
タ
ン
ニ

16
 
ス
ヽ
カ
ニ
露
人
ヲ
妻
ニ
シ
テ
居
ル
ア
リ
 

 野野
帳帳

11__
3300

  
（
上
段
）
 

露
人
ハ
■
■
■
が
河
ヲ
逆
行
を
試
み
た
れ
ど
九
月
頃
な
る
故
失
敗
せ
り
 

然
し
ノ
ー
ビ
ッ
ク
の
水
兵
ハ
土
人
ノ
舩
に
て
種
々
の
困
難
を
経
て
上
 

れ
り
 

三
四
百
貫
ノ
荷
と
四
五
人
の
人
夫
と
に
て
水
を
■
る
事
は
出
来
る
 

ナ
ヨ
ロ
よ
り
三
十
六
里
に
て
国
境
に
至
る
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

  蚊
に
て
ト
ナ
カ
イ
は
襲
は
る

 ヽ
ト
ナ
カ
イ
は
冬
期
人
間
ノ
尿
を
 

好
む
（
塩
分
を
含
む
た
め
な
ら
ん
）
 
犬
ハ
糞
を
好
む
 
犬
橇
ハ
 

一
月
ヨ
リ
三
月
マ
デ
ト
ブ
キ
ー
ま
で
三
日
に
て
通
る
 
以
北
は
ト
ナ
カ
イ
 

の
橇
に
て
旅
行
す
る
. 
一
月
よ
り
三
月
ま
で
は
晴
天
の
み
な
る
 

故
ト
ナ
カ
イ
に
て
旅
す
る
に
好
期
な
り
 
故
に
土
人
は
移
住
す
る
 

一
ケ
の
舩
に
積
む
丈
ケ
の
財
産
よ
り
多
く
存
せ
ず
 
眠
る
に
も
 

ト
ナ
カ
イ
の
皮
を
敷
き
 
寒
さ
に
堪
へ
る
 

 （
下
段
）
 

カ
ワ
ウ
 テ
ン
を
捕
ふ
る
に
馬
の
尾
の
わ
な
に
て
水
に
ヲ
ボ
レ
シ
ヌ
 

翌
朝
捕
へ
る
. 
区
域
は
定
ま
り
 
他
の
場
所
に
て
捕
ふ
る
能
 

は
ず
 

 
づ
る
く
し
て
 

利
コ
ー
な
る
は
オ
ロ
チ
ヨ
ン
よ
り
 
ギ
リ
ヤ
ク
は
三
ケ
国
の
言
を
事
る
 

オ
ロ
チ
ョ
ン
は
ニ
ケ
国
（
ア
イ
ヌ
、
ヲ
ロ
）
 
 
 
 
 
 
最
も
利
こ
う
 

ギ
リ
ハ
 昔
の
風
を
棄
て
ず
 
la
it
, 

ト
ナ
カ
イ
は
放
牧
に
て
番
人
も
あ
る
 
 
 
 
 
 
ア
イ
ヌ
は
最
も
馬
鹿
 

雪
は
五
尺
 
北
に
行
け
は
少
な
し
 
 
 
 
 
土
人
は
脂
の
為
め
乾
期
に
堪
ゆ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
の
み
 
生
脂
に
て
 

脂
の
粥
を
食
す
 
五
月
雪
解
け
の
時
は
交
通
最
も
悪
し
 

雨
期
ハ
八
月
の
中
よ
り
九
月
の
末
ま
で
 

 野野
帳帳

11__
3311
  

（
上
段
）
 

七
十
位
ハ
最
高
年
令
 
一
般
ニ
年
令
ニ
比
シ
テ
ハ
老
衰
、
 
■
女
ハ
十
二
三
ニ
シ
テ
結
婚
す
 

男
は
年
多
く
財
産
を
貯
へ
る
ま
で
 

一
夫
多
妻
な
る
が
 
日
常
の
生
活
上
老
妻
は
眼
病
を
患
ひ
仕
事
も
出
来
る
さ
る
様
に
な
る
 

故
 
若
キ
妻
を
娶
る
事
を
夫
に
勤
〔
勧
〕
め
る
ほ
ど
よ
い
若
き
妻
は
母
に
事
ふ
る
 

如
く
老
妻
に
事
へ
る
 
決
し
て
 
そ
ね
む
如
き
事
な
し
 

財
産
は
長
子
に
伝
は
る
 

数
の
観
念
な
き
故
 
分
配
す
る
際
に
は
 
其
の
数
の
多
少
に
関
せ
ず
最
も
初
め
 

に
得
る
事
を
以
て
最
上
の
も
の
と
心
得
て
居
る
 

日
本
人
の
■
■
は
如
何
な
る
事
に
て
も
其
意
に
従
ふ
さ
ま
 
実
を
あ
は
れ
む
べ
し
 

顔
を
洗
ふ
に
は
湯
を
口
に
ふ
く
み
両
手
を
廣
げ
其
を
吐
き
つ

 ヽ

行
ふ
 

 

  

 
チ
ェ
ン
ボ
ー
（
O）

 
 
 
ト
ー
ジ
ュ
ス
（
G）

 

 
メ
ィ
ー
フ
（
G）

 
 
 
 
ド
ゥ
シ
エ
ー
（
O）

 

 
 
 
 
 
 
 
ワ
ゴ
ス
（
G）

 

 
 
 
 
 
 
 
ウ
ル
ン
ド
（
O）

 

 （
下
段
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
一
間
位
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
ェ
グ
ー
ス
（
青
紫
花
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
尺
一
二
寸
 
 
 
 
 
 
 
 
エ
ス
ク
ト
ゥ
（
イ
ソ
ツ
ヽ
ジ
）
 
G？

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
グ
ー
フ
（
カ
ン
コ
ー
ラ
ン
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
尺
七
八
寸
 
 
 
 
 
 
 
ガ
ノ
ワ
ハ
（
地
衣
）
 

 
 
 
 
ド
フ
ガ

s
チ
フ
（
G）

 
ハ
ヲ
ガ
チ
ㇷ
 
八
九
寸
 
 
 か
ひ
ノ
長
サ
 
九
尺
 
 
 
ゴ

s
ヨ
ー
（
G）

 

 
O（
ド
リ
エ
フ
ク
ト
ゥ
）
 
 
 
 
（
タ
ル
ダ
ボ
ケ
ト
ウ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 メ
ジ
ェ
グ
ス
（
G）

 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
尺
六
寸
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
リ〔
レ
〕ッ
チ
ェ（

O）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ギ
ョ
ウ
ク（
キ
ェ
ー
ク
ス
） 

 
 
 
 
舟
 
 
 
モ
ッ
ホ（

G）
 

ハ
マ
ル
ブ
ク
ト
ゥ
（
O）

 
パ
ス
ト
レ
（
O）

 
  
シ
ヨ
ウ
リ
（
ト
モ
カ
チ
）（
メ
ィ
ー
ニ
ェ
）
 
 
 
 
 
 
 

ア
カ
ル
ガ
チ
エ
フ
（
G）

 
タ
ネ
ヘ
ス
（
G）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ム
モ
ッ
ク
ダ
（
O）

 

 
 
 
 
ヲ
ク
ソ
ゴ
（
ソ
リ
）
 
 
 
 
 
 
フ
レ
イ
（
O）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
ム
モ
ワ
ク
ス
（
G）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ
ヶ
ヌ
ヘ
イ
（
G）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上
部
ノ
板
 

 野野
帳帳

11__
3322
    

（
上
段
）
 

ギ
リ
ヤ
ク
種
族
、
埋
葬
法
 
人
死
ス
レ
ハ
其
ノ
身
分
ニ
ヨ
リ
相
違
ア
リ
ト
雖
モ
先
ツ
相
応
の
衣
服
 

を
着
セ
 
且
ツ
装
飾
品
ヲ
帯
バ
セ
且
ツ
イ
ナ
ヲ
ヲ
帽
子
ニ
ツ
ケ
タ
ル
ヲ
冠
ラ
セ
火
葬
ニ
ス
、
 

此
法
ハ
薪
ヲ
 
 
 
ノ
如
ク
高
ク
積
ミ
此
上
ニ
人
ヲ
臥
セ
シ
メ
其
ノ
四
方
ノ
角
ヨ
リ
点
火
 

ス
ル
点
火
シ
終
レ
ハ
其
周
囲
ニ
哭
泣
シ
居
タ
ル
群
集
ハ
尽
ク
 

立
去
リ
僅
カ
ニ
一
人
其
ノ
死
者
ノ
子
或
ハ
近
親
ノ
モ
ノ
ノ
ミ
残
リ
尽
ク
焼
ケ
終
ル
 

マ
テ
此
処
ヲ
去
ル
コ
ト
ナ
シ
而
テ
即
チ
此
ノ
焼
カ
レ
タ
ル
骨
ハ
普
通
見
ル
如
ク
拾
ヒ
集
 

メ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
ク
其
ノ
マ
ヽ
此
ノ
場
所
ニ
捨
テ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ナ
リ
 
家
ニ
テ
ハ
木
ニ
テ
 

高
サ
七
八
寸
ノ
人
形
ヲ
作
リ
之
ニ
新
ニ
仕
立
テ
タ
ル
小
ナ
ル
美
ハ
シ
キ
衣
ヲ
着
セ
 

且
ツ
身
分
ヨ
キ
処
ナ
レ
バ
 
錦
ニ
テ
帽
子
ヲ
作
リ
テ
其
ヲ
冠
ラ
セ
 
加
フ
ル
ニ
 

G ト ゥ ス コ ス 
O. パ ヲ ラ 

ム モ ッ ホ （G ） ム ウ ー ギ s （G ） 

G ム モ サ ー （ ウ ラ ー ） 

馴 鹿 ソ リ 
  

柴 
 
 

一 寸 三 四 位 

五 二 ■ 分 
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  充
分
ノ
装
飾
品
ヲ
モ
帯
バ
セ
テ
 
棺
ニ
入
ル

 ヽ
棺
ト
ハ
其
ノ
名
ノ
ミ
ニ
シ
テ
実
ハ
 

住
屋
ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
タ
ル
ニ
過
キ
ズ
 
高
サ
一
尺
二
三
寸
 
長
サ
二
尺
位
ノ
 
家
形
ヲ
 

板
ニ
テ
作
リ
其
内
ニ
人
形
ヲ
収
メ
且
ツ
宝
ヲ
モ
入
ル
ヽ
家
ヨ
リ
ア
マ
リ
隔
タ
ラ
ザ
ル
処
ニ
其
ヲ
置
キ
 

別
ニ
其
前
ニ
於
テ
礼
拝
ナ
ド
ヲ
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
 
又
タ
■
年
ア
リ
テ
モ
其
ノ
墓
ニ
 

 （
下
段
）
 

参
拝
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
モ
ナ
シ
 
唯
タ
人
死
ス
レ
ハ
男
女
ニ
関
セ
ズ
哭
泣
ス
ル
モ
ノ
 

ナ
ル
ガ
身
分
高
キ
人
ナ
レ
ハ
親
近
ナ
ラ
ザ
ル
他
人
サ
ヘ
哭
泣
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
 
又
タ
 

葬
儀
終
レ
ハ
近
縁
ノ
人
々
ヲ
集
メ
酒
ヲ
飲
ミ
且
ツ
馳
走
ヲ
ナ
ス
、
又
タ
翌
 

一
般
ニ
死
人
ノ
コ
ト
ニ
関
シ
語
リ
合
フ
ヲ
好
マ
ズ
、
過
去
ハ
全
ク
過
去
ニ
葬
リ
終
 

ル
ノ
ミ
、
サ
レ
バ
幽
霊
ノ
出
現
ニ
■
セ
ル
■
法
ナ
ド
無
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
 

ズ
ト
 

出
産
ニ
際
シ
テ
ハ
住
宅
ヨ
リ
十
間
以
内
ノ
処
ニ
小
ナ
ル
天
幕
ヲ
張
リ
産
婦
ハ
他
ノ
 

女
ニ
助
ケ
ラ
レ
其
処
ニ
移
ル
、
此
処
ニ
食
物
ハ
婦
女
或
ハ
夫
ニ
ヨ
リ
テ
運
バ
ル
 

ヽ
モ
ノ
ナ
レ
𪜈𪜈
 此
間
ハ
他
人
ノ
同
居
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
日
夜
独
リ
ニ
テ
此
処
ニ
居
ル
 

産
モ
安
ク
終
レ
ハ
 
初
メ
テ
 
家
人
ニ
告
ゲ
ラ
レ
其
夫
モ
家
人
モ
其
処
ニ
至
リ
■
 

ラ
シ
テ
幼
児
ヲ
見
ル
 
サ
レ
ド
直
ニ
家
ニ
移
ル
コ
ト
ナ
ク
、
三
日
間
ハ
此
処
ニ
テ
独
リ
ニ
テ
 

ト
ヾ
マ
ル
 
三
日
ヲ
過
ギ
家
ニ
入
リ
テ
ハ
命
名
ヲ
ナ
ス
ヲ
例
ト
ス
 
出
産
後
幼
児
ハ
 

水
又
ハ
湯
ニ
テ
洗
ハ
ル
ヽ
（
誰
ハ
）
六
日
後
洗
フ
 

母
或
ハ
姥
 
二
三
ヶ
月
後
 
命
名
 

 野野
帳帳

11__
3333
  

（
上
段
）
 

結
婚
ハ
財
産
ノ
有
無
ニ
ヨ
リ
難
易
ア
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
一
般
ニ
云
ヘ
ハ
男
子
若
シ
或
ハ
 

女
子
ヲ
望
ミ
タ
ル
時
ニ
自
ラ
女
子
ノ
親
ニ
語
ル
カ
或
ハ
人
ノ
■
■
ニ
ア
リ
テ
意
ヲ
 

通
ズ
 
此
ノ
■
■
成
立
ノ
時
ハ
夫
タ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヨ
リ
妻
タ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヽ
家
ニ
財
ヲ
贈
ル
 

モ
ノ
ト
ス
 
而
シ
テ
妻
方
ノ
家
ヨ
リ
モ
其
ノ
身
分
ニ
応
ジ
テ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ
相
当
ス
ル
 

返
報
ヲ
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
所
謂
持
参
金
）
タ
ト
へ
此
ノ
返
礼
ナ
シ
ト
雖
モ
夫
ハ
必
 

ス
送
ラ
ザ
ル
可
ラ
ズ
 
妻
ヲ
迎
ヘ
タ
ル
時
ハ
村
中
ノ
モ
ノ
ヲ
集
メ
酒
宴
ヲ
ナ
ス
 

ハ
一
般
ノ
例
ナ
レ
𪜈𪜈
 
之
ノ
コ
ト
モ
其
ノ
夫
ノ
身
分
ニ
ヨ
リ
全
ク
無
キ
モ
ノ
ア
リ
 
（
女
ノ
家
ニ
テ
如
何
 

オ
ロ
ツ
コ
ノ
葬
儀
 
今
ハ
全
ク
露
化
シ
埋
葬
ヲ
ナ
シ
且
ツ
十
字
架
ヲ
 

立
テ
一
見
露
人
ノ
ソ
レ
ト
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
雖
モ
昔
時
ニ
ア
リ
テ
ハ
箱
ヲ
作
リ
 
死
人
 

■
ハ
シ
キ
衣
ヲ
着
セ
タ
ル
 

ヲ
臥
セ
シ
メ
テ
且
ツ
宝
物
ヲ
モ
入
レ
 
原
野
ニ
作
ラ
レ
タ
ル
棚
ノ
上
ニ
 
 

置
カ
レ
タ
リ
（
棚
ノ
高
サ
大
サ
及
ヒ
家
ヨ
リ
ノ
■
ワ
 
捨
テ
、
顧
ミ
サ
ル
ヤ
 

今
日
ニ
テ
ハ
深
サ
胸
ニ
達
ス
ル
穴
ヲ
堀
テ
埋
メ
ル
 

   （
下
段
）
 

昔
時
ハ
オ
ロ
ツ
コ
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
共
ニ
弁
髪
ヲ
ナ
セ
リ
、
 
今
日
ハ
ギ
リ
ヤ
ク
ミ
 

女
子
ハ
オ
、
ギ
共
ニ
弁
髪
、
昔
ト
異
ナ
ラ
ズ
 

土
人
ノ
舩
ハ
樺
（
ガ
ン
ピ
）
或
ハ
円
葉
柳
（
カ
ツ
葉
樹
）
主
ト
シ
テ
流
木
 

カ
イ
ハ
ナ
ラ
カ
シ
 

 野野
帳帳

11__
3344
  

（
上
段
）
 

ア
イ
ヌ
製
ノ
ユ
ル
ヲ
■
 

ニ
カ
ポ
シ
所
有
  
前
才
■
ケ
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
コ
ー
イ
ヂ
（
ア
ザ
ラ
シ
ヲ
捕
フ
）
 

  
  
  
  
  
  
布
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
一
寸
枝
 一
尺
巾
  
  
  
  
オ
ロ
ッ
コ
語
 

 

周
五
六
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
尺
五
寸
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ワ
ヲ
結
ブ
 

  
 
 
家
 
 
 
 
 
 
高
サ
一
丈
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
巾
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
十
九
尺
 

長
二
十
二
尺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丸
木
舟
 
ノ
 
ゲ
ル
ー
ヂ
 

小
船
（
モ
ー
）
G 

 （
下
段
）
 

ツ
ヨ
ッ
コ
 
（
入
口
）
ウ
ト
ゥ
ー
（
戸
）（

G
シ
ユ
ー
ウ
）
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
皮
類
 
幕
 

 一 尺 三 四 寸 

ア ザ ラ シ 舩 

ア ザ ラ シ 

ホ
ッ
セ
イ
 

長
 
五
間
一
尺
 

巾
 
三
尺
七
寸
 

深
 
二
尺
五
寸
 

横
 
ケ
タ
六
本

 

ジ ヨ ッ グ ボ 

一 尺 

G （ キ エ ラ イ エ チ ュ ン ） 

ラ ー パ （ 又 ） 

 

五 寸 

 

G （ モ ー モ ス ケ キ ー ） 

ウ グ ダ フ ユ ニ 

二 寸 、 

一 尺 、 

七 寸 

一 丈 四 五 尺 ノ 棒 

ダ
フ
（
G)

 
丸 小 屋 天 幕 

家 （ ド ゥ フ ） 

木 綿 ニ テ 出 来 タ モ ノ 

ト グ イ ド （ ガ イ ）G 

一 丈 巾 

ア ウ ン ダ ヲ 

ガ イ ラ フ （G) 

（ 煙 ）   ツ ヨ ッ コ （ 煙 出 シ ） 

シ ヤ ギ ナ ハ （ ト ー フ ） ト ム ス （g ） 

カ ギ ツ ケ 

ヲ ル ジ ュ ア （ ダ ッ カ イ ） 

火 棚 

男
子
坐
マ
ル
ニ
ハ
あ
ぐ
ら
或
た
て
 

ひ
ざ
■
■
女
ハ
た
て
ひ
ざ
 

普
通
 
横
臥
ス
ル
ニ
ハ
 

両
足
ヲ
並
ベ
テ
右
方
ニ
ナ
ゲ
ル
 

又
た
両
足
を
前
に
延
は
す
、
 

セ ー セ ギ （ ガ s ッ ス ） 

 

ウ
ト
ゥ
（
シ
ユ
ム
ハ
）
G 

二
分
一
位
ノ
処
 

横
木
、
其
ニ
木
ヲ
 

並
ベ
火
棚
ト
ス
 

ラ ー パ 
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

  

薪
 
 
 
 
火
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
マ
ク
 
 
 
衣
 

   
 

 

冬
ニ
ナ
レ
ハ
そ
り
ヲ
曳
カ
セ
ル
 

 野野
帳帳

11__
3355
  

（
上
段
）
  

テ
 ン

 を
 捕

 ふ
 る

 わ
 な

 
 
プ
 タ

 ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ル
ッ
ク
 
水
入
 

馴
 鹿

 の
 る

 綱
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
ッ
ト
ー
 
 
一
尺
六
寸
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
ロ
ッ
チ
ヨ
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
角
 

          （
下
段
）
 

 
 
 
 
七
寸
 
 
 
 
 
 
 
 
一
尺
六
寸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ワ
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
巾
一
寸
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ
レ
 

 

袋 類 装 飾 品 

食 物 道 具 

ア
ザ
ラ
シ
ヲ
捕
フ
ル
ニ
ハ
 

春
ニ
氷
ヲ
破
リ
テ
ナ
ス
 

氷
上
ナ
レ
ハ
鉄
砲
ニ
テ
水
 

中
ナ
レ
ハ
 
 
 
 
 
 
ニ
テ
 

秋
ニ
ナ
レ
ハ
く
ら
ヲ
置
キ
人
ハ
乗
リ
或
ハ
来
ハ
道
具
ヲ
 

 
 
 
 
馴
鹿
ニ
 

ツ
ケ
テ
ン
ヲ
捕
フ
ル
ニ
行
ク
犬
モ
助
ケ
ル
 

g （ ヂ ャ グ パ ン ） 

ダ ッ パ 

ヲ ロ チ ヨ ン 

カ ラ の 所 有 

ハ ラ ー 

   ア ザ ラ シ ノ 皮 

四 尺 三 寸 

   巾 一 寸 七 八 分 

へ り 皮 

種 々 の 色 の 布 片 

を は ぎ た 

る も の 

茶 碗 ナ ド ヲ 入 ル ヽ 

金 皮 ノ 油 ヲ ト ル 器 

糊 ヲ ツ ケ テ 

毛 ヲ 付 着 シ タ ル 上 ニ 

黒 ヲ 塗 ル 一 見 

焼 キ タ ル 如 シ 

ト ナ カ イ ノ 毛 

di
am
. 

一
尺
、
五
分
 

深
サ
 

四
寸
七
分
 

陶
器
ナ
ド
貴
重
 

品
ヲ
入
レ
 

馴
鹿
ニ
ツ
ケ
ル
 

ト ナ カ イ ノ 皮 

十 二 ヶ 所 に 

十 二 ヶ 所 

ア カ 

 

ク ロ 

 

フ ン モ ー （ 荷 カ ゴ ） 

オ ロ ッ コ 

 

熊 ヲ 捕 ヘ 人 々 を 

招 キ 御 馳 走 

を す る 時 に 種 

々 の 食 物 を 供 

す る 神 

ア カ 色 ニ テ 深 メ 

一 尺 一 寸 

 

ト ナ カ イ 

の 皮 

 

ク ロ 

■ ■ ■ 出 来 る 時 

祈 ル 神 

    三 寸 

小 供 病 気 ノ 時 

di
am
. 

一
尺
■
 

家
ノ
形
 

銅 

八 分 

  野野
帳帳

11__
3366
  

（
上
段
）
 

     

二
間
四
尺
 

三
間
 
四
尺
 

 （
下
段
）
 

             野野
帳帳

11__
3377
  

（
上
段
）
 

六
寸
 

六
尺
五
寸
 

シ
ヨ
ッ
リ
タ
 

       

 

ト
ナ
カ
イ
ノ
毛
皮
 
 
 
 
細
ク
セ
ル
皮
（
一
般
ニ
丈
尺
十
ハ
 ひ
も
 ア
ザ
ラ
シ
ノ
皮
）
 

小
供
の
泣
き
を
と
め
る 

モ
エ
ギ 

 
 

黒
片 

  

五
寸 

病
人
ア
ル
時 

 

二
間
位
ノ
高
サ 

四 尺 五 寸 

オ ロ ッ コ 

チ ェ ム レ ン ノ 案 内 

ニ ヨ リ 

二 尺 六 寸 

大
小
ア
リ
 

二
尺
一
寸
 

棚 上 ニ 鍋 

米 、 麦 粉 

茶 道 具 

女 ノ 道 具 

幕 

衣 

行 李 

ク ラ 
帽 

鉄 砲 

箱 類 

寝
幕
 

敷
物
 

衾
具
 

皮
ヲ
カ
ケ
ル
 

六
尺 

三 尺 五 寸 

高
サ
一
尺
 

普 通 ア ザ ラ シ ノ 皮 ノ ひ も ヲ 

フ ゥ ー フ ト ト 云 フ 

（ ト ハ ッ ホ ） 

ト
ナ
カ
イ
ノ
 

胸
頸
ニ
ハ
メ
ル
 

巾 一 寸 

全
長
 

二
尺
五
寸
 

G （ ロ ッ ス ） 膳
（
ヲ
ス
ト
ー
ニ
）
 

盃
（
ウ
ロ
ム
ク
）
 

O ド ウ ワ （ 氷 ） 

O
シ
ユ
マ
ッ
タ
 

雪
（
カ
ー
ビ

G）
 

（ ジ ン タ ワ ッ ハ ） 

  ツ ヨ ラ O 

  
全
長
 

セ
リ
マ
 G
（
チ
ミ
フ
ロ
グ
ス
）
 

巾
一
尺
一
寸
 

or
一
尺
二
寸
 

O
シ
ヨ
ム
ッ
タ
（
エ
ン
ニ

G）
 

一
尺
四
寸
或
ハ
 

一
尺
六
寸
 

乗 用 

O ウ ム ー 

ト ナ カ イ ノ 角 エ ス ポ ン オ エ ラ ッ G  

ア ザ ラ シ の 皮 ヲ 

（ チ ョ グ ス ） 

シ リ マ 

毛
ナ
キ
モ
ノ
 

三 ヒ ロ 
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   （
下
段
）
 

                 野野
帳帳

11__
3388
  

（
上
段
）
 

               

        ウ ム ア O （ 昼 ） 

ク ン グ s    モ グ フ （G)  

タ
ス
ク
ス
 

ウ
リ
ゥ
ド
ニ
 
ボ
ッ
ク
ス
（
G）

 

ノ
内
部
ニ
入
ル
 

一
尺
三
寸
 

9.
5 

五
寸
 

G タ ス ク ス 

ト ゥ ー ツ  

松 の 薄 き 曲 物 

キ レ 此 上 ニ 

ド
ゥ
リ
 

    一 尺 八 寸 

九 寸 

G ウ ス ク 

O ド ル ボ ー （ 祖 ） 

G ツ ン ド ラ 

ナ モ ー チ ゥ タ O 

G モ ッ ト ゥ 

（ ツ ル ） 

椀 ヲ 重 ネ ル 

 

枕
ハ
小
ナ
ル
坐
ぶ
と
ん
様
ノ
モ
ノ
 

深 サ 二 寸 

  樺 ノ 笄 

―
ニ
テ
帯
ニ
ツ
ル
シ
―
―
―
下
ラ
ス
様
ニ
ナ
ス
 

 
 
 
 
 
 
 
 
モ
ヽ
引
（
之
ニ
モ
白
キ
細
キ
皮
ヲ
入
レ
 
模
様
 
 
 
 
 
カ
ダ
ル
（
皮
ナ
メ
シ
器
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ガ
ロ
 
 
 
ナ
メ
シ
タ
ル
モ
ノ
 

二
尺
四
寸
、 

プ
ル
ゥ
グ
 

真
ノ
股
引
 

 

ヲ 付 ケ タ ル ア リ 

又 タ 毛 ヲ ヌ キ 

タ ル モ ア リ 

冬 用 ノ 上 着 

ト ナ カ イ ノ 毛 皮 

    （ ウ ド ） 

シ ャ チ ノ 形 

病 気 の 時 

ア ダ ヲ （ 双 子 ） 

小 供 下 痢 （ シ ョ 〱 ） の 時 

二 枚 腹 部 ヲ 
合 セ タ ル ■ ■ 

彫 刻 セ ル モ ノ 

五
寸
六
分
 

二
寸
二
分
 

八
分
 

 

鉄
 
 
一
尺
七
寸
 

 

鰈 （ ウ ス ク ） 

シ ャ ッ フ ニ 

鰈 左 ノ 白 ヲ ロ ッ コ―――G 

右 ノ 〃 ウ ス ク―――G 

ト ナ カ イ 毛 

  （
下
段
）
 

                野野
帳帳

11__
3399
  

（
上
段
）
 

（
ギ
リ
ヤ
ク
の
墓
）
 
住
ヒ
よ
り
一
町
は
か
り
離
れ
た
る
処
に
し
て
比
較
的
高
き
場
所
ニ
あ
り
 

而
乄
オ
ロ
ッ
コ
の
も
の
と
は
明
か
に
境
界
あ
り
 
 
焼
き
た
る
跡
に
 

あ
る
モ
エ
木
や
灰
の
上
に
は
 
比
較
的
円
き
木
の
一
間
ば
か
り
の
も
の
 

を
積
み
重
ね
以
て
犬
の
発
堀
を
防
ぐ
 
加
之
 
死
人
の
日
用
品
中
 

貴
重
な
る
 
ソ
リ
 
を
 
破
り
て
其
の
材
木
の
上
に
置
く
 
而
乄
真
の
墓
と
も
い
ふ
 

べ
き
も
の
は
 
焼
場
よ
り
十
五
六
間
内
〔
マ
マ
〕
至
二
十
間
は
か
り
離
れ
少
し
く
小
高
き
 

処
に
あ
る
は
普
通
な
り
 
此
処
に
小
さ
き
家
屋
状
の
も
の
を
安
置
す
る
 

は
規
定
な
れ
ど
 
時
に
は
 
焼
き
た
る
場
所
に
其
の
ま
ゝ
木
を
積
み
 

ソ
リ
の
破
皮
を
置
き
た
る
あ
り
 
又
た
此
の
如
き
時
に
は
其
の
周
囲
に
 

木
の
枝
を
以
て
 
垣
様
の
も
の
を
囲
ら
し
た
る
あ
り
 

 
オ
ロ
ッ
コ
は
火
葬
を
せ
ず
し
て
 

寝
棺
に
す
る
習
慣
な
る
が
 
 
 

埋
め
た
る
上
に
木
を
積
み
重
 
 
 

ね
犬
の
害
を
防
ぐ
 
事
 
ギ
リ
ヤ
ク
と
 

 （
下
段
）
 

同
一
な
り
 
然
し
多
く
は
十
字
架
を
建
て
 
又
た
 
樹
枝
を
地
に
た
て

 ヽ
垣
 

の
代
用
と
す
る
さ
ま
一
種
異
な
る
点
を
有
す
 
古
き
墳
墓
に
は
樹
 

堤 の 

如 く 

1 
ゲ
ー
ダ
 

2 
ド
ー
 

3、
イ
ラ
ー
 

4、
ジ
ェ
ン
 

5、
ト
ン
ダ
 

6、
ノ
ー
 

7、
ナ
ダ
 

8、
ヂ
ヤ
ッ
ク
ポ
ー
 

9、
ホ
ユ
ン
 

10
、
ジ
ョ
ン
 

11
、
ホ
リ
ゲ
ー
ダ
 

20
、
ホ
レ
ー
 

30
、
イ
ラ
ン
ド
ラ
ー
 

40
、
ジ
エ
ン
ド
ー
 

 

男 女 

 

三 寸 位 ノ 人 形 

ア ザ ラ シ 皮 

女 ノ 方 ノ 下 端 

男
ノ
方
ノ
下
端
 

10
0 
タ
ン
グ
 

10
1 
タ
ン
グ
 
ゲ
ー
ダ
 

小 便 （ ツ ェ ウ ） 

カ
ノ
ー
（
昆
布
）
 

ハ
ヌ
ナ
シ
（
ウ
タ
ラ
ポ
）
 

コ
ケ
ノ
ミ
（
パ
ー
マ
）
 

ト
レ
ツ
プ
（
シ
ユ
ツ
ダ
ド
）
 

ユ
リ
（
カ
ツ
カ
）
 

麦
粉
（
ヲ
パ
ー
）
 

食 物 
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  木
も
な
く
墳
も
な
く
唯
た
等
し
く
高
ま
り
居
る
に
過
ぎ
ず
、
 
十
字
架
 

を
初
め
よ
り
建
て
ざ
る
も
の
も
あ
り
 

ギ
リ
ヤ
ク
に
て
も
オ
ロ
ツ
コ
て
も
 
主
人
死
す
る
時
は
□
必
す
幾
匹
か
の
犬
は
墓
側
 

に
て
打
つ
殺
さ
れ
 
其
ま
ヽ
風
雨
に
さ
ら
さ
る
ヽ
故
 
暫
く
の
間
は
臭
気
 

鼻
を
う
つ
も
の
な
り
 
又
た
山
遠
方
に
て
死
す
る
時
は
 
其
の
遺
物
を
運
搬
す
 

る
事
能
は
は
ざ
る
故
 
唯
た
 
小
さ
き
屋
形
を
作
り
其
を
も
の
内
に
宝
物
 

を
入
れ
て
普
通
の
も
の
ヽ
如
く
す
る
な
り
 
葬
式
の
時
に
は
其
の
墓
 

の
傍
に
火
を
も
や
し
 
む
し
ろ
を
敷
き
種
々
の
馳
走
を
も
て
村
人
 

に
分
つ
習
慣
な
る
故
 
新
し
き
墓
に
は
米
、
麦
粉
、
瓶
、
空
き
か
ん
 

■
等
の
其
散
在
す
る
を
見
る
 

 野野
帳帳

11__
4400
  

（
上
段
）
 

ギ
リ
ヤ
ク
は
熊
を
捕
へ
た
る
時
は
一
定
の
処
に
樹
枝
に
て
小
舎
様
の
も
の
を
 

造
り
其
処
に
樺
皮
製
の
入
物
に
食
物
を
入
れ
て
供
ふ
 
 
又
た
其
の
 

傍
に
は
木
に
て
 
 
 
丸
太
小
屋
（
熊
を
飾
る
如
き
も
の
な
れ
ど
小
に
し
て
 

■
■
な
り
）
を
作
り
其
内
に
骨
を
納
め
 
其
上
に
木
を
積
み
重
ね
 

又
た
其
処
の
木
に
立
て
か
け
居
る
も
の
は
太
く
大
な
る
柱
の
 

一
端
に
熊
の
頭
状
に
刻
め
る
も
の
な
り
 
ギ
リ
ヤ
ク
は
多
く
外
に
て
 

料
理
を
な
し
且
つ
外
に
て
馳
走
を
 

す
る
 
 
オ
ロ
ッ
コ
は
 
家
の
内
に
て
 

行
ふ
 
故
に
ギ
リ
ヤ
ク
の
な
し
た
る
跡
 

に
は
 
火
を
も
や
し
た
る
残
物
あ
り
且
つ
 

瓶
な
ど
も
あ
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
タ
ラ
ン
コ
タ
ン
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
村
に
て
）
 

 （
下
段
）
 

水
中
ニ
テ
死
セ
ル
子
供
ヲ
両
足
ヲ
洗
ヒ
テ
倒
ニ
ツ
ル
シ
外
（
内
ニ
入
ル
ヽ
ヲ
好
マ
ズ
）
ニ
置
ク
 

 
 
 
 
 
 
 
 
焼
カ
ズ
 
 
コ
ケ
ノ
ミ
ヲ
葉
ニ
シ
テ
 
焼
酒
 
サ
ン
ピ
ン
ナ
ド
ヲ
飲
ミ
 

 
 
 
 
 
 
 
二
三
十
人
集
リ
 
親
 
 
婦
女
子
ハ
泣
ク
 

■
メ
タ
ル
上
ニ
テ
 
 
舩
ヲ
破
リ
 
 
 
カ
ケ
テ
置
く
 

     

の
ん
ど
の
病
む

時
 

頸
に
巻
く
 

ギ
リ
ヤ
ク
 

ナ ヲ 

海
岸
の
左
方
に
あ
た
る
 

原
野
に
竪
穴
あ
り
 

タ
ラ
ン
コ
タ
ン
 

河
岸
に
て
 

オ
ロ
ッ
コ
墓
 

四
尺
 

   野野
帳帳

11__
4411
  

（
上
段
）
 

（（
木
田
氏
よ
り
聞
き
た
る
話
））

 

ア
イ
ヌ
は
自
分
の
仕
事
な
れ
ば
如
何
な
る
事
を
も
意
と
せ
さ
れ
ど
他
人
に
雇
は
る
れ
ば

1/
3
も
 

な
さ
ず
仲
々
狡
猾
な
り
 
 
 
タ
ラ
イ
カ
は
女
■
■
足
な
る
故
妻
を
娶
る
に
は
ナ
ヨ
ロ
に
至
る
 

妻
を
娶
ら
ん
と
せ
ば
二
年
位
も
其
の
親
の
家
に
至
り
手
伝
を
な
し
然
る
後
■
に
 

連
れ
て
来
る
 

 

 

  独
立
し
て
漁
業
を
始
め
ん
と
運
動
し
居
る
も
の
あ
れ
ど
 
一
度
漁
を
充
分
に
す
れ
ば
 

其
に
て
満
足
し
■
年
分
の
貯
を
な
す
べ
き
考
を
■
さ
ず
 

鍋
を
か
け
て
後
薪
を
取
る
に
■
る
と
い
ふ
有
様
な
り
 

家
を
ば
末
子
に
譲
る
は
ア
イ
ヌ
の
例
な
り
 
 
知
ら
ざ
る
他
人
に
て
も
若
し
 

訪
ぬ
る
も
の
あ
れ
ば
快
く
迎
へ
馳
走
を
す
る
は
感
す
べ
し
 

  （
下
段
）
 

樺
太
の
あ
つ
す
は
樹
皮
な
ら
ず
 
ア
エ
ソ
と
い
も
の
よ
り
取
れ
る
絲
な
り
 

他
の
場
所
を
見
た
事
な
き
故
自
分
の
居
る
処
を
以
て
極
楽
と
考
へ
て
居
る
故
に
■
 

に
観
光
な
し
内
地
に
行
く
事
を
好
ま
ず
、
ア
イ
ヌ
は
他
の
土
人
と
異
り
 

酒
食
を
ね
だ
る
如
き
事
を
せ
ず
 
 
 
 
食
は
一
般
に
少
な
し
七
分
通
り
 

は
菜
に
て
腹
を
■
た
し
て
居
る
 
一
食
に
 
片
身
二
本
位
 

ヒ
マ
リ
、
シ
シ
ヤ
モ
（
狐
の
如
き
日
本
人
）
 

一
村
に
て
三
四
人
も
病
人
は
出
来
る
時
に
は
他
に
移
る
 

マ
サ
ツ
 

 野野
帳帳

11__
4422
  

（
上
段
）
 

タ
ラ
イ
カ
湖
ヲ
望
ム
 

    

ニ
シ
ヨ
ス
 

  
  
  
盆
 
木
田
漁
場
ニ
テ
 

セ
ト
バ
飲
ミ
（
墓
ニ
テ
）
飲
ム
コ
ト
 

若
キ
婦
人
ノ
一
人
居
ル
処
 

に
遊
■
に
行
く
も
一
言
も
 

■
■
せ
ず
 

女
子
の
言
葉
を
以
て
上
等
の
 

言
葉
と
し
て
居
る
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山
ノ
神
 

            （
下
段
）
 

     （（
外
川
氏
よ
り
））
西
村
ハ
二
十
二
ノ
時
 
初
メ
テ
足
軽
■
来
レ
リ
 
ヲ
二
人
ハ
完
全
ニ
一
週
 

 
 
 
 
 
 
 
岡
本
監
介
〔
岡
本
監
輔
〕
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
リ
 

ア
イ
ヌ
に
て
 

 
一
家
ニ
テ
死
人
ア
レ
ハ
家
内
中
■
処
ヲ
去
ル
 
明
、
十
四
年
よ
り
漁
に
着
手
せ
り
 
三
十
三
年
に
死
 

伊
達
林
右
エ
門
（
松
前
）
福
山
 

栖
原
角
右
エ
門
（
紀
州
）
 

旧
幕
時
代
ニ
樺
太
漁
業
ヲ
ナ
セ
シ
モ
ノ
 

正
吉
、
此
人
ヨ
リ
西
村
は
ア
イ
ヌ
語
ヲ
学
ベ
リ
ベ
ク
ト
（
在
世
ナ
レ
ハ
七
十
年
）
 

 野野
帳帳

11__
4433
  

（
上
段
）
 

カ
モ
イ
 
カ
ラ
ッ
ト
 
ア
ド
ヤ
 
モ
ス
リ
 
 
沖
 
島
 

神
 
 
 
 
 
 
カ
ラ
 ブ
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソ
ー
ヤ
ノ
ア
イ
ヌ
の
言
ヒ
シ
語
ナ
リ
 

 
 
 
 
 
 
 
造
 
切
レ
目
（
ソ
ー
ヤ
海
■
）
 
 
 
 
 
古
キ
ア
イ
ヌ
の
用
ひ
し
語
に
し
て
儀
式
語
な
り
 

ナ
ヨ
ロ
の
テ
ン
カ
ク
サ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今
日
の
ノ
リ
ト
の
如
き
も
の
 

七
八
年
前
ニ
 
 
 
 
 
カ
ラ
フ
ト
 

死
セ
リ
 
在
世
ナ
レ
ハ
七
十
位
？
）
 

 

オ
ロ
ッ
コ 

所
有 

に
於
け
る 

漁
場 

出
張 

木
田
氏 

と
か
げ 

ウ
シ
ユ
ル
（O

) 

 
 
 
 

メ
メ
ガ
イ
（g

） 

イ
ル
カ
ヨ
リ
大
ニ
シ
テ
皆
ニ
■
■
■ 

長
キ
違
ア
リ 

海
中
ノ
哺
乳 

鯨
ノ
如
■
海
ノ
神 

 

モ
イ
ラ
（
エ
）（
蛇
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
G

チ
ェ
ガs

ペ
ル
シ
ト
ウ 

腹
神
ノ
時
的
ニ
サ
ゲ
ル 

ク
ト
ユ
（
オ
ロ
ッ
コ
）
サ
ン
ダ
嶋
ニ
居
ル 

フ
ン
ト
ゥ
ロ
チ
ヤ
（
サ
ン
ダ
） 

大
蛙 

 

ウ
ダ
ラ
（
蛙
） 

 
 
 
 
 

腕
タ
■
ケ
時
肩
ニ
ツ
ケ
ル 

ナ
ム
ブ
ユ
（ 

 

） 
 
 
 

ハ
サ
ル
ボ
ー
ト
（
カ
モ
） 

タ
ラ
イ
カ
、
オ
ロ
ッ
コ 
ト
ゥ
サ
ガ
（
■
）
所
有 

バ
ド
ゥ 

 
 

肴
ヲ
載
セ
テ
切
ル
台 

  

一
尺
五
寸 

プ
ー
ト
（
ア
ザ
ラ
シ
） 

男 

ケ
ウ
リ
（
ア
ザ
ラ
シ
ノ
胆
嚢
）
―
小
供
生
レ
テ
乳
ヲ 

チ
ユ
ヨ
ン
（
火
打
） 

ボ
シ
ヨ 

 
 

吐
ク
病
ノ
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ブ
ラ
コ 

  

八
百
何
十
尺
 
ベ
ン
ヂ
ヤ
ミ
ン
 
ラ
イ
マ
ン
（
米
人
）
―
 
石
狩
川
 
十
数
里
上
流
ニ
■
 

明
治
七
年
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
産
ノ
貝
ヲ
発
見
せ
り
 

 

松
前
（
福
山
）
ー
マ
ッ
ト
ー
マ
ナ
イ
 

ポ
ロ
マ
ッ
ト
マ
ナ
イ
 
 
 
ポ
ン
マ
ッ
ト
マ
ナ
イ
 
 
 
 
 
と
い
ふ
処
あ
り
き
と
 

本
妻
ヲ
 
置
キ
シ
 
沢
 
 
 
妾
宅
ヲ
置
キ
シ
 
沢
 

大
松
前
町
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
松
前
町
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今
日
ア
リ
 

 （
下
段
）
 

熊
石
村
 
（
ク
マ
ウ
シ
ュ
）
 
―
 
断
崖
（
ウ
シ
ュ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
マ
 

岩
内
村
 
沢
ハ
六
ヶ
ア
リ
 
 
 
イ
ワ
ン
（
六
）
 

忍
道
村
 
ヲ
シ
ヨ
ロ
（
中
裏
）
 
 
 
湾
ニ
ナ
リ
居
ル
 

ヲ
シ
ヨ
ロ
 

小
樽
 
ヲ
タ
ル
ナ
イ
 
 
 
 
 
ハ
マ
ナ
シ
（
ヲ
タ
ル
）
 
 
 
 
 

エ
シ
カ
リ
（
ロ
ノ
ク
ワ
ッ
タ
事
ヲ
云
フ
）
 
（
石
狩
ハ
一
般
ニ
地
低
く
谷
地
な
り
）
 

安
場
保
和
 
 
 
 
 
 
 
 
 
千
歳
ノ
沼
ヨ
リ
石
狩
ノ
方
ニ
平
原
ア
リ
 

■
リ
シ
モ
ノ
カ
？
 

 露
領
ナ
リ
テ
以
来
日
本
人
ノ
漁
業
者
ハ
主
ト
シ
テ
シ
ツ
カ
ナ
リ
 
堺
正
五
郎
 
 
ワ
ー
レ
 
シ
ラ
﹅
カ
 

ア
イ
ヌ
は
 
タ
ラ
イ
カ
の
ア
イ
ヌ
よ
り
も
勤
勉
な
り
 

 野野
帳帳

11__
4444
  

（
上
段
）
 

シ
ラ
ヌ
シ
（
天
候
ヲ
見
定
ム
ル
）
 

 
 
地
名
 

函
館
台
町
光
■
寺
ノ
前
ノ
山
■
 
ウ
シ
ュ
ン
ケ
シ
 

ウ
ガ
の
昆
布
、
ヱ
ブ
の
鮭
 

（
ウ
ン
カ
）
 

サ
カ
エ
ハ
マ
（
ヒ
シ
ウ
ス
ナ
エ
）
 

■
■
ノ
佐
藤
新
エ
門
ハ
初
メ
テ
開
き
た
り
（
文
久
？
）
 

連
レ
来
リ
越
年
ヲ
セ
リ
 
幕
府
ノ
■
■
 
向
山
栄
五
郎
 
 
 

ノ
二
氏
ハ
巡
廻
ニ
来
リ
其
話
ヲ
聞
キ
栄
浜
 
ト
改
名
サ
セ
タ
 

鳥
居
権
之
助
（
安
政
）
 
 
三
人
 
ト
ン
ナ
イ
チ
ャ
堀
切
ヲ
残
シ
タ
リ
 

松
川
弁
之
助
 
 
 
 
 
 
 
何
レ
モ
■
■
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
熊
殺
シ
ハ
晩
秋
初
雪
ノ
頃
 

 

札
幌
 
ホ
ー
ヅ
キ
（
サ
ツ
）
 

 
 
 
豊
平
川
（
ト
イ
ビ
ラ
）
ハ
出
水
ナ
キ
時
ハ
 

 
 
 
両
岸
大
石
モ
ア
ル
 
石
（
サ
ツ
）
 

千
歳
ノ
沼
辺
マ
テ
モ
海
 

 

三
十
人
ノ
漁
夫
■
 

栗
本
ジ
ェ
ー
ケ
ン
 

（
栗
本
翁
）
 

外
川
氏
漁
場
に
於
け
る
オ
ロ
ッ
コ
所
有 

182



石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

   （
下
段
）
 

             野野
帳帳

11__
4455
  

（
上
段
）
 

            （
下
段
）
 

カ
ス
ポ
山
ロ
地
ニ
ハ
蛇
ハ
居
ラ
ズ
 
ト
カ
ゲ
ハ
 

ア
イ
ヌ
、
オ
ロ
ッ
コ
、
ニ
ク
ブ
ン
、
キ
ュ
ー
リ
ン
、
ヨ
ッ
コ
、
サ
ン
ダ
ン
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
ト
ン
グ
ー
ス
）
 

■
■
ム
ガ
衣
食
住
ハ
最
モ
清
潔
 

家
産
ノ
大
部
は
長
子
に
少
し
は
次
の
も
の
に
 

 

心
臓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蝮
ト
ハ
別 

ミ
ヤ
ワ
セ
ヲ
ニ
（
心
臓
） 

 

 
 
 
 

ド
ー
ゴ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
寸 

  
 
 
 
 

ア
ザ
ラ
シ
皮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
寸 

 

 
 
 

ウ
ド
ウ 

 
 
 

樺
製 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ザ
ラ
シ
皮 

 

ポ
ー
（
水
飲
ミ
） 

子
ニ
■
■
作
時
直
ク
云
■
リ 

キ
ー
リ
ン
ヨ
リ
伝
ハ
リ
タ
リ 

  

モ
ド
ス
時 

 

山
ニ
居
ル
大
ナ
ル
モ
ノ 

 
 
 

ト
ル
グj

u

シ
ユ 

■ 

 
 
 

キ
ェ
ー
ル
ー
（
ヲ
） 

 
 
 

キ
ェ
ル
グ
（
ギ
） 

 
 
 

白
■
キ
ェ
ー
ル 

ウ
ド
ウ
（
フ
カ
、 

 
 
 
 

ク
タ
ス
ケ 

 

カ
リ
ジ
ヤ
メ
（
紐
ノ
長
キ
神 

ト
メ
） 

子
供
ノ
時
病 

 
 

所
有 

 

神
ブ
ユ
ー
（
ク
マ 

 

子
供
ノ
神 

  
  

（
オ
ロ
）（
ヲ
ッ
ト
セ
イ

） 
 

イ
ル
カ
ナ
リ 

シ
ョ
ウ 

ド
ー
ゴ
（
ト
ヾ
） 

 
 

鯨
ノ
如
シ 

 
 
 
 

ナ
レ
（
ス
） 

モ
ハ 

 
 
 
 

ペ
チ
ヨ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブ
ユ
ー
（
ク
マ
） 

 

大
人
ノ
■
神 

 
 
 

ロ
ッ
コ 

 
 

イ
ル
カ 

ア
ザ
ラ
シ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ト
カ
ゲ
） 

 
 
 
 
 

カ
レ
イ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボ
ク
ス
ッ
ク 

イ
ツ
ラ
ヲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

サ
ッ
カ
エ 

 
 
 
 

（
■
■
神
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

カ
モ
（
ガ
サ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
ノ
話
ヲ
■
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡
テ
ノ
可
否 

イナヲ 

チ
ヤ
ッ
ケ
ン
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
）
四
十
位
ノ
 

箸
ヲ
作
リ
シ
モ
ノ
 

             野野
帳帳

11__
4466
    

（
上
段
）
 

           〔
一
部
、
翻
刻
せ
ず
〕
 

 （
下
段
）
 

〔
一
部
、
翻
刻
せ
ず
〕
 

 工
芸
 
ア
ツ
シ
 
―
 
北
海
道
ノ
モ
ノ
ハ
 
シ
ナ
樹
ノ
皮
 
樺
太
ノ
モ
ノ
 
カ
ユ
苧
ト
云
フ
野
 

草
ノ
皮
ニ
テ
製
ス
 
 
前
者
ナ
レ
ハ
麻
ト
同
様
ニ
ヤ
ル
ガ
 
後
者
ナ
レ
ハ
手
数
ヲ
要
ス
 
天
候
 

湿
潤
ニ
向
フ
ル
時
ニ
ハ
 
糸
繊
自
然
ニ
膨
張
シ
地
質
ハ
■
■
ト
ナ
リ
 
快
晴
ナ
ラ
ン
 

ト
ス
ル
時
ハ
緊
縮
シ
テ
疎
粗
ト
ナ
ル
之
ニ
ヨ
リ
雨
露
ヲ
凌
ク
ニ
便
ト
モ
ナ
リ
 
又
タ
、
 

帷
子
ノ
如
ク
ナ
ル
 
即
チ
冬
ト
ナ
ク
 
夏
ト
ナ
レ
 
之
レ
ヲ
以
テ
晴
雨
計
ト
ナ
ス
 

冬
靴
 
―
 
鮭
ノ
皮
ヲ
■
キ
合
ハ
シ
ニ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
皮
ノ
如
ク
ニ
凝
結
セ
ヌ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
寒
 

気
ノ
侵
透
セ
ヌ
故
暖
カ
ナ
リ
 
糸
ハ
 
シ
ナ
樹
ノ
皮
ノ
繊
維
 

墓
標
ノ
彫
刻
、
腰
刀
ノ
鞘
ニ
施
ス
篆
刻
 
前
掛
 
脚
絆
 
褌
乃
至
 
ア
ツ
シ
 

安 眠 不 能 ノ 時 

ノ 所 有 

 

雷 ノ 時 ハ 上 ニ 向 ケ 立 テ ル 

ニ ク ブ ン 神 

        ヲ サ シ 殺 ス 

上 ニ 下 ゲ テ 置 ク  悪 魔 

 

 

   ラ ッ ス カ ン グ 一 寸 八 分 

 

苦 ハ ナ シ   月 ニ 女 ノ 形 ハ 

         見 ユ ル 故 

 

 

   三 寸 

     ロ ン グ gn 

          之 ヲ 破 レ ハ 

      二 寸   日 月 ヲ 

           破 ル ト 

            同 シ 

ケ
ァ
ン
グ
（
gn
）（
太
陽
）
 

八
寸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ヤ
マ
（
オ
ロ
ツ
コ
祈
祷
人
）
 
 
 
 
 
 
チ
ヤ
モ
ン
 

チ
ヤ
モ
（
ニ
ク
ブ
ン
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
ォ
ー
レ
プ
ト
ニ
（
オ
ロ
ッ
コ
）
 

bl
. 

 
ye
ll
. 

Re
d 

  
ジ
ヨ
ン
ホ
ル
ツ
プ
ス
と
い
ふ
（
ニ
ク
ブ
ン
）
 
ノ
ナ
キ
ヲ
ジ
ヨ
ン
ホ
ル
プ
ス
ト
云
フ
（
ギ
） 

ナ
ヲ
ハ
ク
（
ギ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ー
ラ
シ
エ
（
オ
）
 

 シ
ヤ
ツ
カ
レ
の
 

ラ
ム
ケ
ッ
キ
ヨ
と
云
ふ
姥
の
作
り
し
も
の
 

に
し
て
祈
祷
の
時
持
つ
 

来
る
。

 
 オ
ロ
ツ
コ
 
頭
痛
ノ
時
 

右 ナ ワ 

四 分  

八 分 
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   野野
帳帳

11__
4477
    

（
上
段
）
 

ノ
背
ニ
施
ス
凡
テ
ノ
斑
紋
ハ
干
篇
一
律
ナ
不
自
然
ナ
唐
草
模
様
テ
ア
ル
ガ
其
ノ
型
ハ
 

慥
ニ
太
古
式
デ
奥
床
シ
イ
 
 
 
 
文
字
 
 
絵
画
ナ
シ
 
 
サ
レ
ド
原
野
ニ
テ
熊
ヲ
猟
 

セ
シ
時
ハ
傍
ノ
樹
木
ニ
此
ノ
 
斑
紋
ヲ
刻
ミ
置
ク
深
山
大
沢
ヲ
跋
渉
セ
ル
時
ハ
 

休
息
ノ
処
毎
ニ
又
タ
此
模
様
ヲ
彫
刻
ス
ル
ト
後
ノ
ア
イ
ヌ
ノ
旅
行
者
ハ
其
ヲ
見
テ
 

誰
レ
カ
何
ヲ
ナ
シ
タ
カ
ヲ
知
ル
 
之
レ
真
ノ
結
縄
ノ
文
字
ト
モ
云
フ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
 

腰
刀
ノ
鞘
ニ
施
工
シ
タ
 
西
蔵
仏
画
ノ
如
キ
彫
刻
 
前
掛
脚
絆
ニ
於
ケ
ル
龍
宮
 

殿
式
ノ
縫
式
ノ
縫
箔
ニ
ハ
実
ニ
精
巧
ヲ
極
メ
タ
ル
ア
リ
 
腰
刀
ノ
鞘
ニ
施
コ
シ
 

ニ
モ
五
六
ヶ
月
モ
カ
ヽ
ル
ト
 
 
 
北
海
道
ヤ
東
北
地
方
ノ
婦
女
ハ
此
ノ
刺
子
ノ
 

術
ニ
長
ケ
テ
居
ル
ノ
ハ
永
〔
マ
マ
〕
ノ
冬
期
炉
辺
ニ
踞
座
シ
テ
所
詮
ナ
サ
ノ
余
リ
ニ
習
鍵
〔
？
〕
 

シ
タ
工
藝
ダ
ト
思
フ
 
 
家
ヲ
造
ル
ニ
当
テ
ガ
ツ
テ
ハ
切
リ
 
切
リ
テ
ハ
当
テ
ガ
ウ
 

日
本
ノ
大
工
ハ
予
メ
切
リ
組
ミ
置
ク
ヲ
見
テ
不
思
義
〔
マ
マ
〕
ト
驚
歎
ス
ル
 
左
右
同
一
型
ニ
 

■
ヲ
シ
タ
造
船
ノ
術
ニ
■
リ
到
底
及
バ
ズ
ト
彼
等
及
ビ
露
人
ハ
不
思
義
〔
マ
マ
〕
ニ
思
フ
テ
 

居
ル
 

〔
一
部
、
翻
刻
せ
ず
〕
 

 （
下
段
）
 

〔
一
部
、
翻
刻
せ
ず
〕
 

 脈
カ
■
ク
体
力
モ
ア
ル
ガ
押
ス
ト
引
ク
即
チ
真
向
正
面
ノ
力
デ
横
ニ
耐
ユ
ル
 

力
ガ
更
ニ
無
イ
 
 
 
天
性
ノ
健
脚
ニ
シ
テ
一
回
二
十
里
ノ
行
程
ナ
ラ
ハ
幾
日
ニ
テ
モ
堪
 

ユ
ル
其
歩
ム
ヤ
■
シ
ト
■
風
ノ
如
キ
モ
ノ
デ
一
歩
毎
ニ
足
ノ
関
節
ハ
屈
曲
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
棒
 

ノ
如
ク
ニ
爪
先
ニ
テ
歩
ム
 
故
ニ
 
其
ノ
足
跡
ヲ
見
テ
分
ル
 
而
乄
彼
等
ハ
 
常
ニ
脂
ヲ
食
ス
ル
 

故
 
呼
吸
切
レ
ノ
セ
ヌ
ノ
デ
ア
ル
 

 〔
一
部
、
翻
刻
せ
ず
〕
 

 野野
帳帳

11__
4488
  

（
上
段
）
 

ア
イ
ヌ
婦
人
の
子
を
取
扱
ふ
法
、
一
 
つ
 

左
の
わ
き
を
ゆ
る
く
な
し
 
わ
き
の
下
よ
り
子
供
を
横
に
出
し
て
乳
房
を
ふ
く
ま
せ
 

手
に
て
子
供
を
抱
き
右
手
に
は
桶
の
如
き
を
 
さ
げ
 
其
後
ろ
に
は
 

皿
を
持
つ
た
る
子
供
や
長
き
煙
管
（
円
の
も
の
）
と
煙
草
入
と
を
持
っ
た
る
 

子
供
の
従
ふ
さ
ま
實
に
奇
観
と
い
ふ
べ
き
か
 
又
た
 
其
の
だ
ら
し
な
き
 

  加
減
 
あ
は
れ
む
べ
き
も
の
な
り
 
又
た
 
片
手
に
て
子
を
背
に
負
ひ
片
手
に
物
品
を
携
ふ
こ
と
あ
り
 

普
通
前
に
抱
く
に
は
 
日
本
人
の
行
ふ
法
と
同
一
な
り
 

女
子
等
は
河
中
に
あ
り
て
 
遊
泳
に
た
く
み
な
り
 
女
の
体
に
は
 
フ
ク
タ
毛
の
如
き
は
 

あ
れ
ど
 
長
か
ら
ず
 

ト
ン
ナ
イ
チ
ヤ
の
ア
イ
ヌ
一
般
に
日
本
化
し
 
他
の
も
の
よ
り
一
歩
進
み
居
る
の
外
見
を
有
す
 

女
子
の
倉
庫
に
出
入
す
る
た
め
梯
子
を
上
下
す
る
様
實
に
巧
み
な
り
 

女
は
年
令
に
関
は
ら
ず
立
小
便
を
な
す
 

顔
を
洗
ふ
に
は
 
手
拭
に
水
を
ふ
く
ま
せ
一
度
顔
を
ふ
き
 
然
る
後
 
か
ろ
く
 
し
ぼ
 

 （
下
段
）
 

り
て
 
ふ
き
 
同
法
に
て
髪
を
湿
〔
？
〕
ふ
し
て
櫛
る
。
 

さ
み
せ
ん
の
頭
を
出
し
て
外
て
歩
め
ば
風
は
吹
く
 

石
と
石
と
を
打
つ
合
は
す
と
き
は
波
は
出
る
 

  野野
帳帳

11__
4499
  

 
 
 
 
ペ
ン
ノ
ウ
リ
 
 
 
 
箸
シ
ヤ
ボ
ー
 
 
 
 
 
茶
チ
ヤ
ェ
 

 
 
 
 
 
（
コ
ッ
ス
）（

G)
 
 
 
 
（
チ
ヤ
ㇷ
カ
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
G 

カ
ワ
ウ
ソ
ヲ
■
■
■
モ
ノ
 
 
 
 
針
ケ
タ
ー
ア
（
ノ
ッ
ホ
）
 
 
 
ホ
ー
ラ
（
ノ
ゴ
ル
ホ
ン
ト
ク
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仕
立
袋
 

ク
チ
ユ
ウ
 
 
 
Ha
ja
 
 
 
 
 
シ
エ
ナ
ッ
ク
タ
（
■
（
ガ

s
ウ
ス
ケ
ー
）
 
 
ホ
ナ
ッ
プ
ト
（
キ
ゥ
ル
ー
）
 

小
刀
（
ジ
ヨ
ッ
コ
ー
）
 
鋏
（
ハ
サ
ン
）
 
 
ト
ナ
カ
イ
の
毛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■
■
■
 

 ダ
ー
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ー
プ
ト
 
 
 
フ
キ
サ
ラ
（
■
）
 

太
鼓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鉢
巻
 

 ヤ
オ
ド
プ
 
 
中
ニ
ゆ
り
ノ
実
ヲ
入
レ
ガ
ザ
〱
音
ヲ
サ
ス
ル
 
 
 
 
 
ば
づ
 

ニ
ケ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ギ
シ
ヨ
ポ
 

持
ツ
テ
舞
ふ
も
の
 

 皮
、
ア
カ
ネ
色
、
シ
マ
、
白
、
黒
、
白
、
ソ
メ
、
ト
ナ
カ
イ
、
八
寸
五
分
、
二
寸
三
分
、
二
分
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

  （
下
段
）
 

          （
ヤ
ン
グ

s
パ
ン
グ
）
 

ヤ
ッ
ク
パ
 
 

背
ノ
帯
 

 鱒
 

ト
ゥ
ク
（
日
干
シ
）
 

ボ
ク
パ
ー
（
焼
キ
ム
シ
）
 

（
オ
ソ
ン
ム
）
 

 
 
G 

 野野
帳帳

11__
5500
  

(上
段
）
 

オ
ロ
ッ
コ
は
昔
よ
り
ア
イ
ヌ
と
同
ジ
ク
本
島
ニ
 
＜
絵
＞
 
ア
ル
モ
無
キ
モ
同
じ
（
前
か
み
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
居
り
た
る
も
の
に
て
何
処
よ
り
来
リ
シ
カ
を
知
ら
ず
 

ウ
井
ッ
ㇲ
タ
ー
ト
云
フ
ハ
オ
ロ
ッ
コ
ノ
自
称
 
ア
イ
ヌ
ハ
オ
ロ
ッ
コ
ト
云
フ
 
 
 
露
人
 
or
oc
ho
n 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
云
フ
 

フ
ゥ
シ
ユ
 
 
 
骨
ヲ
何
レ
モ
煮
ズ
シ
テ
刀
ニ
テ
肉
ヲ
ト
ル
オ
ロ
ッ
コ
ハ
称
シ
テ
 
ギ
ィ
エ
ル
ダ
ー
ト
云
フ
 

男
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内
ニ
テ
或
ハ
外
ニ
テ
鍋
ニ
テ
 

 
 
 
 
 
 
ヲ
モ
煮
ル
カ
 
何
処
ニ
テ
煮
ル
カ
骨
ヲ
折
ル
カ
 
ギ
リ
 
オ
ロ
 
ヲ
 
オ
ス
グ

gh
ス
ト
云
フ
 

ウ
ー
ク
タ
ウ
（
女
）
 

熊
ヲ
殺
シ
タ
ル
時
 野
ニ
テ
腹
ヲ
サ
キ
内
蔵
物
ヲ
捨
テ
 
皮
ヲ
ム
キ
テ
家
ニ
持
来
リ
 
煮
タ
ル
後
骨
ノ
中
 

頭
骨
ト
脊
〔
？
〕
骨
ト
ヲ
 
モ
ト
ノ
マ
ヽ
ノ
形
ニ
棒
ニ
サ
シ
テ
 
ツ
ナ
ギ
 
 
樹
ニ
結
ビ
ツ
ケ
近
ク
ニ
立
テ
ル
 

四
指
〔
？
〕
骨
ヲ
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
入
ル
ヽ
（
御
馳
走
ノ
後
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
肉
、
舌
ヲ
食
ス
 

膳
の
一
ヲ
バ
昔
時
捨
テ
シ
モ
今
ハ
日
本
人
ニ
 
ヘ
売
ル
 

（
酒
デ
■
■
■
ス
ル
様
ニ
ナ
ツ
タ
、
争
ア
ル
ヲ
恐
レ
）
 

カ モ ノ 頭 

ヲ 入 レ ガ ザ 〱 音 ヲ サ ス ル 

ガ ザ 〱 

（
ゴ
イ
ゲ

s）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ー
ラ
ヘ
 

ト
ゥ
ン
グ
ド
ゥ
 
 

柳
木
 

テ
ト
ゥ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
色
布
 
 
 
一
本
ハ
 

着
物
 

 
上
着
 

 
綿
入
モ
ア
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ボ
ゥ
ー
ト
ゥ
（
ノ
ン
ト
ナ
オ
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ
ス
パ
ル
ン
ト
ゥ
（
G）

 

二
本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ッ
ゼ
 
雷
 

持
ッ
テ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
雷
光
 

ま
う
も
の
 

一
尺
九
寸
 

 

キ レ 

黒 色 

白 

一 本 ハ 

赤 

黒 

  彫
刻
あ
る
 
 
 
 
持
チ
方
ハ
日
本
人
ト
同
一
ナ
リ
 
今
ハ
普
通
ノ
ぬ
リ
箸
及
ビ

sp
oo
n
ヲ
用
フ
 

 （
下
段
）
 

箸
ヲ
昔
ヨ
リ
用
フ
 

馴
鹿
ノ
角
ハ
冬
期
（
春
早
ク
）
何
レ
モ
落
チ
テ
（
山
中
ニ
）
新
ニ
出
ル
 老
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ハ
角
ハ
大
キ
ク
幼
ノ
モ
ノ
ハ
 

小
ナ
リ
 
土
人
ハ
土
人
ハ
角
ヲ
用
ヒ
ズ
 
悪
シ
キ
順
〔
マ
マ
〕
鹿
ニ
テ
モ
二
十
五
円
位
 

河
ヲ
泳
グ
故
山
ニ
入
ル
時
ニ
ハ
泳
ガ
セ
ル
 

耳
に
小
刀
ニ
テ
所
有
ノ
印
ヲ
附
ス
 
 
乳
ヲ
人
ハ
飲
ム
 
甚
タ
甘
シ
ト
 

小
供
ニ
ハ
米
ヲ
ツ
ブ
シ
布
片
ニ
包
ミ
 シ
ヤ
ブ
ラ
ス
ル
（
乳
ナ
キ
時
ナ
ド
ニ
）
母
ノ
死
後
ハ
砂
糖
ト

mi
lk
ノ
ミ
ニ
テ
養
フ
 

石
器
ヲ
知
ラ
ズ
 
 

〃
石
器
〔
？
〕
ヲ
用
ヒ
タ
リ
ト
 

 キ
ー
リ
ン
ノ
話
ニ
 
 
国
境
ニ
近
ク
居
ル
モ
ノ
ニ
テ
 
オ
ロ
ッ
コ
ト
同
ジ
ク

ta
il
ナ
シ
ト
 

満
州
ニ
居
リ
テ
バ
ケ
物
（
鹿
ノ
皮
ニ
テ
身
ヲ
掩
ヒ
シ
モ
ノ
ニ
テ
人
ノ
形
）
 

ト
イ
チ
シ
の
話
ハ
オ
ロ
ツ
コ
ニ
ハ
ナ
シ
 
 
 
 
 
 
石
器
ヲ
見
テ
甚
ダ
奇
異
ナ
ル
面
貌
ヲ
ナ
シ
賞
頑
セ
リ
 

ニ
グ
ブ
ン
ニ
テ
ハ
穴
居
家
ヲ
ト
ー
タ
ー
プ
ト
云
フ
 
 
 
 
ば
け
も
の
ノ
用
ヒ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
云
フ
 

 
（
ホ
ト
ク
チ
）
 
ナ
ル
ア
イ
ヌ
ハ
ヨ
ク
知
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
売
ら
ざ
る
や
と
余
に
問
ひ
し
程
な
り
 

タ
ラ
イ
カ
及
ビ
ナ
ヨ
ロ
近
辺
ニ
ト
イ
チ
セ
ヲ
作
リ
タ
リ
 
木
及
ヒ
草
、
砂
ニ
テ
掩
フ
 

 
 
 
 
 
 
 
（
ア
イ
ヌ
 
ワ
レ
ラ
ン
）
 

中
央
ニ
火
ヲ
タ
カ
ズ
 
砂
ニ
テ
 
か
ま
ど
ノ
如
キ
ヲ
作
リ
テ
窓
ノ
一
方
ニ
置
キ
之
ニ
 

火
ヲ
タ
 
 
ク
 
ニ
グ
ブ
ン
ノ
穴
居
ハ
 
ア
イ
ヌ
ノ
モ
ノ
ヨ
リ
モ
大
ナ
リ
ト
 
シ
ス
カ
ノ
上
流
 

ゴ
ー
ド
ニ
ア
リ
 

 野野
帳帳

11__
5511
  

（
上
段
）
 

草
ヲ
カ
ケ
 
 
 
 
 
 
 
ポ
ー
コ
ノ
ニ
聞
ケ
ハ
分
ル
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
ニ
グ
ブ
ン
）
 

砂
ニ
テ
掩
フ
 
 
 
 
 
 
ハ
ッ
グ
ド
ト
云
フ
 

皮
ハ
山
馴
鹿
ノ
皮
 
 
オ
ロ
ッ
コ
ハ
穴
居
ヲ
呼
ブ
ニ
 

 

フ
チ
ニ

gr
oo
ve
〔
？
〕
ヲ
 

作
リ
テ
張
ル
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
尺
九
寸
四
分
 

 

病
気
ノ
時
 

占
フ
時
ハ
三
四
日
 

カ
ヽ
ル
 
生
キ
レ
ハ
 

金
ヤ
物
ヲ
沢
山
送
ル
 

偶
像
〔
？
〕
ヲ
作
ル
 
物
金
モ
 

ア
リ
 
シ
ヤ
ー
マ
ノ
占
ヲ
ス
ル
時
ア
リ
 

又
タ
鹿
ヲ
殺
シ
テ
神
ニ
捧
 

グ
ル
時
ア
リ
 
ボ
ウ
ー
ト
ウ
 
ニ
テ
皮
虜
ヲ
 

コ
ス
レ
バ
 
其
レ
病
人
ヨ
リ
何
物
カ
ハ
 
ハ
ゲ
テ
 

附
着
ス
ル
コ
ト
 
恰
モ
魚
鱗
ノ
取
レ
去
ル
ト
同
シ
ナ
リ
ト
 

二 尺 四 寸   六 分  

 

九 分  
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 ポ
ン
メ
（
五
十
才
位
）
 

ノ
オ
ロ
ッ
コ
ノ
妻
 
マ
ー
レ
ア
（
同
年
位
）
 

ハ
Sh
am
an
 

  （
下
段
）
 

シ
ャ
ー
マ
ニ
ハ
男
モ
ア
リ
女
モ
ア
リ
 

舞
踊
ハ
甚
ダ
奇
ナ
リ
太
鼓
ヲ
打
ツ
腰
ヲ
異
様
ニ
フ
リ
顔
 

ヲ
シ
カ
メ
或
ハ
上
ヲ
ニ
ラ
メ
下
ヲ
見
 
或
ハ
舌
ヲ
出
シ
 

眼
球
ヲ
白
ク
シ
 
種
々
ノ
容
貌
〔
？
〕
ヲ
ナ
ス
モ
少
シ
モ
笑
フ
コ
ト
ナ
シ
 

其
ノ
真
地
目
〔
真
面
目
〕
ナ
ル
様
 
傍
観
人
ヲ
シ
テ
笑
ヲ
堪
ヘ
得
ザ
ラ
シ
ム
 

腰
ヲ
フ
ル
ニ
今
ハ
〔
？
〕
仲
々
六
ケ
敷
ク
見
ヘ
其
ノ
調
子
ニ
合
ハ
セ
テ
 

太
鼓
ヲ
打
ツ
 
 
 
種
々
ノ
舞
ヒ
様
ア
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
歌
フ
 

  

        

命
名
 

         

難
〔
？
〕
船
ノ
時

Sh
am
an
 
ハ
其
人
ノ
生
死
 

ヲ
予
言
ス
 
■
ニ
昨
冬
土
人
ハ
風
ニ
 

流
サ
レ
三
日
モ
タ
ヾ
ヨ
ヒ
シ
間
 

家
ニ
居
ル
 
妻
ナ
ド
ハ
 
泣
キ
サ
ゲ
ビ
 

Sh
am
a
ニ
頼
ミ
占
ラ
ナ
セ
シ
ニ

Sh
am
an
曰
ク
決
 

シ
テ
死
セ
ズ
ト
 
果
シ
テ
 
陸
ニ
揚
ゲ
ラ
レ
タ
リ
ト
 

や な ぎ 

ま さ か り 

 モ ウ ル チ ュ ク 

 

 

母 ハ 

二 日 位 

後 ニ ス 

帆
木
綿
来
或
ハ
皮
 

 
po
le
ニ
近
ク
皮
 

 
ヲ
用
フ
ル
ハ
普
通
ナ
リ

 
高 二 間 位 

 

径
二
間
位
 

 

太
鼓
ノ
皮
 
山
ノ
馴
鹿
ノ
皮
 

 

犬
橇
ヲ
用
フ
ル
ヤ
 
用
フ
 
ト
ナ
カ
イ
ノ
橇
■
ノ
マ
ヲ
引
ク
 

土
人
ノ
数
 

ギ
リ
ニ

ta
il
ナ
キ
ア
ル
ヤ
 
有
リ
 

キ
ー
リ
ン
は
昔
よ
り
居
る
や
、
河
を
下
ら
ぬ
や
 
以
前
露
人
居
ル
 

時
来
リ
シ
モ
今
 

キ
ー
リ
ン
ハ
■
■
 
異
ナ
ル
 
来
ラ
ズ
 
シ
テ
居
ル
、
漁
ヲ
モ
 

大
ナ
ル
モ
小
ナ
ル
モ
ア
リ
 

麦
粉
■
■
を
如
何
に
し
て
食
写
す
る
や
 
焼
キ
テ
食
ス
 

舟
ノ
木
ハ
流
■
木
ナ
ル
ヤ
 
立
樹
及
ヒ
流
依
木
ヲ
用
フ
 

  野野
帳帳

11__
5522
  

（
上
部
）
 

青
 
黒
 
 
黒
 
 

 
桃
 

    

黒
 
白
 

 一
箇
を
糸
に
て
付
す
 

        （
下
段
）
 

 

赤
 
黒
 

 

青
、
黒
 

       糸
ニ
テ
ヌ
イ
付
ケ
 

    

（ 十 九 日 ） 

ポ テ メ の 霊 

所 有 

か ん む り 

ノ 前 部 

ア マ ッ ポ 竹 製 （ 実 大 ） 
七 月 十 八 日 

北 海 道 土 人 ノ 携 帯 せ る も の に し て 

ギ リ ヤ ー ク は ・ し づ こ 〔 筋 子 〕 一 樽 を 与 へ 

て こ れ を 五 箇 と 代 へ た る も の な り 

と 、 ギ リ ヤ ー ク 曰 く こ れ ギ リ ヤ ー ク の 

知 ら ざ る も の に し て 其 の 毒 は 恐 る べ き 故 用 ふ る 意 

も な し と 只 だ ア イ ヌ の 語 る 毒 の 恐 ろ し き を 聞 き て 

■ し さ の 余 り 交 換 せ る も の な り 此 の 毒 に よ り て 

御 ■ な る 熊 も 立 処 に 斃 る ゝ と の ア イ ヌ の 物 語 を 聞 き 

い た く 驚 き 居 る 有 様 な り 

 

露 領 ノ ニ グ ブ ン 外 見 同 一 ナ レ 𪜈𪜈 露 人 ノ 古 

家 ニ 居 ル 数 少 シ 露 人 ヲ 恐 ル コ ト 甚 

シ 穴 居 ノ モ ノ モ ア リ シ ヤ ト 漸 ク 絶 滅 

セ リ 沿 海 州 ノ ギ リ ヤ ー ク ハ 露 風 

ノ 丸 太 家 ヲ 建 テ ス ト ー ブ ヲ 用 ヒ 居 ル 

露 語 ニ 通 ズ 、 

キ ー リ ン （ ト ン グ― ス ） 国 境 ニ 近 ク 住 シ 外 見 オ ロ ッ コ 

ト 異 ル ト コ ロ ナ シ ト 雖 モ 丈 ケ 高 ク シ テ 立 派 ナ リ 

一 尺 一 寸 

 

黒 地     玉 ヲ 並 ベ タ ル 模 様 

 

六 寸 

 

前 

 

 

 

糸 

 ト ナ カ イ 毛 

 

 

 

荷 物 用 鞍 ニ シ テ 之 ヲ ノ セ タ ル 後 ひ も 

ニ テ 腹 帯 ヲ 占 メ 、 荷 籠 ヲ バ 

 

ギ
リ
ヤ

 

角
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
尺
五
寸
 

 
八
寸
五
分
 
 
 
 
二
間
 

 ひ
も
ニ
テ
両
方
ニ
下
ゲ
ル
 
其
上
ニ
敷
皮
ヲ
カ
ケ
ル
↓

 

サ マ サ 〔 ？ 〕 

衣 ノ 左 袖 

二 本 ヲ 並 ベ 合 セ 目 ニ ツ ケ ル 
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

   野野
帳帳

11__
5533
  

（
上
段
）
 

な
わ
ハ
ひ
ざ
ノ
上
ニ
テ
ナ
ウ
 

馴
鹿
ノ
背
部
ニ
ア
ル

te
nd
on
ヲ
細
キ
サ
キ
タ
ル
ヲ
■
■
ニ
ヨ
リ
 

靴
ナ
ド
ヲ
製
ス
ル
ニ
用
フ
 

 

股
引
ノ

fi
gu
re
 

 

カ
バ
皮
 

一
尺
九
寸
 

  

毛
 
 

毛
 
 

ト
ナ
カ
イ
皮
 

  

一
尺
四
寸
 

  （
下
段
）
 

ギ
リ
ヤ
  

 
  
馴
鹿
ヲ
殺
セ
シ
時
 

何
故
ニ
ウ
ツ
ル
ヤ
 

人
死
セ
シ
時
移
ル
ヤ
 

一
夫
多
妻
ナ
ル
ヤ
 

兄
弟
結
婚
ス
ル
ヤ
 

兄
弟
 
ノ
死
後
 
其
妻
ト
結
婚
ス
ル
ヤ
 

 

   

ト
モ
ヲ
モ
エ
ト
云
フ
宝
（
二
十
日
）
 

   

横 木 ハ 木 

 

縁 ハ 木 

 

一 尺 一 寸 

 

六 寸 五 分 

 

ギ リ ヤ 

 

ミ
オ
チ
ュ
ヤ
ン
（
台
鉄
砲
）
 

（
ギ
リ
）
 

ミ
オ
チ
ュ
ヤ
ン
ガ
チ
ュ
グ
（
和
）〔
オ
ロ
？
〕
 

（
台
）
 

   

三
尺
 

 

ア ザ ラ シ ノ 皮 

 

敷
皮
 

ク
ラ
 

体
 

木
 

製
 

鞍
 

ノ
 

fi
gu
re
 

  

白 毛 

 

 

股 引 

（ 十 九 日 ） 

 

fi
gu
re
 

 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
家
屋
入
口
ノ
上
ニ
ア
ル
板
（
二
十
日
） 

 

長 

四
尺 

巾 

六
寸 

 

宝
ノ
中
ニ
ハ
 

（
満
洲
ニ
テ
作
レ
ル
立
派
 

ナ
ル
衣
ア
リ
、
錦
ア
リ
、
 

刀
ア
リ
、
十
〔
？
〕）

 

  

コ
ン
ゴ
所
有
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宝
 

 
 
 
刀
類
ヲ
バ
埋
メ
ズ
 
 
木
 
銀
 
 
長

1
尺

1
寸
 
 
 

巾
一
寸
一
分
 
 
 
厚

5
分
 

 野野
帳帳

11__
5544
  

（
上
段
）
 

ル
ッ
ク
ニ
（
二
十
日
）
 

ゆ
び
ぬ
き
 

 

Cr
ad
le
ノ
 

後
方
ニ
ツ
ル
ス
 

          

  （
下
段
）
 

  

オ
ロ
ッ
コ
 

 
茶
 

 

白
 
 
 
 
 
 
白
  

 

黒
 
 
 
 
 
 
 
y.
 

 
bl
ue
 

 

色
糸
  

 
 
 
y.
  

 
 
 
 
 
茶
 

  
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
or
an
ge
 

 

錦
 
類
ヲ
ハ
持
 

主
死
セ
ル
時
 
埋
メ
ル
 

女
ナ
レ
ハ
風
呂
敷
ヤ
 

ウ
ル
バ
ー
ホ
 
ヲ
作
リ
着
セ
テ
ヤ
ル

 

所 有 者 死 セ ル 時 

二 寸 五 分 

 

Cradle ノ 側 方 ニ 置 シ 

 

長 四 寸 

 

音 サ ス ル モ ノ 

小 供 ノ 用 フ ル 矢 

焼
き
た
る
鱒
ヲ
片
身
膝
の
 

上
ニ
の
せ
手
つ
か
み
（
左
右
）
 

に
て
肉
ヲ
へ
づ
り
取
り
て
口
に
 

運
び
茶
碗
又
は
ど
ん
ぶ
 

り
に
茶
ヲ
入
レ
飲
む
時
に
 

は
塩
を
つ
け
て
食
す
 

つ
け
物
を
与
フ
レ
ハ
喜
デ
食
ス
 

 
太
 
黒
線

 
 

白 線 

モ ヽ 

 

黄 

  

  

白 

 

 

馴 鹿 ノ 四 肢 ノ 毛 ハ 柔 

カ ニ シ テ 抜 ケ ズ 

 

か ば ん の fig. 

 

煙 草 入 ノ fig. 
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  男
子
結
髪
ノ
時
ハ
女
ハ
鉄
瓶
ヨ
リ
水
ヲ
口
ニ
入
レ
 

其
ヲ
頭
ニ
少
シ
ツ
ヽ
吐
キ
テ
シ
メ
ス
 
然
ル
後
櫛
シ
テ
 

ケ
ヅ
リ
テ
虫
ヲ
ト
リ
後
結
ブ
 
其
間
男
ハ
 

ウ
タ
ヽ
ネ
シ
テ
居
ル
 
凡
ソ
顔
ヲ
洗
フ
時
ニ
モ
 

一
度
口
ニ
水
ヲ
入
レ
 
手
ニ
ハ
キ
テ
ナ
デ
ル
 

女
ハ
耳
ニ
数
ケ
ノ
孔
ヲ
有
ス
ル
ア
リ
 
故
ニ
大
ナ
リ
 

針
ヲ
通
シ
糸
ヲ
ツ
ケ
テ
置
ケ
ハ
孔
ハ
大
キ
ク
ナ
ル
 

 野野
帳帳

11__
5555
  

（
上
段
）
 

ロ
カ
（
二
十
六
七
）
の
彫
■
し
馴
鹿
（
か
ば
ノ
皮
ニ
テ
）
 

 神
ヲ
有
ス
人
ト
有
セ
ザ
ル
人
ト
ア
リ
 

           (下
段
）
 

ホ
ウ
リ
エ
 
 
 
 
 
セ
ル
 

   玩
具
 
ヤ
プ
ト
ゥ
ホ
ゥ
イ
 
cr
ad
le
 
ニ
 
ツ
ケ
ル
 

人
形
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
卵
形
（
木
）
 

 
 
 
 
 
 
ラ
イ
カ
ン
 

   

煙
草
入
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ヤ
ツ
ノ
縫
ヒ
模
様
 

帽 

六
寸
八
分
（
二
十
日
） 

  

頭
痛
ノ
時
頭
ニ
挿
〔
？
〕
シ
ツ
ケ
ル
（
コ
ン
ゴ
ノ
妻
ノ
所
有
） 

土
人
ニ
向
ヒ
目
ニ
見
ヘ
ザ
ル
神
様
ア
ル
ヤ
ト
 
問
ヒ
シ
ニ
 

チ
ヨ
ー
カ
イ
 
ハ
 
見
ヘ
ナ
イ
神
ハ
知
ラ
ナ
イ
ヨ
ト
答
ヘ
タ
 

露
人
ハ
 
強
制
的
ニ
オ
ロ
ッ
コ
ヲ
■
教
〔
キ
リ
ス
ト
教
？
〕
ノ

信
者
ト
ナ
セ
シ
ト
 

雖
モ
今
ハ
此
ノ
如
き
有
様
、
id
ol
及
ビ
 
シ
ヤ
マ
ノ
 

力
ハ
ヤ
ハ
リ
彼
等
ニ
ハ
力
ア
ル
信
仰
物
タ
リ
 

 

チ ヤ ギ ラ 

ゆ
み
 

ド
ゥ
ン
グ
ル
 
 
 
ボ
ヲ
 

ピ
ン
ノ
ウ
ク
 

 
 
 
 
 
 
 
ト
ゥ
ダ

 

鮭 皮 ニ テ ノ 幕 

シ ヨ グ ボ 

ダ ワ 

耳
ニ
孔
ヲ
ア
ケ
ル
ニ
ハ
幼
 

時
ニ
針
ニ
テ
ス
ル
 

泣
カ
ズ
ト
云
フ
 

音 ス ル 

   野野
帳帳

11__
5566
  

（
上
段
）
 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
自
称
 
地
名
 
犬
ノ
形
ヲ
作
ル
コ
ト
 

体
温
 
 
 
脈
、
 
 
 
呼
吸
数
 
 
 
排
泄
、
 
 
 
 
嗅
 

が
ま
ノ
織
物
ニ
テ
か
ば
ん
ヲ
作
リ
居
ル
モ
ア
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家
ニ
居
ル
時
ニ
ハ
女
ハ
脚
ヲ
 

他
人
ノ
モ
ノ
ニ
ハ
 
決
シ
テ
手
ヲ
付
セ
ズ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寒
キ
ニ
モ
係
ハ
ラ
ズ
幼
児
ハ
む
し
ろ
ノ
 

ビ
ロ
ー
ド
ノ
 
衣
ノ
背
ニ
つ
ば
ヤ
玉
を
連
ネ
タ
ル
ヲ
付
セ
ル
ア
リ
 
 
 
上
ヲ
シ
ヤ
チ
〔
シ
ャ
ツ
〕
一
枚
ヲ
着
テ
面
ヒ
居
ル
 

幼
時
ニ
ハ
耳
ニ
銀
貨
ヲ
サ
ゲ
シ
ア
リ
 

鱒
ノ
尾
ニ
近
キ
部
ヲ
ハ
生
ニ
テ
塩
ニ
ツ
ケ
食
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
刀
ヲ
ト
グ
ニ
ハ
刀
ノ
む
ね
ニ
テ
摩
ス
ル
 

女
ニ
テ
モ
内
輪
ニ
■
ム
モ
ノ
ナ
シ
■
ケ
ハ
体
ノ
上
部
ヲ
動
カ
サ
ズ
 
 
 
 
 
 
モ
ア
リ
 

下
方
ノ
■
ニ
ヲ
■
ム
■
モ
■
 

  

音
 
ノ
ソ
〱
ト
家
内
ニ
入
リ
来
リ
勝
手
ニ
坐
ヲ
■
■
■
■
ノ
姿
勢
 

ニ
テ
座
ス
ル
ア
リ
 
横
ハ
ア
リ
 
鞘
ヲ
シ
テ
茶
ヲ
出
シ
肴
ヲ
出
セ
 

ハ
食
シ
又
タ
出
テ
行
ク
 

子
供
ハ
か
や
ノ
如
キ
草
ノ
葉
ヲ
口
ニ
ク
ワ
ヘ
 
パ
タ
〱
ト
 

音
サ
シ
テ
楽
シ
ム
 

ハ
指
ニ
テ
動
カ
ス
 

 （
下
段
）
 

ニ
グ
ブ
ン
 
自
称
ナ
リ
 
其
ヲ
ア
イ
ヌ
ハ
ニ
グ
ブ
ン
ト
云
フ
 
露
人
ハ
ギ
ル
ラ
ー
ク
ト
云
フ
 

子
供
等
 
遊
ビ
ニ
角
力
モ
ア
リ
 
又
タ
草
原
ニ
テ
角
力
ノ
真
似
、
小
高
キ
処
ヨ
リ
飛
ヒ
下
リ
来
リ
ネ
コ
ロ
ブ
 

ア
リ
 
子
供
ヲ
シ
カ
ル
 
頭
ヲ
タ
ヽ
ク
 

煙
管
ヲ
口
ニ
ク
ワ
ヘ
幼
児
ヲ
ワ
キ
ノ
下
ニ
シ
靴
ヲ
作
ル
膝
ヲ
ク
ヅ
シ
 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
 
ハ
外
ヘ
天
幕
住
居
ニ
変
シ
テ
モ
 
中
央
ニ
四
角
形
ノ
炉
形
ヲ
作
ル
 

器
物
ヲ
ハ
洗
フ
コ
ト
ナ
ク
 
種
々
ノ
布
片
ニ
テ
フ
ク
ノ
ミ
 

■
ナ
ル
魚
ニ
テ
モ
 
ア
ザ
ラ
シ
ノ
油
ヲ
ツ
ケ
テ
食
ス
レ
ハ
甘
ク
且
ツ
 
腹
ハ
空
キ
ル
コ
ト
ナ
シ
 

大
ナ
ル
ア
ザ
ラ
シ
二
疋
ア
レ
ハ
大
な
樽
一
ヶ
ニ
一
杯
出
来
ル
 

肉
ト
皮
ト
ノ
間
ニ
厚
ク
ナ
リ
居
ル
 
取
リ
タ
ル
マ
ヽ
ヲ
樽
ニ
入
レ
テ
置
ケ
ハ
油
ハ
上
ニ
浮
ブ
 

一
人
デ
モ
多
ク
捕
フ
ル
人
ハ
百
モ
取
ル
 
鉄
砲
及
ビ
鎗
 
ノ
上
手
ナ
人
ハ
主
ト
シ
テ
捕
フ
ル
皆
ナ
 

捕
フ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ズ
 
分
ケ
ル
 
氷
ノ
上
ニ
座
リ
居
ル
処
ヲ
鉄
砲
及
ビ
鎗
ニ
テ
捕
フ
 

乾
シ
タ
鱒
ヲ
三
片
位
ヲ
焼
キ
、
油
ヲ
ツ
ケ
テ
食
シ
茶
ヲ
ノ
ム
 

油
ハ
飯
ニ
入
レ
テ
モ
食
ス
 
冬
期
 
油
ヲ
食
ハ
サ
レ
ハ
身
体
ハ
悪
ク
ナ
ル
 

 

皿 入 レ ノ 縁 
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

  

片 ツ ケ ル 人 ハ 二 人 

イ ソ ツ ヅ ジ 小 枝 

ヲ 両 方 ニ 

結 ヒ ツ ケ ル 

野野
帳帳

11__
5577
  

（
上
段
）
 

子
供
等
モ
傍
ニ
座
シ
脂
ヲ
ツ
ケ
テ
食
ス
 
昼
ハ
生
鱒
ヲ
煮
タ
モ
ノ
 
夕
食
ハ
乾
肴
 

食
後
ハ
皿
、
茶
碗
ヲ
 
フ
キ
 
入
物
ニ
入
レ
ル
 
 
 
嬰
児
ノ
に
や
〱
笑
フ
様
 
異
ナ
ラ
ズ
 

子
供
等
ハ
 
■
ニ
ノ
リ
一
人
ハ
カ
タ
■
メ
テ
曳
ク
 

ホ
シ
ブ
ー
（
オ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
酒
ヲ
一
瓶
買
フ
テ
来
ル
 
小
ナ
ル
量
ニ
テ
 

ガ
（
gn
）
グ
ラ
ー
エ
ス
（
ギ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分
ケ
テ
飲
ム
女
ニ
一
ツ
盃
ヲ
ヤ
レ
ハ
一
口
 

皮
ヲ
引
イ
テ
コ
グ
ル
（
脂
ヲ
ト
ル
具
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
飲
ミ
他
ノ
女
ニ
ヤ
ル
又
タ
一
口
飲
ミ
又
 

一
尺
位
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
返
ヘ
シ
 
一
口
飲
ミ
返
ヘ
シ
之
レ
親
 

犬
ハ
一
家
ニ
二
三
疋
ナ
リ
古
ハ
橇
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
コ
ト
ナ
ラ
ン
 
男
ハ
然
ラ
ズ
 

曳
カ
ス
タ
メ
多
カ
リ
シ
モ
今
ハ
て
ん
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夜
ニ
ナ
レ
ハ
夜
食
ト
シ
テ
生
魚
、
 

捕
フ
ル
ニ
用
フ
ル
ノ
ミ
ナ
ル
故
少
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女
ハ
靴
ヲ
ヌ
グ
 

朝
ハ
米
 
 
 
食
前
網
ヲ
ヒ
ク
タ
メ
早
ク
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
起
キ
ル
 

   （
下
段
）
 

ガ
(g
n)
リ
ル
.チ
ェ
ガ
ェ
 
柱
ニ
彫
ム
神
 
 山
ニ
テ
死
セ
ル
人
 
 
 
 
女
ハ
早
ク
起
キ
水
ヲ
汲
ム
ニ
 

ド
ゴ
 
チ
ェ
ガ
エ
 
 
双
子
神
 
 
 
 
 
中
家
ニ
テ
死
セ
ル
 
 
 
 
行
ク
 

頭
ハ
作
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 人
ナ
レ
ハ
三
日
位
 

家
ニ
置
ク
 

手
ば
な
ヲ
カ
ギ
何
処
ニ
テ
カ
マ
ハ
ズ
ナ
デ
ル
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
ギ
リ
ヤ
ー
ク
女
児
ノ
 

結
髪
  
  
番
ヲ
セ
ズ
 

 葬
式
 
 
 
 
 
 
 
 
六
尺
八
寸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
舟
ニ
テ
直
グ
埋
葬
地
ニ
運
ビ
 

決
シ
テ
家
ニ
入
レ
ズ
野
原
 
 
 
 
 

ニ
置
キ
 

鹿
皮
ノ
新
靴
（
粗
末
ニ
縫
ヒ
タ
ル
モ
ノ
）
 

ビ
ロ
ー
ド
ノ
股
引
（
腹
部
マ
テ
達
ス
ル
モ
ノ
 

さ
ら
さ
ノ
シ
ヤ
チ
ノ
上
ニ
 糸
ニ
テ
ト
ム
）
 

に
し
き
 
 
半
シ
ヤ
チ
（
袖
ナ
キ
）
ヲ
着
セ
 

び
ろ
ー
ど
ノ
上
衣
ヲ
着
ケ
 

船
様
ノ
ふ
た
三
枚
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 糸
ニ
テ
縫
ヒ
ツ
ケ
（
ボ
タ
ン
ノ
代
リ
ニ
）
 

  

荷 か ご 

穴
ノ
深
サ
三
尺
 

東
西
東
西
方
向
ニ
掘
ル
 

 

  （ サ ナ タ ） 野野
帳帳

11__
5588
  

（
上
段
）
 

片
（
風
呂
敷
ノ
色
サ
メ
テ
白
ク
ナ
レ
ル
モ
ノ
）
  
 刀
ノ
鞘
ニ
ハ
メ
タ
  
 （
布
片
ノ
細
キ
モ
ノ
ニ
テ
）
 

白
キ
布
ヲ
頭
ニ
巻
キ
（
ハ
ジ
マ
キ
）、
く
び
ニ
一
ヶ
ノ
飾
（
輪
）
ヲ
サ
ゲ
更
ニ
に
し
き
ヲ
男
く
び
ニ
巻
キ
 

帯
ヲ
占
メ
、
 
び
ろ
ー
ど
ノ
 
煙
草
入
ノ
底
ヲ
少
シ
破
リ
 
葉
煙
草
ヲ
入
レ
 
き
せ
る
ヲ
入
レ
胸
ニ
サ
ゲ
懐
ニ
入
ル

 ヽ

つ
つ
じ
（
イ
ソ
ツ
チ
ジ
）
 
及
ヒ
か
や
ニ
テ
人
形
ノ
形
ヲ
作
リ
（
一
尺
五
六
寸
長
サ
）
白
布
ニ
テ
さ
る
ま
た
様
ニ
 

巻
キ
 
び
ろ
ー
ど
の
脚
絆
ヲ
皮
ノ
帯
ニ
結
ヒ
サ
ゲ
 
皮
ノ
靴
ヲ
ツ
ケ
  
  
  
  
 （
新
シ
キ
日
本
煙
管
）
 

白
ノ
シ
ヤ
チ
ヲ
着
ケ
（
女
用
ナ
ル
故
長
シ
）
 

サ
ラ
サ
（
別
ノ
模
様
）
ノ
中
衣
、
び
ろ
ー
ど
ノ
上
衣
（
短
シ
）
 

男
ノ
モ
ノ
ヨ
リ
モ
小
ナ
ル
ニ
■
■
 
男
■
シ
宝
ヲ
頸
ニ
サ
ゲ
 

白
布
ノ
は
し
■
、
さ
ら
さ
ノ
風
呂
敷
ヲ
カ
ブ
リ
 
に
し
き
ノ
帯
 

 

同
シ
ク
煙
草
入
（
長
サ
五
六
寸
細
シ
）
 

男
ノ
右
側
ニ
■
 
（
熊
ヲ
殺
ス
モ
ノ
ニ
テ
 
宝
ト
セ
ル
モ
ノ
）
 

■
■
ニ
粗
ナ
ル
■
ヲ
ツ
ケ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
入
レ
 

粗
ナ
ル
弓
（
皮
ノ
弓
弦
）、
宝
刀
（
身
ハ
木
）
及
＿
ヲ
 
及
 
一
本
ノ
 
か
い
（
二
尺
許
リ
ノ
急
製
）
 
ヲ
置
キ
 

葉
煙
草
ヲ
少
シ
ク
頭
部
ニ
敷
キ
 
サ
ラ
サ
ヲ
上
ニ
カ
ケ
枕
ト
ス
  
 小
サ
キ
モ
ノ
ニ
テ
 

  （
下
段
）
 

男
ヲ
先
キ
ニ
箱
ニ
入
レ
 
（
中
央
ヨ
リ
折
リ
）
 
 
 
 
 
 
頭
側
ニ
 
 
米
ヲ
少
量
（
一
杯
ト
カ
ケ
）
 

人
形
ヲ
男
ノ
腰
ヨ
リ
以
下
ニ
側
ニ
横
ヘ
 
間
ニ
 
 
 
 
 
 
ぱ
ん
等
に
少
シ
 

上
ニ
さ
ら
さ
ヲ
カ
ケ
ル
（
さ
ら
さ
ヲ
敷
キ
ツ
メ
タ
後
）
足
部
ニ
ど
ん
ぶ
り
 
コ
ヒ
ー
茶
器
ヲ
一
組
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
破
リ
テ
入
レ
 

酒
ヲ
頭
ニ
カ
ケ
■
■
箱
ノ
外
ニ
モ
フ
ト
ヒ
後
 

ふ
た
ヲ
ナ
ス
 
白
布
片
ヲ
十
字
形
ニ
組
ミ
 
ふ
た
ノ
上
ニ
打
ツ
ツ
ケ
ル
 

老
女
ノ
ミ
一
二
人
ソ
バ
ニ
居
リ
テ
指
示
ヲ
ナ
シ
 
若
キ
女
ハ
来
ラ
ズ
 

ホ
ノ
ツ
プ
村
ノ
一
本
油
ノ
居
タ
穴
居
 
シ
ル
ト
ル
ヨ
リ
七
八
里
間
先
キ
海
岸
ヨ
リ
五
六
丁
後
シ
 

鹿
ヲ
殺
ス
レ
ハ
延
蹄
部
ニ
 
マ
キ
リ
ヲ
刺
ス
 
立
処
ニ
死
ス
（
熊
ヲ
殺
ス
ニ
ハ
肋
骨
三
枚
目
一
刺
 

焼
酎
ヲ
少
シ
ツ
ヽ
■
■
ヲ
■
■
ニ
飲
マ
ス
 
 
 
 
 
 
（
残
リ
タ
ル
モ
ノ
）
及
ヒ
 

西
枕
ニ
埋
メ
酒
ヲ
マ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
布
片
ノ
小
ギ
レ
 
パ
ン
菓
子
ヲ
足
部
ニ
入
レ
 

ト
ナ
カ
イ
ヲ
ハ
他
ノ
穴
ニ
入
レ
ル
 
 
 
 
 
前
ニ
着
セ
テ
居
ツ
タ
衣
ヲ
バ
 
別
ノ
穴
ニ
 
入
レ
ル
 
入
レ
ル
 
 
（
箱
外
ニ
）
 

    

帯 

脚 絆 
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  野野
帳帳

11__
5599
  

（
上
段
）
 

常
用
ノ
鍋
 
鋏
テ
破
リ
 
頭
ノ
方
に
入
ル
ヽ
ガ
茶
釜
カ
マ
ヲ
バ
破
リ
テ
 
野
ニ
捨
テ
ル
 

女
ノ
用
ヒ
タ
ル
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
十
字
架
ヲ
ハ
足
部
ニ
タ
ツ
ル
 

マ
サ
カ
リ
 
 
長
子
（
十
才
バ
カ
リ
ノ
モ
ノ
）
ハ
少
シ
ク
土
ヲ
カ
ケ
ル
 

肉
ヲ
ハ
墓
場
ニ
テ
煮
テ
食
フ
ハ
■
■
ナ
レ
ハ
当
日
ハ
時
違
キ
故
之
ヲ
廃
セ
ル
 

日
本
人
ニ
ノ
ミ
分
テ
リ
、
盛
土
ノ
土
ニ
十
字
形
ヲ
カ
ク
 

墓
ヨ
リ
北
方
川
ニ
面
セ
ル
方
ノ
両
側
ニ
柳
ノ
小
枝
二
本
ツ
ヽ
（
下
ノ
方
ヲ
皮
ヲ
 

ム
キ
 
イ
ナ
オ
ノ
如
ク
ニ
少
シ
ク
ケ
ヅ
リ
）
立
テ
道
ト
ナ
シ
中
間
ニ
ア
ザ
ラ
シ
ヲ
捕
フ
ル
 

や
り
 
及
ヒ
船
ノ
破
レ
（
残
リ
）
ヲ
置
ク
 
此
道
ヲ
横
ギ
ル
ハ
悪
シ
 
別
ニ
祈
リ
ハ
ナ
シ
 

互
ニ
酒
ヲ
飲
ム
ノ
ミ
 

酒
ヲ
有
ス
ル
時
ハ
家
ニ
帰
リ
テ
後
身
内
ノ
モ
ノ
ノ
ミ
酒
ヲ
飲
ム
ト
云
フ
 

葬
式
ニ
用
ヒ
タ
ル
物
ヲ
普
通
ノ
舟
ニ
入
ル
ヽ
ハ
悪
シ
 
之
レ
 
其
舟
ハ
河
上
ニ
浮
ベ
バ
魚
類
ハ
皆
 

ナ
 
ニ
ゲ
去
ル
故
ナ
リ
ト
 
又
タ
葬
儀
ニ
用
ヒ
タ
ル
鹿
ノ
肉
ヲ
家
ニ
テ
食
ス
ル
 

 （
下
段
）
 

際
ニ
他
ノ
魚
類
ト
混
食
ス
ル
ハ
悪
シ
 
必
ズ
一
方
ヲ
先
キ
ニ
食
シ
終
リ
 

然
ル
後
水
ヲ
飲
ミ
 
而
乄
一
方
ヲ
食
フ
然
ラ
ザ
レ
ハ
 
 
河
ノ
神
ハ
怒
リ
 

魚
族
ハ
河
ヲ
去
ル
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
水
死
人
ニ
対
シ
テ
ノ
ミ
）
 

土
ヲ
カ
ク
ル
際
ニ
他
人
ニ
テ
モ
土
ヲ
カ
ケ
テ
可
ナ
リ
然
ス
レ
ハ
 

死
人
ハ
感
謝
ス
ル
ト
 
後
二
度
ト
墓
地
ニ
行
ク
ヤ
 

他
ノ
馳
走
ヲ
セ
ズ
ヤ
（
三
年
間
、
同
月
ニ
、
行
キ
酒
ヲ
ア
ゲ
ル
）
 

 野野
帳帳

11__
6600
  

（
上
段
）
 

仕
度
ノ
時
ハ
男
子
タ
リ
ト
モ
 
ア
マ
リ
 
ソ
バ
ニ
行
 

ク
コ
ト
ナ
シ
 
又
タ
死
人
ヲ
運
ブ
ニ
他
人
（
近
親
 

者
ノ
外
）
ハ
手
伝
ヲ
セ
ズ
 

家
ニ
帰
リ
テ
入
口
ニ
テ
如
何
ニ
ス
ル
ヤ
 
酒
ヲ
飲
ム
ヤ
 
 
自
他
ノ
隔
ナ
ク
 
皆
ナ
飲
ム
 

オ
ロ
ッ
コ
ノ
方
ハ
一
般
ニ

ha
ir
 ハ

 b
ro
wn
ヲ
帯
ビ
居
ル
殊
ニ
小
児
ノ
モ
ノ
ハ
 

赤
ク
■
リ
帯
ビ

si
lk
is
h 
ナ
リ
 

 （
下
段
）
 

死
人
ノ
家
ニ
帰
ル
ヤ
会
葬
者
ハ
何
レ
モ
 

ハ
例
ナ
リ
 
 
火
ニ
松
枝
ヲ
ク
ベ
其
上
ニ
マ
タ
ガ
リ
テ
衣
ヲ
フ
ル
 

 

  

三
国
通
覧
図
説 

全 

サ ル ヲ ガ セ 或 ハ 

草 ニ テ 

フ ク 

切 口 ヨ リ 侵 入 

雨 ハ ス ル 故 根 ハ 

ク サ ル 

ワ
ッ
テ
グ
ル
（
ギ
） 

ふ
い
ご 

ト ナ カ イ 大 ナ レ ハ 四 尺  胴 ノ 周 リ ハ 五 尺 位 

角 ノ 長 キ ハ 三 尺 五 寸 

十 月 ハ 交 尾 期 八 ケ 月 ニ テ 産 ム 角 ノ 落 ツ ル ヽ コ ト 雄 ハ 早 ク 交 尾 期 ハ 

終 レ ハ 初 マ ル 十 一 月 十 二 月 ナ リ 他 ハ 一 月 頃 カ ラ ナ リ 雌 ノ 受 胎 中 

時 ノ 小 ナ ル 間 ハ 落 ツ ル コ ト ナ シ 大 ニ ナ レ ハ 落 ツ ル 

天 気 ノ 時 ハ 山 中 ヨ リ 出 ル 交 尾 期 ニ ナ レ ハ 角 ノ 毛 ハ ヌ ケ ル 

二 才 ニ ナ レ ハ 交 尾 ス ル 力 ア リ 、 此 期 ニ 至 レ ハ 去 勢 ス 、 睾 丸 ヲ カ ミ チ ブ ス 

野 生 ノ モ ノ ニ シ テ 雌 ヲ 持 テ ハ ■ ち ん モ ノ ハ 飼 育 ノ モ ノ ニ 来 リ 交 尾 ス 此 間 
ノ 子 ハ 荒 々 シ ク 使 用 サ レ ズ   野 生 ノ ♂ ハ 飼 ノ ♀ ト 交 尾 ス ル コ ト ア リ 

 イ
ナ
ヲ
 
山
ノ
神
 

ト
ゥ
ー
ル
（
オ
）（
シ
ャ
ー
マ
ン
ハ
作
ル
）
 

ト
ン
チ
ェ
ハ
ル
（
ギ
）
 
病
気
ノ
時
多
ク
作
ル
ガ
 
病
ナ
キ
時
 

ヲ
ハ
作
ル
人
ア
リ
）
 

ヲ
ワ
パ
ー
（
ヲ
ロ
）（
み
ヽ
き
の
こ
）
ヲ
傷
ニ
付
ス
）
 
 
 
 
 
 
 
 
犬
 
舟
、
エ
ル
ワ
ン
ボ
リ
（
オ
）
 

モ
ホ
ル
ン
ド
ゥ
（
ギ
）
 

ゴ
ヨ
ガ
ン
ゴ

s
フ
ク
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
漁
ノ
時
 
イ
ラ
ン
ガ
フ
テ
 

 
ギ
 

 

シ
ャ
ー
マ
ン
ノ
眼
ニ
見
ユ
ル
 

神
ノ
■
ハ
タ
ル
ナ
リ
ト
故
ニ
 

 

木
ノ
先
端
 
イ
ツ
ラ
ヲ
（
ヲ
）（
ナ
ヲ
）（
ギ
）
 

ニ
ツ
ケ
手
ノ
如
ク
ス
ル
 

    野野
帳帳

11__
6611
  

（
上
段
）
 

 （
下
段
）
 

              

各
色
 
 
食
ス
ル
土
 

各
種
 
及
ヒ
取
リ
方

 
角
ノ
根
ニ
孔
ア
リ
 
 

 

ソ
ロ
ゼ
（
今
日
ハ
）
 

ア
ヤ
カ
ン
ゼ
ブ
（
サ
ラ
ン
バ
）
 

サ
ン
ダ
語
ニ
テ
（
ギ
）
モ
今
ハ
用
フ
 

（
オ
ロ
ッ
コ
語
）（
サ
ン
ダ
モ
用
フ
 

（
ギ
）
 
ウ
ル
ン
ク
ス
 
ホ
ヌ
ベ
ヤ
 

（
サ
ラ
ン
バ
）
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石田収蔵の野帳等資料の紹介 (2) 
Fieldnotes by Shuzo Ishida (2)

  野野
帳帳

11__
6622
  

（
上
段
）
 

5（
大

2）
ポ
シ
ト
 

4（
男

2
女

2）
ギ
 
チ
エ
レ
ブ
ュ
ン
ヌ
（
ア
ン
ジ
ユ
ッ
ト
）
 

6 4（
夫
妻
ニ
小
供
）
 
ニ
コ
ス
 

7（
姥
、
兄
弟
、
主
、
小
四
人
）
 
ク
タ
ス
ケ
 

6（
主
、
姥
、
子
）
 
チ
エ
ッ
タ
カ
 

2、
3 

 
ル
カ
 

3（
大

2、
小

1）
 
 
内
一
人
 
カ
ラ
ノ
子
 

ホ
モ
ガ
ン
ー
 
小

3 
大

5 

ピ
シ
ヨ
ン
グ

gn
ヌ
 
小

2 
ノ
中
一
人
ハ
■
■
子
 
 
大

3 
夫
妻
ノ
外
に
男
 

ペ
ム
ル
シ
 
大

2 
小

4
女
（
小
供
）
 

チ
ェ
ル
ム
、
ヌ
 
大
 
大

4 
小

1 
ノ
外
男
（
夫
ノ
兄
弟
）
 

カ
ス
ペ
 
大

2 
小

5 
女

3 
男

2 

ボ
ー
コ
ン
ヌ
 
大

5 
小

2 
女

2 
内
一
人
ハ
妻
 

5（
大

2
小

3）
ポ
ン
メ
（
六
十
位
）
先
妻
ノ
子
二
人
 

7（
 
 
 
）
ク
シ
ヤ
レ
 

4（
 
 
 
）
グ
ヤ
シ
ヤ
 

 （
下
段
）
 

フ
レ
ジ
ウ
 

4
寸
 
五
十
 

 ア
ッ
チ
ラ
（
カ
ラ
ノ
 
三
番
目
ノ
 
弟
）
 
四
十
位
 

 

ワ
ン
ボ
グ
ダ
（
女
）
 
ト
ウ
サ
ガ
ノ
妻
ノ
母
 

マ
ガ
ウ
ダ
（
女
）
 

ガ
イ
カ
ヌ
 

グ
（
s）
ー
ジ
ェ
ヌ
 

     シ ヤ チ ガ レ サ ン ノ シ ケ ジ ヤ ゴ マ レ 

兄 弟 ニ テ サ ン ダ （ 男 ） ト オ ロ ッ コ （ 女 ） 

ト ノ 間 ノ 子 
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資 料 紹 介
Cultural Resources

解題

1912（大正元）年10月1日～11月29日、東京の上野で
開催された拓殖博覧会（北海道出品協会主催）と、翌
1913（大正２）年4月21日～6月19日、大阪の天王寺で
開催された明治記念拓殖博覧会（大阪商工会主催）に
出場した、サハリン先住民族（樺太アイヌ、ニヴフ、ウ
イルタ）や北海道アイヌに関する『樺太日日新聞』（以
下、『樺日』）の記事を翻刻して紹介する。

各地の先住民族が博覧会場で暮らしながら出場する
という〈人間展示〉に関する情報を、樺太で発行され
た新聞から関係記事を蓄積して、出場した先住民族の

〈声〉に可能な限り迫ることを目的とする。具体的な検
証、検討は別稿にて行うことを期して解題にかえる。

拓殖博覧会に北海道、サハリン、台湾の先住民族を
出場させた目的は、次にように説明されている。「拓殖
博覧会ハ新領土及勢力圏内ニ於ケル天産物、加工品ノ
蒐集ノミニ満足セス理学博士坪井正五郎ヲ顧問トシ帝
国版図内ノ各人種ヲ招来シテ親シク彼等ノ性格及生活
状態ヲ観覧シ今後如何ニ彼等ヲ訓導スヘキカヲ研究ス
ルノ機会ヲ内地人ニ寄与スル」（『拓殖博覧会事務報告』
1913年、p.64）。開催にあたっては、当時の東京帝国大
学教授で東京人類学会の坪井正五郎のほか、石田収蔵
が関わっていたことは板橋区立郷土資料館に残されて
いる資料から分かっている。また、翌年の明治記念拓
殖博覧会の報告書では東京人類学会の関わりが触れら
れていないが、ほぼ同様の目的だったことが分かる。

これら２つの博覧会と先住民族の関わりについて山

路勝彦『近代日本の植民地博覧会』や小原真史「「人類
館」の写真を読む」に詳しく、また新聞記事から分析
を試みたものに小西雅徳「拓殖博覧会における人種展
示と東京人類学会の役割について」などの先行研究が
ある。
『樺日』記事では、拓殖博覧会と明治記念拓殖博覧会

の出場者名について、異言語である先住民族の各言語
を聴き取るのは至難だったとみえ、記事によって氏名
には多くの異表記があるため、公式の報告書と比較し
ながらいくつかの名前の表記例を挙げる（表1、2）。日
本語名のほか、アイヌ語名に関しては別名でも記録さ
れた可能性がある。出場者である先住民族のうち、男
性の中には首長の役職に就いていた者がいたり、男女
ともに文化伝承にたずさわる者がいたりと、出場後に
も氏名を知られている人物が多いことからも匿名とし
なかった。

アイヌなど先住民族の歴史資料の資料論として、先
住民族自身の著述（発言記録）がほとんどない時代に
あって、あくまでも新聞記者のフィルターを通した言
説であることを踏まえた上で、新聞記事からどのよう
に先住民族の〈声〉や生活のリアリティを読み取るか
は大きな課題である。匿名のマイノリティの〈声〉と
しなかった所以でもある。

また、今から約110年前の新聞記事では、現在では使
われない差別的な表現が多用されるが原文のまま翻
刻した。あくまでも当時の歴史的背景を明らかにする
ことを目的としており、民族差別を助長する意図はな
い。当時の新聞記事が「内地人」の〈文明〉に比べて先
住民族がいかに〈遅れて〉いるかを奇異なまなざしで

キーワード：アイヌ、ニヴフ、ウイルタ、新聞記事、人間展示

Keyword: Ainu, Nivkh, Uilta, Newspaper Articles, human display

『樺太日日新聞』（1912-13年）掲載
サハリン先住民族と拓殖博覧会関係記事：目録と紹介

Headlines and Contents of Sakhalin Indigenous Peoples and Colonization Expos-
related Articles from KARAFUTO-NICHINICHI SHIMBUN(Sakhalin Daily News) 

1912-1913

田村将人（TAMURA Masato）
資料情報室長（Head, Division of Collection Management, National Ainu Museum）
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描いてそれを読者が受容するという構図を痛感せざる
を得ない。この点において、110年を経て幾多の改善が
なされてきたことも実感するが、マイノリティへの偏
見は形を変えて再生産されてきたことも想起せざるを
得ない。

本稿で紹介する記事は、編者が北海道立図書館や北
海道大学附属図書館にて2003年頃に『樺日』のマイク
ロフィルムから複写したもので、見逃した記事がある
ことを恐れる一方、一部を厳選して翻刻し紹介するこ
ととした（表3）。

なお、東京で開催された拓殖博覧会に比べて、大阪
での明治記念拓殖博覧会の記事は『樺日』では少なく、
樺太と大阪の関係性が東京と比べて薄かったのか、

『樺日』と提携する新聞社の有無に起因するのかは分
からない。大阪での北海道アイヌに関する記事も少な
い。なお、同内容の記事が『北海タイムス』や『小樽新
聞』に掲載されていることが分かっていることから、
配信記事や転載という可能性も含めて検証する必要が
ある。
『樺日』に関しては、北海道大学文学部が報告書の中

で「資料篇『樺太日日新聞』掲載のサハリン先住民族
に関する記事データベース」を掲載しているほか、山
田伸一や会田理人がほかのテーマにおいて資料紹介を
行っている。編者も『サガレン新聞』を紹介するにあ
たり、新聞記事の資料論的な位置づけを考えた経緯が
ある。

翻刻について、判読できなかった文字は■、活字が
空白の場合は□、（人名を除き）旧字や異体字、変体仮
名は現在一般的に使われる漢字・ひらがなに統一し、
その他編者の気づいたことは〔　〕内に入れた。

この資料紹介は、国立アイヌ民族博物館調査研究プ
ロジェクト2021A06および2023B03、2024A02の成果
の一部である。
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表１　拓殖博覧会に出場した先住民族の名前

『拓殖博覧会事務報告』 『樺日』記事

樺太オタサムアイヌ
ロコ
チカマ（婦）
イネヘンヱコンノ（長女）
チユコモリ（大工）

「小田寒板坂六助長男妻つかよ、娘てる子及び内淵チユユコモ（土人大工）」（9月25日付）
「樺太方面アイヌオタサンの酋長坪澤六輔の娘テル子」（10月20日付）
「酋長坪沢六助」「嫁女のチカマ」「棟梁チュコモリ」（11月1日付）
「刺繍　樺太アイヌスクタリー製作」（11月9日付）
「樺太アイヌ、オタサンの酋長坪沢六助同人嫁チカマ、娘テル子、大工のチユーコモイ
ン」（11月23日付）

「アイヌ種の坪沢六助（六〇）同テル子嬢（一二）同チカマ（二三）チユコモリ（五〇）」（12
月18日付）

ギリヤーク
ボーコン
チヱフレヌト（妻）
プニユン（従僕）

「ギリヤーク人敷香支庁内ホウエ村の酋長ボーコン（五十）妻チエクレン（五十二）及
びプニオン（十九）」（10月9日付）

「ギリーヤク種族のボーコン（四十五六）チエフレット（五十二）の夫妻」「ギリヤーク
のプキオン（十九）」（10月13日付）

「フギオン」（10月15日付）
「舟　ギリヤーク族ボーコン製作」（11月9日付）
「樺太ギリヤーク族の統領ボーコン、同人妻サンカ、青年プキオン」（11月3日付）
「ギリヤーク種のボーコン（四七）チエフレンド（六〇）プンヨン（一九）」（12月18日付）
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オロツコ
チバロツク

「敷香キユーリン川の畔に住むオロチョン酋長パロフ（五十五）」（10月9日付）
「オロチョン族　の酋長イヴロック」（10月10日付）
「オロッコ種族のイバロク（六十位）」（10月13日付）
「オロツコ族の統領ヱバロク」（11月３日付）
「オロッコ種のイバロク（五七）」（12月18日付）

北海道日高アイヌ
コレヤタン
キシノ（孫）
ウエンサナス（彫刻師）

「北海道アイヌのウエサナシ」「北海道のアイヌのバッコ（お婆さん）コレヤタニ」（11
月1日付）

「端書入函　北海道アイヌ貝澤ウゴサナシ製作」（11月9日付）
「北海道アイヌの老翁貝澤ウエサナシ、老媼南邊澤コレヤアタン」（11月23日付）

表２　明治記念拓殖博覧会に出場した先住民族の名前

『明治記念拓殖博覧会報告』 『樺日』記事

樺太アイヌ
男　白川モイマ
同女子　クルバルマ
男　ハイパ貞介
同女子　スユカ

「保呂の白川茂衛門（五四）同人妻アソワンマ（三七）及小田寒ハイバッテイ（四十）同
人娘シュカ（一三）」（3月13日付）

「愛奴はモイマ君（五六）ハイバッテイ君（四〇）クルバルンマさん（二九）ハイバッテ
イ君の娘シューカさん（一三）」（７月４日付）

樺太ギリヤーク
夫　ウエラツカ
妻　アルライカ

「ギリヤークでは男ウエラッカ（二八）其妻アルライカ（一八）」「卯太郎」（4月3日付）

樺太オロチョン
男　ワイセル
同女子　マイヤ

「オロッコではシャチカに部落の男ワシラノ（三六）其娘マリヤ（一五）」（4月3日付）
「オロチョンではワシライ君（三三）に娘のイマリヤちゃん（一二）」（7月4日付）

北海道アイヌ
男　貝塚〔貝澤〕ウエサナシ
妻　モヌンパ
甥　前太郎
男　ウタンレカ

〔見つからず〕

表３　『樺日』に掲載された拓殖博覧会および明治記念拓殖博覧会関係記事目録

日付 面 記事表題
1912.04.14 ？ 「愛奴の大気焔／△犬橇は汽車より早い／△貯蓄して博覧会見物」
1912.05.10 2 拓殖博覧会
1912.05.29 2 拓殖博覧会
1912.06.05 2 拓殖大博覧会／本秋上野に開催さる／出品に意匠を加へよ
1912.06.06 2 拓博と樺太
1912.06.08 2 拓殖博覧会と樺太／▽参観団も組織されん
1912.06.09 ？ ？ 拓博観覧団計画
1912.06.16 2 拓博出品調査／▽代表的出品研究
1912.06.20 2 拓博出品計画／優良獣皮の買上
1912.06.21 1 拓博計画決定／▽六十日間下谷池の端にて
1912.06.21 2 拓博局と当局／拓殖局某高官談
1912.06.22 2 拓殖博覧会彙報／▽趣意書と諸規則
1912.06.27 2 拓博委員会
1912.06.28 2 拓博彙報
1912.06.28 2 大泊と拓博出品
1912.07.02 1 拓殖博覧会方針
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日付 面 記事表題
1912.07.03 2 拓殖博協議会／▽本島農村模型出品
1912.07.03 2 拓鉄の全通式彙報／▽賓客列車南北同時着／▽或は豊都未曾有盛観
1912.07.05 2 大泊の拓博出品
1912.07.06 2 拓博出品の模型
1912.07.10 1 拓殖博の趣旨
1912.07.11 1 拓博の外国出品
1912.07.11 2 拓博と北海道出品／▽出品約二千点
1912.07.11 3 本島の名物菓子／拓博へ出品の申込み
1912.07.14 2 拓殖博と本島
1912.07.14 2 樺太産鯨骨のアーチ／▽拓殖博準備進捗
1912.07.16 1 拓博の経費予算
1912.07.16 2 拓博出品協議
1912.07.17 2 拓博出品計画／△表門意匠募集か
1912.07.18 2 国境標の摸型〔模型〕／△拓博■出品せむ
1912.07.20 2 拓博と本島出品
1912.07.23 2 拓博出品協議
1912.07.23 2 馴鹿四頭到着
1912.07.24 1 拓殖博の出品
1912.07.24 1 博覧会規則改正
1912.07.25 1 拓殖博と農商務
1912.07.26 2 牝牡四頭の馴鹿
1912.07.28 2 乾餾〔乾溜〕場模型出品
1912.08.02 2 拓博中止せず
1912.08.03 2 拓殖博と視察
1912.08.03 2-3 拓博出品物は無税
1912.08.07 2 拓博手工部の調査
1912.08.07 2 犬橇実物模型
1912.08.07 2 拓博事務嘱託
1912.08.07 2 公人私人
1912.08.09 2 拓博と樺太の出品／露式家屋の模型も有／麝香鹿の睾丸もあり
1912.08.10 2 拓殖博と樺太／▽陳列意匠は当分秘密／▽剥製台は第一呼物乎／漁場模型一個千余円
1912.08.14 2 拓博船車賃の割引／団体観覧は五割引
1912.08.18 2 拓博出品物発送期
1912.08.28 2 樺太の禽獣類
1912.09.01 2? 拓博出品の発送
1912.09.07 2 拓殖博と土人▽オロチョンの迷信
1912.09.11 2 活動写真撮影
1912.09.19 2 拓殖博前景気／▽樺太は随一也
1912.09.25 2 拓殖博と土人
1912.09.27 2 土人馴鹿出発
1912.09.29 2 拓博前景気／▼樺太館の好評
1912.10.01 2 拓殖博の内容
1912.10.01 3 己れの領分だ／アイヌ六助の逸話
1912.10.03 2 本社東京特電／拓殖博覧会開館
1912.10.05 3 拓博は大景気／異彩を放つ樺太館
1912.10.08 2 両極土人握手
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日付 面 記事表題
1912.10.08 2 拓殖博の瞥見
1912.10.09 3 始めて世界の広まを知った／拓博出場の珍客／本当固有の土人
1912.10.09 1 座して殖民地を巡遊す拓

は

殖
く

の設備
1912.10.10 ？ 拓博の土人館／人気の焦点となれる樺太に特有の二種族
1912.10.10 2 拓博の開館（続）／土人を囲んだ群集
1912.10.10 2 拓殖博覧会より
1912.10.10 3 土人握手会の後報／▽樺太アイヌの謝辞
1912.10.10 3 拓博の土人館／人気の焦点となれる樺太に特有の二種族
1912.10.10 3 拓博と余興館△二日目の大盛況
1912.10.10? 2 拓殖博樺太館／人気殆んど樺太館に集る
1912.10.11 2 樺太館の好評
1912.10.11 3 宛然殖民地に巡遊するの感あり／奇抜尽の余興館／三日より開館す
1912.10.12 3 拓博の人気を一手に集めてる馴鹿／▽珍奇なる北樺太の動物／▽土人の最も大切な家畜
1912.10.12 3 三大臣樺太少女の筆跡を貰ふ／拓博開館第一日の各大臣と松方老候
1912.10.13 2 三大臣と少女／拓博開館第一日樺太少女の筆跡を貰らふ
1912.10.13 3 樺太土人自動車で東京見物／帝都の大いに喫驚す
1912.10.13 3 六人種観光館に握手会を開く
1912.10.15 3 樺太土人自動車で東京見物／帝都の大に喫驚す
1912.10.15 3 勇猛果敢なる樺太犬／拓殖博覧に於ける愛犬家の垂涎三尺
1912.10.16 2 拓殖博樺太館／▽人気殆んど樺太館に集る
1912.10.16 2 拓博観覧団員募集
1912.10.16 3 生た学問をする博覧会／正午までに一万人学生らの喜ぶ出品
1912.10.17 1 輝ける拓博
1912.10.17 1 拓博紀念絵葉書
1912.10.17 3 拓殖博樺太館／△人気殆んど樺太館に集る
1912.10.17 3 生蕃観光団と樺太アイヌ
1912.10.19 2 拓博は完全無視／志賀重昂氏談
1912.10.20 2 樺太館大成功／木内技師談片
1912.10.20 3 生蕃観光団拓博の生蕃を訪なふ／無事かとばかり相擁して泣き樺太土人アイヌ等も一堂に会す
1912.10.20 3 テル子の大繁忙／拓博樺太の美人寒い日の好対照
1912.10.22 1 日本版図内の人種
1912.10.23 1 拓博の樺太館／思ふに勝る樺太物産今や正に奮励の秋ならむ
1912.10.23 2 拓博観覧団員募集
1912.10.25 1 拓殖博の概観／殖民地の縮図
1912.10.29 1 拓殖博を観る
1912.10.29 2 日々小言
1912.10.29 3 樺太愛奴結婚の奇習（上）／姦通の場合は奈何
1912.10.30 1 拓博樺太館所見
1912.10.31 2 拓殖博覧会より
1912.10.31 3 李王世子殿下拓博を観る／樺太土人と生蕃等は動物園で大喜び
1912.11.01 2 東宮殿下御台覧／樺太出品には特に興味／を以て御覧あらせ給ふ
1912.11.01 2 小学生の拓博観（一）（先生は酷いなア）
1912.11.01 3 土人一堂に会し/て唄ひ且つ踊る/拓博樺太アイヌの/落成移転の大祝宴
1912.11.01 3 オロッコ君と生蕃君の帝劇観
1912.11.03 3 拓博の土人歓/喜首相を迎ふ
1912.11.06 3 樺太土人の珍/妙な結婚（一）/オロッコ君と/ギリヤーク君
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日付 面 記事表題
1912.11.07 3 樺太土人の珍/妙な結婚（二）/オロッコ君と/ギリヤーク君
1912.11.08 3 拓博土人へ菓子料を賜はる▽米田侍従の視察
1912.11.08 3 樺太土人の珍/妙な結婚（三）/オロッコ君と/ギリヤーク君
1912.11.09 2 本社東京特電（七日、八日）▼各人種懇親会
1912.11.09 2 樺太の古文書／間宮林蔵使用の測量鎖と古頭巾
1912.11.09 3 拓殖各土人へお土産
1912.11.09 3 東宮拓博御成/各植民地の風俗産物に御趣味深く/三時間に渡りて御熱心の御見学
1912.11.10 3 樺太土人の珍/妙な結婚（四）/オロッコ君と/ギリヤーク君
1912.11.12 3 樺太土人の珍/妙な結婚（五）/オロッコ君と/ギリヤーク君
1912.11.14 3 拓博六人種の／懇親会と余興
1912.11.15 ？ 六人種の大宴遊（二）
1912.11.21 1 拓博の樺太館
1912.11.22 1 拓博の事務所より
1912.11.23 1 拓博の事務所より
1912.11.23 2 人種懇親会が与へた効果／小松小浜両氏の談
1912.11.23 3 拓博人種懇親会/各地の蕃人連と内地人と/何れも一堂に歌舞宴遊す
1912.11.26 1 拓博の事務所より
1912.11.26 2 常設拓殖博物館に就て（上）
1912.11.27 2 常設拓殖博物館に就て（下）
1912.11.28 1 樺太協会出品（一）/拓殖博覧会陳列場
1912.11.29 1 樺太協会出品（二）/拓殖博覧会陳列場
1912.11.30 1 樺太協会出品（三）/拓殖博覧会陳列場
1912.12.01 1 樺太協会出品/（四）拓殖博覧会陳列場
1912.12.03 1 樺太協会出品/（五）拓殖博覧会陳列場
1912.12.03 3 犬橇で氷海を突破して帰る樺太人／土人連の深い印象
1912.12.05 1 樺太協会出品/（五）拓殖博覧会陳列場
1912.12.05 2 拓博受賞者
1912.12.06 1 樺太協会出品/（六）拓殖博覧会陳列場
1912.12.07 1 樺太協会出品/（七）拓殖博覧会陳列場
1912.12.18 3 珍客郷に急ぐ
1912.12.19 3 拓博帰りの珍客
1912.12.20 3 昨朝の停車場／▽珍客愈々郷に向ふ
1912.12.20 3 珍客の神社参拝
1913.01.08 2 土人等の着敷
1913.02.15 2 冬の夜話（二十九）／アイヌにしてはお綺麗な方
1913.02.20 2 大正博の樺太出品
1913.03.02 2 拓殖樺太出品協会／昨日の発企人会開催
1913.03.07 2 拓博出品彙報／△出品協会役員会決定
1913.03.08 2 拓博出品物の発送
1913.03.13 2 拓博と土人出場
1913.03.13 2 拓博参考部出品規程
1913.03.13 2 公人私人
1913.03.14 2 拓博と団体観覧
1913.04.03 3 拓博行の土人／一昨夜到着す
1913.04.05 2 拓博行土人全部着
1913.04.05 2 馴鹿の輸送
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日付 面 記事表題
1913.04.08 2 拓博行土人出発
1913.04.13 2 拓博開会延期
1913.04.18 2 拓博出品発送済
1913.04.22 2 拓博と特設郵便局
1913.04.23 2 樺太館の大好評
1913.04.25 2 拓博と樺太館（上）／▽設備万端遺憾なく▽到る処賞讃を博す
1913.04.26 2 拓博と樺太館（下）／▽設備万端遺憾なく▽到る処賞讃を博す
1913.04.29 3 拓殖博覧会の樺太館
1913.05.07 3 樺太風光映写の大成功／大坂〔大阪〕拓博に於ける
1913.05.08 2 拓博史（承前）（四月三十日）
1913.05.10 2 拓博史・第二信
1913.05.21 2 拓博史
1913.05.22 2 拓博史／▽北海道館（二）
1913.05.23 2 拓博史/特派員▽樺太館
1913.05.23 2 出品協会予算
1913.06.04 2 拓博史/特派員▲満洲参考館/主任事務官説明
1913.06.12 2 拓博褒賞授与式
1913.06.17 2 拓博受賞評報
1913.06.17 2 明治紀念博覧会参加
1913.07.02 2 拓博土人帰還
1913.07.04 3 拓博行の土人帰嶋す
1913.07.10 2 拓博出品物寄贈
1913.07.24 2 福永事務官帰庁
1913.07.24 2 拓博褒状の到着
1913.09.14 2 大正博と拓殖館
1913.10.03 2 樺太と特産品博覧会
1913.10.03 2 明治博の感謝状
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関係記事

1912.04.14「愛奴の大気焔／△犬橇は汽車より早い／
△貯蓄して博覧会見物」
過日東海岸地方を旅行した守備隊の某将校が小田寒の
丸〆漁場で休憩した折に丁度アイヌ部落総代六助の次
男某に邂逅した、此の〔坪沢〕六助といふ老愛奴は若
い時分には東海岸の愛奴中唯一と呼ばれた剛の者で、
真偽は判然せぬが徳川幕府の末に松前公の取立てで士
分となり両刀を帯んで江戸へ上ったこともあるとは六
助自からの常に人に語って居る所である、斯様に多少
は若い時分から邦人にも接して居たから愛奴中での開
けた男として他からも取扱はれて来たのであるが、六
助には二人の男の子があって何れも父の感化を受けて
早くから日本の文明に接して居た殊に其次男は愛奴中
での才子であって日本風に云ふたならば快活な至極く
面白い気象〔ママ〕の男であるのだ、彼は常に父六助
から、江戸見物の物語を聞かされてあるから自分も生
涯一度は是非其内地へ渡って所々方々を見物したいと
の希望を抱き、それには奈何しでも金から先に拵えね
ばならぬと、好な酒も禁じ煙草も喫まずに一生懸命に
なって働いて居る、此の事は予ねて某将校の聞知して
居る所であったから漁舎で邂逅したを幸ひ尚ほも出精
して働くがよいと励ました、そして内地を一度見物し
ろ、内地に行けば電車といふものもあるし鉄道も至る
所に敷かれて夫は夫は賑かであるぞと勧めた、ところ
か六助の次男は内心では日本の文明に驚いて居るも
のゝ其所が人情普通の負惜みといふものがあるから、
鉄道や汽車は栄浜で一度見たことがあるが如何ら日本
人の鉄道でも雪には到底叶はぬと見へて運転を休む場
合があるが、愛奴の犬橇は雪が降れば降る程調法で汽
車と駆つこをしても負けぬ、此点は愛奴の方が、余程
同本〔日本ヵ〕人よりも豪いのだと、反返っての大汽
焔に某将校はギヤフンとばかり一本参つたとやら、そ
れから此の男は前にも記した通り内地へ渡って見物し
たいばかりに酒も煙草も禁めて働いて居る甲斐かあり
今では二百円ばかりの貯金をして居るさうだが今後
五ヶ年を辛抱して来る五十年に大博覧会の開かれた時
東京へ行きたいと希望してるさうな。〔全文〕

1912.05.10「拓殖博覧会」
拓殖局は来九月一日より東京上野不忍池畔に拓殖博覧
会を開催し朝鮮満洲台湾樺太等の産業に関する出品を
陳列すべく同経費は総額九万五千円にて内六万円は入

場料其他の雑収入より支弁の計画なりと〔全文〕

1912.06.20「拓博出品計画／優良獣皮の買上」
土人に関する出品に就ても目下資料蒐集中にて土人の
偶
に

形
ぎゃう

、犬橇（犬は剥製）等の出品計画あれども陳列場
狭溢なる為未だ決定に至らず〔一部〕

1912.07.14「樺太産鯨骨のアーチ／▽拓殖博準備進捗」
余興の代りにはアイヌ人のパイプ製作生蛮〔ママ〕人
の竹籠製作の如きは場内に試みしめ観覧者をして身親
しく是等殖民地にあると同一の感を起さしめんとて理
科大学の坪井博士此方面の顧問となり頻に種々珍奇の
計画を試みつゝあり〔一部〕

1912.07.16「拓博出品協議」
樺太庁の拓殖博覧会出品計画は竹内事務官主任となり
栃内技師、中牟田技師、福永属、細田技手等鞅掌し着々
と準備を進めつゝあるが過般各殖民地の委員協議会に
参列し諸種本会との打合せを終りて帰庁せる福永属の
復命も既に終りたるに付昨日は午前より長官室に於て
各部長以下の会議を開き万事の打合せをなせり〔全文〕

1912.07.20「拓博と本島出品」
拓博出品に関する本事は未だ纏らず、陳列■意匠等は
東京に於て之等の事に慣熟せる人に託しあり其内何等
かの成案を齎らすべし、島内民間よりの出品申込は既
に各支庁より廻付し来り目下其選定中にあり本庁出品
中、模型は森林、漁場、農業地等既に決定注文し、国境
の模型は其調製指示方を他に依頼したるが引き受けら
るゝや否未だ回答に接せざれば未定なり、剥製は膃肭
獣、麝香鹿、山猫、海豹、クツリ、狐、鳥類、馴鹿等を
出す見込なり、思ふに剥製はよく樺太の自然界を説明
し模型は各産業界の人工的進歩をよく説示し得るも■
なし〔ママ〕と信ずとは出品計画事務に関する主任竹
内審査事務官■談なり〔全文〕

1912.07.26「牝牡四頭の馴鹿」
敷香より送り来れる四頭の馴鹿は一昨日二番列車にて
牧夫に牽かれ当地に着せり、其内二頭は牡、他は牝に
して概して牡は牝より大なく〔ママ〕、色は牡一頭は白
く、他は皆黒褐色なり、角は十月となれば鹿の如くな
る由なるも今はまだ身体同様の毛を有する皮もて蔽は
る其大なる事驚くに堪え、中にて最も大なる白き牡の
如きは長さ三尺を越え、両角共根本より前方に向け親
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角に匹敵するが如き枝を生ず、幹の所々にも枝あり、
殊に末端は五、六に岐れ、恰も巨鬼の掌を拡げたらん
が如し、弯形をなして頭の上に枯木の如く拡がる体は
総て鹿に酷似し、傍人の顔は牛に似て長く、頸は馬の
如く、体は馬の瘠せたるに似、尾と蹄は鹿の如しと云
ふを聞けり、最も大なるもの高さ約四尺、長さ七尺内
外、頻りに青草を喰ひ、角もて脚、臀部等を掻く、或人
は塩を与へざれば衰弱甚しと云へり、樺太庁にては一
昨日より博物館横に繋居るが昨日は庁前の遊園地にて
学校生徒に参観せしめたり、此内博覧会に出品するは
牡牝各一頭にして本日屠殺剥皮する筈〔全文〕

1912.08.02「拓博中止せず」
拓殖博覧会中止の旨昨報せしも誤聞に出でたり実は予
定通り計画を続行し九月下旬開会すべしと〔全文〕

1912.08.03「拓殖博と視察」
今秋上の公園不忍池畔に於て開催すべき拓殖博覧会に
ては其附属事業として各殖民地土人の生活状態を実地
に示すべき手工場を建設するの計画を立て理学博士坪
井正五郎氏は其設計を講じ　氏は土地住宅の構造及び
建築材料の調査並に手工業者の庸聘に関し石田理学士
を北海道樺太に大西理学士を朝鮮台湾に特派すること
に決し両氏は何も其目的地に出発せり〔全文〕

1912.08.07「拓博手工部の調査」
拓殖博覧会本会にて土人手工部を特設し人類学者坪井
博士之が監督を託せられたる事既報の如し同部の事業
は各殖民地の土人を招き各土人特種の建物を建てゝ其
中に入れ夫々特種の手工をなさしめ製品を販売せし
むるにあり本島の土人はアイヌ、ギリヤーク、ヲロッ
コ〔オロッコ〕等各人種を網羅し手工はアイヌの刺繍
彫刻ギリヤークの樺皮細工其他可成特色あるものを集
めて其施工の実地を観覧せしめ希望者に頒つ事となり
本島の実地調査は去四十年及四十二年の両回人類調査

〔ママ〕のため来嶋したる事ある石田理学士嘱託され
同氏は去四日来嶋樺太庁に出頭万事の打合せをなし一
昨日調査のため敷香に向へり今回は先づ建物及び生活
状態等を調査し帰京後諸準備を整へ各土人は其上迎え
る事となるべしと〔全文〕

1912.08.07「公人私人」
▽村田庄十郎（樺太庁嘱託）敷香、名寄方面動物調査
のため四十五日の予定を以て人夫三名を卒ゐ一昨日先

づ敷香に向へり
▽石田修蔵〔石田収蔵〕（拓博嘱託）一昨日土人調査の
ため敷香に向へり

1912.08.07「犬橇実物模型」
樺太庁の拓博出品計画中に犬橇実物模型の出品をなす
事に決せり犬は剥製にて頭数六頭位の予定にて其製作
方は多分東京教育標本社に托せられるべく橇は本嶋よ
り送付すべしと〔全文〕

1912.08.09「拓博と樺太の出品／露式家屋の模型も有
／麝香鹿の睾丸もあり」
▽土人
土人関係の出品物中には敷香に於て射殺したる麝香
鹿の睾丸二個、海豹島の膃肭獣皮三枚先づ目を惹くべ
く、丸太造家屋模型は実物其儘ならしめんが為めペー
チカの実物をさへ据付くべし愛奴用外套も珍なるべく
獣皮製の頭巾、同靴、さてはギリヤーク、オロチョン
用の防寒長靴、同雑嚢大小共、其他土人衣服地装束物
一式あり、トンコリユーと称する三味線も奇なれは六
頭付犬橇の実物は観者をして、驚嘆せしむるに足るべ
し其他樺太庁庶務課関係出品物の大要左の如し
狼皮一三、熊皮一、獺皮二、海豹皮四、窟狸皮二、ス
キー一、防寒靴三、ステッキ二十、菓子、交通図、教育
図、気象図、鞍掛、防寒用手袋、チヌエルナ（花筵）二、
チヌエ、ニヱイポ碗二、シャアレンパ碗二、アックエ
ヌチ挟一、髭払二、等あり
尚ほ樺太中学校、豊原小学校、豊原駅、豊原郵便局、樺
太庁、樺太慈恵院、病院、寒敷競走会等の各写真は引
延の上着色写真となりて会場の美観を添ふべしと云ふ

〔一部〕

1912.09.07「拓殖博と土人▽オロチョンの迷信」
拓殖博覧会事務所にては場内に参考館を建築し各殖民
地土人の実生活を移す計画あり本嶋土人に関しては大
学講師石田理学士嘱託を受けて之が調査のため去七月
末来島其後東海岸方面に入り実地調査中なりしが、同
氏はギリヤーク、オロチョンの各夫妻アイヌの夫妻及
一子の上京を交渉決定□又各土人の家屋生活器具等も
総て買入れの契約をなし彼等土人引連れ及び置

かひ

入
い

れ品
発送のため本会事務所よりは更に本月中に委員来島す
べし茲に滑稽なるはオロチョンの女は一度船に乗る時
は直ちに死神の襲ふ所となるとて上京を肯んぜず数回
交渉の結果漸くにして納得せしめたる由〔全文〕
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1912.09.11「活動写真撮影」
中沢商会活動写真撮影技師は既に用務終りて帰京した
るが其撮影せる者は海豹嶋膃肭獣、汽車沿道、多来加
に於ける馴鹿放養実景等にして之に用したるフヰルム
は長さ一千六百尺に達せりと尚汽車沿道実景中には大
泊、豊原、栄浜の各市街、樺太神社、樺太庁、栄浜沖鱒
漁、農村、土人部落、牧場、森林平野等の実景をも含め
る者なる由〔全文〕

1912.09.25「拓殖博と土人」
拓殖博覧会本部の招に応じ上京す可き本嶋アイヌは小
田寒板坂六助〔ママ〕長男妻つかよ、娘てる子及び内
淵チユユコモ（土人大工）の四名にして同人等は本日
栄浜を経て来豊し二十六日出発す之が監督のため樺太
庁土人事務嘱託佐々木政治氏上京す可く同時に出陳の
馴鹿四頭をも送付の筈也と〔全文〕

1912.09.27「土人馴鹿出発」
既報せし如くアイヌ四名は拓博事務所の招ぎに応じ
佐々木嘱託の率ゐられ昨日出発せり尚馴鹿四頭も同時
に送付せり〔全文〕

1912.10.01「己れの領分だ／アイヌ六助の逸話」
今度拓殖博覧会の招に応じて上京したる東海岸小田寒
のアイヌ板坂六助〔ママ〕について面白い話がある慥
か四十二年の事と思ふ久春内より山越へして真縫より
豊原に出る漁夫連れの三人が小田寒と相川の中間に来
蒐ると一頭の大鯨が海岸に打寄せ居るを発見したので
飛んだ宝を見付けたものと二人は其所に見張りを為し
一人は早速今日の栄浜当年のドブキー出張所へ拾得の
届を為した此の届を受取つた出張所はその処分方を本
庁へ交渉すると漂流取扱規則に依り競売に付せよとの
命令依而吏員は現場に出張し競売せし処発見した三名
が承知せず是迄鯨の漂着せし時は先づ発見者が三分の
一を取り残りを其村中にて分配するが例であるのに発
見者の効労〔ママ〕を無視して只だに公売し全部国庫
の有に帰せしむる法あると北海道の例を取りて中々に
承知せず果ては打っても懸らん形勢に出張員は狼狽し
取つて返へして其旨所長に報告し所長より再び樺太庁
に伺ふと是非公売にせよとの事に今度は万一の乱暴に
備ふる為め態ざ態ざ巡査二名を附して出張せしめしに
偖てと現場に臨み見ると驚くべし山の如き鯨は散々に
切開され上肉は悉く持去られ御負けに発見者として頑

守せし三名の漁夫さへ見へぬ始末に什麼した事と附近
に聞けば一昨日の事小田寒の六助アイヌが大勢の郎党
を引率し来り切り取つて持ち帰れるなりとの事に偖て
も奇ッ怪な奴官有物を無断拐帯するからはアイヌだか
らとて容赦はならぬと其儘押蒐け其不都合を詰りたり

（未完）〔全文〕

1912.10.08「両極土人握手」
拓殖博の土人手工場出場の樺太アイヌ、ギリヤーク、
オロチョン、北海道アイヌ、台湾土人生蕃の六人種は
五日午後三時参考館内にて握手会を催ふせり会は坪井
博士の挨拶後、早乙女、佐々木（本嶋）吉岡三氏の通訳
にて其意味を陳べたるに皆嬉々として握手し各自宅に
帰れり（以上六日）〔全文〕

1912.10.09「始めて世界の広まを知った／拓博出場の
珍客／本当固有の土人」
去る一日より上野不忍池畔に開会されたる拓殖博覧会
に出場せし樺太土人北海道アイヌ台湾生蕃土人の内樺
太側のギリヤーク人敷香支庁内ホウエ村の酋長ボーコ
ン（五十）妻チエクレン（五十二）及びプニオン（十九）
敷香キユーリン川の畔に住むオロチョン酋長パロフ

（五十五）の四人は吉岡信平氏に率ゐられて二十九日
午後八時上野に到着し車坂町旅館伊勢清方に入つた彼
等は子供の時から強い酒を飲めば煙草も吸ふ現に頻り
にゴールデンバットを燻かして居た人を訪問する時に
は必ず手土産を持参する習慣で其品物の多寡に依つて
応対に差異があるのが極めて現金である平生丸木舟で
居村の近海へ行く位で遠く土地を踏み出さないのが、
臍の緒を切つて始めての大旅行見る物毎に胆を潰さぬ
はない小樽へ来て這入つてからは気候の激変に感じて
居た三十日も普通では少し小寒い時候を一行は如何に
も暑さうにして居たのでも知れる物々交換の旧慣も近
来は貨幣を得る趣味を知つて来て従来馴鹿の多い程財
産家と称されて来たのが、遠からず変化するのであら
うと云ふ事だ出京させた目的は手工を実習させるのに
ある天気都合さへ好くば博覧会場内へ彼等の住居を構
造する筈であつたが気候の関係から材料の蒐集に困難
であるらしい今度の出京に当つてイバロクはカーキー
色の背広プニオンは紺の背広服を着る事にしたさうな

〔全文〕

1912.10.10「拓博の開館（続）／土人を囲んだ群集」
▲更に後庭の各土人の住家と土人とは実に拓殖博覧会
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中最も人を呼ぶもので何人も一度は皆其家屋の中を覗
いて見る
▲北海道アイヌは窓から覗かれても平気で何か木の皮
で細工をして其の傍に娘が父親の仕事を助けて居た而
して過日到着したギリヤーク、オロチョンの両人種も
午後から各其棲家と定められた所に入つて例の両酋長
は堂々として観覧客を迎へて居るのであった〔一部〕

1912.10.10「土人握手会の後報／▽樺太アイヌの謝辞」
六日拓博の土人握手会は樺太アイヌ、ギリヤーク、オ
ロチョン、北海道アイヌ、台湾土人生蕃の六人種にて
坪井理学博士は土人を来賓に紹介し土人に対し南北よ
り集まり軒を並べて住むも心と心と近かざれば相距
る千里なりと挨拶し早乙女、佐々木、土岡〔吉岡〕三氏
通訳せるに何れも満足し樺太アイヌ立ちて謝辞を述べ
嬉々として暗き握手を交換し余興として活動写真あり
たり〔全文〕

1912.10.10「拓博の土人館／人気の焦点となれる樺太
に特有の二種族」
一日から開催される拓殖博覧会にギリヤークとオロ
チョンの二種族を代表する人間が来た二十九日午後八
時上野着吉岡信平氏附添一切の世話をしてゐるギリ
ヤークは
▲酋長ボーコン　と云ふ打見た処四十六七位だらう彼
等には第一に自分の年齢が自分で分ら無いんだから厄
介千万である身長は五尺四五寸位頭は支那人の弁髪の
やうに長く背部に下げてゐる唯頭の頂辺を剃つて居無
い処が支那人と違ふ位だ顔は黒銅色を呈し鼻下には立
派な八字鬚を生やしてゐる着物は丁度支那人と朝鮮人
との合の子のやうな者で緑色の上衣を前で合せて釦で
止め其へ皮帯を締めてゐる皮帯を締めた処は大分露西
亜に感化されて居るらしい下にはズボンの様なものを
穿いて居る此種族は今では殆んど二百人位しか残つて
居無い什うしても太古の人間である然し之れも日本国
を形成する一民族なのだ
▲妻君チクレン　と云ふのが一緒だ之れは五十位のお
嬢さんで銀環を両方の耳に飾つた処などは却々洒落れ
て居る頭髪はマガレットと云ふたやうに結んで居る浅
黄色の筒袖の着物を前で合せてスカートの様なものを
穿いた処は一寸妓生の様にも見える着物の周囲には黒
い赤のビロード縁を取りスカートには金具をきらきら
付けて居た此外に十九歳位なプニオンと云ふ青年が一
緒に来たボーコンと同様な容子〔ママ〕を為て居た彼

等の言葉を二つ三つ書くと娘の事をサンカヘハラ父親
の事をアツミチハラ、二人と云ふ事をドウナシと云ふ
さうなまだ此他に身長五尺六寸位な容姿堂々たる
▲オロチョン族　の酋長イヴロックが控えて居た赤味
を帯びた頭髪を散髪にして光色燦爛ととして眼を奪ふ
許りの大礼服を着用に及んで居る大礼服の上衣には龍
と雲と波とを金糸で刺繍し袖は長く上衣も膝位迄あつ
た此大礼服は黒貂の皮十五枚以上と交換するさうだ日
本の値段に換算すると□寸二百円以上に成る財産と云
つては馴鹿位なもので大財産家は二百頭位を所有して
居る彼等は火酒のやうな非常に強烈な酒を好む少しは
日本語も出来るさうだ常食としては馴鹿、鮭、鱒、熊
などを生のまゝ食ふ時には蒸して食ふ事もある今は牛
肉をシチウの様にしパンと一緒に食べて居る
▲アイヌの住家　には三人のアイヌが一生懸命に働い
て居た細工物をして販売もすると云ふ北海道を始め樺
太朝鮮台湾関東州など悉く整頓した椰子が茂り熊が歩
行き漢人満人が佇立して居るかと思へば昆布の灯あり
南大門あり台湾少女の美しいのがお酌もする却々面白
い〔全文〕

1912.10.11「宛然殖民地に巡遊するの感あり／奇抜尽
の余興館／三日より開館す」
朝来細雨靡々として霽□可くも非らざりし天候を物と
もせず青山葬場殿より乃木将軍墓前に参拝の為め上京
したる地方人の拓博目蒐けて上野行電車は間断無しの
満員続きにて雨の拓博開館第二日は予想外の盛況を呈
した
▲月明の夜の鰊漁　二日目より開館の筈で有つた余興
館の殖民地活動写真は準備の都合にて此の日は試験的
映写に止め、三日目から一般入場者に観覧せしめる事
となつた、試映された写真は北海道と朝鮮を後廻はし
にして樺太、台湾、関東州丈けで有つた、何れも殖民
地の風光、殖産よりギリヤーク、生蕃等の風俗人情扨
は生蕃討伐の実況など到底浅草あたりでは見られぬ珍
しづくめである、樺太の部は最初汽船にて大泊に上陸
し汽車に乗つて寒浪奇岩に激するアニワ湾を左膝下に
望みて数千丈の断崖直下を進み一の沢二の沢の漁村に
着□月明霜白き秋の夜の海原に建網曳く舟唄の『トー
コイドツコイショ』の節も長閑に軈て海岸一帯鰊の山
と化せば恰も戦場の如き光景と変じて大漁祝の歓声に
湧き返へる壮観を偲ばせる、鰊漁は樺太に於ける物産
の大半を占め二十万石以上五百万円余の巨額に上つて
居る鰊の石数計算は凡そ米一石の重量と同一重量の鰊
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を一石と算したので一石が約四十貫に相当して居る筈
である
▲大森林と豊原市街　それより土人の遺跡で有名な
貝塚を経て汽車は漸く樺太森林中に突入する、見渡す
限り山又山で蝦夷松、とゞ松、落葉松等寒帯地方特有
の良材密林をなして物凄い光景となる、面積に於て之
れ等の森林は日本領樺太全土の八分余を占め総坪数
三百三十万町歩に達し十五億尺〆の良材之に繁茂し目
下盛んに鉄道枕木として伐木されて居るので鉄道附近
は行けども行けども之等良材は山と積まれて居る汽車
の軈て豊原停車場に着し此所にて樺太庁及び大貴己命

〔ママ〕外二種の神を祀れる官幣大社樺太神社其他を
見物して再び汽車に塔ずれば汽車は又森林に入り進み
てナイブチ川を渡り栄浜停車場に着く大泊より五十五
哩、栄浜一帯の地は魚漁盛んに土民〔ママ〕多く居住
して居る
▲土人の風俗と馴鹿　之より写真は漸く佳境に入つて
土人の天幕生活より酋長バフンケが尺余の銀髯を撫し
つゝ此の写真撮映をされし時群集する村童等の生活を
する所より橇を曳く樺太犬、露西亜式食器を用ひて、
飯を喰ひ馴鹿の乳を呑む状態愛児を哺育する土人の妻
山猟の光景、日本人と相親しみて会食する様などは蓋
し見物人をして知らず北海の新殖民地に遊ぶの感あら
しめる殊に馴鹿飼養の光景は最も興味深くタライカ湖
畔の夕、土人小舟に棹して馴鹿数頭を引いて水に入り
静かに波紋に送られて遊ぶなど得も言はれず、馴鹿は
彼等が唯一の財産にして能く馴れたるは一頭七十円□
値する、彼等が簡単なる天幕生活は折々此の馴鹿の背
を借りて引越しをやるのである、結婚の折は唯一の結
納として聟君は少くも四五頭を花嫁の家に贈る、若し
非常の美人でも娶る時は十頭を贈ると云ふ
▲海豹島の膃肭獣　更に観衆を喜ばすものは此の栄浜
海岸より便船して海豹嶋を見物する光景である、我が
海豹嶋は露領と米領と世界唯三箇所の膃肭獣の群集す
る所で三国協議の結果政府の外捕獲するを得ざる事と
なつたが膃肭獣は七月より十一月の出産期に際し此の
嶋に蝟集するもの七八千一万よりに達するので居るわ
居るわ全嶋真黒に化して群り遊ぶ様面白く捲けば忽ち
群を成して逆巻く怒涛を巧に遊泳するなど恐らくは第
一の呼物たる可きか此の島には又背は黒く腹は白き海
烏と称する数万の海烏群を成して飛び交はして居る此
の鳥の産卵した卵は岩上一面に堆高く足の踏み処も無
いとの事である
▲生蕃討伐の実戦　台湾の部にては昨年我が梅沢隊が

生蕃大討伐に向つた実戦を映写したもので海抜数千尺
の巍峨たる山上を攀て糧食弾薬を運搬する苦心の光景
より密林中に深く隠れて自没自在、討伐軍を苦ませる
生蕃の部落、蕃社を目蒐け打ち出す山砲隊、弾丸命中
して山間の蕃社は濛々たる黒烟を上げて焼失する壮凄
の光景帰順式、櫂を以て船を漕ぐ如くにしてトロリー
を走らす土人之に乗つて行く内田民政長官視察の一
行、一行が奇岩に咽ぶ渓流を瞰下しつゝ一本の針金を
便りに対岸を渡る放れ業、愛国婦人より贈りし慰問袋
に討伐隊野営の賑ふ様、綿火薬を用ひて討伐隊が伐木
する光景、一丈に余る萱の竹の如きを押し分けて悪戦
苦闘を続くる討伐隊苦心の状態ポンポン山其の他の風
景等趣味津々として尽きぬ〔全文〕

1912.10.12「三大臣樺太少女の筆跡を貰ふ／拓博開館
第一日の各大臣と松方老候」
南は台湾、朝鮮、関東州、北は北海道、樺太の物産を蒐
め風俗人情を描きて茲に帝国殖民地の縮少天地を現出
した拓殖博覧会開館第一日の盛況は別項記載の如く
である此の日各省大臣は閣議を了りて後馬車、自働車

〔自動車〕を駆って来館各館を観覧した
▲三相珍客を見る　記者は恰も林逓信、長谷場文部、
牧野農商務の三大臣が午後三時頃来賓館に休憩中其行
に加つた三大臣共黒のフロックコート山高帽の軽快な
扮装で左腕に喪章を附し主人役の鶴原定吉氏等と共に
茶菓を喫しつゝ珍客北樺太の土人四人と台湾の生蕃四
人とを引見して居た三相は説明者の日本人に向つて
種々なる質問を連発する赤字に金色燦として目も眩な
る礼服を着込み八字鬚豊かに蓄へた生蕃酋長に先づ目
を睜りたる林逓信相は『生蕃自ら織つたのですか』と
問ふ『之は支那人の手で織られたもので後

かれ

等
ら

の大礼服
です』と聞いて『成程』と三相等しく感心する、樺太土
人の鱒の皮を赤き毛糸にて縫ひ合せた上着、マキリと
称する小刀様の物を十二歳の少女まで腰にして居るな
ど大臣が好奇の眼をクリクリさせる説明者は『此の小
刀はマキリと称して彼等常に腰にして放さず如何なる
細工も此の刀一つにして巧にやつて居ります此の十二
歳の少女は日本語を語ります』と云ふ未完〔全文〕

1912.10.12「拓博の人気を一手に集めてる馴鹿／▽珍
奇なる北樺太の動物／▽土人の最も大切な家畜」
拓殖博覧会は二日も早朝より入場者で非常の混雑をし
て居る、特に各出品と毛色を異にして館内只一つの生
ける動物なる馴鹿は殊に奥の庭にありながら人気を一
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手に引受けてるやうに観客は皆不思議さうに此遠来の
動物を飼つてある柵を取囲んで其長い角の獣を見てる
ギリヤーク、オロチョンを引率して来た吉岡氏を尋ね
て此動物の話を聞〔ママ〕
▲北樺太の二鹿類　樺太には内地のやうな鹿は棲息
して居ない、僅に鹿の種類で棲息してるのは此馴鹿と
麝香鹿との二種で麝香鹿は野生、馴鹿はギリヤーク、
オロチョンの大切な家畜である、麝香鹿は野生である
丈、余り多くは棲んで居らぬ此鹿の腹（俗に睾丸）と
云はるゝ処は麝香原料となるものを貯へてるので之を
捕ると大分宜い値になる馴鹿は之に反して家畜で皆土
人が飼養してるものである、土人の中でも多きは一軒
で二百頭乃至三百頭も所有してる、馴鹿と云ふのはは

〔ママ〕アイヌ語でオロチョン人は之をウラーと称し
てる
▲温和有益の獣　馴鹿は土人の財産である土人は之を
多く野飼いにしてる其放牧の場所はツンドラを云つて
苔が五尺も七尺も堆積してる処で馴鹿は此のツンドラ
を常食としてるのであるが内地の草でも喜んで食して
いるのであるが今度も其食物としては此ツンドラの苔
を持つて来て毎日之を与へてる塩水が好きで淡水の中
に食塩を少し混じて与へると幾らでも飲む肉は内地の
鹿の肉の臭気がなく味も美で乳は山羊の乳よりも濃い
土人は此乳を搾つて飲んでる、皮は鞣すと普通の鹿の
皮の如く柔かで土人は此皮で股引、サルマタの如きも
のを作り更に雪中唯一の防寒靴になるケリは此馴鹿の
脛の皮で作ると云ふことである
▲毎年一度の角　角は鹿の如く毎年一度宛抜け変わる
目下の価格にして一噸三十円位で彼等の間には物々交
換されてる土人は此の馴鹿を常に自分等の住んでる天
幕の周囲一里以内に飼畜して常に番人を附して之を守
らしてる然し柵も無く他人のものと雑居してるので之
を区別する為めに土人はその角を切つて標章を附けて
る例へば上の角のないのは誰の所有、下の枝の短いの
は誰の所有と云ふやうな事である、此の獣は頗る柔和
で時々アイヌの犬に襲はれるアイヌの犬は頗る獰猛な
奴で群をなして来襲すると忽ちに其一頭位を食つて了
ふで、犬に襲はれると彼等は逃途を川の中に求めて泳
ぎ去る面白いのは此の馴鹿が火を焚くと直ぐ其風下に
集つて来ることで之は彼等を最も苦しむる虻の類か烟
の為めに追払はれるので之を目的に集り来るのである

〔全文〕

1912.10.13「六人種観光館に握手会を開く」

拓殖博覧会内土人手工場に出場せる樺太アイヌ四名ギ
リヤーク三名オロチョン一名北海道アイヌ一家族三名
台湾生蕃一家族四名は五日午後同会内観光館に於る人
類学講演会を終りし後其握手会を挙行せり坪井博士は
先づ右土人を来賓に紹介し次で土人に対し南より北よ
り各異なれる地より来りて、斯く一園内に軒を並べて
住むことゝなりしも言語通ぜず風俗を異にせる為め心
と心とは遠く離れて相距るゝと万里なり然れば本日特
に一堂に会せしめ和親を結ぶ為め握手会を開きたりと
述べ早乙女氏は之を生蕃に佐々木氏は之を樺太アイヌ
に吉岡氏は之をギリヤークオロチョン語に訳して其旨
を語れるに流石の土人も其意を了したるものゝ如く満
面に笑を湛へて首肯きたり之に対し特に樺太アイヌ立
ちて此好機会に吾等の新しき同胞と相知るを得たる上
に和親を結ぶことを得たるは頗る喜ばしと述べ各々温
かき握手の礼を交換したる後引続き開館せる活動写真
を見樺太人は台湾の写真に生蕃君は雪多き樺太の写真
に興趣を遣り嬉々として各自の住宅に引取たり〔全文〕

1912.10.13「三大臣と少女／拓博開館第一日樺太少女
の筆跡を貰らふ」
▲文相と樺太の少女　長谷場文相は流石に教育的の興
味を此の珍客に対しても感じたらしくつと立つて『文
部大臣長谷場純孝』と記した名刺を出してそれに片仮
名にて振仮名を施して彼の少女に読ましめた、北樺太

〔ママ〕の土人と文相と相対して語るなどは一寸面白
い少女は鈴の様な清らかな声を張り上げて一字も誤ら
ずに読み上げた文相はいと喜ばしげに打ち笑みて其の
名刺を少女に与へた少女は叮嚀に押し戴だいて懐にを
さめる逓相も農相もいと興ある事に思ひ文相の通ほり
自分の名刺に振仮名して読ませて少女に与へる少女は
又た前の通ほり押し戴だく文相今度は更に一葉の名刺
と鉛筆とを取出して『お前の名前を書いて御覧』と言
ふ日本語を少女は少しも聞き誤らず静かに頷いて手跡
も美

み

見
ごと

に『ツボサハテル子〔坪沢テル子〕』と記した、
三相顧みて『ウム上手だ書けるわと〔ママ〕逓相も農相
も名刺を出して少女の筆跡を貰ひ休憩所を出ようとす
ると坪井人類学博士とバッタリ出口で会つたので又引
き返へして珍客の見物をする。〔一部〕

1912.10.13「樺太土人自動車で東京見物／帝都の大い
に喫驚す」
拓博の樺太土人四名、七日は朝から自動車に乗つて東
京見物をさせると前夜の宣告に喜んだの何のつて、雀
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躍して『嬉しい嬉しい』を連発し其夜は碌々寝付かれ
ず七日の朝は滅法界早起きして『自動車に乗るのは未
だか未だか』と樺太出発以来付添居る吉岡信平氏に強
請む
▲日本一の大将　用意の出来たのは午前九時、総員直
ちに二台の自動車に分乗する、一はギリーヤク種族の
ボーコン（四十五六）チエフレット（五十二）の夫妻と
吉岡氏の三名、一はオロッコ種族のイバロク（六十位）
ギリヤークのプキオン（十九）と東大理科大学人類学
教室の理学士石田収蔵氏と爆音勇ましく会場を出発
した上野より小川町、神田橋を過て二重橋外に下車二
重橋前より皇居を拝観させた始めて自動車に乗た彼等
は如何にも愉快気に沿道の光景を見ては独り微笑むだ
が、遠慮深い温順な彼等は不遠慮に『愉快々々』と狂
喜する事をせぬ『面白いか』と尋ば流暢な日本語で『ウ
ム面白い』と感嘆する、流石に心中の愉快さが色□現
はれて居る二重橋では一同を整列させて石田教授と吉
岡氏と記者と三名交る交る畏くも　聖上陛下のましま
す所なる事と説いたが、彼等は天皇とか陛下とか言ふ
言葉を知らぬ、唯一番えらい人神様のやうな人と言ふ
観念は有るので『日本で一番えらい人』『王様、日本一
番の大将』と恐れ多いが斯んな言語を用ゐて説明する
と初めて会得したらしく〔ママ〕判つた判つた』と言ひ
一同殊勝にも容を正して脱帽し一斉に敬礼した、彼等
も我が仁慈なる　陛下の赤子である。
▲人が何人居る　初めて皇城なるを知つた彼れ等は好
奇の眼を睜つて『一番えらい日本の王様は何所に居ら
れる』の『此の濠の水は蒼い、深いか』の『何所から這
入つて行くのか』と種々なる質問を連発する。それか
ら楠公の銅像の説明を聞て感心し『妙な着物だ矢張り
日本人の昔の着物か』と尋く、馬場先門を出ると商業
会議所、帝劇、警視庁其の他宏壮な建築物を見て胆を
潰し『あの家の中に人が何人居るか』と奇問を発する、
彼等が樺太に在りては百人以上の集団を見た事無けれ
ば毎日拓博内の己等が棲家に居て群集する見物人を見
ては『昨日来た人が今日も来たのだらう。斯んなに沢
山人が居る筈が無い』とまで疑つた位で内地は人が多
い』〔ママ〕と言ふ事が先入主になつて居るから大きな
建物さへ見れば内に人が何人位居ると尋ねる、百人以
上の集合を見た事は無くとも千、万などの言葉丈けは
有る由だ（未完）〔全文〕

1912.10.15「樺太土人自動車で東京見物／帝都の大に
喫驚す」

▲日比谷の池畔　日比谷公園に入ると水道の水を珍し
がり、見た事も無き鳥類、草花等一々珍らしく珍奇な
声を出し感嘆し互に相顧みてペチャクチャと語つては
喜んで居た、松本楼で紅茶を飲み直ぐ側の池畔に出る
と群り遊ぶ鴨が岸に近く群游して驚きもせず落付いて
居るとて喜び緋鯉を水中に発見した時はボーコン君、
妻女のチエフレットを引つ張つて来て見せる、夏服を
着ては来たか樺太の土用の内より暑いと一同落つる汗
を拭いつゝ『暑い暑い』で又も自動車上の人となる
▲家の多いに驚く　愛宕山に登付く〔ママ〕と同時に
眼に映ずる市街の光景、一同声を揃へて『アッタッ
ター』と驚嘆の声を漏らし『家が素的〔ママ〕に沢山集
つて居る』と驚きの眼を剥き出して記者の袖を惹き品
川湾を指して海！海！』と言ひ汽船を見出して『彼麼
大きな船が此所まで来るか』と感心する、それより銀
座に出で丸善の三階楼上でエレベーターには愈々驚い
て不審かりエレベーターが下に降りて行のを上から覗
いて自分が現在居る三階の高いのに恐れをなし『危険
い危険い』と後退りする、茲でもお茶の御馳走になり
四階から市内の光景を眺めて又『家が多い』と連呼す
る
▲次は三越見物　今度は三越呉服店に行く、いやもう
其の美々しさに無性に興に入り、殊に女帯地には垂涎
三尺、店員の案内で各室を廻り、電話室で受話器を耳
元に当てがわれ、『聞える、聞えるが言葉は判らぬ』と
言ふ、子供のポンチ絵や教育画の絵本を見ては色彩の
美しさに一番若いフギオンが買ひたいと申出たので、
二部宛お土産に買つて貰ふ、ボーコン君は小樽で海軍
帽を買つて被り込み日本語は頗る上手で而も日本の片
仮名位は読み且つ書けるので其の絵本の仮名文字を読
んで居た、此所でも茶菓莨の御馳走を受けて午後零時
卅分拓博の棲家へと引き上げたり〔全文。無関係の写
真あり〕

1912.10.15「勇猛果敢なる樺太犬／拓殖博覧に於ける
愛犬家の垂涎三尺」
開館以来人気沸くが如き拓博七日目は月曜日なるにも
係はらず非常の盛況を呈した今日は方面を換へて樺太
館に附属する入口左手に飾られた犬橇に使用する勇猛
果敢なる樺太犬の談を聞くに
▲奮闘力戦能く努む　樺太犬は樺太に於けるギリヤー
ク、オロッコ両種族が馴鹿を唯一の財産とせる如く樺
太アイヌが財産中の第一のものである此の犬は全身
の毛色黒又は黒白の斑多く耳は短く尾は必ず巻いて居
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る、元来動物は耳の長いのは勇猛で尾の長い程臆病で
有る事は彼のブルドックと兎とが好適例で耳の長いの
は敵の襲来を最も早く知り得る自然の保護である而し
て又尾の巻いたは力の強さを表現したもので有る事は
動物学者の説く如くで樺太犬は此の二つの要件に最も
能く適応したものと言ふ可く遠吠などせず敵に近いて
後一挙に勝を制するなどは全くブル式である、然れば
土人は之を熊狩に使役する獰猛なる熊族と相対すれば
力に於ては引き裂れる事は彼自身も自覚して居るのだ
が主人の命なれば死を決して奮闘する熊は何をとばか
り一声の下に粉砕せんと後足にて立ち上る其の瞬間猟
夫の手にせる小銃の火蓋は切つて放たれ、熊は遂に斃
れるのである
▲忠実に主に使ふ　而し此の犬は熊猟よりは橇を曳か
せる犬として最も多く使用されるので彼が北海の吹雪
逆巻く深山を物ともせず橇を曳く状態は拓博内の模型
其儘にて橇一台に十頭より十二頭を普通とし冬期雪上
氷海の上に唯一の交通運搬の機関となって居る、普通
七十貫の重量を一日三十里の外に運ぶ力を有して居る
ので露領時代には南北樺太の郵便物運搬にも使用して
居た、十頭乃至十二頭の内にても先登〔ママ〕に立つ
一頭は其の値一頭数十円の高価にて力強く能く之を馭
する者の命令を理解し馭者が取る方向舵を些の誤りも
無く先導し行くのである、舵の外主人がアイヌ語にて
トウトウ（急げ？）クワイクワイ（曲れ？）など其他極
めて単簡〔ママ〕なる命令語を能く解して居る食物は
常に乾魚其他主人と食を同うして居るがいざ今日は橇
にて出発と云ふ日には其の前一度食を与へたるのみに
て目的地に達するまでは決して食を与へぬ、満腹すれ
ば動かぬ為である
▲財

ざい

種
さん

家は犬三四十　橇は幅二尺二三寸長さ廿尺位に
て船の形をなし其の底には滑走に便する為め必ず鯨骨
を用ひる橇に乗るアイヌ等は彼等特得〔ママ〕の狐の
皮の帽を戴き足にはあざらしの皮の満洲式長靴を穿ち
腹及び腰を同じ皮にて包み更に両足にスキーを附けて
橇に跨つて疾走する、方向舵は両手及び両足を以て操
縦する如何なる険阻も森林中も吾等が平地を行くが如
くである、斯くて春秋両季に入れば熊猟にも使役する
のである、樺太アイヌは殆んど毎戸之を飼養する状態
にて多きは橇二三台と犬三四十頭を所有し以て彼等中
の財産家と称せられるのである〔全文〕

1912.10.17「拓殖博樺太館／△人気殆んど樺太館に集
る」

△土人　土人手工館は本会の計画するところにして
其状況は曩きに詳報したり而して本嶋の土人として
はアイヌの外ギリヤークオロチョンあり其人種の多
き第一位に居る殊にアイヌの刺繍ギリヤークの木皮
桶製造等各独特の作業を実地に見分せしむる事と□
興趣更に多からむ
△活動
活動写真亦本会の催□かゝり本嶋の実景としては鉄道
沿線膃肭獣、馴鹿等ありフヰルムの長さ実に二千尺に
及ぶ〔一部〕

1912.10.17「生蕃観光団と樺太アイヌ」
生蕃観光団は十二日拓殖博覧会を参観し館内に居住の
生蕃チュワス一家と異郷の奇遇に一目見るや互に目に
涙を宿し無事を祝しチュワスの家を見て『お前はもう
台湾に帰らぬつもりか〔ママ〕と悲し気に尋ねたるに
同人は『いや今度月の出る頃には必ず帰るから老父や
兄きによく云つて呉れ』などゝ答へ鬼の如き彼等にも
人情の変りなく引卒〔ママ〕の警官も同情の涙を禁じ
得ざりき夫より観光館にてアイヌの活動写真を見其風
俗の奇なる又は膃肭獣の大群集等に総立ちとなりて愉
快を絶叫し尚愛奴と会見して互に奇異なる姿に眼を睜
りギリヤークの服装を見ては支那人に似たりなどゝ評
し其美髯を珍し気に見やり夫より名残を惜しみつゝ退
出したるが彼等を見たる樺太愛奴の坪沢老人『は〔マ
マ〕日本政府もこんなのが沢山あるので世話が焼ける
のだ』と納まり返り居りしも可笑しく又彼等を見物せ
んと集まれる群衆頗る雑踏し混雑烈しかりし〔全文〕

1912.10.20「生蕃観光団拓博の生蕃を訪なふ／無事かと
ばかり相擁して泣き樺太土人アイヌ等も一堂に会す」
十二日生蕃観光団四十三名は飯島、今澤両警部以下数
名の巡査に引率されて午前八時頃旅宿なる麹町平河町
の繁星館を出て今日も珍奇なもの美しい所を見物出来
ると聞いて嬉々として互に語り合ふて打ち興じつゝ先
づ二重橋前に出で畏くも汝等を赤子の如く慈み給ふ神
の如き日本帝国の至尊陛下は此所に在すのだと説き聞
かされて一同整列して一斉に敬礼し「立派々々」と感
心して白木屋を見て拓博に向ふ
▲奇遇を喜び泣く　拓博内に居住して居る生蕃パット
チュワス夫婦は早くから此の事を聞いて待ち兼ねて居
た事とて親子五人打ち連れて会場を出で途中で一行を
迎へる一行はチュワスのウライ社附近の連中にて、ユ
ワス〔ママ〕とは予ねて知己の間柄である、シーラン
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ワット外二三名が居つたので一目見るより早く互に眼
には涙の露を宿して『チュワスお前に本に行つたと聞
いたが何所へ行つたかと思つて心配して居たが此所に
居たのか、それでも体に変りは無い』かと言へばチュ
ワス夫婦も奇遇を喜び涙を流して『体には別に変り
は無いよ安心して呉れ』などと打ち語りつゝ拓博内の
チュワスの家を見て東京の真中に己れ等の家の有るに
驚きチュラス〔ママ〕をおつ取り巻いて『チュワスお
前家まで作り子供も連れて来てもう台湾へ帰らぬ積り
か』と悲しげな顔色をして語る『ナーニ帰へるよ月も
変つて又月が出る頃には用が済むから爺父や兄哥に無
事で居るからと言伝へて呉れ』と言ふ鬼の如き彼等に
も斯んな美しい感情の血潮は其の鉄の如き五体に流れ
て居るのである
▲余興館の奇観　夫から余興館に入つて活動写真を
見る樺太の土人ギリヤーク、オロッコ、アイヌ等の風
俗やら馴鹿、湖水の漁舟などに頗る興がつてウエウエ
ターライカイ（オヤマア）を絶え間無く連呼する殊に
一万余膃肭獣が海豹嶋に蝟集して岸に砕くる怒涛に遊
泳する様を見た時は一同総立になつてウエウエタイラ
イカイを絶叫する、一回済むと入口で貰つた記念写真
帳の外に此所では彼等の好な日本酒と巻莨の御馳走に
なり良い気持に酔つて居る所へ帝国装飾会社の三井氏
から塩煎餅を貰ひ会場内に居住して居る樺太のギリ
ヤーク三名オロッコ一名アイヌ四名とがやつて来て向
合ひに座を占める樺太連の方は開会以来場内の蕃君と
懇意になつて居るので大して驚かぬが余り多いに仰天
したがギリヤーク先生記者をとらへて沢山来たな生蕃
皆か』〔初めの『なし〕と尋くアイヌも『生蕃もたくさ
ん居るんだな』と感心して居た生蕃連の方では始めて
見る事とて日本人じや有るまい『矢張り吾々に似た
蕃人か』などと考問を発し説明を聞いて成程と合点
しギリヤークの服装を見て『支那人に似て居る』と評
しアイヌの美髯を珍しがる
▲郷里へ言伝　余興館を出で館内を一周し動物園に行
つた猿は例に依つて最も彼等の興を惹き獅子、虎、熊、
扨ては金魚など見るもの総て驚きの眼を睜つた、拓博
を見た時もチュワス夫婦に残り惜し気に見送つたが妻
は流石に女で有るオーガツミツネポーベ（病気は無か
つたか）と尋ねられたことを思ひ出してか（実はパイ
パイパット（当歳の女児）が熱が出たが大した事も無
いから唯無事だと言伝けて呉れ心配するから』〔括弧
の不一致〕と言ひ『米の取入れ時から盗まれない様に
言ふて呉れそうしてお父さんや兄さん達で取入れて置

いて呉れゝば帰つてから相当の礼をすると是非言伝け
て呉れ』と諄々と郷里への便りを頼む、やつぱり女は
女である斯く観光団側の一団は動物園でも茶菓の御馳
走になり夕刻宿に引き上げたが十三日には浅草見物と
洒落れるさうだ〔全文〕

1912.10.20「テル子の大繁忙／拓博樺太の美人寒い日
の好対照」
十一日の拓博は今にも降り来らんず〔ママ〕天候なり
しに係はらず朝来非常の盛況を呈した勿論十日には天
気予報が降雨と有りし為め入場者頗る減じたと云ふて
も一万五千に近く十一日も亦一万五千に達した快晴の
日の三万日曜の五万以て其の人気の素晴らしきを窺ふ
に足る朝鮮入口の朝鮮門、虎、其の反対のかわに在る
樺太犬と橇、台湾館入口の阿里山の檜を以て作つた日
本式の門、台湾館の大壁画、朝鮮人参と砂金、関東州
の鶏冠山砲台日露戦役当時の惨状、朝鮮慶雲宮内の慶
会楼、樺太の丸太の家、自然林中の各動物其他例に依
て一として観衆の眼を惹かぬは無く生蕃、北海道アイ
ヌ樺太アイヌ、ギリヤーク、オロッコ等の土人は恐ら
く場内第一の呼物で余興の活動写真も新に到着した北
海道を加へて這入るは這入るは満員続きの大景気、殊
に海豹島に於る万余の膃肭獣大群を成して遊泳する様
なぞは割れんばかりの大喝采を博して居る生蕃は朝来
の寒風に顫へ上つて焚火に暖を取つて居て一向表に出
ぬので見物人は『出ろ出ろ』と怒鳴る、一方には樺太
の連中『今日は丁度いゝ時候』だと言つて居る南と北
と此行□会してこん□面白い対照をなして居る、樺太
方面アイヌオタサンの酋長坪澤六輔〔坪沢六助〕の娘
テル子さんは拓博記念帳売場に手伝ひに来て居たが記
念帳を買ふ女学生から署名して呉れと望まれて筆をと
つて筆跡鮮かに『ツボサハテルコ十二歳』と記してや
つたので之を見た群衆は吾も吾もと記念帳を買つて書
いて呉れと強請むのでテル子さんの忙しい事それでは
可愛そうだからと『テル子』とのみ記させる事にした
がそれでも間断なしの御註文にテル子さん一向に驚か
ず書いてやつて居た、其翌日からから二百部に限つて
書いてやると言つて居□テル子さんは東京でも珍しい
程の美人で日本の姉さん達に可愛がられて大の人気娘
である、ギリヤークのプニオン（一九）君も退屈凌ぎ
に記念写真帖を売って居た樺太アイヌのお嫁さんも売
る買ふ人共瞬く間に五六円も売り上げた日本語が上手
な丈けにお客さんに対して少しも不自由せず売る人も
買ふ人も面白がって居た。〔全文〕
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1912.11.01「土人一堂に会し/て唄ひ且つ踊る/拓博樺
太アイヌの/落成移転の大祝宴」
拓博の樺太アイヌは二三日前まで仮小屋に住居して居
たが過般樺太で買ひ入れた家の材料が到着したので主
人公の酋長坪沢六助君監督の下にアイヌの棟梁チュコ
モリ君が日本大工三名を指揮して廿三日落成直ちに移
転して其の夜場内の生蕃北海道アイヌ、ギリヤーク、
オロッコ等□招待して大祝宴を開いた飲む程□呻ふる
程に唄つたり踊つたり此所帝国の南の端から北の端ま
で御他人の打ち交つての芸比べに歓声堂に充ちて破天
荒の珍現象を現出した
▲祀りと料理の役　さあ今夜はお客さんだと云ふので
嫁女のチカマさんは甲斐々々しく御馳走の用意をする
一方主人の六助翁は手伝に来た北海道アイヌのウエサ
ナシ君及棟梁つ〔ママ〕チュコモリ君と共にイナヲを
家の内外に立てゝ天地の神を祀り且つ祈る其中にアイ
ヌ部落特有の乾し鮭を名物として牛肉に馬鈴薯を入れ
味噌の混合煮と特に菓子の料理の出来て酒は日本酒の
上等で珍無類の会合が始まつた
▲酒宴始まる　午後六時頃になつてお客は全部集まつ
た生蕃親子五人、ギリーヤーク〔ママ〕オロッコの一
隊五人、北海道アイヌ三人を始めとして早乙女、吉岡
佐々木の各附添監督者、事務所よりに〔ママ〕筒井、中
尾、藤井氏外数名理科大学人類学教室の石田理学士、
各土人語研究の為め毎日拓博通ひをして居るアイヌ語
専門の金田一文学士それに日本大工三名を加へて総勢
凡そ卅余名、室の中央半坪ばかりの炉を押つ取り巻い
て車座にずらりと並ぶ、猪口は一人に一個宛行き渡り
そろそろ酒宴に移つた且つ飲み且つ食ふ程に主人六助
は突と立つて神前に備へた〔ママ〕ドウキ（五合も入も

〔ママ〕大盃にて木製漆塗）をタカイサラ（同じく漆器
の盃台）に乗せたまゝ持ち来り己れ先づ満々と注がせ
て左手に之を提げて右手に竹箆の如きものを持ちて其
の先を酒に浸して神前に滴らし神に捧げて後其の竹を
以て鼻下の美髯を上方に掻き上げて凡そ三口程に呑み
尽して一同に其の大盃を廻す
▲アイヌの唄と踊り　祝宴の場合のアイヌの儀式だが
扨て他の土人連には一向そんな事には頓着せず兎も角
も満を引いてグッと呑み干す美事〔ママ〕な事、之に
比べては内地人の貴賓として一段高い所に坐つた筒井
氏始め面々なかなかに此の大盃を受け切れず此の所豪
酒の太刀打には聊か後れを取つたりと相見えた儀式の
酒も済めば之からは無礼講となり棟梁先づ美髯を撫し

て気遣〔ママ〕を唄へば主人の六助君起つて盛んに踊
るアイヌの唄にアイヌの踊意味は薩張り判らぬが一同
腹の皮に捩れる程に面白ががつて〔ママ〕大喝采暫し
は止まなかつた歌は『神に捧げた酒の残りを吾々一同
が頂戴する頂戴出来るのは皆神の賜です〔ママ〕と感
謝の意を表したものだ由だ
▲各土人の即吟の唄　唄■踊か済むと盃■人方から
降つて二人は盃攻めの重囲に陥入り次に生蕃は顔色
に似も付かぬ美音を張り上げて『オレン、ベンセパカ
ン、マラホウ、ワトノシレタタノヤサ……』と唄ひ出
して万葉調を帯びた其の節の優美な事余韻嫋々として
尽くる所を知らず一同寂として酔へるが如くであつた
歌の意味はオレン、ベンセパカレマラホウ即ち先祖の
神の大将の恵を受けて家内安然〔ママ〕無事で斯うし
て日本に来て色々珍らしいものを見る事が出来るのは
どんなにか幸福であらう云々と云ふ即吟だ由だ次いで
オロッコもギリヤークも同じやうな意味の即吟を立つ
て唄ひ且つ踊る喝采は止む間も無い北海道のアイヌの
バッコ（お婆さん）コレヤタニも興に乗じて唄ひ出し
た愛嬌の有るニコヤカな顔と細い細い十四五の乙女の
様な素的な喉を聞かせてヤンヤと賑ふ六助翁堪ら無く
なつて又起つて踊り出した
▲鳥の立つ踊　と又今度アイヌのバッコはシトリと云
ふ鳥の立つ時の踊りを自ら唄ひ且ひ〔ママ〕踊つた両
手にアツシの袖口を取つて羽ばたきを真似折々其鳥の
鳴く音其の儘にフアフアと言ふ面白さに歓興〔ママ〕
尽くる所を知らなかつたが更に次会を期して散会し
た、扨ても珍らしい会合かな〔全文〕

1912.11.03「拓博の土人歓喜首相を迎ふ」
二十三日の拓殖博覧会は西園寺首相の一行と百四十名
の朝鮮観光団とを迎へて館内殊の外賑ひを呈した
▲首相の来館　午前九時四十分黒の背広に中折帽子と
云ふ至つて瀟洒たる服装をした首相は文展の見物を済
ませて黒田清輝氏らを伴ひ自動車で来着された吉植、
奥氏等博覧会幹部諸氏の出迎を受けて第一に台湾の出
品から見物され、総督府出張員の説明で一々詳細に聴
取され続いて館庭に在る台湾喫茶店に立ち寄られて紅
茶の饗応を受けられ台湾南北の風物産業の模様なぞに
就て色々の批評を試みられた折柄土人の少女五名が年
嵩な婦人に伴はれて首相の前に出て叮嚀な御辞儀をす
ると首相は余程御機嫌に叶つたと見えて『帰り度くは
無いか寒いだらう』などゝ質問された娘等は皆な十歳
前後の至つて無邪気なものばかりである笑靨を見せて
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『別に帰り度くは厶いません内地の方が宜う厶います』
と答へたれば更に首相は『折角身体を丈夫にするが可
い』とて一少女の捧ぐる一椀の茶に舌鼓を打たれ軈が
て筒井氏の案内で更に樺太土蕃と北海道アイヌとの住
居を訪問された
▲蕃族の歓喜　ギリヤーク族オロチョン族等の一家は
何れも此光栄に歓喜して、悉く部屋の入口に首相を出
迎へた首相は彼等に親しく言葉を掛て『寒くはないか
身体は健康か』と丁寧に遠来の労苦を犒らはた〔ママ〕
ので彼等は身に余る喜びを添へて感謝の言葉にも困つ
た様子だつたアイヌの妻は立派な内地語で『寒くも無
い帰り度くも無い慣れたから別段恐しくも有りませ
ん』とて其青い刺青のある口辺を撫てゐた台湾生蕃の
小屋では首相の来臨と聞いて年増の主婦さんが頻りに
機織りをしてゐる青だの紅だの白だの色々の糸を見事
に織りなして出来上つたらば大人に献上したいと云ふ
首相は蕃婦の篤き志を心から感謝されたらしく帽子を
取つて有難う有難うと云つて此処を出られた
▲アイヌ首相と語る　続て樺太アイヌが昨晩新築祝を
した丸太作りの小屋を見舞はれた真黒な丸木を組み合
はした穴のやうな処を潜つて部屋の内へ這入られると
アイヌ夫婦と美しいその娘は珍らしいお客様の来訪に
逢つて今更のやうに驚いたらしく石田理学士等の指図
でをづをづ挨拶した新築祝ひの名残と見えて正面に餅
だの幣だの飾つてあつた斯くて関東州、北海道、朝鮮
等順次に詳密な見物をされて正午少し前に退去された
が首相が拓殖に関する熱心とその丁寧な態度は尠なか
らず一同を感動せしめた〔全文〕

1912.11.08「拓博土人へ菓子料を賜はる▽米田侍従の
視察」
天皆〔ママ〕陛下より御差遣相成りたる男爵米田侍従
は既記の如く卅日午後一時拓殖博覧会に着し奥田会長
の案内にて朝鮮館、北海道館、関東州館を順次詳細に
視察し台湾喫茶店にて少憩の後更に樺太館、台湾館を
視察し一々各館の当局者説明をなしたるが侍従は最も
詳細に陳列品に付き反覆訊す処あり終て階上なる人類
学室及び三階の陳列品を参観したり当日天皇陛下には
出場の土人の上を思召されか畏くも菓子料として金百
円を土人に賜ひたれば土人等は階上の一室に集りて御
礼を申上げたり尚ほ博覧会より侍従を経て左の品々を
陛下へ献納したり
台湾人製作通草紙製造花▲台湾蕃人製作織物▲北海道
アイヌ製作木彫盆及アツシ袋▲樺太アイヌ製作刺繍▲

オロッコ製作馴鹿橇雛型▲ギリヤーク製作舟の雛型並
に献品製作者及家族写真絵葉書〔全文〕

1912.11.09「拓殖各土人へお土産」
東京の香蘭女学校生徒は去卅一日拓殖博覧会を参観し
た其折生徒より出場の土人の子供等へ土産として生蕃
のユーミンパットにはサーベル其妹に人形、又北海道
アイヌの娘には下駄樺太アイヌの伊沢〔ママ〕テル子、

〔ママ〕へはリボンと夫々贈物があつたので何処の子
供も大喜をして居た、〔全文〕

1912.11.09「東宮拓博御成／各植民地の風俗産物に御
趣味深く／三時間に渡りて御熱心の御見学」
東宮殿下、淳宮、光宮三殿下には既電の如く三十日朝
七時卅分上野不忍池畔なる拓殖博覧会に行啓あらせら
れ学習院生徒二百余名と共に三時間に亘りて御見学の
為め同会各館を御巡覧遊ばされたる後御機嫌いと麗は
しく十一時三十分御還啓遊ばされたり
▲三殿下時着　六時五十分といふに青山御所を御出門
あらせられたる東宮殿下及び淳宮、光宮三殿下には御
予定の如く暁靄尚ほ池畔に罩めたる七時三十分半ば枯
れたる不忍の蓮に滴露潜々たるを打見やり給ひつゝ東
宮には一條侍従長と御同乗、次いで両皇子御同乗にて
波多野東宮大夫、村木侍従武官長、丸尾、土屋、作間、
松平御用係供奉にて御三方とも学習院制服にて金紋鮮
やかなる御馬車颯々として浄砂打敷かれたる博覧会
正門前に向はせ給ふ、是より先き元田拓殖局総裁、江
木、宮尾両部長、奥田博覧会長始め幹事井上角五郎、
早川鉄治、吉植庄一郎、筒井、川路両監督始め職員一
同御出迎へ申上げ更に学習院職員等に率ゐられて先
着の山階宮、久邇宮、華頂宮各王子を始め学習院生徒
二百六十名正門に整列して一同と共に奉迎申上げたり
▲総て御記憶に止めさせ給ふ　御聡明感佩すべし　東
宮殿下始め淳宮、光宮二皇子、山階宮、久邇宮、華頂宮
各若宮殿下には石井教授の御説明にて仔細、御巡覧遊
ばされたるは悉く御記憶に止めさせ給ふも殊の外御感
に入りたる折々の御模様を拝観すれば台湾館に入るや
先づ聳え立てる
▲阿利山〔ママ〕の檜門　を御覧ぜられ『大きな門だナ
ア』との御言葉あり、果物の前に立ち給ふては『皆な
台湾の果物は大きい』とて玉の御手に取らせられて周
囲の人々に示し給へり、種々なる生蕃の武器に対して
石井教授は質問的ご教授申上しに三殿下ともいと御聡
明にお答へあらせられしには何も感佩の外なし蕃人の
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船に向はせられては一々御点検あり『此船んは釘が用
つて無い』と仰せられしには御詮索の御頭脳恐懼の外
なかりき、夫れより台湾全土の模型、塩田、農産物、海
産物、森林等の各部にて塩、樟脳等の製法に就て詳し
く御説明申上げしに悉く御会得あり例の大蝦は頗る御
感に入りたる物の如し動物標本に向はせられては『あ
れはオケラ此れは何々』など互ひに指示し合ひて興じ
給へり、又た台湾土人同学年生徒の成績品を御覧ぜら
れハルムクリンが画きたる狸の絵には『旨いのう〔マ
マ〕』と御賞讃遊ばされたり
▲山猫は強からう　夫れより樺太館に入りアイヌの用
ふる器具に付仔細に御点検あり彼等が用ふる三味線の
形いと可笑しきには声を上げて御失笑あり、平素より
動物類を好ませ給ふ三殿下には教授がアイヌの幣など
御説明申上ぐるも御もどかし気に剥製の馴鹿、山猫、
スリ、雷鳥、白梟などいろいろの動物の前に走り寄り
給ひ、〔ママ〕山猫は強からうナ』と其の獰猛なる形に
見入り給ひ又た日露境界線石標には年々名も知れぬ鳥
の渡り来り尾を露西亜に向け頭を日本に向けて棲むと
の説明標を御覧ぜられ今更の如く吾が国の尊きを感じ
給へるが如く拝せられたり
▲土人を労はり給ふ　後庭の馴鹿群を御覧ぜられ三殿
下には御手づから牧草を投与せられギリヤークの馴鹿
に乗りて諸種の芸を演ずるを喝采遊ばされ夫れより
一々土人の棲家の穢くろしきをも厭はせ給はず立入り
給ひ其の生活状態を御覧ぜられ殊に生蕃の児童等には
深く御眼を止めて御労はりの御言葉まで給はりたり、
活動写真にてはオットセイの幾万となく群り棲める、
海豹嶋の実況には『面白い面白い』と御喝采ありたり
▲御疲労の御色なし　朝鮮館にては模型の前にて熱心
に御覧あり『曲玉のある処は父様がお上りになつた処
だ』と先年　今上帝御上陸の仁川を示し給ひ鉱物標本
の前にて淳宮殿下には手を触れ給ひ『アッ手が真黒に
なつた』と笑はせ給ひ関東州にては東鶏冠山の模型を
御覧ぜらるゝや『鉄条がコンなに破られてしまつた』
と仔細に御覧あり三時間に亘る御見学にも更に御疲労
の御模様なく関東州より出でゝ台湾貴賓楼に至る途中
朝鮮疫病除けの『天下大将軍』と書きたる人の首を附
けたる柱をお目に止め給ひ『コレは何ぞ』と御質問あ
り『あの首は閻魔だ』と仰せらる
▲台湾貴賓楼　にて御休憩の後再び正門左側なる名和
昆虫所出品の虫類京都平瀬出品の陸上貝類標本を御覧
あり朝鮮、北海道、関東州の各館を御覧の上本館楼上
に成らせられ人類学上の諸標本文書等を御覧ぜられ更

に三階にて樺太協会出品の考古書類及び本派本願寺布
教図東洋協会出品古図等を御覧ありたる後奥田会長よ
り謹んで献納品を奉りたるに殿下には博覧会職員等に
対して優渥なる御言葉を賜ひたり
▲土人製作品の献納　皇太子殿下行啓の砌り拓殖博覧
会より同会楼上にて献納し奉りたるは左の品々にて土
人等が殿下行啓の趣きを拝承するや雀躍謹んで製作し
たる種々の製作品は面白き品々よとて殊の外御嘉納あ
らせられたりと洩れ承はる
一、籐籠　生蕃パットチューワス製作
一、造花　台湾土人呉炳文製作
一、薄草紙　同慮氏銀製作
一、端書入函　北海道アイヌ貝澤ウゴサナシ〔ウエサ
ナシ〕製作
一、舟　ギリヤーク族ボーコン製作
一、刺繍　樺太アイヌスクタリー製作
一、写真　関東都督府製
一、絵端書〔絵葉書〕　同
一、絵端書　東洋拓殖会社
一、絵端書　樺太庁製
一、苹果　北海道出品協会採取
一、バナヽ　台湾総督府採集〔全文〕

1912.11.23「人種懇親会が与へた効果／小松小浜両氏
の談」
去る九日午後六時より拓博の主催にて催ほした人種懇
親会に列席せられた小松逓信次官は其感想を語て曰く
拓博は今迄あり触れた博覧会や展覧会と其趣を異にし
て誠に趣工〔ママ〕の好い立派な者である由だが尤も
開会以来随分入場者もある由だが尤もだと思ふ、恰度
時候も佳いのだが丁度先帝陛下の崩御後人心の消沈し
ている居る時に此会を開いた為め之か外の騒々しいも
のとは違つて殖民上にも教育上にも裨益あると同時に
亦先帝陛下の御威徳を具体的に表示したもので誠に其
の時を得たものであると思ふ、殊に一昨日の懇親会の
如きは実に趣味津々として云ふべからざる感興に打た
れた、実際東京で蕃人の偽はらず飾らざる歌や踊りを
見ようとは夢更ら思はなかつたが九日の会で遺憾なく
彼れ等数千里を隔てた南北両地の土人の歌や踊りを見
て、実に面白く可笑しかつたが斯様に彼等遠方より来
つた土人達が多勢の内地人の前で赤裸々に無邪気に躍
つたり跳たりしたのは之れ彼等か唯酒を飲むで酔つた
からだとのみ思ふてはならぬ、彼等が内に邪心なく懐
疑なき為めに酔ふたので畢竟彼等土人に我内地人の真
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意が了解せられて親しくなつた為めである之も此拓博
といふ一の媒介物によつて其効果を見ることが出来た
のであらうと思ふ
此拓博の開かれた為めに彼等蕃人をして内地人を了解
せしむることに大なる便利あるのみならず南北両地の
土人が共に日本国民であるから親交を結ばねばならぬ
と云ふ観念が出て来るに違ひない
何にしても此拓博は啻に内地人に我殖民地の実情を知
らしめて我国に殖民思想を喚起することに利益あるの
みならず、又彼等蕃人をして我内地人の真意及び事情
を知らしむるに利益ありと思ふて大に此度の挙を賛成
して且つ其成功を祝した訳である、同じく当夜の懇親
会に列席せられた警視庁小浜第二部長は曰く、拓博は
確に大成功であつた此催しが殖民上教育上に及ぼした
裨益の大なることに就ては最早多くの人々が云はれて
居るから自分は今更改めて之が称讃の辞を呈しないが
九日の人種懇親会に招待せられて列席した処実に面白
かつた、近来稀に見るの愉快を感じて腹の皮を捻〃し
た実際斯かることは空前で実に教務が多い見給ひ数千
里を隔てた我国の新版図の南北の土人一堂に会して互
に握手し献酬し内地各種の階級即ち上は大臣から下は
俳優芸者に至る迄各種の階級を網羅し互に胸襟を開て
毫も障壁を設けず大に打寛いて快談歓笑し盃の廻るに
従つて南北の土人は酔ふて歌ひ出し遂には誰も勧めな
いのに自ら舞台に飛び出して得意の妙技を躍り出すに
至つては其天真爛漫で且其滑稽なのには一同抱腹絶倒
して自分も覚えず痛快を叫んだ、之は唯一時の座興と
して面白いといふのではなく彼等蕃人が我々内地人の
厚き同情の有る処を知つて大に喜び自分も日本人であ
ると云ふ観念を以て何等の城府をも設けずに興に入つ
たもので誠に結構なことであるが此会が終つて後彼等
が南や北に袖を別つて帰つた後は大に内地人の同情あ
り親切あることを吹聴して益々皇沢に霑ふと同時に樺
大人〔ママ〕も台湾人も共に陛下の赤子であることを
知つてお互に親しみを感ずる様になるに違ひない、自
分は此会の如きは確に殖民政策の上にも教育上にも多
大なる効果あることを信じて此会の為めに努力せられ
た諸君に感謝して居る〔全文〕

1912.11.23「拓博人種懇親会／各地の蕃人連と内地人
と何れも一堂に歌舞宴遊す」
九日午後六時から拓殖博覧会の観光館内の土人懇親会
が催された、南は台湾から北は樺太の端の端までの各
土人を中心にして内地人は国務大臣から下つて俳優芸

者に至るまで各階級の人々を残らず網羅した千余人、
飲む程に喰ふ程に感興自から湧いて唄ふわ躍るわ生蕃
美人の尻放踊、アイヌ老婆の鳥の踊果ては笛やらドン
コリユー（五弦琴）やら満堂笑声の絶間無く腹の皮が
捻れてお臍が宿換へをすると云ふ珍妙無比の盛況を呈
した
▲七人種一堂に会す　六時来賓一同が活動写真の樺太
海豹嶋に群衆せる万余の膃肭獣の壮観やら朝鮮官妓の
踊などに奇異な眼を睜つて居る所へゾロ〱と這入つて
来たのが真裸に赤い布を巻き付けた素裸足の生蕃ハツ
トチユワス君と妻君の美人ピスイヤゴ……次女のパ
イ〱パツト（一つ）を背負つて長男のユミンパツトと
長女のチユワスパツトを具して居る之れに続いて樺太
ギリヤーク族の統領ボーコン、同人妻サンカ、青年プ
キオン、オロツコ族の統領ヱバロク、樺太アイヌ、オ
タサンの酋長坪沢六助同人嫁チカマ、娘テル子、大工
のチユーコモイン、北海道アイヌの老翁貝澤ウエサナ
シ、老媼南邊澤コレヤアタン台湾土人牧草商呉炳文の
六人種が中央に座を占める、内地人を加へて七人種扨
て之から愈々開会と有つて主催者たる理科大学教授坪
井人類学博士が簡単な開会の辞として『等しく我が至
聖至仁なる陛下の赤子である、日本帝国の国民である
斯く一堂に会して且つ語り且つ飲む事は実に愉快であ
る之れが本会主催者の希望であつたのだ』と簡単に述
べて壇を下だると樺太アイヌの坪沢六助君つと立つて
壇上に現はれた
▲アイヌの演説　拍手は急霰の如く流石に広い館も裂
けんばかり六助君は六十余歳の老体ながら□

くわくしやく

□として
壮者を凌ぐ頑丈作り、アツシ裕に着なして胸を埋むる
美髯を撫しつゝ静かに聴衆を睥睨する、六助君は其の
昔樺太が嘗て吾が領土なりし旧幕時代江戸の役人水上
忠太夫に仕へ一度び主に従ふて江戸に来り五日間滞在
したる事さへ有り、今はオタン〔ママ〕の酋長として
非常な名望家である流暢な日本語で開口一番『私等は
拓殖会に来て東京見物を出来るのさへ嬉しいに今日は
又日本の南の端から北の果まで各人種が此所に集つて
共に楽しい会をする事は此の上も無い仕合せでありま
す、一同に代つて御礼を申上げます』と怯めず憶〔マ
マ〕せず言ひ終つて壇を下ると喝采は暫し鳴りも止ま
なかつた、続いて奥田拓博会長の挨拶が有つて階上の
食堂が開ける原大臣、内田外相も芸者も女優も土人も
入れ乱れて同じ御馳走を頂戴する何だか同じ国民が何
の距も無い斯うした様を見ると無性に嬉しい感じがす
る
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▲アイヌの踊　素より無礼講である、盃は八方に飛ん
で飲むは、食ふはわげても土人連を見てゐれば紅裙連
の一隊腕に捻をかけて差しつ押へつ片や大臣やら学者
やら文士やらとの間に斡旋する、内地人酒豪多しと雖
も生蕃のアイヌ等が豪弓〔ママ〕の矢面には立つべう
もあらず面面早やしどろもどろに打乱れたが土人等少
しも騒かず大盃を傾けて呻ふる程に酔ふ程に先きの程
から囃し立てる太神楽や剣舞に、浮かれ出六助翁真先
きに舞台に現はれたれば我れも我れも嫁女のチカマチ
ユコモイン、貝澤ウエサナシのアイヌ連之に継ぐサー
大変、之れからアイヌの踊の始まりとあつて群眼を皿
にして見物する、鱒の皮の着物を着たチカマがドンコ
リユー（五弦琴）の音も妙に弾奏する他の三人打ち連
れて足拍子可笑しく踊り出す其の珍其の妙到店〔ママ〕
筆紙には尽せ無い、踊も一段済むと先きの程から首を
長うして居たギリヤーク、オロツコもジツとして居ら
れ無なつた
▲太古の楽の音　豚尾漢のギリヤーク頭領ボーコン君
プキオン君オロツコのユバロク君何れも舞台の人とな
る新手の役者を加へて前記チカマはドンコリユー（五
弦琴）アバロフはビヤポンをプキオンはテンコイン（胡
弓）を合奏する、低い音調の余韻嫋々として太古を偲
ぶ床の音に連れて一同円陣を作つて樺太ダインス〔マ
マ〕をやる単調ながら足拍子手拍子揃へて踊る様子の
可笑しさは面白さに一同酔へるが如く拍手は間断無く
起る、と今度は生蕃親子五人も舞台に現はれる、新手
を入れかへて御覧に供するは生蕃美人の踊、亭主のパ
ツトチユワスが喨々たる笛の音に連れて妻君のピスイ
ヤゴは踊り出す其の踊の珍妙なる事、お尻を後方二三
尺も突き出して右に左に振り出す、手も足も一向活動
せずに尻許り無性に振る、満堂をつと洪笑〔ママ〕す
る
▲珍妙な尻踊　此の踊りの一段こそ天地も引つ繰り
返る程の大喝采土人踊中の最なるものである、此の体
を見た依

れい

の六助盛に尻を振つて居る生蕃の後ろに廻
つて妙な腰付きで踊る、入替つて北海道アイヌのバツ
コ（老婆）コレヤアタン刺身〔刺青〕の中の口からとは
思へぬ優に優しい音声で鳥の立つ時の目出度歌を唄ひ
ながらアツシの袖を両手に取つて舞ふ芸者連が現はれ
て三味を揃へて活惚れを弾く六助翁か日本式に之に合
せて踊る、果ては土人全部が一団に成つて踊るやら跳
ねるやら此の■俗塵と放れたる歓楽境の如く歓興時の
移るを忘れて早や九時は過ぎたので名残惜くも閉会し
た、来賓の重なる者は

原内相、内田外相、元田総裁、樺山伯、二條公、徳川頼
倫侯、徳川達孝伯、小松次官、押川次官、古賀警保局長、
吉植代議士、管原代議士、近藤廉平、大倉喜八郎、江見
水蔭、吉井勇、久方博士、桜井東大総長事務取扱、古在、
井上哲次郎、奥田、坪井の各博士、寺崎廣業、岡田三郎
助、横山大観、高村光雲、片岡仁左衛門高、〔７文字分
空白〕田実、藤沢浅次郎、村田正雄、市川猿之助、佐藤
千枝子、森律子、鈴木トク子、村田カク子、桃川■燕、
三遊亭円遊、談州楼燕林、下谷松葉家おいろ、日本橋
区藤村小稲、向嶋松島家小歌、同若狭家おきく、吉原
伊勢家なつ、葮町布袋家さだ、富士町富士家辰奴、仝
栄家房吉等、大臣、名士、新聞記者、学者、美術家、男
優、女優、講談師、芸者等無慮千余名
▲人種懇親会と諸名士の感想
近頃催ほされた総ての集会に通じて是程成功した会を
見た事が無いとは昨夜拓博の人種懇親会へ出席した人
の悉く感じた処である今其如何なる会であつたかと云
ふ事を列席の諸君の口から聞いて見た先づ此会と尤も
関係深き元田拓殖総裁の談を聞く
▲元田総裁曰く　『如何して未開の人民と云つて決し
て馬鹿に出来ないまあ彼の風彩〔ママ〕と容貌を見給
へ却々立派なものだ就中あの生蕃を見給へ、あの子供
等は教育次第で屹度立派な人間になると思ふ国家の為
め慶賀すべき事ではないか』
▲江見水蔭君曰く　『僕は従来■■蕃人の事を小説に
書いた縁故から別段に面白いと思ふあの酒に酔て面白
さうに騒いでる様子は確かに小説中の人物だ何れ何か
考へて見ませう』
▲市川猿之助君　新□い趣味を解する俳優猿之助君を
樺太アイヌに紹介した処が猿之助君痛くアイヌが気に
入つて膝を乗出して曰く『此奴ア面白い、芝居になり
ます然しこの面は一寸困りますなあ何か一番工夫して
見ますかな』
▲寺崎廣業君　廣業君杯を手にしてアイヌの踊りを見
ながら隣りの海野美盛君を顧みて曰く『アノ躍りなら
僕にも出来るイレヲ〔ママ〕一つ稽古して大に流行さ
せる事にするかな』美盛君曰く『妙？妙？一所にやら
う』
▲長晴登君　生蕃の婦人が臀部を突出しての大に振つ
た舞□に感心して曰く『之が今日の圧巻だね』前席の
小林源蔵君は曰く『あの点は用蕃□却々進歩して居る
之は世界中何処へ行てもある形サ』
▲吉原のさだとなつ　仝じく生蕃婦人の尻振 ■

おどり

を歎
服して曰く『あの躍りを芸にして芸妓になれば屹度売
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れますね自宅へ抱へやうか知らん』
▲新歌人吉井勇君曰く　『余り感興が多くつて歌も出
来ません何れ後から考へて御覧に入れませう』
▲坪井正五郎博士　自分の内の子供達が評判の美いの
を見る様に喜んで曰く『イヤ斯う皆が一致して楽しみ
遊ぶと云ふ事は二度と出来ない事です今夜は余程嬉し
いと見えてあゝした愉快を尽して居るが全く容易に出
来ない事です之が彼等の郷里の同胞に与へる感化は非
常□ものでせう〔全文〕

1912.12.03「犬橇で氷海を突破して帰る樺太人／土人
連の深い印象」
不忍池畔に天下の人気を聚めた拓殖博覧会も愈々予定
の会期終つて去る廿九日を以て閉会する為め其前日の
日曜の如きは開会当時に優る稀有の入場者を見た又た
同館内で非常な人気を博した各土人連のうち本場のギ
リヤーク、オロチョン、アイヌ等は厳寒の候に入と
▲海面が結氷　して内地との交通が絶える為め去月
二十四日小樽出帆の東海岸行き終航船で帰国する筈で
あつたが本年は寒気の至るが早かつた為め同船は既に
去る二十二日出帆して仕舞つたので樺太土人も閉会ま
で居る事となり本月初旬郵船会社の砕氷船で帰国の途
に就き交通の便なき栄浜から奥の方の彼等の郷里まで
約八十里は海と無く河となく一面に張り詰めた氷雪の
上を一行八人で最も危険にして痛快なる犬橇旅行で来
春に入つてから故郷に帰り着く筈である又た生蕃や北
海道アイヌも閉会と同時に久しぶりで故郷に帰るのを
待ち焦がれてゐるが生蕃の方は
▲樺太土人　と反対に更に暖かい国へ帰るのだから心
配はない彼等が滞京中の印象を聞いて見ると樺太土人
も生蕃も一様に驚いたのは人の多いのと家の大きい事
面白かつたのは動物園の猿と花屋敷の生人形と操り及
び奥の常盤で半玉と一緒に踊つた嬉しいのは内地の人
がいろ〱と親切にして呉れて宴会なぞの時には思はず
知らず踊り出すほど興が乗つて来るまで打解けて呉れ
ること更に智識を得た事は樺太土人や北海道アイヌは
日本語に益々円熟して日用語には殆んど差支のないや
うになり生蕃の子供ユミンパツトは『今日は、お早う』
も覚え甚だしく遊び方まで文明化して来たと生蕃夫婦
は喜んで居る又たギリヤークのお婆さんは半玉の着物
が非常に気に入つたから娘に買つて行つて遣りたいと
言つてゐた。〔全文〕

1912.12.18「珍客郷に急ぐ」

過般催せし拓殖博覧会よりの招ぎを受け華の都に於て
天下の視聴を喜ばしめ楽しましめ数旬の間到る所より
優遇歓待せられ日本人すら羨む底の光栄を得たるアイ
ヌ種の坪沢六助（六〇）同テル子嬢（一二）同チカマ

（二三）チユコモリ（五〇）オロッコ種のイバロク（五七）
ギリヤーク種のボーコン（四七）チエフレンド（六〇）
プンヨン（一九）一行総て八名の珍客は何れも附添人
佐々木政治（樺太庁）吉岡信平（敷香部落総代）両氏に
率ゐられ五日帰還の途に就き八日小樽に到り旅館江州
屋に宿泊、毎日便船の無きに焦慮中の処十五日愈々敦
賀丸の出帆となるや彼等は抃躍禁じ難くの思して之れ
に乗り込み翌日午後九時大泊に無事上陸旭館に一泊昨
日二番列車に搭じて当町を経此所より各自今や陸路を
辿りて家郷に急ぎつゝあり彼等の如きは真に一歳一遇
の幸運者と謂つ〔ママ〕可きか次号には彼等の逸話並
に感想等記者の最も趣味深く感ぜしものを掲載す可し

〔全文〕

1912.12.19「拓博帰りの珍客」
昨紙新報の珍客一行八人の本嶋土人は昨日大泊より当
町に来り北越館に投宿し昨日は樺太庁を訪ふて竹内、
尾崎両部長より食堂に於て午餐の饗応を受け今朝栄浜
行の列車に搭じて愈々帰郷の途に着く筈なり。
一行中最も能く日本語に通ぜる坪沢六助爺さん往訪の
記者に語りて曰く、東京は気候が暖か過ぎるのと食物
が違ふのとで最初は一同如何しよかと心配しましたが
其の内に段々と馴れて来て何ともなくなりました。東
京は賑かです併し私共の一番驚いたのは賑かなよりも
凡ての物が立派なよりも何よりも人間の多いの事です
之れには全く魂消てしまいました言語が相互に通ずる
事なら東京に住みたいような気もしますがヤツパリ寒
くとも淋しくとも生れた所が良いと見えて愈う明日
は東京を立つと云ふ本月の四日になると一同は飛立
つ程に喜びました。小樽へ着いてから娘テルが感冒で
臥れたので非常に心痛しましたが小樽のお医師さんに
助けて頂きました。小樽で一週間ばかり船待ちして居
る間に無聊の余り寿館へ活動写真を観に行つたが客は
五六十人より来ませんでした小樽は未だ田舎です。御
存知の通り私共は東京へ参りまして、非常な歓迎を受
けましたので斯麼幸福な事はありません私だけ又大阪
の博覧会へ是非行きたいと思つて居りますが其迄生き
て居ればよいが娘は片仮名を読み書きしますの幸に帰
つたら学校へ入れて将来は東京へでも住ませたい望を
持つてゐます。樺太へ帰つて来たら恐ろしく寒いので
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困ります云々と胡麻塩頭を振り乍ら元気良く話した。
アイヌの方はあぶないながらも皆日本語を話せるが他
の二種と来ては殆んど通じない様子である。
佐々木嘱託曰く
△電報の迅速に驚く　彼等も電報の迅速と云ふ事は知
つて居たが小樽へ出てから敷香支庁へ電報をうち其返
事が二時間程で達したのでギリヤークのボシコン叱驚
して曰く、巳

お

らが七日もかゝて来た所をこんなに早く
行つゝ来るとは余り早過ぎる
▽生蕃とアイヌ　アイヌ生蕃を評して曰く彼等はいつ
も裸体で野蛮さ加減が判つて居ると生蕃曰くアイヌの
様にボンカリではとても人の首はとれないワイ
▽六蔵教育を説く　六蔵〔六助〕大に感じ入り帰つた
ら児童の教育をウンとやらねばならぬワイと他のアイ
ヌを説き他のアイヌ亦大に之を賛した
▽テル大に弁を振ふ　六蔵の娘テル（一一）が絵葉書
店の売子をやつたが仲々人気が多い、いつも其前は人
の山テル折々叫んで曰くそんなに妾しの顔を見なくて
も此絵葉書に皆んな書いてあるから買つて下さい〔全
文〕

1912.12.20「昨朝の停車場／▽珍客愈々郷に向ふ」
昨日の北部行きの停車場は頗る賑かなものであつた。
拓博で一時に天下に其名を轟かした珍客アイヌ坪沢六
助外七名の一行が敷香の部落総代吉岡氏に引卒〔ママ〕
せられて懐かしき家郷に急ぐの旅であつた。オロッ
コ、ギリヤークのボーコン、チエフレンド、プシヨン
は何れも華の都で新調した背広服にオーバーを着し中
折帽子を被つて一見紳士然として居つたソレカラ六助
の愛嬢で東都で評判されたテル子と嫁のチカマは日本
服に角巻を着し編上靴を穿いて居た六助とチヱコモリ
は二人共矢張り東京で新調して無尻外套に中折帽子を
被つて何やらいろ〱と話して汽車の発車を待合して居
た記者が行くと六助は昨日はドーモと謝意を述べてソ
シテ今朝の寒は随分ヒドヒネイと云ふ傍に居たテル子
や其他のオロッコ、ギリヤークも各々笑顔を作つて記
者に挨拶をした六助は記者に是非東海岸に出た時は小
田寒の自分の家に寄つて呉れと云ふ孰れもの顔は愉快
ソウに輝て居た其内に発車の時間が来たので一同は列
車に乗込んだオロッコギリヤークの面々は得意になつ
て二等室に乗込んだが吉岡氏は其れではない此方だと
て三等室を指して教へると妙な顔をして氏の後に随つ
て指定の室に乗込んだ僕と吉岡氏と話して居る中に
佐々木氏か来た八名の珍客は何れも佐々木氏を見るや

待構へたと許りに種々話し掛ける佐々木氏は都合があ
つて此度は同行する事が出来ないから明日は屹度行く
と云ふと是非一処に行かうと云ふ今まで数旬の間起居
行動を倶にして来たので彼等の名残を惜むものも無理
はない其内に列車は定時より二十分遅れて動き初めた
佐々木氏や僕が左様ナラと云ふと一同は窓に寄つて左
様ナラと言つて別を惜んだ為めに皆の眼は潤んで居つ
た（天の字）〔全文〕

1913.01.08「土人等の着敷」
拓博よりの帰途当地に立寄り先月二十日出発したるオ
ロッコ、ギリヤーク等は一昨日無事敷香に着したる由

〔全文〕

1913.02.15「冬の夜話（二十九）／アイヌにしてはお綺
麗な方」
西園寺総理の臨場の際は生憎樺太館に案内者がなかつ
たにしろ東拓対樺太は成功であつたソーなアイヌギリ
ヤーク馴鹿のあるを知らした丈けでも成功であつたと
云ふ事だ処が余りの成功であつた為めか樺太と云へば
丸でアイヌギリヤークの国であるかの様に一般から思
はしめた開会期日も早や済んで今や残務の其時委員栃
内福永菅野松山の諸君は種々樺太関係者と留別の意味
で小宴を張る事になり樺太の連中が何人後に行くから
と手近かな鶯谷の伊香保に電話し暫らくして出懸ける
と不思議や出迎ふ下女から男衆迄ジロジロと異様の目
で側で不気味の悪るサ夫れのみか座敷へ迄遣つて来て
代る代るに隅見をする有様固より見せるが本意の博覧
会役員でも余り好い気特〔ママ〕はせんので拍手一番
女将を呼んで其理由を詰しるとハイ誠に申澤〔ママ〕
は御座イません実を申せば樺太の御客様との事でした
から刺墨した御髯の沢山な御方と思ふて居ました処打
つて変つて枕尽にあるような殿御の御出でにアイヌで
もアー御立派な方があるかイヤアイヌかアイヌである
まいかと皆の者が評定中で飛んだ失礼致しましたが旦
那方は樺太でも全くアイヌとやらでは御座いませんか
と又しても半信半疑の問に年若丈けに是非がなく福永
先生人を馬鹿にするなと赫と怒鳴りつけたので是れ幸
ひ一番アイヌになつて珍趣向の遊をせんと栃内松山の
先生等がソロソロ狂言に取懸らんとする所を打ち毀し
て了まつて果ては大笑になつたが若しや菅野君独得メ
ノ子直伝の尻振り踊を遣つ付けたらエライ御土産であ
つたろうに〔全文〕
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1913.03.07「拓博出品彙報／△出品協会役員会決定」
明治紀念拓殖博覧会出品に就ては藤井嘱託は過般来大
阪に出張諸種陳列場の計画を進行しつゝ有るが一方樺
太庁及び出品協会に於ても頻りに其計画を進め今日に
ては大体の方針確立したるが明日の上川丸にて第一回
の発送を為す由尚出品に就ては今日の本島としては
農作物、海産物等到底新生産品を得る見込無く幸ひ前
回東京に於て開催せられし拓博の出品が今日尚多く其
まゝになり居るを以て之等前回の出品を主とし之れに
林産物其他多少の新出品を加へ陳列する筈、此他前回
出品に比し特に新らしく計画せられたる特種出品少き
模様なるも今回は嶋産清酒の各種を出品するの計画あ
り又土人の出阪は之亦前回同様アイヌ、ギリヤーク、
オロチョン等各種土人を出阪せしむる筈なるも人選定
らず本日樺太庁佐々木嘱託小田寒方面に出張決定の筈
なりと
尚之等各種出品の陳列に就ては藤井嘱託の既に出阪奔
走しつゝ有るも前回拓博に際し其陳列事務を担任して
成功せる福永審査事務官は今回も出阪陳列事務に鞅掌
する事となり明日大泊出帆の上川丸にて出発す可し尚
出品協会役員は左の如く決定昨日夫々嘱託状を発せり
△幹事　福永尊介（長）　川西幸八、中牟田五郎、前嶋
進、中村隆、藤森正隆、藤井祐敬△評議員　池上安正、
村上祐兵、大橋秀次、向瀬庄次郎、扇田彦八、乗富慶之、
大井寛二、神代澤身、脇田嘉一、柳川振、河合梅三郎、
前嶋進、川西幸八、藤本正隆、米木六右エ門、遠藤米七、
竹内友二郎、本居幸吉、田中文太郎〔全文〕

1913.03.13「拓博と土人出場」
今回大阪市に開催さるべき明治紀念拓殖博覧会にては
本島土人の出場を希望し過般樺太庁へ其勧誘並に手配
方を依頼し来りたるを以て庁は夫々手配を為したり其
結果出場人種はアイヌ、オロチョン及ギリヤークの三
種族にして其人数はアイヌ四人オロチョン及ギリヤー
ク各二人宛に決定しオロチョン、ギリヤークの方は敷
香総代吉岡信平氏が例に依つて嘱託を受け彼等を周旋
し又上阪の際は三人種其の附添役を為す筈なるがオロ
チョン、ギリヤーク人の撰定は未だ確定するに至らざ
る由なり而してアイヌ種の方に対しては樺太庁庶務課
勤務嘱託技手佐々木政治氏去る八日東海岸相浜へ出張
し大酋長バフンケ事木村愛吉の許に於て万事を取決め
来れり其談に拠れば小田寒の坪井〔ママ〕六助は昨年
の東京拓殖博覧会へ家族を率ゐて出場したる経験ある
を以て彼れなれば事情にも精通し居るのみならず日本

語も好く解し殊に娘のテル子の評判頗る好かりし故今
回も是非上阪せしめ度く交渉せるも彼は病気にしてテ
ル子も亦近頃兎角健康優れざる為めとて承諾を得るに
由無く已を得ずバフンケの処へ行き他の候補者に就て
相談したる処結局保呂の白川茂衛門（五四）同人妻ア
ソワンマ（三七）及小田寒ハイバッテイ（四十）同人娘
シュカ（一三）の四人に決定したるを以て佐々木氏は
彼等に対して来月上旬早々出発せざるべからざるもの
なるに付き今より土人アイヌとしての仕度其他の準備
を整へ置く様にと命じ来れる由因に白川茂衛門は嘗つ
て二十歳台頃には函館の某漁業家の本嶋漁場を支配し
たることあり尚ほ最近迄は東白浦の部落総代を勤めた
る程の老人にして勿論日本語にも精しく現に保呂川の
渡船業を営み居り仲々の元気者なりと次にハイバッテ
イは茂衛門程の人物にはあらざれ共彫刻其他アイヌと
しての手芸に頗る堪能なる者にして其娘シュカは目下
土人学校の尋常二年生なるがテル子嬢にも劣らぬ美人
なる由なれば大阪に行かば定めし大もてにもてるなる
べしと云ふ〔全文〕」

1913.03.13「公人私人」
▽佐々木政治（本庁庶務課嘱託技手）去る八日栄浜方
面へ出張中の処一昨日帰庁

1913.04.03「拓博行の土人／一昨夜到着す」
大阪拓殖博覧会行土人中アイヌの事に就ては先日の紙
上に詳しく報導〔ママ〕した通りて保呂の、白川など
の男女四人と決定し其中にはハイバッテイの娘シュカ

（一三）とて愛らしく盛りもあり、出阪後は例によつて
絵葉書売りに人気を惹くなる可く彼等は近く船便の都
合を見計らつて出て来る筈である、所でギリヤーク、
オロチョンの方は敷香の吉岡総代が引伴れ先月二十六
日敷香を出て一昨日当地へ着した、一行は四人でオ
ロッコではシャチカに〔ママ〕部落の男ワシラノ（三六）
其娘マリヤ（一五）と云ふ之も可愛盛り、ギリヤーク
では男ウエラッカ（二八）其妻アルライカ（一八）所で
此ソシライ〔ママ〕はオロッコ中での才子とかで去年
中目文学士がオロッコ語研究に出かけた時、其語学の
先生と云ふは此ワシライだそうな、親に似てマリヤも
亦愛らしい計りでなく仲々に才の利く方だそうな、夫
からギリヤークのウエラワカ〔ママ〕は一寸日本語の
片言位ひを聞き覚えて居つて自分の名を卯太郎と云つ
て居る由、之も昨年此方面の人類調査に従事した鳥居
龍蔵氏のコックスを勉めた男で其当時は無妻であつた
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が此冬馴鹿橇で露領に這入つた時其所のギリヤークの
娘と相思の仲となり未来の契りをしたが卯太郎帰来此
娘の事が忘られず直ぐ引返して貰つて帰つて宿の妻
としたのが此アルライカであるそうな娘らしく、羞ん
で居る所など此人種の間には矢張り、雨に濡れたる海
棠とか露に萎るゝ女郎花とか持て囃さるゝのであらう

〔全文〕

1913.04.05「拓博行土人全部着」
今回大坂〔ママ〕拓殖博覧会へ赴く本島土人は既報の
通りアイヌ四人、オロッコ二人、ギリヤーク二人にし
て一昨日アイヌ四人当地に到着したるを以て之れにて
全部打揃ひたれば吉岡氏保護の下に七日大泊出帆の大
礼丸にて愈々上坂の途に就くべき予定なりと因に一行
は北越館□宿泊し居れりと〔全文〕

1913.04.08「拓博行土人出発」
大坂〔ママ〕市に於て開設さるべき明治紀念拓殖博覧
会へ出場すべき本島土人の事に就いては屡々記載せし
が之等土人のアイヌ四人、オロッコ二人ギリヤーク二
人は一昨日二番列車にて敷香総代吉岡信一〔ママ〕氏
附添ひ当地を出発し一行は昨日大泊出帆の大礼丸に乗
込みしが途中東京に三四日間滞在し諸方を見物したる
上開会の前日即ち来る十四日大坂市に到着の予定なり
と〔全文〕

1913.04.18「拓博出品発送済」
出品協会よりの大阪拓殖博覧会に対する出品物は去る
八日真岡よりの発送貨物を最後として全部発送済とな
れるが出阪土人は二十日着阪す可く又馴鹿は本日函館
より三池丸に積込廻付の由〔全文〕

1913.04.23「樺太館の大好評」
大阪拓殖博覧会は既報の如く一昨廿一日午後開会式を
挙行し午後より一般観覧者に入場を許せるが樺太部の
犬橇中央森林並に海の模型等に対する評判非常に高く
人気を集中し場内中独り樺太館は多大の雑閙を極めた
る結果同所に雇はれ居たる女看守の如きは人に酔い遂
に卒倒するに至れる由昨日樺太出品協会へ電報ありた
りと〔全文〕

1913.04.26「拓博と樺太館（下）／▽設備万端遺憾なく
▽到る処賞讃を博す」

〔前略〕教育及土人風俗に関するものは美術館に陳列

したり、館の入口の上部に「樺太」と書したる華やか
なる扁額を掲げ、館内に入れば周囲の壁面には種々な
る図表並に写真類を懸け特に交通図に附して大礼丸の
模型を添へたるもの先づ眼を惹く、天井には四間四方
に亘る樺太神社紋を付け其の思ひ切つたる大袈裟には
何人も驚かざるものなし
土人ギリヤーク、オロッコの二種族は本館入口の正面
に当る広場に天幕を張りたる中に二種族四人仲善く住
ひ、アイヌ族は美術館の前面西側□特有の家屋を模造
して其の中に住み何れも頗る元気善し
馴鹿は本館前に在る池の辺りの松林に遊牧せしむる筈
なるも未だ到着せず、右は二十三日大阪発の電報を訳
出したるものなるが〔後略〕

1913.05.07「樺太風光映写の大成功／大坂拓博に於け
る」
拓殖博の活動写真は二十六日から映写して居るそして
開館当時は台湾、関東州、朝鮮、北海道のみで樺太の
ものは無かった、館の工合が、写真の工合か、夫れと
も技師の工合であるか如何にも不鮮明で余りに観客の
興を惹くに至らなかつた所へ三十日樺太のフヰルムが
着して其午後始めて撮影した所意外に鮮明であり且つ
画面が如何にも目新しいため非常の人気、五百尺のフ
ヰルムを映じ終る迄拍手は急霰の様、
先づピリピリと笛が鳴ると胸をそゝる様な楽隊の音
がピタリと止る、弁士がスーと横から出て直角に前へ
五六歩型通りの礼があつて『さて今回映写しますのは
新に着しました樺太の光景』と云ふともうワーッと云
ふ賑ひ、ピリピリと又笛が鳴つて電灯がパッと消える
と□一に東海岸の土人の頭目バフンケを中心として
アイヌ生活の状態が移る〔ママ〕、

『同じだすナ、同じだすナ』
と彼方此方から聞える之れは出場のアイヌとの比較で
あらう、画面が変りますとオロッコ、ギリヤーク生活
の状態と御座いましてギリヤークの小屋の前で頭を糶
り出して来た観衆の事とて大喜び、

『アラアラ彼処に小屋ん中に居やはつたのが居やはり
ま、居やはりま』

『違うてまんがナ』
『□やずへん』
『子供はんや、子供はんや』
『土人はんにも子供はんがおまんのやろか』
『土人はんやかて子供はんがおまんがナ』
などゝ姦しい、食事を終つて二、三の荒くれ男が狩に
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行く可く槍を執つて走り出すと何事が起るかと観覧席
ではワーワーッと云ふ騒ぎ
パッと画面が変じますと何だか黒い岩の様なものか幾
数十と転がつて居る光景又

『何だすやろ』
『アレ何だす』
『サー何どすいナ』
と一斉に語り交す間もなく、弁士が立つて説明する所
を聞くと之れは海豹島は膃肭獣棲息の光景
黒い岩と思つたものは、ムクムクと起き出して彼方に
此方にと動く

『アラずいどで歩いてま、ずいどでアラ、ずいどで』
『ア、ア、ア怪体〔けつたい〕な歩き方だけナアッ、鳥
が飛んでマ』
数千が一時に動いてヨタヨタと波打際に走つて行くと
サー■■破るゝ様な拍手の響、又一口上膃肭獣遊泳の
光景で御座いますとあつて、画面一杯の波に数千の膃
肭獣が右に左に□ぎ廻つて居る光景となる、楽隊は高
潮的なマーチを奏するもう語る者も無ければ、聞く者
もない、唯耳■■■■■■拍手の音夫れのみだ
余りに長くなるか■■辺で筆を止めるが之れから多来
加湖の渡舟があつて馴鹿数百頭放牧の光景が■つて、
夫れから土人が馴鹿を幌内川へ■り入れる光景があ
る、其或は海豹島以上の人気であつた事は云ふ迄もな
い、要するに活動写真では今の処樺太が最も人気を集
めて居る（四月三十日特派員）〔全文〕

1913.05.08特派員「拓博史（承前）（四月三十日）」
〔前略〕▼第十目の光景〔中略〕入場した連中は先づ第
一に入口の台湾土人の人形の前に群つて、夫れから台
湾館を一廻りして樺太館に流れ込む、樺太館の膃肭獣
の前■犬橇の前など開館から閉館迄押すな押すなの大
人気で、中には柵の中へ押し流される老幼も有るので
警察から注意され通路を別に造つたと云ふ大評判〔中
略〕
此日余興館の方で二つの出来事が有つた、一は北海道
熊祭館の熊が朝来非常に荒れ廻り口網〔ママ〕の一本
を切断し死者狂ひとなつて荒れ廻つたゝめ観覧の騒擾
極りなく十数人の熊遣連中が十数人寄り集つて漸く静
止した事で一は樺太のフヰルムを始めて撮影〔ママ〕
したことで、此フヰルムを始めて撮影する最中雨は土
砂降りとなつた。

1913.05.10特派員「拓博史・第二信」

▽樺太館大成功　
〔中略〕
目を転じて南東隅を見ると、例の小杉未醒氏の筆にな
つた樺太奥林雪景■大壁画の下に、六頭のアイヌ犬に
橇を曳かせて二人のアイヌ（等身大の人形）が之れに
打ち乗つて居る、〔後略〕

1913.06.17「明治紀念博覧会参加」
去る十三日を以て閉会せる大阪明治紀念拓殖博覧会の
後を承けて東京に開催せらるべき『やまと』新聞主催
明治記念博覧会に対し樺太出品協会にては協会の事業
として之れに参加することゝなれるが大阪博覧会に出
陳せられたる樺太出品にして同会に再陳列となるべき
ものは主として模型類及び剥製品等に止まり一般農林
水産品等は多分出品を見ざるならんと因に同会の開期
は来る二十五日なれども其の会則等に関しては協会に
対し未だ何等の通告を見

みず

と〔全文〕

1913.07.02「拓博土人帰還」
曩に大坂に於て開催せられたる明治紀念拓殖博覧会に
参考として出張し居たる本島土人アイヌ四ギリヤーク
二、オロチョン二、合計八名は本日大泊着の大礼丸に
て帰還の筈なり〔全文〕

1913.07.04「拓博行の土人帰嶋す」
明治紀念大坂拓殖博覧会に出て居つた土人八人は昨
日帰つた連中はギリヤークでは花聟のウエラッカ君

（二八）花嫁のアルライカさん（一八）オロチョンでは
ワシライ君（三三）に娘のイマリヤちゃん（一二）で愛
奴はモイマ君（五六）ハイバッテイ君（四〇）クルバ
ルンマさん（二九）ハイバッテイ君の娘シューカさん

（一三）等である、今記者が拓博参観の節見た彼等土人
等の状態を此際更に繰り返して見る
大阪拓博は本館と参考館の二つに別れている事は前に
云つた、本館は三十万円を投じて市が今度中ノ嶋の公
会堂を此処、天王寺公園内に移築したもので鉄骨板張
りと云ふ洒落た者である其前に池がある、池の中には
天童の噴水があり、一偶には芝生の松林がある其芝生
には柵を繞らせて中には樺太産の馴鹿が二頭飼つて
ある、馴鹿は芝生に出ては例の松の苔さるをがせを喰
ひ、池に入っては暑気を払つて居る、此松林の側に一
つの天幕小屋が立つて居る、之れぞギリヤーク、オロ
チョン四人の共同生活を行つて居る小屋で、其側本紙
掲示台の下に一つの卓を置いて盛んに愛嬌を降り蒔き
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つゝ樺太絵葉書を売つて居るのは可愛いアルライカさ
んとマリヤさんワシリイ君や、ウエラッカ君は肉を切
つたり飯を炊いたりして居る、そして総代の吉岡君が
朝夕と此小屋に立寄る毎に今日の卵は、腐敗して居つ
たとか肉が臭かつたとか、さては退屈だからトランプ
を買つて呉れ、之でも露助を相手の上手だよなどゝ我
儘を云つて居る、
本館の門を出で、宝橋と云ふ支那の芝居でも有りそう
な朱塗りに模様のある橋の下を通つてダラダラ坂を上
り詰めると其所には参考館がある、此参考館は前の博
覧会の時の美術館で階上から後方を望めば其所は一帯
の花園で其尽きる所が靖国神社で風光甚だ愛す可き者
がある、アイヌの小屋は此美術館庭の一隅、ビヤホー
ル紅葉亭の傍大松の下に建てられてある、此小屋の傍
には又例の如く卓を置いて娘シューカさんが愛嬌をま
きつゝ絵葉書や細工物を売つて居る小屋の中では男二
人は彫刻、クルバルンコ〔ママ〕さんは刺繍を遣つて
居る、併し絵葉書は売れるが趣味の低い大阪人には此
アイヌ細工などは向かないと見えて一向に売れない模
様、唯ステッキなどを持つて来ては彫刻を頼む位らし
い
彼等が始めて大阪の見物をしたのは五月の四日で、三
越呉服店の好意で同店の自動車に乗り込み意気揚々と
して全市中を乗り廻し、夫から三越の休憩室に入り込
んで色々御馳走になつた上土産物迄貰つて帰つた、夫
迄は彼等は何れも樺太へ帰りたい帰りたいと口癖の様
に云つて居つたが、其後と云ふ者はすつかり大阪が好
きになつて終い、今度は吉岡君を捉えては見物に伴れ
てつて呉れと強要んで居た、其結果彼等は樺太でもま
だ沢山参拝した事の無い明治天皇の御陵を参拝し宇治
見物と洒落た、堺は見物の筈であつたが遂に見合せと
なつたので残念がつて居る、土人と土人は非常に仲が
よく毎日の様に小屋と小屋との間を往訪して居た
彼等は愈々明日樺太へ発つと云ふ日絵葉書、写真、反
物其他一人約五円位の品を土産として本会から貰ひ
尠からぬ貯金を持つて、先月の二十四日に大阪を発つ
た、
彼等は皆一日一円の日当で夫れに時々手当が出る、食
料は全部本会から現品で渡す、見物の費用、旅費皆本
会持であるから、何れも尠くも六七十〔ママ〕の貯金
をして居る、
停車場に彼等を迎えると車窓から早くも記者を見付け
たワシライ君はヤー何とかと挨拶をした、イマリヤに
何うだ大阪と樺太と何らがよいかと云ふとウエラツカ

が引取つて、大阪に居る間は樺太が恋しいかつたが、
来て見ると大阪の方がよい併し東京が一番面白そうだ
と云つて居た、
一行は昨夜は北越館に宿つて活動写真を見て今日は栄
浜に向ふ筈である、皆んな又山奥へ行くのかいやだい
やだなどゝ云つて溢して居る、一番面白いのは彼等は
いつの間にか大阪訛を飲みこんで終い宿屋へ泊つた時
など半可の大阪訛に女中を驚かすのを唯一の愉快とし
て居る、北越館のヅーヅーの女中が此大阪訛に中てら
れて『土人でも隅へはハア置けにやいです！』〔全文〕

1913.07.10「拓博出品物寄贈」
曩に大阪に於て開催せられたる明治紀念拓殖博覧会に
対して樺太庁より参考として出陳せる露国式丸太小屋
及び材鑑は之れを研究資料として京都帝国大学に寄附
することゝなり既に其の手続きを終りたるが此の程右
に関し京都帝国大学総長澤柳政太郎氏より平岡長官に
宛て懇篤なる謝状到達したりと〔全文〕
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邦訳「責任ある・倫理的に持続可能なサーミ・ツーリズムの原則」
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国立アイヌ民族博物館　研究員（Research & Curatorial Fellow, National Ainu Museum）

１．解説

本稿では、フィンランドのサーミ議会が2018年９月
24日に採択した「責任ある・倫理的に持続可能なサー
ミ・ツーリズムの原則」（以下、原則とする）の英語版
を邦訳し、その内容を紹介する。

サーミは、現在のフィンランド、ノルウェー、ス
ウェーデン、ロシアの４カ国にかかる地を伝統的な土
地とする先住民族である。本原則は、マジョリティによ
る先住民族文化の商品化によって生じる個々の問題群
を丁寧に見直し、サーミ自身が「新しい生業」の一つと
して如何に観光業をサーミにとって有意義なものにし
ていけるのか／いくべきなのかを言語化した文書であ
る。本原則はサーミ・コミュニティだけではなく、読み
手としてサーミ文化の商品化や表象、マーケティング
などを行うサーミ・コミュニティ外の観光業者、運営
者、サーミの土地に訪れる観光客も主な対象にしてお
り、今後、先住民族と観光業の適切な関係が真摯に問
われる現場で参照されるべき多くの論点を含んでいる。

1.1．「原則」の内容

2024年12月現在、「責任ある・倫理的に持続可能な
サーミ・ツーリズムの原則」はインターネット上で閲
覧・ダウンロード可能であり、フィンランド語と英語
で読むことができる（Sámi Parliament 2018）。フィン
ランド語版には、付録に倫理ガイドラインの用語集、
サーミ・ツーリズムに関する法律、国際条約、憲章、
宣言、成果文書、参考文献がついている。本稿は英語

版を日本語に邦訳しており、本原則が必要になった背
景と、「責任ある・倫理的に持続可能なサーミ・ツー
リズム」を実現するための７つの原則が記されている。

本原則の必要性と背景について、英語版３頁では、
「サーミ・ツーリズム（Sámi tourism）」「サーミ文化に
基づく観光（tourism based on Sámi culture）」「サー
ミ文化を利用（搾取）する観光（tourism exploiting 
Sámi culture）」という３つのキーワードが挙げら
れ、個々の定義とその関係が示されている（Sámi 
Parliament 2018 : 3）。特に「サーミ文化を利用（搾取）
する観光」という用語は、「サーミ・コミュニティの
外から来たさまざまな観光業の利害関係者が、サー
ミ・コミュニティとの実際のつながりを持たずに、観
光サービスの中でサーミ文化と結びついた、あるいは
サーミ文化を参照した要素を活用・搾取（utilise and 
exploit）するもの」とされる。サーミ文化の商品化が
よそ者によって定義され、実行されることで、真正の
サーミ文化とはほとんど関係のない誤謬に満ちたサー
ミのイメージができあがってしまい、サーミ・コミュ
ニティを過度に客体化し、その活力を損なわせると
いう有害な影響が生じてきたことが述べられている。
また、文化の活力を守るためには、サーミ・コミュニ
ティの出身者が観光サービスを提供する「サーミ文
化に基づく観光」が求められると強調している（Sámi 
Parliament 2018 : 3）。
「サーミ文化に基づく観光」を行うために、本原則は

サーミ・コミュニティと、サーミ・コミュニティ外の
観光業全体に関わる人々へ向けた倫理ガイドラインと
して、以下の７つの原則を挙げ、各々の説明が詳細に
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述べられる。

原則１．�サーミの文化遺産の価値と豊かさを認識し
尊重する

原則２．�次世代のためにサーミの文化遺産の活力を
保持し維持する

原則３．互いに利益のある理解と協力
原則４．�サーミ・ツーリズムの問題点―その認識と

是正
原則５．�サーミ・ツーリズムがサーミ民族、サーミ

文化、環境に与える積極的な影響
原則６．�サーミ・ツーリズムの責任ある・倫理的に

持続可能なマーケティングとコミュニケー
ション

原則７．�質の高い観光体験―質の保証

その内容をごく簡潔にまとめると、「原則１」は、観
光業でサーミ文化を商品化・表象する際の誤用や搾
取を避けるために、サーミの文化的規範を認識する必
要があること、それらの文化と文化表象の活用の決定
権がサーミ議会、スコルト・サーミ村委員会、各地の
サーミ・コミュニティなどにあることが述べられてい
る。「原則２」は、地域文化の過度な商品化により、外
部の人間に見せる必要のない風習が晒されたり、観光
業に関係ない人々のプライバシーまでもが侵害された
りすることで、地域文化を維持する活力が失われるこ
とへの警鐘を鳴らしている。「原則３」は、観光業全体
がサーミと協力し、サーミとサーミ文化に関する正確
な情報を共有・発信することが、サーミ文化の活力を
促進する一つの方法だとし、サーミと観光業が互いに
利益のある関係になるために守るべき点が列挙されて
いる。「原則４」は、今までの観光業（「サーミ文化を利
用（搾取）する観光」）が生みだしてきたサーミ・ツー
リズムの問題点を５つの概念（①文化的アイデンティ
ティの窃盗、②文化の盗用、③発明された伝統、④借
用された伝統、⑤ステレオタイプ、エキゾチック化、
動物園化、原始化）から詳述したものである。「原則５」
は、「倫理的に持続可能なサーミ・ツーリズム」の定義
にかかわるものとしてサーミ・ツーリズムにおける文
化的、社会的、生態学的、経済的な持続可能性と収容
力について述べており、本文書のコンセプト全体に通
底する内容である。「原則６」は、サーミ・ツーリズム
の商品化や真正性についての責任が観光業界のすべて
の関係者・事業者にあることを述べ、サーミとサーミ

文化を描写する際の画像利用の決まりなど、具体的な
事例と基準が述べられている。「原則７」は、サーミ・
ツーリズムにおける観光客へのガイドラインの提示と
遵守の必要性を説き、正確な情報に基づく質の高い観
光がサーミ・コミュニティの幸福を向上させるととも
に、観光客が満足する体験を提供できると述べている。

以上の点に鑑みると、本原則は、商業ベースで一般
向けに観光サービスを提供するためにサーミ文化の資
源を活用する「サーミ・ツーリズム」自体を批判する
ものではない。むしろ、観光を通してサーミ文化の活
力を守っていくことに主眼が置かれており、その提供
者がサーミ自身であるべきだという点が強調されてい
る。提供者がサーミ自身ではない、あるいはサーミ・
コミュニティと実際のつながりをもってないことを指
す「サーミ文化を利用（搾取）する観光」という用語に
は、サーミ文化を不当な形で悪用する従来の観光への
批判という意味合いが強く込められていると考えられ
る。本稿では、主に「サーミ文化を利用する観光」と訳
したが、特に従来の観光への批判を強調する文脈だと
訳者が判断した場合に限り、「サーミ文化を搾取する
観光」と訳した。

1.2．フィンランドにおける観光業とサーミ文化

本原則は、先住民族と観光業にかかわる人々、先住
民研究、観光人類学などに携わる人々にとって、示唆的
な内容を多く含んでいる。特に「原則４」は、今までの
サーミ・ツーリズムの問題点を社会学や文化人類学の
概念を用いて抽象化して述べており、世界各地の先住
民族コミュニティが抱える観光業の問題について比較
検討しうる点を多く提示している。また、本原則が採択
されたフィンランドという場所とその地で行われる観
光業に係る問題について、文化人類学では葛野（1998）
が詳細な論考を残している。本原則の歴史的な位置づ
けを示すために、葛野の研究の一部を紹介したい。

南北に長いフィンランドでは、観光業が歴史的に大
きな存在感を放ってきた（Pretes 1995、葛野 1998な
ど）。フィンランド北部のラッピ県の中心地であるロ
ヴァニエミでは、1984年に「サンタクロース村」が設
立され、サンタクロースの郵便局、レストランや売店
などが入る建物が建設された。年間40万人が訪れる一
大観光地となったこの場所では、サンタクロースとの
写真撮影、トナカイ橇や郵便局からサンタクロースの
手紙を送る体験、北極圏（北緯66度33分以北）を示し
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たラインめがけて「北極圏入り」する体験など、多く
のコンテンツに溢れていた。その様子について疑問の
目を向けたのが、1986年12月19日にフィンランドの国
営テレビで放映された『観光の切り札　サーミ人』と
いう番組であった。本テーマの第一人者である葛野
浩昭（1998）によると、本番組は隣国のノルウェーに
居住するサーミの集団が制作したものであった（葛野
1998：174）。番組によると、当時のサンタクロース村
では、サーミの衣服を来た人々が観光客を出迎えてい
た。番組制作陣は、サーミ語で「あなたはサーミ人な
のか」という問いかけをし、困惑した表情でフィン語
で回答する現地スタッフの姿が映された。葛野はこの
番組の紹介を通して、観光の商品として「サーミ」を
演じることを認めるのか認めないのか、認めるとして
もどのような内容のものであるべきなのかは、サーミ
以外の他の何者かが判断できるものではなく、民族文
化の表象に関する自決権を主張する運動、あるいは民
族文化の著作権運動として本番組を捉えることができ
るとしている（葛野1998：175）。

このようにフィンランドでは、民族的なマジョリ
ティであるフィン人が大半を占める観光業者による
一方的なサーミ文化の商品化と、それを楽しんで消費
する観光客の共犯的な関係が長らく問題視されてき
た（葛野1998：173）。本稿で紹介する2018年に採択さ
れた「責任ある・倫理的に持続可能なサーミ・ツーリ
ズムの原則」は、マジョリティによる先住民族の商品
化と消費という従来の観光業の形を徹底的に見直し、
サーミ自身が「新しい生業」の一つとして如何に観光
業をサーミにとって有意義なものにしていけるのか／
いくべきなのかを言語化したものである。読み手とし
てサーミ・コミュニティだけではなく、サーミ文化の
商品化や表象、マーケティングなどを行うサーミ・コ
ミュニティ外の観光業者、運営者、サーミの土地に訪
れる観光客を対象にしている。葛野（1998）が言及し
た民族文化の表現に関する自決権の提起から約20年が
経ち、観光業とその業界を構成するメンバーの不均衡
な力関係やその自覚自体を見直す議論へと移行してい
ることが伺える。

1.3．邦訳の経緯について

本原則の翻訳者（是澤）は、北極域研究加速プロジェ
クト（ArCSII）の現地調査として2022年にフィンラン
ドのサーミ議会があるイナリに訪れ、当時のプロジェ
クトメンバーである福山貴史氏、ユハ・サウナワーラ

氏に本原則の存在をご教示いただいた。イナリでは、
サーミ議会があるサヨス（Sajos）というセンターの入
口で、来館者向けに「やっていいこと」「やってはいけ
ないこと」をイラストで示すガイドライン（ビジター・
ガイドライン）が掲示されており、観光客がサーミの
土地を観光することについて責任を自覚するよう促
している。同様の内容をより詳細に紹介したものは
サーミ議会のホームページに掲載されている（Sámi 
Parliament 2024）。また、サヨスから徒歩で10分ほど
に位置するシーダ（siida）というサーミの博物館では、
写真にスタッフや他の来館者が映りこまないように
細心の注意を払うよう入口に注意書きがある。このよ
うに、イナリには観光客がサーミの土地に足を踏み入
れ、行動をする際の心の準備をするための仕掛けが多
くあるのだ。翻訳者（是澤）は、これらの実践やその考
え方の基盤である本原則は、白老町の民族共生象徴空
間（ウポポイ）をはじめ、先住民族と観光業との関係
が真摯に問われる現場で参照されるべき資料になると
考えた。そこでウポポイの職員をはじめとした多くの
関係者に本原則の存在を伝えるために邦訳したい旨を

「責任あるサーミ・ツーリズム」プロジェクトコーディ
ネーターの Kirsi Suomi 氏に伝え、邦訳の許可をいた
だいた。邦訳にとりかかった2023年時点、是澤自身は
サーミに関する分野の研究はほとんど行った経験がな
く、勉強しながらの邦訳となった。そのため、原文に
ある「シーダ」というコミュニティを含む複数の意味
をもつサーミ語の用語など、適切な日本語訳を検討す
べき必要があると考えた箇所は、あえてカタカナ表記
としたり、原文をそのまま記したりした。また、本原
則の邦訳は、謝辞に記したとおり多くの方の御協力に
よって成り立っているものだが、誤訳など訳文に関す
る責任は全て翻訳者（是澤）にある。多くの方からの
ご指摘、ご指導をいただければ幸いである。最後に、
本原則が、先住民族文化の商品化や消費をめぐる観光
業の不均衡な関係に悩みを抱える方々にとって、改善
の糸口を探る有意義な実践例の一つとして広く参照さ
れることを切に願う。

凡例

・�注について、原文で記されたものは本文中に注とし
て挿入した。特に注で引用された文献については、
邦訳せず原文のママとした。

・�訳語について、原文を示す必要があると訳者が考え
た箇所は、初出に限り角括弧（［ ］）で挿入した。
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・�原文ではいくつかの文章、およびキーワードが太字
で示されている。訳文も原文通りに太字を反映した。
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２．邦訳「責任ある・倫理的に持続可能なサーミ・
ツーリズムの原則」

サーミ・ツーリズム［Sámi tourism］の倫理ガイドラ

インの必要性と背景 

サーミ文化の象徴は、何十年もの間、フィンランドの
サーミ文化を利用する観光［tourism exploiting Sámi 
culture］の中で商品化され、表象されてきた。サーミ文
化の商品化は、長い間、よそ者［outsiders］によって定
義され、実行されてきた。よそ者によって商品化され、
あるいは表象されたサーミのイメージは、一般的に真
正のサーミ文化とはほとんど関係がない。最悪の場合、
サーミ文化を利用する観光に蔓延している誤った・原

始化されたサーミのイメージは、サーミのコミュニティ
を不快にさせたり、客体化させたりする。このような公
然と繰り返される誤った描写や虚偽の情報の流布は、
サーミ・コミュニティとサーミ文化の活力［vitality］に
有害な影響を及ぼす。

サーミ文化は全体として豊かで多様性に富んでい
る。サーミの衣服はサーミ文化の中で大きな意味を
持つ。サーミの衣服は、サーミのアイデンティティを
示す重要な表明のひとつである。サーミの衣服の使用
は、サーミの構成員が監視する不文律により規定され
ている。特にサーミ文化を利用する観光では、サーミ
文化の商品化や表象は、サーミの衣服や、サーミの衣
服に似たものに焦点を当てることが多い。これは、物
語であれ、他の観光サービスであれ、観光商品を「サー
ミ」にすることを目的としている。実際、サーミの衣
服は、サーミ・ツーリズムにおける主要なアイデン
ティティ・マーカーとなっている。しかし、サーミ文
化を搾取する観光では、サーミの衣服に込められた文
化的規範や意味が忘れ去られ、無視され、「サーミの衣
服」は魂のない衣服へと変貌を遂げた。

サーミ・コミュニティとサーミ文化の活力を守るた
めに、サーミ文化の責任ある・倫理的に持続可能な観
光商品化と表象は、サーミ文化に基づく観光［tourism 
based on Sámi culture］という形をとってサーミ・コ
ミュニティの条件と出発点に基づいて行われなければ
ならない。倫理ガイドラインの目的は、サーミ・コミュ
ニティ全体、特に観光業に携わっていないサーミの一
部に対して、観光業がサーミ・コミュニティやその構
成員個人の文化遺産や文化的行為に悪影響を与えるこ
となく、サーミの文化を実践できる可能性を提供する
ことである。
 

現代の文脈におけるサーミ・ツーリズムとは、商
業ベースで一般向けに観光サービスを提供するた
めにサーミ文化の資源を活用する観光のことであ
る。これは、観光サービス提供者がサーミ・コミュ
ニティの出身者である場合、サーミ文化に基づく観
光となる。あるいは、サーミ・コミュニティの外か
ら来たさまざまな観光業の利害関係者が、サーミ・
コミュニティとの実際のつながりを持たずに、観光
サービスの中でサーミ文化と結びついた、あるいは
サーミ文化を参照した要素を活用・搾取する場合は、
サーミ文化を利用する観光となる。
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サーミの概要 

サーミはEU圏内で唯一の先住民族である。サーミ・
ランド［Sámiland］）１）または Sápmi、Säämi、Sää́mm
は、サーミが住む中心的な地域で、ノルウェー、ス
ウェーデン、フィンランド、ロシアのコラ半島の広大
な地域に広がっている。フィンランドでは、サーミの
土地はエノンテキオ、イナリ、ウツヨキの各自治体全
体と、ソダンキラ自治体の北部（ブオッツォ村周辺、
すなわちラッピ・トナカイ放牧協同組合）を含む。

フィンランドでは、有形・無形の文化遺産を含む
サーミの文化に対する権利はフィンランドの憲法２）

で保障されており、言語・文化自治に関する憲法でも
保護されている３）。フィンランドでは、サーミ議会が
サーミの公式見解を表明する機関である４）。サーミ議
会は、国内外を問わず、サーミに関する問題において
サーミを代表する５）。実際には、サーミ議会の国際的
な代表活動のほとんどは、３カ国のサーミ議会とロシ
アのサーミ組織との協力機関であるサーミ議会評議会
を通じて行われている。

サーミの世界観では、人、自然、言語は切り離して
考えられていない。「サーミ」という言葉はサーミの
土地だけでなく、個人としてのサーミ、民族としての
サーミ、そしてサーミ語をも指す。サーミ語は、周囲
の自然に対する深く徹底した知識と、有生無生の、人
間と自然の密接で非常に特異な相互作用を反映してい
る。自然環境、文化的環境、社会的環境、言語的環境は
全体的な実体を形成しており、その要素は相互に依存
しているため、環境の概念は統一体として考えなけれ
ばならない６）。

サーミ語10言語のうち９言語が現在もサーミの土
地で話されている。このうち３つはフィンランドで話
されている： イナリ・サーミ語、スコルト・サーミ
語、北部サーミ語である。サーミにとって、自分たち
の文化を守ることは極めて重要である。サーミ文化７）

には、サーミ語、サーミの文化遺産、文化表象、サーミ
の芸術、サーミの伝統的知識、サーミと自然との関係、
サーミの伝統的な生業とそれを他の文化慣習と同様に
実践する現代的方法、先住民族としてサーミが実践し
ている表現などが含まれる。したがって、例えば、サー
ミ語、物語、音楽、そしてサーミの衣服や手工芸品と
いった最も目に見える文化的象徴は、とりわけ伝統的
なサーミの生業と密接に結びついており、それぞれの
要素が他の要素に依存して活力を維持し、サーミ文化
の保存、発展、次世代への継承を可能にするための不

可分の統一体を形成している。例えば、サーミ文化の
１つの要素が消滅したり、その活動領域が制限された
りすれば、他の領域にも直ちに影響が及ぶだろう。

伝統的な生業と文化の結びつきは、サーミ社会の中
心である。土地利用に関連する生業は、サーミの文化
とアイデンティティの物質的基盤を形成し、サーミの
土地、サーミ語、伝統的知識、自然との関係、サーミ文
化の社会的結束、サーミの手工芸品の活力を維持して
いる８）。サーミの伝統的な生業とは、トナカイ放牧、漁
業、狩猟、採集、手工芸品９）、小規模農業、そしてそれ
らを実践する現代的な方法である。なかでもトナカイ
の放牧は、重要な雇用の機会を提供し、それによって
周辺地域の居住を維持するのに役立つと同時に、言語
の使用や、衣服、手工芸品、食文化などの材料として文
化的に重要な場を提供しているため、サーミ文化の重
要な基盤のひとつとなっている。サーミ・ツーリズム
は、小規模で責任ある・倫理的に持続可能な生業とし
て、伝統的なサーミの生業を実践する現代的な方法に
含まれている。伝統的なサーミの生業と密接に結びつ
いた新しい形態の生業は、サーミ文化の保存、発展、世
代間の継承を支えるものであるため、サーミ文化の活
力にとって重要である10）。したがって、伝統的な生業
とサーミ・ツーリズムの需要を、例えば土地利用など
に関して調整することは特に重要である。サーミの土
地の活力を維持するためには、サーミの住民が健康で
元気であることが必要であり、そのためにはサーミの
文化が不可欠であり、適切な雇用機会が必要である。

本文書で使用する「倫理的に持続可能なサーミ・
ツーリズム」とは、社会的、文化的、生態学的、経済的
に持続可能な観光のことであり、地域レベルでの社
会的、文化的、生態学的、経済的な収容力［carrying 
capacity］を考慮したものである。社会的、文化的、生
態学的、経済的に持続可能であることが、観光に関わ
るすべての事業や活動の基礎となるべきである。持続
可能な開発の要素が一つでも満たされていなければ、
サーミ文化の観光利用は持続可能とは言えない。社会
的、文化的、生態学的、経済的な収容力は、サーミ文化
の保存、発展、自然な継承を可能にするという観点か
ら、主にこの文書で議論される地域的影響の要因であ
る。収容力の様々な側面は、全ての観光関連事業や活
動において、常に考慮され、定期的に再評価されるべ
きである。 

サーミ・ツーリズムに関する倫理ガイドラインは、
主にサーミ・コミュニティの外部の旅行者や運営者に
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よる、サーミ文化の観光商品化および／または表象、
マーケティング、コミュニケーションに関わるもので
ある。その第一の目的は、サーミ文化を搾取した観光
を終わらせ、観光を通じて流布されるサーミに関する
誤った情報を排除することである。基本的には、観光
業全体が、サーミ・ツーリズムに関わるすべての事業
や活動がサーミ文化の保存と発展を支援し、サーミ自
身が識別し認識できる形で、重要なサーミ文化を次世
代に伝えることができるよう努力しなければならな
い。今日の多くの課題の中でも、文化の均質化、現代
的な生活様式、長年の人口流出、サーミの権利の不履
行などの圧力の下で、サーミ文化は脆く、その保存、
発展、次世代への自然な継承は、これ以上の外部から
の混乱には耐えられない。したがって、観光産業全体
が、サーミの土地において、責任を持った倫理的に持
続可能な観光を一般的なレベルでどのようにどの程度
まで実践できるのかにについて特別な注意を払わなけ
ればならない。さらに、サーミ文化に基づく観光は、
サーミのルーツにより運営され、サーミ文化の活力を
支え、高める必要がある。

観光産業全体が、繊細で深く文化に結びついた北極
圏の自然環境を未来の世代に保護するためのあらゆ
る手段を用いる必要がある。サーミ文化とそれと不可
分の関係にある自然が持つかけがえのない価値、そし
てサーミの知的遺産の豊かさ、これらすべてを保護す
ることの重要性についての理解が共有されなければ、
ラップランドの主要な観光資産は危機に瀕するかもし
れない。サーミの土地の観光資産は、清らかな自然、
サーミの文化、トナカイの放牧などの伝統的な生業、
そして静寂である。サーミ文化に基づく観光は、真正
であること、独自性があること、量より質に重点を置
くべきであり、それによって脆弱な環境をいたずらに
侵食することのないようにしなければならない。

観光産業をも通じて、サーミに関する正しい情報を
増やし流通させることが最も重要である。サーミ文化
の活力を維持することは、ラップランド観光の発展に
もつながる。相互利益のためにこれらの要素を組み合
わせることは可能だが、そのためには協力し合い、知
識を増やし、観光産業とサーミ文化の保護者の間に新
たな交流の手段と道筋を確立する必要がある。倫理的
に持続可能なサーミ・ツーリズムを発展させるための
前提条件は、多角的な理解と尊重に基づく幅広い協力
関係である。その第一の基盤は、サーミの構成員、サー
ミの観光起業家、その他の観光産業関係者が、責任あ

る・倫理的に持続可能なサーミ・ツーリズムの定義と
理解を共有することである。

サーミ・ツーリズムのビジョン
　サーミは４つの国の領土内に住む１つの民族であ
り、サーミの共同体意識は強い。サーミ文化に対す
る評価は高まっており、フィンランドは、フィンラ
ンドとEUにおける唯一の先住民族に対する国際的
義務を果たしている。サーミ民族は、サーミの文化
と自然を尊重し、活力に満ちた差別のない環境の中
で暮らしている。サーミの伝統的な生業、すなわち
トナカイ放牧、漁業、狩猟、採集、手工芸は、重要か
つ有益であり、伝統的な文化的な習慣に従って実践
されている。伝統的な生業と並行して、サーミ文化
に基づく責任ある倫理的で持続可能な観光業などの
新しい生業［new livelihoods］も、伝統的な生業11）の
収益性を支え、地域での雇用を促進している。サー
ミの土地は、清潔で生物多様性に富んだ自然で知ら
れており、サーミの自然価値はすべての行為によっ
て尊重されている。一時はこの地域の自然を脅かし
ていたゴミは、現在では規制されている。

サーミの土地の観光は管理されている。絶えず増
加する観光客から生じる課題に対処し、観光事業
と観光活動を監視し、不正行為には制裁を加えてい
る。責任ある・倫理的に持続可能なサーミ・ツーリ
ズムの原則は以下の通りである。サーミ・ツーリズ
ムは、自然の収容力に特に注意を払いながら、あら
ゆる面で責任があり倫理的に持続可能なものであ
る。観光は、サーミの正確な描写を世界中に広め、
増加させる上で積極的な役割を果たす。サーミ文化
に基づく観光は、サーミ・ツーリズム情報センター
によって支援されており、様々な関係者や事業者が
サーミ・ツーリズムに関する助言やサーミ文化の活
用方法に関する手引きを受けることができる。セン
ターは、サーミやサーミ文化に関する正確な情報を
提供し、サーミやその文化、特に周囲の自然に対し
て敬意をもって行動するための案内を観光客や観光
業界に提供している。さらに、センターは責任ある
倫理的に持続可能なサーミ・ツーリズム事業を行っ
ている企業についての情報も提供している。サー
ミ・ツーリズム情報センターは、国家予算から恒久
的な運営資金を得ている。基本的に、責任ある倫理
的に持続可能な観光は、サーミ文化の明確な特徴を
尊重し、価値を認め、サーミとサーミの土地の幸福を
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促進し、サーミ文化の保存と発展を可能にする。
サーミ・コミュニティの生活や祝祭と同様にサーミ
の土地の土地利用は、サーミとサーミ文化の権利を
考慮し尊重しながら、観光業と調和してきた。サー
ミの土地での観光による経済的利益は、文化的権利
の所有者にも均等に分配されている。 

サーミ・ツーリズムの基本は、サーミ文化の商品
化と表象が、その文化や伝統的に居住してきた土地
や地域を観光商品として利用したり、表象したりす
るサーミ・コミュニティや家族と／あるいはシーダ
との強い結びつきと、それに対する責任に基づいて
いることである。サーミとサーミ文化は、自らの世
界観を表現する観光において積極的な役割を担って
おり、サーミ、サーミ文化、サーミ語を、受動的な装
飾や小道具、地元色の強い、文化的背景から切り離
されたエキゾチックで原始的な客体として利用する
ことは、もはや終わりを告げている。

責任ある・倫理的に持続可能なサーミ・ツーリズムの
ための原則 
原則１：�サーミの文化遺産の価値と豊かさを認識し尊

重する 
サーミの文化的規範［cultural integrity］は認識さ

れ、尊重されなければならない。サーミ文化はその多
様性のすべてにおいて、サーミ・コミュニティとその
構成員に帰属する。サーミが自らのアイデンティティ
を確立し、文化遺産を所有・保管する権利は、基本的
に尊重・保護されなければならない。サーミ・ツーリ
ズムについて議論する際には、サーミが４カ国の領土
に住む先住民族であり、有形・無形の文化遺産の一部
を共有し、その集団的責任を負っていることを念頭に
置くことが非常に重要である。したがって、サーミの
文化遺産を観光に活用することについては、フィンラ
ンドだけで決定できるものではない。同じ理由から、
サーミ文化の観光商品化や表象に関連する誤用や搾取
は、フィンランドの国境を越えて影響を及ぼすことを
認識することも重要である。サーミ自身の文化に対す
る所有権と管理権は、観光商品におけるサーミ民族お
よび／またはサーミ文化遺産の商品化、利用、および
／または画像、ロゴ、サーミ語を含む表象のあらゆる
側面に及ぶ。

サーミは、サーミ文化と文化表象とは何かを集団で
定義し、同様にサーミ文化と文化表象の活用とその限

界について集団で決定する。フィンランドでは、一般
的な政策はサーミ議会で決定され、スコルト・サーミ
文化に関する場合はスコルト・サーミ村委員会12）で
も決定される。サーミ文化は不均質で豊かで多様であ
る。そのため、サーミ文化の観光利用の詳細について
は、サーミ議会とスコルト・サーミ村委員会が、サー
ミ文化の観光商品化および／または表象が影響を及ぼ
すか、及ぼす可能性のあるサーミ・コミュニティ、家
族および／またはシーダと共に共同で決められる。必
要であれば、サーミ議会評議会を通じて、サーミ文化
遺産に関するより広範な集団的観光政策が合意され
る。

サーミの文化遺産の商品化および／または表象に問
題が生じた場合、その問題は、特定の文化表象の観光
商品化および／または表現が問題視されているか、係
争中であるサーミのコミュニティ、家族および／また
はシーダ内で、集団的に協議・交渉する必要がある。
必要であれば、サーミ議会、スコルト・サーミ村委員
会および／またはサーミ議会評議会とともに問題を協
議することもできる。

主な対象グループ［Primary target groups］13）：
フィンランドのサーミ議会、スコルト・サーミ村委
員会、ビジット・フィンランドから草の根の観光起
業家までの観光業界全体

サーミ文化に関する内部交渉の場合：関係する
サーミ・コミュニティ、家族、シーダ、必要に応じ
てサーミ議会および／またはスコルト・サーミ村委
員会、サーミ議会評議会、フィンランド、スウェー
デン、ノルウェー、ロシアのサーミ・コミュニティ、
フィンランド国家、すべての公的機関および政治的
意思決定者

原則２：�次世代のためにサーミの文化遺産の活力を保
護し維持する 

文化観光は一般的になりつつある。その基盤のひと
つは、観光客に体験を提供することを目的とした、地
域文化の商品化である。しかし、この発展がもたらす
危険は、経済的な野望を満たすためだけに地域の文化
や伝統が過度に客体化され、地域社会を維持する意義
が失われてしまうことである。このような場合、文化
は急速にその真正性を失ってしまう。倫理的に持続可
能な観光は、地域住民の需要を考慮し、地域社会の活
力の基盤として、また知的資本の一部として地域文化
を尊重する14）。
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地域文化を活用した商品やサービスを創造する場
合、地域文化はその文化に属するすべての人の私生活
の一部であることを忘れてはならない。したがって、
観光事業が文化的・社会的に責任あるものであるこ
とを宣言するためには、観光事業や活動、協力ネット
ワークが地元の人々に配慮したものでなければなら
ない15）。旅行産業の領域外に留まることを望む地元の
人々には、観光業がその可能性にわずかな影響を与え
ることなく、文化に根ざした習慣や活動を維持しなが
ら領域外に留まる可能性が保証されなければならな
い。

サーミ文化は、サーミ・コミュニティとその構成員
に属するものである。活力があり自然な形で継承され
る文化なしには当該文化に基づく真の文化観光はあり
えない。その第一の目的は、サーミ文化とその様々な
表象を、自然な継承を通じて次世代に継承し発展させ
ることである。

また、サーミ文化には数多くの風習や習慣があり、
それらをよそ者に見せる必要はない。また、すべての
文化表象を観光用に活用することも望まれていない。
サーミ共同体や／あるいはその家族集団のみが知る
べき文化表象や、観光の対象から完全に除外すべき文
化表象の要素に関する決定は、関係するサーミ共同体
や／あるいはその家族、シーダの中で集団的に行われ
る。この場合、サーミ議会および／またはスコルト・
サーミ村委員会の一般方針と、サーミ文化遺産の広範
な利用に関するサーミ議会評議会の方針が考慮され
る。

サーミの文化が、外部からの干渉を受けることな
く、自然な形で継続し次世代に継承されるためには、
観光産業は、日常的な文化習慣や／あるいは文化の継
承を妨げないよう、特定の地域や／あるいはルート、
コース内での事業や活動を制限しなければならない。
旅行業に従事する者と旅行業以外の者との違いは、観
光客にも明確に伝えなければならない。旅行者は、特
にサーミの住民の境界とプライバシーの保護を尊重し
なければならない。法律で保障された家庭内のプライ
バシー、すなわち家庭の神聖さには特に注意を払わな
ければならない。家庭の神聖さには、所有地近くのト
ナカイ柵も含まれる。トナカイの放牧においては、年
間を通じての放牧の平和［grazing peace］16）、つまり
全ての時間においての放牧の神聖さが保証されなけれ
ばならない。放牧の平和とは、トナカイ放牧者が、放
牧地内での他の人間の活動など、外部からの大きな妨

害なしに生計を営むことが許されることを意味する。
放牧の平和には群れの平和［herd peace］、つまり群れ
の神聖さも含まれる。群れの平和とは、トナカイの群
れの所有者や、その群れにトナカイがいるトナカイ飼
いのグループからの許可なく、トナカイの群れに立ち
入ったり、妨害したりしてはならないということを意
味する。実際には、例えばスノーモービルや犬橇、ス
キーなどで、許可なくトナカイの群れに近づいてはな
らないということである。また、トナカイの放牧柵、
牧夫のコテージ、トナカイの餌やりに使われるような
自然の中の特定の場所は、観光産業に携わっていない
人々の仕事場であることに注意しなければならない。
そのため、これらの場所は労働安全上の理由などから
観光客の立ち入りが禁止されており、許可なく立ち入
ることはできない。特にトナカイの出産地は観光か
ら除外されなければならず、春の出産期には、問題に
なっているトナカイ飼いやトナカイ放牧協同組合の主
導や許可なしに、出産地への立ち入りやすべての観光
事業や活動を完全に禁止しなければならない。また、
サーミの川漁文化では、住居近くの海岸線も生活環境
の一部である。例えば、テノ川とその支流の岸辺は主
に私有地に位置しているため、所有者の家屋の一部、
つまり私有地の一部とみなされる。従って、サーミの
慣習法17）を尊重し遵守することを前提に、これらの地
域は観光から除外されるべきである。これらの規則を
観光客に知らせることは、観光産業の責任である。

特に観光に関係のない人を、観光のアトラクショ
ン・小道具［prop］・物として扱わないことが良いマ
ナーである。旅行業界以外の私人が関与する場合、写
真撮影やその他の文書作成には特別な注意を払わなけ
ればならない。サーミの衣服を着用し、旅行業に直接
携わっていない人物を、本人の同意なしに撮影しては
ならない。観光業に携わっていない人は、観光客の利
益のためにサーミの衣服を着ていない。写真撮影やそ
の他の記録を拒否する場合は、その人の意思を尊重し
なければならない。例えば、観光客のカメラの対象に
なるのを避けるために、サーミの衣服を着ないと決め
た人が一人でもいれば、それは多すぎる一人である。

宗教および宗教を実践する様々な形態は、常に個人
的な問題であり、プライバシーの権利によって保護さ
れているため、被写体の同意がある場合に限り撮影す
ることができる。結婚式、葬儀、儀式、または同様の集
団行事などの教会の儀式は、関係するサーミ・コミュ
ニティの特別な許可なく撮影してはならない。サーミ
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の精神的文化遺産は、法律と適正な慣行に従って尊重
されなければならない。

観光客にとっては「野生」であっても、地元のサーミ
にとっては故郷であり、多くの人々にとっては観光とは
無関係な生計や／あるいは自給自足の源でもあること
を認識しなければならない。自然の中に人間の存在を
示すものが目に見える形で存在しないとはいえ、サー
ミの土地には、サーミ語の名前がなく、季節に関連した
文化的利用や意義のない場所や地域は一つもない。

主な対象グループ：サーミ議会、スコルト・サーミ
村委員会、ビジット・フィンランドから草の根の観
光起業家まで観光産業全体、サーミの土地に到着し
た観光客、行政区［parishes］

原則３：互いに利益のある理解と協力 
サーミ・ツーリズムは、次世代に伝えることのでき

る重要な文化として、サーミ文化の保護を第一に支援
しなければならない。サーミ文化の活力と観光商品の
真正性を保証するために、サーミの旅行サービスは
サーミ文化に基づいた観光でなければならない。つま
り正しい情報と真正性に基づいたものでなければなら
ない。したがって、サーミとサーミ文化に関連する観
光活動やサービスは、責任ある倫理的に持続可能な方
法で運営する知識豊富なサーミ観光業者から購入しな
ければならない18）。こうすることで、訪問者に誠実で
本物の観光体験が保証されるのである。

サーミの土地に到着した国内外の観光客や、サーミ
文化を利用する観光に携わるすべての関係者は、自分
たちが文化的慣習の豊かな地域の客であることを認識
し、尊重しなければならない。地域や地域の環境、サー
ミ文化には、有形無形の様々な要素が含まれており、
それらは全てその地域の天然資源の利用方法、特にそ
の利用の限界と制限に影響を与える。この地域を訪れ
る人は、このような地域特有の季節ごとの慣習や、文
化に固有の習慣を考慮しなければならない。様々な関
係者に利益をもたらす広範な協力は、旅行産業から直
接的・間接的に利益を得ている住民以外の地域レベ
ルまで広げる必要がある。土地利用や観光業界のその
他の慣行に関して、伝統的な生業と観光業の間の調整
は、サーミにとってコミュニティレベルでも個人レベ
ルでも不可欠である。連携の重要な当事者の一つは、
伝統的な生業を営むコミュニティである。例えば、各
地域のトナカイ放牧協同組合は、放牧やトナカイの移

動によって異なる季節的な土地利用について、共同で
協議し、合意しなければならない。特に、トナカイ放
牧協同組合の集合地に観光客を案内する場合は、必ず
事前に当該のトナカイ放牧協同組合の地区の長と交渉
しなければならない19）。

旅行業界全体がサーミと協力し、サーミとサーミ文
化に関する正確な情報を共有・発信することは、サー
ミ文化の活力を促進する一つの方法である。しかし、
有形・無形のサーミ文化遺産の観光商品化や表象は、
サーミ観光起業家および／または他のサーミの関係者
が実現するために残されなければならない。提供され
る商品にサーミ文化に基づく要素が含まれる場合、例
えばヨイクの公演などは、サーミの事業者と協力して
企画されなければならない。原則として、サーミの観
光商品は、サーミ文化や、文化遺産が問題となってい
るサーミのコミュニティ、家族、シーダを傷つけるこ
とのないよう、サーミのコミュニティによって承認さ
れ、責任ある・倫理的に持続可能なものでなければな
らない。サーミ文化に基づく観光の商品化や表象にお
いて重要なことは、それらがサーミの価値観や世界観
を支持するものであることを確認することである。

すべてのサーミ観光事業者は、法律、個人的信条や
／あるいは職業倫理に抵触する活動に従事することを
拒否する選択肢を持たなければならない。言い換えれ
ば、観光産業はサーミ文化や、倫理的な持続可能性や／
あるいは、サーミ文化の保存・維持・発展と相反する
旅行サービスを提供する圧力を生み出してはならない。
責任ある、倫理的に持続可能な旅行業界は、観光客に真
正でない商品や／あるいはサービスを提供したり、そ
の他の方法で促進したり、支援したりしてはならない。

主な対象グループ：ビジット・フィンランドからサー
ミ・ツーリズムの起業家やその他のサーミ関係者を
含む草の根の観光起業家まで観光産業全体、トナカ
イ放牧協同組合

原則４：サーミ・ツーリズムの問題点―その認識と是正  
サーミの真正でない描写を提示・配布することは、

すでに流通している誤った情報をさらに増やし、サー
ミ・コミュニティの幸福と、時と場所を生きるダイナ
ミックな文化としてのサーミ文化の活力を損なう有害
な実践を支援することになる。また、誤った情報を流
布し、真正でない描写を提示することが、フィンラン
ドに住むサーミだけでなく、国境を越えたスウェーデ
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ン、ノルウェー、ロシアに住むサーミの文化や文化的
権利にも影響を及ぼし、予期せぬ広範な結果をもたら
す可能性があることを認識するのは良いことである。
サーミとその歴史や文化に関する既存の一般的な無知
を考慮すれば、意識的であれ無意識的であれ、サーミ
に関する誤った情報をこれ以上増やすことは無責任で
ある。このため、サーミとサーミ文化に関する正確な
情報を発信することは観光における商品化と表現にお
ける主要な要素である。観光客は、サーミ文化に基づ
く本物の商品とそうでない商品の違いを見分けること
はできない。従って、商品化や表象における真正性、
またサーミの正確な描写を制作・流通させる責任は、
観光におけるサーミやサーミ文化の表象に直接的・
間接的に影響を与える観光産業の全セクターにある。
サーミ・コミュニティ以外の関係者やオペレーターは、
責任ある・倫理的に持続可能なサーミの観光商品を商
品化したり、表現したりするために必要な十分な文化
的リテラシーや理解を持っているとは限らない。

したがって、責任ある倫理的に持続可能なサーミ・
ツーリズムの商品化と表象は、サーミ・コミュニティ
自身が本物のサーミ文化として受け入れているもの
に基づかなければならない。数十年にわたりサーミ文
化の商品化と表象に根強く残る問題、つまりサーミ文
化を利用する観光における「サーミ」の誤った表象は、
大きく５つのカテゴリーに分けられる： 

１．�文化的アイデンティティの窃盗 ［cultural 
identity theft］

２．�文化の盗用 ［cultural appropriation］
３．発明された伝統 ［invented traditions］
４．借用された伝統 ［borrowed traditions］
５．�ステレオタイプ、エキゾチック化、動物園化、

原始化［stereotypes, exoticisation, 
	 zooification, primitivisation］

 
文化的アイデンティティの窃盗とは、ある人物が無

許可で他の個人および／または他の集団の代表者に
なりすます行為を指す。これは、例えば他の集団を示
す知識および／または象徴を利用することで、第三者
を誤認させようとする意図的な試みであり、この行為
によって、その知識または象徴が利用されている集団
に軽微な損害以上の損害を与えるものである。この例
として、サーミ・コミュニティとの実際のつながりが
なく、かつ／またはサーミ・コミュニティの同意もな
く、サーミを装った旅行業界の代表者が挙げられる。

サーミの精神的遺産に基づく、またはサーミ文化を参
照する遺産を基に構築されたシャーマニズム、および
／またはサーミ・コミュニティとの実際のつながりが
なく、および／またはサーミ・コミュニティの同意が
ないにもかかわらず、彼らの文化遺産を利用するため
にシャーマンとして活動することも、文化的アイデン
ティティの窃盗とみなされる。

文化の盗用は、サーミの文化的自治、つまり、サー
ミが自らの文化とその利用方法を決定する憲法上の権
利を侵害するものである。文化の盗用とは、搾取する
側の文化に属さない他文化の要素を利用することであ
り、搾取はその文化の所有者の同意なしに行われる。
文化の盗用は、少数派と多数派の間の権力構造に関わ
るものである。無許可の搾取に加え、文化の盗用が有
害なのは、他文化の要素を搾取する者が、搾取の対象
となる文化や、搾取される文化的要素のより広い文化
的意義やメッセージを理解しておらず、かつ／または
評価していないからである。この文脈では、文化の盗
用とは、サーミ文化の要素のうち、長い間、観光商品
化や表象に商業的に利用されてきたものを指す。多く
の場合、観光に利用されるサーミの象徴は、サーミに
とって非常に価値のあるものである。これらの象徴に
は数多くの文化的意味やメッセージが込められている
が、関連する文化的知識がない人は、それらを深く理
解することはできない。より深い文化的意味に対する
無自覚は、文化の誤用や、歪んだ文化情報の流通につ
ながる可能性がある。無知は、よそ者を責任から解放
するものではない。むしろそれは、悪用される文化に
対する無関心や／あるいは敬意の欠如を示すものであ
る。文化の盗用とは、特にサーミの精神的遺産である
太鼓を観光目的で不適切に使用することを指す。

サーミの衣服も、しばしば無許可の模造品という形
で文化の盗用の対象になってきた。サーミの衣服は民
族性を示す重要な目印であり、集団間の交流において
集団や個人の文化的アイデンティティを表現するた
めに目に見える形で使用される。サーミの衣服は、お
そらくサーミ文化の中で最もよく知られ、最も目につ
く要素であるにもかかわらず、サーミの衣服やサー
ミの手工芸品全般に込められた象徴性は、よそ者には
まだ知られていない。サーミの衣服の着方は、サーミ
の人々が従う不文律によって決められている。サー
ミの伝統に従えば、サーミの衣服を着る権利は、その
人がサーミの出自をもつことと密接に結びついてい
る。サーミ・コミュニティの同意があれば、この伝統
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を例外とすることもできる。例えば、尊敬する人物に
サーミの衣服を贈る場合や、サーミのフィンランド人
配偶者がサーミの衣服を着用する場合などである。第
一に、サーミの衣服はサーミによって作られ、サーミ
の衣服のエチケットに従い20）、敬意をもって着用され
なければならない。サーミ文化を搾取する観光では、
サーミの衣服を着用することは認められない。 

サーミ文化の象徴および／または要素が、真正でな
い表象および／またはオリジナルの象徴に類似したバ
リエーションで繰り返し使用される場合、文化の盗用
もまた、発明された伝統の範疇に重なる可能性がある。

発明された伝統とは、特定の目的のために発明およ
び／または開発された「伝統」を指す。発明された伝
統は、歴史的な連続性を確認するような形で過去とつ
ながることを目的としている。このような「伝統」は、
古くからあるように見えたり、古くからあるように見
せかけられたりするが、実際にはごく最近のものであ
り、創られたものである21）。サーミ文化を搾取する観
光は、有形・無形の「文化遺産」をつくり出し、本物の
サーミ文化を無視したり、サーミの意見を聞かなかっ
たり、無関心なまま商業的に利用してきた。最も不快
な例のひとつは、「ラップランドの洗礼」として知られ
る製品で、純粋に観光目的で発明された通過儀式であ
る。これは実際のサーミ文化には何の根拠もない。さ
らに、サーミを汚れた原始的な民族という非常に不利
なイメージで描いている。「ラップランドの洗礼」儀
式以外にも、発明された伝統のなかには、サーミ文化
を貶めるような模倣品が含まれる。例えば、低コスト
の国から輸入された「手工芸品」をサーミの手工芸品
として販売したり、サーミ文化に基づくと称した観光
用に捏造された架空の物語だったり、ヨイクの模倣、
サーミやサーミ文化をサンタクロースのようなおとぎ
話の登場人物と関連付けたりすることである。 

借用された伝統は、その伝統が属するとされる文化
の一部ではないという点で、発明された伝統と大部分
が重なる。借用された伝統と発明された伝統の違い
は、借用された伝統が別の文化や地域の伝統として存
在することである。言い換えれば、借用された伝統と
は、別の文化から盗用され、例えば旅行業などを通じ
て外国の文化的景観に根付いたものである。借用され
た伝統は、それが伝統的に属していない地域の本来の
文化の一部であると誤解を招くような主張がなされ
た場合、発明された伝統とみなされる。借用された伝
統が特に有害なのは、その伝統がその地域文化のオリ

ジナルかつ真正な部分である伝統と対立する場合で
ある。特に有害で文化的に持続不可能な借用された伝
統の一例として、観光用の犬橇がある。特に特定の地
域では、この慣習はサーミ文化の根幹のひとつである
トナカイ放牧と強く対立し、この伝統的な生業に直接
的・間接的な損害を与えている。借用された伝統のも
うひとつの例は、イグルーと呼ばれる観光用の建造物
である。他の文化から伝統を借用する代わりに、地元
の観光資源、つまり真正な文化や倫理的、特に文化的
な持続可能性を支援することで、旅行業界の様々な関
係者や運営者は、観光関連の商品化、表象、マーケティ
ングにおいて、その地域に真に根付いた要素を強調す
ることができるだろう。観光客がオーロラを観測す
るための文化的に持続可能な代替案としては、たとえ
ば、サーミの伝統的な建築様式に似た木造建築が考え
られる。伝統の借用や創作は、観光の均質化につなが
り、北極圏の観光地が、それぞれの地域文化の多様性
や豊かさに関係なく互いに類似したものとなってしま
う可能性がある。その結果、観光客は文化的な混淆性
を目にすることになる。これは、観光がサーミ・コミュ
ニティとサーミ文化の活力に良い影響を与え、正確で
現実的なイメージを促進し、観光を通してサーミ文化
を支援するという原則と強く対立するものである。 

ステレオタイプとは、固定化され、一方的に一般化
され単純化された、しばしば否定的で誇張された、あ
る民族集団やその集団の代表としての個人について
想定された性質についての信条のことである。ステレ
オタイプは、社会的現実を単純化するために使われる
慣行であり、しばしば省略をしたり、他人の単純化さ
れたイメージを提示したりする方法である。ステレオ
タイプは、ステレオタイプを作り出した集団の肯定的
な特徴を強調し、誇張する一方で、ステレオタイプの
対象に想定された性質を軽んじる。サーミ文化を利用
する観光では、サーミの衣服や伝統的なサーミの住居
の模倣などが主なステレオタイプとして使われてい
る。サーミの衣服の模倣は、サーミ文化を利用する観
光で長い間使われてきたため、サーミの衣服はサー
ミ・ツーリズムの同義語とみなされるようになった。
言い換えれば、サーミの衣服の模倣は観光で使われる
ありがちな小道具となっており、サーミの衣服を着た
人が現れなければ、その旅行体験は必ずしもサーミの
体験とはみなされない。また、「ラップランドの洗礼」
のような観光のために発明された伝統では、サーミは
汚く、すすにまみれ、ナイフを振り回す単純な原始人
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であるという軽蔑的・蔑視的なイメージをよそ者は思
い浮かべる。このような表象は「サーミ文化」をサー
ミにとってはまったく異質なものとして描いているた
め、不快であり不正確でもある。 

エキゾチック化とは、人、物、場所が異質で魅力的で
ロマンチックなものとして表現されることである。エ
キゾチシズムの対象は他者であり、「私たち」とは異な
るもの、つまり「普通」からの逸脱を表わしている。異
国情緒や異質さ、つまり他者性を求めることは、何世
紀にもわたって観光の動機となってきた22）。部外者が
作りあげてきたサーミの観光イメージは、サーミの他
者性、つまり、人里離れた生息地や色彩豊かな衣服と
いったサーミのエキゾチックな差異に基づいている。
これは、マーケティングで使われる「魔法」や「神話」と
いった語彙によって、さらに強調され強化されている。 

動物園化とは、先住民族のコミュニティや個人が客
体化され、あたかも自然の中の観光名所のひとつであ
るかのように、観光の目玉として扱われる表現方法を
指す23）。フィンランドの観光業界では、サーミの概念
はサーミの衣服と強く結びついている。サーミの衣服
を着ている人は、しばしば「展示物」、つまり個性のな
いモノであるかのように扱われる。これは特に、旅行
業界とは無縁の個人がサーミの衣服を着ている場合
に問題となる。さらに、サーミやサーミ文化は、観光
において常に受動的な装飾品や小道具、その土地の色
彩、あるいは文化的背景から切り離されたエキゾチッ
クで原始的な客体として利用される。 

観光関連のマーケティング、コミュニケーション、
商品化、表象において、原始化は過去に縛られた生活
様式を貫く先住民族のイメージを強調し、強化する。
言い換えれば、原始化はサーミ・コミュニティが過去
から抜け出せず現代の生活や文明に汚染されていない
という不変の、博物館化されたイメージを支持する。
原始化は、「手つかずの」したがって「本物の」人々、
あるいは「高貴な野蛮人［Nobel savage］」24）、つまり
過ぎ去った時代の遺物というイメージを作り出す。観
光においてサーミの精神的遺産や神話的過去を強調す
ることは、サーミを原始化し、現代の現実とは似ても
似つかない間違ったステレオタイプや間違った表現を
支持し、強化することになる。観光における原始化は、
サーミやサーミ文化が可変的なダイナミックな現代文
化であることを妨げる。それどころか、原始化によっ
て作り上げられたイメージは、サーミを神秘的な過去
に閉じ込めてしまう。 

特に先住民族観光においては、ステレオタイプ化、
エキゾチック化、動物園化、原始化が強調されている。
これらの慣行はすべて、よそ者が作り上げたサーミの
イメージを支持するもので、現実とは似ても似つかぬ
ものであり、サーミ自身の民族観や共同体に対する観
念を表すものではない。

サーミ文化とその象徴および／またはそれらを参照
するあらゆる要素は、サーミが管理する領域に属する
ものである。サーミ文化の要素を観光で描写する場合
は、明確な正当性があると同時に、サーミ・コミュニ
ティの同意が必要である。 

サーミに対する誤ったイメージの提示に加え、サー
ミ文化にとって有害な観光活動や慣習がサーミの土
地で行われている。サーミのトナカイ放牧は、他の土
地利用形態と競合しながら、自然の生息地や資源に妥
協することを絶えず強いられてきた。犬橇は他の文化
から借用された伝統で、1980年代に観光産業によって
ラップランドの観光業にとりいれられた。サーミのト
ナカイ放牧の観点からすると、犬橇活動は文化的に侵
略的な外来種とみなされ、北方の自然の本来の一部で
ある伝統的な生業に生態学的、経済的、健康的、社会
的な悪影響を及ぼしている25）。 

商業的な犬橇だけでなく、直接的・間接的な金銭的
損失やトナカイの健康への被害は、特に、放し飼いに
されている観光客の犬によって引き起こされる。放
し飼いにされた犬や、逃げ出したそり犬による被害
は、トナカイを怖がらせるものから殺すものまで多岐
にわたる。こうした極めて深刻な被害に加え、狩猟犬
を連れた個人観光客の狩猟も増加傾向にある。近年、
サーミの土地では、地域外からやってきた狩猟集団に
よるヘラジカ猟の圧力が高まり、変化が顕著になって
いる。このため、ヘラジカ猟がトナカイ放牧にもたら
す問題が増加している。例えば、地域外、特にフィン
ランド南部から連れてこられたヘラジカ猟のための
犬はトナカイに慣れておらず、近くで草を食んでいる
トナカイをすぐに追いかけてしまい、害を及ぼす。ま
た、この地域外からの狩猟観光客は、トナカイの放牧
や、狩猟においてそれをどのように考慮すべきかにつ
いて必要な知識を持ち合わせていないことが多い。し
たがって、ヘラジカの狩猟許可証にトナカイ放牧への
配慮に関する規定を追加し、狩猟によるトナカイ放牧
への不必要な被害を許可証の規定によって防止または
最小化できるようにすることが極めて重要である26）。
サーミの土地でヘラジカ（シカ科動物）猟に使用され

250



邦訳「責任ある・倫理的に持続可能なサーミ・ツーリズムの原則」 
Japanese Translation “Principles for Responsible and Ethically Sustainable Sámi Tourism”

る追跡犬は、その犬がトナカイを追跡しないことを保
証するために、地元のトナカイ放牧協同組合の承認を
得る必要がある27）。 

サーミ文化を搾取する観光やサーミ文化にとって有
害な観光事業や活動を積極的に継続・支援することに
代わって、観光業界全体とサーミの土地に到着するす
べての訪問者は、上記の問題に注意を払いそれらを是
正すべきである。これはサーミ議会やサーミ議会が指
定する団体と協力し、観光産業においてサーミやサー
ミ文化を商品化したり表現したりする必要がある場合
には、責任ある・倫理的に持続可能なサーミ観光事業
者や生産者と協力することで達成できる。

主な対象グループ：ビジット・フィンランドから草
の根の観光起業家までの観光業界全体、サーミの土
地やメッツァハリトゥス（Metsähallitus）に到着す
る観光客、トナカイ放牧の協同組合

 原則５： �サーミ・ツーリズムがサーミ、サーミ文化、
環境に与える積極的な影響 

サーミ・ツーリズムは、そのすべての形態、事業、
活動においてサーミ・コミュニティ自身が決定し、
サーミの世界観に沿った条件でサーミ文化の自然保護
と活力の発展、そして次世代への継承を支援しなけれ
ばならない。 

観光は、生態学的な持続可能性だけでなく社会的、
文化的、経済的な要素とその影響を総合的に考慮しな
ければ持続可能とはいえない。持続可能な観光とは、
サーミのコミュニティ、サーミの文化、サーミの生業
を第一に保障し、同時に観光客のニーズを満たし、将
来の世代にも同じ機会を保障するものでなければなら
ない。

文化的に持続可能な観光は、地域の文化遺産の保護
と向上を考慮し、守るものである。観光産業は、その
行為によって文化遺産を絶滅の危機に晒したり、消滅
させたりしてはならない。先住民族観光において、文
化的持続可能性の第一の基盤は、関係する文化の保持
者の承認であり、彼らの文化を商品化したり、表現し
たりする方法を管理する可能性である。サーミの地域
文化を尊重し、その文化を利用する際の信憑性は、文
化的に持続可能なサーミ・ツーリズムの不可欠な要素
である。また、文化的に持続可能な観光とは、観光地
におけるサーミ・コミュニティが、日常生活や祭事に
おいて、観光や観光客が彼らの文化的慣習や習慣に少

なからず混乱や変化を与えることなく、彼らの文化を
実践し、伝えていくことを可能にするものである。観
光におけるサーミ文化の商品化および／または表現に
責任を持つ関係者は、サーミ・コミュニティ内部から
のものでなければならない。サーミ文化に基づく文化
的に持続可能な観光の主な特徴は、真正性と、サーミ
の伝統、習慣、サーミの現在の生活に基づいた、責任
ある持続可能なサーミ文化の商品化および／または表
象である。

社会的持続可能性は、地元住民と旅行者の視点から
定義することができる。サーミの地元住民の視点から
観光が社会的に持続可能であるためには、旅行業界は
地元住民のニーズ、観光が地元住民の日常生活や生活
の質に与える影響や変化を考慮しなければならない。
観光は管理可能なものでなければならず、明確な制限
を設け、それを遵守しなければならない。社会的に持
続可能な観光がもたらす利益は、例えば地域のインフ
ラやサービスの改善という形で、可能な限り広く地域
住民に分配されなければならない。また、観光がサー
ミ・コミュニティに与える否定的な影響は、可能な限
り小さく抑えなければならない。社会的持続可能性の
重要な部分は、サーミのコミュニティを参加させ、彼
らの生活環境に影響力をもつ観光に対してサーミ・コ
ミュニティが力を及ぼす機会を与えることである。観
光産業や観光客による自然資源の利用は、伝統的な生
業やサーミがその地域の自然資源を利用する機会を弱
めてはならない。 

生態学的持続可能性は、観光における持続可能な発
展の基礎のひとつであり、特に観光が自然や天然資源
の活用に大きく依存している場合には重要である。生
態学的に持続可能な観光では、自然を基盤にした観光
サービスは環境に優しい方法で生産され、自然の生物
多様性を保全し、観光による否定的な影響や観光に
よって引き起こされる変化を可能な限り最小限に抑え
なければならない。 

サーミの価値観、哲学、伝統的な生活様式によれば、
自然は保存され、人々に糧と生計を提供するために利
用されなければならない。サーミは自然を変えよう
とはせず、自然に適応してきた。トナカイの放牧、漁
業、狩猟、採集、手工芸品の製作など、伝統的なサー
ミの生業に基づく生活様式は、常に広大な伝統的地域
を持続可能な方法で利用することに依存してきた。自
然の持続可能な利用は、サーミと彼らの伝統的な生計
にとって、常に不可欠な条件であった。自然と大地が
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サーミを支えてきたのである28）。
土地利用や天然資源の利用について決定を下す際に

は、環境への有害な影響やサーミの伝統的な生業活動
への否定的な影響を防止するか、少なくとも最小限に
抑えなければならない29）。自然資源を利用する観光が
サーミ文化の活力の維持を支援するためには、サーミ・
コミュニティが、例えばサーミの伝統的知識、自然に対
する知識と理解、地域の専門知識を考慮にいれるなど
して、サーミの土地における自然観光の責任と倫理的
な持続可能性に影響を与える機会を持つべきである30）。
特に、自然や文化に対する理解や考え方、北極圏での生
存戦略や行動がサーミのそれと大きく異なる場合、多
数の観光客や無秩序な観光客は自然の観光地を破壊す
る可能性すらある。

気候変動がサーミの土地の自然や伝統的なサーミの
生業に与える影響を予測することは難しいため、予防
のための原則の適用が必要である。例えば、積雪の増
加や積雪期間の長期化は春の出産期におけるトナカイ
放牧の観光に悪影響を及ぼし、伝統的なトナカイの放
牧をより困難なものにしている31）。そのため、観光客
が北極圏の状況やサーミの生活文化環境について必要
な情報やノウハウを持っていない場合、サーミの文化
や脆い北極圏の環境だけでなく、観光客自身にも取り
返しのつかない被害が及ぶ可能性があるため、観光客
への情報提供や案内は非常に重要である。

経済的持続可能性とは、主に集団レベルおよび個人
レベルでの地域経済の支援に焦点を当てたものであ
る。経済的持続可能性の基本は、観光による収入をで
きるだけ多くの観光地に残すことである。これは、地
元のサーミの労働力を雇用したり、地元での事業活動
を通じて達成することができる。経済的持続可能性に
は、例えば、地元産の食品の利用や、本物のサーミの
手工芸品などのサーミ産品の利用、サーミが提供する
地元サービスなどが含まれる。経済的持続可能性の目
標は、観光産業とサーミ・コミュニティが一体となり、
その経済的利益を可能な限り広く地域に分配するこ
とである。旅行業に携わっていないサーミ・コミュニ
ティのメンバーも、観光をポジティブで有益な活動で
あり、コミュニティにとっての資源であると考えるこ
とが非常に重要である。

観光収容力とは、ある地域やコミュニティが、その
物理的、社会的、文化的、経済的環境に軽微な損害を
与えることなく、あるいは、観光客の顧客満足度が許
容レベルを下回ることなく、一度に許容できる観光客

数や観光事業や観光活動の最大数を指す。言い換えれ
ば、観光収容力は、特定の場所、特定の期間内に観光
によって引き起こされる変化の許容限度を定義するも
のである。従って、観光収容力を超えると、観光によっ
て引き起こされるサーミのコミュニティ、サーミの文
化、環境、価格レベルでの変化は、もはや地元では受
け入れられなくなる。したがって、観光の影響を定期
的に評価することが第一に重要である。収容力を評価
する際には、地元のサーミ・コミュニティの声も聞か
なければならない。

観光収容力は、常に特定の場所と時間に関連してお
り、絶えず変化し、狭い地理的範囲内でもかなり異な
る場合がある。ある地域における観光収容力の限界、
つまり許容レベルに達した場合、それは観光によるマ
イナスの影響がプラスの影響を量的に上回ったことを
意味する。サーミ・ツーリズムは、サーミ・コミュニ
ティとサーミ文化、そしてその保存、発展、次世代へ
の継承にプラスの影響を与えることが第一である。

旅行産業の絶え間ない拡大と成長、そして訪問者数
の大幅な増加に伴い、観光収容力には特別な注意を払
う必要がある。観光客が自然資源を利用する度合いに
応じて、自分たちの自然資源へのアクセスが貧しく
なったという認識を地元のサーミ・コミュニティが持
つことは、許容範囲に達する、あるいはそれを超える
速度を加速する。観光収容力とその限界を評価する場
合、第一の目標は、その地域の魅力と観光のプル要因
の保全を忘れることなく、観光地における地元のサー
ミの幸福と満足を守ることでなければならない32）。観
光によるネガティブな影響が積極的な影響を上回る
と感じられる場合、地元コミュニティが抱くネガティ
ブな感情や態度は、すぐに観光客に対する行動に反映
され、ひいては観光客の満足度に直接影響することに
なる。従って、定期的に観光収容力を評価し、許容量
を超えてしまった理由を是正することが、サーミのコ
ミュニティにとっても旅行業界にとっても最善の利益
となるのである。 

本ガイドラインでは、サーミのコミュニティとサー
ミ文化の保護・発展の観点から、社会的収容力を評価
する。社会的収容力の許容レベルを評価する際には、
観光客数、観光事業、観光活動の最大許容量を決定し
なければならない。この許容量を超えると、サーミ・
コミュニティのアイデンティティ意識、生活様式、社
会的行動、慣習が弱体化することになる。観光がサー
ミ・コミュニティの利益や権利よりも優先され、サー
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ミ・コミュニティのサービス水準に悪影響を及ぼして
はならない。また、観光客の観点からも、観光客数と
観光事業・活動の比率は、観光客の顧客満足度を低下
させないために、受け入れ可能なレベルに保たれなけ
ればならない33）。社会的収容力は、サーミ・コミュニ
ティ内でも、コミュニティ構成員が観光から直接的ま
たは間接的に利益を得ているかどうか、コミュニティ
やその構成員が基本的サービスからどの程度離れてい
るか、観光客の増加がコミュニティや個人の安心感に
どのような影響を与えるかなどによってかなり異なる
可能性がある。社会的収容力を計画する際には、基本
的なインフラの収容力も、場所や時間、季節による変
化を考慮して、訪問者数の増加に応じて再評価する必
要がある。特定の観光地において、観光客や訪問者が
地元住民の通常の日常生活や基本的なニーズの充足に
支障をきたすと思われる場合、あるいは観光客や訪問
者が地元住民の安心感に悪影響を及ぼすと思われる場
合、サーミ・コミュニティや他の地元コミュニティ、
訪問者の幸福の低下を防ぐために、できるだけ早くそ
の状況に対処し改善しなければならない。

文化的収容力という用語が使われる場合、文化的収
容力は社会的収容力と関連付けられることが多い。し
かし、本ガイドラインの目的においては、文化的収容
力を別の概念として議論することが不可欠である。観
光客や観光事業・活動は、直接的・間接的を問わず、
手工芸品、信仰、伝統、慣習を含むサーミ文化を変え
てはならない。サーミ・ツーリズムの商品化および／
または表現が、サーミ文化の保存および／または発
展、および／または次世代への継承にとって有害であ
ると認識された場合、文化的収容力を超えたとみなさ
れる。観光事業、活動、訪問者が、サーミ文化の表現形
式を直接的に減少させることが判明した場合、これは
文化的収容力を超えたとみなされる。観光客の視線を
避けるため、あるいは観光客に写真に撮られるのを避
けるために、サーミの衣服を着ないというサーミが一
人でもいれば、それは文化的収容力を超えているとみ
なされる。

特定の観光地の生態学的収容力は、当該観光地が環
境を悪化させることなく維持できる、訪問者数およ
び／または観光事業・活動の最大数で表される34）。自
然収容力は、観光サービスの計画段階において、場所
ごと、季節ごとに評価されなければならない。観光に
関連した資源利用のニーズに関して、生態系の収容力
を評価する際には、サーミ・コミュニティの他の自然

資源利用のニーズを第一に考慮しなければならない。
サーミの地域社会のニーズには、例えば、使用権や地
域、その他の既存の土地利用や天然資源の利用が含ま
れる。 

経済的収容力は、観光地における観光客および／ま
たは観光事業および活動の最大数を定義する。これを
超えると、地元住民が自らの地域で生活および／また
は事業を行うのに多額の費用がかかることになる。

主な対象グループ：ビジット・フィンランドからサー
ミ・ツーリズムの起業家やその他のサーミ関係者を
含む草の根の観光起業家まで観光産業全体、フィン
ランド国家、すべての公的機関および政治的意思決
定者

原則６： �サーミ・ツーリズムの責任ある倫理的に持続
可能なマーケティングとコミュニケーション 

観光客が、本物のサーミ文化に基づく観光商品とそ
うでないものを見分けるだけの文化的知識を持つこと
は期待できない。従って、サーミ・ツーリズム商品の
真正性についての責任は、旅行業界内のすべての関係
者・事業者にある。

サーミとサーミ文化に関連するすべての観光マー
ケティングとコミュニケーションにおいて、正しい情
報を作成し、配布することを目指す絶対的な義務があ
る。本物のサーミ・ツーリズム商品に関する正しい観
光マーケティングとコミュニケーションは、サーミ・
コミュニティの幸福を促進し、真に本物のサーミ文化
に出会いたいと願う観光客に、金額に見合った価値を
提供するものである。

サーミ・ツーリズムの責任ある・倫理的に持続可能
なマーケティングとコミュニケーションは、その文化
および／または伝統的に居住してきた土地／生活用地
を観光商品に利用したり、表現したりするサーミ・コ
ミュニティ、家族および／または関係するシーダに対
する強い責任に基づいていなければならない。 

責任ある・観光マーケティングとコミュニケーショ
ンにおいて、サーミ文化の活力と真に本物のサーミ・
ツーリズムを維持するためには、サーミ議会、もしく
はサーミ議会が指定した当事者、および／またはサー
ミ・ツーリズム事業者、および／またはサービス提供
者を一方の当事者とし、旅行業界の様々な当事者と部
門が相互尊重に基づいた緊密な協力を行うことが不可
欠である。
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責任ある・倫理的に持続可能なサーミ・ツーリズム
のマーケティングとコミュニケーションは、主に2016
年10月にサーミ議会が発表した画像使用ポリシーに従
うべきである。この方針によると、サーミおよび／また
はサーミ文化を紹介するすべての画像やその他のマー
ケティング要素は、法律や一般的良識のルールに従わ
なければならず、また誠実で正しくなければならない。

サーミとサーミ文化を描写する画像の主な原則は以
下の通りである：  
１．�写真・絵画にサーミが描かれている場合、その人

はサーミでなければならない。
２．�画像の人物がサーミの衣服を着ている場合、その

人物はサーミでなければならない。 
３．�画像にサーミの衣服がある場合、それは本物のも

のでなければならない。 
４．�画像の人物がサーミの衣服を着用する場合、それ

はサーミの慣習法に従って着用されなければなら
ない。 

サーミおよび／またはサーミ文化を紹介する場合、
一般的な良識のルールを尊重しつつ、常に誠実で正し
い描写を基本としなければならない。観光マーケティ
ングやコミュニケーションにおいては、サーミの服装
が真正であること、サーミの慣習法に従って着用され
ていることに注意を払わなければならない。例えば、
男性が女性の衣服の一部を着用することはなく、その
逆も同様である。したがって、女性は「フォー・ウィ
ンズ・ハット［four winds hat］」や男性の衣服を着る
ことはできない。さらに、異なる地域や異なるサーミ
のグループで着用されているサーミの衣服を混ぜるこ
とはできない。さらに、冬に着る服を夏に着ることは
なく、その逆もまた然りである。一般的な良識のルー
ルに従って、サーミは決して汚れたり破れたりした服
装で描かれてはならない。上記の方針は、必要な文化
的知識を持ち、文化的規範を熟知したサーミのカメラ
マンを起用することで簡単に守ることができる35）。 

サーミ文化の観点からは、サーミ文化と一体化した
倫理的に持続可能な製品のマーケティングを積極的に
優先することで、サーミ文化の活力を次世代に残すこ
とができる。トナカイはラップランドの主要観光アト
ラクションのひとつとして知られている。トナカイと
トナカイ観光の優先順位付けは、国内レベルだけでな
く、特に国際的な旅行マーケティングとコミュニケー

ションにおいて最も重要である。観光を目的とした
サーミの土地での犬橇のマーケティングは、無責任か
つ倫理的に持続不可能である。

サーミの伝統に基づく土地利用、つまり観光以外の
目的での土地利用は、観光マーケティングにおいても
考慮され、強調されなければならない。サーミの土地
に手付かずの自然は存在しない。サーミは伝統的に、
北部の壊れやすい環境に物質的な痕跡を残すことな
く自然を利用してきた。他の文化圏からの訪問者が抱
く自然の概念は、サーミのそれとは大きく異なるかも
しれない。したがって、特にフィンランドの慣習法で
ある「すべての人の権利」に関して、国際観光マーケ
ティングとコミュニケーションは、自然における責任
ある行動、これらの権利の制限、痕跡を残さないこと
の重要性を強調しなければならない。その絶対的な根
拠は、北極圏観光の重要な魅力のひとつにもなってい
る、純粋で健全な自然は、未来の世代のために保全さ
れなければならないということである。国際市場向け
の倫理的で持続可能なマーケティングおよびコミュニ
ケーション資料のコンテンツを作成・デザインする際
には、この側面をすべての訪問者と旅行業界全体に周
知させなければならない。 

観光マーケティングとコミュニケーションは、プラ
イバシー、家庭内の平和、生業、トナカイが法律によっ
て保護されていることも強調すべきである。私有地、つ
まり家屋やその周辺の庭に柵が設けられることはほと
んどないが、それでも憲法で定められた家庭の神聖さ
によって保護されている。トナカイがいる家の庭やそ
の近辺にフェンスで囲われたトナカイ用の囲いがあり、
それが旅行業に使用されるものであることが明記され
ていない場合も、憲法上の家の神聖さによって保護さ
れており、所有者の許可なく近づいたり立ち入ったり
してはならない。観光マーケティングやコミュニケー
ションにおいて、トナカイがサーミの土地で自由に歩
き回り、放牧されている野生動物であるにもかかわら
ず、トナカイは個人の所有物であること、つまり誰かの
私有財産であることを明確にすることが望ましい。

冬の終わり36）から春にかけては、メスのトナカイが
妊娠しており、最も脆弱な状態にあるため、トナカイ
の放牧において最も重要な時期である。トナカイの出
産期は、放牧に関係ない外部の団体による市場の対象
になってはならない。また、その前のメスのトナカイの
妊娠時期も同様である。実際、この時期には例外なく
トナカイはそっとしておかなければならず、部外者は
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許可なくトナカイに近づいてはならず、ましてや邪魔
をしてはならない。 

責任ある・倫理的に持続可能なサーミ・ツーリズ
ムのマーケティングとコミュニケーションは、現代の
サーミ文化に焦点を当てなければならない。神話的な
過去を強調することは、観光客に誤った考えを与え、
結果的に誤った期待を抱かせることになる。期待に応
えることができなければ、失望や否定的な顧客体験に
つながる。

原則として、サーミやサーミ文化を受動的な装飾や
小道具、地域色、エキゾチックで原始的なオブジェと
して利用することを止め、観光マーケティングやコ
ミュニケーションにおいてサーミやサーミ文化が自ら
の世界観を表現する積極的な役割を与えられなけれ
ばならない。サーミやサーミ文化が、販売する商品や
観光地と直接関係がない場合、サーミやサーミ文化の
象徴やサーミ語を利用してはならない。サーミまたは
サーミ文化の利用や言及はすべて、サーミまたはサー
ミ文化と直接的な関連性を持ち、サーミまたはサーミ
文化の文脈に沿ったものでなければならない。サー
ミ・コミュニティ外部の団体が誠実でないサーミのイ
メージを広めることは、誰の利益にもならない。それ
はサーミ文化の保存や発展、サーミ・コミュニティの
幸福を促進するものではなく、また、EU 圏内で唯一、
今日の現実世界で生活している先住民族の現実的な姿
を訪問者に示すものでもない。

サーミ文化には、暗黙知に基づく多くの不文律の習
慣や慣習があり、それは異文化の出身者には意識され
ず、異文化の出身者は必ずしもそれに気づいたり理解
したりする立場にない。責任ある・倫理的に持続可能
な観光マーケティングとコミュニケーションにおい
ては、この暗黙知が尊重され、考慮される。サーミの
土地を訪れる観光客が、サーミのコミュニティとサー
ミ文化に対する正しい敬意ある行動を認識できるよう
に、サーミのコミュニティが集団で決めた知識を観光
客と共有し、配布するのである。サーミ・コミュニティ
が集団で共有しないと決めた暗黙知は、他の誰によっ
ても公開されてはならない。

観光産業の事業者、行為者、起業家がサーミの土地
で無責任に、および／または倫理的に持続不可能な方
法で事業を遂行する場合、および／またはその行為や
事業が、責任、倫理的持続可能性、および／またはサー
ミ文化の維持、保全、発展に抵触する場合、その抵触
に対処し解決するまで、その事業者、行為者、起業家

のマーケティングをあらゆるレベルで中止しなければ
ならない。

主な対象グループ：ビジット・フィンランドからサー
ミ・ツーリズムの起業家を含む草の根の観光起業
家まで観光産業全体、特に観光マーケティングとコ
ミュニケーションの責任者、フィンランド国家、す
べての公的機関および政治的意思決定者

 原則７： 質の高い観光体験 ―質の保証 
サーミ文化に基づく観光の基盤は、サーミ文化に対

する真の深い理解とそれに基づく知識と専門知識であ
る。この知識は、サーミ・ツーリズムの真正性と責任、
倫理的持続性を保証し、サーミ・コミュニティと旅行
業界の双方に利益をもたらす。正確な情報を発信し受
け取ることは、サーミ・コミュニティの幸福を向上さ
せるとともに、観光客が本物の、つまりポジティブな
旅行体験と満足を享受できることを保証する。 

サーミの土地の観光マーケティングにおいて、他文
化から借りた伝統である犬橇観光ではなく、トナカイ
観光を優先することは、サーミの生業を支え、それに
よってサーミ・コミュニティとサーミ文化の幸福を向
上させる。

観光客は、本物とそうでないものの違いを見分ける
ために必要な文化的知識を持ち合わせていないかもし
れないが、だからといって、一般的な良識を持って行
動し、現地の慣習や慣習法を尊重し、現地の文化やそ
の構成員を尊重するという責任から解放されるわけで
はない。サーミの土地に到着した観光客がサーミの習
慣や慣習だけでなく、サーミの文化にも配慮できるよ
うにするためには、観光客にそれらを知ってもらう必
要がある。サーミ・コミュニティや観光地の文化や自
然の価値を認め尊重するのと同様に、サーミ・コミュ
ニティが受け入れている行動規範を伝えることは、旅
行業界のすべての関係者・運営者、特にサーミおよび
／またはサーミ文化に関する情報を販売・配布する者
の責任である。いかなる場合においても、この責任や
義務を旅行業界に関与していない地元のサーミ・コ
ミュニティに負わせることはできない。 

サーミの土地の重要な観光資源、すなわち純粋な自
然と多様なサーミ文化を観光客の増加によって危険に
さらすことのないよう、旅行業界のすべての事業や活
動、特に自然体験に基づく事業は、責任と倫理的持続
可能性を念頭に置いて実施されなければならない。責
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任ある・倫理的に持続可能な観光を保証するために、
観光客は自然の中での行動や歩き方について適切な指
示やガイドラインを提供されなければならず、これら
の指示やガイドラインは確実に守られなければならな
い。これらのガイドラインが守られない場合は、制裁
を受けることになる。 

サーミの文化遺産をもとに開発され観光客に提供
される観光商品はすべて、関係するサーミ・コミュニ
ティ、その文化遺産、世界観を支持し、事実に即して
反映されたものでなければならない。しかし、サーミ・
コミュニティがサーミの土地における観光の質や量、
サーミ文化の活用について決定する権利を否定される
のであれば、観光におけるサーミ文化の責任ある・倫
理的に持続可能な商品化や表象だけでは不十分であ
る。サーミ・コミュニティとサーミ文化への悪影響を
軽減し、サーミ文化の活力維持を最大限に支援するた
めには、サーミ・コミュニティがサーミの土地におけ
る観光の量と質、責任、倫理的持続性に影響を与える
可能性を持たなければならない。サーミ・コミュニティ
の幸福とサーミ文化の活力は、ポジティブな旅行体験
を通してサーミの土地を訪れる人々に反映される。

主な対象グループ：ビジット・フィンランドから草
の根の観光起業家まで観光産業全体；フィンランド
国家、すべての公的機関および政治的意思決定者

注

１）	 サーミ・ランドとは、北部サーミのSápmi、イナリ・サーミのSäämi、
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２）	 Finlex, Constitution of Finland （in Finnish） 11.6.1999/731, http://
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saamelaiskulttuurin hyödyntämisestä Lapin ammattikorkeakoulun 
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2006 （Sustainable Development Programme of the Sámi, in Finnish） 
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複雑である。

８）	 Saamelaiskäräjät （2017）, Saamelaiskäräjien lausunto hallituksen 
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15）	Saamelaiskäräjät （2007）, Lausunto Lapin matkailustrategialuonnoksesta, 
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18）	サーミ提供者［Sámi providers］には、例えばサーミの観光起業家、手
工芸家、音楽家、芸術家、その他のサーミの事業者や運営者が含まれる。

19）	「トナカイ放牧協同組合地区長」については、フィンランド語の用語解
説で詳しく定義されている（フィンランド語版）。

20）	 Saamelaiskäräjät （2010）, Saamelaiskäräjien lausunto saamenpuvun 
käyttämisestä, 1.3.2010, Dnro126/D.a.9/2010 （in Finnish） 

21）	 Hobsbawm （1983）, ‘Introduction: Inventing Traditions’ 
22）	 Saarinen （1999:81） 
23）	 Mowforth & Munt （2016:264） 
24）	「高貴な野蛮人［Nobel savage］」はフィンランド語の用語解説で詳しく

定義されている。
25）	 http://vieraslajit.fi/fi/content/invasive-alien-species-finland
26）	 Saamelaiskäräjät （2018）, Saamelaiskäräjien lausunto maa- ja 

metsätalousministeriön esityksestä metsästysasetuksen muutokseksi, 
9.4.2018, Dnro: 197/D.a.2/2018 （in Finnish） 

27）	 Saame l a i skä rä j ä t  （2017）,  Saame l a i s k ä rä j i en  l au sun t o 
luonnoksesta valtioneuvoston asetukseksi metsästyslaissa säädetystä 
ilmoitusmenettelystä sekä metsästysasetuksen muuttamisesta 

（1164/01.02/2017）, 17.7.2017, Dnro 347/D.a.2/2017 （in Finnish） 
28）	 Saamelaiskäräjät （2006）, Saamelaisten kestävän kehityksen ohjelma 

2006 （in Finnish） 
29）	 Saamelaiskäräjät （2006）, Saamelaisten kestävän kehityksen ohjelma 

2006 （in Finnish） 
30）	 Ympäristöministeriö （2003:99） （in Finnish）
31）	 Saamelaiskäräjät （2006）, Saamelaisten kestävän kehityksen ohjelma 

2006 （in Finnish） 
32）	 つまり地元コミュニティの許容量のレベル
33）	 European Commission （2001:14） 
34）	 Tyrväinen Liisa （2017:94） 
35）	 Saamelaiskäräjät （2016）, Kuvaohjeistus koskien saamelaisia ja 
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36）	 サーミの土地には四季の代わりに8つの季節がある。春、夏、秋、冬の

ほかに、春夏（初夏）、秋夏（晩夏）、秋冬（初冬）、春冬（晩冬）がある。  
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19世紀中葉のアムール川下流域およびサハリン周辺の
先住民族交易に関するロシア民族学者の記録
邦訳：レオポルド・フォン・シュレンク『アムール地方の異民族たち』

10章 交易　ギリヤーク

Records of Russian Ethnographers on Indigenous Trade in the Lower Amur 
River Basin and Sakhalin in the Mid-19th Century:

Japanese Translation of Leopold von Shrenk, “Ob inorodtsakh Amurskogo kraya.”
Chapter 10 Trade, Gilyak

監修・解題　Supervision and the Review
佐々木史郎（SASAKI Shiro, Prof. Dr.）
国立アイヌ民族博物館 館長 （Executive Director, National Ainu Museum）

翻訳　Translation
是澤櫻子（KORESAWA Sakurako）
国立アイヌ民族博物館 研究員 （Research & Curatorial Fellow, National Ainu Museum）

鈴木建治（SUZUKI Kenji, Dr.）
国立アイヌ民族博物館 室長補佐 （Senior Fellow/Assistant Manager, National Ainu Museum）

１．解題

佐々木史郎

レオポルド・フォン・シュレンク（ロシア風にはレ
オポルド・イヴァノヴィチ・シュレンク、1826−1894）
はロシアの人類学者（民族学者）、動物学者である。彼
を著名にしたのは、1853年から57年にかけて実施した
極東地域の総合学術調査で、その中で1854年から56
年にかけてアムール川流域とサハリン（樺太）で集中
的な調査を行った。その成果は、自然科学も含む調査
全体を網羅した書籍がドイツ語で刊行され、民族学の
部分がロシア語でも刊行された（Schrenck 1858-1900; 
Шренк 1883-1903）。動物学者として、彼の名前はいく
つかの動物種（魚、ヘビ、昆虫など）の学名に含まれて
いるが、ドイツ語とロシア語で刊行された民族学の報
告書はこの地域の古典的な民族誌とされている。

意外と知られていないが、彼は言語学、文化人類学
（民族学）、自然人類学の言語的、文化的、形質的分類
概念として知られる「パレオアジア」（シュレンクは

「パレアジアート」paläasiaten / палэазияты という、

日本語では「古アジア」ともいう）という概念を初め
て提唱した人物である。この概念は、彼がアムール・
サハリン地域の民族誌をまとめるにあたって、シベリ
ア各地や北米までも視野に入れた言語学的、文化人類
学的、自然人類学的な比較検討を行った結果導き出さ
れたもので、そこには歴史的な視野も加味されてい
て、シベリア、北東アジアに比較的古い時代から住ん
できた人類の子孫という意味が含まれている（Шренк 
1883: 257）。ちなみに、ここに訳出した部分に登場する
民族では、ギリヤーク（ニヴフ）とアイヌが「パレアジ
アート」に分類されている。

また彼は、1714年にピョートル１世が創建し「クン
ストカーメラ」の名前で知られたロシア最古の博物館
が、動物学部門、植物学部門、地質学部門などを切り
離して、帝室アカデミーの人類学民族学博物館に改組
されたときに初代館長（1879−1894）となっている。
その博物館は現在のロシア科学アカデミーピョートル
大帝記念人類学民族学博物館である。

彼がアムール川流域やサハリンを調査した1854年
から56年は、日本では安政元年から３年にあたり、ペ
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リーの浦賀への来航（黒船来航）、プチャーチンの長
崎来航により、開港、ヨーロッパ諸国との条約締結と
いった幕末の激動が始まった時代と重なっていた。特
にサハリンではロシアの急激な進出（侵略）と条約締
結交渉のために、幕府は松前藩に北方対策を任せるの
をやめ、北海道、サハリン、千島列島からなる「蝦夷地」
の再直轄地化を決断した。そして、箱館奉行所（現函
館市内）を中心とした統治体制を再構築し、サハリン
での日本側の拠点だった白主会所に役人を常駐させ、

「北蝦夷地」（サハリン）から大陸にかけての情勢に関
する情報を積極的に集めた。箱館奉行所に集められて
いた記録の多くは、現在東京大学史料編纂所や北海道
立図書館、函館市中央図書館などに収蔵されている。
それらは1850年代から60年代のサハリンやアムール川
下流域の情勢を知る恰好の史料であるが、シュレンク
の調査はちょうど同じ時代だった。彼の民族誌を幕末
史料と比較することで、当時のこの地域の諸民族の状
況を多角的な視点から分析できるわけである。

シュレンク自身も触れているが（Шренк 1883: １）、
彼が調査した頃には、アムール川流域やサハリンには
ヨーロッパ文化の影響は極めて小さかった。外からの
影響があっても中国、日本、満洲といった周辺の「文
化的」民族の影響だとシュレンクは考えていた。事実、
まだこの地域では近代国家による帝国主義的植民地建
設が始まっておらず、彼の民族誌では住民の言語や文
化に近代国家の同化政策の影響はほとんど見られな
い。しかし彼が記録したことが、外からの影響を一切
受けていない「自然状態」の文化だったということで
はない。現代の視点から見れば、彼が観察したのは清、
江戸幕府といった前近代的国家が放つかなり強力な政
治経済的な影響の下で成り立っていた社会や文化だっ
た。したがって、シュレンクの民族誌は当時の清の辺
民政策や江戸幕府の北方政策の文脈に置いて見直す必
要がある。

本稿で訳出した「第10章　交易」は、まさに当時幕
府の役人たちが管理していた「サンタン交易」である。
幕府側が白主で行われていた日本とサンタン商人（現
在のニヴフやウリチの祖先たち）の取引の現場に立ち
会っていたのに対して、シュレンクは「アムール・ギ
リヤーク」（アムールのニヴフ）を中心とした地元住
民間の交易を見聞していた。すなわち同じサンタン交
易を異なる立ち位置、異なる視点から見ていたわけ
で、これは歴史研究にとってとても都合のよい状況で
ある。すなわち、日本側の記録とシュレンクの民族誌

が相互補完的に実証し合う関係になるからである。筆
者は日本側とシュレンクのデータを使って、サンタン
交易を地元住民（ニヴフやウリチの祖先）の政治経済
的な側面から分析したことがある（佐々木1998; 2011; 
Sasaki 2023）。しかし、従来の日本側のサンタン交易
の研究で、このシュレンクの民族誌が活用されること
は皆無ではないが稀で、また、ロシア、ヨーロッパ側
ではアムール・サハリン地域の人類学的研究に、日本
や中国側の記録が使われることはまずなかった。つま
り、従来の歴史学、人類学の研究では、この相互実証
性を活用できていなかったわけである。

今回、「交易」を扱った章の一部分（ニヴフに関する
部分）ではあるが、シュレンクの民族誌をロシア語か
ら日本語に翻訳したことで、日本におけるサハリンア
ムール川下流域に関する歴史研究や先住民族研究に活
用の道が開かれた。実は、ドイツ語版の民族誌（第３巻
第１〜３綴）は日本語翻訳の試みがあった。例えば、ク
マの霊送りの儀礼を扱った第13章はすでに刊行されて
いる（歳原1999）。また、第２章以外の他の章も函館高
等工業専門学校の奥村博司教授によって翻訳されてい
る。しかし、これはまだ刊行されていない。ロシア語版
については、管見のかぎり日本語訳の試みはまだない。

今回の翻訳は国立アイヌ民族博物館の研究学芸職員
の研修の一環として実施したロシア語講読の成果の
一部である。筆者はその監修を行った。この民族誌は
ロシア語自体が難解な上に、19世紀中期の北東アジア
に関する歴史学的、地理学的、人類学的知識をかなり
持っていないと読解できない代物である。そのような
難解な本の講読に挑戦し、実際に翻訳を行った是澤櫻
子と鈴木建治には感謝申し上げたい。

今後この膨大な情報量を誇るシュレンクの著作（ロ
シア語版）の日本語訳を進めていく予定だが、それが
将来のわが国における北東アジアの歴史研究や文化人
類学的研究に少しでも寄与できれば幸いである。
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ちギリヤークに関する記述

監修　佐々木史郎　　　　

翻訳　是澤櫻子、鈴木建治

≪凡例≫

・本稿の原文は『Об инородцах Амурского края』（ア
ムール地方の異民族について）に所収されている

「Глава 10. Торговля」（10章 交易）のうち、ギリヤー
クに関して記述した276頁から298頁である。

・原文は書き流しであるため、訳文では小見出しをつ
けた。小見出しの内容は訳者の判断でつけたもので
あり、原文と区別するために【】を用いている。

・民族名はシュレンクが記したロシア語原文のまま、
それを単数・男性形でカタカナ表記とした。現在
の公的名称では、ギリヤーク（Гиляк）はニヴフ、ゴ
リド（Гольд）はナーナイ、オリチャ（Ольча）は
ウリチ、オロク（Орок）はウイルタ、ツングース

（Тунгус）はエヴェンキとなっている。その他、ネギ
ダール（Негидаль）、アイヌ（Айну）、サマギール

（Самагир）とした（公的にはサマギールは現在ナー
ナイの一分派とされている）。

・動物名、地名はカタカナ表記をとった。原則として
シュレンクが記した通りの名前を用いたが、一部書
き間違えと思われる箇所については訳注等にて補足
を付した。読者の便宜のため、原文に基づいて主要
な地名を記した地図を作成し、これに付した（図１）。

・本文中は中国商人と満洲商人がしばしば混同される
箇所があるが、シュレンクの記したとおりに翻訳した。

・原文で固有名詞として≪≫で示されたものは、訳出
の際に＜＞を付した。

・注について、シュレンク自身が記したものは本文中
に丸括弧で挿入し、訳者によるものは角括弧（［ ］）

で挿入、あるいは訳注としてまとめた。
・人名か地名かの識別をしづらいと訳者が判断したも

ののみ初出に限り、本文中で〔地名〕あるいは〔人物〕
とした。

第10章　交易

交易。経済活動等で得られた主要な交易品の価格。
アムールの異民族１）間および満洲中国人、和人２）、そ
してロシア人との交易関係。近年のアムール川下流域
における満洲中国支配下の交易の歴史的展望。

【交易の民 ギリヤーク】

アムールの異民族の生活において漁撈や狩猟は重要
な意義を持っているにもかかわらず、それらだけでは
彼らの需要を満たしていない。これら異民族が日常で
使うもののうち、かなりの部分である食料、衣服、そ
して彼らにとって必要不可欠になった嗜好品などは、
漁撈や狩猟によって得た獲物の一部を近隣の文化的
民族に譲渡することによって入手されている。すなわ
ち、交易によってである。交易とともに第三の生業が
ひらかれる。それは前者二つ［漁撈と狩猟］を補完す
るもので、その二つの意味は、交易との関係によって
はじめて明らかになる。

ギリヤークを取り巻く物事の状況を考えると、こ
れまでの章よりも本章でこそ、ギリヤークから説明
をはじめなくてはならない。アムール川下流域のすべ
ての異民族において、ギリヤークが最も商売っ気が強
く、大きな規模で交易をしている。ロシア人によるギ
リヤークについての情報は、ヴィチム〔地名〕・ツン
グースの聞き取りを基本にしたものである。それは、
1639年と1640年に、コサックのアタマン［頭領］であ
るペルフィリエフにより伝えられている。それによる
と、ギリヤークは、アムール（シルカ）川下流域に住ん
でおり、中国人と交易関係を結んでいる。ギリヤーク
は、実際に他のアムール川下流域の異民族よりも和人
や中国人から離れて住んでいるにもかかわらず、彼ら
と最も積極的に交易をおこなっている。その上、彼ら
は、土着民３）と２つの文化的民族の間の仲介者として
働いているだけでなく、２つの文化的民族の相互関係
を構築する仲介者としての役割を担っている。このよ
うに、ギリヤークはある程度までアムール川下流域に
おける全民族間の交易の中心とみなすことができる。
これは、アムール・ギリヤークだけにあてはまること
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である。サハリンとオホ－ツク海南岸に住んでいる
ギリヤークは、このような交易関係において、おそら
く、アムール地域よりも周縁的な位置づけにあろう。
アムール・ギリヤークは、まさにこの点に関し自身の
地理的な位置づけにおいて、より好都合な条件下にい
る。彼らはリマン経由のサハリン西海岸沿いの日本へ
の海上ルート以外に、もう一つアムールへのル－トを
持っており、それはアムールやさらに上流のスンガリ

［現在の中国・松花江］に住む中国人へと彼らを導く
ものである。そして、ギリヤーク ─再びアムール・ギ
リヤークのことだが─ は、ロシア人との交易におい
ても、近隣の諸民族と比べてかなり中心的で仲介的な
位置づけを占めている。これは1850年代にロシアがア
ムールの河口から占領をはじめたからである。最初の
ロシア人の移入者たちは、ギリヤークの世界で生活を
はじめた。そこにはニコラエフスク哨所も含まれてお
り、長い間、ロシアの地方行政局が置かれ、ここから
先に位置するアムール川下流域やサハリンなどにさら
なる占領地が広がっていた。

【ロシア人との関係】

奇妙なことに、ロシア人によるこの地域の占領は、
最初は少数であったにもかかわらず、平和的な方法で
血にまみれた争いなしに行われた。17世紀にロシア人
の略奪集団の襲来に直面したギリヤークの強い反発を
考慮にいれると、これはさらに驚くべきことのように
思われるかもしれない。加えて、これらの異民族［ギ
リヤーク］は、少しもツングースのように温厚だった
り、人の言いなりになったり、呑気ではない。それど
ころか、彼らはかなり狡猾、強情、貪欲で、無礼をは
たらいた場合、血まみれの行為をためらわない（なお、
この証拠はデ・ラ・ブリュニエールの殺害である（78
頁の注を参照）。私がアムールに到着する少し前に、サ
ハリンの北西端の海岸に打ち上げられた捕鯨船の乗組
員が殴打され、その上、船自体が略奪された。この壊
滅的侵略（ポグロム）の英雄は、タムリャ・ヴォ村の
ギリヤークで、特に評判の悪い村だった。1855年にポ
ゴビ村で私が見た数字と英語の銘が書かれている桶も
おそらくこの船からのものである［原文277頁 註１］）。
もちろん、この場合、事を平和的に変えるには、ギリ
ヤークにそなわっている高い商業精神に訴えるのが最
も作用する。その後、彼らはロシア人の居住地におい
て、魚、肉、ベリーなどその時まで彼らの手元に残っ
ていたさまざまな品物の余剰分を販売し、タバコ、衣

類の生地、その他の価値のある品物と交換することが
できた。これにより、彼らは来訪者に対して平和的に
なった。彼らがその活発さ、機知、要領の良さによっ
て自分たちのために得た利益は、人口も力も増大して
いるにもかかわらず、そのような外国人４）に対する不
信感や恐れをかき消した。ニコラエフスク哨所はすぐ
にアムール・ギリヤークとロシア人の貿易の中心と
なった。そして、アムール・ギリヤークと、オホーツ
ク海とサハリンの同族、アイヌ、そしてアムールのツ
ングースとの活発な交流により、ロシアの商品のいく
つかは急速に地域全体に広がりつつある。それに対し
て、サハリンでは現在廃止されているムラヴィエフ哨
所を除いて、私の時代には他のロシア人の移住者がい
なかったので、ギリヤークはロシア人に対して疑い深
く、敵対的だった。旅行者は、予期しない攻撃を受け
ないように常に警戒していなければならなかった。ユ
ルタ［天幕］のなかで燃えさかる炉の周りに座りなが
ら、彼らがロシア人の来訪についてどのように考えて
いるかを何回か聞いたことがある。私が理解していな
いと確信していた彼らは、私のように彼らの国土を研
究している招かれざる客が、最後に彼らを追い出し、
彼らを亡ぼすのではないかという不満と恐れを大声
で表明した。ティック、ドゥイ、ティミ川の上流にあ
る村など他の場所では、彼らは公然と敵意を露わにし
た。私が休息所を使うのを拒否し、彼らの火で料理す
ることを許さず、イヌのエサを売りたがらなかった。
最新の事例では、彼らは脅迫するような拳銃の前でも
屈しなかった。しかし、私はギリヤークの交易への情
熱に毎回救われた。私はいつも物々交換のためにさま
ざまな品物を持ち、まるで意図せずに、それらのいず
れかを見せた。１人が誘惑に屈すると、他の人は彼に
従い、先を争って私に必要なものを提供してくれた。
するとその後は、他のすべての事項について容易に合
意に達した。ギリヤークは、交易において多くの実用
的な理解力、用心さ、忍耐力、巧妙さを示した。彼らは
一般的に、実際の使用方法を知っているものだけを手
に入れる傾向がある。新しく、珍しく、いかに目立ち
印象的なもの（加えて、彼らは承認の証として手のひ
らで頭を叩き、ツァ・ツァ・エと叫ぶ）でも、決して
購入することはなく、贈与としてのみ受け付ける。彼
ら自身、交易取引の開始時に粗悪な製品を提供しそれ
を賞賛することを止めず、一度設定された価格を引き
下げることなく、徐々に良い製品に変えていく。一言
で言えば、彼らのこのやり方にこそ交易に対し習慣化

260



19 世紀中葉のアムール川下流域およびサハリン周辺の先住民族交易に関するロシア民族学者の記録 
Records of Russian Ethnographers on Indigenous Trade in the Lower Amur River Basin and Sakhalin in the Mid-19th Century

し、成熟した民族性が現れる。だからこそ我々は彼ら
の交易活動の今後をみていく必要がある。

【価格の共通単位─「ヤ」について】

アムールの異民族の交易は、例外なく物々交換であ
り、それはギリヤークも同様である。アムールの異民
族は、貨幣を全く流通させていない。それにもかかわ
らず、交易的・経済的な生産物に対して、相対的だけ
でなく、絶対的な価値も機能していた。その価値づけ
は、決められた数字によって表される。アムールの異
民族における共有された評価単位の存在は、品物の価
格決定を行い、そして単位の数値的な違いによって品
物の価値づけと標準化がなされる。［評価の］単位と
は何か、それは何によって表現されているのか。私に
とって、ここに到達することは容易ではなかった。例
外なく物と物とを交換をしながら、ギリヤークは双方
の品物に価格を付けるという問題において、手に入れ
たい商品量を一定にするという形で評価している（例
えば、煙草３箱、布地２サージェンなど）。物々交換の
基礎をなす品物の絶対的価値についての疑問は、よほ
ど聡明な人を除いて、土着民の頭にはほとんど浮ばな
い。しかし、その場合の回答は、単なる数字に限られ
ている。その数字は、どのような価格を示す単位もつ
けずに、「価する」という動詞（ギリヤーク語で「チャ
ルハチ」）の前におかれる。さらに、彼らはいつも生
物を数えるときに用いられる数字の形を使う。これは
どのような根拠に基づいているのかについては、私に
はわからない。物の価値に関する前述のような考え方
に対する明瞭な疑問点について、ギリヤークは次のよ
うに答える：すなわち、「ニュン」、「モル」、「チョル」

（これは生きていないものを数える数詞「ニャクル」、
「ミャクル」、「チャクル」の形ではない［原文279頁 註
１］）など、「チャルハチ」あるいは─動詞「存在する」
に接尾語「ラ」を追加して─チャルハラ（「カクク」が

「～がない」を意味することに応じて、「カククラ」は
「存在しない」を意味する：あるいは「ンガルズコチ」
は「悪い」、「ンガルズコラ」は「不快」を意味する［原
文279頁 註２］）、すなわち、物が１、２、３の価値が
あるということである。これを暗示している評価単位
は言われないものであり、それ自体が明白なものであ
り、より正確に語る必要がないかのようである。この
点を念頭に置いて、私はすべての品物に関する価格表
をつくることに以前から成功した。それはギリヤーク
の交易、経済、生活という、多かれ少なかれ目に見え

る場を支配しているものである。しかし私は、品物の
価値を決めるための数字につけるべき単位について完
全なる無知の中にいた。私は、はじめにオリチャのと
ころでこの勘定を見抜いた。それは、自身の母語のみ
ならず、ギリヤーク語を巧みに操っているオリチャの
道案内人のもとで見つけることができたおかげであっ
た。しかしギリヤークやすべてのアムール川下流域の
異民族たちの評価単位について最終的に知ったのは、
しばらくしてゴリドと親しくなってからだった。ホシ
アムボ〔人物〕─このように呼ばれている私の道案内
人（オルチャの土地のウダ村出身で、彼はギリヤーク
語の知識を有している。主にそれはテバフ出身のギリ
ヤークの女性を妻に迎えたことによるものである［原
文279頁 註３］）─は、ギリヤークのように品物の価格
を正確に決めているが、唯一の違いは対応する数字の
あとに動詞「サレ」をつけていることである（すなわ
ちギリヤーク語「チャルハチ」で「価する」という意味
である）。これにより、彼は時折「オム（１つ）サレ」の
代わりに、「オム ヤン サレ」などと言う。明らかな韻
の種類である文字「ン」を除いてしまって、私は、オリ
チャやギリヤークにおける品物の価格の基礎になる単
位が「ヤ」と呼ばれているという結論に達した。これ
は、おそらく中国語起源による評価の値であろう。私
が既に話した推測は、すぐにゴリドのところで証明さ
れた。ゴリドには「ヤ」と言う単語があり、すでに評価
額の単位だけを意味するものではなくなっていた。む
しろどのようなときも、対応する数字のあとに発音さ
れる。私がゴリドから知った事実は、中国人は「ヤ」を
10分割し、それらをゴリドは「ディハ」と呼ぶこと。１
ディハは100枚の中国銅貨（ゴリド語では「ツィリク
タ［銅の］・ディハ」と呼ぶ）に分割され、［中国銅貨］
1000枚は１ヤに相当すること。中国の銀１両分（リャ
ンまたはテール）は、すなわち、ロシアの銀貨２ルー
ブルに相当することである。アムール川下流域の交易
における中国人の主導的な役割は、彼ら中国人の評価
額の単位が商品や資産の価格設定において地元の異民
族にとって共通の基礎として機能するという事実が
証明している。スンガリのゴリドは、中国人の最も近
くに住んでおり、活発で細かい取引を行っている。彼
らは、銀１両の10分の１、場合によっては100分の１、
あるいは１ヤを考慮せざるを得ない。そのため、必然
的に彼らの商品の価格に応じて評価額の単位を（ヤか
ディハで）指定する必要がある。反対に、中国から遠
く離れた異民族、オリチャやギリヤークは、我々が見
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るように彼らが必要とする中国の商品を主にスンガリ
のサン・シン〔地名〕［三姓］から卸売で受取っており、

「ヤ」の10分の１や100分の１は、彼らにとって何の実
際の意味も持たない。彼らは分割しない単位と倍数の
単位のみを所有する。したがって、常に名前をつける
必要はなく、対応する数値にのみ限定できる。もし私
がギリヤークではなくゴリドを対象にこの問題に関す
る調査をはじめていたら、彼らの商品の値付けの基礎
にある評価額の単位をすぐに理解しただろう。とはい
え、中国人から借用した単位は、硬貨で表されるもの
ではなく、アムールの異民族にとってはもっぱら漠然
としたままである。その大きさについては、あれこれ
の商品の量や数について概算的な理解しかない。この
中央に四角形の穴が空いた銅の丸いものは、何十、何
千と紐に通されている（ギリヤーク語でチハと呼ぶ）。
これ自体価値が低いため、これらのコインはギリヤー
クの尊敬を全く集めておらず、さまざまな形状の他の
銅板と一緒に、女性の衣服の装飾、またはシャツやベ
ルトのボタンとして使用されている。私がいたときの
ロシアの硬貨は、ギリヤークは同様にチハと呼んでお
り（つまりもっぱら〈硬貨〉を意味する）、ギリヤーク
の間でも、他のアムール川下流域の異民族の間でも流
通していなかった。そして、その価値は全く知られて
いなかった。中国商人が自分達の側でその受入れを拒
否したからだ（硬貨の呼称のうち、私のアムール滞在
中は、スペイン語（メキシコ）のピアストル、中国人は
いわゆるコロンナドスのみを受け入れた。しかし、こ
の硬貨は事前に手持ち式のはかりに掛けられていた

［原文280頁 註１］）。しかしそれ以来、ギリヤークはロ
シア人との絶え間ない関係のおかげで、すでにロシア
貨幣を使うことに完全に慣れてきた（現在、彼らは商
品の支払いとしてあらゆる種類のロシアのお金を喜ん
で受け入れている─硬貨だけでなく紙幣も。彼らの機
転と機知に富んだ商売の証として、私がアムールに滞
在していた頃の次の出来事を挙げることができる。す
でに何度も言及したように、ロシア人によるこの地域
の占領初期からロシア人と密接な関係にあった私のク
リ出身のギリヤークのポズヴェイン〔人物〕は、同胞
たちのもとで金銀の存在を知り、同胞から銀貨や金貨
を含めた様々な価値のあるものを引き出そうと計画し
てニコラエフスクからサハリンへ小さな商品を持っ
て行った。これらの貴重品は、アメリカの捕鯨船の乗
組員をほぼ完全に殴打した強盗により、サハリンのギ
リヤークにわたった。サハリンでの事業を成功裏に終

わらせた後、ポズヴェインはニコラエフスクに戻り、
持ってきたものをロシア人に転売して大きな利益を得
た［原文280頁 註２］）。

アムール川下流域の異民族の間に中国人に由来す
る同じ評価額の単位が存在することは、異民族相互間
の交易だけでなく、対中国人の相互交易においても確
立された規範があることを伝えている。物々交換では
様々な多くの商品が扱われているにも関わらず、質量
ともに等価とみなされるのは同じ評価額の単位が維持
されている場合であり、したがって、物々交換は買い
手と売り手の両方に損害を与えることなく行うことが
できる。一方で、多かれ少なかれ中国人の需要と、他
方で、ギリヤーク、オリチャ、ゴリドの需要の程度は、
交易品の価格に関する尺度として機能する。そして、
後者の需要は、これらの品物が和人と異民族のさらな
る交易取引高に適するかどうかによって制約される。
しかし、中国人によるアムール地域の交易において、
排他的に優勢であったときの品物の価格は、ギリヤー
ク、そして彼らの後に続く他のアムールの異民族が中
国人にとって危険な競争相手となったロシア人と接触
した後、大きく変えねばならなかった。その結果、ア
ムール川下流域の交易の様相についての私の観察は、
異民族とロシア人が接近する初期に関してであり、そ
の結果は今ほどはっきりとしていなかったということ
を以前にもまして受け入れなければならないであろ
う。交易の対象にはならないが、日々の生活に必要な
もので構成されているギリヤークの品物の価格につい
ては、彼らの規範、認識、世界観によって規定されて
いる。そのことについて、我々は遅かれ早かれ証明す
るだろう。

【ギリヤークの価値観】

根気のいる調査と私の個人的なギリヤークとの交易
関係、その他の関係は、中国人、和人、ロシア人との交
易による主要な品物や、それと同様に彼らの様々な生
活必需品の価格表を手に入れる可能性を私に与えた。
これらの品物の価格一覧をここで示す。

クロテンの毛皮、質次第　価格　１～３ヤ
アカギツネ（パズーンガ）の毛皮　価格　２ヤ
クロギツネ（プラドゥフェ）の毛皮　価格　３ヤ
ギンギツネ（ヘドゥフェ）の毛皮、良質次第　価格　
10ヤ以上
頭、両足、しっぽ付きのオオヤマネコの毛皮　価格　
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８～10ヤ
頭、両足、しっぽなしのオオヤマネコの毛皮　価格　
５ヤ
カワウソの毛皮は１指尺単位のサイズで評価される　
価格　１ヤ
良質のアザラシ、ゴマフアザラシ属５）（ピグヒ）とア
ゴヒゲアザラシ属６）（キーチ）　価格　１ヤ
一般的な木綿織物（ポシ）４サージェン（ギリヤー

ク自身は腕全体を伸ばして計測し、それはサー
ジェンと同様である。また指あるいは指尺

［18cm］によっても計測する［原文281頁 註１］）　
価格　１ヤ

半ビロ－ド（パルブレツ・ポシ）２サージェン　価
格　１ヤ
羅紗（ドゥジャングタ）1.5サージェン　価格　１ヤ
満洲製（おそらく中国製を指す。このような４サー

ジェンとは、１本あるいは１反となる［原文281
頁 註２］）シルク（非常に不揃いな）織物（チャ
ルピ）４サージェン　価格　５ヤ

ギリヤークの衣服は、素材の価値や質に依存している：
満洲製シルク織物を使った幅の広い袖の長い上着

（ウハト）７）　価格　５ヤ
満洲製シルク織物を使った女性用帽子（チャルプ・
ハク）　価格　３ヤ
オオヤマネコの頭の毛皮を使った女性用帽子（チ
リィギ・ハク）　価格　２ヤ
上質のリスのしっぽを使った襟巻（トルピ）　価格　
１ヤ
刺繍を多用した魚皮（チュルク）製の女性用衣服　
価格　１ヤ
オオヤマネコの毛皮を使った外套（おおよそ６枚の
毛皮を使用）　価格　30ヤ

イヌの毛皮の価格は、まずは色で、次に毛皮の質と
イヌの年齢で決められている。：以下、
灰黄褐色のイヌの毛皮（チャブル・オクハ）　価格　
１ヤ
褐色の斑点が混じる白色のイヌの毛皮（アルハルハ・
オクハ）　価格　１ヤ
白色のイヌの毛皮（チャング・オクハ）　価格　２
ヤ
黒色あるいは暗褐色の成獣のイヌの毛皮（ウイル・
オクハ）　価格　３ヤ

幼獣のイヌの毛皮　価格　２ヤ

ギリヤークの他の衣類：一般的な木綿のシャツ、羅
紗製あるいは半ビロード製の半カフタン［足首まであ
る上着］、アザラシの皮を使ったズボンと前掛（コシ
キ）、普通の冬用帽子、白樺樹皮製の夏用帽子、手甲、
耳当て、手袋など。特に最後の３点は通常刺繍が施さ
れているにもかかわらず、１ヤ以下となる。続いて：

小麦１袋　価格　２ヤ
脱穀したキビ（満洲製（非常に長細い））４袋はクロ
テン４匹と同等で、つまり約６ヤである　価格　４
～８ヤ
ウォッカ１箱（クィルムル・ヴァクケ）　価格　10
ヤ
煙草の葉10束、収穫が乏しい時期は５束　価格　１
ヤ
大きなチョウザメ（トゥクキ・チョ）　価格　２ヤ
大きなダウリヤチョウザメ８）（パトフ・チョ）　価格　
４－５ヤ
生きた仔グマ　価格　25ヤ
生きた成獣のクマ、大きさ次第　価格　30～40ヤ
中型・中品質のイヌ　価格　１ヤ
普通の橇　価格　１ヤ
ヘラジカの毛皮を張ったツングースのスキー１セッ
ト（ギリヤーク語でルドゥヒ・エン、すなわちサマ
ギールのスキーの意）　価格　１ヤ
アザラシの毛皮を張った地元民［ギリヤーク］のス
キー１セットは１ヤ以下である。
小型・中型の舟、大きさ次第　価格　３～７ヤ
大型で新しい舟　価格　13ヤ
魚皮製の帆　価格　１ヤ
魚網10サージェン毎　価格　１ヤ
クジラのひげ製の小札を敷き詰めた弓　価格　１ヤ
銀製の取っ手付の水牛あるいはサイの骨製小札を敷
き詰めた弓（ングイヒフ・プンチ）、銀製取っ手の数
次第　価格　８～10ヤ
単銃身の猟銃　価格　２ヤ
ロシアシベリア式のライフル　価格　４ヤ
双銃身の猟銃　価格　６ヤ
銀製装飾がない長さ１ローコチ［ひじの長さ］の槍　
価格　１ヤ
銀製象嵌細工を施した長さ１ローコチの槍　価格　
３ヤ
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銀製装飾が施されていない、肩から指先までの腕の
長さの槍先　価格　３ヤ
銀製装飾が施されている、肩から指先までの腕の長
さの槍先、銀細工の数次第、価格　８～10ヤ
満洲製の斧　価格　１ヤ
古い満洲製の鎧（ヴィチ・ペチ）９）　価格　30ヤ
地元民がつくった古い紐製の鎧（ケ・ペチ）　価格　
３～４ヤ

カマド用や携帯用の鍋の値段は、部分的には容量で
確定されるが、主にその製作元で決められる。満洲製

（中国製）の鍋は、日本製よりも劣ると考えられてい
る。前者は空焚きすると直ぐにひびが入り、後者はそ
れがない。そして：

カマド用の大型の満洲製鍋（オルモチ・ヴン）　価
格　４ヤ
小型の満洲製鍋　価格　３ヤ
吊耳が付いた携帯用の満洲製鍋（マチ・ヴン）、容量
次第　価格　３～７ヤ
小型の日本製鍋（ギリヤーク語でクギ・ヴン、すな
わちアイヌの鍋の意）　価格　７～８ヤ
大型の日本製鍋　価格　20ヤ
３つの吊耳あるいは取っ手が付いた大型の日本製鍋　
価格　30ヤ

ギリヤークの住居に対する評価は、非常に独特であ
る。

２つのカマドが付く冬用ユルタ（チャドゥルィファ）　
価格　４ヤ
夏用ユルタ（ケルィファ）　価格　２～４ヤ
倉（ニョ）、敷居の数次第　価格　10ヤ以上

【ギリヤークの交易の主な特徴】

この表はギリヤークの交易の認識についての定義を
我々に示している。表に記載された数字によると、彼
らの性格や習慣について十分正確な結論を出すことが
出来る。しかし、これについての結論はまだ先である。
まずは、以下の一般的な結論について考えてみよう。

１）ギリヤークと中国人の主な交易品は、私たちが
すでにみてきたように、毛皮製品である。毛皮の価格
は比較的低く、これはアムール川下流域に疑いもなく
動物が豊富に生息しているためであり、いままで枯渇
したことはない。全ての毛皮の中でも、ここで特に価
値があるのは、ギンギツネとオオヤマネコのたった２

種類の毛皮である。最初の毛皮は、その確かな美しさ
と希少性ゆえ、中国人の間で高く評価される。オオヤ
マネコの毛皮については、ギリヤークが思い描く価値
の高さが交易での拡大を妨げている。

２）しかし、実際の価値とはあまり一致しない高値
ゆえに、オオヤマネコの毛皮以外にも私たちを驚かせ
るいくつかの他の交易品がまだある。例えば、古代満
洲の鎖帷子（くさりかたびら）や兜、吊り耳あるいは
取っ手が３つある日本の鍋などである。残念ながら鍋
は見たことがない。しかし、それほどに大きな価格の
差を正当化するほど、２つの耳やその他の形状のわず
かな変化を備えた同じ日本製の鍋をこれらが凌駕する
かは疑わしい。ここには、率直にかくも他の全てに実
用的であるギリヤークの財産に関する卓越性と敬意に
対する強い嗜好が示される。

３）同じ虚栄心ゆえ、ギリヤークは生きているクマ
を高く評価する。生きているクマを獲ることは、利益
にならないだけでなく損になる。［ギリヤークが］生
きているクマを殺し、その肉を荘厳な盛り付けでごち
そうすることは、常に大金を使い果たすことに関連す
る。しかし一方で、これによって裕福で尊敬に値する
人として高い評判を得ることができる。

４）主に中国人と品物を交換して得る生地のなかで
も、ギリヤークは何よりも金や銀、または龍やその他
の中国の模様が織り込まれた様々な色の絹織物を高く
評価する。とはいえ、女性の盛装用の帽子を除いて、
彼ら自身は絹織物をあまり使用しない。そして明らか
に絹織物を評価するのは、彼らがそれらの布を特に気
に入り、彼らの好みや豊かさに満足をあたえるからと
いうよりむしろ、和人との交易の商品として機能する
ためである。これはギリヤークが商業精神と交易事業
において機知に富んでいることの最良の証拠である。

５）ギリヤークと中国人の物々交換においてウォッ
カ（アラキ）の価格が高いことも同様の説明ができる。
ギリヤーク自身がウォッカに貪欲で、それゆえに搾取
される関係に容易に陥ると考えるのは間違いである。
もし死ぬほど飲むとしたら、私にとっても同じ量であ
る。しかし、儲けに関するすべてのものに極めて敏感
な彼らは、概して生産地から遠く離れた他の異民族の
お気に入りの飲み物への強い嗜好を利用することがで
きた。このように、ウォッカもギリヤークの商業精神
を刺激するものの一つである。我々はすでにロシアの
水兵やコサックとの物々交換においてでさえ、ウォッ
カの助けによりギリヤークが自分達のために利益を引
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き出してきた姿を見てきた。
６）生業の道具、衣服の様々な部分や生活用具に関

するその他の製品において、装飾がどんなに繊細で
あろうと、またどんなに装飾されようと、それらは自
製品の一つでしかない。それらはいつもギリヤークに
とってとても価値が低いものである。それらは中国製
品が入っている場合のみ、価値が上がるだろう。例え
ば、水牛の角製の小札をはり合わせた弓、あるいは銀
製装飾を施した槍等がこれに当たる。つまり、これら
の製品の価値について、ギリヤークは、細工の巧みさ
や彼らの費やされている労働力や時間の位置づけでは
なく、お金が費やされる角製の小札や銀のみを考慮し
ている。

７）異なる種類の建築物に対するギリヤークの評価
は、一見すると矛盾している。例えば、２つのかまど、
大きな窓、下に暖房用の管を通した広い４つの床を持
つ中国風の複雑で広々した冬用住居が、最も手が込ん
でいないことで特徴的な倉庫の値段の半分の価値しか
ないということが信じ難い。少なくとも、ギリヤーク
が複数回私にそれを証明したので、私は前述した数値
の信憑性について支持している。私は今後、家屋の建
築時や使用時に現れる共同体的精神に貫かれたギリ
ヤークの社会生活の記述について、ギリヤーク自身の
証言に基づいて明らかにするほうがより良いと期待し
ている。

８）今、私のギリヤークの価格表とマクシモヴィッ
チによるゴリドのものとを比較しよう（彼から私に
裁量を任された、彼の手稿記録を参照［原文285頁 註
１］）。価格表は、多くの場合それぞれ類似しており、
それはスンガリの中国市場で支配的な価値が両者の
基準として機能しているためである。ただ、その他の
細目において、地域やその住民を表している特徴的な
違いだけがそこにみられる。例えば、柔らかい毛皮類
は、総じてギリヤークよりもゴリドの方が高く評価し
ている（ゴリドでは、上質のクロテンは４～５ヤ；ア
カギツネは３ヤ；ギンギツネは30ヤで、60ヤすること
もある）。これは、おそらくゴリドの地域では毛皮獣が
より北に位置する森林地帯よりも少ないからである。
しかし、これは地域におけるすべての交易の熱心な仲
介者としてのギリヤークが、この商品の大部分を手に
していることについて幾分か考慮する必要があるかも
しれない。ちなみに、ゴリドはリス、オコジョ、チョウ
センイタチなどの小動物も嫌いではない（リスの毛皮
10枚が1/2ヤ；リスの毛皮による外套が７ヤとなる）。

ギリヤークはといえば、毛皮についてはとても豊かで
あり、小物ほど軽んじる。しまいには、唯一毛皮獣の
狩猟や交易に専念しているギリヤークとは反対に、ゴ
リドはシカ科の動物もまた熱心に狩猟し、その毛皮も
中国人と交易している（ゴリドにおいて、シベリアノ
ロジカの毛皮が1/2ヤ；鞣していないワピチの一種あ
るいはヘラジカの毛皮が１ヤで、鞣したものが２ヤで
ある）。毛皮商品と同様、漁撈による主要な食品におい
ても、ギリヤークよりもゴリドの方が高い価値を見出
している（ゴリドでは、例えば大きなチョウザメは10
ヤとなる）。これは第一に魚がアムール川上流域に行
くに従い減少すること、第二にゴリドがギリヤークよ
りも漁撈に従事することが非常に少ないことからであ
る。その代わり、穀物となる植物や野菜（さやのある
様々な豆類）は、ゴリドではギリヤークよりもその価
値が低く、その理由として、ゴリドは農耕が盛んな中
国人に近いところに住んでおり、また彼らが部分的に
野菜を栽培しているからである。ゴリドにおいて300
束が20ヤするタバコ＜細ひも＞もまた、同様に明確に
関係している（上記の価格表に従うと、ギリヤークで
は30ヤする［原文286頁 註１］）。ギリヤークが住む地
にロシア人がやってきたことに伴い、中国製（満洲製）
のタバコの価値が彼らの中で著しく低くなった。なぜ
なら、とてもきついロシア製（チェルカースキー製）
のタバコは、彼らの嗜好に合っていたからである。

【毛皮交易】

したがって、アムールの異民族と中国人の交易の主
な対象は動物の毛皮である。つまりクロテン、キツネ、
カワウソの毛皮だ。しかし、これまで見てきたように
ギリヤークは一般的に狩猟行為を好まず、商業精神に
心を惹きつけられている。そしてこれは、もちろん狩
猟を除き、その他に彼らの好みや傾向に反しない方法
を探すことを彼らに奨励する。そのような方法とは、
例えばツングースのような、より狩猟に積極的な他の
民族との接近である。ギリヤークはあらかじめ彼らと
関係を結び、彼らが狩猟した獲物の大部分を得る。し
かし、中国人への毛皮商品の主な供給者であるアムー
ル・ギリヤークは、その他にもオホ－ツク海岸やサハ
リン島にいる遠く離れた同胞からも毛皮を買い付け
ている。彼ら［アムール・ギリヤーク］でチョミ出身
のギリヤークは、中国の商品をギリヤークのあらゆる
土地の隅々まで、そして最も近い隣人であるネギダー
ル、トナカイ牧畜民のツングース、オロクやアイヌま
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でへも運ぶ運搬者でもある。言うまでもなく、この交
易の主要な利益も彼らのものになる。この地域全体で
中国商人は一人もいない。アムール川下流域におい
て、最北端と最東端では中国商人は周期的に現れ、多
かれ少なかれ継続的に残っている。それはギリヤーク
との境目付近のオリチャのプリ村である。冬には、こ
の場所は前述のティミからガゼラフスキーにわたる道
に沿って、チョミのギリヤークでも簡単に辿り着くこ
とができる。中国商人は、人のいないアムールの左岸
を利用して、プリ村からアムグン〔地名〕のネギダー
ルのもとへ密かに向かうことがある。中国商人は、ギ
リヤークが多く住む右岸を慎重に避けている。ギリ
ヤーク自身は、私に中国商人に自分達を訪問すること
を許可しないと言った。25年前、彼らのうちの一人が
立ち寄った際、彼らはその人物でさえ殺したのだ。中
国商人に対するギリヤークのこの敵意が何に基づいて
いるかを判断するのは困難である。満洲中国人のくび
きから身を守りたいという願望、または中国人を下に
みたいという願望なのか。いずれにせよ、そのような
行動パタ－ンは交易関係において彼らに非常に有益
である。アムール川を上ると、オリチャ、ゴリド、サ
マギールにとって、スンガリに定住した中国商人との
交易における仲介者の役割は、その状況において中国
商人と利害関係でぶつかる。ギリヤークとツングース
の地域では、この役割はアムール・ギリヤークに属す
る。そして、彼らは自身に多大な利益をもたらしつつ、
非常に上手くその役割を遂行する。狩猟の巧みさや機
動性はツングースの隣人たちに負けるが、ギリヤーク
は、その代わり交易において最高度のこれらの特性を
持っている。彼らは自宅でタバコ、ウォッカ、パン製
品、織物、その他の中国製品、そして最近はロシア製
品を取引し、ネギダールやツングース、オホーツク海
やリマン、サハリンの彼らに属する同胞からもたらさ
れた動物の毛皮と交換する。加えて、彼らは前述の異
民族の商品の在庫や、チョウザメやベルーガのような
地元の生産物をもって、これらの異民族のもとへの旅
を自身で行う。アムール・ギリヤークは、漁業におけ
る生産性が最も低い冬のような時期を、この旅のため
に使っている。彼らは犬橇で移動するが、アムールで
とれる魚のおかげで大量の飼育が可能である。実際、
このようにアムールのギリヤークは冬のほぼすべての
間、交易を目的に各地を旅して過ごす。彼らの原始的
な移動手段では多くの商品をすぐに運搬できない。し
かし、旅は次から次へと頻繁に繰り返されるため、結

論として十分に大きな結果をもたらす。彼らの旅の主
要な目的は常に同じで、中国人との交易用の獣の毛皮
や毛皮製衣服の入手である。そして最終的に、この一
様な目的はそうでなければ狩猟に費やされたであろう
労働と時間を十分に埋め合わせるのである。したがっ
て、ここでもこれらあるいは別の商品の生産者は、そ
れを巧みに流通にのせることができる仲介人と比べ
て、得られる利益が常に少ないことが実証される。

【アムール・ギリヤークの交易ルート】

アムール・ギリヤークの交易ル－トは主に３方向
ある：ネギダールのもとへ向かうアムグン（ギリヤー
ク語でヒィンク）行きとサマギールのもとへ向かうウ
ディリ湖行きの西ルート、同胞のもとへ行くオホ－ツ
ク海行きの北ル－トとサハリン島行きの東ル－トであ
る。ギリヤークとネギダールの関係はずっと古くから
続いている。ちなみにネギダールは、オリチャの次に
ツングース系の他のすべてのアムール異民族よりも
強くギリヤークと一体化している、あるいはギリヤー
ク化したといわれている。この点において、ネギダー
ルはオリチャ同様、他のどの民族よりも交易を仲介す
る役割が高い傾向にあり、それは彼らの地域における
地理的条件が、彼らにその方策を少なからず与えてい
るからである。ネギダールは、既にアムグン川におい
て、アムールにいる中国人商人に直通する道を持って
いる。そして冬の時期だけは、同じく中国商人が訪れ
ているゴリンのサマギールと彼らを小さな氷原が隔
てている。そしてアムグン川の北の支流の中で主要な
支流であるネミレン川下流域のその背後に位置する
最北限の境界付近に、ブルカンという場所があり、周
辺のツングースや主にネギダール（Fr. シュミット , 
Histor. Bericht über die Sibir. Exp. der Russ. Geogr. 
Gesellsch. （Beitr. zur Kenntn. des Russ. Reiches, Bd. 
XXV. 134と150頁）を参照のこと［原文287頁 註１］）
と交易するためにロシア人とヤクート人の商人が毎年
12月にそこに集まっている10）。それゆえ交易の仲介者
としてふるまっているギリヤークは、ネギダールの住
む場所ではその成功は少ない。ただし、ギリヤークが
住む地域の近くでオホ－ツク海沿岸南部からアムール
につながる道沿いにある人里離れた場所が例外として
存在している。例えば、ギリヤークの村しかないオレ
リ湖やチリャ湖の隅がこれにあたる。また、サマギー
ルも同じく、いつもはゴリン（ギリヤーク語でクィル）

〔地名〕流域に住んでいるが、ギリヤークに隣りあった

266



19 世紀中葉のアムール川下流域およびサハリン周辺の先住民族交易に関するロシア民族学者の記録 
Records of Russian Ethnographers on Indigenous Trade in the Lower Amur River Basin and Sakhalin in the Mid-19th Century

小さい集落があった。例えばウディリ湖の辺りで、ネ
ギダールの湖とも言えるが、そこにはアムール・ギリ
ヤークが冬だけでなく夏も交易のために訪れていた。
パト〔地名〕では私自身、メズクン〔地名〕のギリヤー
クのこのような交易にむけた集まりを目撃した。これ
は1856年５月18（30）日のことである。様々な中国製
品を積んだ舟がウディリ湖の＜ルドフィ＞（サマギー
ル）へ向けて出航する準備を整えていた。しかしとこ
ろで、ウディリ湖は地理的にも言語的にも、ギリヤー
クよりもオリチャに共通性を持っている。

【アムール、オホーツク、サハリンのギリヤークの関係性】

アムール・ギリヤークは交易の仲介者として、オ
ホーツク海沿岸の同胞よりもはるかに適している。彼
らの道は、パルヴォからクリへ、あるいはヴァエラか
らヒスカへ、そこへは直線的でしかも短い。アムール・
ギリヤークは、中国製商品の、あるいはペトロフスク
哨所の廃止時以降はロシア製商品の唯一の運搬者であ
り、それらの商品と引きかえで毛皮を得ていた。オホ
－ツク・ギリヤークは一部、オホーツク海沿岸やシャ
ンタールスキー諸島で狩猟を行い、また一方で幾分か
はトゥグル〔地名〕やメヴァチャンスキー山脈からき
たツングースの狩猟者のところで毛皮製品を買い占
める。そして彼らは、漁撈やアザラシ漁で得た品物、
そして同様に、アムール・ギリヤークのところで手に
入れた様々な品物を売りさばいている。最近では、オ
ホーツク・ギリヤークは、この他にもアムール・ギリ
ヤークが第一に和人に転売するワシ羽も売っている。
また、アムール・ギリヤークは、オホ－ツク海沿岸で
アザラシの毛皮と油を自分たちで使用するため、また
は南に住む隣人のオリチャやゴリドとの今後の交易の
ために安く買っている。

しかし、アムール・ギリヤークとチョミのギリヤー
クは、中国人との交易用の主要な動物の毛皮の在庫を
サハリンで得ている。ひとつはリマンとトロの島の海
岸の北へ行き、２つめは西にポゴビから南に向かって
ティミの上流に沿う。とはいえ、ここではどちらも自
身の活動範囲として選択した場所の厳密な境界につい
ては執着しない。奇妙なことに、サハリン・ギリヤー
クはアムールの同胞ほどあまり遠くへ移動しない。彼
ら自身はめったに大陸を訪れることはなく、交易のた
めに長旅をすることはない。彼らは最も近い隣人であ
るオロクとアイヌから動物の毛皮を得ることに限定
し、それらをウォッカやタバコ、その他の中国製品の

ようなここでも高く評価される品々と交換する。先に
述べたように、彼ら自身は後者を直接受け取るのでは
なく、すべてアムール・ギリヤークを介して得る。オ
ロクも同様に、中国商人との個人的な取引のためだけ
にティミとガゼラフスキーをつきぬけてプリへ訪れる
ことは稀である。アイヌは彼らの島を離れることは決
してなかった。このように、サハリンにおける中国製
品の交易は、大陸のギリヤークに集中することによっ
て、彼らに大きな利益がもたらされる。我々が既にみ
てきたように、島は特に最も需要がある毛皮をもつ種
類の動物が豊富に生息している。サハリンに住む三つ
の民族は、すべて等しく狩猟に長けているが、三民族
の生産物は主に地元民ではないギリヤークにわたって
いる。オロクの狩猟はたしかに最も生産的である。な
ぜなら、彼らは冬中を狩猟に費やしているからだ。し
かし、彼ら自身の生活様式と一般的にツングースに特
徴的な屈託のなさのおかげで、彼らはしばしば、ある
いは必要に迫られて、ティミ川やその他のサハリンの
地域に定住し商業化したギリヤークに自身が得たもの
の大部分を安く売る傾向がある。オロクの移動性の高
い生活は、彼らの食べ物、余暇の手段、犬の飼育をほ
ぼ絶え間なく不足しがちにする。サハリン・ギリヤー
クはこれをうまく利用し、高値でこれら、あるいは地
元の在庫品やアムール・ギリヤークから前もって得た
品物を供給している。加えて、彼らはオロクに貸し付
けることを拒まない。それはもちろん彼ら自身に有利
な条件をつけることができ、彼ら自身の手に利益が渡
る。彼らはアイヌから同様の利益を引き出している。
これら後者［アイヌ］は、喜んでいかなる場合も、ごく
僅かな量の酒や米と交換して、あるいは全くタダで借
金のかたのように生産物をもっていってしまう和人に
対してではなく、サハリン・ギリヤークに対して自身
が得たものを安く売る。したがって、サハリン・ギリ
ヤークは、大陸の同胞と同様の企業心を持っていない
が、それにもかかわらず民族固有の商業精神と利己主
義を十分に証明している。前述の方法で獲得した動物
の毛皮をアムール・ギリヤークに売りながら、彼らは
同胞に中国人とより広範な交易をする手段を供給し、
それにより自身の富を増やす。とはいえ、アムール・
ギリヤークは、自身の同胞を通じてのみサハリンの
商品を購入するわけではない。彼らは、必要があれば
ティミの流域を通過し、オロクやアイヌと直接交渉す
ることもある。最終的に、彼らはさらなる動物の毛皮
を和人から得る。しかし、このことについては、アムー
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ル・ギリヤークと中国人との交易関係が日本との交易
を可能にしているという観点から詳述したい。

【中国人、満洲人との関係】

オロチとゴリドの国であるアムール川下流域におい
て、私たちが既に述べたように、中国人が時々訪れ、
幾分か長期滞在する多くの場が存在している。彼ら

［中国人］は国境付近の土着民との交易のための拠点
を選ぶことにおいて、高い先見の明を発揮している。
これは巧妙な仕事であり、それはどんな労働や困難を
も恐れず、ただ自分自身や自分の雇い主のためにでき
るだけより多くの成果を引き出すようなどんな方法
を選ぶのもいとわない。しかし、土着民に対して、表
面的には彼らは極めて親切で優しい。プリ村でかつて
あったように、私は気が付くと、この村に滞在中の中
国人３名のうちの１名が暮らしているユルタの中にい
た。リマンから私を案内してきたオリチャとギリヤー
クたちが、そこにちょうど入ってきた。中国人は、雪
を外套から払うのを手伝い、タバコの葉をそれぞれに
すすめながら、彼らの周りを奔走していた。その後、
自分の場所に戻り、再びそこから客人たちに座るよう
すすめ、火鉢の中の火のついた炭を煙管に近づけ煙草
に火をつけ、それを手渡す。そして会話を始めた。中
国人は、炭箱からウォッカの入った容器を取り出し、
自身の客人たちの前に陶器製のおちょこを小さな机の
上に並べ、そこに魅惑的な液体を満たし、そして客人
たちにすすめた。中国人は、言葉を重ねていくうちに
少しずつ自身の目的に徐々に近づいていく。同胞であ
るニカン11）のように彼は、良い友人であるオリチャ、
ゴリド、ギリヤークや、私を含め自身の聴衆者たちを
徐々に信じ込ませていく。中国人というものは、それ
ぞれの毛皮の対価として彼らに対し希望に沿った様々
な織物、脱穀したキビ、ウォッカ、タバコによって支
払う用意をしている。一言で言えば、中国人は彼らを
手なづけており、ただ強奪や迫害をおこなう満洲人の
ような彼らの共通の敵ではないのである。私は後に、
ウォッカを気前よくふるまう、このような話をアムー
ル下流地方で何度も耳にすることになった。彼らは少
なくともゴリドに対していつも目的を達成していた。
ゴリドは満洲人の隣に住み、完全に彼らに依存しなけ
ればならず、特に彼らからの暴力や貪欲さに耐えてい
たのである。恨みを持っているゴリドは、苦い皮肉を
込めて自身を迫害している者たちを＜シンガレ＞やク
マネズミ［小役人］と呼び、それらはゴリドの財産と

所有物を独占し飲み込んでしまうことを暗に意味して
いる。それとは反対に、ギリヤークは彼らの国の入口
を閉じ、満洲人の役人や税の徴収人からの略奪的欲望
から守られており、中国商人の甘い言葉に無関心でい
られる。しかし今度は、彼らが欲に駆り立てられて、
これらの商人たちがスンガリで商品を卸で安く買い入
れ、それらを細かくしてアムールの異民族たちに高く
転売することでいかに利益を上げているのかに無関心
ではいられない。ギリヤークは、彼らの利益に奉仕す
ることを望まず、そのやり方を模倣することを好み、
そして自分自身で儲けようとする。これによって、小
さな儲けさえ中国商人に許さない、彼らの頑強さを幾
分かは説明できるであろう。プリ村のギリヤークの居
住地の境界近くにある中国交易の中心は、オリチャ、
サマギール、オロクが快く訪れているが、ギリヤーク
の中ではチョミに住む者たちだけが訪れている。チョ
ミはアムールから離れている事から、ここのギリヤー
クは主にティミ川のサハリン・ギリヤークとの交易の
ための手段を得ることができる。アムール・ギリヤー
クといえば、アムール川の自然が彼らに与えた天然の
道のおかげで、河川沿岸に散らばっている略奪的な仲
介者に会わずに済むことができ、そしてスンガリで個
人利用またはこの先の交易のための品物を直接手に入
れることができる。

【商品を運ぶ道】

スンガリへの交易の旅は、ギリヤークが＜満洲人＞
に話すように、彼らの全ての希望と現実的な要求で構
成されている。このために、彼らは主にクロテン、カ
ワウソ、キツネを狩り、貴重な毛皮を購入するために
近隣の民族のもとへ向かう旅に出る。スンガリの中国
人にとって、価値のあるほぼ唯一のものであるこれら
の交易のための品物の大量の在庫を有していなけれ
ば、ギリヤークにとって不利益であるだけではなく、
満洲の役人の巨大な賄賂による買収から避けられない
状況で長距離の旅に出ることはとても考えられなかっ
たであろう。しかし、この種の在庫品を用意すること
は、概して容易ではない。ギリヤークは普段、より経
験豊富な指導者の指揮のもと数人で一緒に毛皮獣を求
める旅に出る。そして、より経験豊富なギリヤークの
うちの一人が自分の責任で旅に出て、一定の賃金また
は利益の分け前を支払って助手として何人かの若者
を連れて行く。犬ぞりで冬期の道に沿ってひとりでス
ンガリへ行くことは禁止されている。ちなみに、これ
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は旅の遠さによっても妨げられている。ここでのギリ
ヤークのたどる道は、その時間の長さは言うまでもな
く、彼らとその犬を友好的にもてなす傾向にあるオリ
チャ以外に、常に友好的にもてなすとは限らないゴリ
ドの地域にまで及ぶからだ。旅行者は、ウスリとスン
ガリの間で彼らの犬が容易に疲れ果て死んでしまうよ
うな荒野を旅する。しかし、最も有利な条件下でも、
一人の商人は一度に極端に少ない商品しか運べないた
め、彼にとってその道を行くことは割に合わないだろ
う。そのような旅のための最善かつ唯一の便利な方法
は、アムール川とスンガリを舟で上ることである。し
かし、ここでも舟を漕ぐために数人の手助けなしに済
ますことはできないため、毛皮商品や食料品を多く積
んでいない場合でも、状況に応じて、舟の櫂をこいだ
り、速い流れに逆らって綱で引っ張ったりする。した
がって、この旅は普段、大規模ではないにしても経験
豊富な指導者を先頭に常によく組織された集団で行わ
れる。

【スンガリでの交易】

スンガリへのギリヤークの旅の最終的な目標は、サ
ン・シンの街、あるいはアムールの異民族がイチャ・
ホトン12）と呼んでいるスンガリのフルハ〔地名〕ある
いはムチャン・ホ〔地名〕の河口付近である。満洲・
中国政府は、彼らがそれ以上国に入ることを許可して
いない。また、彼らは、他の全てのアムール川下流域
の異民族と同様に、スンガリの合流地点の河口より上
のアムール川、いわゆるサハリ川へのアクセスも禁止
されている。ジャンジュ〔地名〕では、これらの川の
合流地点付近に満洲の役人の宿営地があり、禁止事項
を厳守することが義務付けられている。したがって、
ここは最西端と最南端の境界であり、それを超える
と、ギリヤークとアムール・スンガリ地域の直接の交
流は途絶える。「キルク・ホトン」街と「ヌングドゥイ・
ホトン」（ニングタ？）街はスンガリ沿いに位置し、イ
チャ・ホトンの上流、ギリヤークが「ウラ」（満洲語、
ツングース語の方言で単に「川」という意味）と呼ぶ
前述の支流に位置する。また、同様に＜大＞都市の＜
アイホ＞（アイグン）はサハリ川にあり、アムールと
スンガリの中国人や、おそらく部分的にはブルカンに
いるツングースやヤクートの話から、伝聞によっての
みギリヤークの間でよく知られている。もし満洲・中
国政府がギリヤークに他の全ての外国人の立ち入りが
禁止されているスンガリに入ることを許可した場合、

これは政府が彼らを自分たちの支配下にある民族と見
なしていることを示している。しかし、満洲・中国政
府はギリヤーク固有の地域に対して何の権利も主張せ
ず、軍のスパイも送ることはなく、徴税人も派遣して
いない。ゆえに、ギリヤークは自身が独立していると
考えている。満洲・中国政府のこれらの寛容さは、こ
の場合、抵抗を避けるための詭計以上のものではない
のかもしれない。ギリヤークたちの抵抗を抑え込むこ
とは、利益よりも手間と費用がかかるだろう。しかし
一方で、サン・シンに交易に来るギリヤークに高い税
金を課すことで、彼ら自身は報われている。そして、
もし儲けに対する希望が灰のように飛び散らず、旅を
無益に終らせたくなければ、ギリヤークは高い税金を
払うことに従わなければならない。加えて、満洲・中
国人に直接依存しているゴリドや他の民族らが遭わさ
れているのと同様の待遇に耐えなければならない。ギ
リヤークは、それと同様に敬意を持って満洲・中国人
に振舞う必要がある。満洲・中国人に要求や挨拶のた
めに近づく際、彼らの証言によると、満洲・中国人の
前にひざをついて頭を垂れる。これはギリヤークの規
則や習慣には全くない行為である。そのため、サン・
シンに現れるギリヤークは、満洲・中国政府との関係
において、完全に服従しているように装っている。そ
して、政府はこれと貢納の形で賄賂を徴収することに
満足している。それらは、現地の役人のポケットに非
常に静かに留まっていると考えられなければならな
い。

毎年スンガリに来るアムール川下流域の異民族に
対する満洲の役人や中国商人の扱いは、極めて残酷
で無礼で屈辱的なものである。謙虚で忍耐強いゴリド
に対しては最も悪い。1866年と1872年にスンガリを
沿ってペトゥネー［ボドゥネー（伯都訥）］まで登っ
たヒルコフスキー〔人名〕（ヒルコフスキー（著名な
ロシア人地理学者。общ., Т. П, 1866, отд. П, 227頁 . 
Petermann’s Geograph. Mittheil.（1868）の 抜 粋 を 参
照、p.345）［原文292頁 註１］）とバラバシュ〔人名〕（Y. 
バラバシュ『スンガリ語辞典』1872（Воени.Сборн., 
1874, №3, 141頁）［原文292頁 註２］）によると、アムー
ルから来るすべての商人は、まずサン・シンへ行くた
めの通行証と自由交易のための証明書を用意する必要
がある。そして、これらはいずれもスス［蘇蘇］という
満洲の役人が駐在している村で提示される。ゴリドた
ちはこれらの証明書を手に入れるために、非常に多く
の魚の膠やチョウザメ類の軟骨を取り立てられた。サ
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ン・シンでは、中国商人のための新しい税金と貢物13）

が彼らに期待されていた。各々の交易商から高品質の
クロテンの毛皮を収賄し、この目的のために任命され
た役人は全ての商品を容赦なく選ぶ。所有者たちは、
全ての時間おとなしく両膝をつき、しばしばこれは１
時間かそれ以上続く場合がある。当然のことながら、
これは１匹のクロテンだけでは止まらない。そしてこ
れは沈黙を引き出す。さもないと、少しでも逆らえば
竹製の棒で容赦なく打たれてしまう。役人たちの後
は、中国商人の出番が到来する。しかし、これは暴力
だけではなくウォッカの誘惑に屈するものもいる。ツ
ングースはウォッカに抗えないのである。そして中国
商人はさらにゴリドを追跡し、最小限の債務として彼
らの父や祖父の時代につくったと思われるような借金
の返済として大量のクロテンの毛皮を要求する。ゴリ
ドは刑罰への恐怖ゆえ、商人と大部分の行動を共にす
る役人が彼らの交易権を剥奪することのないように、
ただ反論せずに待つのである。

ギリヤークは、毛皮製品に加え自身の生産品から
チョウザメ類の脊柱、軟骨、膠もサン・シンで取引し
ている。彼らは、これらすべてを一部は自分たちのた
め、一部は近隣民族との貿易のために交換し、必要な
品物を得る。このように穀物や野菜、特に熊祭14）を構
成するものの一つである小麦、大麦、きび、白豆、黄
豆、ウォッカ、タバコがある。また関連器具では、陶器
のカップ、テーブル、いたる所に普及している銅製、
ガラス製、石（瑪瑙、玉髄）製の吸口のついた中国産
のパイプがある。中国製の織物では、男女ともに服に
使用されるグレーやブルーの木綿、黒い絹とベルベッ
ト、斑模様の絹、多彩な絹糸、裁縫用の針、ボタンなど
がある。装飾品では、銀のイヤリング、指輪、ブレス
レット、ビーズ飾り、女性のワンピース用の銅や真鍮
製の飾りなどがある。最後に、家庭用品では大小の鍋
などがある。しかし、サン・シンで取引される大量の
商品は、以前ギリヤークがアムール川を遡りスンガリ
に沿って困難な航行を果たした小型舟で損傷なく運搬
するには、大きすぎて扱いにくかった。そこで、彼ら
はゴリドが製作したより大きな満洲船を入手し、それ
に乗って容易かつ迅速に川の流れに沿って下流に戻っ
たのである。このような場合、ギリヤークは通常、流
れが最も速い川の中央の位置を保ち続け、常駐または
一時的に停泊している満洲の役人や中国商人からの攻
撃、新たな強盗を避けている。彼らはそこかしこにお
り、ギリヤークを待ち伏せている。ギリヤークによっ

てサン・シンで購入された満洲船は、そこから戻る際
も彼らのために働き続けている。さらに彼らはシザム

（和人）への更なる航海にとりかかっており、我々はこ
れからその交易を検討することにする。

【和人との交易─蝦夷錦など】

ギリヤークがサン・シンの中国人と交易する前述の
すべての品物の中で、第一に占めるのは、龍やその他
の図像を描いた銀糸や金糸が一面に織り込まれた色と
りどりの絹織物である。これらの布の一部は一反単位
で販売され、一部はすでに幅広の袖を備えたゆったり
としたガウンの形で販売される。アムール地域外での
主な販売先は和人である。したがって、中国製の織物
はギリヤークと和人の間の直接交易関係の手段となっ
ている。しかし、この交易は日本国内ではなく、サハ
リンの和人移住地で行われている。このことは、和人
から我々に伝わったこの島に関する最も古い証言の
中ですでに言及されている。1652年以前にもエッソ15）

を訪れた日本語通訳カンネモンは、この島で＜クラト
＞または＜クラフト＞（サハリン）から得られる特別
な種類の絹織物についてすでに言及しており、その結
果、彼はそれらを＜クラフトリ＞と名付けた（Iesoki, 
ou Descr. de l’ile de Jesso, traduit du japonais par 
feu M. Titsingh. （Annales des Voyages, publ. par 
Malte-Brun, T. XXIV, Paris 1814, 162, 164頁）［原文
293頁 註１］）。この主題に関するさらに明確な情報
は、1785年か86年に江戸で出版されたリンシフェ16）の
著作＜ San kokf tsou ran to sets［三国通覧図説］＞に
ある（Klaproth, San kokf tsou ran to sets, ou Aperçu 
général des trois royaumes, Paris. 1832,190頁 . また、
Ritter, Asien, Bd. III, 487頁も参照のこと［原文294頁 
註1］）。エッソ（マツマイ）の住民は、自国の製品をク
ラフト［サハリン］にある＜マンチュ＞に送り、そこ
で淡い青色のビーズやワシの羽根、タバコを吸うため
のパイプ、龍柄の絹織物、さまざまな色の木綿や亜麻
布と交換していると述べられている。ここでそれは疑
いなくサハリンにおける満洲・中国人、ギリヤーク、
オリチャの交易を指しており、一部は輸入品、主に中
国製品、一部はアムール地域の地元製品（例えばワシ
の尾羽など）である。彼らは地元のアイヌと和人と交
易を行っており、先述したアムール川下流域の二つの
民族と一部のゴリドが今でも交易を行っている。確か
に、言及された証言には彼らの名前は記載されていな
いが、当時の和人とアムール川下流域の異民族との面
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識がほとんどなかったことを考えると、このようなこ
とは期待できなかっただろう。むしろ、和人が＜マン
チュ＞という一般名で呼んだのは、中国と満洲の商品
を交易するためにそこに来たすべてのアムールの異民
族を意味していたと考えなければならない。後世のロ
シア人の記述でも、サハリンでは和人と交易に来たオ
リチャやギリヤークもしばしば＜満洲人＞と呼ばれる
ことがあったのだ（例えば、ルダノフスキー（チフメ
ネフ『ロシア・アメリカ会社の成立と現在に至るまで
の事業に関する歴史的考察』第二章、1863年、127頁）、
およびブッセ（『サハリン島と探検、1853年』サンクト
ペテルブルク、1872年、62,72,85頁など）を参照のこと

［原文294頁 註２］）。けれども後者の、ロシア人が一般
に満洲の名で呼んでいる中国商人も、現在はサハリン
を訪れていない。しかし、この交易に関するロシアの
最初の情報は、日本のリンシフェ〔人名〕の証言とほ
ぼ同時期に遡る。遅くとも1792年にアダム・ラクスマ
ンはエッソの和人から＜カラプ＞（クラフト、サハリ
ン）にビーズや織物を持ち込み、そこで動物、クロテ
ン、キツネの毛皮と交換した＜サンダン・アイヌ＞の
話を聞いていた（ポロンスキー『クリル』（Зап. Имп. 

Русск. Геогр. / Общ., по отд. Этногр., Т. IV, 493, 541頁
を参照のこと［原文294頁 註３］）。彼［ラクスマン］が
＜サンダン出身の人々＞という名前で言ったのは、確
かに朝鮮人17）を意味していた。しかし、前述したよう
に、和人とアイヌは一般にアムール川下流域に＜サン
タン＞という名前を適用しているので、間違いなく交
易目的でサハリンを訪れるギリヤーク、オリチャ、ゴ
リドのことを言っているのである。

【シラヌシに辿り着くまでの道】

ギリヤークと和人の交易の中心は、和人の主な居住
地である島の南西端のシラヌシにある。つまり、ギリ
ヤークが和人だけでなくアイヌとも交易するために
＜シザム＞を目指す旅の最終目的はここにある。旅は
夏にも冬にも、舟と橇の両方で行われる。海路の場合、
ギリヤークはスンガリで購入した満洲船か、前述した
自分たちの舟を使用する。自分たちの舟の側面には、
大きな波から守るために、両側に追加の板を取り付け
ている。しかし、ギリヤーク独自の舟には竜骨がなく、
舟の構造を考慮して、ひらけた外海を慎重に避けてい
る。おだやかな天気を選んでマミア・リンソ18）海峡を
越えると、彼らはサハリンの西海岸に到達する。その
海峡の最も狭い地点は、ラザレフ岬（ギリヤーク語で

ピリャンクフィ、すなわち大きな岬、オリチャ語では
ワズフンという）とポゴビ岬の間で、幅わずか４海里
である。そして、ギリヤークは常に西海岸にできるだ
け近づこうと努力する。しかし、この海岸は特にドゥ
イから南に下ってピリャヴォ〔地名〕までは険しく岩
が多いため危険も多い。危険を避けるため、ここでも
ギリヤークは穏やかな天候か微風だけを利用して航海
する。このような状態での航海がとても長くつづくた
め、特に舟に負担をかけないように、わずかな食料し
か持っていかず、航海中の食料はもっぱら例外なく網
漁に頼っている（シュミット 前掲 54頁［原文295頁 註
１］）。しかし条件がよければ、ドゥイからクシュナイ

〔地名〕までの舟旅の最悪の場所を、しばしば４～５日
で行くことができる。しかし、この岩だらけの海岸沿
いを犬橇でシザムへ向かう冬の旅は、さらに困難であ
る。その海は常に凍るとは限らず、凍った場合も波の
圧力に耐えられないことが多い。強風が氷を砕き、横
に吹き飛ばすのだ。その後、旅行者たちは陸路で旅を
続けるが、サハリンのこの地域は山が多いため、長い
迂回を余儀なくされる。ドゥイ近くのアルカイ19）〔地
名〕で海辺を離れ、低い峠を越えてティミ川の源流に
向かう。ここからプリまたはポロナイ〔地名〕に向か
い、下流に下ってテルペニヤ湾に達すると、ギリヤー
ク、ウイルタ、アイヌのサハリンの３民族が暮らす集
落にたどり着く。彼らは島の東岸に沿ってマヌエ〔地
名〕まで進み、サハリンの最も狭い部分にある低くて
便利な峠を通って、クシュナイで再び西岸に渡り、最
終的にシラヌシに到達する（シュミット前掲 110頁［原
文295頁 註２］）。

【サハリン・アイヌとの交易】

ギリヤークがシザムに渡航する際には、すでに述
べたように、彼らだけと交易するのではなく、アイヌ
とも交易をする。品物は同じ動物の毛皮であり、ギリ
ヤークはその代価として同じ木綿布、タバコ、パイプ、
ビーズ、その他満洲・中国産の品物を支払う。交易は
サハリンの東西両海岸で行われており、ギリヤークが
アイヌと出会うところならどこでも行われている。し
かし、その中心はクシュナイ近郊のナヨロ〔地名〕で、
アイヌは遠くの、例えばアニワ湾などからも集まって
くる（ブッセ84頁、シュミット前掲92頁［原文295頁 註
３］）。和人はこの交易を好ましく思っておらず、あり
とあらゆる方法で妨げようとしている。和人はアイヌ
の毛皮製品のすべてを手に入れたがっているが、アイ
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ヌと取引する際は、貪欲に彼らを抑圧する。脅しや恐
喝によって、和人は異民族に望みの商品を非常に安く
手放させ、あるいは架空の借金を口実に無料でとりあ
げさえする（ブッセ71頁［原文295頁 註４］）。そのた
め、アイヌは可能な限り和人との交易を避け、和人か
ら動物の毛皮の在庫を隠し、サハリンのギリヤーク、
さらに望むらくはアムール・ギリヤークやオリチャに
売ろうとする。この両者ともクロテンの毛皮の代価と
して、彼らの厚意にもよるが、中国製の木綿布２サー
ジェンから３サージェン［１サージェンは2.133m］を
支払う。カワウソの毛皮の場合は、1/4アルシン［１ア
ルシンは0.711m］、１ピャド［約18cm］ごとに同額を支
払う。つまり、カワウソの毛皮の長さが５/ ４アルシ
ンであれば、なめしの際に皮がひっぱられるのは避け
られないが、前述の10サージェン分を支払うことにな
る（ブッセ 前掲 .84頁［原文296頁 註１］）。ギリヤーク
がここで設定した毛皮製品の価格は、彼らの土地での
価格とほぼ同じである。

【ギリヤークと和人の交易の様子】

シラヌシに到着すると、ギリヤーク商人たちはま
ず、シザム［和人］により特別に用意された儀式を受
ける。彼らはそれぞれ、従属の印として和人の役人の
手により背中を棒で２、３回叩かれる。その後、商品
は彼らから取り上げられ、部外者が立ち入ることので
きない指定された建物に検査のために持って行かれる

（ルダノフスキーによる。チフメネフ『ロシア・アメリ
カ会社の成立と現在に至るまでの事業に関する歴史的
考察』、127頁も参照のこと。この著作では、シラヌシ
という名前は＜シラクーシ＞と間違って発音されてい
る［原文296頁 註２］）。品物の中の良いものは、もち
ろん持ち主に返されないことを想定しなければならな
い。しかし、和人は訪れたギリヤークやオリチャから
アイヌに行うように大胆に奪おうとは思わない。あま
りに乱暴な暴力は、彼らが国へ訪れる気をなくし、そ
の結果、彼らの熱烈な欲望の対象である輸入品を奪っ
てしまうことを恐れているのだ。ギリヤークとの交易
は、和人にとって大きな利益となる。和人は、サハリ
ンやエッソのアイヌから強奪して手に入れた動物の毛
皮（クロテン、キツネ、カワウソ）を大量に、しかもほ
とんど無料で得ている。良く知られている和人の毛皮
嫌いのために、日本では毛皮製品はまったく大切にさ
れていない。ギリヤークは日本の取っ手付き大鍋が好
きで、彼らにも少なからぬ利益をもたらしている。そ

して、米、タバコ、酒、陶磁器、木製の漆器は、和人と
ギリヤークとの間の有益な交易の対象である。そして
ギリヤークの側では、赤や青の色とりどりの絹織物や
鷲の尾を和人に提供する。和人がこれらの品物に支払
う高値は、ギリヤークのこれらの品目に対する傾倒を
十分に示している。クリ村のギリヤークのポズヴェイ
ンによれば、和人は幅１アルシン、長さ７サージェン
の絹織物１枚に、カワウソの毛皮５枚と、同じ枚数の
クロテンやキツネの毛皮を支払う。オオワシ20）の尾に
はカワウソの毛皮12枚を、それよりもはるかに価値の
低いオジロワシ21）の尾には米を望んだ分だけ与える
という。当時、アヤンにあったニコラエフスクとムラ
ヴィヨフ哨所のロシア・アメリカ会社の事務所と倉庫
の管理責任者であったフルギエリム〔人名〕の証言に
よれば、アムール川下流域からシラヌシに毎年やって
くる商人たちがシラヌシで購入する動物の毛皮の総量
は、カワウソの毛皮が2400枚、クロテンの毛皮が1300
枚、キツネの毛皮が640枚であった（チフメネフ『ロシ
ア・アメリカ会社の成立と現在に至るまでの事業に関
する歴史的考察』128頁［原文297頁 註１］）。ギリヤー
クやオリチャがシザム［和人］から得て故郷に持ち帰っ
た毛皮は、アムールや主にスンガリの中国人との交易
の対象として役立っている。このようにして、彼らは
アムール川下流域の一般的な交易活動の活性化に大き
く貢献した。

サハリンのシザム［和人］のもとでのギリヤークと
オリチャの滞在は、時にかなり長期に及ぶ。夏に到着
した後、その多くは犬に乗ってクシュナイ、マヌエの
冬の道を通り、ポロナイ、ティミ川の流れに沿って故
郷へ戻る。また、シザムで越冬した後、次の春か夏の
訪れとともに帰路につき、再び舟でサハリン西岸を航
行していく者もいる。途中、彼らは可能な限りアイヌ
との交易を続ける。シュミット（Histor. Ber. etc., l. c., 
54頁［原文297頁 註２］）によれば、特に仔グマを捕ら
えようと努力し、それを家で育てる。

シラヌシは、和人と交易するアムール川下流域の
商人がサハリンで最後に立ち入る場所である。ちな
みに、彼らはアニワ湾のクシュンコタンへの立ち入
りは禁じられている。西にある中国のサン・シンが
ギリヤークにとって直覚的になじみ深い世界の南方
への極限だとすれば、ここ東の日本では、その極限は
シラヌシである。現在のシザムの国［日本］は、サハ
リン（ler － mi）から＜小さな海＞（Mach － kerhk）
で隔てられた小さな土地であるにすぎない。その
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後、アムール地方がロシアに占領されると、和人は
シラヌシとサハリン西海岸で２番目に大きな和人
集落であるエンドゥンゴモ22）〔地名〕への商人の立
ち入りを許可しなくなった。同時に、和人は島の北
部にまで植民地を拡大しようとした。ロシアの勢力
拡大に歯止めをかけ、アイヌに対する支配権を保持
し、従来通りアイヌを抑圧し略奪することを望んだ
のだ。すでに1859年には、ギリヤーク商人のシラヌ
シへの立ち入りが禁止され、翌年には交易のために
樺太に来たオリチャもエンドゥンゴモに入ること
が許されなかった23）。彼らの一部はクスナイに留まり、
他の者は島の東岸のタライカに移動した（ブルイルキ
ン『サハリンからの手紙』（Зап. Сиб. Отд. Имп. Русск. 

Геогр. Общ., Кн. VII, 22, 26頁）およびシュミット 前掲 
107-108頁［原文297頁 註３］）。この禁止令はテバフ出
身のギリヤークのユージン〔人名〕の耳にも達したが、
彼はそれまで何度もシラヌシを訪れ、そこでよく知ら
れていた。アイヌの母から学んだアイヌ語の知識のお
かげで、通訳として使われたことも一度や二度ではな
かった。しかし、こうしたことやロシアに占領された
後のアムール地方の交易に起こったその後の変化につ
いては、この評論の範囲外である。

【小括】

つまり、ギリヤークは高度に商業化された民族であ
り、交易の利益にかなり熱心であることがわかる。狩
猟が苦手な彼らは、自分たちの狩猟だけでは２つの文
化的民族［中国人と和人］と大規模な交易を行うため
の手段を得ることができない。しかし、彼らの活動に
おけるこの欠陥は、より巧みな猟師である隣人との交
易における彼らの不断の努力と一貫性によって十分に
埋められる。原始的な移動方法にもかかわらず、十分
な量の物資を確保した彼らは、スンガリ沿岸やサハリ
ンの南部、つまり＜満洲＞や＜シザム＞への長旅を行
う。このように、ある国の産物と他の国の産物の交換
を促進することで、ギリヤークは東アジアの２つの主
要な文化的民族、つまり中国人と和人の間の交易仲介
者にもなっているのだ。このようなギリヤークの交易
活動の側面は、否応なしにもうひとつのパレオアジア
人であるチュクチと比較されることになる。チュクチ
も狩猟は苦手だが、交易には長けており、北のツンド
ラを縦に横断し、ベーリング海峡を渡り、ユーコパ〔地
名〕の海岸で捕られた動物の毛皮をエスキモーから買
う。その見返りとして、彼らはロシア・シベリア産の

商品を渡し、アニュイ〔地名〕に戻ると、エスキモーか
ら得た毛皮製品で代金を支払って、再びロシア・シベ
リア産の商品を買い占める。こうして極北の彼らは、
ヨーロッパ、アジア、アメリカの交易仲介者となって
いる（チュクチの交易については、マチュシュキンの
極めて詳細な報告によっている（『ランゲル旅行記』ロ
シア語版、第１巻331頁以降）。また、ディトマラ（Bull. 
de la cl. hist-philol. de l’Acad. Imp. des sc. de St.-
Petersb.、T. XIII、1856、129頁以降や Mel. russes、T. 
III,　39頁以降）などもある［原文298頁 註１］）。どのシ
ベリアの異民族も、交易活動に関する限り上記２つの
パレオアジア系民族と比較することはできない。たし
かにオリチャも交易において大きな商業精神を有して
いるが、これから我々がみるように、彼らの発展はもっ
ぱらギリヤークの影響下で起こったものである。

（オリチャの話につづく）

訳注

１）	 原文は「イノローツィ（инородцы）」. 本稿では、ロシア史における歴
史用語として「イノローツィ」を「異民族」と訳す。「イノローツィ」は、
1822年の「異民族統治規約」において法令用語として使用されて以来、
19世紀を通じてシベリア及びその周辺の非スラヴ系の異民族全般を指
し示す用語として広範に使用されてきた（吉田2018:68）。2024年現在、
ロシアでは人口５万人以下の先住民族を表す法律用語として「先住少
数民族」という用語が用いられ、47民族が政府の公認リストにあげら
れている（Правительство России 1999, 2000）。「イノローツィ（異民
族）」はこの「先住少数民族」という現在の法的枠組みを大きく超え、
タタール系、モンゴル系、テュルク系などの諸民族をも包摂した範疇
の用語である（吉田2018:68）。

２）	 原文は「ヤポンツィ（японцы）」. シュレンクはギリヤーク語で日本の
土地や民族としての日本人を表す用語として「シザム（Сизамъ）」を用
いている。また、「ヤポーニヤ（япония）」や「ヤポンツィ（японцы）」
などの用語も併用している。本稿では、原文で「シザム」と記載された
ものは原則「シザム」と訳出した。また文脈に応じ、国籍としての日本
人ではなく、民族としての日本人を指す際は「和人」とし、地理的な場
所を指す場合は「日本」とした。

３）	「トゥゼムツィ（туземцы）」もロシア史における歴史用語であり、本
稿では「土着民」（文脈に応じて「地元民」）と訳した。「トゥゼムツィ

（туземцы）」は「ゼム（зем）」（土地）という語根をもち、「彼の地の住
民」のようなという意味を有している（Соколовский 1998:58、吉田
2018:69）。

４）	 原文は「イノゼムツィ（иноземцы）」. 文脈的に、ギリヤークとは異な
る（ино-）土地（зем-）からやってきた人々という意味で「外国人」とし
てのロシア人を指すと考えられる。

５）	 原文はPhoca nummularia.
６）	 原文はPhoca barbata.
７）	 いわゆる蝦夷錦のことか。
８）	 原文はベルーガ（белуга）。アムール川に生息する大型のチョウザメを

指す。現在はカルーガと呼ばれる。
９）	 間宮林蔵『北蝦夷図説』に満洲製の鎧の記録がある。
10）	 エトロフ島の番人小頭であった中川五郎治はこの交易を目撃し、その

様子を『五郎治申上荒増』に記している。五郎治は1807（文化4）年に
ロシアのフボストフらのエトロフ島襲撃によりシベリアに連行され、
1812年まで抑留生活をした。『五郎治申上荒増』は五郎治のシベリア生
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活に関する記録で、秋月（1994）や左近（1999）らにより翻刻、現代語訳
等が行われた。なお、五郎治はロシア語の知識を活かし、種痘に関する
書籍（『遁花秘訣』）を日本語で初めて記した人物でもある。

11）	 中国人をゴリドやギリヤークが呼ぶときのスラング。
12）	 シュレンクの聞き間違いにより区別して記されているが、サン・シン

と同じ場所を指す。イチ・ホトンは新しい街という意味。イラン・ハラ、
サン・シン、イチ・ホトンは全て同じ場所を指す。

13）	 原文は「アルバン（албань）」。満州語で貢物の意味。
14）	 原文は「притнадлежности медвежьих праздничеств（クマの・祭りの・

一部（付属品））」。国立アイヌ民族博物館の基本展示室では「クマの霊
送り儀礼」としているが、本稿ではシュレンクの書き方に倣い、あえて

「熊祭」と訳した。
15）	 現在の北海道のこと。
16）	 江戸時代の経世家である林子平（1738-1793）のこと。
17）	 原文は「コレイツィ（корейцы）」.
18）	 江戸時代の探検家である間宮林蔵（1780-1844）のこと。サハリン、およ

び海峡を渡り黒竜江周辺を調査した。サハリンが大陸とはつながって
いない離島であることを明らかにし、この海峡を「間宮海峡」とした。
シュレンクは、シーボルトの著作の影響でこの名称を用いている可能
性がある。

19）	 アルコエのことか。
20）	 原文はHaliaёtos pelagicus.
21）	 原文はHaliaetos albicilla.
22）	 エンルモコマフのことか。
23）	 シュレンクの間違いか。サンタン交易の記録は1867年まであり、政府

が立入を禁止したのは1868年である。
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図１　19世紀中葉のアムール川下流域およびサハリン周辺の地図
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国立アイヌ民族博物館　研究紀要 
編集・査読の体制

『国立アイヌ民族博物館研究紀要投稿要領』（2021 年 7 月 1 日制定）では、本紀要の編集方針・体制を以下のように定めている。

『国立アイヌ民族博物館研究紀要査読要項』（2021 年 11 月 26 日制定）では、本紀要の査読方針・体制を以下のように定めている。

『国立アイヌ民族博物館研究紀要』投稿要領（2021年7月1日制定）より抜粋
（目的）
第１条　『国立アイヌ民族博物館研究紀要』（以下「紀要」という。）は、「先住民族であるアイヌの尊厳を尊重し、国
内外にアイヌの歴史・文化等に関する正しい認識と理解を促進するとともに、新たなアイヌ文化の創造及び発展に寄与す
る」という博物館の設立理念に則って、当館が行う調査研究の成果を公表することを目的とする。

（審査）
第９条　投稿された原稿の掲載可否については、別に定める査読要領に基づいて、委員会または委員会が指定する外部専
門家で審査のうえ決定する。

（倫理的配慮）
第15条　委員会及び投稿者・執筆者は、本紀要を発行するにあたり、「先住民族であるアイヌの尊厳を尊重し、国内外に
アイヌの歴史・文化等に関する正しい認識と理解を促進するとともに、新たなアイヌ文化の創造及び発展に寄与する」と
いう博物館理念、及び民族共生象徴空間の設立理念である「先住民族であるアイヌの尊厳を尊重する」という理念を遵守
すること、及び当館「研究行動に関する倫理規程」を遵守することが求められる。論文の内容が倫理的考慮を要する場合
は、必ず論文中に倫理的配慮をどのように行ったかを記載する。また、写真・図版等の著作権等使用許可に関しては執筆
者が責任を負う。研究内容・手法に倫理的問題がある場合には、委員会において掲載不可とする。また後日判明した場合
には掲載を取り下げるものとする。

（目的）
第１条　この要項は、国立アイヌ民族博物館（以下「当館」という。）が編集、発行する国立アイヌ民族博物館研究紀要
（以下「紀要」という。）への掲載を目的に投稿された論文、研究ノート、資料紹介、事業報告及びその他紀要への掲載
が適当と認められる文章（以下「論文等」という。）について、査読の方法、掲載基準等必要な事項を定めることにより、
紀要の掲載内容の質を保証し、もって当館を含む民族共生象徴空間ウポポイの発展に資することを目的とする。

（査読者の匿名性）
第２条　原則として、査読者名は匿名とする。ただし編集委員会は、当該巻の編集終了後、紀要発行に際し、誌面で査読
者を公開することができる。

（掲載基準）
第５条　紀要の掲載基準は以下のとおりとする。
（1）編集委員会は、「先住民族であるアイヌの尊厳を尊重し、国内外にアイヌの歴史・文化等に関する正しい認識と理解
を促進するとともに、新たなアイヌ文化の創造及び発展に寄与する」という博物館の設立理念に則って、当館及び民族共
生象徴空間ウポポイが行う調査研究の成果として公表するにふさわしいと思われる内容の投稿を掲載する。
（2）紀要に掲載される論文等について、研究倫理の遵守が徹底されていることを確認し、「先住民族であるアイヌの尊厳
が尊重されること」を最優先事項として査読にあたる。
（3）掲載の可否は、独創性、新規性、整合性、資料的意義等から判断され、投稿に含まれる発見、資料、考察、分析等の
学術的価値及び記録・資料的価値が共有される意義を考慮して判断する。
（4）掲載後に自由で闊達な議論が交わされるよう、著者が論文などにおいて表明する見解を尊重し、建設的・客観的な批
判や見解を表明する機会となることを重視する。
（5）掲載原稿は、原稿の分量、参照文献表記の方法等について執筆要領を遵守し、字句表現等が適切なものでなければな
らない。

（原稿掲載の決定）
第６条　編集委員会は、査読者による査読意見を参考にしながら、前条各号に示された掲載基準に則して、原稿掲載を決
定する。
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なお、「国立アイヌ民族博物館印刷物等編集委員会設置要項」（2022 年 6 月 9 日改正版）では、本誌発行について次のように定め
られている。

　なお、紀要第 3 号の編集委員は以下の通り（肩書は 2025 年 3 月時点）。

館長　佐々木史郎	
副館長　南健一	
研究学芸部長兼展示企画室長　藪中剛司
研究学芸部　資料情報室長　田村将人
研究学芸部　研究交流室長　霜村紀子
研究学芸部　教育普及室長　森岡健治
事業課長　成田昭夫

紀要発行担当	
谷地田未緒（研究交流室）、深澤美香（研究交流室）

（検討事項）
第２条　編集委員会は、次の事項について検討する。
（1）ニュースレター「アヌアヌ」の編集・発行に関すること
（2）研究紀要の編集・査読審査・発行に関すること
（3）調査研究報告書の編集・発行に関すること
（4）年報の編集・発行に関すること
（5）その他、各種印刷物等発行及び公開に必要な事項について

（組織）
第３条　委員会は、次に定める委員長及び委員をもって構成する。
　２　編集委員会は、事案ごとに次の委員をもって組織する。
（1）館長
（2）副館長
（3）研究学芸部長
（4）事業課長
（5）研究学芸部室長

　　３　委員長は、館長をもって充てる。

　　（会議）
　第４条　委員会の会議は、委員長が招集する。
　　２　委員長は、必要があるときは、関係者の出席を求め意見を聴くことができる。
　　３　�編集委員会の下に、各種印刷物等発行及び公開に関し専門的な調査及び検討をするため、必要に応じて部会を設　　　

置することができる。

２　原稿掲載の決定は、編集委員会委員の過半数の賛成によって行う。
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National Ainu Museum Journal
Editorial and Peer Review Regulations

The "Guidelines for Submission to the National Ainu Museum Journal" (in Japanese/enacted on July 1, 2021) 
stipulates the editorial policy and system for this journal.

[tentative translation]

　　(Purpose) 
Article 1.
The purpose of the Journal is to publish the results of research conducted by the Museum in accordance with the 
Museum's founding philosophy of "respecting the dignity of the Ainu as an indigenous people, promoting correct 
recognition and understanding of Ainu history and culture in Japan and abroad, and contributing to the creation and 
development of a new Ainu culture".

　　(Review) 
Article 9.
The Committee or outside experts designated by the Committee shall review and decide whether or not to publish the 
submitted manuscripts in accordance with the review procedures specified separately.

(Ethical Considerations)
Article 15.
In publishing this journal, the Committee and the contributors and authors shall be guided by the museum philosophy 
above, and the philosophy of the establishment of Upopoy National Ainu Museum and Park. The applicant is required 
to comply with the museum's philosophy of "respecting the dignity of the Ainu as an indigenous people" and with the 
museum's "Code of Ethics Concerning Research Conduct”. If the content of the paper requires ethical considerations, 
description of how those considerations were taken is required to be written within the paper. In addition, authors are 
responsible for copyright and other permissions for the use of photographs, illustrations, and other materials. If there 
is an ethical problem with the research content or methods, the committee will reject the article for publication. If the 
ethical issues are discovered at a later date, the publication of the article will be withdrawn.

The "National Ainu Museum Journal Peer Review Guidelines" (in Japanese/ enacted on November 26, 2021) 
defines the review policy and system for this Journal as follows.

(Purpose) 
Article 1. 
These Guidelines shall apply to the National Ainu Museum (hereinafter referred to as "the Museum"). The following are 
the methods of peer-review and the procedures for the publication of articles, research notes, introductions to cultural 
resources, program reports, and other writings deemed appropriate for publication in the Journal (hereinafter referred 
to as "Articles"). The purpose of this regulation is to guarantee the quality of the contents of the journal and thereby 
contribute to the development of Upopoy, including the Museum.

(Anonymity of reviewers) 
Article 2.
In principle, the names of reviewers shall remain anonymous. However, the Editorial Board may disclose the names of 
the reviewers in the journal after the completion of the editing of the volume of the Journal.

(Review Criteria)
Article 5.
The criteria for publication of the Journal shall be as follows.
(1) The Editorial Committee shall publish the results of research conducted by the Museum and Upopoy, in accordance 
with the Museum's founding philosophy of "respecting the dignity of the Ainu as an indigenous people, promoting correct 
recognition and understanding of Ainu history and culture in Japan and abroad, and contributing to the creation and 
development of a new Ainu culture”.
(2) The articles and other materials to be published in the Journal will be peer-reviewed to ensure that research ethics 
are thoroughly observed and that the editorial policy of "the dignity of the Ainu as an indigenous people is respected" is 
given the highest priority.
(3) Acceptance or rejection for publication will be judged based on originality, novelty, consistency, material significance, 
among other criteria. It will also be taken into consideration that the academic value of the findings, materials, and 
analysis included in the article, as well as the significance of the resources and material.
(4) To encourage free and vigorous discussion after publication, the views expressed by authors in their papers will be 
respected. The review will be based on a good will of providing an opportunity to express constructive and objective 
criticism and views.

278



(5) Manuscripts for publication should be written in compliance with the Guidelines for Writing Manuscripts in terms of 
volume, references, and should be appropriately worded.

(Decision to publish manuscripts)
Article 6.
The Editorial Board shall make a decision on the publication of a manuscript with the publication criteria indicated in 
the preceding article, while referring to the opinions of the reviewers.
2. The decision to publish a manuscript shall be made by a majority vote of the Editorial Committee members.

The "Guidelines for the Establishment of the Editorial Committee for Printed Materials of the National Ainu 
Museum " (June 9, 2022), stipulates the following regarding the publication of this journal.

(Article 2.)
The Editorial Committee shall consider the following matters.
(1) Matters related to editing and publishing the newsletter "anu anu,”
(2) Matters related to the editing, peer reviewing, and publication of the Journal,
(3) Editing and publishing research reports,
(4) Editing and publishing annual reports,
(5) Other matters necessary for publication and release of various printed materials.

(Organization)
Article 3.
The Committee shall consist of a chairperson and members as specified below.
(1) Executive Director
(2) Deputy Director
(3) Director of the Research and Curatorial Department
(4) Manager of the Administrative Division
(5) Managers of Divisions at the Research and Curatorial Department

The chairperson of the committee shall be the director of the museum.

(Meetings)
Article 4.
1. The chairperson shall convene meetings of the Committee.
2. The Chairperson may, when necessary, request the attendance of relevant persons and hear their opinions.
3. �The Editorial Committee may establish subcommittees under the Editorial Committee as necessary to conduct 

specialized studies and deliberations on the publication of various printed materials, etc.

The members of the Editorial Board of the Journal are as follows  
 (titles are as of March 2025).

SASAKI Shiro (Prof. Dr.),	 Executive Director of the Museum
MINAMI Kenichi,	 Deputy Director of the Museum
YABUNAKA Takeshi,	 Director of Research and Curatorial Department cum Manager of  Exhibition Planning Division
TAMURA Masato,	 Manager of Collection Management Division
SHIMOMURA Noriko,	 Manager of Research Management and Exchange Division
MORIOKA Kenji,	 Manager of Museum Education Division
NARITA Akio,	 Manager of the Administrative Division

Secretary for the Publication of the Journal
YACHITA Mio (Research Management and Exchange Division), FUKAZAWA Mika, Dr. (Research Management and Exchange 
Division)
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本誌に掲載した論文等はすべて、当博物館ウェブサイト上で電子版を公開しています。
https://nam.go.jp/

本誌に掲載されている論文の内容は、すべて著者の文責によるもので、発行者・資金出資元の意向を反映するものでは
ありません。各論文の著作権は各著者に帰属します。

国立アイヌ民族博物館
研究紀要　第 3 号　2024

National Ainu Museum 
Journal Vol.3  2024

2025 年 3 月 31 日発行

編集　国立アイヌ民族博物館印刷物等編集委員会	
発行　国立アイヌ民族博物館	
北海道白老町若草町 2 丁目 3 番 1 号	
https://nam.go.jp/	
ISSN 2758-2760	
非売品	
© 2025 国立アイヌ民族博物館

March 31, 2025.

Edited and Published by National Ainu Museum 
2-3-1, Wakakusa cho, Shiraoi, Hokkaido, JAPAN 
https://nam.go.jp/ 
ISSN 2758-2760 
Not for Sale 
© 2025 National Ainu Museum

All the articles published in this journal are available online at the museum website below. 
https://nam.go.jp/

The content of articles published in this journal is solely the responsibility of the author(s) and does not reflect the 
intent of the publisher or funding source. The copyright of each paper belongs to the respective author(s).


